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こ
こ
に
専
門
家
責
任
研
究
会
の
メ
ン
バ
ー
に
よ
る
共
同
研
究
の
成
果
と
し
て
、

財
団
叢
書
と
し
て
公
刊
す
る
運
び
と
な
っ
た
。

専
門
家
責
任
研
究
会
は
、
一
九
九
二
年
四
月
に
発
足
し
た
。
約
二
年
半
に
わ
た
り
、
ほ
ぽ
毎
月
一
回
共
同
研
究
を
行
な
っ
て

き
た
。
研
究
会
で
は
、
弁
護
士
、
公
証
人
、
公
認
会
計
士
、
税
理
士
、
司
法
書
士
、
土
地
家
屋
調
査
士
等
の
専
門
家
の
民
事
責

任
を
契
約
・
不
法
行
為
の
両
面
か
ら
検
討
し
、
専
門
家
の
責
任
の
基
準
の
あ
り
か
た
、
そ
の
相
手
方
の
保
護
の
要
件
な
ど
を
考

え
、
あ
わ
せ
て
損
害
賠
償
と
保
険
と
の
関
係
を
討
議
し
て
き
た
。
本
書
の
執
筆
者
は
、
こ
の
研
究
会
の
メ
ン
バ
ー
で
あ
る
。

こ
の
研
究
は
、
一
九
九
四
年
秋
の
日
本
私
法
学
会
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
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に
お
い
て
報
告
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
近
時
、
諸

外
国
で
も
、
専
門
家
の
責
任
が
問
題
と
さ
れ
つ
つ
あ
り
、
日
本
で
も
、
こ
れ
に
関
す
る
裁
判
例
が
現
わ
れ
つ
つ
あ
る
。
専
門
家

と
は
何
か
、
特
に
専
門
家
の
責
任
を
取
り
上
げ
る
意
味
が
あ
る
の
か
、
な
ど
、
根
本
的
な
問
題
が
あ
る
。
ま
た
、
今
回
は
、
専

門
家
の
中
で
も
、
独
自
の
大
問
題
を
抱
え
る
医
師
の
責
任
を
除
き
、
弁
護
士
と
建
築
家
の
責
任
を
中
心
に
検
討
す
る
こ
と
と
し

た
。
そ
の
意
味
で
は
、
本
書
は
、
専
門
家
の
民
事
責
任
に
関
す
る
研
究
の
第
一
歩
と
も
い
う
べ
き
も
の
で
あ
る
。
も
っ
と
も
、

す
で
に
、
寸
専
門
家
の
責
任
L

(

川
井
健
編
・
日
本
評
論
社
、
一
九
九
三
年
)
が
公
け
に
さ
れ
て
い
る
。
本
書
で
は
、
こ
の
研
究

書
を
前
提
と
し
、
少
し
で
も
問
題
点
の
考
察
を
深
め
る
よ
う
心
が
け
た
つ
も
り
で
あ
る
。
今
後
、
本
書
を
き
っ
か
け
と
し
て
、

医
師
の
責
任
を
含
め
、
さ
ら
に
研
究
が
進
展
す
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
る
。

こ
の
研
究
に
当
た
っ
て
は
、
財
団
法
人
安
田
火
災
記
念
財
団
の
な
み
な
み
な
ら
ぬ
ご
支
援
を
受
け
た
。
と
り
わ
け
同
財
団
の

堀
内
生
太
郎
専
務
理
事
と
熊
野
真
以
子
さ
ん
に
た
い
へ
ん
お
世
話
に
な
っ
た
。
ま
た
、
安
田
火
災
海
上
保
険
株
式
会
社
の
関
係

者
の
方
々
か
ら
実
務
的
観
点
か
ら
の
示
唆
を
い
た
だ
い
た
。
研
究
会
の
メ
ン
バ
ー
一
向
、
財
団
お
よ
び
関
係
者
に
心
か
ら
感
謝

す
る
次
第
で
あ
る
。

「
専
門
家
の
民
事
責
任
L

を
安
田
火
災
記
念

一
九
九
四
年
九
月
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軒
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に
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た
。
こ
こ
に
、
「
専
門
家
の
民

事
責
任
L

と
い
う
テ

1
マ
を
と
り
あ

げ
、
民
法
、
商
法
お
よ
び
民
事
訴
訟
法

上
の
問
題
点
を
探
り
、
日
本
私
法
学
会

に
お
け
る
一
九
九
四
年
大
会
民
法
部
会

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
(
平
成
六
年
一

O
月一

O
目
、
立
教
大
学
で
開
催
の
予
定
)
の

テ
ー
マ
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
多
方
面

か
ら
の
検
討
を
お
願
い
し
た
い
と
思

〉フ。
専
門
家
の
責
任
に
関
し
て
は
、
す
で

に
「
専
門
家
の
責
任
L

と
題
す
る
研
究

書
が
公
に
さ
れ
て
い
る
(
川
井
健
編
・

専
門
家
の
責
任
(
日
本
評
論
社
、
一
九
九

三
年
)
)
。
こ
の
書
物
の
な
か
で
は
、
イ

ギ
リ
ス
、
ア
メ
リ
カ
、
ド
イ
ツ
、
フ
ラ

ン
ス
の
外
国
法
の
動
向
、
日
本
に
お
げ

る
弁
護
士
、
公
証
人
、
鑑
定
人
、
公
認

会
計
士
、
司
法
書
士
、
土
地
家
屋
調
査

士
、
宅
地
建
物
取
引
主
任
者
、
建
築
士

の
専
門
家
の
民
事
責
任
を
各
論
的
に
考

察
し
、
法
的
処
理
と
し
て
の
専
門
家
の

契
約
責
任
お
よ
び
不
法
行
為
責
任
に
つ

い
て
の
理
論
の
ほ
か
、
保
険
法
上
の
問

題
を
も
検
討
し
て
い
る
。

帝
京
大
学
教
授

JII 
井

健

今
回
の
研
究
は
、
こ
の
書
物
の
執
筆

者
と
は
一
部
重
複
す
る
が
一
応
異
な
っ

た
メ
ン
バ
ー
に
よ
り
、
こ
の
書
物
を
前

提
と
し
つ
つ
、
問
題
点
を
主
に
弁
護
士

と
建
築
家
に
し
ぽ
り
、
さ
ら
に
一
歩
考

察
を
深
め
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

専
門
家
の
民
事
責
任

と
は

本
研
究
に
い
う
「
専
門
家
L

通
常
人
と
は
異
な
り
、
「
l
士
L

と
い

わ
れ
る
よ
う
な
一
定
の
資
格
を
有
し
、

そ
の
資
格
に
基
づ
く
相
談
業
務
や
情
報

提
供
業
務
と
い
う
職
業
(
プ
ロ
フ
エ
ツ

シ
ヨ
ン
)
に
従
事
す
る
者
を
い
う
(
l
)
。

そ
の
職
業
は
、
い
わ
ゆ
る
自
由
業

Z
R

と
は
、

同
司
ゆ
目
。
∞
命
日
同
)
に
属
す
る
。
西
嶋
梅
治

教
授
に
よ
る
と
、
プ
ロ
フ
エ
ツ
シ
ヨ
ン

と
は
「
科
学
ま
た
は
高
度
の
知
識
に
裏

づ
け
ら
れ
、
そ
れ
自
身
一
定
の
基
礎
知

識
を
も
っ
た
特
殊
の
技
能
を
、
特
殊
な

教
育
ま
た
は
訓
練
に
よ
っ
て
習
得
し
、

そ
れ
に
基
づ
い
て
不
特
定
多
数
の
市
民

の
中
か
ら
任
意
に
呈
示
さ
れ
た
個
々
の

ク
ラ
イ
ア
ン
ト
の
具
体
的
要
求
に
応
じ

て
具
体
的
活
動
を
行
な
い
、
よ
っ
て
社

会
全
体
の
た
め
に
つ
く
す
職
業
で
あ

る
」
と
定
義
づ
げ
ら
れ
て
い
る
(
2
)
O

す
な
わ
ち
、
分
析
す
る
と
、
「
専
門
家
」

に
は
、
以
下
の
特
色
が
み
ら
れ
る
。

第
一
に
、
資
格
を
必
要
と
す
る
。
そ

の
資
格
は
国
家
試
験
制
度
等
に
基
づ
く

こ
と
が
多
く
、
特
定
の
専
門
家
集
団
ご

と
に
強
制
ま
た
は
任
意
加
入
の
団
体
が

組
織
さ
れ
、
団
体
に
よ
る
自
主
的
な
規

律
が
行
な
わ
れ
、
そ
の
職
業
に
つ
い
て

の
倫
理
性
が
要
求
さ
れ
、
規
律
に
違
反

し
た
者
に
対
し
て
は
団
体
内
部
で
の
懲

戒
の
よ
う
な
制
裁
が
加
え
ら
れ
る
の
が

通
常
で
あ
る
。
ま
た
、
団
体
内
部
で
の

研
修
・
再
教
育
も
重
視
さ
れ

d
。

第
二
に
、
特
殊
な
領
域
に
つ
い
て
の

1 



第 l章問題の提起

判
断
が
仕
事
の
内
容
と
さ
れ
る
。
顧
客

の
信
頼
を
受
付
高
度
の
裁
量
が
委
ね
ら

れ
る
の
が
通
常
で
あ
る
。

第
三
に
、
仕
事
の
対
価
は
比
較
的
高

額
と
な
る
。
二
疋
の
資
格
に
基
づ
い
て

独
占
的
に
仕
事
を
す
る
の
で
あ
り
、
ま

た
特
殊
な
教
育
ま
た
は
訓
練
に
よ
っ
て

習
得
し
た
特
殊
の
技
能
を
活
用
す
る
の

で
あ
る
か
ら
、
そ
れ
相
当
な
報
酬
を
伴

う
こ
と
は
当
然
で
あ
る
。

第
四
に
、
そ
の
社
会
的
地
位
は
高
い

の
が
通
常
で
あ
る
。
一
定
の
資
格
に
基

づ
い
て
人
々
の
信
頼
に
応
え
る
べ
き
地

位
に
あ
る
と
い
え
る
。

本
研
究
に
い
う
「
民
事
責
任
L

と

は
、
専
門
家
が
そ
の
職
業
に
従
事
す
る

に
あ
た
り
、
他
人
に
誤
っ
た
情
報
や
仕

事
を
提
供
し
、
こ
れ
を
信
頼
し
た
依
頼

者
お
よ
び
第
三
者
が
損
害
を
受
け
た
場

合
の
賠
償
責
任
を
い
う
。
こ
の
場
合
の

責
任
は
、
通
常
人
の
責
任
に
比
べ
、
そ

れ
ぞ
れ
の
職
業
に
基
づ
く
高
度
の
専
門

的
な
注
意
義
務
が
前
提
と
さ
れ
て
い

る
。
そ
の
責
任
を
呆
た
す
た
め
の
各
種

の
保
険
が
行
な
わ
れ
て
い
る
。

専
門
家
の
責
任
の
う
ち
医
師
の
責
任

は
、
医
師
の
説
明
義
務
、
患
者
の
自
己

決
定
等
を
め
ぐ
っ
て
独
自
の
領
域
を
形

成
し
、
今
回
と
り
あ
げ
る
に
は
あ
ま
り

に
問
題
が
多
い
の
で
、
今
後
の
検
討
に

委
ね
る
こ
と
と
し
、
今
回
は
、
こ
れ
ま

で
あ
ま
り
と
り
あ
げ
ら
れ
て
こ
な
か
っ

た
各
種
専
門
家
の
う
ち
、
実
行
型
な
い

し
請
負
型
と
も
い
う
べ
き
建
築
家
の
専

門
家
の
責
任
と
相
談
型
な
い
し
委
任
型

と
も
い
う
べ
き
弁
護
士
の
責
任
の
問
題

を
ケ

l
ス
ス
タ
デ
ィ
と
し
て
と
り
あ
げ

る
。
建
築
家
お
よ
び
弁
護
士
の
責
任
を

モ
デ
ル
に
検
討
し
、
関
連
し
て
、
相
談

型
に
属
す
る
司
法
書
士
、
土
地
家
匡
調

査
士
、
公
認
会
計
士
等
、
実
行
型
に
属

す
る
医
師
の
責
任
等
に
も
触
れ
な
が

ら
、
専
門
家
の
民
事
責
任
の
実
情
、
比

較
法
、
理
論
を
考
察
し
、
専
門
家
の
民

事
責
任
は
ど
う
あ
る
べ
き
か
と
い
う
こ

と
を
考
え
る
こ
と
と
し
た
い
。

諸
外
国
で
も
、
近
時
、
弁
護
士
や
建

築
家
等
の
専
門
家
の
責
任
に
関
す
る
文

献
が
多
く
な
っ
て
い
る
。
後
に
紹
介
さ

れ
る
ア
メ
リ
カ
、
ド
イ
ツ
、
フ
ラ
ン
ス

に
お
い
て
は
も
と
よ
り
だ
が
、
そ
の
他

の
諸
国
で
も
そ
う
で
あ
る
(
3
)
O

こ
の
よ
う
な
専
門
家
の
民
事
責
任
を

通
常
人
の
責
任
と
区
別
し
て
と
り
あ
げ

る
意
義
は
あ
る
の
だ
ろ
う
か
。
そ
の
意

義
が
あ
る
と
し
て
、
弁
護
士
と
建
築
家

の
責
任
を
主
た
る
モ
デ
ル
の
対
象
と
し

て
論
ず
る
価
値
が
あ
る
の
だ
ろ
う
か
。

思
う
に
、
民
法
は
、
地
位
の
対
等
な

当
事
者
を
前
提
と
し
た
定
め
を
し
て
い

る
の
で
あ
る
が
、
専
門
家
の
責
任
に
お

い
て
は
、
こ
れ
と
前
提
を
異
に
す
る
。

す
な
わ
ち
、
契
約
の
当
事
者
の
一
方
が

専
門
的
知
識
と
能
力
を
有
し
、
相
手
方

や
第
三
者
は
通
常
素
人
で
あ
っ
て
専
門

的
知
識
を
有
し
な
い
。
相
手
方
が
専
門

家
の
判
断
を
信
頼
し
て
仕
事
の
処
理
を

委
ね
た
と
こ
ろ
、
そ
の
判
断
に
誤
り
が

あ
っ
た
り
、
処
理
が
適
切
で
な
か
っ
た

た
め
に
損
害
が
生
じ
た
と
き
、
素
人
で

あ
る
相
手
方
や
第
三
者
が
ど
の
よ
う
な

法
的
構
成
で
ど
の
よ
う
な
要
件
の
下
に

専
門
家
に
対
し
て
責
任
を
追
求
す
る
こ

と
が
で
き
る
か
と
い
う
こ
と
が
検
討
さ

れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
ま
た
、
ひ
と

く
ち
に
専
門
家
と
い
っ
て
も
、
多
種
多

様
な
専
門
家
が
い
て
、
そ
の
す
べ
て
の

者
の
責
任
を
並
列
的
に
論
ず
る
の
は
必

ず
し
も
効
果
的
と
は
い
え
な
い
。
す
で

に
述
べ
た
よ
う
に
、
専
門
家
の
な
か
で

も
タ
イ
プ
を
異
に
す
る
弁
護
士
と
建
築

家
を
い
わ
ば
モ
デ
ル
と
し
て
と
り
あ

げ
、
あ
る
べ
き
専
門
家
責
任
を
考
え
て

み
た
い
と
い
う
の
が
私
た
ち
専
門
家
責

任
研
究
会
の
メ
ン
バ
ー
の
共
通
の
問
題

意
識
で
あ
る
。

専
門
家
の
注
意
義
務
に
つ
い
て
、
判

例
は
、
医
療
事
故
に
関
し
て
だ
が
、
医

師
に
最
大
限
の
注
意
義
務
が
あ
る
こ
と

を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、

い
や
し
く
も
、
人
の
生
命
お
よ
び
健
康

を
管
理
す
る
業
務
(
医
業
)
に
従
事
す

る
者
は
、
そ
の
業
務
の
性
質
に
照
ら

し
、
危
険
防
止
の
た
め
に
実
験
上
必
要

と
さ
れ
る
最
善
の
注
意
義
務
が
要
求
さ

れ
る
、
と
し
た
(
最
判
昭
三
六
・
二
・

一
六
民
集
一
五
巻
二
号
二
四
四
頁
)
。
こ

の
判
決
の
考
え
方
は
専
門
家
の
責
任
に

つ
い
て
基
本
的
に
あ
て
は
ま
る
。
た
だ

し
、
人
の
生
命
お
よ
び
健
康
に
は
か
か

わ
ら
な
い
場
合
に
お
け
る
専
門
家
の
責

任
の
基
準
等
に
つ
き
、
具
体
的
に
検
討

を
要
す
る
で
あ
ろ
う
。

2 



問題の提起

具
体
的
検
討

第1章

以
上
の
よ
う
な
問
題
意
識
の
も
と

に
、
本
書
で
は
、
専
門
家
責
任
研
究
会

の
メ
ン
バ
ー
に
よ
り
分
担
し
て
、
専
門

家
の
責
任
ー
ー
そ
の
理
論
的
枠
組
み
の

提
案
(
能
見
善
久
)
、
医
師
の
責
任
か

ら
み
た
専
門
家
責
任
(
平
沼
高
明
)
、

比
較
法
(
ア
メ
リ
カ
・
弥
永
真
生
、
ド

イ
ツ
・
浦
川
道
太
郎
、
フ
ラ
ン
ス
・
鎌

田
薫
)
、
役
務
提
供
者
責
任
に
関
す
る

E
C
指
令
案
(
浦
川
道
太
郎
)
、
わ
が

国
に
お
け
る
専
門
家
責
任
の
実
情
(
鎌

田
薫
)
、
弁
護
士
の
専
門
家
責
任
(
小

林
秀
之
)
、
建
築
家
の
専
門
家
責
任

(
森
島
昭
夫
)
、
専
門
家
の
民
事
責
任

の
法
的
構
成
と
証
明
(
下
森
定
)
、
専

門
家
責
任
保
険
(
落
合
誠
一
)
、
の
諸

問
題
を
検
討
し
、
最
後
に
総
括
(
西
嶋

梅
治
)
を
す
る
と
と
も
に
付
録
と
し

て
、
公
認
会
計
士
の
責
任
(
弥
永
真

生
)
の
論
文
を
掲
げ
た
。

寸
専
門
家
L

に
つ
い
て
、
学
界
に
お

り
る
確
立
し
た
共
通
認
識
が
あ
る
と
は

い
え
な
い
現
状
に
お
い
て
、
弁
護
士
の

責
任
や
建
築
家
の
責
任
に
関
す
る
本
書

の
研
究
に
つ
き
、
各
方
面
か
ら
の
ご
批

判
を
い
た
だ
き
つ
つ
、
今
後
と
も
あ
る

べ
き
専
門
家
の
責
任
に
つ
き
検
討
を
し

た
い
と
思
う
。

(
1
)

川
井
健
編
・
専
門
家
の
責
任
(
日

本
評
論
社
、
一
九
九
三
年
)
三
頁
以
下
。

(
2
)

西
嶋
梅
治
寸
プ
ロ
フ
エ
ツ
シ
ョ
ナ

ル
・
ラ
イ
ア
ビ
リ
テ
ィ
・
イ
ン
シ
ュ
ア

ラ
ン
ス
の
基
本
問
題
L

有
泉
亨
監
・
現

代
損
害
賠
償
法
講
座

8
損
害
と
保
険

(
日
本
評
論
社
、
一
九
七
三
年
)
一
四

一
頁
。

(
3
)

ア
メ
リ
カ
に
つ
い
て
は
、
笠
井
修

「
ア
メ
リ
カ
法
に
お
け
る
『
専
門
家
の

責
任
』
L

川
井
編
・
前
掲
一

O
三
頁
以

下
の
ほ
か
本
書
〈
第
四
章

ω〉
掲
載
の

弥
永
論
文
、
ド
イ
ツ
に
つ
い
て
は
、
滝

沢
昌
彦
寸
ド
イ
ツ
法
に
お
け
る
守
専
門

家
の
責
任
L

L

川
井
編
・
前
掲
二
三
ニ

頁
以
下
の
ほ
か
本
書
〈
第
四
章
凶
〉
掲

載
の
浦
川
論
文
、
フ
ラ
ン
ス
に
つ
い
て

は
、
須
永
醇
「
フ
ラ
ン
ス
法
に
お
げ
る

『
専
門
家
の
責
任
』
L

川
井
編
・
前
掲

一
五
九
頁
以
下
の
ほ
か
本
書
〈
第
四
章

印
〉
掲
載
の
鎌
田
論
文
、
イ
ギ
リ
ス
に

つ
い
て
は
、
飯
塚
和
之
寸
イ
ギ
リ
ス
法

に
お
り
る
『
専
門
家
の
責
任
』
」
川
井

編
・
前
掲
七
五
頁
以
下
参
照
。

ほ
か
に
、
ス
イ
ス
に
つ
い
て
は
、
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♂
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吉
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仏
四
円
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四
円
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回
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口
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岸
巾
ロ
ロ
仏

z
o
g
g
w
H
V
E
m
m
ぐ
q
z
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巾
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g
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白
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z
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目
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切
四
円
一
}
♂
呂
田
y
イ
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ア
に
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い
て
は
、
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ぐ
宮
町
叩
ロ
N
P
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叶
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凹
旬
。
ロ
印
国
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円
7
1
口
叩
仏
巾
-
U
]寸
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∞
「
ス
ペ
イ
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に
つ
い
て
は
、
吋
♀
目

印同門目白
w
γ
向白円。白ロ
O
可
N
心己目。円己
0
・
円
、
白

吋ゆ印
]uoロ
印
仰
げ
山
口
仏
印
門
同
門
町
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-
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色
白
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H
U
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σ巾叶同
]
u
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な
お
、
筆
者
は
、
一
九
九
三
年
(
平

成
五
年
)
夏
、
ド
イ
ツ
の
連
邦
建
築
家

会
(
切

5
巳巾印白
R
E
C
w
w
g
w同
日
目
。
円
)

の
Z
岳
巴
弁
護
士
、
連
邦
弁
護
士
会

(
切
己
ロ
ロ
巾
印
円
mXHFZ同
口
君
主
Z
W
曲目・

5
叩
円
)
の
の
m
-
Z
R事
務
局
長
、
フ
ラ
イ

ブ
ル
グ
の
弁
護
士
ロ
円
・
同
O
R白色

出
口
ず
角
氏
、
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
の
保
険
会
社

〉
巨
白
ロ
N

の
り
円
・
∞
江
区
芹
叩
回
O
吋
m
B山口口

氏
、
ゲ
ッ
テ
イ
ン
ゲ
ン
大
学
の

HUB同・

巴
円
目
肘
吋
当
日
ロ
ロ
2
R
F先
生
等
か
ら
、
ド

イ
ツ
に
お
け
る
専
門
家
の
責
任
(
切
巾

E
貯
伊
良

E
口
問
)
、
と
り
わ
け
弁
護
士
お

よ
び
建
築
家
の
責
任
に
つ
い
て
事
情
を

聴
く
機
会
を
得
た
。
か
わ
い
・
た
け
し

3 
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第
二
章

序

寸
専
門
家
の
責
任
し
を
論
じ
る
論
文

の
多
く
が
、
専
門
家
は
そ
の
専
門
性
に

応
じ
た
高
度
の
注
意
義
務
を
負
い
、
そ

れ
だ
け
厳
し
い
責
任
、
重
い
責
任
を
負

う
、
と
い
う
こ
と
を
議
論
の
中
心
に
据

え
て
い
る
(
1
)
O

こ
れ
は
ま
ち
が
い
で

は
な
い
が
、
ど
う
も
専
門
家
の
責
任
の

重
要
な
部
分
を
見
落
と
し
て
い
る
よ
う

に
思
わ
れ
る
。
そ
こ
で
、
専
門
家
の
責

任
は
ど
こ
に
特
徴
が
あ
る
の
か
、
依
頼

者
は
な
ぜ
専
門
家
の
責
任
を
追
求
す
る

の
か
、
こ
れ
ら
の
問
題
を
聞
い
直
す
こ

と
か
ら
出
発
し
、
専
門
家
の
責
任
を
考

察
す
る
さ
い
の
一
つ
の
理
論
的
な
枠
組

み
を
提
示
し
よ
う
と
い
う
の
が
本
稿
の

目
的
で
あ
る
。
結
論
を
先
取
り
す
る
な

ら
ば
、
専
門
家
の
責
任
に
は
、
専
門
家

に
負
わ
さ
れ
て
い
る
高
度
の
注
意
義
務

の
違
反
が
問
題
と
な
る
「
高
度
注
意
義

務
違
反
型
」
と
、
依
頼
者
か
ら
受
り
て

い
る
信
頼
・
信
認
を
裏
切
る
「
忠
実
義

務
違
反
型
」
が
あ
る
よ
う
に
思
う

(
2
)
。
医
師
、
弁
護
士
、
建
築
士
等
は

そ
の
専
門
性
に
応
じ
て
高
い
報
酬
を
依

頼
者
に
要
求
す
る
の
で
あ
り
、
し
た
が

っ
て
、
高
度
に
専
門
的
な
仕
事
が
遂
行

で
き
な
か
っ
た
場
合
に
は
、
依
頼
者
は

当
然
専
門
家
の
仕
事
に
不
満
を
も
っ
。

こ
こ
に
高
度
注
意
義
務
違
反
型
の
紛
争

の
端
緒
が
あ
る
。
ま
た
、
依
頼
者
は
、

専
門
家
を
そ
の
専
門
性
の
故
に
信
頼

し
、
仕
事
の
委
任
に
さ
い
し
て
は
細
か

い
指
示
を
す
る
こ
と
な
く
、
広
範
な
裁

東
京
大
学
教
授

能
見
善
久

量
権
を
与
え
る
の
で
あ
る
か
ら
、
専
門

家
に
依
頼
者
の
利
益
に
反
す
る
不
誠
実

な
行
為
が
あ
る
と
、
専
門
家
と
の
信
頼

関
係
が
破
壊
さ
れ
る
。
こ
こ
に
忠
実
義

務
違
反
型
の
責
任
が
問
題
と
な
る
。
そ

し
て
、
高
度
注
意
義
務
違
反
型
と
忠
実

義
務
違
反
型
で
は
、
責
任
の
根
拠
の
み

な
ら
ず
効
果
の
点
で
も
多
少
違
い
が
あ

っ
て
よ
い
と
考
え
る
。

専
門
家
の
特
徴

専
門
家
と
い
っ
て
も
弁
護
士
、
建
築

士
、
医
師
、
公
認
会
計
士
、
土
地
家
屋

調
査
士
等
さ
ま
ざ
ま
な
専
門
家
が
い
る

の
で
、
そ
の
特
徴
を
あ
げ
る
の
は
困
難

で
あ
る
が
、
ジ
ャ
ク
ソ
ン
と
パ
ウ
ェ
ル

に
よ
る
次
の
整
理
は
、
出
発
点
と
し
て

参
考
に
な
る
。
同
書
に
よ
れ
ば
、
専
門

家
な
い
し
専
門
的
職
業
に
は
四
つ
の
特

徴
が
あ
る
(
3
)
O

す
な
わ
ち
、
①
仕
事

の
性
質
が
高
度
で
専
門
的
で
あ
り

(印

W
口
-o仏
山
口
仏
印
匂
ゅ
の
目
白
ロ
由
。
仏
)
、
マ
ニ

ュ
ア
ル
な
作
業
よ
り
も
精
神
的
・
判
断

的
作
業
が
中
心
と
な
る

(50ロ
E-

S
F
q
F
S
B
E
E
-
)、
②
高
い
職

業
的
倫
理
、
顧
客
と
の
信
頼
関
係
が
重

視
さ
れ
る
、
③
専
門
家
集
団
に
よ
っ
て

レ
ベ
ル
が
維
持
さ
れ
、
資
格
を
要
求
さ

れ
る
こ
と
も
多
い
、
④
高
い
社
会
的
身

分
、
の
四
点
が
特
徴
と
し
て
あ
げ
ら
れ

て
い
る
。
も
ち
ろ
ん
、
ジ
ャ
ク
ソ
ン
と

パ
ウ
エ
ル
に
よ
る
指
摘
は
、
イ
ギ
リ
ス

の
専
門
家
を
念
頭
に
お
い
た
も
の
で
あ

る
こ
と
を
考
慮
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

が
、
多
か
れ
少
な
か
れ
わ
が
国
の
専
門

家
に
つ
い
て
も
あ
て
は
ま
る
も
の
で
あ

ろ
う
。

4 

こ
れ
を
も
と
に
、
専
門
家
の
法
的
責

任
を
論
じ
る
さ
い
に
重
要
に
な
る
専
門

家
の
特
徴
を
と
り
出
せ
ば
、
次
の
よ
う

な
整
理
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
。
す
な
わ

ち
、
第
一
に
、
仕
事
の
内
容
が
高
度
で

専
門
的
で
あ
る
と
い
う
こ
と
は
、
資
格
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が
要
求
さ
れ
る
と
と
と
相
ま
っ
て
、
専

門
家
に
高
度
の
能
力
・
技
能
を
要
求
す

る
こ
と
に
な
る
。
し
か
も
、
医
師
・
弁

護
士
等
の
専
門
家
の
看
板
を
掲
げ
る
以

上
は
、
能
力
・
技
能
が
十
分
で
な
か
っ

た
こ
と
は
免
責
の
理
由
と
は
な
ら
ず
、

一
定
水
準
以
下
の
行
為
は
か
え
っ
て
当

然
に
過
失
を
推
認
さ
せ
る
こ
と
に
な

る
。
す
な
わ
ち
、
高
度
の
能
力
・
注
意

義
務
が
客
観
化
さ
れ
る
。
も
っ
と
も
、

き
わ
め
て
高
度
な
知
識
・
技
能
が
問
題

と
な
る
領
域
で
は
専
門
家
の
間
で
も
格

差
が
あ
り
、
そ
れ
を
考
慮
し
て
よ
い
か

が
問
題
と
な
る
(
医
療
過
誤
訴
訟
で
議

論
さ
れ
る
医
療
水
準
の
問
題
)

(

4

)

。

第
二
に
、
知
的
判
断
が
中
心
的
と
な
る

こ
と
は
、
医
師
の
誤
診
等
の
場
合
の
よ

う
に
過
失
判
断
を
困
難
に
す
る
。
そ
こ

で
、
過
失
の
証
明
に
さ
い
し
て
何
ら
か

の
工
夫
が
必
要
と
な
る
こ
と
が
多
い
。

た
と
え
ば
、
説
明
義
務
違
反
等
の
レ
ベ

ル
で
責
任
を
追
求
す
る
と
い
っ
た
こ
と

が
考
え
ら
れ
る
。
第
三
に
、
高
い
職
業

的
倫
理
、
信
認
的
関
係
は
、
依
頼
者
か

ら
の
信
頼
と
そ
れ
に
応
じ
て
依
頼
者
の

利
益
の
た
め
に
行
動
す
る
専
門
家
の
忠

実
義
務
を
導
く
こ
と
に
な
る
。

専
門
家
と
依
頼
者
・

顧
客
と
の
関
係

契
約
関
係
の
存
在

医
師
、
弁
護
士
、
建
築
士
等
の
専
門

家
と
依
頼
者
・
顧
客
と
の
聞
に
は
、
専

門
家
が
依
頼
者
に
専
門
的
な
サ
ー
ビ
ス

を
提
供
す
る
契
約
関
係
が
存
在
す
る
。

そ
乙
で
、
専
門
家
の
責
任
と
い
う
場
合

に
は
、
J

第
一
次
的
に
は
、
顧
客
か
ら
専

門
家
に
対
す
る
契
約
責
任
の
追
求
が
問

題
と
な
る
(
専
門
家
の
第
三
者
に
対
す

る
責
任
は
別
で
あ
る
)
。
そ
し
て
、
本

稿
の
テ
1
マ
も
専
門
家
の
責
任
が
契
約

責
任
と
し
て
ど
の
よ
う
な
特
殊
性
を
も

つ
か
、
と
い
う
点
に
あ
る
。
た
だ
、
こ

こ
で
少
し
考
え
て
お
か
な
げ
れ
ば
な
ら

な
い
の
は
、
依
頼
者
|
|
ム
専
門
家
聞
に

契
約
関
係
が
存
在
す
る
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
契
約
責
任
で
は
な
く
不
法
行
為
責

任
を
追
求
す
る
と
と
が
医
師
の
責
任
等

に
つ
い
て
は
か
な
り
多
く
、
ま
た
、
諸

外
国
で
も
専
門
家
の
不
法
行
為
責
任
を

問
題
と
す
る
と
こ
ろ
が
あ
る
こ
と
で
あ

る
。
た
と
え
ば
、
イ
ギ
リ
ス
で
は
、
契

約
関
係
に
あ
る
専
門
家
と
顧
客
の
間
で

は
、
契
約
責
任
の
ほ
か
に
不
法
行
為
責

任
を
追
求
で
き
る
か
が
問
題
と
さ
れ
て

お
り
、
そ
れ
を
肯
定
し
て
請
求
権
の
競

合

(
g
R
C円円∞旦
]
S
E
E
-
を
認
め

る
か
、
契
約
責
任
だ
げ
し
か
認
め
な
い

か
が
争
わ
れ
て
い
る

(
5
)
。
一
九
七

0

年
代
に
お
い
て
は
不
法
行
為
責
任
を
肯

定
す
る
立
場
が
判
例
上
も
有
力
で
あ
っ

た
。
特
に
、
不
法
行
為
責
任
を
認
め
る

こ
と
の
メ
リ
ッ
ト
は
契
約
上
の
免
責
特

約
を
排
除
す
る
点
に
あ
っ
た
。
し
か

し
、
一
九
八

0
年
代
に
入
っ
て
、
再
び

請
求
権
の
競
合
を
認
め
る
こ
と
に
消
極

的
な
判
例
が
出
て
い
る

(
6
)
。
お
そ
ら

く
、
そ
の
背
景
に
は
契
約
責
任
に
お
い

て
も
不
当
な
契
約
条
項
の
効
力
を
否
定

す
る
理
論
が
展
開
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ

て
、
不
法
行
為
法
に
よ
っ
て
契
約
責
任

の
限
界
を
乗
り
越
え
る
必
要
が
薄
れ
て

き
た
と
い
う
事
情
も
あ
る
の
で
は
な
か

ろ
う
か
。
日
本
で
も
、
請
求
権
競
合
が

い
ま
の
と
こ
ろ
通
説
・
判
例
で
あ
る
と

考
え
ら
れ
て
い
る
が
、
契
約
責
任
の
各

種
の
制
限
が
残
さ
れ
て
い
る
時
代
に
は

と
も
か
く
、
契
約
責
任
自
体
が
発
展
し

て
き
た
段
階
で
は
、
も
う
一
度
請
求
権

競
合
の
問
題
に
つ
い
て
は
考
え
直
す
必

要
が
あ
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
い
ず

れ
に
せ
よ
、
本
稿
で
は
専
門
家
の
契
約

責
任
を
中
心
に
考
え
る
。

契
約
内
容
の
特
徴

専
門
家
と
依
頼
者
の
聞
に
締
結
さ
れ

る
契
約
は
、
内
容
的
に
は
ど
の
よ
う
な

特
徴
が
あ
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
「
与
え

る
債
務
L

で
は
な
く
「
な
す
債
務
L

で

あ
る
の
が
通
常
で
あ
り
、
サ
ー
ビ
ス
提

供
契
約
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。
し
か

し
、
こ
れ
だ
け
で
は
専
門
家
と
依
頼
者

の
聞
の
契
約
の
特
徴
を
十
分
と
ら
え
き

っ
て
い
な
い
。
専
門
家
の
提
供
す
る
サ

ー
ビ
ス
は
、
顧
客
の
多
様
な
要
望
に
応

じ
て
与
え
ら
れ
る
「
非
定
型
性
」
に
特

徴
が
あ
る
。
た
と
え
ば
、
自
動
車
教
習

所
が
教
習
者
に
与
え
る
運
転
技
術
の
教

習
も
寸
な
す
債
務
L

で
あ
り
、
寸
サ
ー

ビ
ス
提
供
L

を
内
容
と
す
る
契
約
で
あ

る
。
し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
サ
ー
ビ
ス

を
提
供
す
る
者
の
負
う
責
任
は
、
寸
な

5 
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す
債
務
」
の
不
履
行
の
問
題
一
般
と
し

て
考
察
す
べ
き
も
の
で
、
専
門
家
の
責

任
と
は
異
な
る
も
の
で
あ
ろ
う
(
限
界

は
明
確
で
な
い
が
)
。
自
動
車
教
習
、

運
送
、
英
会
話
教
習
等
は
、
い
ず
れ
も

す
で
に
用
意
さ
れ
た
メ
ニ
ュ
ー
の
な
か

か
ら
一
定
の
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
も

の
で
(
「
定
型
的
サ
ー
ビ
ス
」
)
、
顧
客

の
多
様
な
要
求
に
応
じ
て
サ
ー
ビ
ス
内

容
が
異
な
る
専
門
家
の
サ
ー
ビ
ス

(
「
非
定
型
的
サ
ー
ビ
ス
し
)
と
異
な
る

の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
，
専
門
家
の
提
供

す
る
サ
ー
ビ
ス
が
非
定
型
的
で
あ
る
の

は
、
専
門
家
に
広
い
裁
量
権
が
与
え
ら

れ
る
こ
と
と
も
無
関
係
で
は
な
い
。
い

ず
れ
に
せ
よ
、
こ
う
し
た
債
務
内
容
の

非
定
型
性
故
に
、
債
務
不
履
行
の
判
断

に
も
困
難
が
伴
い
、
専
門
家
の
責
任
を

問
題
と
す
る
意
義
が
あ
る
よ
う
に
思
わ

れ
る
。四

専
門
家
責
任
の
特
徴

信

頼

専
門
家
は
、
依
頼
者
か
ら
二
重
の
意

味
で
「
信
頼
し
を
得
て
い
る
。
第
一

に
、
専
門
家
は
、
自
己
の
専
門
領
域
の

仕
事
を
す
る
に
つ
い
て
の
最
低
基
準
を

満
た
す
能
力
を
有
す
る
こ
と
を
保
証
し

て
い
る
と
考
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
し

か
も
、
重
要
な
こ
と
は
、
非
専
門
家
で

あ
る
依
頼
者
は
、
依
頼
の
相
手
で
あ
る

専
門
家
の
技
量
・
能
力
を
直
接
判
断
す

る
こ
と
が
で
き
な
い
こ
と
で
あ
る
。
相

手
が
医
者
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
医
者
と

し
て
の
技
能
・
能
力
を
有
す
る
こ
と
を

依
頼
者
と
し
て
信
頼
す
る
し
か
な
い
。

こ
の
点
で
、
専
門
家
と
の
契
約
は
、
当

事
者
聞
に
き
わ
め
て
大
き
な
非
対
称
性

が
あ
る
。
第
二
に
、
専
門
家
は
、
そ
の

裁
量
的
判
断
に
つ
い
て
も
信
頼
を
お
か

れ
て
い
る
。
依
頼
者
は
、
医
師
の
治
療

行
為
に
い
く
つ
か
の
選
択
肢
が
あ
る
場

合
に
、
い
く
ら
説
明
を
受
け
て
も
決
断

で
き
な
い
場
合
が
あ
る
。
依
頼
者
(
患

者
)
と
し
て
は
医
師
の
専
門
家
と
し
て

の
判
断
を
信
頼
し
て
、
治
療
行
為
の
選

択
を
医
師
に
委
ね
る
こ
と
が
あ
る
(
自

己
決
定
が
で
き
る
患
者
は
そ
う
す
べ
き

で
あ
る
が
、
決
定
が
で
き
な
い
患
者
が

選
択
の
判
断
を
専
門
家
に
委
ね
る
こ
と

は
自
然
な
こ
と
で
あ
る
)
。
ま
た
、
弁

護
士
に
対
し
て
法
律
の
素
人
で
あ
る
依

頼
人
は
、
多
く
を
弁
護
士
の
判
断
に
委

ね
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
し
て
、
依

頼
者
か
ら
す
れ
ば
、
医
者
、
弁
護
士
が

依
頼
者
の
利
益
の
た
め
に
行
動
し
て
く

れ
る
で
あ
ろ
う
、
と
い
う
信
頼
が
あ
る

の
で
あ
る
。

第
一
の
意
味
で
の
信
頼
は
、
注
意
義

務
の
程
度
を
ど
の
よ
う
に
設
定
す
る
か

と
い
う
問
題
と
関
連
す
る
。
当
然
の
こ

と
な
が
ら
、
客
観
的
で
高
度
な
注
意
義

務
が
負
わ
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
そ
し

て
、
契
約
当
事
者
聞
の
非
対
称
性
を
考

慮
し
て
、
ど
の
よ
う
に
依
頼
者
を
保
護

す
る
か
、
が
問
題
と
な
ろ
う
。

第
二
の
意
味
で
の
信
頼
は
、
ま
っ
た

く
別
の
意
味
を
有
す
る
。
こ
れ
は
、
専

門
家
に
委
ね
ら
れ
て
い
る
裁
量
的
判
断

が
依
頼
者
の
利
益
の
た
め
に
、
適
切
に

な
さ
れ
た
か
否
か
の
問
題
で
あ
り
、
注

意
義
務
と
は
異
な
る
信
認
的
な
義
務
の

違
反
の
問
題
で
あ
る
。
わ
が
国
に
は
、

こ
の
よ
う
な
問
題
を
扱
う
適
切
な
法
的

概
念
が
な
い
が
、
英
米
法
上
の
フ
ィ

ド
ゥ

l
シ
ャ
リ

1
上
の
義
務
(
含
与
え

E
一
ー
ロ
の
目
白
弓
)
に
相
当
す
る
も
の
で
あ

り
、
本
稿
で
は
一
応
、
商
法
二
五
四
条

ノ
三
や
信
託
法
の
領
域
で
講
学
上
使
わ

れ
る
「
忠
実
義
務
L

と
い
う
表
現
を
用

い
る
こ
と
に
す
る
。
し
か
し
、
英
米
法

で
ブ
ィ
ド
ゥ

l
シ
ャ

l
リ

1
義
務
の
中

心
を
な
す
の
は
利
益
相
反
行
為
の
禁
止

で
あ
る
が
、
本
稿
で
は
、
そ
の
ほ
か
に

不
誠
実
な
行
為
を
広
く
含
め
た
も
の
と

し
て
忠
実
義
務
を
考
え
て
い
る
(
7
)
O

高
度
注
意
義
務
と
忠
実
義
務

い
ま
ま
で
の
検
討
の
な
か
か
ら
、
専

門
家
の
特
徴
を
踏
ま
え
な
が
ら
、
そ
の

法
的
義
務
の
特
徴
を
と
ら
え
る
と
、
そ

こ
に
は
「
高
度
注
意
義
務
L

と
「
忠
実

義
務
L

の
二
種
類
の
義
務
が
浮
か
ん
で

く
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、

専
門
家
は
、
一
般
人
と
は
異
な
っ
て
専

門
的
知
識
・
技
能
に
応
じ
た
高
度
の
注

意
義
務
を
負
う
側
面
と
、
依
頼
者
か
ら

信
認
を
受
け
て
裁
量
的
判
断
を
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
意
味
で
の
忠
実

義
務
を
負
う
側
面
と
が
あ
る
。
両
者
を

区
別
す
る
こ
と
の
意
味
に
つ
い
て
は
、

後
で
詳
し
く
検
討
す
る
が
、
こ
こ
で

6 
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は
、
両
義
務
は
い
ず
れ
も
法
的
責
任

(
債
務
不
履
行
責
任
)
を
生
じ
さ
せ
る

義
務
で
あ
り
、
た
だ
、
債
務
不
履
行
類

型
と
し
て
異
な
る
も
の
が
あ
る
点
を
指

摘
し
て
お
こ
う
。

専
門
家
は
、
多
か
れ
少
な
か
れ
、
高
度

注
意
義
務
と
忠
実
義
務
の
両
方
を
負
っ

て
い
る
が
、
医
師
、
弁
護
士
、
建
築
士

等
そ
れ
ぞ
れ
の
専
門
家
で
い
ず
れ
の
義

務
に
重
点
が
あ
る
か
が
異
な
っ
て
い

る
。
た
と
え
ば
、
建
築
士
で
は
忠
実
義

務
的
要
素
は
少
な
く
、
む
し
ろ
高
度
注

意
義
務
が
中
心
で
あ
ろ
う
。
依
頼
者

(
注
文
者
)
か
ら
建
築
士
に
対
す
る
ク

レ
ー
ム
も
、
依
頼
者
の
意
図
ど
お
り
に

し
な
か
っ
た
と
い
う
形
で
生
じ
る
こ
と

は
き
わ
め
て
少
な
く
、
ほ
と
ん
ど
が
技

術
的
な
ミ
ス
を
原
因
と
す
る
も
の
で
あ

る
と
い
う
(
研
究
会
に
お
け
る
建
築
家

協
会
関
係
者
の
話
)
。
こ
れ
に
対
し
て
、

弁
護
士
に
つ
い
て
は
、
そ
の
職
務
の
う

ち
、
依
頼
者
に
法
的
な
情
報
を
提
供
す

る
こ
と
(
報
告
書
作
成
・
契
約
書
作
成

等
)
等
は
、
正
確
に
調
査
・
作
成
す
る

こ
と
が
重
要
で
あ
り
、
こ
こ
で
は
高
度

注
意
義
務
が
要
求
さ
れ
る
。
し
か
し
、

弁
護
士
は
、
一
般
的
に
誠
実
義
務
を
負

っ
て
い
る
の
み
な
ら
ず
(
弁
護
士
法
一

条
二
項
)
、
弁
護
士
活
動
の
重
要
部
分

で
あ
る
訴
訟
活
動
や
和
解
等
の
紛
争
解

決
活
動
で
は
、
ど
の
よ
う
に
こ
れ
を
行

な
う
か
の
選
択
肢
が
増
え
、
弁
護
士
の

裁
量
的
判
断
が
重
要
と
な
る
。
そ
の
意

味
で
忠
実
義
務
的
側
面
が
問
題
と
な
る

こ
と
が
多
い
。
医
者
に
つ
い
て
も
同
様

に
、
治
療
行
為
そ
の
も
の
に
つ
い
て
は

高
度
注
意
義
務
が
問
題
と
な
る
が
、
ど

の
よ
う
な
治
療
行
為
を
選
択
す
る
か
の

点
で
忠
実
義
務
的
側
面
も
あ
る
。
し
か

し
、
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
、
高
度
注
意

義
務
の
比
重
が
大
き
い
よ
う
に
思
わ
れ

る。

専
門
家
の
債
務
不
履
行
類
型
と

責
任
の
根
拠

山
高
度
注
意
義
務
違
反
型

専
門
家
と
し
て
要
求
さ
れ
る
基
準
以

下
の
行
為
が
あ
っ
た
こ
と
が
責
任
の
根

拠
で
あ
る
。
客
観
的
基
準
に
よ
る
責
任

で
あ
り
、
一
定
以
上
の
能
力
・
技
能
が

あ
る
こ
と
へ
の
信
頼
を
基
礎
と
す
る
一

種
の
保
証
責
任
と
考
え
る
べ
き
で
あ
ろ

う
(
信
頼
責
任
と
い
う
表
現
で
は
、
忠

実
義
務
違
反
型
と
の
区
別
が
明
確
で
な

く
な
る
の
で
、
こ
こ
で
は
保
証
責
任
と

呼
ぶ
こ
と
に
す
る
)
。
建
築
士
の
設
計

ミ
ス
等
が
典
型
で
あ
る
。
医
師
の
施
術

上
の
ミ
ス
も
こ
こ
に
入
る
。
た
だ
し
、

専
門
家
で
あ
れ
ば
犯
す
は
ず
の
な
い
重

大
な
過
誤
(
輸
血
に
さ
い
し
て
血
液
型

検
査
を
し
な
か
っ
た
な
ど
)
が
あ
っ
た

場
合
に
は
、
専
門
家
と
し
て
の
能
力
が

問
題
と
な
っ
て
い
る
の
で
は
な
く
、
依

頼
者
の
利
益
を
忘
れ
た
不
誠
実
な
行
為

が
問
題
な
の
で
あ
り
、
忠
実
義
務
違
反

型
と
し
て
責
任
を
聞
い
ま
る
場
合
が
あ

る
で
あ
ろ
う
。

専
門
家
の
責
任
が
専
門
家
一
般
の
客

観
的
基
準
で
判
断
さ
れ
る
と
し
た
場
合

に
、
当
該
専
門
家
が
依
頼
者
の
考
え
て

い
た
以
上
の
高
度
で
特
別
の
能
力
・
技

能
を
有
し
て
い
て
、
そ
の
能
力
を
一

O

O
%発
揮
す
れ
ば
損
害
を
与
え
一
な
く
て

す
ん
だ
が
、
そ
れ
を
し
な
い
で
平
均
的

な
専
門
家
の
能
力
・
技
能
し
か
発
揮
し

な
か
っ
た
た
め
に
損
害
を
与
え
た
と
き

に
責
任
を
追
求
し
う
る
か
、
と
い
う
問

題
が
あ
る
。
政
策
的
に
は
責
任
を
肯
定

す
る
の
が
適
当
と
考
え
ら
れ
て
い
る

が
、
理
論
的
に
は
説
明
が
困
難
で
あ
っ

た
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
次
の
よ
う
に
考

え
る
べ
き
で
あ
る
。
依
頼
者
が
そ
の
専

門
家
の
特
別
な
能
力
を
知
っ
て
い
て
、

そ
れ
を
期
待
し
て
い
た
場
合
に
は
、
特

別
の
能
力
・
技
能
を
基
準
に
過
失
を
判

断
す
べ
き
で
あ
る
。
ま
た
、
依
頼
者
が

特
別
の
能
力
を
知
ら
な
か
っ
た
場
合
に

は
、
専
門
家
の
特
別
の
能
力
・
技
能
に

対
す
る
依
頼
者
の
信
頼
を
根
拠
と
す
る

こ
と
は
で
き
な
い
が
、
専
門
家
が
特
別

な
理
由
な
く
そ
の
特
別
の
能
力
・
技
能

を
用
い
な
か
っ
た
と
き
は
、
忠
実
義
務

違
反
と
し
て
の
責
任
を
問
う
こ
と
が
で

き
る
で
あ
ろ
う
(
後
述
不
誠
実
型
)
。

高
い
職
業
的
倫
理
を
も
つ
べ
き
専
門
家

と
し
て
は
、
依
頼
者
の
利
益
の
た
め
に

最
大
限
の
こ
と
を
す
べ
き
だ
か
ら
で
あ

ヲ心。

7 

ω
忠
実
義
務
違
反
型

依
頼
者
か
ら
信
頼
さ
れ
て
裁
量
権
の

行
使
を
委
ね
ら
れ
た
専
門
家
が
、
依
頼

者
の
利
益
と
い
う
観
点
か
ら
み
て
適
切

で
な
い
行
使
を
し
た
場
合
の
責
任
で
あ

る
。
忠
実
義
務
に
関
し
て
は
、
判
例
・
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通
説
は
、
善
管
注
意
義
務
と
基
本
的
に

同
じ
で
あ
り
、
そ
の
内
容
を
敷
街
し
た

も
の
に
す
ぎ
な
い
と
い
う
立
場
で
あ
る

た
め

(B)
、
そ
れ
以
上
の
議
論
の
展
開

が
あ
ま
り
な
い

(
9
)
。
し
か
し
、
こ
こ

で
は
、
高
度
注
意
義
務
違
反
型
で
は
と

ら
え
き
れ
な
い
紛
争
類
型
が
忠
実
義
務

違
反
型
を
想
定
す
る
こ
と
で
適
切
な
処

理
が
で
き
る
こ
と
を
提
案
し
た
い
。
誠

実
義
務
な
い
し
忠
実
義
務
を
中
核
と
す

る
責
任
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
加
藤
新

太
郎
裁
判
官
に
よ
っ
て
弁
護
士
の
責
任

に
関
し
て
主
張
さ
れ
て
い
る
。
本
稿
の

立
場
は
、
そ
の
意
味
で
は
目
新
し
い
も

の
で
は
な
い
が
、
忠
実
義
務
違
反
型
の

責
任
の
範
囲
を
専
門
家
の
責
任
一
般
に

拡
大
し
、
か
っ
、
そ
の
類
型
の
実
益
を

強
調
す
る
点
に
若
干
の
違
い
が
あ
る

(
忠
実
義
務
は
単
な
る
善
管
注
意
義
務

の
加
重
で
は
な
い
独
自
の
意
味
が
あ
る

と
い
う
考
え
が
基
礎
に
な
っ
て
い
る
)
。

忠
実
義
務
違
反
型
の
な
か
に
も
い
ろ
い

ろ
な
も
の
が
あ
る
が
、
次
の
よ
う
に
整

理
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
。

制
利
益
相
反
行
為

依
頼
者
か
ら
信
認
を
受
け
て
い
る
専

門
家
は
、
も
っ
ぱ
ら
依
頼
者
の
利
益
を

図
る
べ
き
で
あ
り
、
第
三
者
の
利
益
ま

た
は
自
己
の
利
益
を
図
つ
て
は
な
ら
な

い
。
こ
れ
に
反
す
る
専
門
家
の
行
為

は
、
利
益
相
反
行
為
と
し
て
専
門
家
の

忠
実
義
務
違
反
を
構
成
し
、
債
務
不
履

行
責
任
を
生
じ
さ
せ
る
。
依
頼
者
が
十

分
な
説
明
を
受
け
た
う
え
で
専
門
家
の

当
該
行
為
に
同
意
を
与
え
た
場
合
に
は

(
イ
ン
フ
ォ
ー
ム
ド
・
コ
ン
セ
ン
ト
)
、

忠
実
義
務
違
反
と
は
な
ら
な
い
白
)
。

た
と
え
ば
、
医
師
が
白
血
病
患
者
の
治

療
に
あ
た
っ
て
、
患
者
の
牌
臓
細
胞
組

織
が
研
究
上
興
味
が
あ
る
も
の
で
あ

り
、
そ
の
培
養
に
よ
っ
て
大
き
な
金
銭

的
利
益
が
得
ら
れ
る
と
い
う
事
情
が
あ

る
と
い
う
場
合
に
は
、
医
師
個
人
の
利

益
と
患
者
の
利
益
が
相
反
し
て
お
り
、

医
師
の
判
断
が
歪
め
ら
れ
る
可
能
性
が

あ
る
。
そ
の
よ
う
な
場
合
に
、
医
師
が

利
益
相
反
の
事
実
を
開
示
し
な
い
で
、

治
療
行
為
と
し
て
牌
臓
組
織
を
切
除
し

た
と
き
は
、
医
師
の
忠
実
義
務
違
反
が

あ
る
(
日
)
。
治
療
行
為
と
し
て
は
成
功

し
て
い
て
も
忠
実
義
務
違
反
と
し
て
の

何
ら
か
の
損
害
賠
償
責
任
が
生
じ
る
と

考
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

ω
不
誠
実
型

利
益
相
反
的
な
関
係
が
な
く
て
も
、

依
頼
者
か
ら
信
認
さ
れ
て
い
た
専
門
家

に
信
頼
を
裏
切
る
よ
う
な
行
為
が
あ
っ

た
場
合
に
も
、
忠
実
義
務
違
反
と
し
て

の
責
任
を
認
め
て
よ
い
。
か
な
り
適
用

範
囲
の
広
い
類
型
で
あ
る
が
、
一
応
以

下
の

ω期
待
の
裏
切
り
、

ω裁
量
権
の

不
適
切
行
使
の
二
つ
に
整
理
し
て
お

く
。
医
療
過
誤
事
件
に
お
い
て
期
待
権

侵
害
と
し
て
一
定
の
損
害
賠
償
(
慰
謝

料
)
を
認
め
る
最
近
の
下
級
審
裁
判
例

は
(
担
、
こ
の
よ
う
な
観
点
か
ら
川
の

タ
イ
プ
に
位
置
づ
け
る
こ
と
が
で
き
る

で
あ
ろ
う
。

ω
期
待
の
裏
切
り

依
頼
者
は
、
専
門
家
を
信
頼
し
、
依

頼
者
の
利
益
の
た
め
に
適
切
な
行
為
を

し
て
く
れ
る
も
の
と
期
待
し
て
い
る
の

に
、
そ
の
信
頼
・
期
待
を
裏
切
る
よ
う

な
行
為
が
あ
っ
た
場
合
に
は
、
専
門
家

の
忠
実
義
務
違
反
が
あ
る
と
い
っ
て
よ

た
と
え
ば
、
輸
血
の
き
い
の
血
液
型

判
定
試
験
等
は
、
過
誤
は
あ
っ
て
は
な

ら
な
い
初
歩
的
な
も
の
で
あ
り
、
医
師

を
専
門
家
と
し
て
信
頼
し
て
い
る
患
者

か
ら
す
る
と
、
適
切
な
試
験
を
し
な
か

っ
た
た
め
に
生
じ
た
不
適
合
輸
血
は
、

信
頼
を
裏
切
る
重
大
な
過
誤
で
あ
る
。

こ
う
し
た
忠
実
義
務
違
反
行
為
が
あ
っ

た
場
合
に
は
、
そ
れ
だ
け
で
損
害
賠
償

の
請
求
が
で
き
る
と
す
べ
き
で
あ
る

五
)
。
ま
た
、
患
者
が
症
状
を
訴
え
て

い
な
が
ら
適
切
な
検
査
を
す
る
こ
と
な

く
、
漫
然
と
放
置
さ
れ
た
よ
う
な
場
合

に
は
、
専
門
家
た
る
医
師
と
し
て
期
待

さ
れ
る
誠
実
さ
を
裏
切
っ
た
と
い
う
意

味
で
忠
実
義
務
違
反
が
あ
る
の
で
は
な

い
か
五
)
。

法
律
の
専
門
家
で
あ
る
弁
護
士
に
つ

い
て
も
、
控
訴
期
間
徒
過
の
よ
う
な
単

純
な
ミ
ス
は
、
依
頼
者
か
ら
す
れ
ば
、

専
門
家
が
そ
の
よ
う
な
単
純
な
ミ
ス
を

す
る
は
ず
が
な
い
と
信
じ
て
い
る
の
で

あ
り
、
そ
の
よ
う
な
期
待
に
著
し
く
反

し
た
行
為
は
寸
期
待
を
裏
切
る
」
行
為

と
し
て
忠
実
義
務
違
反
と
な
る
と
考
え

る
べ
き
で
あ
る
五
)
。
こ
こ
で
は
専
門

家
と
し
て
何
を
す
べ
き
か
の
判
断
が
困

難
で
あ
っ
た
た
め
に
ミ
ス
が
生
じ
た
の

8 
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で
は
な
く
、
専
門
家
で
あ
れ
ば
す
る
は

ず
の
な
い
ミ
ス
を
し
た
こ
と
に
「
期
待

裏
切
り
L

の
根
拠
が
あ
る
。

ω
裁
量
権
の
不
適
切
行
使
(
自
己

決
定
権
の
侵
害
)

複
数
の
治
療
方
法
、
複
数
の
法
的
解

決
(
和
解
等
)
が
考
え
ら
れ
る
場
合

に
、
専
門
家
に
そ
の
選
択
が
委
ね
ら
れ

る
場
合
が
あ
る
。
専
門
的
な
事
項
に
な

る
と
、
素
人
で
あ
る
依
頼
者
は
、
い
く

ら
説
明
を
受
け
て
も
十
分
理
解
で
き
な

い
の
で
、
専
門
家
に
選
択
を
委
ね
る
こ

と
が
あ
る
。
そ
の
よ
う
な
場
合
に
、
専

門
家
と
し
て
は
依
頼
者
の
身
に
な
っ
て

裁
量
権
を
行
使
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
た
と
え
ば
、
乳
ガ
ン
の
患
者
が
腫

癌
部
分
の
み
の
部
分
的
切
除
を
望
ん
で

い
る
場
合
に
、
乳
房
全
体
を
切
除
し
た

と
き
は
、
治
療
と
し
て
は
成
功
し
て

も
、
依
頼
者
の
意
図
に
そ
っ
た
裁
量
権

の
適
切
な
行
使
が
あ
っ
た
と
は
い
え
な

い
。
医
師
の
債
務
不
履
行
責
任
が
生
じ

る
場
合
が
あ
ろ
う
。

弁
護
士
の
和
解
等
に
お
い
て
も
、
依

頼
者
の
望
ん
で
い
た
こ
と
と
か
け
離
れ

て
い
た
場
合
に
は
、
裁
量
権
の
不
適
切

行
使
と
い
う
意
味
で
、
忠
実
義
務
違
反

が
あ
る
と
い
え
る
場
合
が
あ
る
。
た
と

え
ば
、
債
権
取
立
の
委
任
を
受
け
た
弁

護
士
が
和
解
す
る
に
あ
た
り
債
権
額
一

五

O
万
円
の
一
割
に
相
当
す
る
一
五
万

円
の
弁
済
を
受
け
る
だ
け
で
残
額
二
二

五
万
円
に
つ
い
て
の
請
求
を
放
棄
し
た

よ
う
な
場
合
に
は
、
紛
争
解
決
と
い
う

意
味
で
は
一
応
委
任
を
受
け
た
趣
旨
に

そ
っ
て
い
て
も
、
依
頼
者
の
望
ん
で
い

た
こ
と
と
は
大
き
く
か
り
離
れ
て
い

る
。
弁
護
士
の
債
務
不
履
行
責
任
が
生

じ
る
(
日
)
。
判
例
は
、
こ
の
よ
う
な
場

合
に
も
責
任
の
根
拠
を
善
管
注
意
義
務

違
反
に
求
め
る
が
、
こ
こ
で
は
被
告
で

あ
る
弁
護
士
が
十
分
注
意
し
な
か
っ
た

こ
と
が
問
題
な
の
で
は
な
く
百
)
、
依

頼
者
の
利
益
を
図
ら
ず
安
易
な
妥
協
の

道
を
選
択
し
た
こ
と
の
責
任
が
問
わ
れ

て
い
る
と
す
れ
ば
、
忠
実
義
務
違
反
と

し
て
構
成
す
る
方
が
適
切
で
は
な
か
ろ

う
か
。
ま
た
、
控
訴
申
立
に
関
す
る
特

別
授
権
を
受
げ
て
い
た
弁
護
士
が
控
訴

し
て
も
勝
訴
の
見
込
み
が
な
い
と
の
判

断
か
ら
、
依
頼
者
に
相
談
す
る
こ
と
な

く
控
訴
し
な
か
っ
た
こ
と
は
、

仮
に
、

客
観
的
に
は
勝
訴
の
見
込
み
が
な
い
と

し
て
も
、
依
頼
者
の
利
益
に
反
す
る
不

適
切
な
裁
量
権
の
行
使
で
あ
る
(
悶
)
O

的
情
報
開
示
・
説
明
義
務
違
反

判
例
が
専
門
家
の
裁
量
性
を
前
提
と

し
て
、
そ
の
不
適
切
行
使
の
責
任
を
問

う
も
の
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
裁
量
的

判
断
の
適
否
そ
の
も
の
の
レ
ベ
ル
で
は

な
く
、
裁
量
性
の
範
囲
を
制
限
す
る
義

務
を
設
定
し
た
う
え
で
、
そ
の
義
務
違

反
を
問
う
も
の
で
あ
る
。
専
門
的
な
高

度
の
技
能
・
能
力
の
違
反
を
問
う
も
の

で
は
な
い
か
ら
、
高
度
注
意
義
務
違
反

型
と
は
異
な
る
も
の
で
あ
り
、
や
は

り
、
忠
実
義
務
違
反
型
と
し
て
位
置
づ

け
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
。
た
と
え
ば
、

複
数
の
治
療
方
法
が
考
え
ら
れ
る
場
合

に
、
医
師
は
患
者
が
理
解
で
き
る
よ
う

に
こ
れ
を
説
明
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
説
明
な
し
に
、
ま
た
は
、
十
分
な

説
明
な
し
に
治
療
行
為
を
選
択
し
た
場

合
に
は
、
事
後
的
に
患
者
の
同
意
が
な

い
か
ぎ
り
、
治
療
行
為
を
適
切
で
な
い

と
考
え
る
患
者
は
、
医
師
に
説
明
義
務

違
反
の
責
任
を
聞
い
う
る
。
そ
の
場
合

に
損
害
賠
償
と
し
て
何
を
請
求
で
き
る

か
が
次
に
問
題
と
な
る
。
医
学
的
に
み

て
治
療
と
し
て
は
成
功
し
て
い
て
も
、

損
害
賠
償
を
請
求
で
き
る
場
合
が
あ

る。
四

債
務
不
雇
行
の
類
型
と

且
寅
皇
司
位
岡
山
門
員

j
;
t
f
 

ω
専
門
家
の
過
誤
が
高
度
注
意
義

務
違
反
型
の
場
合
に
は
、
過
失
判
断
等

要
件
の
点
で
は
特
殊
性
が
あ
る
が
、
効

果
の
点
で
は
特
別
な
問
題
は
な
い
。
若

干
考
慮
を
要
す
る
の
は
、
専
門
家
の
提

供
す
る
サ
ー
ビ
ス
の
欠
陥
か
ら
生
じ
る

損
害
は
、
人
的
損
害
の
場
合
も
財
産
的

損
害
の
場
合
も
巨
額
に
な
る
こ
と
が
あ

り
、
責
任
要
件
と
の
関
係
で
は
、
サ
ー

ビ
ス
を
提
供
す
る
専
門
家
に
と
っ
て
も

リ
ス
ク
が
大
き
い
こ
と
で
あ
る
。
し
か

し
、
こ
れ
は
対
価
と
の
関
係
で
決
ま
る

問
題
で
あ
ろ
う
。
依
頼
者
は
専
門
家
に

多
額
の
報
酬
を
支
払
う
の
で
、
過
誤
が

あ
っ
た
場
合
の
責
任
が
大
き
い
こ
と
は

や
む
を
え
な
い
と
い
う
べ
き
で
あ
る
。

こ
れ
に
関
連
し
て
ど
こ
ま
で
免
責
特

約
、
責
任
制
限
特
約
を
認
め
る
べ
き
か

が
大
き
な
問
題
で
あ
る
。
専
門
家
の
責

9 
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任
の
発
展
の
歴
史
は
、
責
任
制
限
を
排

除
す
る
こ
と
を
大
き
な
課
題
と
し
て
き

た
の
で
あ
り
、
イ
ギ
リ
ス
等
で
不
法
行

為
責
任
に
よ
る
責
任
追
求
を
認
め
た
の

は
、
そ
の
た
め
で
あ
る
こ
と
に
つ
い
て

は
す
で
に
言
及
し
た
と
お
り
で
あ
る
。

し
か
し
、
こ
の
問
題
は
そ
れ
自
体
と
し

て
大
き
な
問
題
で
あ
り
、
本
稿
で
は
こ

れ
以
上
論
じ
な
い
。

凶
忠
実
義
務
違
反
と
し
て
の
責
任

が
追
求
さ
れ
る
場
合
に
つ
い
て
は
論
ず

べ
き
問
題
が
あ
る
。
乙
の
場
合
に
、
ど

の
よ
う
な
損
害
賠
償
を
請
求
で
き
る

4
U
 た
と
え
ば
、
依
頼
者
か
ら
訴
訟
委
任

を
受
け
た
弁
護
士
が
控
訴
期
限
を
徒
過

し
た
た
め
に
依
頼
者
の
敗
訴
が
確
定
し

た
場
合
に
、
通
常
の
損
害
賠
償
の
理
論

を
あ
て
は
め
る
な
ら
ば
、
依
頼
者
と
し

て
は
弁
護
士
の
過
誤
と
損
害
と
の
因
果

関
係
を
証
明
し
な
げ
れ
ば
な
ら
な
い
。

も
し
、
裁
判
に
勝
つ
こ
と
に
よ
っ
て
得

ら
れ
る
利
益
を
基
に
損
害
賠
償
を
請
求

す
る
と
す
る
と
、
控
訴
を
し
て
い
れ
ば

勝
訴
し
た
は
ず
で
あ
る
こ
と
を
証
明
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
し
か
し
、
こ
れ

は
困
難
で
あ
る
。
ま
た
、
現
実
に
は
勝

訴
の
可
能
性
は
五
O
%
く
ら
い
あ
る
と

い
う
場
合
に
、
日
本
の
裁
判
で
は
損
害

な
い
し
因
果
関
係
の
証
明
が
な
い
と
さ

れ
て
し
ま
う
。
勝
訴
の
可
能
性
が
五
O

%
以
下
と
い
う
場
合
で
あ
れ
ば
な
お
さ

ら
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
因
果
関
係
な

い
し
損
害
の
証
明
の
困
難
に
対
す
る
方

策
と
し
て
は
、
次
の
よ
う
な
も
の
が
考

え
ら
れ
る
。

第
一
は
、
単
な
る
可
能
性
に
よ
る
損

害
賠
償
を
認
め
る
こ
と
は
で
き
な
い
か

で
あ
る
。
公
害
事
件
の
裁
判
で
は
、
証

明
度
を
下
げ
、
因
果
関
係
の
可
能
性
に

基
づ
く
損
害
賠
償
を
認
め
る
も
の
も
あ

る
が
(
盟
、
乙
れ
は
大
規
模
被
害
特
有

の
事
情
が
あ
る
か
ら
で
あ
り
、
専
門
家

の
責
任
が
問
題
と
な
る
よ
う
な
個
別
事

件
で
は
簡
単
に
証
明
度
を
下
げ
る
わ
け

に
は
い
か
な
い
と
考
え
ら
れ
て
い
る

(
初
)
。
し
か
し
、
忠
実
義
務
違
反
型
の

場
合
の
損
害
賠
償
に
つ
い
て
は
、
英
米

法
で
は
多
少
特
殊
な
扱
い
が
さ
れ
て
お

り
、
検
討
に
値
す
る
。
典
型
的
な
忠
実

義
務
違
反
で
あ
る
利
益
相
反
行
為
に
つ

い
て
は
、
因
果
関
係
の
証
明
が
な
さ
れ

な
く
て
も
一
定
の
損
害
賠
償
を
認
め
て

よ
い
、
と
い
う
考
え
が
有
力
で
あ
る

(
呂
。
た
と
え
ば
、
受
託
者
が
自
分
の

固
有
財
産
を
信
託
財
産
に
売
却
し
た
場

合
に
、
そ
の
後
、
当
該
財
産
の
価
値
が

低
下
し
た
場
合
に
は
、
価
値
低
下
が
利

益
相
反
行
為
と
因
果
関
係
が
な
い
場
合

で
あ
っ
て
も
、
受
託
者
は
価
値
低
下
分

の
損
害
を
賠
償
し
な
げ
れ
ば
な
ら
な
い

と
さ
れ
て
い
る
(
担
。
ま
た
、
弁
護
士

の
各
種
の
期
間
徒
過
に
よ
っ
て
依
頼
者

が
裁
判
で
勝
訴
す
る
機
会
が
失
わ
れ
た

場
合
に
も
、
通
常
の
証
明
に
使
わ
れ
る

証
拠
優
越
の
原
則
で
は
な
く
、
請
求
額

に
単
に
勝
訴
の
確
率
を
掛
け
合
わ
せ
た

額
を
損
害
と
す
る
も
の
が
あ
る
(
幻
)

(
勝
訴
の
可
能
性
が
五
O
%
し
か
な
い

場
合
に
は
、
証
拠
優
越
の
原
則
で
は
ま

だ
損
害
が
あ
っ
た
こ
と
の
証
明
に
な
ら

な
い
)
。
忠
実
義
務
違
反
の
場
合
の
損

害
賠
償
に
関
し
て
こ
の
よ
う
な
特
殊
な

扱
い
を
す
る
理
由
と
し
て
は
、
エ
ク
イ

テ
ィ

l
法
が
原
状
回
復
を
原
則
と
す
る

こ
と
や
、
忠
実
義
務
違
反
行
為
を
抑
止

す
る
必
要
が
特
に
大
き
い
な
ど
の
理
由

が
あ
げ
ら
れ
て
い
る
が
、
他
方
で
、
通

常
の
債
務
不
履
行
と
異
な
る
扱
い
を
す

る
合
理
性
に
疑
問
を
表
明
す
る
説
も
あ

る
(M)
。
わ
が
国
の
議
論
と
し
て
は
、

忠
実
義
務
違
反
型
で
あ
る
と
い
う
だ
け

で
損
害
の
証
明
を
ま
っ
た
く
不
要
と
す

る
こ
と
は
困
難
で
あ
ろ
う
。
忠
実
義
務

違
反
で
作
ら
れ
た
状
態
そ
の
も
の
を
損

害
と
考
え
て
、
そ
の
算
定
に
つ
い
て
証

明
度
を
下
げ
る
こ
と
は
考
え
ら
れ
で
も

よ
い
が
、
な
お
難
点
が
多
い
。

第
二
に
、
慰
謝
料
を
利
用
す
る
方
法

が
考
え
ら
れ
る
。
医
療
過
誤
事
件
等
で

は
、
医
師
の
重
大
な
過
失
が
あ
る
場
合

に
、
死
亡
と
の
聞
の
因
果
関
係
は
認
め

ら
れ
な
い
場
合
に
も
、
何
ら
か
の
精
神

的
苦
痛
が
あ
っ
た
と
し
て
慰
謝
料
を
認

め
る
こ
と
で
一
定
の
賠
償
を
与
え
る
解

決
が
下
級
審
裁
判
例
で
は
有
力
と
な
っ

て
い
る
。
忠
実
義
務
違
反
を
理
由
と
す

る
損
害
賠
償
と
し
て
適
し
た
解
決
で
あ

る
と
思
わ
れ
る
。
も
っ
と
も
、
精
神
的

苦
痛
を
こ
う
む
っ
た
こ
と
を
損
害
賠
償

の
根
拠
と
す
る
こ
と
は
一
種
の
擬
制
で

あ
る
の
み
な
ら
ず
、
損
害
賠
償
額
を
抑

え
る
お
そ
れ
が
あ
る
。
実
際
の
裁
判
で

は
、
こ
う
む
っ
た
可
能
性
の
あ
る
財
産

10 
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的
損
害
の
額
を
慰
謝
料
算
定
の
要
素
の

一
つ
と
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
が
、
専

門
家
の
忠
実
義
務
違
反
で
問
題
と
な
る

の
は
、
む
し
ろ
財
産
的
損
害
で
あ
る
か

ら
、
財
産
的
損
害
の
可
能
性
を
考
慮
す

る
こ
と
を
明
確
に
し
て
慰
謝
料
を
算
定

す
べ
き
で
あ
ろ
う
(
額
が
増
え
る
可
能

性
が
あ
る
)
。
ま
た
、
こ
う
す
る
こ
と

に
よ
っ
て
忠
実
義
務
違
反
の
な
か
の
利

益
相
反
型
の
救
済
も
図
ら
れ
る
。
な
ぜ

な
ら
、
利
益
相
反
型
で
は
依
頼
者
が
精

神
的
苦
痛
を
こ
う
む
っ
た
こ
と
は
い
い

に
く
い
の
で
、
慰
謝
料
に
よ
る
解
決
は

困
難
な
点
が
あ
り
、
ま
た
、
財
産
的
損

害
の
証
明
も
十
分
で
き
な
い
た
め
に
、

一
切
の
救
済
が
受
け
ら
れ
な
い
お
そ
れ

が
あ
る
が
、
財
産
的
損
害
を
考
慮
す
る

慰
謝
料
な
ら
ば
十
分
な
額
の
賠
償
が
可

能
と
な
る
か
ら
で
あ
る
宕
)
O

五

ま

と

め

第2章

本
稿
は
、
専
門
家
の
責
任
と
は
通
常

の
債
務
不
履
行
責
任
と
ど
こ
が
異
な
る

の
か
、
そ
の
特
殊
性
を
追
求
し
よ
う
と

し
た
も
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
専
門
性

に
応
じ
て
要
求
さ
れ
る
高
い
善
管
注
意

義
務
の
違
反
が
問
題
と
な
る
高
度
注
意

義
務
違
反
型
と
、
そ
れ
と
は
区
別
す
べ

き
忠
実
義
務
違
反
的
な
債
務
不
履
行
類

型
が
専
門
家
の
責
任
で
は
問
題
と
な
る

こ
と
が
そ
の
特
徴
で
あ
る
こ
と
を
明
ら

か
に
し
た
つ
も
り
で
あ
る
。
、
こ
れ
ま
で

一
般
に
忠
実
義
務
違
反
は
、
受
託
者
や

代
理
人
の
行
為
に
関
連
し
て
議
論
さ
れ

て
い
た
た
め
、
主
に
当
該
行
為
を
無
効

に
す
る
か
否
か
と
い
う
次
元
で
議
論
さ

れ
て
き
た
が
、
損
害
賠
償
責
任
を
生
じ

さ
せ
る
債
務
不
履
行
の
問
題
を
論
じ
る

に
つ
い
て
も
興
味
深
い
視
点
を
提
供
し

て
く
れ
る
(
ぎ
。
た
だ
、
そ
の
要
件
・

効
果
に
つ
い
て
は
ま
だ
検
討
の
余
地
が

多
く
、
本
稿
で
は
十
分
展
開
で
き
な
か

っ
た
。
一
つ
の
視
点
を
提
供
す
る
に
と

ど
ま
る
も
の
で
あ
る
が
、
議
論
の
材
料

と
な
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。

[
追
記
]
筆
者
も
私
法
学
会
民
法
部
会

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
報
告
を
担
当
す
る
「
専

門
家
の
責
任
L

研
究
会
の
メ
ン
バ
ー
で
あ

る
が
、
学
会
当
日
は
海
外
出
張
中
で
参
加

で
き
な
い
の
で
、
本
稿
に
よ
っ
て
そ
の
責

め
を
果
た
す
も
の
で
あ
る
。

(
1
)

た
と
え
ば
、
円
谷
峻
「
日
本
法
に

お
け
る
専
門
家
の
不
法
行
為
責
任
」
川

井
健
編
・
専
門
家
の
責
任
五
五
頁
は
、

1

誠
実
義
務
」
に
も
言
及
す
る
が
、

J
貝同

度
の
注
意
義
務
L

と
し
て
位
置
づ
け
て

い
る
。

(
2
)

す
で
に
類
似
の
類
型
論
が
加
藤
新

太
郎
・
弁
護
士
役
割
論
七
八
頁
以
下
で

展
開
さ
れ
て
い
る
。
そ
こ
で
は
、
弁
護

過
誤
を
寸
不
誠
実
型
L

寸
単
純
ミ
ス
型
L

寸
技
能
不
足
型
」
に
分
類
し
て
い
る
。

本
稿
の

J

両
度
注
意
義
務
違
反
型
」
は

同
書
の
「
技
能
不
足
型
L

に
相
当
し
、

「
忠
実
義
務
違
反
型
」
は
寸
不
誠
実
型
」

に
相
当
す
る
で
あ
ろ
う
。
「
単
純
ミ
ス

型
し
は
ウ
ェ
イ
ト
の
お
き
方
に
よ
っ

て
、
高
度
注
意
義
務
違
買
な
い
し
忠
実

義
務
違
反
に
な
る
。
な
お
、
忠
実
義
務

は
、
英
米
法
の
フ
ィ
ド
ゥ

l
シ
ャ
リ

1

.
ド
ゥ

1
テ

ィ

1
(出
【
山
口
巳
田

31

E
q
)
に
相
当
す
る
概
念
で
あ
り
、
利

益
相
反
行
為
の
禁
止
等
を
中
心
と
す
る

が
、
後
述
す
る
よ
う
に
、
本
稿
で
は
そ

の
概
念
を
拡
張
し
て
用
い
て
い
る
。

(
3
)

閉
山
・
』
同
門
}
内
的
。
ロ

hr
ト『・司
0
4『

m
-
Y
H
U
5
3

貯
協
同
O
口
同

-
Z巾
往
日
間
巾
ロ

n
p
ロ
-

H
・
乙
の
点

に
言
及
す
る
も
の
と
し
て
、
飯
塚
和
之

寸
イ
ギ
リ
ス
に
お
け
る
『
専
門
家
の
責

任
L
L

前
掲
注

(
1
)
七
七
頁
。

(
4
)

医
療
水
準
に
関
し
て
は
、
病
院
の

規
模
等
に
よ
っ
て
格
差
が
あ
り
、
過
失

判
断
に
さ
い
し
て
も
考
慮
さ
れ
る
。
畔

柳
達
雄
寸
医
療
水
準
|
|
専
門
医
、
地

域
差
、
施
設
差
L

判
タ
六
八
六
号
七

O

頁。
(5)
】
白

n
w
m
o
ロ
hrHVod司
mzwHU
・己・

(6)

出
O
]可
O
同

F
n
o
D
2
q
S
H
F
-白
σ口・

日同
M
1
w
k
戸
』
ロ
門
出
口
目
白

-
d
a吋
戸
円
ロ
ア
H

M

g

向。印自

由
円
。
ロ
白

-

Z印肉]山
mmwロロ刊噂

Z
0
4
¥ロ
R-

H由
∞
♂
ロ

-
H
U∞・

(
7
)

ロ
ロ
ロ
関
門

U
Z
h
r
ω
gロ
件
。
ロ
u

一勺吋
O

時四目

回
目
。
口
同

-
Z巾
位
同
町
州
巾
ロ
の
叩
u

N

ロ
色
白
門
凶
・
(
冨
∞
申
)
u

z
E
-
H
・
5
冒
E
-
E
-
C
H
m
Z
2・もっ

と
も
、
意
図
的
に
依
頼
人
の
利
益
に
反

す
る
行
為
を
す
る
こ
と
は
フ
ィ
ド
ゥ

l

シ
ャ
リ
1
義
務
違
反
を
構
成
す
る
よ
う

で
あ
る
。
不
誠
実
な
行
為
は
こ
れ
に
近

、υv
(
8
)

最
判
昭
四
五
・
六
・
一
一
四
民
集
二

四
巻
六
号
六
二
五
頁
(
八
幡
製
鉄
政
治

献
金
事
件
)
。
本
判
決
は
、
忠
実
義
務

を
善
管
注
意
義
務
と
は
区
別
さ
れ
た
独

自
の
義
務
と
し
て
認
め
る
こ
と
を
否
定

し
た
も
の
で
あ
る
が
、
そ
も
そ
も
政
治

献
金
を
忠
実
義
務
違
反
の
問
題
と
し
た

原
告
側
の
主
張
に
無
理
が
あ
り
、
忠
実

義
務
を
論
じ
る
に
は
適
当
な
事
件
で
は

な
か
っ
た
。

(9)

た
だ
し
、
弁
護
士
の
誠
実
義
務
に

関
し
て
議
論
が
あ
る
こ
と
に
つ
い
て

は
、
加
藤
・
前
掲
書
九
頁
以
下
に
詳
し

い
。
そ
し
て
、
加
藤
裁
判
官
が
寸
不
誠

実
型
し
を
と
り
あ
げ
て
い
る
こ
と
に
つ

い
て
は
、
前
掲
注
(
2
)
で
触
れ
た
と
お

り
で
あ
る
。
な
お
、
赤
堀
光
子
寸
取
締

役
の
忠
実
義
務

ω
1凶
」
法
協
八
五
巻

一
号

1
四
号
。

(
叩
)
四
宮
和
夫
・
信
託
法
〔
新
版
〕
二

11 



専門家の責任ーその理論的枠組みの提案第2章

三
四
頁
に
よ
れ
ば
、
信
託
受
託
者
が
負

う
忠
実
義
務
に
関
し
て
は
、
受
益
者
の

同
意
が
あ
っ
て
も
免
責
さ
れ
な
い
と
解

す
る
の
が
信
託
法
学
説
の
通
説
で
あ

る。

(
日
)
早
向
。
。
ロ
W

4
・

HNmmmロ
4

5

0
同
己
回
目

己
巳

4
R回
目
々

0
向
。
色
町
内
O
吋
ロ
目
白
巾
片
山

--w

N
斗
]
!
の
包
・
何
回
】
可
・

H
A
F
A
山
(
H
U
U
(〕
)

(
ロ
)
新
美
育
文
寸
癌
患
者
の
死
亡
と
医

師
の
責
任
|
|
守
期
待
権
侵
害
』
理
論

の
検
討
」
ジ
ュ
リ
七
八
七
号
七
八
頁
、

石
川
寛
俊
寸
期
待
権
の
展
開
と
証
明
責

任
の
あ
り
方
」
判
タ
六
八
六
号
二
五

頁
、
渡
遺
了
造
「
過
失
あ
る
も
因
果
関

係
が
な
い
場
合
の
慰
藷
料
L

判
タ
六
八

六
号
六
六
頁
等
。
裁
判
例
に
つ
い
て
は

こ
れ
ら
の
論
文
に
引
用
さ
れ
て
い
る
も

の
を
参
照
。

(
日
)
岡
山
地
判
昭
六
三
・
三
・
二
二
判

時
二
一
九
三
一
号
一
五
七
頁
は
、
「
医
師

と
し
て
の
基
本
的
知
識
の
不
勉
強
、
不

注
意
等
に
起
因
す
る
初
歩
的
な
、
そ
し

て
患
者
の
死
を
も
招
き
か
ね
な
い
極
め

て
危
険
か
つ
重
大
な
、
あ
っ
て
は
な
ら

な
い
医
療
過
誤
で
あ
る
」
と
い
う
。
忠

実
義
務
違
反
を
認
め
る
に
足
る
事
情
が

あ
っ
た
と
い
っ
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
慰

謝
料
四

O
O万
円
が
認
め
ら
れ
た
。

(H)

神
戸
地
判
昭
六
三
・
一
二
・
一
四

判
時
一
三
二
四
号
九
一
頁
。
寸
亡
甲
は
、

延
命
の
可
能
性
が
全
く
な
か
っ
た
と
い

う
わ
け
で
も
な
い
の
に
、
九
か
月
近
く

下
痢
止
め
の
投
薬
を
受
け
た
の
み
で
、

勝
癌
に
対
す
る
治
療
は
何
ら
受
け
る
こ

と
な
く
推
移
し
た
の
で
あ
る
か
ら
、
こ

の
点
は
、
地
域
高
度
医
療
機
関
と
し
て

の
中
央
病
院
を
信
頼
し
て
受
診
し
た
亡

甲
の
期
待
を
裏
切
っ
た
も
の
と
し
て
、

精
神
的
損
害
賠
償
の
対
象
と
な
る
と
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
:
:
:
甲
の
被
っ

た
精
神
的
苦
痛
を
金
銭
に
評
価
す
れ

ば
、
金
二

O
O万
円
と
認
め
る
の
が
相

当
で
あ
る
」
。

(
日
)
東
京
地
判
昭
四
六
・
六
・
二
九
判

時
六
四
五
号
八
九
頁
。
た
だ
し
、
横
浜

地
判
昭
六

0
・
一
・
二
三
判
タ
五
五
二

号
一
八
七
頁
は
、
控
訴
し
て
も
勝
訴
の

見
込
み
が
な
か
っ
た
と
し
て
損
害
賠
償

請
求
を
認
め
な
い
。
こ
れ
ら
の
判
決
の

分
析
に
つ
い
て
は
、
加
藤
・
前
掲
書
一

一
五
頁
以
下
。

(M)

東
京
地
判
昭
四

0
・
四
・
一
七
判

タ
一
七
八
号
一
五

O
頁。

(
口
)
加
藤
・
前
掲
書
八
九
頁
は
、
こ
の

事
件
に
つ
き
、
寸
不
誠
実
型
し
の
要
素

も
あ
る
も
の
の
、
債
権
回
収
の
見
通
し

を
誤
っ
た
点
で
寸
技
能
不
足
型
」
の
位

置
付
け
を
す
る
。

(
国
)
東
京
地
判
昭
四
六
・
六
・
二
九
判

時
六
四
五
号
八
九
頁
。

(
四
)
東
京
地
判
平
四
・
二
・
七
判
時
臨

時
増
刊
平
成
四
年
四
月
二
五
日
号
、
判

タ
七
八
二
号
六
五
頁
。

(
却
)
加
藤
新
太
郎
「
公
害
訴
訟
に
お
け

る
個
別
的
因
果
関
係
の
証
明
度
」
ジ
ユ

リ
一

O
一
三
号
二
一
二
頁
以
下
。

(
紅
)
の
日
ロ
5
0
4
F
h
O
B
宮内凶印丘町
O
口
同
日

回
門
町
田
A
U
F
O同
司
日
仏
ロ
ロ
目
白
3
1
ロ
ロ
片
山
口
日
ロ
一

J

円
。
ロ
仏
山
口
(
ぬ
門
戸
)WHWA巳
HU〉
町
，

E
E
n目白一江巾印

自
己
斗
E
m
F
H
y
g
-

(
幻

)

Z
。
広
一

FUz--qo同
叶

E
印
芯
白
山
口

己
同
叩
〉
げ
曲
目
ロ
円
巾

O
同
の
同
己
凹
白
】
月
刊
]
白
昨
日
0
ロ

切
巾
件
当
巾

2
4司
円
。
ロ
包
O
山口

m
g門同
F
O凹印
w

呂
田
白
H
4・
F
-
H
N
.
2叶・

(
幻
)
出
口
m
F
】
町
田
口
凹
u

口
同
日
担
問
巾
由
同
O
吋

mo--n芹
O
ぺ
印
ロ
巾
間
一
日
間
四
巾
ロ
門
町
一
(
]
[
)
同
げ
巾
]
O
印的

。
ご
山
昨
日
間
三
芯
ロ
w

司司

o
r
g目。ロ
ω
-
Z品
ロ
'

m
巾
ロ
ロ
ク
ロ
m
n・
巴
由

HWHU-NGω
・

(
剖
)
こ
れ
ら
の
議
論
に
つ
い
て
は
、

の
日
出
5
0
4
4
w
o
u
-
n
p
の
ほ
か
、
出
口
口
惜

叫，

F
巾
司
円
円
古
ロ
目
白
3
1
M
M江
口
n
e
-
0・
円
ロ

ペC
C門目白ロ(巾円四
-
Y
H
W
A
E
3
J
司
円
円
山
口
門
戸
田
氏
巾
印

白
口
弘
司

2
2凹・

(
お
)
司
回
一
コ
ー
山
口
肉
付
O
ロ

4
・

H
N
0
4
『叩

冨
円
切
門
広
巾
除
】
U

同
門
百
四
吋
凹
w

[

冨
∞
印
]

H

Z
N
F岡
山
∞

ω
は
、
人
身
事
故
に
あ
っ
て
加

害
者
か
ら
六
万
ド
ル
の
損
害
賠
償
を
訴

訟
で
勝
ち
取
っ
た
原
告
X
が
、
そ
の
賠

償
金
の
使
い
道
を
思
案
し
て
い
た
と
こ

ろ、

Y
弁
護
士
事
務
所
の
ア
ド
バ
イ
ス

で
P
デ
ベ
ロ
ツ
パ

l
に
対
す
る
抵
当
貸

付
に
投
資
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
し
か

し
、
貸
付
先
の

P
デ
ベ
ロ
ッ
パ
ー
が
倒

産
。
そ
こ
で
、

X
は、

Y
弁
護
士
事
務

所
に
対
し
て
損
害
賠
償
を
請
求
し
た
o

p
デ
ペ
ロ
ツ
パ

1
は、

Y
弁
護
士
事
務

所
の
顧
客
で
も
あ
り
、
同
事
務
所
は
デ

ペ
ロ
ツ
パ

l
の
属
す
る
企
業
グ
ル
ー
プ

の
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
活
動
に
関
与
し
て
い

た
が
、
そ
の
と
と
を

X
に
開
示
し
て
い

な
か
っ
た
。
一
審
は
原
告
の
損
害
賠
償

の
請
求
を
棄
却
し
た
が
、
控
訴
審
は
、

忠
実
義
務
違
反
を
理
由
に

X
の
請
求
を

認
め
、
損
害
算
定
の
た
め
に
原
審
に
差

し
戻
し
た
。
日
本
で
は
、
こ
う
し
た
事

案
に
お
い
て
ど
の
よ
う
に
損
害
賠
償
を

認
め
る
こ
と
に
な
る
か
困
難
な
問
題
が

あ
る
。

(
部
)
英
米
で
も
、
忠
実
義
務
違
反
に
よ

る
損
害
賠
償
の
問
題
は
、
あ
ま
り
議
論

さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
が
、
最
近
注
目
を

浴
び
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、

の
ロ
ヨ
ヨ

o
戸

(
U
O
S
H
)
自
由
同
昨
日
O
ロ

同

日

切
吋
mwmwnyo同
司
広
ロ
ロ
目
白

3
可
ロ
ロ
3
1・
目
白
U

J

へO
己
色
白
ロ
(
巾
門
同
・
)
場
開
門
戸
口
日
々
ゆ
百
円
開
口
口
町
民

2

田
口
門
同
寸

2
2印・

な
お
、
脱
稿
後
、
契
約
の
領
域
に
お

い
て
も
信
託
的
関
係
の
拡
張
を
指
摘
す

る
樋
口
範
雄
・
ア
メ
リ
カ
契
約
法
八

O

頁
に
接
し
た
。
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医師の責任からみた専門家責任第3章

第
一一一耳z主Zユ

師医

の

責任

か
ら
み
た

は
じ
め
に

医
師
が
、
い
か
な
る
意
味
で
も
専
門

家
で
あ
る
こ
と
に
争
い
は
な
く
、
歴
史

的
な
意
味
で
の
三
大
プ
ロ
フ
エ
ツ
シ
ヨ

ン
で
あ
る
こ
と
も
異
論
が
な
い
。

医
師
の
責
任
を
考
え
る
に
あ
た
っ

て
、
プ
ロ
フ
エ
ツ
シ
ヨ
ン
と
し
て
の
医

師
の
責
任
に
焦
点
を
絞
っ
て
検
討
す
る

こ
と
と
す
る
。

プ
ロ
フ
エ
ツ
シ
ヨ
ン
と
し
て
の
医
師

の
責
任
を
通
常
人
の
責
任
と
区
別
し
て

と
り
あ
げ
る
意
義
が
あ
る
の
か
、
ま
た

医
師
の
責
任
の
特
質
は
他
の
プ
ロ
ブ
エ

ツ
シ
ョ
ン
と
異
な
る
の
か
、
他
の
プ
ロ

フ
エ
ツ
シ
ョ
ン
、
な
か
で
も
、
ム
汁
護

士
、
建
築
家
の
責
任
を
考
え
る
う
え
で

ど
の
よ
う
な
問
題
点
が
あ
る
か
に
つ
い

て
検
討
し
て
み
た
い

2
3

プ
ロ
ブ
エ
ツ
シ
ョ
ン

と
し
て
の
医
師

医
師
は
聖
職
者
・
弁
護
士
と
と
も

に
、
古
典
的
プ
ロ
フ
エ
ツ
シ
ヨ
ン
で
あ

る
と
さ
れ
る
。
プ
ロ
フ
エ
ツ
シ
ョ
ン
と

は
何
か
と
い
う
と
き
、
い
く
つ
か
の
有

名
な
定
義
が
存
在
し
て
い
る
が

(
2
)
、

こ
こ
で
は
以
下
の
よ
う
に
定
義
し
て
み

た。
①
特
殊
な
訓
練
ま
た
は
教
育
を
基

礎
と
し
、
単
な
る
技
能
で
な
く
知
的
内

容
を
要
す
る
職
業
で
あ
る
。

②
愛
他
的
精
神
に
よ
る
社
会
の
た

め
に
サ
ー
ビ
ス
を
す
る
。

③
高
い
倫
理
性
と
自
律
性
を
有
す

ヲ
匂
。

私
は
、
プ
ロ
フ
エ
ツ
シ
ヨ
ン
の
特
質

の
う
ち
で
も
っ
と
も
重
要
な
も
の
は
、

②
に
あ
げ
た
、
社
会
公
共
へ
の
サ
ー
ビ

ス
守
口
巴
片
目
耳
目
。
。
)
に
あ
る
と
考

え
る
。
ま
た
、
プ
ロ
フ
エ
ツ
シ
ヨ
ン
と

い
う
職
業
が
、
こ
れ
か
ら
の
社
会
に
も

必
要
な
も
の
で
あ
る
と
す
る
な
ら
ば
、

乙
の
点
に
こ
そ
存
在
意
義
が
あ
る
の
で

は
な
い
か
と
考
え
る
。

資
本
主
義
社
会
が
、
と
か
く
営
利
追

求
定
義
を
第
一
と
す
る
と
き
に
、
プ
ラ

ン
ダ
イ
ス
の
い
う
「
経
済
的
報
酬
の
多

寡
が
そ
の
成
功
を
測
定
す
る
基
準
と
さ

れ
な
い
職
業
で
あ
る
こ
と
L

の
存
在
は

危
う
い
も
の
が
あ
る
こ
と
は
当
然
で
あ

る。
一
方
、
資
本
主
義
社
会
も
、
マ
ッ
ク

ス
ウ
ェ

l
パ
l
の
「
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
テ

イ
ズ
ム
の
倫
理
と
資
本
主
義
の
精
神
L

に
あ
る
よ
う
な
、
職
業
を
通
じ
て
神
に

奉
仕
す
る
と
の
倫
理
的
側
面
を
失
う
べ

き
で
は
な
い
こ
と
、
株
式
会
社
等
の
会

社
も
「
社
会
責
任
会
社
L
(
3
)

に
な
る

べ
き
で
あ
る
と
の
考
え
方
も
強
く
な
っ

て
き
て
い
る
。

し
た
が
っ
て
、
ア
メ
リ
カ
で
は
会
社

の
経
営
者
も
プ
ロ
フ
エ
ツ
シ
ヨ
ン
で
あ

る
と
さ
れ
て
い
る

(4)
。
生
活
共
同
体

(
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
)
に
お
い
て
、
連
帯

の
精
神
、
思
い
や
り
、
友
愛
、
同
志
的

結
合
の
必
要
性
が
強
調
さ
れ
て
い
る

が
、
プ
ロ
フ
エ
ツ
シ
ヨ
ン
の
社
会
的
役

割
も
同
一
の
思
想
か
ら
発
し
て
い
る
。

よ
き
プ
ロ
フ
エ
ツ
シ
ヨ
ン
の
多
く
存

在
す
る
社
会
は
理
想
的
な
社
会
で
あ

る。
プ
ロ
フ
エ
ツ
シ
ョ
ン
と
し
て
の
医
師

は
、
プ
ロ
フ
エ
ツ
シ
ヨ
ン
の
定
義
を
ほ

ぽ
満
足
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
が
、

ア
メ
リ
カ
で
は
、
医
師
は
崩
れ
ゆ
く
プ

ロ
フ
エ
ツ
シ
ヨ
ン

(5)

と
い
わ
れ
る
。

ア
メ
リ
カ
医
師
協
会

(
A
M
A
)
の

歴
代
会
長
が
「
健
康
産
業
で
あ
る
医
学

の
発
展
」
と
礼
讃
す
る
ほ
ど
の
産
業
に

ま
で
発
展
し
た
医
療
は
、
過
剰
医
療
、

誤
診
、
高
い
治
療
費
等
社
会
的
非
難
の

対
象
と
な
っ
て
お
り
、
ク
リ
ン
ト
ン
政

権
の
重
要
タ
ス
ク
に
も
な
っ
て
い
る
。
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プ
ロ
フ
エ
ツ
シ
ヨ
ン
は
、
社
会
公
共

へ
の
奉
仕
と
い
う
よ
い
側
面
と
、
市
場

の
独
占
と
い
う
悪
い
側
面
と
を
も
っ
て

い
る
こ
と
は
事
実
で
あ
る
。

市
場
の
独
占
は
、
ア
メ
リ
カ
社
会
の

理
想
の
一
つ
で
あ
る
「
自
由
L

と
対
立

す
る
も
の
で
あ
る
。

一
九
六

0
年
代
か
ら
の
、
医
師
の
か

か
え
る
責
任
の
追
及
は
消
費
者
主
権
主

義

(6)

に
も
依
存
し
て
い
る
こ
と
は
、

多
く
の
論
者
の
説
く
と
こ
ろ
で
あ
る
。

ア
メ
リ
カ
社
会
に
お
げ
る
医
師
の
問

題
は
、
他
の
プ
ロ
フ
エ
ツ
シ
ヨ
ン
に
波

及
す
る
も
の
を
含
ん
で
い
る
と
考
え

る
。
ア
メ
リ
カ
の
医
師
が
、
本
来
の
プ

ロ
フ
エ
ツ
シ
ョ
ン
性
を
失
う
こ
と
に
よ

る
信
頼
関
係
の
崩
壊
は
重
大
で
あ
る
。

伝
統
的
プ
ロ
フ
エ
ツ
シ
ョ
ン
は
、
個

人
と
個
人
の
関
係
で
あ
っ
た
が
、
医
師

の
場
合
、
医
療
費
の
支
払
が
政
府
、
ビ

ジ
ネ
ス
、
保
険
会
社
、
労
働
組
合
に
よ

っ
て
行
な
わ
れ
る
こ
と
が
、
個
人
主
義

に
立
脚
し
た
伝
統
的
な
意
味
で
の
「
職

業
的
独
立
L

を
侵
し
て
い
る
。

そ
の
意
味
で
は
、
病
院
に
勤
務
す
る

医
師
の
プ
ロ
ブ
エ
ツ
シ
ヨ
ン
と
し
て
の

性
格
も
微
妙
で
あ
る
。

医
師
の
責
任

プ
ロ
フ
エ
ツ
シ
ョ
ン
と
し
て
の
医
師

の
責
任
を
考
え
る
う
え
で
、
医
療
行
為

の
特
質
が
考
慮
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。

医
療
行
為
の
特
質
と
し
て
、
以
下
の

も
の
が
あ
げ
ら
れ
る
。

①
病
的
過
程
と
医
療
行
為
は
常
に

措
抗
競
争
す
る
関
係
に
た
つ
完
全
な
診

療
に
よ
っ
て
も
結
果
の
不
首
尾
の
可
能

性
が
あ
る
。

②
危
険
性
が
内
在
し
て
い
る
。

「
許
さ
れ
た
危
険
L

を
包
含
し
て
い

る。
③
基
準
が
不
明
瞭
で
あ
る
。
医
師

の
裁
量
性
が
大
。

④
個
体
差
が
多
い
寸
個
体
特
性
の

分
散
性
」

(
7
)
。

法
律
家
の
多
く
は
、
右
の
特
質
に
無

関
心
で
あ
り
、
医
学
は
自
然
科
学
で
あ

っ
て
、
す
べ
て
の
究
明
は
可
能
で
あ
る

と
か
、
医
学
的
原
因
と
結
果
と
の
聞
に

は
明
確
な
方
式
が
あ
る
は
ず
で
あ
る
と

の
医
学
に
対
す
る
理
解
の
不
十
分
な
も

の
が
多
い

(
8
)
。

こ
の
よ
う
な
立
場
に
た
つ
人
々
は
、

過
失
を
推
認
す
る
こ
と
に
大
胆
で
あ
っ

た
り
、
細
心
の
注
意
を
す
れ
ば
薬
物
シ

ョ
ッ
ク
や
手
術
中
の
事
故
は
起
こ
ら
な

い
と
し
や
す
い
。
判
決
に
も
、
よ
く

寸
慢
然
と
:
:
:
L
と
す
る
も
の
が
あ
る

が
、
そ
の
な
か
に
は
注
意
義
務
の
内
容

と
そ
れ
に
基
づ
い
て
何
を
な
し
、
あ
る

い
は
何
を
な
す
な
と
い
う
の
か
寸
慢

然
L

と
し
た
も
の
が
あ
る

(
9
)
。

ア
メ
リ
カ
で
も
い
わ
れ
て
い
る
が
、

医
師
に
対
す
る
過
大
な
注
意
義
務
の
設

定
に
よ
る
責
任
追
及
に
よ
っ
て
、
防
御

的
医
療
(
ロ
民
自
包
括
日
包
在
ロ
巾
)
な

い
し
萎
縮
的
医
療
を
も
た
ら
す
、
社
会

に
と
っ
て
負
の
面
が
あ
る
こ
と
が
考
慮

さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
白
ヨ

専
門
家
の
責
任
の
特
質
と
し
て
、
専

門
家
の
職
務
執
行
は
教
育
の
結
果
や
特

別
の
訓
練
・
経
験
に
よ
っ
て
開
発
さ
れ

た
特
殊
な
能
力
を
前
提
と
す
る
も
の
で

あ
っ
て
、
非
専
門
家
で
あ
る
依
頼
人
等

に
よ
る
評
価
に
な
じ
ま
な
い
面
を
有
し

て
い
る
(
日
)
の
で
あ
る
。

プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
・
ネ
グ
リ

ジ
ェ
ン
ス
に
お
い
て
、
「
よ
い
医
療
上

の
プ
ラ
ク
テ
ィ
ス

(moo己
目
。
門
出
の
包

育
問
。
昨
日
日
)
」
が
行
為
水
準
を
構
成
し
、

医
師
を
相
手
と
す
る
ネ
グ
リ
ジ
ェ
ン
ス

訴
訟
に
お
い
て
、
慣
行
的
プ
ラ
ク
テ
イ

ス
の
ル

l
ル
は
、
原
則
と
し
て
裁
判
所

(
陪
審
)
は
医
事
専
門
家
証
言
な
く
し

て
は
医
師
の
間
で
慣
行
的
に
行
な
わ
れ

て
い
る
プ
ラ
ク
テ
イ
ス
を
ネ
グ
リ
ジ
ェ

ン
ス
で
あ
る
と
認
定
し
え
な
い
(
目
。

そ
し
て
、
こ
の
こ
と
は
医
師
の
行
な
う

高
度
の
知
識
・
技
術
を
必
要
と
す
る
プ

ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
な
行
為
の
当
否
に

関
し
、
裁
判
所
(
陪
審
)
独
自
の
法
的

判
断
を
制
限
・
排
除
す
る
結
果
と
な

フ
Q

。医
師
の
責
任
に
つ
い
て
は
、
製
造
物

責
任
と
は
別
個
に
考
え
て
、
厳
格
責
任

が
否
定
さ
れ
て
き
た
が
、
そ
の
根
拠
と

し
て
、
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
に
は
伝
統
的

に
無
過
失
責
任
が
認
め
ら
れ
て
こ
な
か

っ
た
こ
と
と
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
は
専
門

家
の
サ
ー
ビ
ス
を
必
要
と
し
て
お
り
、

そ
の
必
要
は
無
過
失
責
任
を
負
わ
せ
る

政
策
的
要
請
を
大
き
く
上
回
る
こ
と
が

あ
げ
ら
れ
る
(
目
。

共
同
社
会
に
と
っ
て
、
プ
ロ
フ
エ
ツ

シ
ョ
ン
の
必
要
性
が
意
識
さ
れ
る
と
こ

ろ
で
は
、
医
師
の
責
任
に
つ
い
て
も
、

一
般
人
の
場
合
と
異
な
る
取
扱
い
を
す

る
こ
と
に
な
る
で
あ
ろ
う
。

わ
が
国
に
お
け
る
、
従
来
の
研
究
の

14 
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多
く
の
も
の
が
、
プ
ロ
フ
エ
ツ
シ
ョ
ン

と
し
て
の
医
師
の
責
任
に
つ
い
て
、
最

高
裁
判
決
の
い
わ
ゆ
る
「
最
善
の
注
意

義
務
し
を
キ
ー
ワ
ー
ド
化
し
て
用
い
る

に
す
ぎ
ず
、
医
師
の
責
任
の
特
異
性
に

つ
い
て
、
な
か
ん
ず
く
プ
ロ
フ
エ
ツ
シ

ヨ
ン
と
し
て
の
医
師
の
責
任
に
つ
い

て
、
歴
史
的
、
社
会
思
想
的
に
深
く
掘

り
下
げ
て
考
究
す
る
こ
と
を
怠
っ
て
き

た
と
考
え
る
立
)
。

プ
ロ
フ
エ
ツ
シ
ョ
ン
が
専
門
家
な
る

が
ゆ
え
に
も
つ
世
間
の
評
価
、
す
な
わ

ち
、
名
声
、
声
価
、
評
判
の
も
つ
重
要

性
に
も
考
慮
が
払
わ
れ
る
べ
き
で
あ
る

(
日
)
。
訴
訟
が
提
起
さ
れ
た
だ
け
で
、

そ
の
医
師
が
失
う
世
間
の
評
価
は
深
刻

で
あ
る
が
、
こ
れ
に
対
す
る
同
情
の
念

が
法
律
家
に
欠
け
て
い
る
の
で
は
な
か

ろ
う
か
。

プ
ロ
フ
エ
ツ
シ
ヨ
ン
の
愛
他
性
を
促

進
す
る
よ
う
な
配
慮
も
必
要
で
あ
る
。

世
の
な
か
は
「
ギ
プ
・
ア
ン
ド
・
テ
イ

ク
L

で
あ
っ
て
、
何
か
を
し
て
も
ら
う

こ
と
に
対
す
る
対
価
の
な
い
社
会
は
よ

い
社
会
と
は
い
え
な
い
。

ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
寸
よ
き
サ
マ
リ

ア
人
法

(moo仏

g
E同
庁
E

E
さ
)
L

S
の
精
神
は
、
隣
人
愛
を
医
師
に
求

第3章

め
る
一
方
、
医
師
に
対
す
る
免
責
を
与

え
る
と
い
う
条
理
に
か
な
っ
た
も
の
で

あ
る
。ロ
ー
ド
・
デ
ニ
ン
グ
は
、
医
師
の
プ

ロ
ブ
エ
ツ
シ
ヨ
ン
と
し
て
の
特
殊
性
を

認
め
、
そ
の
責
任
の
あ
り
方
を
次
の
よ

う
に
述
べ
て
い
る
。

「
わ
れ
わ
れ
が
、
た
ま
た
ま
上
手
く

い
か
な
か
っ
た
す
べ
て
の
こ
と
に
つ
き

病
院
と
医
師
に
責
任
を
課
す
る
な
ら

ば
、
社
会
全
般
に
害
を
与
え
る
こ
と
に

な
ろ
う
。
医
師
は
そ
の
患
者
の
利
益
よ

り
も
、
彼
等
自
身
の
安
全
を
よ
り
考
え

ざ
る
を
え
ぬ
よ
う
に
な
る
だ
ろ
う
。
イ

ニ
シ
ア
テ
ィ
プ
は
窒
息
さ
せ
ら
れ
、
ま

た
、
信
頼
は
ゆ
ら
ぐ
こ
と
に
な
ろ
う
。

適
当
な
釣
り
合
い
感
覚
は
、
病
院
と
医

師
が
働
か
ね
ば
な
ら
ぬ
状
況
と
い
う
も

の
に
考
慮
を
払
う
よ
う
要
求
し
て
い

る
。
わ
れ
わ
れ
は
、
あ
ら
ゆ
る
点
で
患

者
に
つ
き
相
当
の
注
意
を
払
わ
ね
ば
な

ら
ぬ
こ
と
を
主
張
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
が
、

し
か
し
、
単
に
不
運
な
で
き
ご
と
に
す

ぎ
ぬ
も
の
を
ネ
グ
リ
ジ
ェ
ン
ス
と
し
て

問
責
し
て
は
な
ら
な
い
L

(

立。

伝
統
的
な
プ
ロ
フ
エ
ツ
シ
ヨ
ン
に
は

な
か
っ
た
、
現
代
的
論
点
と
し
て
、
ア

メ
リ
カ
に
お
げ
る
消
費
者
運
動
か
ら
発

す
る
、
消
費
者
宣
言
、
こ
れ
に
続
く
患

者
の
人
権
宣
言
が
あ
る
。

患
者
の
人
格
権
と
し
て
、
自
己
決
定

権
の
主
張
が
あ
り
、
こ
れ
に
基
づ
く
、

イ
ン
フ
ォ
ー
ム
ド
・
コ
ン
セ
ン
ト
の
問

題
、
患
者
の
知
る
権
利
に
基
づ
く
、
診

療
録
の
開
示
請
求
権
等
、
従
来
の
プ
ロ

ブ
エ
ツ
シ
ヨ
ン
の
予
期
し
な
か
っ
た
、

新
し
い
問
題
が
提
起
さ
れ
る
に
至
っ
た

の
で
あ
る
。

こ
れ
ら
の
諸
問
題
と
医
師
の
責
任
と

の
関
連
に
つ
い
て
は
、
別
途
詳
論
す
る

こ
と
と
し
て
、
本
稿
で
は
ふ
れ
な
い

が
、
前
述
し
た
プ
ロ
フ
エ
ツ
シ
ヨ
ン
と

し
て
の
医
師
の
責
任
を
考
え
る
う
え
で

の
要
件
と
は
な
る
が
、
そ
の
本
質
は
変

わ
ら
な
い
も
の
と
考
え
る
。

四

注
意
義
務
の
評
価

基
準

医
師
の
責
任
に
関
す
る
最
高
裁
判
決

は
多
い
。
最
近
の
も
の
と
し
て
、
未
熟

児
網
膜
症
事
件
の
判
決
が
あ
る
が
、
以

下
の
よ
う
に
判
示
し
て
い
る
。

「
人
の
生
命
及
び
健
康
を
管
理
す
る

業
務
に
従
事
す
る
者
は
、
そ
の
業
務
の

性
質
に
照
ら
し
、
危
険
防
止
の
た
め
必

要
と
さ
れ
る
最
善
の
注
意
業
務
を
尽
く

す
こ
と
を
要
求
さ
れ
る
が
(
最
高
裁
昭

和
三
一
年
(
オ
)
第
一

O
六
五
号
同
三
六

年
二
月
一
六
日
第
一
小
法
廷
判
決
・
民
事

一
五
巻
二
号
二
四
四
頁
参
照
)
、
右
注
意

義
務
の
基
準
と
な
る
べ
き
も
の
は
、
一

般
的
に
は
診
療
当
時
の
い
わ
ゆ
る
臨
床

医
学
の
実
践
に
お
け
る
医
療
水
準
で
あ

り
(
最
高
裁
昭
和
五
四
年
(
オ
)
第
二
二

八
六
号
同
五
七
年
三
月
三

O
日
第
三
小
法

廷
判
決
・
裁
判
集
民
事
二
ニ
五
号
五
六
三

頁
参
照
)
、
医
師
は
、
患
者
と
の
特
別

の
合
意
が
な
い
限
り
、
右
医
療
水
準
を

超
え
た
医
療
行
為
を
前
提
と
し
た
轍
密

で
真
撃
か
っ
誠
実
な
医
療
を
尽
く
す
べ

き
注
意
義
務
ま
で
負
う
も
の
で
は
な

く
、
そ
の
違
反
を
理
由
と
す
る
債
務
不

履
行
責
任
、
不
法
行
為
責
任
を
負
う
こ

と
は
な
い
と
い
う
べ
き
で
あ
る
。
L

(

最

二
小
判
平
四
・
六
・
八
)

0

医
師
の
注
意
義
務
に
つ
い
て
は
、

寸
最
善
の
注
意
義
務
L

が
、
後
日
、
独

り
歩
き
を
開
始
し
(
問
)
、
医
師
の
注
意

義
務
の
超
高
度
化
を
主
張
す
る
さ
い
の

有
力
な
根
拠
と
さ
れ
た
。

プ
ロ
フ
エ
ツ
シ
ョ
ン
の
責
任
は
、
プ

ロ
フ
エ
ツ
シ
ヨ
ン
の
意
義
、
す
な
わ

15 
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ち
、
市
民
社
会
に
対
し
て
プ
ロ
フ
ェ
ス

2
旦
言
)
(
印
)
し
て
い
る
職
業
と
い
う

こ
と
か
ら
、
そ
の
所
属
す
る
プ
ロ
フ
エ

ス
し
た
メ
ン
バ
ー
の
質
の
保
証
に
対
応

す
る
も
の
で
あ
る
。

通
常
、
プ
ロ
フ
エ
ツ
シ
ヨ
ン
の
団
体

は
、
専
門
家
と
し
て
高
度
な
学
識
・
技

術
を
社
会
に
対
し
て
公
示
し
て
い
る
こ

と
か
ら
、
プ
ロ
フ
エ
ツ
シ
ヨ
ン
の
注
意

義
務
の
基
準
も
当
然
、
高
度
な
も
の
と

な
る
の
で
あ
る
。

言
葉
を
換
え
て
い
え
ば
、
プ
ロ
フ
エ
ツ

シ
ヨ
ン
の
注
意
義
務
の
基
準
は
本
来
高

度
な
も
の
で
あ
る
の
で
あ
っ
て
、
専
門

家
と
し
て
は
当
然
、
保
持
す
べ
き
注
意

義
務
で
あ
り
、
そ
れ
以
外
の
何
物
で
も

な
し専
門
家
の
注
意
義
務
の
基
準
は
、
素

人
か
ら
み
て
高
度
で
あ
っ
て
も
、
そ
の

専
門
家
集
団
に
お
い
て
は
通
常
の
注
意

義
務
で
あ
る
に
す
ぎ
な
い
こ
と
に
注
意

が
な
さ
れ
な
げ
れ
ば
な
ら
な
い
。

右
最
高
裁
判
決
は
、
注
意
義
務
の
基

準
を
、
一
般
的
に
は
診
療
当
時
の
い
わ

ゆ
る
臨
床
医
学
の
実
践
に
お
け
る
医
療

水
準
で
あ
る
と
し
て
い
る
が
、
そ
こ
で

い
う
寸
医
療
水
準
L

と
は
、
プ
ロ
フ
ェ

ツ
シ
ヨ
ン
と
し
て
の
、
医
師
の
注
意
義

第3章

務
が
客
観
化
さ
れ
た
も
の
で
あ
る

医
療
水
準
が
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ

る
か
に
つ
い
て
は
、
専
門
家
に
よ
っ
て

判
断
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
実
際
の
裁

判
に
お
い
て
は
、
右
の
医
療
水
準
は
、

鑑
定
人
の
鑑
定
に
よ
る
こ
と
に
な
る

が
、
専
門
家
で
あ
れ
ば
医
療
水
準
が
わ

か
っ
て
い
る
と
は
必
ず
し
も
い
え
な

医
療
水
準
の
認
定
は
裁
判
所
の
機
能

だ
と
い
っ
て
み
て
も
、
結
局
は
専
門
家

の
意
見
に
頼
ら
ざ
る
を
え
な
い
の
が
現

実
で
あ
り
、
専
門
家
の
専
門
家
た
る
ゆ

え
ん
の
専
門
性
に
つ
い
て
、
裁
判
所
と

い
え
ど
も
、
単
な
る
素
人
が
判
断
す
る

こ
と
は
不
可
能
な
こ
と
で
あ
る
。

そ
こ
で
、
解
決
策
と
し
て
、
賠
償
科

学
と
そ
の
人
材
の
養
成
が
必
要
と
さ
れ

る
五
)
。
医
療
水
準
が
那
辺
に
あ
る
か

を
科
学
的
に
研
究
す
る
、
賠
償
科
学
の

専
門
家
で
あ
る
専
門
家
に
よ
っ
て
こ

そ
、
正
し
い
注
意
義
務
の
基
準
五
)

が
判
断
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。

こ
の
点
、
賠
償
医
学
の
学
会
(
幻
)

が
す
で
に
存
在
し
て
い
る
が
、
さ
ら
に

研
究
が
進
め
ら
れ
る
べ
き
で
あ
る
。

ま
た
、
最
高
裁
判
決
は
、

ア
メ
リ
カ

の
裁
判
例
に
お
い
て
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ

ナ
ル
・
ネ
グ
リ
ジ
ェ
ン
ス
に
は
、
プ
ロ

フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
な
慣
行
的
プ
ラ
ク
テ

イ
ス
が
ネ
グ
リ
ジ
ェ
ン
ス
判
定
の
基
準

た
る
合
理
的
行
為
と
認
め
ら
れ
る
と
の

考
え
方
と
同
様
の
思
考
方
法
を
と
っ
て

い
る
も
の
と
解
す
べ
き
で
あ
る
。

そ
の
理
由
づ
け
と
し
て
、
①
知
的
技

能
の
存
在
、
②
特
殊
な
訓
練
ま
た
は
教

育
の
必
要
性
、
③
社
会
の
た
め
に
サ
ー

ビ
ス
す
る
こ
と
、
④
素
人
に
は
そ
の
稼

業
を
遂
行
す
る
乙
と
が
不
可
能
で
あ
る

こ
と
が
あ
げ
ら
れ
て
い
る
が
、
医
療
水

準
の
認
定
に
つ
い
て
も
、
こ
れ
ら
の
要

素
が
考
慮
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。

プ
ロ
フ
エ
ツ
シ
ョ
ン
の
ネ
グ
リ
ジ
ェ

ン
ス
に
お
い
て
、
例
外
と
し
て
比
較
的

非
専
門
的
な
行
為
、
た
と
え
ば
、
湯
タ

ン
ポ
の
温
度
に
よ
る
火
傷
、
包
帯
の
巻

き
方
、
ス
ポ
ン
ジ
・
ヶ

l
ス
は
、
常
識

(
h
o
E
B
Oロ
}go草
色
向
。
)
の
法
理

に
よ
る
と
さ
れ
て
い
る
。

プ
ロ
フ
エ
ツ
シ
ョ
ン
の
行
為
と
い
っ

て
も
、
右
の
例
の
如
く
、
こ
と
さ
ら
に

専
門
性
を
論
ず
る
ま
で
も
な
い
行
為
は

五
)
、
専
門
家
の
責
任
と
し
て
特
に
論

ず
る
必
要
は
な
い
か
ら
で
あ
る
。

五

医
師
の
責
任
か
ら
み

た
弁
護
士
の
責
任

医
師
に
比
較
し
て
、
弁
護
士
過
誤
訴

訟
は
圧
倒
的
に
少
な
い
。
そ
の
理
由
と

し
て
、
い
く
つ
か
の
理
由
が
あ
げ
ら
れ

て
い
る
が
、
そ
の
一
つ
に
弁
護
士
職
務

の
専
門
性
が
一
般
人
の
予
想
し
え
な
い

複
雑
性
を
も
つ
こ
と
、
弁
護
士
の
社
会

的
エ
リ
ー
ト
性
が
あ
げ
ら
れ
て
い
る

(お)。プ
ロ
プ
エ
ツ
シ
ョ
ン
と
し
て
の
医
師

の
責
任
に
お
い
て
、
非
専
門
家
で
あ
る

依
頼
人
等
に
よ
る
評
価
に
な
じ
ま
な
い

面
が
あ
る
こ
と
は
前
述
し
た
が
、
弁
護

士
の
弁
護
技
術
に
つ
い
て
は
む
し
ろ
非

専
門
家
の
裁
判
官
が
ど
う
判
断
す
る
の

か
根
本
的
な
問
題
が
存
在
す
る
と
さ
れ

る。

16 

イ
ギ
リ
ス
に
お
い
て
も
、
法
廷
弁
護

士
(
ず
月
ユ
2
2
)
は
、
訴
訟
追
行
の

た
め
の
不
注
意
な
行
為
に
つ
き
責
任
を

問
わ
れ
な
い
。
そ
の
根
拠
と
し
て
、
法

廷
弁
護
士
が
職
務
上
、
正
義
の
実
現
の

た
め
裁
判
所
に
協
力
す
る
義
務
を
負
っ

て
お
り
、
安
ん
じ
て
法
廷
活
動
が
で
き
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る
必
要
が
あ
る
こ
と
と
、
過
去
の
訴
訟

の
再
検
査
を
必
要
と
す
る
こ
と
、
法
廷

弁
護
士
は
、
弁
護
活
動
の
依
頼
を
常
に

受
け
入
れ
る
義
務
を
負
っ
て
い
る
か
ら

と
し
て
い
る
(
ぎ
。

わ
が
国
の
判
例
も
、
弁
護
士
の
受
任

義
務
の
処
理
に
つ
い
て
は
、
相
当
の
範

囲
に
お
い
て
弁
護
士
の
裁
量
に
委
ね
ら

れ
る
と
い
う
べ
き
で
あ
る
と
し
て
い

フ
Q

。手
形
の
取
立
を
委
任
さ
れ
た
弁
護
士

に
対
す
る
依
頼
人
か
ら
の
損
害
賠
償
請

求
を
否
定
し
た
判
決
(
包
は
、
以
下

の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

ー
と
こ
ろ
で
、
弁
護
士
は
、
依
頼
者

か
ら
事
件
の
処
理
を
委
任
さ
れ
た
場

合
、
委
任
の
本
旨
に
従
い
、
法
律
専
門

家
と
し
て
の
善
良
な
管
理
者
の
注
意
を

も
っ
て
、
誠
実
に
右
受
任
事
務
を
処
理

す
べ
き
と
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
が
、

そ
の
事
務
の
性
質
上
、
右
受
任
事
務
の

処
理
に
あ
た
っ
て
は
専
門
的
な
法
律
知

識
と
経
験
に
基
づ
い
て
具
体
的
状
況
に

応
じ
た
適
宜
の
判
断
を
下
す
必
要
が
あ

り
、
そ
の
意
味
に
お
い
て
、
弁
護
士
の

受
任
事
務
の
処
理
に
つ
い
て
は
、
相
当

の
範
囲
に
お
い
て
弁
護
士
の
裁
量
的
判

断
に
委
ね
ら
れ
て
い
る
も
の
と
い
う
べ

き
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
弁
護
士

は
、
そ
の
裁
量
的
判
断
に
基
づ
い
て
誠

実
に
受
任
事
務
を
処
理
し
た
も
の
と
認

め
ら
れ
る
場
合
に
は
、
そ
れ
が
依
頼
者

の
指
示
に
反
し
、
あ
る
い
は
、
裁
量
権

の
範
囲
を
逸
脱
し
た
も
の
と
認
め
ら
れ

な
い
か
ぎ
り
、
委
任
契
約
上
の
債
務
不

履
行
責
任
を
問
わ
れ
る
こ
と
は
な
い
と

解
す
る
の
が
相
当
で
あ
る
し
。

民
事
訴
訟
に
お
け
る
弁
護
士
の
陳
述

が
相
手
方
弁
護
士
に
対
す
る
名
誉
殻
損

を
構
成
す
る
と
し
て
損
害
賠
償
請
求
が

な
さ
れ
た
事
案
(
鉛
)
に
お
い
て
、
寸
訴

訟
に
お
け
る
主
張
立
証
行
為
は
、
そ
の

中
に
、
相
手
方
や
そ
の
代
理
人
の
名
誉

を
控
損
す
る
よ
う
な
行
為
が
あ
っ
た
と

し
て
も
、
そ
れ
が
訴
訟
に
お
け
る
正
当

な
弁
論
活
動
と
認
め
ら
れ
る
限
り
、
違

法
性
を
阻
却
さ
れ
る
も
の
と
解
す
る
べ

き
で
あ
り
、

E
っ
、
そ
の
正
当
と
認
め

ら
れ
る
範
囲
は
、
広
い
も
の
と
解
す
る

の
が
相
当
で
あ
る
L

。

プ
ロ
フ
エ
ツ
シ
ヨ
ン
の
定
義
の
重
要

な
要
素
の
一
つ
に
、
愛
他
的
、
社
会
全

体
に
奉
仕
す
る
こ
と
が
あ
る
が
、
弁
護

士
の
場
合
、
営
利
を
目
的
と
す
る
の
で

は
な
く
公
共
の
利
益
の
促
進
を
目
標
と

す
る
こ
と
、
「
社
会
的
正
義
の
実
現
」

が
そ
の
使
命
と
さ
れ
る
(
弁
護
士
法
一

条
一
項
)
(
却
)
。

受
任
弁
護
士
が
裁
判
所
に
お
け
る
不

動
産
競
売
の
入
札
申
込
み
を
過
失
に
よ

り
誤
っ
た
た
め
損
害
を
こ
う
む
っ
た
と

し
て
委
任
者
が
求
め
た
損
害
賠
償
請
求

に
つ
き
、
右
委
任
契
約
は
不
動
産
競
売

手
続
の
適
正
な
実
施
の
妨
害
を
目
的
と

す
る
違
法
な
も
の
で
あ
る
と
し
て
棄
却

し
た
事
例
(
習
で
判
決
理
由
は
以
下

の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

寸
そ
こ
で
、
原
告
と
被
告
は
、
右
の

状
況
を
了
知
し
た
う
え
、
原
告
の
本
件

土
地
・
建
物
の
入
札
価
格
の
合
計
額
二

億
五
、

0
0
0万
円
の
範
囲
内
で
は
、

他
の
入
札
者
は
ど
の
よ
う
に
入
札
価
格

を
設
定
し
て
も
原
告
と
同
様
の
入
札
価

格
で
な
け
れ
ば
落
札
す
る
こ
と
が
不
可

能
で
あ
る
こ
と
を
十
分
予
想
し
て
、
右

入
札
を
な
す
こ
と
を
合
意
し
た
こ
と
、

し
た
が
っ
て
、
原
告
と
被
告
は
、
そ
の

際
、
本
件
競
売
期
日
に
お
け
る
入
札

を
、
実
質
上
、
阻
止
し
て
、
専
ら
競
売

期
日
を
延
期
す
る
こ
と
を
の
み
目
的
と

す
る
旨
合
意
し
た
も
の
で
あ
り
、
か
か

る
目
的
は
、
他
の
入
札
者
の
買
受
け
を

妨
げ
、
競
売
の
適
正
な
実
施
を
妨
害
す

る
こ
と
が
甚
だ
し
い
事
項
を
内
容
と
す

る
不
法
な
も
の
で
あ
る
と
い
う
べ
き
で

あ
る
。
そ
う
す
る
と
、
原
告
主
張
の
委

任
契
約
は
、
民
法
九

O
条
所
定
の
公
の

秩
序
善
良
の
風
俗
に
反
し
、
無
効
で
あ

る
も
の
と
い
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な

'νL 
---L... 
ノ¥

医
師
の
責
任
か
ら
み

た
建
築
家
の
責
任

プ
ロ
フ
エ
ツ
シ
ョ
ン
と
し
て
の

建
築
家

医
師
、
弁
護
士
が
古
典
的
三
大
プ
ロ

フ
エ
ツ
シ
ヨ
シ
に
属
す
る
の
に
対
し

て
、
建
築
士
は
即
プ
ロ
フ
エ
ツ
シ
ョ
ン

と
は
い
え
ず
、
建
築
士
の
な
か
の
あ
る

者
|
|
l
こ
こ
で
は
建
築
家
と
い
お
う

ー
ー
が
プ
ロ
フ
エ
ツ
シ
ョ
ン
で
あ
る
と

さ
れ
て
い
る
五
)
O

そ
の
区
別
と
し
て
、
ニ
コ
ラ
ウ
ス
・

ペ
ヴ
ス
ナ

l
は
、
建
築
家
m釦

R凶弓吋Rの岳FE凹昨片z0Rの♀片

は

ωR吋の岳『目芹症片史
m
凶

ア
l
キ
テ
ク
チ
ヤ

l
と
は
、
美
的
感
動

を
目
標
に
設
計
さ
れ
た
建
物
の
乙
と
で

あ
っ
て
、
単
に
エ
ン
ジ
ニ
ア
の
技
術
処

理
だ
け
で
無
感
動
に
建
て
ら
れ
た
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医師の責任からみた専門家責任

σ己目
E
E
mと
は
異
な
る
も
の
だ
と
い
う

設
計
は
、
あ
る
思
想
に
基
づ
く
意
図

を
形
成
す
る
こ
と
を
意
味
し
、
思
想
が

言
語
を
媒
体
と
し
て
形
成
さ
れ
る
よ
う

に
、
設
計
も
図
面
を
媒
体
と
し
て
設
計

者
の
企
図
を
表
現
す
る
も
の
で
あ
る

(
犯
)
。建
築
家
が
プ
ロ
フ
エ
ツ
シ
ヨ
ン
で
あ

る
と
さ
れ
る
の
は
、
右
の
よ
う
な
設
計

が
、
知
的
で
高
度
な
思
想
で
あ
る
こ

と
、
そ
し
て
、
そ
の
思
想
が
社
会
全
体

の
こ
と
を
考
慮
し
て
い
る
こ
と
が
必
要

で
あ
る
。

社
団
法
人
日
本
建
築
家
協
会
が
起
草

し
た
、
「
建
築
設
計
監
理
業
務
法
(
案
)

要
綱
」
は
、
「
使
命
」
と
し
て
、
「
建
築

設
計
監
理
者
は
そ
の
所
産
が
直
接
に
人

間
と
そ
の
社
会
に
与
え
る
影
響
の
重
大

な
こ
と
を
自
覚
し
、
た
ん
に
建
築
に
関

す
る
法
令
を
守
る
だ
け
で
な
く
、
建
築

物
の
物
理
的
安
全
性
を
確
保
す
る
こ
と

は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
す
す
ん
で
好
ま

し
い
環
境
を
形
成
し
、
公
共
の
福
祉
に

寄
与
す
る
文
化
的
使
命
を
果
た
さ
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
と
す
る
こ
と
L

を

強
調
し
て
い
る
。

同
要
綱
は
、
そ
の
業
務
に
つ
い
て
、

第3章

寸
自
己
の
良
心
と
信
念
に
基
づ
い
て
行

な
う
一
身
専
属
的
で
創
作
的
な
行
為
で

あ
り
、
営
利
を
目
的
と
し
た
行
為
で
は

な
い
こ
と
L

、
寸
そ
の
業
務
に
関
し
て
自

由
で
独
立
で
あ
り
他
の
支
配
や
拘
束
を

受
け
ま
た
は
他
の
利
害
に
関
与
し
て
は

な
ら
な
い
」
と
、
そ
の
プ
ロ
フ
エ
ツ
シ

ヨ
ン
性
を
明
確
に
し
て
い
る
(
鈍
)
O

建
築
物
は
、
国
民
の
住
環
境
に
関
連

し
て
公
共
性
が
あ
る
。
建
築
基
準
法
も

立
法
当
初
か
ら
建
物
の
安
全
配
慮
に
力

点
を
お
い
て
き
た
が
、
日
照
紛
争
を
契

機
と
し
て
、
日
影
規
制
を
と
り
こ
む
な

ど
、
建
築
物
の
も
つ
社
会
性
に
も
目
覚

め
て
き
て
い
る
。

建
築
家
の
注
意
義
務

ア
メ
リ
カ
の
裁
判
所
で
は
、
建
築
家

の
責
任
と
弁
護
士
ま
た
は
医
師
の
責
任

と
は
変
わ
り
が
な
い
と
考
え
ら
れ
て
い

る。
注
意
義
務
に
つ
い
て
も
、
通
常
の
建

築
家
の
正
常
な
技
術
な
い
し
注
意
義
務

を
基
準
と
す
る
。
建
築
家
と
し
て
の
資

格
を
も
っ
者
の
う
ち
、
寸
平
均
的
メ
ン

バ
ー
に
通
常
備
わ
っ
て
い
る
技
術

(
己
括
的

E
ロ
ロ
日
白
色

g
F
O
当
角
z

m
m
O
B
O
Bげ
角
)
し
が
基
準
と
さ
れ
る

建
築
家
は
、
設
計
の
完
全
性
(
匂

Ra

r己
主
ωロ
)
や
、
結
果
の
満
足
性
を
特

定
し
た
り
、
保
証
し
た
り
は
し
な
い
。

建
築
家
は
、
平
均
的
な
建
築
家
が
行

使
す
る
程
度
の
技
量

(
O
巳
吋
任
。

。
円
門
出
口
釦
叶
一
可

mwロ
己
見
山
山
田
O
ロ
ωσ-mw
印
}
内
口
-
)

を
発
揮
す
れ
ば
よ
い
の
で
あ
っ
て
、
彼

が
こ
れ
ら
の
注
意
義
務
を
果
た
し
た
の

に
、
設
計
の
暇
杭
に
基
づ
く
建
築
の
欠

陥
が
生
じ
て
も
、
建
築
家
の
賠
償
責
任

は
発
生
し
な
い
の
で
あ
る
。

こ
れ
は
、
あ
た
か
も
医
師
が
病
気
の

治
癒
を
保
障
し
な
い
の
と
同
様
で
あ
っ

て
、
建
築
家
も
設
計
の
完
全
性
、
建
築

物
の
絶
対
的
完
全
性
や
耐
久
性
を
保
障

す
る
も
の
で
は
な
い
(
お
)
。

判
決
例
(
釘
)
と
し
て
、
あ
る
宗
教

の
教
会
堂
の
設
計
・
管
理
を
請
負
っ
た

原
告
が
、
基
本
設
計
図
と
し
て

A
案
か

ら
F
案
ま
で
作
成
し
た
が
、
結
局
、
教

祖
の
気
に
入
ら
ず
契
約
の
解
除
が
な
さ

れ
た
事
案
に
お
い
て
、
裁
判
所
は
、

「
建
築
家
は
出
来
得
る
限
り
建
築
主
の

希
望
に
添
っ
て
建
築
設
計
す
べ
き
義
務

が
あ
る
が
、
反
面
ま
た
建
築
に
つ
い

て
、
建
築
基
準
法
に
定
め
ら
れ
た
建
蔽

率
、
容
積
率
、
斜
線
制
限
等
の
制
約
が

あ
り
、
建
築
主
と
い
え
ど
も
設
計
者
の

か
か
る
法
的
に
規
制
さ
れ
た
基
準
に
準

拠
し
つ
つ
、
し
か
も
な
お
設
計
者
の
専

門
的
な
技
術
を
尊
重
し
て
そ
の
仕
事
を

協
力
す
べ
き
義
務
が
あ
る
と
言
わ
ね
ば

な
ら
な
い
」
と
し
て
債
務
不
履
行
は
認

め
ず
、
教
会
に
設
計
料
の
支
払
義
務
が

あ
る
こ
と
を
認
め
た
。

七

お
わ
り
に

本
稿
は
医
師
の
責
任
を
考
え
る
に
あ

た
っ
て
、
「
プ
ロ
フ
エ
ツ
シ
ヨ
ン
」
性

と
い
う
見
地
に
視
点
を
集
中
し
て
考
察

し
て
み
た
も
の
で
あ
る
。

一
九
六

0
年
代
に
ア
メ
リ
カ
で
起
こ

っ
た
、
患
者
主
権
主
義
に
伴
う
、
患
者

の
自
己
決
定
権
が
医
師
と
患
者
の
関
係

を
ど
の
よ
う
に
変
化
さ
せ
て
い
く
か
、

い
ま
な
お
進
行
中
の
問
題
で
あ
る

(
泊
三権
威
主
義
的
で
パ
タ
l
ナ
リ
ス
テ
ィ

ッ
ク
な
従
来
の
医
師
と
患
者
と
の
関
係

を
変
え
る
べ
き
で
あ
る
と
い
う
こ
と
に

は
異
論
は
な
さ
そ
う
で
あ
る
。
そ
れ
に

伴
い
、
医
師
の
プ
ロ
ブ
エ
ツ
シ
ヨ
ン
と

し
て
の
地
位
も
崩
れ
つ
つ
あ
る
こ
と
は
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前
述
し
た
と
お
り
で
あ
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
医
師
、
が
プ
ロ
フ
エ

シ
ヨ
ナ
ル
で
な
く
な
る
こ
と
は
望
ま
し

い
こ
と
と
思
え
な
い
。
医
師
と
患
者
は

敵
対
関
係
に
あ
る
も
の
で
は
な
く
、
医

療
行
為
は
、
医
師
と
患
者
と
の
協
同
行

為
で
あ
る
。

メ
イ
ソ
ン
は
次
の
よ
う
に
い
っ
て
い

ヲ
令
。

医師の責任からみた専門家責任

「
医
師
と
患
者
聞
の
よ
う
な
相
互
関

係
を
法
律
を
主
体
と
し
た
見
地
か
ら
捉

え
る
こ
と
は
、
相
互
関
係
に
多
か
れ
少

な
か
れ
微
妙
な
、
し
か
し
重
要
な
変
化

を
も
た
ら
す
こ
と
に
な
る
。
法
が
医
師

に
要
求
す
る
も
の
は
、
医
療
倫
理
法
則

が
要
求
す
る
こ
と
と
か
な
り
似
通
っ
た

こ
と
が
ら
の
反
映
で
は
あ
ろ
う
が
、
そ

れ
ら
に
従
う
べ
き
理
由
は
双
方
で
根
本

的
に
異
な
る
。
信
頼
と
尊
厳
は
道
徳
に

よ
っ
て
支
配
さ
れ
た
関
係
に
は
芽
生
え

る
が
、
法
律
規
則
の
下
で
の
関
係
で
は

芽
生
え
に
く
い
。
法
は
他
の
生
活
場
面

の
事
件
に
対
し
て
は
い
か
に
正
し
く
あ

ろ
う
と
も
、
過
剰
な
警
告
つ
き
の
形
式

性
を
医
師
と
患
者
の
関
係
に
導
入
す
る

こ
と
は
、
そ
れ
が
お
互
い
を
潜
在
的
な

敵
と
み
る
こ
と
を
意
味
す
る
な
ら
、
結

局
患
者
の
利
益
に
は
な
ら
な
い

La)。

第3章

医
師
の
責
任
に
つ
い
て
の
ア
プ
ロ
ー

チ
の
し
か
た
に
は
種
々
あ
る
が
、
契
約

法
か
ら
み
た
と
き
(
旬
、
不
法
行
為
法

か
ら
み
た
と
き
に
つ
い
て
(
也
、
い
ず

れ
の
視
点
か
ら
と
ら
え
る
と
き
に
も
、

医
師
の
プ
ロ
フ
エ
ツ
シ
ョ
ン
性
を
ネ
グ

レ
ク
ト
し
て
考
察
す
べ
き
で
は
な
い
と

考
え
る
。

プ
ロ
フ
エ
ツ
シ
ヨ
ン
と
責
任
の
問
題

は
、
医
師
の
み
な
ら
ず
、
弁
護
士
、
建

築
家
等
の
他
の
プ
ロ
フ
エ
ツ
シ
ヨ
ン
の

責
任
を
考
え
る
う
え
で
も
今
後
の
研
究

す
べ
き
課
題
で
あ
ろ
う
。

(
1
)

川
井
健
寸
専
門
家
の
民
事
責
任

ω

問
題
の
提
起
L
N
B
L
五
三
九
号
二
三

頁
〈
第
一
章
二
頁
〉
O

(
2
)

西
嶋
梅
治
「
プ
ロ
フ
エ
ツ
シ
ヨ
ナ

ル
・
ラ
イ
ア
ビ
リ
テ
ィ
・
イ
ン
シ
ュ
ア

ラ
ン
ス
の
基
本
問
題
」
現
代
損
害
賠
償

法
講
座
附
損
害
と
保
険
(
日
本
評
論

社
、
一
九
七
三
年
)
一
四
八
頁
、
山
田

正
喜
子
・
ア
メ
リ
カ
の
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ

ョ
ナ
ル
(
日
経
新
室
閏
)
二
ニ
頁
。

社
会
科
学
事
典
の
定
義
(
マ
ク
ミ
ラ

ン
社
刊
)
に
よ
る
と
、
①
知
的
技
能
の

存
在
、
②
特
殊
な
訓
練
ま
た
は
教
育
の

必
要
性
、
③
社
会
の
た
め
に
サ
ー
ビ
ス

す
る
こ
と
、
④
素
人
に
は
そ
の
稼
業
を

遂
行
す
る
こ
と
が
不
可
能
で
あ
る
こ

と
、
と
さ
れ
る
。

チ
ャ
ー
ル
ズ
・

E
・
マ
ク
レ
ラ
ン
ド

-
近
代
ド
イ
ツ
の
専
門
職
こ
九
九
三

年
、
晃
陽
堂
)
一
八
頁
は
、
専
門
職
の

指
標
リ
ス
ト
と
し
て
、
①
高
度
に
専
門

化
し
た
高
等
教
育
、
②
行
為
に
対
す
る

特
別
の
定
め
(
倫
理
)
、
@
愛
他
主
義
、

公
的
奉
仕
、
④
厳
し
い
資
格
試
験
、
審

査
、
免
許
、
資
格
性
、
認
可
証
授
与
、

⑤
高
い
社
会
的
威
信
、
⑥
古
同
い
経
済
的

報
酬
、
⑦
職
歴
パ
タ
ー
ン
、
@
サ
ー
ビ

ス
市
場
独
占
、
@
自
律
性
、
主
体
性
、

独
立
性
、
職
能
団
体
を
掲
げ
て
い
る
。

(
3
)

名
東
孝
二
「
社
会
責
任
会
社
L

エ

コ
ノ
ミ
ス
ト
一
九
九
四
年
五
月
一
七
日

号
で
は
、
寸
企
業
の
社
会
へ
の
貢
献
、

フ
イ
ラ
ン
ソ
ロ
ピ

1
の
必
要
性
、
生
活

共
同
体
へ
の
連
帯
の
精
神
思
い
や
り
、

友
愛
、
同
志
的
結
合
し
を
説
く
。

(
4
)

神
崎
克
郎
寸
取
締
後
の
注
意
義
務

と
経
営
判
断
の
原
則
L

金
融
法
務
事
情

一
三
八
五
号
一
七
頁
以
下
。

(
5
)

山
田
正
喜
子
・
前
掲
注

(
2
)
六

六
頁
。

(6)

山
口
志
保
「
資
料
・
消
費
者
の
権

利
宣
言
(
海
外
編
)
」
法
律
時
報
六
六

巻
四
号
六
四
頁
。

(7)

中
野
貞
一
郎
・
過
失
の
推
認
(
一

九
八
八
年
、
弘
文
堂
)
八
二
頁
は
、
医

療
の
特
質
に
つ
い
て
深
い
洞
察
が
な
さ

れ
て
い
る
必
読
の
論
文
で
あ
る
。
そ
の

他
に
、
松
倉
豊
治
・
医
学
と
法
律
の
間

(
判
例
タ
イ
ム
ズ
社
、
一
九
七
七
年
)

七
七
頁
。

(
8
)

平
沼
高
明
寸
賠
償
医
学
と
は
何

か
L

賠
償
医
学
一
号
五
頁
。

(
9
)

我
妻
莞
「
頚
管
裂
傷
縫
合
出
血
致

死
事
件
L

別
冊
医
事
判
例
百
選
(
一
九

七
三
一
年
)
一
一
二
頁
は
、
ど
ん
な
に
注

意
し
て
い
で
も
あ
る
時
点
ま
で
後
出
血

を
発
見
で
き
な
い
こ
と
が
あ
る
こ
と
を

指
摘
し
て
い
る
。

(
叩
)
関
自
巾
忌
』

0
2
・
日
目
当
R
円目指

05-Eσ
門
出
口
同
]
戸
向
田
-
H
U
H
-
白
口
氏
円
巾
・

kr

∞KFし「・

2
(呂田
ω)

一
山
田
卓
生
寸
医
療
事
故

責
任
の
厳
格
化
と
波
及
効
果
」
判
タ
四

五
O
号
二
五
頁
。

(
日
)
弥
永
員
生
寸
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る

専
門
家
責
任
(
そ
の
一

)
L
N
B
L
五

三
九
号
二
五
頁
〈
第
四
章
川
一
一
一
頁
〉
O

(
臼
)
平
林
勝
政
「
プ
ロ
フ
エ
ツ
シ
ヨ
ナ

ル
・
ネ
グ
リ
ジ
ェ
ン
ス
と
し
て
の
医
療

過
誤
L

現
代
損
害
賠
償
法
講
座

ω(日

本
評
論
社
、
一
九
七
四
年
)
四
一
頁
。

(
日
)
弥
永
寸
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
専
門

家
責
任
(
そ
の
二

)
L
N
B
L
五
四

O

号
三
二
頁
〈
第
四
章

ω二
三
頁
〉
。

(
H
)

能
見
善
久
寸
専
門
家
の
責
任
凶
L

N
B
L
五
四
四
号
五
二
頁
〈
第
二
章
四

頁
〉
は
、
高
度
の
注
意
義
務
に
議
論
の

中
心
を
お
い
て
い
る
こ
と
に
対
し
て
、

専
門
家
の
重
要
な
部
分
を
見
落
と
し
て

い
る
の
で
は
な
い
か
と
指
摘
す
る
。

(
日
)
弥
永
・
前
掲
注
(
孔
)
二
八
頁
、

ロ
ー
ド
・
デ
ニ
ン
グ
・
法
の
習
練
(
東

京
大
学
出
版
会
、
一
九
九
三
年
)
。

(
日
)
樋
口
範
雄
「
よ
き
サ
マ
リ
ア
人

法
L

法
学
セ
ミ
ナ
ー
四
六
九
号
一

O
九

頁
、
リ
1
パ
1
マ
ン
・
訴
訟
社
会
(
保

険
毎
日
新
聞
社
、
一
九
九
三
年
)
一
七
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一
頁
、
平
沼
寸
良
き
サ
マ
リ
ア
人
法
は

可
能
か
」
週
刊
医
学
の
あ
ゆ
み
(
一
九

九
三
年
八
月
一
五
日
号
)
。

(
口
)
デ
ニ
ン
グ
・
前
掲
注
(
日
)
四
五

六
頁
、
下
山
瑛
二
「
イ
ギ
リ
ス
に
お
り

る
医
師
と
し
て
の
プ
ロ
フ
エ
ツ
シ
ヨ
ン

と
そ
の
責
任
の
問
題
」
医
療
と
法
と
倫

理
(
一
九
八
三
年
、
岩
波
書
庖
)
、
嶋

津
格
「
不
法
行
為
に
お
け
る
不
運
の
位

置
に
つ
い
て
」
現
代
の
不
法
行
為
法

(
有
斐
閣
、
一
九
九
四
年
)
。

(
団
)
畔
柳
達
雄
「
医
療
水
準
」
判
タ
六

八
六
号
七

O
頁。

(
四
)
中
川
米
造
・
医
の
倫
理
(
玉
川
大

学
出
版
部
、
一
九
七
七
年
)
三
頁
。

(
却
)
能
見
・
前
掲
注

(
H
)
五
三
頁
。

(
紅
)
小
島
武
司
寸
裁
判
・
裁
判
外
紛
争

解
決
相
対
交
渉
と
賠
償
科
学
的
知
見
L

木
川
統
一
郎
先
生
古
稀
記
念
論
文
集
上

巻
五
一
頁
。

(
幻
)
手
嶋
豊
「
専
門
責
任
に
関
す
る
一

考
察
L

私
法
五
一
号
一
三
七
頁
。

(
お
)
平
沼
・
前
掲
注

(
8
)
五
頁
、
同

「
医
療
事
故
に
お
け
る
賠
償
医
学
的
視

点
」
賠
償
医
学
一
五
号
四
巻
。

(M)

小
島
武
司
・
弁
護
士
(
学
陽
書

房
、
一
九
八
八
年
)
二
一
八
頁
は
、
弁
護

士
業
務
を
例
に
と
っ
て
、
職
場
の
流
動

モ
デ
ル
を
紹
介
し
て
い
る
が
、
プ
ロ
プ

エ
ツ
シ
ヨ
ン
の
業
務
は
流
動
的
で
あ
り

陳
腐
化
す
る
業
務
が
あ
る
。

(
お
)
小
林
秀
之
「
弁
護
士
の
専
門
家
責

任
(
そ
の
一

)
L
N
B
L
五
四
一
号
三

四
頁
〈
第
七
章
七
六
頁
〉
。

私
が
関
係
し
た
弁
護
士
賠
償
保
険
の

審
査
会
案
件
約
一
五

O
件
の
ほ
と
ん
ど

は
、
期
日
徒
過
、
手
続
の
不
備
の
よ
う

な
誰
の
目
に
も
過
失
が
明
ら
か
で
あ
る

も
の
で
、
弁
護
士
の
義
務
の
内
容
が
争

わ
れ
た
も
の
は
一

O
%に
満
た
な
い
。

(
却
)
望
月
礼
二
郎
・
英
米
法
〔
改
訂

版
〕
一
七
一
頁
。

(
幻
)
大
阪
地
判
昭
五
八
・
九
・
二
六
判

時
一
一
三
八
号
一

O
六
頁
。

(
却
)
大
阪
地
判
昭
六

0
・
二
・
二
六
判

時
一
一
六
二
号
七
三
頁
。

(

却

)

岡

山

0σ
巾
江
田
・
〉
円
。
ロ
加
。
ロ
-
h
r

U
o
E
E
H，・
4
司

2
5
5
-
P
H
J丘
町
中

回
目
。
口
同
-
同
町
印
旬
。
ロ
印
円

σ口
R
U
1
H
O
(
同由由())・

(
却
)
京
都
地
判
昭
六

0
・
二
・
二
八
判

時
一
一
六
六
号
一
二
七
頁
。

(
紅
)
大
森
文
彦
「
建
築
設
計
の
法
律
空

間
L

東
洋
法
学
三
一
巻
一
・
二
月
合
併

号
一
一
九
頁
。

(
泣
)
建
築
通
論
(
新
建
築
技
術
叢
書
一

五
)
(
彰
国
社
、
一
九
八
一
年
)
五
頁
。

(
犯
)
新
建
築
学
大
系
・
建
築
計
画
一
六

O
頁。

(
担
)
花
立
文
子
寸
建
築
設
計
・
管
理
契

約
に
関
す
る
一
考
察
こ
)
L

法
学
志

林
八
六
巻
三
・
四
合
併
号
一

O
二
頁
。

(
お
)
西
島
梅
治
「
建
築
家
の
プ
ロ
フ
ェ

ツ
シ
ヨ
ン
の
法
律
的
責
任
L

建
築
家
一

九
七
一
年
秋
号
九
頁
。

(
お
)
花
立
・
前
掲
注
(
出
)
一
九
一

頁。
(
幻
)
東
京
地
判
昭
五

0
・
四
・
二
四
判

時
七
九
六
号
六
三
頁
。

(犯

)
Z
E同

門
担
毛
同
ロ
門
同

(
一
戸
田
由

ω)
・

(
拘
)
メ
イ
ソ
ン
・
法
と
医
の
倫
理
(
勤

草
書
房
、
一
九
八
九
年
)
一
五
頁
。

(ω)
医
療
契
約
の
特
質
と
し
て
以
下
の

も
の
が
あ
げ
ら
れ
よ
う
。
①
プ
ロ
フ
ェ

ツ
シ
ヨ
ン
の
契
約
、
②
僧
院
か
ら
医
師

、
③
歴
史
的
に
無
償
契
約
的
性
質
、

④
非
交
換
型
契
約
、
即
ち
非
財
産
法
的

性
格
、
⑤
契
約
対
立
者
的
要
素
の
稀
薄

利
益
協
同
者
的
、
@
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
的

性
格
、
⑦
報
酬
の
非
対
価
性
(
謝
礼
)
、

@
手
段
債
務
性
。

(
組
)
棚
瀬
孝
雄
寸
不
法
行
為
責
任
の
道

徳
的
基
礎
」
ジ
ュ
リ
ス
ト
九
八
七
号
六

八
頁
は
現
代
の
不
法
行
為
法
の
危
機
を

唱
え
る
。
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
あ
り
方
を

も
う
一
度
考
え
る
べ
き
と
と
を
示
唆
し

て
い
る
。

(JJロ
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H ・4尚
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第4章比較法(1トーアメリカ

品
目
如
四
立
早

比
較
法
山

ア
メ
リ
カ

専
門
家
の
責
任
の

特
質

ア
メ
リ
カ
に
お
い
て
、
専
門
家
の
責

任
と
の
関
連
で
、
「
専
門
家
L

と
し
て

考
え
ら
れ
て
き
た
も
の
と
し
て
、
医

師
、
歯
科
医
師
、
薬
剤
師
、
弁
護
士
、

公
認
会
計
士
、
建
築
家
(
釦
R
E
Z
2
)
、

エ
ン
ジ
ニ
ア
等
を
あ
げ
る
こ
と
が
で
き

る
(
1
)
。
専
門
家
の
職
務
執
行
は
、
教

育
の
結
果
や
特
別
の
訓
練
・
経
験
に
よ

っ
て
開
発
さ
れ
た
特
殊
な
能
力
を
前
提

と
す
る
も
の
で
あ
っ
て
、
非
専
門
家
で

あ
る
依
頼
人
等
に
よ
る
評
価
に
な
じ
ま

な
い
面
を
有
す
る
。
そ
こ
で
、
専
門
家

の
責
任
を
め
ぐ
っ
て
は
、
注
意
義
務
の

レ
ベ
ル
、
専
門
家
の
過
失
あ
る
い
は
そ

れ
と
損
害
と
の
聞
の
因
果
関
係
等
の
立

証
の
困
難
、
責
任
を
追
及
で
き
る
第
三

者
の
範
囲
等
が
問
題
と
な
っ
て
い
る
。

ま
た
、
専
門
家
と
顧
客
と
の
聞
に
は
信

頼
関
係
が
あ
る
こ
と
が
前
提
と
な
る
た

め
、
信
任
義
務
違
反
が
問
題
と
な
る
。

ネ
グ
リ
ジ
ェ
ン
ス

責
任

ア
メ
リ
カ
法
に
お
い
て
は
、
原
則
と

し
て
不
法
行
為
責
任
(
吉
ユ
印
)
と
契

約
責
任

(
σ
R
R
F
え

g耳
3
2
)
に

基
づ
く
請
求
の
競
合
が
認
め
ら
れ
る

(2)
。
と
こ
ろ
が
、
専
門
家
の
責
任
の

追
及
は
、
不
法
行
為
責
任
に
よ
る
こ
と

が
多
い
。
こ
れ
は
、
契
約
責
任
が
契
約

内
容
の
解
釈
に
依
存
す
る
こ
と
、
お
よ

筑
波
大
学
助
教
授

弥
永
真
生

び
実
際
上
の
理
由
に
基
づ
く
と
い
わ
れ

る
。
実
際
上
の
理
由
と
し
て
は
、
不
法

行
為
に
対
す
る
損
害
賠
償
の
範
囲
は
契

約
違
反
に
対
す
る
損
害
賠
償
の
範
囲
よ

り
広
範
で
あ
る
こ
と
、
お
よ
び
出
訴
期

間
の
起
算
点
が
不
法
行
為
の
方
が
遅
い

こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
す
な
わ

ち
、
契
約
違
反
に
基
づ
く
損
害
賠
償
の

範
囲
は
、
契
約
締
結
時
に
お
け
る
被
告

の
予
見
可
能
性
(
お
よ
び
契
約
の
約

款
)
に
よ
っ
て
画
さ
れ
る
が
、
不
法
行

為
は
近
因
(
買
O
也
B
E
0
2
5
0
)
に

よ
っ
て
画
さ
れ
、
ま
た
、
精
神
的
損
害

の
回
復
(
契
約
訴
訟
で
は
原
則
と
し
て

認
め
ら
れ
な
い
)
や
懲
罰
的
損
害
賠
償

が
認
め
ら
れ
、

1
0
p
m同
己
骨

m
pに
よ

る
扶
養
請
求
権
の
侵
害
に
対
す
る
回
復

(
契
約
訴
訟
で
は
認
め
ら
れ
な
い
)
が

不
法
行
為
訴
訟
で
は
認
め
ら
れ
る

(3)
。
不
法
行
為
訴
訟
の
出
訴
期
聞
は

契
約
訴
訟
の
出
訴
期
間
よ
り
短
い
が
、

契
約
訴
訟
の
出
訴
期
間
の
起
算
点
が
契

約
違
反
時
で
あ
る
の
に
対
し
、
不
法
行

為
訴
訟
の
出
訴
期
間
の
起
算
点
は
損
害

発
生
時
で
あ
る
(
4
)
O

他
方
、
契
約
責
任
が
契
約
内
容
の
解

釈
に
依
存
す
る
と
は
、
契
約
「
違
反
」

で
あ
る
と
評
価
す
る
た
め
に
は
、
そ
の

契
約
の
目
的
お
よ
び
趣
旨
に
照
ら
し

て
、
な
す
べ
き
と
さ
れ
た
行
為
に
違
反

し
た
こ
と
が
必
要
と
さ
れ
る
が
、
多
く

の
場
合
、
専
門
家
は
、
彼
の
熟
練
お
よ

び
判
断
力
を
最
大
限
に
用
い
る
と
い
う

こ
と
だ
り
を
引
き
受
け
る
の
で
あ
り
、

特
定
の
成
果
を
約
束
す
る
も
の
で
は
な

い
か
ら
、
過
失
に
よ
っ
て
、
そ
う
す
る

乙
と
に
失
敗
し
た
場
合
に
は
不
法
行
為

が
成
立
す
る
の
で
あ
っ
て
、
契
約
違
反

と
は
評
価
で
き
な
い
。
も
ち
ろ
ん
、
た

と
え
ば
医
師
が
、
明
示
的
な
契
約
に
よ

っ
て
、
病
気
を
治
す
こ
と
を
約
束
し
た

り
、
特
定
の
結
果
の
達
成
を
保
証
し
た

場
合
に
、
そ
れ
が
実
現
さ
れ
な
い
場
合

に
は
、
契
約
違
反
を
追
及
で
き
る

21 

専
門
家
と
し
て
の
一
定
の
高
度
の
能



比較法(1トーアメリカ第4章

力
を
有
す
る
こ
と
を
表
示
し
、
そ
れ
を

用
い
て
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
こ
と
を

引
き
受
け
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
専
門
家

は
非
専
門
家
よ
り
も
高
い
技
術
を
も
っ

て
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
義
務
を
負
う

(
リ
ス
テ
イ
ト
メ
ン
ト
二
九
九
A
条
の
コ

メ
ン
ト
C
)
(
6
3

し
か
し
、
通
常
の
ネ

グ
リ
ジ
ェ
ン
ス
責
任
と
同
様
、
専
門
家

の
ネ
グ
リ
ジ
ェ
ン
ス
責
任
が
問
題
と
さ

れ
る
と
き
の
注
意
義
務
の
レ
ベ
ル
は
、

基
本
的
に
は
、
合
理
的
に
慎
重
な
人

(京出印。ロ
ωσ]河
口
吋
ロ
門
目
。
ロ
け
匂
ゆ
円
印
O
ロ)

が
同
様
ま
た
は
類
似
の
状
況
の
下
で
、

払
っ
た
で
あ
ろ
う
注
意
の
程
度
で
あ
る

(
7
)
。
な
み
は
ず
れ
た
注
意
を
払
わ
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
わ
げ
で
は
な
く
、
そ

の
専
門
的
知
識
に
よ
っ
て
、
一
般
人
で

あ
れ
ば
気
づ
か
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
注

意
の
必
要
性
に
気
づ
い
た
場
合
に
の

み
、
「
通
常

S
E
E
R
-」
以
上
の
注

意
が
要
請
さ
れ
る
に
す
ぎ
な
い

(
8
)
。

当
該
状
況
の
下
で
何
が
合
理
的
な
注
意

で
あ
る
か
を
決
定
す
る
一
つ
の
要
素

は
、
被
告
が
有
し
て
い
る
特
別
の
知
識

や
技
術
で
あ
る
。
専
門
家
は
合
理
的
か

っ
通
常
の
注
意
を
も
っ
た
専
門
家
で
あ

れ
ば
有
す
る
知
識
、
技
術
、
能
力
を
行

使
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
(
旦
。
こ
れ

は
、
専
門
家
に
適
用
さ
れ
る
注
意
義
務

の
水
準
は
客
観
的
な
も
の
で
あ
っ
て
、

当
該
専
門
家
の
個
別
の
経
験
や
訓
練
を

考
慮
に
入
れ
る
こ
と
な
く
、
そ
の
職
業

に
属
す
る
す
べ
て
の
専
門
家
に
適
用
さ

れ
る
最
低
限
の
水
準
を
意
味
す
る
と
一

般
に
は
考
え
ら
れ
て
い
る
(
叩
)
O

ま

た
、
不
法
行
為
法
リ
ス
テ
イ
ト
メ
ン
ト

二
九
九
A
条
も
、
そ
の
専
門
家
ま
た
は

熟
練
者
で
あ
っ
て
、
そ
の
職
業
人
の
な

か
で
認
め
ら
れ
て
い
る
(
吉
問
。
。
己

注
目
己
宮
間
)
者
が
、
通
常
有
し
て
い
る

技
能
と
知
識
を
用
い
る
こ
と
が
専
門
家

に
は
求
め
ら
れ
る
と
し
て
お
り
、
コ
メ

ン
ト

e
に
よ
れ
ば
、
そ
の
資
格
を
も

ち
、
そ
の
職
に
従
事
す
る
能
力
を
も
っ

と
認
め
ら
れ
る
者
の
技
能
が
基
準
と
な

る
の
で
あ
っ
て
、
そ
の
専
門
家
等
と
し

て
最
高
水
準
の
技
能
や
平
均
的
な
技
能

が
基
準
と
さ
れ
る
の
で
は
な
い
五
)
。

た
だ
し
、
平
均
的
な
専
門
家
で
あ
る
同

業
者
が
払
う
で
あ
ろ
う
注
意
の
程
度
が

水
準
と
さ
れ
る
と
い
う
見
解
も
あ
る

(ロ)。

知
識
や
技
能
の
局
面
に

不
十
分
な
仕
事
し
か
し
な

も
ち
ろ
ん
、

お
い
て
は
、

い
こ
と
が
、
そ
の
専
門
家
の
集
団
で
は

「
慣
習

(2由
吉
田
)
L

で
あ
っ
た
と
し

て
も
、
そ
れ
に
よ
っ
て
専
門
家
の
過
誤

が
正
当
化
さ
れ
る
も
の
で
は
な
い

2
3
し
か
し
、
判
断
の
局
面
に
お
い

て
は
、
そ
の
専
門
家
の
な
か
に
お
い
て

慣
習
と
な
っ
て
い
る
程
度
の
判
断
水
準

で
あ
れ
ば
十
分
で
あ
る
五
百
す
な
わ

ち
、
慣
習
で
あ
る
こ
と
の
証
明
は
、
専

門
家
の
行
為
が
合
理
的
で
あ
る
と
い
う

高
い
蓋
然
性
を
示
す
も
の
で
あ
る
五
)

(日)。こ
の
注
意
義
務
の
水
準
は
原
告
が
挙

証
責
任
を
負
う
(
口
)
O

し
ば
し
ば
、
乙
の
注
意
義
務
に
関
し

て
は
、
地
域
性

(
-
R
m
z
q
-
E
E
w
a

氏
。
ロ
)
と
い
う
こ
と
が
い
わ
れ
る
。
す

な
わ
ち
、
専
門
家
に
は
、
同
一
の
一
般

的
地
域

(
m
S
O
B
-
R
g
)
ま
た
は
類

似
し
た
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
お
け
る
他
の

専
門
家
と
同
様
の
注
意
義
務
水
準
が
求

め
ら
れ
る
と
い
う
も
の
で
あ
る
五
)
。

た
だ
し
、
こ
れ
は
実
際
に
払
わ
れ
て
い

る
注
意
を
基
準
と
す
る
こ
と
を
求
め
る

も
の
で
は
な
く
、
そ
れ
を
考
慮
し
て
よ

い
と
す
る
も
の
で
あ
る
(
盟
。
不
法
行

為
リ
ス
テ
イ
ト
メ
ン
ト
二
九
九
A
条
の

コ
メ
ン
ト

g
は
行
為
者
が
活
動
を
行
な

っ
て
い
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
タ
イ
プ
が

考
慮
さ
れ
な
り
れ
ば
な
ら
な
い
と
す
る

が
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
地
理
的
位
置
関

係
、
規
模
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
特
徴
一

般
を
考
慮
し
て
同
種
の
地
域
口

og--

円

31)

に
お
い
て
同
種
の
活
動
を
し
て
い

る
人
の
標
準
を
意
味
す
る
と
す
る
。
し

か
し
、
こ
の
ル

1
ル
は
、
と
り
わ
け
、

医
療
従
事
者
に
関
し
て
は
、
情
報
の
伝

達
が
よ
り
迅
速
に
な
り
、
治
療
方
法
が

よ
り
一
律
に
な
っ
て
い
る
こ
と
を
背
景

と
し
て
、
国
全
体
の
標
準

(EZ。ロ包

印
片
山
口
門
ぽ
丘
)
に
と
っ
て
代
わ
ら
れ
て

き
て
お
り
、
行
為
者
が
、
同
一
ま
た
は

類
似
の
状
況
下
で
平
均
的
な
同
業
者
に

期
待
さ
れ
る
注
意
義
務
を
果
た
し
た
か

を
判
断
す
る
要
素
の
一
つ
に
す
ぎ
な
く

な
っ
て
い
る
(
初
)
。
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立
証
上
の
問
題

専
門
家
の
過
失
に
関
し
て
は
、
通

常
、
目
撃
者
は
存
在
し
な
い
か
ら
、
過

失
は
実
施
さ
れ
た
手
続
や
手
順
が
専
門

家
と
し
て
許
き
れ
な
い
も
の
で
あ
っ
た
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こ
と
を
示
す
こ
と
に
よ
っ
て
立
証
さ
れ

る
。
と
こ
ろ
が
、
専
門
家
責
任
に
お
け

る
過
失
の
存
否
に
つ
い
て
は
、
一
般
人

か
ら
な
る
陪
審
に
は
十
分
な
判
断
能
力

が
な
い
の
が
普
通
で
あ
る
た
め
、
証
人
・

鑑
定
人
が
必
要
と
さ
れ
る
が
(
呂
、
証

人
等
は
専
門
家
で
あ
り
、
注
意
義
務
の

水
準
に
つ
い
て
の
判
断
は
事
実
上
専
門

家
に
よ
っ
て
な
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

す
な
わ
ち
、
専
門
家
が
自
分
た
ち
の
注

意
義
務
の
水
準
を
設
定
す
る
こ
と
を
許

す
こ
と
に
な
る
(
担
。
し
か
し
専
門
家

は
、
同
業
者
を
悪
く
い
う
こ
と
に
は
篇

暗
を
お
ぼ
え
る
で
あ
ろ
う
か
ら
、
証
人

等
を
み
つ
り
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
と

指
摘
さ
れ
て
い
る
五
)
。
そ
し
て
、
証

言
も
、
そ
の
証
人
個
人
の
意
見
で
あ
り
、

専
門
家
を
代
表
す
る
も
の
で
は
な
い
こ

と
が
あ
り
う
る
。
し
か
も
、
あ
る
実
務

が
「
専
門
家
と
し
て
許
容
さ
れ
る
も
の

で
あ
る
か
し
あ
る
い
は
寸
一
般
に
用
い

ら
れ
て
い
る
か
ヘ
「
最
低
限
の
許
容
し

う
る
実
務
の
範
囲
内
で
あ
る
か
L

と
い

う
質
問
に
、
証
人
等
が
答
え
る
の
は
容

易
で
は
な
い
。
す
べ
て
の
許
容
さ
れ
る

実
務
を
証
人
等
が
知
っ
て
い
る
と
考
え

る
こ
と
は
非
現
実
的
で
あ
る
。

そ
こ
で
、
古
島
巳
包
ロ
O
民
日
の
理
論

を
拡
大
し
て
、
専
門
家
の
注
意
義
務
の

水
準
を
認
定
す
る
と
い
う
問
題
は
裁
判

所
の
機
能
と
す
べ
き
で
あ
る
と
い
う
見

解
も
あ
る
五
)
。

四

保
証
責
任
、
不
実

表
示
と
厳
格
責
任

ネ
グ
リ
ジ
ェ
ン
ス
責
任
訴
訟
に
お
い

て
、
過
失
の
推
定
(
吋
2
6
8
E
E

A
巳
宮
門
)
が
認
め
ら
れ
、
挙
証
責
任
が

転
換
さ
れ
る
こ
と
が
あ
る
が
(
呂
、
そ

れ
以
外
の
場
合
に
は
原
告
が
挙
証
責
任

を
負
う
た
め
、
損
害
を
受
け
た
者
の
救

済
が
不
十
分
に
な
る
可
能
性
が
あ
る

8
0
と
り
わ
け
、
陪
審
は
専
門
家
に

ネ
グ
リ
ジ
ェ
ン
ス
が
あ
っ
た
と
い
う
判

断
を
す
る
こ
と
を
寵
踏
す
る
傾
向
が
あ

る
と
も
い
わ
れ
て
い
る
(
包
。

過
失
を
立
証
し
な
く
と
も
専
門
家
の

責
任
を
問
え
る
法
律
構
成
と
し
て
は
、

主
と
し
て
保
証
責
任
(
当
同
日
再
吋
ヒ

れ
は
契
約
責
任
で
あ
る
か
ら
、
純
粋
な

経
済
的
利
益
の
損
害
の
み
が
発
生
し
た

場
合
に
も
損
害
賠
償
の
対
象
と
な
る

し
、
ま
た
行
為
者
の
過
失
の
有
無
は
問

わ
な
い
て
不
実
表
示
(
日
目
的
H

・3
5・

印
g
g片山
O
D
-

過
失
に
よ
る
不
実
表
示
も

純
粋
な
経
済
的
損
失
の
賠
償
責
任
の
原

因
と
な
る
が
、
不
実
表
示
に
は
後
掲
七

で
述
べ
る
契
約
関
係
理
論
が
妥
当
す
る

と
考
え
ら
れ
て
い
る
)
、
お
よ
び
不
法

行
為
に
お
け
る
厳
格
責
任
(
印
可
目
立

]SE--4)
が
存
在
す
る
。

し
か
し
、
判
例
法
上
は
、
無
過
失
責

任
を
認
め
る
か
否
か
に
関
し
て
、
売
買

と
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
の
聞
に
は
差
が
認

め
ら
れ
て
き
た
。
す
な
わ
ち
、
専
門
家

的
な
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
に
関
連
し
て
欠

陥
商
品
を
提
供
し
た
場
合
の
責
任
(
泊
)

は
、
通
常
の
製
造
物
責
任
と
は
別
個
に

考
え
ら
れ
、
厳
格
責
任
は
否
定
さ
れ
て

き
た
(
型
。
こ
の
根
拠
は
、
専
門
的
取

引
(
買

o
p
g
Zロ
巴
可
ωロ印釦の片山
O
ロ)

は
本
質
的
に
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
を
内
容

と
す
る
も
の
で
あ
っ
て
(
却
)
、
サ
ー
ビ

ス
の
提
供
に
は
伝
統
的
に
無
過
失
責
任

が
認
め
ら
れ
て
こ
な
か
っ
た
こ
と

(
呂
、
お
よ
び
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
は
専
門

家
の
サ
ー
ビ
ス
を
必
要
と
し
て
お
り
、

そ
の
必
要
は
無
過
失
責
任
を
負
わ
せ
る

政
策
的
要
請
を
大
き
く
上
回
る
こ
と

(
沼
)
、
無
過
失
責
任
を
認
め
る
こ
と
は

ネ
グ
リ
ジ
ェ
ン
ス
責
任
を
無
用
の
も
の

と
す
る
お
そ
れ
が
あ
る
こ
と
(
注

(
却
)
②
判
決
参
照
)
等
に
求
め
ら
れ

て
き
た
。
印
口
語
岳
山
江

4
・
足
O
Z
H
M
H

N
E口
出
O
毎日
E
-判
決
(
注
(
却
)
①
判

決
)
は
、
危
険
を
作
り
出
し
た
、
ま
た

は
欠
陥
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
し
、
検
査

し
、
発
見
す
る
よ
り
よ
い
能
力
を
有
し

て
い
る
と
い
う
意
味
に
お
い
て
「
よ
り

よ
い
立
場

(
ω
σ
0
2
q
℃

g芹
宮
口
)
L

に

あ
る
者
に
厳
格
責
任
は
負
わ
さ
れ
て
き

た
と
し
た
う
え
で
、
②
判
決
と
同
様
、

「
取
引
の
本
質
テ
ス
ト
し
を
適
用
し
、

そ
の
取
引
の
本
質
は
サ
ー
ビ
ス
の
提
供

で
あ
る
と
し
て
、
厳
格
責
任
を
認
め
な

か
っ
た
。

23 

し
か
し
近
年
、
厳
格
責
任
を
専
門
家

に
負
わ
せ
る
こ
と
が
学
説
に
お
い
て
の

み
な
ら
ず
(
坦
、
判
例
に
お
い
て
も
検

討
さ
れ
て
い
る
。
医
師
の
責
任
に
関
し

て
、
広
く
行
な
わ
れ
て
い
る
実
務
に
従

っ
て
い
る
と
い
う
抗
弁
を
受
砂
入
れ
ず

に
医
師
の
ネ
グ
リ
ジ
ェ
ン
ス
責
任
を
認

め
た
出
色
吉

m
〈
・
ハ

V
R
a
(∞ω
者
同
印
げ
・

注
目
H

P

日
呂
田
Y
N己
申
∞
H
(

巴
戸
)
)
の
補
足

意
見
、
お
よ
び
円

g
f
g
Z
A己目立』司に
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ょ
っ
た
の
E
円W
〈・の日ヴ
σ。
ロ
凹
(
印
∞
の
色
-

H

同
日
】
可
巳
F
A
F
N
m

司N
色

町

N

印
(
呂
田
叶
)
)
に
お

け
る
ト
プ
リ
ナ

l
(吋
O
宵
宮
R)
判

事
の
補
足
意
見
は
、
厳
格
責
任
構
成
を

支
持
し
て
い
る
(
担
。
厳
格
責
任
構
成

に
よ
る
べ
き
と
す
る
重
要
な
論
拠
と
し

て
、
専
門
家
に
ネ
グ
リ
ジ
ェ
ン
ス
が
あ

っ
た
と
い
う
汚
名
を
き
せ
な
い
で
す
む

こ
と
が
あ
げ
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
、

医
師
に
厳
格
責
任
は
適
用
さ
れ
な
い
と

す
る
の
が
判
例
法
で
あ
る
(
お
)
。
ま

た
、
医
師
に
保
証
責
任
を
問
う
こ
と
が

で
き
る
場
合
は
少
な
い
と
考
え
ら
れ
る

が
主
、
医
師
や
歯
科
医
師
が
保
証
責

任
を
負
う
こ
と
が
可
能
で
あ
る
こ
と
は

判
例
法
上
認
め
ら
れ
て
い
る
(
担
。
た

と
え
ば
、
整
形
外
科
等
で
二
疋
の
結
果

を
保
証
し
た
場
合
や
、
薬
等
を
供
給
し

た
場
合
に
は
、
適
用
可
能
性
が
あ
る

(
坊
主
さ
ら
に
、
た
と
え
ば
治
療
方
法

に
つ
い
て
有
効
な
同
意
を
得
て
い
な
い

場
合
等
、
無
権
限
で
同
意
な
し
に
治
療

が
な
さ
れ
た
場
合
に
は
、
暴
行

(σ
巳
-

Z
弓
)
を
理
由
と
す
る
責
任
を
負
う

(
鈎
)
。
ま
た
、
詐
欺
(
同

E
E
)、
欺
同

(己ゅの
O
R
)

、
不
実
表
示
(
日
目
的
吋

8
5
a

m
g
g片山
O
ロ
)
に
基
づ
く
責
任
を
負
う

第4章

場
合
が
あ
る
(
刊
)
O

建
築
家
に
つ
い
て
も
、
厳
格
責
任
を

負
わ
せ
る
べ
き
で
あ
る
と
い
う
学
説
が

あ
り
(
包
、
建
築
家
で
あ
り
、
か
つ
建

築
工
事
を
行
な
い
家
屋
を
供
給
し
た
者

に
厳
格
責
任
を
適
用
し
た
判
例
が
あ
る

(
位
)
。
他
方
、
黙
示
の
担
保
責
任
の
適

用
は
な
い
と
考
え
ら
れ
て
い
る
が

(
台
、
い
く
つ
か
の
法
域
で
は
建
築
家

に
適
用
さ
れ
る
と
す
る
判
例
が
あ
る

弁
護
士
に
つ
い
て
は
、
黙
示
の
担
保

責
任
が
生
ず
る
可
能
性
を
傍
論
と
し
て

示
し
た
も
の
と
し
て
、
回

HOM--B
ぐ・

切
円
。
巧
口
開
口
性
ロ
0
0江口

m
n
o
-
-
N
a

〉

E
・
ω
F
E
H
m
0・
N
仏

話

吋

(
H
g
ω
)
が
あ

る
が
、
多
く
の
領
域
で
は
黙
示
の
担
保

責
任
は
認
め
ら
れ
な
い
詰
)
O

な
お
、

詐
欺
(
吟
自
己
)
に
基
づ
く
責
任
を
負

う
場
合
が
あ
る
(
必
)
O

会
計
士
に
つ
い
て
は
、
不
実
表
示
ま

た
は
詐
欺
(
骨

g
g
に
基
づ
く
責
任

を
追
及
さ
れ
る
こ
と
が
あ
る
宕
二
組
)
O

ま
た
、
監
査
証
明
を
行
な
っ
た
会
計
士

は
、
黙
示
の
担
保
責
任
を
問
わ
れ
る
可

能
性
が
あ
る
(
必
)
。

五

信
任
義
務
違
反

専
門
家
は
、
顧
客
(
患
者
等
)
の
有

し
な
い
高
度
の
専
門
的
知
識
・
経
験
を

有
し
て
お
り
、
多
く
の
場
合
、
広
い
範

囲
の
裁
量
権
が
与
え
ら
れ
て
い
る
。
す

な
わ
ち
、
顧
客
は
専
門
家
の
行
動
を
コ

ン
ト
ロ
ー
ル
し
、
ま
た
モ
ニ
タ
ー
す
る

こ
と
が
で
き
な
い
の
が
通
常
で
あ
る
。

そ
こ
で
、
専
門
家
が
顧
客
の
最
善
の
利

益
を
図
る
こ
と
が
担
保
さ
れ
な
け
れ
ば

な
ら
ず
、
専
門
家
と
顧
客
の
聞
に
は
信

任
関
係
(
出
合
巳
同
司

B
E
t
g佐
官

no口
出
仏
∞
ロ
江
巳
円
。
-
m
H
M
O
ロ凹
E
H
)
)

が
認

め
ら
れ
る
乙
と
が
多
い
(
卯
)
。
こ
の
信

任
義
務
違
反
に
対
し
て
は
、
顧
客
は
、

そ
の
義
務
違
反
に
よ
っ
て
専
門
家
が
得

た
利
益
の
返
還
を
求
め
る
こ
と
が
で
き

る
し
、
ま
た
、
詐
欺
(
昨
山
口
仏
一
州
に
よ
っ

て
は

8
5可
R
尽
く
巾
向
日
邑
を
含
む
)
、

悪
意

(BM巴
g)、
圧
迫

(
0
3
5
g
Zロ)

等
に
基
づ
く
(
州
に
よ
っ
て
は
重
過
失

[唱
o
g
ロ
諸
民
m自
の
O
]

を
含
む
)
不
法

行
為
訴
訟
に
お
い
て
は
、
懲
罰
的
損
害

賠
償
(
℃

5
日付

7
1
0
E
B
m
m
g
)
を
求
め

る
こ
と
が
で
き
る
場
合
が
あ
る
日
)
。

---'-.. 

ノ¥

免
責
・
責
任
制
限

条
項

た
と
え
ば
、
厳
格
責
任
を
免
れ
さ
せ

る
文
言
や
責
任
を
制
限
す
る
文
言
を
契

約
中
に
入
れ
た
場
合
に
、
そ
の
文
言
は

有
効
と
認
め
ら
れ
る
か
と
い
う
問
題
が

あ
る
が

(g、
裁
判
所
は
医
療
過
誤
に

つ
い
て
、
そ
の
有
効
性
を
否
定
し
て
い

る

(80
ま
た

A
B
A
の
専
門
家
の
責

任
に
関
す
る
規
約
(
〉
切
〉
打
。
号
。
片

岡)吋
O

向。印凹向。ロ

ω
-
m
o印句。ロ印日
σ己目付吋

(ES))
は
、
弁
護
士
が
自
分
自
身
の

責
任
を
制
限
す
る
こ
と
を
禁
じ
て
い
た

(口問。，

EN)
。
会
計
士
に
関
し
て
も
、

公
序
に
反
す
る
と
い
う
理
由
に
基
づ
い

て
、
免
責
条
項
の
有
効
性
は
否
定
さ
れ

て
き
た
。
仮
に
、
顧
客
と
会
計
士
の
間

で
免
責
条
項
の
効
力
が
認
め
ら
れ
で

も
、
第
三
者
と
の
関
係
で
は
有
効
性
は

認
め
ら
れ
な
い
の
が
原
別
で
あ
る
が

(M)
、
監
査
証
明
に
お
け
る
意
見
の
限

定
文
言
や
意
見
差
控
文
言
に
は
意
義
が

認
め
ら
れ
る
(
日
)
O

な
お
、

U
C
C
二
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ー
七
一
九
条
は
、
最
低
限
の
適
切
な
救

済
が
与
え
ら
れ
る
か
ぎ
り
、
買
い
主
に

与
え
ら
れ
る
救
済
(
円
0
5
0
a
g
)

を

契
約
に
よ
っ
て
制
限
す
る
こ
と
を
認
め

て
い
る
。
そ
し
て
、
た
と
え
ば
結
果
損

害

(
8
5
2己
自
己
包
含
巴
目
印
mom)
に

つ
い
て
は
売
主
は
責
任
を
負
わ
な
い
と

す
る
条
項
も
認
め
ら
れ
、
保
証
違
反

(σ
円g

岳
O
向
。
。
E
5
2
4
3
円E
E
U
1
)

お
よ
び
ネ
グ
リ
ジ
ェ
ン
ス
に
基
づ
く
請

求
に
、
そ
の
契
約
に
お
け
る
責
任
制
限

条
項
が
適
用
さ
れ
う
る
(
日
)
O

七

責
任
を
負
う
対
象

詐
欺
(
同
E

E
ー
)
が
認
め
ら
れ
る
場

合
を
除
い
て
は
、
専
門
家
の
過
誤
に
よ

り
依
頼
人
以
外
の
第
三
者
に
損
害
が
生

じ
た
場
合
に
も
、
契
約
関
係
(
耳
目

i
q

Z
]
E
-
o
g
E
U
)

が
認
め
ら
れ
な
い
か

ぎ
り
、
そ
の
第
三
者
に
対
し
、
そ
の
専

門
家
は
ネ
グ
リ
ジ
ェ
ン
ス
責
任
を
負
わ

な
い
と
す
る
の
が
確
立
し
た
先
例
で
あ

っ
た
(
包
。
こ
れ
は
、
責
任
を
負
う
対

象
を
限
定
す
る
乙
と
に
よ
っ
て
、
専
門

家
の
責
任
が
過
大
に
な
る
こ
と
を
防
ぐ

た
め
で
あ
る
。

し
か
し
、

契
約
関
係
理
論
は
廃
棄
さ

れ
つ
つ
あ
る
と
い
わ
れ
品
)
、
利
益
衡

量
に
よ
り
責
任
の
有
無
を
判
断
す
る

げ
釦
]
釦
ロ
の
山
口
肉
付
。
印
け
(
印
)
、
け
}
比
円
己
EHumw吋片可

σ自
民
E
m
q
z
m片
面
)
や
向
。
z
m
O
O
E

与
ぽ

Z
2
8
が
判
例
法
上
採
用
さ
れ

る
場
合
が
あ
り
、
一
九
三
三
年
証
券

法
、
一
九
三
四
年
証
券
取
引
法
等
は
、

契
約
関
係
理
論
や
同
0
5
8
8
E
o
Z
2

で
は
な
く
、
円
。
】
戸
山
口

g
g印
け
を
採
用
し

て
い
る
。
多
く
の
州
で
、
建
築
家
や
技

術
者
に
つ
い
て
も
契
約
関
係
理
論
が
放

棄
さ
れ
て
い
る
(
位
)
。
ま
た
、
詐
欺

(
同
日
ロ
仏
)
が
認
め
ら
れ
る
場
合
に
は

第
三
者
に
対
し
て
も
責
任
を
負
う
ほ
か

(
臼
)
、
重
過
失
に
よ
り
不
実
表
示
を
な

し
た
場
合
に
は
詐
欺
が
推
定
さ
れ
る
と

い
う
擬
制
的
詐
欺
(
の
8
2
2
2守
σ

片
山
口
仏
)
の
法
理
の
適
用
が
あ
る
場
合

に
は
、
第
三
者
に
対
し
て
責
任
を
負
う

(ω)
。

司 1ン~ ~ ~ミ)
ト不~ ~ ~ 
(法 8 .?t ~-: D 
以行.ロ s日
下為 <! ~ ei 
寸法 ~~ J .r 
リ第自 Fヨ
ス二型 s
テ次 戸こ~
イリ 叶 U』

トス 「ミ J
メテ河s吾
、ノ J 刷、『沼

トL 二Ds
L メ おき民

と
い
う
)
二
九
九
A
条
の
コ
メ
ン
ト
も

同
様
で
あ
る
。

(2)

円白

g
z
h
w
』・〉・
4
司冊目吋
w
i
b
m
hミ

hsh叫
吋
ミ
サ
~
入
山
め
同
一
足
守

m
S
句

URNSNrh

ω
叶
叶
d
F
E何
戸
-
H
U
4
・印∞
C
(
H
U
E
-

(
3
)
H
J
o目
印
刷

p
d〈
-
H
J
H，
出
阿
国

O
自
由
ー

E

5

2

3

月
E
ロ
ロ
O
Z叶
E

9

2

HV同
om印刷同
wω
戸
同
口
、
叶
自
寸
O
E
3
0
2
、吋国同

F
K
戸当
O
司
叶
O
同叶
mwk悼
N
A
P
E

品一山、吋

(
H
由印
ω)
・

(
4
)

な
お
、

HM円O
凹印巾
HJ04u
・円
H.H・-
h
m山吋目

串N
∞
に
よ
れ
ば
、
さ
ら
に
、
契
約
内
容

の
不
確
実
性
、
違
法
性
、
約
因
の
欠
如

が
あ
っ
て
も
、
ま
た
詐
欺
防
止
法
ま
た

は
口
頭
証
拠
法
則
の
た
め
に
契
約
訴
訟

を
用
い
る
こ
と
が
で
き
な
い
場
合
に

も
、
不
法
行
為
訴
訟
に
よ
れ
ば
、
救
済

を
受
け
う
る
場
合
が
あ
る
。
な
お
、

U
U
-
b
N
ム
立
に
よ
れ
ば
、
契
約
訴
訟
の

方
が
有
利
な
点
も
多
数
存
在
す
る
。

(5)

同
O
N白ロ
4
・。
O
B
2
o
n
w
w
N
呂
司
・

N

門円∞
ω
由(]{由一凶少印同
}

μ

(

い円H
.

・)一

ω口]]日
J
H

白ロ
4
・

0
d
o百戸
O
F
ω
∞ω
民向白巴印印一切叶一也
w
N
由自

Z
・開-

N

己
居
ω
(
冨
吋
ω
)
一

Z
o
F
同町同も晴、

ha

n
g
H司
b
S
F
o
n
N
q悶

U
M
Z
E
b『
hNS
ミ

ミ
(
リ

S
S円安
Q
N

』
hbesh号
問
、
印
C

HZロ
HPZ』円、・し「・

ω白戸(同也、吋印)・

(6)

さ
ら
に
、
一
般
の
同
業
者
よ
り
も

優
れ
た
技
能
や
知
識
を
有
し
て
い
る
と

表
示
し
た
者
は
、
有
し
て
い
る
と
表
示

し
た
技
能
や
知
識
を
有
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
し
、
行
使
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
す
な
わ
ち
、
あ
る
領
域
を
特
に
専

門
と
し
て
い
る
旨
を
表
示
し
た
場
合
に

は
、
そ
の
領
域
を
特
に
専
門
と
す
る
者

が
通
常
有
し
て
い
る
技
術
と
知
識
を
有

し
な
げ
れ
ば
な
ら
な
い
百

g
g目
〉
宙

開
田
叶
o
z
o
z
d白
戸
〉
巧
O
吋
叶
O
同
叶
少
印
吾

巾p
w
H
∞叶(]{双山九日
)
w
何回一三
U口一円ロ
4
・口同一
F

HN
由。円・

]{ω
印
A
Y
N
a
∞
HV
・
][CCN
噂日間百〉・円、.

岡
山
呂
町
N
(
H
U
N
∞
)
一
〉
門
出
向
吉
田
4
・
HNOHUP

HC
日同ロ己・

kruu
・
ω
H
Y
E
Z
・
開
・
包
芯
叶

(巴
ω∞
)
一
一
月
己
m
4・
Q
H
B
田町白血
P
E
H

関
山
口
・
由
印
、
ア
臼
叶
可
-
N
仏品、刊一山(尼印、吋)一

回白}内四円

4
・
ω
4
5
円一予品
N
H
ω
・4
ぐ・
N内同町
ω
∞

(HU
∞
Y
吋巾一円・

(
U
2・
krEu
・)一

ω
白]目印
4
・

d
口問同町仏

ω片山凶同
mw印"日
()NHり・

ωロ℃℃・由∞由

(HU
∞
HW
冨

U
-
u
同
)
一
弁
護
士
に
つ
い

て、

Z
史凶
-

4
・
冨
丘
町
白
ロ
P
O
]
ロ
31W

F
巾〈〕〉(い由同げの回同片品
W

の
巾
]
向
田
口
門
戸
田
口
色
・

ω己
Hι14T
∞∞ハリ白
]uHNH)可・∞
ω
戸
色
]
{
同
u
・N
a

品一山]ケ仏
N

∞(]戸也、吋同)一
4
司江
m
F同
4
・
4
〈己目

]山曲目的
w
h
n巳・

kruu
・
包
∞
C
N
W
H
N
H

n巳・岡山
HU可
-
H
U
串(]戸也、吋印)一岡山
O

仏江
m
c巾N

4
・
国
0
3。ロ

(H話
。
噂
〉
匂
H
Y
)
S
Z
-
z
-

ω町田噂

ω日P
白N
N
H
Y
N円四

N
E
U
N
E
)
。
ま

た
、
専
門
家
と
し
て
の
最
低
限
よ
り
も

劣
る
技
能
し
か
有
し
て
い
な
い
こ
と
を

表
示
し
た
者
は
、
有
し
て
い
る
と
表
示

し
た
技
能
を
行
使
す
れ
ば
た
り
る
(
助

産
婦
に
つ
い
て
目
的
性
5

4
・
冨
円
(
U

白
Z

HNG
冨山田印・

5
(
H
∞
斗
∞
)
一
整
骨
療
法
医

に
つ
い
て
、
』
o
m白色可
H
H
4・
口
町
田
号
0
5・

Eω

冨
m
-
ω
N
∞
w
G
N
k
r・
呂
口
品

(
H
E
∞)一

(ug員
三
5

4
・
。
。
巳
巾
ω
1
・
H
a
同内田門戸・

品目
ω
w
N
S
H
U
-
M
色
町
由
印

(HU
日N)
・
リ
ス
テ

イ
ト
メ
ン
ト
二
九
九
A
条
お
よ
び
そ
の
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.
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.
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.
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.
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.
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l. 

A
p
p
.
 647
，215 P. 
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2
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.
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.
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.
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v. 
G
a
u
n
t
 
(1981
，
 1st 

Dist) 125 C
a
l. 
A
p
p
.
 3
d
 623
，178 C
a
l. 
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b
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仇
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R
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.
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潮
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Þ
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お
将
F尾
監
掘
削
出
t
2
l
l
l
i
E
私
的
口
υ
υ
Q

聡
叫
~
*
，
-
i
J
1
"
<
:
0
早出場~t2

~
j照
æ
:
:
初

兵
必
ユ
よ

J
ユ
O
O
~
い
ユ
時

(ANDER

SON
，
 
R.， 
U
N
I
F
O
R
M
 COMMERCIAL C
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.
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①
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②
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.
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p
p
.
 
793; 
O
s
t
e
r
t
a
g
 
v. 

D
o
n
o
v
a
n
，
 65 N
.
M
.
 6，331 P.2d 355 

(1958) ;
 He
w
e
t
t
 v. 
Bullard，

 
258 N
.
 

C. 
347，128 

S.
E.
2
d
 
411 (1962); 

W
a
d
e
 v. 
T
h
o
m
a
s
v
i
l
l
e
 O
r
t
h
o
p
e
d
i
c
 

Clinic，
 Inc.
，
 167 Ga. A
p
p
.
 278
，306 

S.
E.
2
d
 366 (1983) 

;
 <Q目指-H
U
わ
ユ

ト
J
'
F
i
r
e
s
t
o
n
e
 
v. 
G
a
l
b
r
e
a
t
h
 

(1990
，
 Ohio) 
147 F. Supp. 1556 

(
巴
)
休
糊
十
-
1
U
わ
ユ
ν
，
M
A
L
L
E
N，
 R. 

E. 
&
 ]. 
M
.
 S
M
I
T
H
，
 1
 LE
G
A
L
 M
A
L
 

PRACTICE 908
・911
(3rd ed. 1989).

.¥:J! 

4耳
，

4t
糊
頬
~
}
桔
稲

4ト凶官民~:MIi~憶話a

U
わ
ユ
い
草
迫
田
毛
f
.
i
~
制
E塑
趣
~
~
~
~
~
ポ

ユ
灘
署
為
時
的
(
+
.
:
!
.
..lJ 
'
ば
怒
，
Il1. 

C
o
d
e
 
Civ. 
Proc. 
110 
12-1115 

(1985))
。

T
h
e
 Necessity 01 Fault，

 58 I
o
w
A
 

L. 
REV. 
1221 (1973) 

;
 :翠収，
-tlJll(.，Q中

心
Y
収
J
~
~
ぉ
ユ

λ
J
;
A
Ç
"
\
程
認
は
わ
ユ

いさ
.y
C
o
m
m
e
n
t，
 Architect 

Tort 

Liability 
in 
P
r
，φ
aration 
01 Plans 

a
n
d
 
Specijications ，

 5
 CALIFORNIA 

L. 
REV. 1361 (1967)

ぬ
嶋
監
。

(匂
Schipper

v. 
Levitt 
&
 S
o
n
s，
 

Inc.
，
 44 
N
.
 
]. 
70
，
 207 
A
.
2
d
 
314 

(1965) .
 

(
記
)
A
u
d
l
a
n
e
 L
u
m
b
e
r
 &
 Builders 

S
u
p
p
l
y
 v. 
Britt ，
 
168 So. 2
d
 333
，335 

(Fla. D
i
s t. 
A
p
p，
 1964); D
O
O
L
E
Y，
 J. 

A.， 
2
 M
O
D
E
R
N
 
T
O
R
T
 
L
A
W
 
466 

(1977) .
 

(:;;:) 
N
o
t
e
，
 Liabiliか
げ
D
e
幻
ign

Prolessiona
ゐ
-
T
h
e
 
Necessity 

01 

Fault ，
 58 
I
o
w
A
 
L. 
REV. 
1233 

(1973) .
 

(
忠
)
V
a
n
d
a
l
l
，
 o.ρ
_
 cit. 
，
 50. 

(
ミ
)
M
c
k
i
n
n
o
n
 v. 
Tibbetts(1982

，
 

M
e
)
 440 A
.
2
d
 1028，1030. 

(与
B
o
n
h
i
v
e
r
v. 
Graff，
 311 M
i
n
n
.
 

111
，248 
N
.
W
.
2
d
 291
，92 
A
.
L.R.
3
d
 

371 (1976). 

(
~
)
 
お
ね
，

<
Q
~
i
i
I
i
ã
相
当
潮
来
掘
司
令
制
以

測
や
-
v
~
j
静
畑
出
会

J屯Il(^í\。

(
宕
)
H
a
r
p
e
r，
 F. 
V
.
，
 &
 
M
.
 
C. 

M
c
N
e
e
l
y，
 A
 
Synthesis 

01 
the 

L
a
w
 
01 
Misr，ψ
resentation

，
 22 

M
I
N
N
E
S
O
T
A
 
L. 
REV. 
939 (1938); 

R
o
u
s
e，
 C. 
P.
，
 Legal 
L
必
bility
-

the 
Public 
A
c
c
o
u
n
t
a
n
t
，
 23 

hnpスh11人同)規制掛起柵寸山総



。。勺

Street Trust Co. v. 
Ernst，
 274 N
.
 

y. 
104
，1
5
 N
 .E.
2
d
 416 (1
938); 
Fis. 

cher v. 
Kletz (S. 

D. 
N. Y. 
1967)
，
 

266 F. 
S
u
p
p
 180.
ね.;q.1(
0)知機墜。

(
や
お
為
・
骨
~
~
て
)
.;q) 

(
呂

4~iiliã十
m
0

ユ
ν

，
M
e
r
i
t
 
Ins. 

Co. v. 
C
o
l
a
o
 
(1979
，
 CA
7
 I1
1)603 

F.2d 654
，
 cert 
d
e
n
 445 U.S. 929

，63 

L. 
E
d
 2
d
 
763
，100 
S. 
C
t. 
1318; 

United States National B
a
n
k
 v. 

F
o
u
g
h
t
，
 46 
O
r. 
A
p
p
 635
，612 P.2d 

754
，
 revd 
291 
O
r. 
201
，630 
P.2d 

337; 
A
e
r
o
n
c
a
，
 Inc. v. 
G
o
r
i
n
 (1983
，
 

S.D. N
.
Y
)
 
561 
F. 
S
u
p
p
 370. 

4~神目

判
為

F
困

4
制-\(<J.，j)Í'トJ

位
指
d

r:;'~

(fraudulently)
と
持

...)~~4rr~

2重
F
1
指
示
S刻
Þ
8
~
~
←
収

4年J4]1:r~己嫌
111栴

~
 
~llIl(出品)

.昭
AC"¥
(
H
o
p
p
e
 
v. 

Klapperich，
 224 M
i
n
n
.
 224
，28 
N
.
 

W
.
2
d
 780
，1
73 
A
L.R. 
819 (1947); 

M
c
K
i
n
n
o
n
 v. 
Tibbetts (1982

，
 
M
e
)
 

440 
A
2
d
 1028; 
D
u
r
a
n
t
 S
o
f
t
w
a
r
e
 

v. 
H
e
r
m
a
n
 (1989
，
 2n
d
 
Dist) 207 

C
a
L
 A
p
p
.
 
3
d
 
809
，255 
C
a
L
 R
p
tr. 

250; 
N
e
a
l
 
v. 
A
r
d
o
i
n
(
T
e
x
.
 
Civ 

A
p
p
.
 1979)
，
 594 S
.
W
.
2
d
 145; M
A
L
'
 

LEN
，
 R. E. 
&
 ]. 
M
.
 S
M
I
T
H
，
 1
 LEGAL 

MALPRACTICE ，
 3rd 
ed. 
(1989) 36. 

1. 
)。

骨
~
~
器
製
織
剤
*
栴
(con. 
trac-

tor) 
8
畑
出
~
m
l
E
.
.
.
)
ト
J
~

I'
田
君
宰

ヰミ
4員
鑑

4君
主
く
盟
会
J~...)

い
ユ
子
。
ト
J
A
J
~

巴1

5ミ
わ
い
ユ
~
~
4
r
r
-
l
7
t
\
~
~
血
~
宰
為
E

~
骨
~
~
包帯
llP
沼
I
Í'~-t\EQ鑑ぬJ砕

J
トJ

二
時
耳
!
W
4rr~

j三
'
割
く
逗
臣
経
8
1*
W
~

~
m
国
よ
J;手
心
お
ユ
。

T
r
a
v
i
s
v. 
R
o
-

chester 
Bridge Co.

，
 188 
Ind. 
79.
，
 

122 N
.
E.
1
 (1919). 

(;1; )
 
佃
;
幅
十
1
~
わ
ユ
い
，
S
t
a
t
e
 

~
'
 
K
i
r
k
 v. 
M
i
c
h
a
e
l
 R
e
e
s
e
 H
o
s
-

pital 
&
 M
e
d
i
c
a
l
 Center
，
 117 
I1
1
 

2
d
 507
，513 
N
.
E. 
2
d
 387
，
 cert 
d
e
n
 

99 L. 
Ed. 2
d
 236
，108 
S. 
C
t. 
1077 

(1987): 
Wilschinsky 

v. 
M
e
d
i
n
a
，
 

108 N
.
M
.
 511
，
 775 P.2d 713 (1989)

，
 

休
縦
十
1
~
わ
ユ
ト
/
Zendell 

v. 

N
e
w
p
o
r
t
 
Oil 
Corp. 
(App. 
Div. 

1988)
，
 226 N.]. 
S
u
p
e
r
 431
，544 A
 

2
d
 
878
，
 告製混*n補

~
0
ユ
ト
/
David-

s
o
n
 
&
 J
 ones
，
 Inc. 
v. 
C
o
u
n
t
y
 
of 

N
e
w
 H
a
n
o
v
e
r
，
 41 N.C. A
p
p
.
 661
，
 

225 
S.
E.
2
d
 
580 (1979)

，
 cert 
de
η
 

298 
N.C. 
295
，259 
S.E.
2
d
 91
1
.
例
記

D
o
o
l
e
y，。
ρ
.
cit.，
 
468. 

(呂
D
o
n
n
e
l
l
y
C
o
n
s
t
r. 
Co. 
v. 

Oberg/Hunt/Gilleland ，
 139 
Ariz 

184
，677 
P.2d 
1292 (1984); 

Parlia-

m
e
n
t
 
T
o
w
e
r
s
 
C
o
n
d
m
i
n
i
u
m
 
v. 

Parliament 
H
o
u
s
e
 
Realty
，
 Inc. 

(1979
，
 Fla. 
A
p
p
.
 
D4) 377 
So. 
2
d
 

976;
初
心
ば
頬
封
く
為

1佃
1
-
1
く
や
滅

111判
事
~

S;W!...)~~亘
鑑
必
]
声
~
~
ド
勝
司
ロ
ム
，
'
~
~

者
~
m
l
E
宣
告
割
程
~
i網
匝
れ

J尋
ね
ニ
"
'
-
I
~
~

.，j)
8AJ...)
トJ'
Hiatt 
v. 
B
r
o
w
n
 

(1981
，
 Ind. A
p
p
.
 2
d
 Dist.) 
422 N
.
 

E.
2
d
 
736 
:
 Wa
g
g
o
n
e
r
 v. 
W
 &
 W
 

Steel 
Co. 
(1982
，
 OKla.) 657 

P.2d 

147. 
W...)
い，
Speiser
，
 S. 
M
.
，
 C. F. 

K
r
a
u
s
e
 
&
 A
 
W
.
 G
A
N
S
，
 4
 T
H
E
 

A
M
E
R
I
C
A
N
 
L
A
W
 
OF 
T
O
R
T
S
 
819 

(1987) ~
側
線
漏
~
~
尉
〈
程
臣
経
間
程

~.，j)
~
i
ト
穏
五
奇
心
￡
ね
ユ
ム
1
-
\
眠
時
。

初
ヰ
二
時
ト
JAJ

-\(<Jj~
!\'l翼A

J
~
時
)
;
 Lu
c
a
s
 

v. 
H
a
m
m
，
 56 C
a
L
 2
d
 583
，364 P.2d 

685
，
 cert 
d
e
n
 
368 
U.
S. 
987
，7
 L. 

Ed. 2
d
 525
，82 S. C
t. 
603 (1961) 

(似

姻
栴
8
~
-
1
く).;q吋';:':l~ト岨嗣

'1ヘ

穴
~
-
f
毛
土
2

.;q士号予.(l4~
縦
十
1
8
送
車
耳
-<2ミ

~
8
聡
川
栴
~
f
突いト(l~1III(出規Ml

8
密

集
主
」
離
や
潟
糾
1
1
H
栂
1
rr]r> 
(1
・呉

〈
〈
社
)
1
 g[
回
~
ド
ー
と
4
限

2奇
心
ヰ
44i

軍
軍
総
監
E。

(
忌
)
相

iiliã十
1
~
わ
ユ
ト
/
Glanzer 

v. 

S
h
巴p
a
r
d
，
233 
N
.
 Y. 
236
，135 
N
.E. 

275 (1
922) ;Rusch Factors

，
 Inc. 
v. 

Levin
，
 284 
F. 
S
u
p
p
 85 
(D. 
R. 
L
 

1968); 
International 

M
o
r
t
g
a
g
e
 

Co. 
v. 
J
 oh
n
 
P. 
Butler 
A
c
c
o
u
n
-

tancy Corp.
，
 177 C
a
L
 A
p
p
.
 3
d
 806
，
 

223 C
a
L
 Rptr. 218 (1986) tlJt' 

~
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器

時
W
~
~
~
ミ

r
何日1;;;十1

~
A
J
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ν
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側
兵
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(AJ
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c
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K
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ヘ
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ス
入
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1
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特
露
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Q
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!
撰
拠
掌
継
い
ト
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i
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リ

ヰ
ヰ
~
~
ぎ
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"
\
寧
i
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ミ
ぬ
ま
話
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W
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O
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陣
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わ
ユ
ト
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J
O
N
A
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A
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H
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N
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G
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N
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仲
間
知
四
立
早

比
較
法

ω
ド
イ
ツ

専
門
家
の
責
任
と

そ
の
特
質

専
門
家
と
は
何
か

第4章比較法(2トードイツ

わ
が
国
で
「
専
門
家
L

と
呼
ば
れ
て

い
る
者
を
包
摂
し
、
そ
の
語
と
対
応
す

る
ド
イ
ツ
語
を
選
ぶ
と
す
る
な
ら
ば
、

「
『
自
由
業

E
2
吋
色
。
∞

R
丘
)
』
に

従
事
す
る
者
L

(

以
下
、
「
自
由
業
従
事

者
し
と
い
う
)
と
い
う
こ
と
に
な
ろ

う
。
自
由
業
は
、
時
代
に
よ
り
変
遷
し

て
き
た
概
念
で
あ
り
、
そ
れ
自
体
を
明

確
に
定
義
す
る
こ
と
は
む
ず
か
し
い
。

だ
が
、
自
由
業
従
事
者
を
寸
従
属
的
な

被
用
者
(
公
務
員
・
会
社
従
業
員
)
L

、

1

自
営
業
者
」
お
よ
び
寸
原
料
生
産

者
L

と
対
比
す
る
な
か
で
、
そ
の
類
型

的
な
性
格
を
抽
出
す
る
な
ら
ば
、
自
由

業
は
、
次
の
よ
う
な
特
質
を
も
っ
と
い

わ
れ
て
い
る

(
1
)
。
す
な
わ
ち
、
自
由

業
は
、
①
職
務
と
し
て
、
個
人
的
な
精

神
的
創
造
に
基
づ
く
成
果
を
自
己
の
責

任
に
基
づ
い
て
・
経
済
的
な
自
立
性
の

な
か
で
相
手
方
に
提
供
し
、
②
職
務
遂

行
の
前
提
と
し
て
資
格
・
創
造
的
能
力

と
、
そ
の
た
め
の
修
業
が
要
求
さ
れ
、

③
相
手
方
と
の
聞
の
特
別
の
信
頼
関
係

に
基
づ
い
て
職
務
を
遂
行
し
、
④
職
務

活
動
に
利
他
性
が
あ
り
(
営
利
性
が
排

除
さ
れ
て
そ
し
て
、
⑤
職
務
従
事
者

の
結
成
す
る
団
体
の
自
律
性
が
国
家
に

よ
り
承
認
さ
れ
、
団
体
が
職
務
の
行
為

規
準
を
定
め
、
そ
の
違
反
の
制
裁
に
お

い
て
も
団
体
の
自
律
性
が
認
め
ら
れ
て

い
る
、
と
い
う
特
徴
が
あ
る
と
解
さ
れ

て
い
る
の
で
あ
る
。

か
よ
う
な
自
由
業
の
従
事
者
と
し
て

早
稲
田
大
学
教
授

浦
川
道
太
郎

は
、
一
般
に
、
①
医
業
従
事
者
(
医
師

・
薬
剤
師
等
)
、
②
法
律
的
・
経
済
的

職
務
従
事
者
(
弁
護
士
・
公
証
人
・
弁

理
士
・
公
認
会
計
士
・
税
理
士
等
)
、

③
建
築
・
科
学
技
術
的
職
務
従
事
者

(
建
築
家
・
顧
問
的
技
師
・
鑑
定
者

等
)
、
④
教
育
的
・
精
神
科
学
的
職
務

従
事
者
(
自
立
し
た
教
育
者
・
司
牧
者

等
)
、
⑤
芸
術
的
・
著
述
的
職
務
従
事

者
(
作
家
・
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
等
)
が

あ
げ
ら
れ
る

(
2
)
。
こ
の
点
か
ら
み
る

と
、
自
由
業
は
、
英
米
で
い
う
「
プ
ロ

ブ
エ
ツ
シ
ヨ
ン
(
七
円
O
向
。
印
色
。
ロ
)
」
と

ほ
ぽ
重
な
り
合
う
も
の
の
、
特
に
経
済

的
な
自
立
性
と
個
人
的
な
職
務
遂
行
の

要
素
が
強
調
さ
れ
る
点
で
は
、
そ
れ
と

微
妙
に
相
違
す
る
部
分
も
あ
る
と
い
え

トでつ

(
3
)
。

専
門
家
の
責
任
を
め
ぐ
る

判
例
・
学
説
の
展
開

個
別
的
に
み
る
な
ら
ば
、
関
連
す
る

研
究
や
裁
判
例
は
す
で
に
第
二
次
世
界

大
戦
前
か
ら
存
在
し
て
い
た
が
、
ド
イ

ツ
に
お
い
て
専
門
家
の
責
任
(
回
。
1

2
貯
F
m
w
p
ロロぬ
)

(

4

)

が
独
立
し
た
テ
ー

マ
と
し
て
積
極
的
に
研
究
の
対
象
と
さ

れ
、
ま
た
、
意
識
的
に
判
例
法
形
成
の

対
象
と
さ
れ
は
じ
め
た
の
は
、
近
年
の

こ
と
に
属
す
る
。
そ
の
さ
い
、
ま
ず
、

医
療
過
誤
に
か
か
わ
っ
て
医
師
の
責
任

が
と
り
あ
げ
ら
れ
た
が
、
一
九
八

0
年

代
に
入
っ
て
か
ら
は
、
情
報
提
供
者
責

任
の
側
面
か
ら
、
弁
護
士
・
公
認
会
計

士
・
税
理
士
等
の
責
任
が
多
く
と
り
あ

げ
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、
専
門
家
の
責

任
は
、
い
ま
や
損
害
賠
償
法
の
中
心
的

テ
l
マ
の
一
つ
に
な
っ
た
と
も
い
わ
れ

て
い
る

(5)
。
も
っ
と
も
、
そ
う
は
い

っ
て
も
、
そ
の
研
究
は
い
ま
だ
個
々
的

な
専
門
家
や
特
定
の
側
面
に
関
す
る
も

の
に
か
ぎ
ら
れ
て
お
り
、
専
門
家
の
責

任
を
総
合
的
・
横
断
的
に
研
究
す
る
も

の
は
、
あ
ま
り
み
あ
た
ら
な
い
の
も
事

実
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
、
近
年
に
お
け
る
専
門
家

の
責
任
に
関
す
る
判
例
と
学
説
の
発
展
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の
背
景
に
は
、
専
門
家
を
取
り
巻
く
社

会
環
境
の
急
速
な
変
化
が
あ
る
と
指
摘

さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
先
進
国
に
共
通

す
る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
そ
の
一
つ
と

し
て
は
、
ま
ず
、
複
雑
化
し
た
社
会
の

な
か
で
、
市
民
や
企
業
が
専
門
的
知
識

を
必
要
と
し
て
き
で
お
り
、
そ
れ
に
伴

っ
て
専
門
家
と
接
触
す
る
機
会
が
増
大

し
、
ま
た
、
生
活
を
営
む
う
え
で
専
門

家
の
提
供
す
る
サ
ー
ビ
ス
や
情
報
に
頼

る
こ
と
も
多
く
な
っ
て
い
る
事
実
が
あ

げ
ら
れ
る
。
専
門
家
に
依
頼
し
、
専
門

家
の
提
供
す
る
サ
ー
ビ
ス
や
情
報
へ
の

依
存
度
が
大
き
く
な
れ
ば
、
当
然
の
こ

と
な
が
ら
、
そ
の
責
任
が
問
題
に
な
る

ト
ラ
ブ
ル
も
増
え
る
こ
と
に
な
る
の
で

あ
る
。
ま
た
、
第
二
に
、
社
会
の
民
主

化
と
高
学
歴
化
の
進
行
か
ら
、
専
門
家

と
一
般
市
民
と
の
聞
の
身
分
的
・
地
位

的
な
格
差
が
ほ
と
ん
ど
な
く
な
っ
て
き

て
い
る
こ
と
も
指
摘
で
き
よ
う
。
す
な

わ
ち
、
専
門
家
は
専
門
知
識
の
分
野
で

は
尊
敬
を
受
け
る
こ
と
が
あ
っ
て
も
、

も
は
や
不
可
侵
な
存
在
と
は
認
め
ら
れ

な
く
な
っ
て
き
て
い
る
。
そ
し
て
、
専

門
家
の
誤
り
に
つ
い
て
も
、
そ
の
社
会

的
地
位
ゆ
え
に
責
任
追
及
で
き
な
い
と

感
じ
ら
れ
る
こ
と
は
な
く
、
専
門
家
で

あ
る
ゆ
え
に
ミ
ス
は
許
さ
れ
ず
、
責
任

問
題
に
な
る
と
意
識
さ
れ
る
乙
と
の
方

が
多
く
な
っ
て
き
て
い
る
の
で
あ
る
。

専
門
家
の
責
任
の
法
的
構
成

医
師
・
弁
護
士
・
建
築
家
を
含
め
て

専
門
家
が
給
付
し
た
役
務
が
不
適
切
で

あ
り
、
損
害
が
発
生
し
た
場
合
に
お
い

て
、
ド
イ
ツ
法
の
下
で
損
害
賠
償
責
任

を
問
う
た
め
の
一
般
的
な
法
的
構
成

は
、
民
法
上
の
契
約
責
任
な
い
し
不
法

行
為
責
任
で
あ
っ
て
、
こ
の
た
め
の
特

別
法
は
存
在
し
て
い
な
い
。

専
門
家
の
責
任
と
し
て
問
題
に
な
る

民
法
上
の
契
約
責
任
な
い
し
不
法
行
為

責
任
は
、
ド
イ
ツ
法
も
日
本
法
と
ほ
ぼ

同
様
の
帰
責
の
構
造
に
基
づ
い
て
い

る
。
つ
ま
り
、
契
約
責
任
で
は
、
債
務

者
た
る
専
門
家
が
契
約
上
課
さ
れ
た
義

務
に
違
反
す
る
と
こ
ろ
か
ら
債
務
不
履

行
責
任
が
問
わ
れ
、
ま
た
、
不
法
行
為

責
任
で
は
、
主
と
し
て
、
加
害
者
た
る

専
門
家
が
社
会
生
活
上
の
義
務
に
違
反

す
る
こ
と
を
起
点
に
し
て
、
過
失
責
任

が
問
わ
れ
る
の
で
あ
る

(
6
)
。
し
た
が

っ
て
、
両
責
任
に
お
い
て
、
義
務
違
反

の
問
責
は
共
通
で
あ
っ
て
、
こ
の
義
務

は
平
均
的
な
専
門
家
の
水
準
に
照
ら
し

て
設
定
さ
れ
る
た
め
、
平
均
的
専
門
家

が
行
な
う
乙
と
を
し
な
い
場
合
や
、
逆

に
、
行
な
わ
な
い
こ
と
を
し
た
場
合

に
、
責
任
が
肯
定
さ
れ
る
こ
と
に
な

る
。
そ
れ
ゆ
え
、
専
門
家
で
あ
る
た

め
、
普
通
の
市
民
に
比
べ
て
職
務
上
高

度
な
注
意
義
務
が
要
求
さ
れ
る
こ
と
は

あ
っ
て
も
、
そ
の
者
が
属
す
る
専
門
家

集
団
の
平
均
人
の
レ
ベ
ル
の
注
意
を
尽

く
し
て
い
れ
ば
責
任
を
問
わ
れ
な
い
と

い
う
点
で
は
、
伝
統
的
な
契
約
責
任
や

不
法
行
為
責
任
と
相
違
す
る
と
こ
ろ
は

な
い
と
い
え
よ
う
。
も
っ
と
も
、
専
門

家
の
場
合
に
は
、
法
的
な
損
害
賠
償
責

任
を
免
れ
た
と
し
て
も
、
職
業
倫
理
の

側
面
で
非
難
さ
れ
る
と
こ
ろ
が
あ
る
な

ら
ば
、
所
属
す
る
職
能
団
体
に
よ
り
制

裁
を
受
け
る
こ
と
は
あ
り
う
る

(7)
。

こ
の
よ
う
に
、
専
門
家
の
責
任
が
一

般
の
契
約
責
任
と
不
法
行
為
責
任
に
基

づ
く
も
の
と
す
る
と
、
当
然
の
こ
と
な

が
ら
、
専
門
家
は
、
契
約
関
係
に
あ
る

依
頼
者
と
の
聞
で
は
契
約
責
任
を
負

ぃ
、
ま
た
、
契
約
関
係
に
な
い
第
三
者

と
の
間
で
は
不
法
行
為
責
任
を
負
う
も

の
と
考
え
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
。
し
か
し

な
が
ら
、
ド
イ
ツ
法
で
は
、
請
求
権
競

合
の
前
提
の
下
、
両
責
任
の
要
件
と
効

果
に
内
在
す
る
制
約
の
た
め
に
、
こ
の

当
然
と
も
い
う
べ
き
責
任
構
成
が
貫
徹

で
き
ず
、
査
ん
だ
展
開
を
示
し
て
い

る
。
す
な
わ
ち
、
第
一
に
、
契
約
責
任

で
は
、
慰
謝
料
請
求
権
が
認
容
さ
れ
て

い
な
い
た
め
に

(
8
)
、
人
身
被
害
が
中

心
に
な
る
医
師
と
契
約
関
係
に
あ
る
患

者
と
の
聞
の
責
任
問
題
で
は
、
そ
の
大

半
が
不
法
行
為
責
任
を
根
拠
に
処
理
さ

れ
て
い
る
。
ま
た
、
不
法
行
為
責
任
で

は
、
人
身
や
物
に
有
形
的
な
被
害
を
与

え
な
い
純
粋
財
産
損
害
の
賠
償
が
原
則

的
に
否
定
さ
れ
て
い
る
た
め
に
百
九

専
門
的
知
識
を
情
報
と
し
て
提
供
し
た

こ
と
に
よ
り
弁
護
士
等
が
契
約
関
係
に

な
い
第
三
者
に
損
害
を
与
え
た
事
例
で

は
、
不
法
行
為
責
任
を
追
及
で
き
ず
、

契
約
責
任
な
い
し
準
契
約
責
任
の
構
成

が
選
択
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
(
詳
細

は
、
後
述
四
参
照
)
。

と
こ
ろ
で
、
医
療
過
誤
の
領
域
を
除

外
す
る
と
、
ド
イ
ツ
に
お
い
て
専
門
家

の
責
任
と
し
て
議
論
さ
れ
て
い
る
主
要

な
部
分
は
、
専
門
家
た
る
弁
護
士
等
が

提
供
し
た
情
報
が
契
約
関
係
に
な
い
第

三
者
に
被
害
を
与
え
た
場
合
の
損
害
賠

償
責
任
の
問
題
に
か
か
わ
っ
て
い
る
。

そ
し
て
、
こ
の
問
題
は
、
社
会
に
お
け

る
専
門
家
の
役
割
と
責
任
の
あ
り
方
の

変
遷
を
も
っ
と
も
顕
著
に
反
映
し
た
も

の
に
な
っ
て
い
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
以
下

で
は
、
ド
イ
ツ
に
お
け
る
専
門
家
の
責
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任
の
特
色
を
探
る
た
め
に
、
専
門
家
の

情
報
提
供
者
責
任
の
問
題
に
焦
点
を
あ

て
て
、
検
討
す
る
こ
と
に
し
よ
う
。

四

専
門
家
の
情
報
提
供
者
責
任

専
門
家
の
職
務
と
情
報
提
供
の

意
義

現
代
社
会
に
お
け
る
専
門
家
の
役
割

で
は
、
専
門
的
知
識
に
基
づ
い
て
一
定

の
仕
事
を
依
頼
者
の
た
め
に
実
行
し
、

あ
る
い
は
依
頼
者
に
代
わ
っ
て
実
施
す

る
と
い
う
従
来
か
ら
の
任
務
の
ほ
か

に
、
依
頼
者
自
身
の
判
断
に
資
す
る
た

め
に
、
専
門
的
知
識
を
情
報
と
し
て
提

供
す
る
任
務
の
領
域
が
急
速
に
拡
大
し

つ
つ
あ
る
。

と
こ
ろ
で
、
専
門
家
の
法
的
責
任
と

い
う
観
点
か
ら
み
る
と
、
た
と
え
ば
、

医
師
が
依
頼
者
の
た
め
に
医
療
行
為
を

実
施
し
、
ま
た
、
弁
護
士
が
依
頼
者
に

代
わ
っ
て
訴
訟
行
為
を
遂
行
す
る
場
合

の
よ
う
に
、
専
門
家
が
依
頼
者
の
た
め

に
約
束
し
た
仕
事
を
役
務
と
し
て
提
供

す
る
場
合
に
は
、
あ
ま
り
む
ず
か
し
い

問
題
は
生
じ
な
い
と
い
え
よ
う
。
と
い

う
の
は
、
こ
の
領
域
で
専
門
家
が
任
務

遂
行
に
失
敗
し
て
負
う
責
任
は
、
大
半

が
依
頼
者
に
対
す
る
関
係
に
と
ど
ま
っ

て
お
り
、
注
意
義
務
の
水
準
設
定
や
証

(1) 

明
責
任
等
で
議
論
の
余
地
が
残
る
と
し

て
も
、
そ
れ
に
対
し
て
は
、
民
法
典

(
以
下
、
寸
B
G
B
し
と
い
う
)
に
定
め

る
委
任
・
雇
一
傭
・
請
負
等
の
条
文
や
不

法
行
為
の
規
定
を
大
幅
に
修
正
せ
ず
に

適
用
す
る
こ
と
が
可
能
だ
か
ら
で
あ

る
。
こ
れ
に
反
し
て
、
近
年
に
な
っ
て

専
門
家
の
役
割
と
し
て
大
き
く
な
っ
て

き
た
情
報
提
供
の
領
域
で
は
、
専
門
家

の
責
任
は
、
困
難
な
問
題
に
直
面
す
る

こ
と
に
な
る
。
な
ぜ
な
ら
ば
、
専
門
家

の
提
供
す
る
情
報
は
、
依
頼
者
に
お
い

て
利
用
さ
れ
る
だ
け
で
は
な
く
、
第
三

者
に
も
権
威
が
あ
る
も
の
と
し
て
伝
達

さ
れ
て
利
用
さ
れ
る
こ
と
が
多
く
、
そ

れ
に
伴
い
、
専
門
家
の
責
任
の
範
囲
も

拡
張
し
、
従
来
の
契
約
責
任
と
不
法
行

為
責
任
で
は
対
処
で
き
な
い
問
題
も
生

じ
さ
せ
る
こ
と
に
な
る
か
ら
で
あ
る
。

ω
ド
イ
ツ
法
に
お
け
る
情
報
提
供
者

責
任
の
問
題
点

ド
イ
ツ
の
学
説
上
、
専
門
家
の
責
任

と
し
て
近
時
盛
ん
に
議
論
さ
れ
て
い
る

テ
l
マ
は
、
情
報
提
供
者
責
任
に
関
す

る
も
の
で
あ
る
。
こ
の
背
景
に
は
、
前

述
し
た
よ
う
に
、
専
門
家
の
職
務
の
な

か
で
情
報
提
供
者
と
し
て
の
役
割
の
占

め
る
割
合
が
大
き
く
な
る
に
従
っ
て
、

誤
っ
た
情
報
が
依
頼
者
以
外
の
第
三
者

に
被
害
を
も
た
ら
す
機
会
も
増
え
、
そ

の
責
任
問
題
を
検
討
す
る
必
要
性
が
高

ま
っ
て
き
た
こ
と
も
あ
る
が
、
よ
り
実

質
的
な
理
由
と
し
て
は
、
情
報
提
供
者

責
任
に
関
し
て
法
理
論
的
に
解
決
す
べ

き
課
題
が
山
積
し
て
い
る
事
実
が
あ
げ

ら
れ
よ
う
。

情
報
提
供
者
責
任
に
関
す
る
法
理
論

的
に
解
決
困
難
な
課
題
は
、
次
の
よ
う

な
事
情
か
ら
発
生
し
て
い
る
。
す
な
わ

ち
、
第
一
に
、
こ
の
問
題
の
解
決
の
起

点
と
な
る

B
G
B
は
、
情
報
提
供
者
責

任
に
関
し
て
き
わ
め
て
消
極
的
で
あ
っ

て、

B
G
B
六
七
六
条
は
、
情
報
提
供

自
体
か
ら
責
任
が
生
じ
る
こ
と
を
明
文

を
も
っ
て
否
定
し
、
通
常
の
不
法
行
為

責
任
な
い
し
契
約
責
任
に
そ
の
解
決
を

委
ね
て
い
る
白
)
。
第
二
に
、
そ
の
た

め
に
責
任
根
拠
と
な
る
不
法
行
為
責
任

で
は
、
人
の
身
体
や
有
体
物
の
保
護
が

中
心
に
な
っ
て
お
り
、
無
形
的
な
被
害

で
あ
る
単
な
る
財
産
上
の
損
失
を
保
護

せ
ず
、
そ
れ
ゆ
え
、
専
門
家
の
誤
っ
た

情
報
提
供
に
よ
り
第
三
者
が
財
産
上
の

損
失
を
こ
う
む
っ
た
場
合
に
は
(
日
)
、

純
粋
財
産
損
害
と
し
て
原
則
的
に
賠
償

請
求
不
能
な
も
の
と
さ
れ
て
い
る
。
ま

た
、
第
三
に
、
契
約
責
任
で
は
、
純
粋

財
産
損
害
の
賠
償
請
求
も
認
め
ら
れ
て

い
る
が
、
責
任
の
前
提
に
当
事
者
(
加

害
者
・
被
害
者
)
聞
の
契
約
関
係
の
存

在
が
要
求
さ
れ
て
お
り
、
原
則
的
に
契

約
外
の
第
三
者
の
被
害
ま
で
は
責
任
が

及
ば
な
い
限
界
が
存
在
し
て
い
る
の
で

あ
る
。こ
の
よ
う
な
現
行
法
の
も
つ
制
約
に

直
面
し
て
、
ド
イ
ツ
の
判
例
法
は
、
こ

れ
ら
の
制
約
の
聞
を
縫
っ
て
専
門
家
の

情
報
提
供
者
責
任
を
肯
定
し
、
専
門
家

の
提
供
し
た
不
実
な
情
報
に
よ
り
財
産

損
害
を
こ
う
む
っ
た
第
三
者
に
損
害
賠

償
請
求
権
を
認
容
す
る
方
途
を
開
発
し

て
き
た
。
そ
し
て
、
こ
の
判
例
法
の
動

向
を
受
け
る
形
で
、
学
説
の
一
部
に

は
、
専
門
家
に
特
有
な
新
た
な
責
任
要

件
を
創
造
す
る
必
要
性
を
説
く
者
も
現

わ
れ
は
じ
め
て
い
る
。

矧
判
例
法
に
お
け
る
情
報
提
供
者

責
任

乙
れ
ま
で
述
べ
た
よ
う
に
、
ド
イ
ツ

の
専
門
家
の
責
任
に
お
い
て
、
も
っ
と

も
特
徴
的
な
動
向
を
示
し
、
議
論
が
集

中
し
て
い
る
領
域
は
、
専
門
家
の
提
供

す
る
誤
っ
た
情
報
に
よ
り
第
三
者
が
損

害
を
こ
う
む
っ
た
場
合
の
損
害
賠
償
責

任
に
関
す
る
問
題
で
あ
る
。
こ
の
分
野

で
は
、
判
例
は
、

B
G
B
が
示
し
た
消

極
的
な
姿
勢
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
専
門
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家
が
与
え
た
不
実
の
情
報
に
よ
り
第
三

者
に
生
じ
た
損
害
に
対
し
て
、
専
門
家

の
責
任
を
肯
定
し
よ
う
と
積
極
的
に
努

め
て
き
た
。
そ
の
さ
い
に
ド
イ
ツ
の
判

例
法
が
採
用
し
た
主
流
的
な
法
的
構
成

は
、
純
粋
財
産
損
害
の
賠
償
を
認
容
す

る
契
約
責
任
の
保
護
を
可
及
的
に
第
三

者
に
拡
張
す
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
そ
し

て
具
体
的
に
は
、
以
下
に
述
べ
る
よ
う

に
、
①
黙
示
的
情
報
提
供
契
約
、
②
第

三
者
に
対
し
て
保
護
効
を
も
っ
契
約
、

@
契
約
締
結
上
の
過
失
等
の
法
的
構
成

が
用
い
ら
れ
た
。
ま
た
、
契
約
責
任
と

並
ん
で
、
良
俗
違
反
に
よ
る
不
法
行
為

責
任

(
B
G
B
八
二
六
条
)
も
補
充
的

な
が
ら
利
用
さ
れ
て
い
る
。

①
黙
示
的
情
報
提
供
契
約

直
接
の
依
頼
を
受
け
ず
専
門
家
が
第

三
者
に
不
実
の
情
報
を
提
供
し
た
場
合

で
あ
っ
て
も
、
両
者
の
接
触
の
な
か
か

ら
、
専
門
家
と
第
三
者
と
の
聞
に
黙
示

的
な
情
報
提
供
契
約
が
締
結
さ
れ
た
と

考
え
る
こ
と
が
で
き
る
な
ら
ば
、
契
約

責
任
に
基
づ
い
て
、
第
三
者
の
純
粋
財

産
損
害
の
賠
償
を
可
能
に
す
る
途
が
聞

か
れ
る
。
ラ
イ
ヒ
裁
判
所
は
、

B
G
B

施
行
か
ら
二
年
を
経
た
に
す
ぎ
な
い
一

九
O
二
年
に
、

A
の
所
有
不
動
産
の
担

保
に
よ
る
負
担
状
況
に
つ
い
て
情
報
を

提
供
す
る
よ
う
に
A
か
ら
依
頼
さ
れ
た

公
証
人
Y
が
誤
っ
た
情
報
を
銀
行
X
に

提
供
し
、
こ
の
た
め

X
が
貸
金
を
回
収

し
そ
こ
ね
た
事
例
に
お
い
て
、
こ
の
黙

示
的
情
報
提
供
契
約
の
考
え
方
を
採
用

し
た
。
す
な
わ
ち
、
「
当
該
種
類
の
業

務
に
お
い
て
、
他
人
に
助
言
的
な
役
割

を
す
る
こ
と
を
職
務
に
し
て
い
る
者

が
、
他
人
が
そ
の
件
で
信
頼
に
値
す
る

情
報
を
求
め
て
い
る
こ
と
を
知
り
つ

つ
、
そ
の
者
に
宛
て
た
文
書
で
重
要
な

点
に
関
す
る
情
報
を
与
え
る
場
合
に

は
、
そ
れ
に
よ
っ
て
情
報
を
求
め
る
者

と
の
聞
に
情
報
に
か
か
わ
る
契
約
を
締

結
す
る
L

と
判
示
し
た
の
で
あ
る

(立
)
Oこ
の
黙
示
的
情
報
提
供
契
約
の
考
え

方
は
、
現
在
の
連
邦
通
常
裁
判
所

(
B

G
H
)
に
よ
っ
て
も
一
層
強
化
さ
れ
た

形
で
採
用
さ
れ
、
専
門
家
に
よ
る
不
実

の
鑑
定
書
作
成
の
事
例
や
銀
行
に
よ
る

不
実
の
信
用
情
報
・
投
資
助
言
の
事
例

で
利
用
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
連
邦

通
常
裁
判
所
の
裁
判
官
の
見
解
に
よ
れ

ば
、
黙
示
的
情
報
提
供
契
約
の
成
立
要

件
は
、

ω情
報
が
そ
の
受
領
者
に
と
っ

て
大
き
な
意
味
が
あ
り
、
受
領
者
が
情

報
を
実
質
的
な
決
定
の
基
礎
に
し
よ
う

と
意
図
し
て
い
る
こ
と
、

ω情
報
の
も

つ
意
義
と
当
該
情
報
を
受
領
者
が
決
定

の
基
礎
に
し
よ
う
と
し
て
い
る
事
実
を

情
報
提
供
者
が
認
識
し
て
い
る
乙
と
、

お
よ
び
、

ω情
報
提
供
者
が
当
該
情
報

に
つ
い
て
専
門
的
知
識
を
有
し
、
か

っ
、
情
報
提
供
に
お
い
て
特
別
の
信
頼

を
受
け
て
い
る
か
、
ま
た
は
情
報
提
供

に
利
害
を
有
し
て
い
る
こ
と
、
で
あ
る

と
整
理
さ
れ
て
い
る
(
目
。

②
第
三
者
に
対
し
て
保
護
効
を

も
つ
契
約

第
三
者
に
対
し
て
保
護
効
を
も
っ
契

約
と
は
、
契
約
当
事
者
以
外
の
第
三
者

が
契
約
債
務
者
に
対
す
る
給
付
請
求
権

を
も
つ
こ
と
な
く
、
信
義
則
の
要
請
に

よ
り
、
契
約
債
務
者
の
負
担
す
る
保
護

義
務
の
保
護
領
域
に
組
み
込
ま
れ
る
こ

と
を
い
う
。
第
三
者
に
対
し
て
保
護
効

を
も
っ
契
約
が
肯
定
さ
れ
る
な
ら
ば
、

専
門
家
Y
(契
約
債
務
者
)
が
契
約
に

基
づ
き

A
(契
約
債
権
者
)
に
提
供
し

た
不
実
の
情
報
を
A
を
介
し
て
第
三
者

X
が
入
手
し
、
情
報
を
信
じ
た
た
め
に

X
が
損
失
を
こ
う
む
っ
た
よ
う
な
事
例

に
お
い
て
も
、

X
の
Y
に
対
す
る
保
護

義
務
違
反
に
よ
る
損
害
賠
償
請
求
権
を

肯
定
す
る
こ
と
が
可
能
に
な
ろ
う
。
だ

が
、
連
邦
通
常
裁
判
所
は
、
以
前
に

は
、
契
約
債
権
者
A
が
第
三
者
X
に
対

し
て
配
慮
義
務
を
負
う
関
係
が
な
い
場

合
、
そ
し
て
両
者
聞
に
利
害
の
共
通
性

が
な
い
場
合
に
は
、

Y
は
第
三
者
X
に

対
し
て
契
約
上
の
保
護
義
務
を
負
わ
な

い
と
解
し
、
第
三
者
に
対
し
て
保
護
効

を
も
っ
契
約
の
成
立
を
情
報
提
供
者
責

任
の
領
域
で
認
め
る
こ
と
に
消
極
的
な

態
度
を
示
し
て
い
た

(M)
。

こ
れ
に
対
し
て
、
近
時
の
連
邦
通
常

裁
判
所
は
、
契
約
債
権
者
A
と
第
三
者

X
と
の
聞
の
利
害
の
一
体
性
の
要
件
を

著
し
く
緩
和
し
、
第
三
者
に
対
し
て
保

護
効
を
も
っ
契
約
の
法
的
構
成
を
専
門

家
の
情
報
提
供
者
責
任
の
領
域
で
積
極

的
に
活
用
す
る
よ
う
に
な
っ
て
き
て
い

る
。
す
な
わ
ち
、
専
門
家
の
提
供
す
る

情
報
に
関
し
て
A
と
X
の
間
で
相
反
す

る
期
待
と
希
望
が
あ
る
に
せ
よ
、
情
報

の
正
確
さ
に
つ
い
て
両
者
が
共
通
の
信

頼
を
お
い
て
い
る
場
合
に
は
、
な
お
、

専
門
家
Y
は
契
約
に
基
づ
く
情
報
提
供

の
直
接
の
相
手
方
で
あ
る
A
の
み
な
ら

ず
、
第
三
者
X
に
対
し
て
も
、
第
三
者

に
対
し
て
保
護
効
を
も
っ
契
約
を
根
拠

に
、
不
実
の
情
報
か
ら
生
じ
た
損
害
の

賠
償
責
任
を
負
う
と
解
す
る
に
至
っ
て

い
る
の
で
あ
る
(
日
)
O

③
契
約
締
結
上
の
過
失

連
邦
通
常
裁
判
所
は
、
専
門
家
の
情
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報
提
供
者
責
任
の
特
殊
な
事
例
で
、
さ

ら
に
契
約
締
結
上
の
過
失

(2-富
山
口

g
己
E
E
E。
)
の
法
的
構
成
も
採
用

し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
た
と
え
ば
、

A
有
限
合
資
会
社
へ
の
投
資
を
勧
誘
す

る
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
に
弁
護
士

Y
が
誤
っ

た
情
報
を
記
載
し
た
た
め
に
、
そ
れ
を

信
頼
し
て
投
資
を
し
た

X
が
損
害
を
こ

う
む
っ
た
と
い
う
よ
う
な
ケ

l
ス
で

は
、
専
門
家
の
専
門
知
識
を
信
頼
の
起

点
に
位
置
づ
け
る
と
と
も
に
、
そ
の
信

頼
に
よ
り
投
資
家
の
意
思
決
定
に
影
響

を
与
え
た

Y
は
X
に
対
し
て
契
約
締
結

上
の
過
失
の
責
任
を
負
う
も
の
と
解
し

て
い
る
(
時
)
。

④
良
俗
違
反
に
よ
る
不
法
行
為

責
任

不
法
行
為
責
任
の
も
っ
と
も
基
礎
的

に
し
て
広
範
な
成
立
要
件
で
あ
る

B
G

B
八
二
三
条
一
項
は
、
純
粋
財
産
損
害

の
賠
償
を
認
め
て
い
な
い
が
、
良
俗
違

反
に
よ
る
不
法
行
為
に
賠
償
責
任
を
認

め
る

B
G
B
八
二
六
条
は
、
そ
の
成
立

に
故
意
を
要
求
す
る
も
の
の
、
効
果
の

点
で
は
純
粋
財
産
損
害
の
賠
償
も
許
容

し
て
い
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
銀
行
、
興
信

所
、
弁
護
士
、
公
認
会
計
士
等
々
が
提

供
し
た
不
実
の
情
報
を
信
じ
た
た
め
に

第
三
者
が
投
資
等
で
損
失
を
こ
う
む
っ

た
と
き
で
も
、
良
俗
違
反
に
よ
り
故
意

に
損
害
が
加
え
ら
れ
た
も
の
と
評
価
で

き
る
場
合
に
は
、
情
報
提
供
し
た
専
門

家
は
、

B
G
B
八
二
六
条
に
よ
り
、
被

害
者
に
生
じ
た
純
粋
財
産
損
害
を
賠
償

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

判
例
法
は
、
専
門
家
の
情
報
提
供
者

責
任
を
拡
げ
る
意
図
を
も
っ
て
、
こ
こ

で
も
責
任
の
成
立
要
件
を
著
し
く
緩
和

す
る
傾
向
に
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
銀
行

等
が
重
過
失
に
よ
り
業
務
上
の
注
意
義

務
に
違
反
し
て
不
実
の
情
報
を
第
三
者

に
提
供
し
た
場
合
に
は
良
俗
違
反
が
あ

る
と
解
さ
れ
、
ま
た
、
不
実
の
情
報
に

よ
り
第
三
者
が
損
害
を
こ
う
む
る
可
能

性
を
認
識
し
、
そ
れ
を
許
容
し
て
い
た

な
ら
ば
、
故
意
が
あ
る
と
解
さ
れ
て
い

る
の
で
あ
る
百
)
O

同
学
説
に
お
け
る
情
報
提
供
者
責
任

連
邦
通
常
裁
判
所
に
よ
り
展
開
さ
れ

た
判
例
法
は
、
主
に
契
約
責
任
に
基
盤

を
お
い
て
、
補
充
的
に
不
法
行
為
責
任

(
B
G
B
八
二
六
条
責
任
)
を
利
用
す

る
形
で
、
専
門
家
の
情
報
提
供
者
責
任

を
積
極
的
に
認
め
る
方
向
で
発
展
し
て

き
た
。
こ
れ
に
対
し
て
、
学
説
の
多
く

は
、
専
門
家
の
責
任
の
拡
張
に
は
肯
定

的
な
評
価
を
与
え
て
い
る
も
の
の
、
責

任
要
件
を
き
わ
め
て
技
巧
的
に
操
作
す

る
法
的
構
成
に
つ
い
て
は
批
判
的
な
声

を
強
め
て
き
て
い
る
。
そ
し
て
、
判
例

法
の
成
果
を
整
理
し
て
、
新
た
な
法
的

構
成
に
よ
る
包
括
的
な
責
任
要
件
の
創

造
の
試
み
も
提
唱
さ
れ
て
い
る
。

そ
の
一
つ
は
、
「
信
頼
責
任
(
〈

R
，

可
山
口
自
印
町
民

E
ロm
)
L

の
主
張
で
あ
る
。

た
と
え
ば
、
信
頼
責
任
の
考
え
方
を
一

般
的
に
展
開
し
た
カ
ナ
1
リ
ス
は
、
専

門
家
の
情
報
提
供
者
責
任
も
契
約
締
結

上
の
過
失
の
理
論
の
発
展
上
に
位
置
す

る
第
三
の
|
|
契
約
責
任
・
不
法
行
為

責
任
と
相
違
す
る
|
|
l
責
任
類
型
た
る

信
頼
責
任
に
基
礎
づ
け
る
こ
と
が
で
き

る
と
述
べ
て
い
る
(
凶
)
O
'

ま
た
、
第
二
に
、
専
門
家
の
情
報
提

供
者
責
任
を
不
法
行
為
法
の
発
展
線
上

に
位
置
づ
け
、
「
他
人
の
財
産
を
保
護

す
る
た
め
の
社
会
生
活
上
の
義
務

(
〈
司

wo宵
印
匂
目
。
宮
σ
ロ
N

ロ
ヨ
∞
の
『
巳
N

片
足
自
己

g
〈
耳
目

αmg印)
L

を
肯
定
す

る
こ
と
で
こ
の
問
題
を
解
決
し
よ
う
と

す
る
試
み
も
主
張
さ
れ
て
い
る
。
こ
の

強
力
な
主
張
者
で
あ
る
フ
ォ
ン
・
パ
ー

ル
は
、
判
例
法
の
展
開
か
ら
こ
の
よ
う

な
不
法
行
為
要
件
が
事
実
上
成
立
し
て

い
る
こ
と
を
検
証
し
よ
う
と
努
め
て
い

る
が
、
さ
ら
に
債
務
法
改
正
に
関
す
る

鑑
定
意
見
書
の
な
か
で
も
こ
の
問
題
を

と
り
あ
げ
て
、
専
門
家
の
情
報
提
供
者

責
任
に
関
す
る
新
た
な
不
法
行
為
規
定

を
提
案
し
て
い
る
(
盟
。

こ
の
ほ
か
に
も
、
こ
こ
で
は
紙
数
の

関
係
で
触
れ
る
乙
と
が
で
き
な
い
が
、

専
門
家
の
情
報
提
供
者
責
任
に
関
し
て

は
、
契
約
責
任
、
不
法
行
為
責
任
お
よ

び
そ
の
中
間
形
態
、
あ
る
い
は
第
三
の

責
任
類
型
と
多
様
な
根
拠
づ
げ
が
学
説

に
よ
り
模
索
・
検
討
さ
れ
て
い
る
。
こ

の
事
実
か
ら
も
わ
か
る
よ
う
に
、
ド
イ

ツ
に
お
け
る
専
門
家
の
責
任
は
、
情
報

提
供
者
責
任
の
分
野
で
、
他
の
責
任
分

野
と
相
違
す
る
独
自
な
展
開
を
示
し
て

お
り
、
ま
た
、
適
切
な
拡
張
と
有
効
な

枠
付
け
の
努
力
が
払
わ
れ
て
い
る
の
で

あ
る
。
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弁
護
士
の
責
任

専
門
家
と
し
て
の
弁
護
士
と

そ
の
責
任
の
現
状

山
弁
護
士
の
資
格
・
地
位
と
役
割

ド
イ
ツ
に
お
け
る
弁
護
士
(
同

R
v
g
a

gdgR)
は
、
す
べ
て
の
法
律
事
務

に
関
す
る
資
格
あ
る
助
言
者
・
代
理
人

で
あ
り
、
司
法
の
独
立
機
関
と
し
て
、



比較法(2}一一ドイツ

自
由
業
を
営
む
も
の
で
あ
る
(
連
邦
弁

護
士
法

a
g骨
肉
円
耳
目
ロ
毛
色
g
o
a
a

ロロロ
m
以
下
、

2
汁
護
士
法
し
と
い
う
)
一

条
・
二
条
・
三
条
)
。
弁
護
士
は
、
原
則

と
し
て
一
つ
の
通
常
裁
判
所
に
つ
い
て

の
み
職
務
を
許
可
さ
れ
(
単
数
許
可
制

(
同
法
一
八
条
)
)
、
高
等
裁
判
所
管
轄

区
域
ご
と
に
設
置
さ
れ
る
弁
護
士
会

(同

R
E印凶ロ
JS-zwmBgR)
に
所

属
す
る
(
同
法
六

O
条
)
。
弁
護
士
と
な

る
た
め
に
は
、
ド
イ
ツ
の
国
家
試
験
に

合
格
し
て
裁
判
官
の
資
格
を
取
得
す
る

か
、
ま
た
は
、

E
C
各
国
で
弁
護
士
資

格
を
得
た
う
え
で
弁
護
士
適
性
試
験
に

合
格
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
(
弁
護
士

法
四
条
)
0

弁
護
士
と
し
て
弁
護
士
会

に
登
録
し
た
者
は
、
一
九
九
四
年
に
お

い
て
、
七
万
四
三
八
人
で
あ
る
(
初
)
O

弁
護
士
は
、
自
治
組
織
で
あ
る
弁
護

士
会
に
よ
り
監
督
さ
れ
て
い
る
。
専
門

家
た
る
弁
護
士
の
職
務
義
務
に
違
反
す

る
場
合
に
は
、
軽
い
と
き
に
は
弁
護
士

会
の
役
員
会
に
よ
り
詰
責
さ
れ
、
重
い

と

き

に

は

弁

護

士

懲

戒

裁

判

所

(開宵

g唱
巳
岳
件
)
に
よ
り
懲
戒
さ
れ

る
が
(
同
法
七
四
条
・
一
一
三
条
以
下
て

そ
の
基
準
と
な
る
職
務
義
務
は
、
弁
護

士
法
の
第
三
部
(
一
般
条
項
と
し
て
、

同
法
四
三
条
)
に
抽
象
的
に
は
定
め
ら

第4章

れ
て
い
る
が
、
具
体
的
に
は
連
邦
弁
護

士
会
が
指
針
の
形
で
定
め
る
も
の
と
さ

れ
て
い
る
(
同
法
一
七
七
条
二
項
二
号
)

五
)
。
こ
の
職
務
義
務
は
、
第
一
次
的

に
は
懲
戒
基
準
と
な
る
倫
理
的
な
性
格

を
有
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
弁
護
士
の

民
事
責
任
の
判
断
基
準
に
も
影
響
を
与

え
る
も
の
で
あ
る
。

ド
イ
ツ
で
は
、
区
裁
判
所
を
除
い
て

民
事
訴
訟
で
は
弁
護
士
強
制
が
行
な
わ

れ

(

民

事

訴

訟

法

(
N
ま-胃
O
N
色目

。丘

E
口
問
)
七
八
条
て
そ
の
他
の
訴
訟

で
も
一
般
的
に
弁
護
士
強
制
が
行
な

わ
れ
て
お
り
、
さ
ら
に
訴
訟
費
用
を

負
担
す
る
権
利
保
護
保
険
(
河
内
江
戸
卒

印
岳
己
N
4
0
吋印円。
F
Rロ
ロ
也
、
が
発
展
し
て

い
る
た
め
に
(
呂
、
弁
護
士
が
一
般
市

民
の
法
律
事
務
に
関
与
す
る
機
会
は
わ

が
国
に
比
べ
て
大
き
い
。
な
お
、
弁
護

士
報
酬
を
定
め
る
法
律
と
し
て
連
邦
弁

護

士

報

酬

法

(

同

R
耳
目
口
当
色
ZE

m岳
民
肖
巾
ロ
。
丘
ー
ロ
ロ
ロ
一
閃
)
が
あ
る
。

ω
弁
護
士
の
民
事
責
任
の
現
状

担
当
し
た
法
律
事
務
に
お
け
る
過
誤

を
原
因
と
し
て
、
弁
護
士
に
対
し
て
損

害
賠
償
が
請
求
さ
れ
る
事
態
は
、
ド
イ

ツ
で
は
近
年
に
な
っ
て
き
わ
め
て
増
加

し
て
き
て
い
る
。
統
計
的
な
デ

1
タ
で

は
な
い
が
、
た
と
え
ば
、
プ
リ
ン
ツ

は
、
一
九
八
六
年
に
、
平
均
的
な
ド
イ

ツ
の
弁
護
士
は
二
年
半
に
一
件
の
割
合

で
過
誤
に
よ
る
損
害
賠
償
請
求
を
受
け

て
い
る
と
し
(
担
、
ま
た
、
ボ
ル
グ
マ

ン
ら
は
、
年
間
約
八

O
O件
の
訴
訟
が

弁
護
士
に
対
し
て
提
起
さ
れ
て
い
る
と

述
べ
て
い
る
(
M
)
O

さ
ら
に
、
旧
西
ド

イ
ツ
地
域
の
弁
護
士
責
任
保
険
の
三
分

の
二
を
扱
っ
て
い
る
ア
リ
ア
ン
ツ
保
険

会
社
に
よ
る
と
、
一
九
九

O
年
に
は
一

万
二
、

0
0
0件
の
保
険
金
請
求
を
処

理
し
た
と
し
て
お
り
、
先
の
弁
護
士
数

を
考
え
合
わ
せ
る
と
、
全
弁
護
士
の
約

三
分
の
一
が
何
ら
か
の
形
で
弁
護
士
活

動
に
伴
っ
て
損
害
賠
償
の
請
求
を
受
け

た
こ
と
に
な
る
(
担
。
こ
の
事
実
か
ら

み
る
と
、
ド
イ
ツ
の
弁
護
士
は
専
門
家

と
し
て
非
常
に
重
い
責
任
負
担
の
下
に

お
か
れ
て
い
る
、
と
い
う
こ
と
が
で
き

よ
〉
フ
(
お
)
。弁

護
士
の
民
事
責
任

右
に
み
た
よ
う
に
、
ド
イ
ツ
に
お
け

る
弁
護
士
の
不
適
切
な
役
務
提
供
に
対

す
る
民
事
責
任
の
追
及
に
は
、
大
変
厳

し
い
も
の
が
あ
る
。
こ
の
弁
護
士
の
民

事
責
任
追
及
に
用
い
ら
れ
る
責
任
根
拠

は
、
弁
護
士
の
業
務
が
近
年
に
な
っ
て

急
速
に
拡
大
し
て
い
る
こ
と
に
対
応
し

て
、
多
彩
な
も
の
と
な
っ
て
き
て
い

る
。
す
な
わ
ち
、
弁
護
士
が
訴
訟
代
理

人
と
し
て
だ
け
で
は
な
く
、
破
産
管
財

人
・
遺
言
執
行
人
・
信
託
の
受
託
者
・

後
見
人
等
と
し
て
活
動
し
、
ま
た
、
単

な
る
事
務
処
理
を
超
え
て
助
言
・
顧
問

的
な
仕
事
や
鑑
定
的
な
仕
事
を
多
く
行

な
う
よ
う
に
な
る
に
従
っ
て
、
そ
の
役

務
の
性
格
も
変
化
し
、
そ
れ
に
伴
っ
て

多
様
な
責
任
を
負
う
よ
う
に
な
っ
て
き

て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
、
弁
護

士
の
民
事
責
任
の
全
体
を
明
ら
か
に
す

る
余
裕
は
な
い
の
で
、
も
っ
と
も
基
礎

的
な
責
任
形
態
に
つ
い
て
概
観
す
る
こ

と
に
し
た
い
(
担
。
そ
の
さ
い
、

ω弁

護
士
が
依
頼
者
に
対
し
て
負
う
責
任
と

ω第
三
者
に
対
し
て
負
う
責
任
に
分
け

て
検
討
す
る
の
が
便
宜
で
あ
ろ
う
。

ω
依
頼
者
に
対
す
る
責
任

①
責
任
の
法
的
根
拠

弁
護
士
と
依
頼
者
と
の
聞
に
は
契
約

関
係
が
あ
り
、
弁
護
士
の
不
適
切
な
役

務
提
供
が
依
頼
者
に
与
え
る
損
害
も
純

粋
財
産
損
害
が
中
心
に
な
る
た
め
、
依

頼
者
が
弁
護
士
の
民
事
責
任
を
問
う
場

合
に
は
、
契
約
責
任
が
根
拠
と
さ
れ

る。
依
頼
者
と
弁
護
士
聞
に
締
結
さ
れ
る

弁
護
士
契
約
は
、
ド
イ
ツ
民
法

(
B
G
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B
)
で
は
委
任
を
無
償
契
約
と
定
め
て

い
る
た
め
に
、
委
任
に
分
類
す
る
こ
と

が
で
き
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
一
部
の

任
務
に
つ
い
て
は
請
負
と
解
さ
れ
て
い

る
が
、
通
常
の
任
務
の
領
域
で
は
雇
傭

と
し
て
扱
わ
れ
、
い
ず
れ
に
せ
よ
事
務

処
理
を
目
的
と
す
る
た
め
に
、
委
任
の

規
定
の
大
部
分
を
準
用
す
る
有
償
事
務

処
理
契
約

(
B
G
B
六
七
五
条
)
(
お
)
と

解
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
こ
の
六

七
五
条
と
弁
護
士
の
職
務
義
務
を
定
め

る
弁
護
士
法
が
主
な
根
拠
と
な
っ
て
、

契
約
責
任
が
問
わ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

し
か
し
、
実
定
法
に
定
め
る
職
務
義
務

は
抽
象
的
で
あ
る
た
め
、
判
例
は
弁
護

士
の
職
務
に
即
し
て
依
頼
者
に
対
し
て

契
約
上
負
担
す
る
具
体
的
な
職
務
義
務

を
形
成
し
て
お
り
、
判
例
法
の
発
展
の

著
し
い
分
野
と
な
っ
て
い
る
。

②
契
約
の
成
立

依
頼
者
か
ら
職
務
依
頼
を
受
げ
た
弁

護
士
は
、
職
務
を
引
き
受
け
な
い
場
合

に
は
遅
滞
な
く
拒
絶
の
意
思
表
示
を
し

な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
過
失
に
よ
り
遅
滞

し
た
こ
と
に
よ
り
生
じ
た
損
害
賠
償
責

任
を
負
担
す
る
(
弁
護
士
法
四
四
条
)

0

こ
れ
は
契
約
締
結
上
の
過
失

(2-宮

山口

g
z
s
Zロ
号
)
に
よ
る
責
任
と
解

さ
れ
て
い
る
。

弁
護
士
契
約
か
ら
生
じ
る
職
務

義
務

弁
護
士
の
責
任
が
問
題
に
な
る
事
例

に
お
い
て
、
判
例
は
、
弁
護
士
が
負
担

す
る
職
務
義
務
を
具
体
的
な
事
案
に
即

し
て
多
様
に
設
定
し
て
お
り
、
そ
れ
を

個
々
に
列
挙
す
る
こ
と
は
不
可
能
に
近

い
。
整
理
し
た
形
で
は
、
次
の
よ
う
な

職
務
義
務
が
認
め
ら
れ
て
い
る
。

ω
依
頼
者
の
指
図
の
遵
守
義
務

弁
護
士
の
任
務
は
依
頼
者
の
利
益
を

守
る
こ
と
に
あ
る
た
め
、
依
頼
者
の
指

図
に
基
本
的
に
拘
束
さ
れ
る
。
指
図
か

ら
逸
脱
で
き
る
場
合
は
例
外
で
あ
っ

て
、
そ
の
逸
脱
が
依
頼
者
の
利
益
か
ら

み
て
正
当
化
で
き
る
場
合
に
か
ぎ
ら
れ

る

(
B
G
B
六
六
五
条
)
。
た
だ
し
、
専

門
家
た
る
弁
護
士
は
、
専
門
知
識
の
な

い
依
頼
者
の
不
明
確
な
指
図
や
疑
問
が

あ
る
指
図
に
単
純
に
従
う
べ
き
で
は
な

く
、
む
し
ろ
後
に
述
べ
る
助
言
・
教
示

義
務
を
行
使
し
て
、
指
図
の
明
確
化
や

変
更
を
求
め
ね
ば
な
ら
な
い
。
ま
た
、

依
頼
者
の
利
益
に
と
っ
て
法
的
な
い
し

経
済
的
に
決
定
的
な
影
響
を
与
え
る
事

項
を
実
施
す
る
に
つ
い
て
は
、
弁
護
士

は
依
頼
者
の
具
体
的
な
指
図
を
求
め
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
そ
う
で
な
い
か

ぎ
り
に
お
い
て
は
、
依
頼
者
の
包
括
的

③ 

な
指
図
の
範
囲
内
で
、
最
適
と
考
え
ら

れ
る
手
段
を
選
択
す
る
裁
量
権
を
も
有

し
て
い
る
。
な
お
、
依
頼
者
の
違
法
な

指
図
に
は
従
う
義
務
は
な
い
し
、
む
し

ろ
そ
れ
を
拒
絶
す
る
権
利
を
有
す
る

(
弁
護
士
法
四
五
条
一
号
)
。
こ
こ
で
問

題
に
な
る
依
頼
者
の
指
図
と
弁
護
士
の

裁
量
権
お
よ
び
助
言
・
教
示
義
務
の
相

互
関
係
に
つ
い
て
は
、
患
者
の
自
己
決

定
権
と
医
師
の
裁
量
権
お
よ
び
説
明
義

務
の
関
係
に
類
似
す
る
も
の
が
あ
る
。

ω
事
案
解
明
義
務

弁
護
士
は
、
職
務
を
実
施
す
る
に
さ

い
し
て
、
対
象
と
な
る
事
件
が
い
か
な

る
も
の
か
、
事
実
関
係
を
解
明
す
る
義

務
を
負
う
。
事
案
を
解
明
す
る
た
め
に

は
、
依
頼
者
か
ら
だ
り
で
は
な
く
、
場

合
に
よ
っ
て
は
相
手
方
の
事
情
聴
取
を

含
め
て
、
必
要
な
調
査
を
実
施
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。

ω
権
利
関
係
調
査
義
務

弁
護
士
は
、
対
象
と
な
る
事
案
の
解

明
に
基
づ
き
、
権
利
関
係
が
ど
の
よ
う

な
も
の
か
を
調
査
・
研
究
す
る
義
務
を

負
う
。
そ
の
さ
い
に
、
法
律
・
判
例
に

あ
た
り
、
誤
り
な
き
を
期
さ
ね
ば
な
ら

な
い
。
公
知
で
は
な
い
よ
う
な
法
律
に

つ
い
て
も
知
識
が
要
求
さ
れ
、
ま
た
、

判
例
に
つ
い
て
は
、
公
式
判
例
集
ば
か

り
で
な
く
専
門
雑
誌
に
も
注
目
し
て
、

最
新
の
状
況
を
把
握
す
る
こ
と
が
要
求

さ
れ
る
(
鈎
)
O

制
助
言
・
教
示
義
務

弁
護
士
は
、
依
頼
者
に
対
し
て
、
事

案
の
状
況
と
見
通
し
に
関
し
て
一
般
的

.
包
括
的
か
つ
可
能
な
か
ぎ
り
完
全
な

説
明
を
な
し
、
ま
た
、
必
要
に
応
じ
て

経
済
的
な
リ
ス
ク
に
つ
い
て
も
教
示

し
、
そ
し
て
、
も
っ
と
も
安
全
で
危
険

の
少
な
い
と
る
べ
き
手
段
を
助
言
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
(
初
)
O

こ
の
も
っ
と

も
安
全
で
目
的
に
合
致
し
た
方
法
を
採

用
す
る
こ
と
は
、
助
言
・
教
示
の
領
域

ば
か
り
で
な
く
、
弁
護
士
の
職
務
一
般

に
要
請
さ
れ
て
い
る
。

ω
書
類
綴
り
作
成
・
保
管
義
務

弁
護
士
は
依
頼
さ
れ
た
事
件
に
つ
い

て
書
類
綴
り
を
作
成
し
、
保
管
す
る
義

務
を
負
う
(
弁
護
士
法
五

O
条)。

同
守
秘
義
務

弁
護
士
は
依
頼
さ
れ
た
事
件
に
関
し

て
知
り
え
た
事
実
に
つ
い
て
守
秘
義
務

を
負
う
。
こ
の
守
秘
義
務
は
、
刑
法
そ

の
他
の
法
律
に
よ
っ
て
も
要
請
さ
れ
て

い
る
。④
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職
務
義
務
違
反
と
弁
護
士
の
契

約
責
任

弁
護
士
の
契
約
責
任
は
、
前
述
の
職
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務
義
務
違
反
を
根
拠
に
主
に
積
極
的
債

権
侵
害
を
理
由
と
す
る
損
害
賠
償
責
任

と
し
て
問
責
さ
れ
る
。
弁
護
士
法
五
一

条
は
、
こ
の
損
害
賠
償
請
求
権
の
消
滅

時
効
を
請
求
権
発
生
時
ま
た
は
契
約
終

了
時
か
ら
三
年
と
定
め
て
い
る
。
も
っ

と
も
、
判
例
に
よ
れ
ば
、
弁
護
士
は
自

己
の
職
務
上
の
過
誤
と
、
そ
れ
か
ら
生

じ
る
賠
償
請
求
権
の
存
在
に
つ
い
て
依

頼
者
に
教
示
す
る
義
務
が
あ
り
、
こ
の

教
示
違
反
義
務
が
あ
る
場
合
に
は
、
原

状
回
復
の
手
段
と
し
て
消
滅
時
効
に
か

か
っ
た
損
害
賠
償
請
求
権
は
な
お
行
使

可
能
に
な
る
と
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
た

め
、
弁
護
士
は
、
実
質
的
に
は
、
時
効

を
主
張
す
る
こ
と
が
困
難
な
状
況
に
お

か
れ
て
い
る
五
)
。

⑤
責
任
制
限

弁
護
士
が
依
頼
者
と
の
聞
の
契
約
で

免
責
特
約
を
定
め
る
こ
と
に
つ
い
て

は、

B
G
B
二
七
六
条
二
項
(
故
意
に

関
す
る
免
責
特
約
の
禁
止
)
お
よ
び
約

款
規
制
法

(
A
G
B
G
)
の
制
約
が
あ

り
、
認
め
ら
れ
な
い
。
し
か
し
、
連
邦

弁
護
士
会
の
定
め
た
規
則
(
沼
)
な
ど

を
根
拠
に
、
弁
護
士
が
通
常
加
入
し
て

い
る
事
件
一
件
あ
た
り
五

O
万
マ
ル
ク

の
責
任
保
険
の
金
額
を
限
度
に
責
任
を

負
う
と
す
る
責
任
最
高
限
度
額
を
約
定

す
る
こ
と
は
許
さ
れ
る
と
解
さ
れ
て
い

る
(
お
)
O

現
在
審
議
中
の
弁
護
士
・
弁

理
士
の
職
務
法
の
改
訂
に
関
す
る
法
律

案
は
、
こ
の
点
を
法
律
上
明
確
に
す
る

こ
と
を
意
図
し
て
、
責
任
保
険
の
強
制

保
険
化
と
責
任
制
限
に
関
す
る
規
定
を

お
い
て
い
る
員
)
。

間
第
三
者
に
対
す
る
責
任

弁
護
士
が
第
三
者
に
対
し
て
民
事
責

任
を
負
う
場
合
と
し
て
は
、
弁
護
士
が

誤
っ
た
情
報
を
提
供
し
た
こ
と
に
よ
り

第
三
者
が
損
害
を
乙
う
む
っ
た
事
例
が

も
っ
と
も
多
い
。
こ
の
第
三
者
に
対
す

る
情
報
提
供
者
責
任
に
関
し
て
は
、
す

で
に
検
討
を
加
え
た
の
で
、
こ
こ
で
は

再
述
し
な
い
(
前
号
三
六
頁
以
下
参

照
)
。
そ
こ
で
述
べ
た
責
任
は
、
弁
護

士
に
典
型
的
に
妥
当
す
る
も
の
で
あ

ヲ

G

。ω
履
行
確
保
措
置

現
行
法
上
で
は
、
連
邦
弁
護
士
会
の

定
め
る
規
則
に
よ
り
弁
護
士
に
は
責
任

保
険
を
締
結
す
る
こ
と
が
義
務
づ
け
ら

れ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
法
的
義
務
で
は

な
い
。
審
議
さ
れ
て
い
る
職
務
法
の
改

正
法
が
成
立
し
た
場
合
に
は
、
弁
護
士

に
五

O
万
マ
ル
ク
の
責
任
保
険
を
締
結

す
る
義
務
を
課
す
強
制
保
険
制
度
が
導

入
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
ま
た
、
弁
護

士
は
、
そ
の
限
度
で
契
約
に
よ
り
依
頼

者
に
対
す
る
責
任
限
度
額
を
設
定
す
る

こ
と
が
可
能
に
な
る
(
前
掲

ω
@参
照
)

建
築
家
の
責
任

専
門
家
と
し
て
の
建
築
家
と

そ
の
責
任
の
現
状

ω
建
築
家
の
資
格
・
地
位
と
役
割

ド
イ
ツ
に
お
け
る
建
築
家
(
〉
H
乱
斥
φ

宮
)
は
、
建
築
施
設
に
つ
い
て
建
築
許

可
の
た
め
の
建
築
確
認
図
書
類
の
作
成

の
権
限
を
有
し
、
設
計
(
宮
山
口
口

Em)

お
よ
び
監
理
(
∞
ω己
包
E
ロ
ぬ
)
に
か

か
わ
る
諸
業
務
を
実
施
す
る
。
建
築
家

の
資
格
、
職
務
義
務
、
お
よ
び
、
そ
の

自
治
的
団
体
に
か
か
わ
る
事
柄
は
、
州

(EE)
の
法
律
で
あ
る
建
築
家
法

(〉

R
E
Z
E
g
m
2
2
N
)
に
よ
り
規

定
さ
れ
て
い
る
。
建
築
家
と
な
る
た
め

に
は
、
原
則
と
し
て
、
大
学
等
で
専
門

教
育
を
受
け
て
学
業
修
了
証
書
(
ロ
ヤ

1
0
5
)
を
取
得
し
、
さ
ら
に
二
年
程

度
の
実
務
経
験
を
積
ん
で
州
の
建
築
家

名
簿

(KFRFEWES-目的
Z)
に
登
録

す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
建
築
家
名

簿
に
登
録
さ
れ
た
者
は
、
現
在
で
は
、

約
七
万
人
(
う
ち
、
建
築
家
・
約
六
万

五、

0
0
0
人
、
屋
内
建
築
家
・
約

三、

0
0
0人
、
庭
園
景
観
建
築
家
・

約
二
、

0
0
0人
)
で
あ
り
、
建
築
物

の
設
計
・
監
理
に
か
か
わ
る
建
築
家
の

う
ち
の
約
三
万
五

O
O人
が
フ
リ
ー
ラ

ン
サ
ー
、
約
三
万
人
が
官
庁
・
企
業
に

雇
傭
さ
れ
た
建
築
家
で
あ
る
(
お
)
。

建
築
家
は
、
自
治
組
織
で
あ
る
州
の

建
築
家
会
(
〉

R
E
Z
E
g
w
m
B
a

B
司
)
に
よ
り
監
督
さ
れ
て
い
る
。
職

務
義
務
に
違
反
す
る
場
合
に
は
、
建
築

家
会
に
設
置
さ
れ
る
建
築
家
職
業
裁
判

所
(
〉
R
E
Z宮
g
i
切
号
民
話
耳
目
。
宮
)

に
よ
り
懲
戒
さ
れ
る
が
、
そ
の
基
準
と

な
る
職
務
義
務
は
、
建
築
家
会
の
制
定

す
る
建
築
家
職
業
規
則
(
切
司
丘
g
E
'

ロ
ロ
ロ
閃
)
に
よ
り
詳
細
に
定
め
ら
れ
て

い
る
。
こ
の
職
務
義
務
は
建
築
家
の
民

事
責
任
に
も
影
響
を
与
え
る
も
の
で
あ

る
が
、
建
築
家
の
場
合
に
は
、
職
務
義

務
の
履
行
が
設
計
・
監
理
と
い
う
仕
事

と
し
て
現
わ
れ
る
た
め
、
一
般
的
に

は
、
仕
事
の
暇
庇
の
側
面
か
ら
民
事
責

任
を
問
わ
れ
る
。

な
お
、
建
築
家
の
報
酬
は
、
連
邦
レ

ベ
ル
の
法
規
命
令
で
あ
る
建
築
家
・
技
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師
業
務
報
酬
規
程
(
回
日
向
。
丘

E
D
m

E
円
〉
叶
岳
町

W
E
B
S門
同
日
口
問
。
巳

2
5

[同
O
K
F
H
]
)

に
よ
り
最
高
額
と
最
低

額
が
法
定
さ
れ
て
い
る
。

間
建
築
家
の
民
事
責
任
の
現
状

わ
が
国
で
は
建
築
家
の
責
任
が
問
わ

れ
る
こ
と
が
き
わ
め
て
少
な
く
、
そ
の

責
任
が
問
題
と
な
り
う
る
事
例
で
も
、

多
く
は
建
築
請
負
人
へ
の
責
任
転
嫁
に

よ
り
、
設
計
・
監
理
に
携
わ
る
建
築
家

の
責
任
が
不
聞
に
付
さ
れ
て
い
る
と
い

わ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
そ
の
原
因

は
、
建
築
家
と
建
築
請
負
人
の
馴
れ
合

い
関
係
や
建
築
家
の
職
能
に
対
す
る
国

民
の
認
知
度
の
低
さ
に
あ
る
と
指
摘
さ

れ
て
い
る
。
か
よ
う
な
わ
が
国
の
現
状

と
好
ん
で
対
比
さ
れ
る
の
が
、
ド
イ
ツ

の
状
況
で
あ
る
。
こ
の
分
野
の
研
究
者

も
分
析
・
明
ら
か
に
す
る
ご
と
く
、
ド

イ
ツ
の
建
築
家
の
民
事
責
任
に
関
す
る

裁
判
例
は
、
数
量
的
に
も
多
く
、
ま
た

内
容
的
に
も
豊
富
で
あ
る
。
こ
の
点
か

ら
も
、
ド
イ
ツ
の
建
築
家
は
、
わ
が
国

の
建
築
家
よ
り
も
厳
格
な
責
任
の
下
に

あ
る
と
い
う
こ
と
が
で
き
よ
う
翁
)
O

建
築
家
の
民
事
責
任

弁
護
士
の
仕
事
は
、
訴
訟
遂
行
に
典

型
的
に
現
わ
れ
る
よ
う
に
、
仕
事
の
成

果
が
保
障
さ
れ
た
も
の
で
は
な
く
、
仕

事
に
過
誤
が
あ
っ
た
場
合
の
損
害
も
、

主
と
し
て
純
粋
財
産
損
害
の
形
で
発
生

す
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
建
築
家
の
仕

事
は
、
そ
の
成
果
が
建
築
物
の
完
成
と

し
て
結
実
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の

で
あ
り
、
ま
た
仕
事
に
過
誤
が
あ
っ
た

場
合
の
損
害
も
、
建
築
物
の
欠
陥
や
人

身
事
故
と
し
て
物
損
な
い
し
人
損
の
形

で
発
生
す
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
責
任

根
拠
と
法
的
構
成
に
お
い
て
も
、
お
の

ず
か
ら
両
者
の
聞
に
は
相
違
が
あ
る
。

山
注
文
者
に
対
す
る
責
任

①
責
任
の
法
的
根
拠

注
文
者
が
建
築
家
と
の
聞
に
締
結
す

る
建
築
家
契
約
は
、
仕
事
が
設
計
で
あ

る
か
監
理
で
あ
る
か
、
そ
の
双
方
を
含

む
か
に
応
じ
て
、
建
築
設
計
契
約
、
建

築
監
理
契
約
、
建
築
設
計
・
監
理
総
合

契
約
の
三
種
類
に
分
類
さ
れ
る
。
こ
の

三
種
類
の
建
築
家
契
約
の
性
質
に
つ
い

て
は
、
今
日
の
判
例
は
、
い
ず
れ
も
請

負
契
約
で
あ
る
と
解
し
て
い
る
。
そ
れ

ゆ
え
、
建
築
家
の
注
文
者
に
対
す
る
民

事
責
任
と
し
て
は
、
ま
ず
、
請
負
の
暇

庇
担
保
責
任

(
B
G
B
六
三
三
条
以
下
)

が
問
題
に
な
る
。
ま
た
、
建
築
家
は
仕

事
の
給
付
に
あ
た
っ
て
注
文
者
に
対
し

て
付
随
的
に
義
務
も
負
っ
て
い
る
た

め
、
付
随
義
務
違
反
に
よ
る
積
極
的
債

権
侵
害
の
責
任
も
問
題
に
な
る
(
釘
)
O

②
建
築
家
の
暇
肱
担
保
責
任

建
築
家
は
、
設
計
・
監
理
の
暇
蹴
に

対
し
て
請
負
の
暇
庇
担
保
責
任
を
負

う
。
設
計
の
暇
庇
は
、
建
築
確
認
を
得

ら
れ
な
い
場
合
、
建
築
の
技
術
水
準
に

達
し
て
い
な
い
場
合
、
契
約
の
基
礎
と

さ
れ
た
経
済
的
な
要
求
に
応
じ
て
い
な

い
場
合
等
に
存
在
す
る
。
監
理
の
暇
庇

は
、
施
工
が
建
築
規
則
や
設
計
と
合
致

す
る
こ
と
の
監
督
を
怠
っ
た
と
き
に
存

在
す
る
。

暇
抗
担
保
責
任
と
し
て
は
、
第
一

に
、
暇
庇
修
補
請
求
権
h

同
六
三
三
条
)

が
問
題
に
な
る
。
し
か
し
、
判
例
は
、

設
計
建
築
家
の
仕
事
は
精
神
的
な
も
の

に
か
ぎ
ら
れ
て
い
る
た
め
、
施
工
後
に

建
築
物
を
修
補
す
る
こ
と
で
仕
事
を
修

補
す
る
こ
と
は
無
意
味
で
あ
る
と
し
、

注
文
者
の
建
築
家
に
対
す
る
施
工
後
の

修
補
請
求
権
を
否
定
し
て
い
る
。
な

お
、
損
害
賠
償
請
求
を
避
け
る
た
め
に

建
築
家
が
自
主
的
に
修
補
を
す
る
権
利

が
あ
る
か
に
つ
い
て
は
議
論
が
あ
る

が
、
連
邦
建
築
家
会
が
定
め
る
建
築
家

契
約
約
款
に
お
い
て
は
、
修
補
を
依
頼

す
る
よ
う
に
建
築
家
は
注
文
者
に
要
求

で
き
る
と
す
る
条
項
が
挿
入
さ
れ
て
い

ヲ
h

v

(

謁
)
。

建
築
家
の
暇
庇
担
保
責
任
で
は
、
暇

肱
修
補
請
求
権
が
大
き
な
意
味
を
も
た

な
い
の
と
同
様
に
、
解
除
権
や
報
酬
減

額
請
求
権
(
同
六
三
四
条
)
も
、
注
文

者
の
救
済
に
と
っ
て
実
質
的
な
意
味
を

も
た
な
い
。
こ
れ
に
対
し
て
、
注
文
者

の
被
害
救
済
に
も
っ
と
も
大
き
な
意
義

を
有
す
る
の
が
、
建
築
家
の
有
責
な
不

履
行
を
理
由
と
す
る
注
文
者
の
損
害
賠

償
請
求
権
(
同
六
三
五
条
)
で
あ
る
。

す
な
わ
ち
、
建
築
家
は
、
仕
事
の
暇
肱

と
密
接
・
直
接
的
な
関
係
を
も
っ
損
害

お
よ
び
近
い
暇
抗
惹
起
損
害
に
つ
い
て

は
、
建
築
物
に
生
じ
た
損
害
お
よ
び
そ

れ
か
ら
派
生
す
る
損
害
を
含
め
て
、
損

害
賠
償
責
任
を
負
う
の
で
あ
る
。

な
お
、
暇
庇
担
保
責
任
の
消
滅
時
効

は
、
仕
事
の
引
取
か
ら
五
年
で
あ
る

(
同
六
三
八
条
)
。
だ
が
、
建
築
家
は
建

築
物
の
暇
杭
の
原
因
と
な
る
設
計
暇
庇

に
つ
い
て
開
示
し
、
そ
の
結
果
と
し
て

生
じ
る
注
文
者
の
権
利
に
つ
い
て
教
示

す
る
義
務
が
あ
る
た
め
に
、
弁
護
士
の

責
任
の
場
合
と
同
様
に
、
消
滅
時
効
の

成
立
は
、
実
質
的
に
大
き
く
制
約
さ
れ

て
い
る
(
却
)
。

@
建
築
家
の
付
随
義
務
違
反
に
よ

る
責
任
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建
築
家
は
、
寝
抗
の
な
い
設
計
・
監

理
に
つ
い
て
責
任
を
負
う
ほ
か
に
、
建

築
と
関
連
す
る
諸
問
題
に
関
し
て
必
要

な
事
実
を
注
文
者
に
教
示
し
、
助
言
す

る
義
務
が
あ
る
。
こ
の
付
随
義
務
に
違

反
す
る
な
ら
ば
、
建
築
家
は
、
積
極
的

債
権
侵
害
を
理
由
と
す
る
損
害
賠
償
責

任
を
負
う
。
建
築
家
の
過
誤
に
よ
り
、

教
示
・
助
言
義
務
に
違
反
し
て
仕
事
と

離
れ
て
人
身
損
害
や
財
産
損
害
が
注
文

者
に
発
生
し
た
よ
う
な
と
き
に
は
、
積

極
的
債
権
侵
害
に
よ
る
損
害
賠
償
が
問

題
に
な
る
。
こ
の
さ
い
の
消
滅
時
効
は

三

O
年
で
あ
る
(
同
一
九
五
条
)

0

④

責

任

制

限

連
邦
建
築
家
会
の
定
め
る
建
築
家
契

約
約
款
の
な
か
で
は
、
建
築
家
の
暇
肱

あ
る
仕
事
に
関
し
て
、
原
則
と
し
て
、

軽
過
失
の
場
合
の
責
任
を
建
築
家
の
加

入
す
る
責
任
保
険
に
よ
り
填
補
さ
れ
る

金
額
に
制
限
す
る
旨
の
条
項
が
含
ま
れ

て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
責
任
制
限
に
つ

い
て
は
有
効
と
解
さ
れ
て
い
る
が
、
な

お
約
款
に
よ
る
責
任
制
限
の
細
か
な
部

分
に
関
し
て
は
異
論
も
あ
る
翁
)
。

ω
第
三
者
に
対
す
る
責
任

建
築
家
の
第
三
者
に
対
す
る
責
任
と

し
て
は
、
第
三
者
に
対
し
て
保
護
効
を

も
っ
契
約
の
形
で
、
建
築
家
の
負
担
す

る
保
護
義
務
が
注
文
者
と
一
定
の
関
係

に
あ
る
第
三
者
に
拡
張
さ
れ
る
こ
と
が

あ
る
。
そ
の
ほ
か
に
も
、
建
築
現
場
の

危
険
防
止
措
置
の
僻
怠
を
原
因
と
す
る

事
故
に
対
す
る
社
会
生
活
上
の
義
務
違

反
の
責
任

(
B
G
B
八
二
三
条
一
項
)

等
も
問
題
に
な
る
。
し
か
し
、
建
築
家

は
、
一
般
的
に
は
建
築
現
場
の
安
全
に

配
慮
す
る
義
務
は
な
く
、
監
理
契
約
の

内
容
に
よ
っ
て
建
築
現
場
の
安
全
に
責

任
が
生
じ
る
場
合
に
、
第
三
者
に
対
す

る
社
会
生
活
上
の
義
務
を
負
む
さ
れ
る

こ
と
に
な
る
。
な
お
、
建
築
家
に
つ
い

て
も
、
第
三
者
に
対
す
る
情
報
提
供
者

責
任
が
生
じ
る
場
合
が
あ
る
。

ω
履
行
確
保
措
置

弁
護
士
の
場
合
と
同
様
に
、
建
築
家

会
の
定
め
る
建
築
家
職
業
規
則
に
よ

り
、
建
築
家
は
、
責
任
保
険
に
加
入
す

る
こ
と
が
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
る
。
一

般
的
に
は
、
建
築
価
格
が
一
五

O
万
マ

ル
ク
ま
で
の
場
合
に
は
、
人
損
に
つ
い

て
一

O
O万
マ
ル
ク
、
そ
の
他
の
損
害

に
つ
い
て
は
一
五
万
マ
ル
ク
の
責
任
保

険
を
か
け
る
べ
き
だ
と
さ
れ
て
い
る

(
建
築
価
格
が
一
五

O
万
マ
ル
ク
を
超

え
る
場
合
に
は
、
そ
の
他
の
損
害
に
つ

い
て
の
保
険
金
額
は
三

O
万
マ
ル
ク
に

な
る
)
。
責
任
保
険
の
特
約
に
つ
い
て

は
、
各
州
の
建
築
家
会
の
連
合
組
織
で

あ
る
連
邦
建
築
家
会
が
保
険
業
界
と
協

議
し
て
取
り
決
め
て
い
る
(
色
。

(
1
)

、吋田口℃芹
N

」
o
n
F巾口一円)ぽ

ω
gロ門同町中

O
E
Eロ
m
g
号ユ
E
B
F
E
F
5
s
w

ωω
∞
同
・
タ
ウ
ピ
ッ
ツ
の
本
書
は
、
自
由

業
に
関
す
る
法
的
側
面
か
ら
の
最
初
の

包
括
的
な
大
研
究
で
あ
り
、
注
目
す
べ

き
も
の
で
あ
る
。
な
お
、
本
文
の
自
由

業
の
特
質
は
、
タ
ウ
ピ
ッ
ツ
の
あ
げ
た

八
つ
の
要
素
を
整
理
し
た
も
の
で
あ

マ
G

。

(
2
)

タ

ウ

ピ

ッ

ツ

の

前

掲

書

(
吋
自
立

F
仰
向

0
・uω

∞
町
内
・
)
を
参
考

に
し
た
分
類
で
あ
る
。

(
3
)

会
社
の
従
業
員
と
し
て
雇
傭
さ
れ

る
こ
と
は
、
特
に
ア
メ
リ
カ
の
プ
ロ
フ

ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
の
概
念
b
矛
盾
す
る
要

素
で
は
な
い
が
、
経
済
的
自
立
性
を
強

調
す
る
ド
イ
ツ
の
自
由
業
の
考
え
方
と

は
対
立
す
る
も
の
が
あ
る
。

(
4
)

ド
イ
ツ
に
お
い
て
1

専
門
家
の
責

任
し
と
い
う
場
合
に
は
、
通
常
は
、

切巾

E
同m
F
白片付ロロ
m
の
語
、
が
用
い
ら
れ
る

が
、
同
吋
印
n
E
m
口付巾げ同片付ロロ
m
H

や
]
W
凶同)巾円'

B
ロげ白骨ロロ
mと
い
う
語
も
使
用
さ
れ
て

い
る
。
な
お
、
ド
イ
ツ
の
専
門
家
の
責

任
で
は
、
自
由
業
従
事
者
の
な
か
で

も
、
前
項
に
あ
げ
た
④
教
育
的
・
精
神

科
学
的
職
務
従
事
者
や
@
芸
術
的
・
著

述
的
職
務
従
事
者
の
責
任
が
問
題
と
さ

れ
る
こ
と
は
な
く
、
反
対
に
、
自
由
業

に
属
さ
な
い
金
融
業
者
(
銀
行
等
)
の

責
任
を
含
め
て
論
じ
ら
れ
る
こ
と
が
多

い
。
し
た
が
っ
て
、
専
門
家
の
責
任
と

し
て
は
、
典
型
的
な
自
由
業
に
属
す
る

者
の
責
任
が
問
題
に
な
る
と
と
も
に
、

そ
れ
に
加
え
て
、
白
白
業
の
要
素
を
保

有
し
な
い
が
自
由
業
従
事
者
と
同
様
に

専
門
的
知
識
を
保
有
し
て
い
る
職
業

(
従
事
者
)
の
責
任
が
問
題
に
さ
れ
て

い
る
と
い
え
よ
う
。
そ
し
て
そ
の
さ
い

特
に
問
題
に
な
る
の
は
、
後
述
す
る
よ

う
に
、
専
門
家
が
与
え
た
虚
偽
の
情
報

を
信
頼
し
た
者
が
財
産
的
な
処
分
に
よ

り
損
失
を
こ
う
む
っ
た
場
合
に
お
け
る

専
門
家
の
情
報
提
供
者
と
し
て
の
責
任

の
問
題
で
あ
る
。

(
5
)

開

σ}円四
w
珂
-m吋ロ巾
H

・司
-u

一「N
E
u
c
w

g
∞
・
な
お
、
早
期
の
総
合
的
な
研
究
と

し
て
注
目
す
べ
き
も
の
に
、
冨
巾
ユ
自
由
w

回
目
印
l
』

O
R
E
B
一
切
巾

E貯
E
同庁

Emw

〈四円印刷
N
E
2
w
日

S
が
あ
る
。

(
6
)

ド
イ
ツ
の
不
法
行
為
法
で
は
、
基

本
的
構
成
要
件
の
三
分
法
か
ら
、
責
任

の
成
立
要
件
と
し
て
、
社
会
生
活
上
の

義
務
に
違
反
す
る
絶
対
権
侵
害

(
B
G

B
八
二
三
条
一
項
)
の
ほ
か
に
、
保
護

法
規
違
反
(
同
八
二
三
条
二
項
)
、
良

俗
違
反
(
同
八
二
六
条
)
が
あ
る
。
し

か
し
、
も
っ
と
も
利
用
さ
れ
る
不
法
行

為
規
定
は
、
社
会
生
活
上
の
義
務
に
違

反
す
る
絶
対
権
侵
害
で
あ
る
。

(
7
)

専
門
家
の
責
任
は
、
法
的
な
責
任

の
ほ
か
に
、
専
門
家
の
属
す
る
職
能
団

体
に
よ
る
自
治
的
な
制
裁
が
存
在
す
る

と
こ
ろ
に
、
そ
の
特
質
が
あ
る
。
本
総
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合
研
究
で
は
、
法
的
責
任
に
焦
点
を
当

て
て
い
る
た
め
に
、
団
体
に
よ
る
制
裁

に
つ
い
て
は
対
象
外
に
お
か
れ
る
。

(
8
)
B
G
B
二
五
三
条
参
照
。
な
お
、

ド
イ
ツ
に
お
ザ
る
慰
謝
料
制
度
に
つ
い

て
は
、
浦
川
道
太
郎
「
慰
謝
料
の
比
較

法
的
研
究
(
西
ド
イ
ツ
)
L

比
較
四
四

号
二

O
頁
(
一
九
八
二
年
)
参
照
。

(9)

純
粋
財
産
損
害
の
意
義
に
関
し
て

は
、
浦
川
道
太
郎
「
損
害
論
L

一
九
九

O
年
私
法
学
会
報
告
者
グ
ル
ー
プ
編
・

製
造
物
責
任
の
現
状
と
課
題
六
四
頁

(
商
事
法
務
研
究
会
、
一
九
九
二
年
)

参
照
。

(日

)
B
G
B
六
七
六
条
は
「
他
人
に
助

言
ま
た
は
推
奨
を
な
す
者
は
、
契
約
関

係
な
い
し
は
不
法
行
為
か
ら
生
じ
る
責

任
を
別
に
し
て
、
ヲ
」
の
助
言
ま
た
は
推

奨
に
従
っ
た
こ
と
に
よ
り
そ
の
他
人
に

生
じ
た
損
害
を
賠
償
す
る
義
務
を
負
わ

な
い
L

と
規
定
し
、
情
報
提
供
自
体
か

ら
責
任
が
生
じ
な
い
こ
と
を
明
ら
か
に

す
る
と
と
も
に
、
情
報
提
供
者
責
任
の

処
理
を
一
般
の
契
約
責
任
・
不
法
行
為

責
任
に
委
ね
て
い
る
。
本
条
の
成
立
史

を
含
め
て
、
ド
イ
ツ
に
お
け
る
情
報
提

供
者
責
任
を
詳
細
に
検
討
す
る
も
の
と

し
て
、
松
本
恒
雄
寸
ド
イ
ツ
法
に
お
け

る
虚
偽
情
報
提
供
者
責
任
論

ωωωL

民
商
七
九
巻
二
号
一
八
七
頁
以
下
・
三

号
三
八

O
頁
以
下
・
四
号
五
四
八
頁
以

下
(
一
九
七
八
年

1
七
九
年
)
が
あ

る
。
な
お
、
ド
イ
ツ
に
お
け
る
情
報
提

供
者
責
任
に
関
し
て
は
、
岡
孝
寸
情
報

提
供
者
の
責
任
」
現
代
契
約
法
大
系
的

三

O
六
頁
以
下
(
有
斐
閣
、
一
九
八
四

年
)
、
滝
沢
昌
彦
寸
ド
イ
ツ
法
に
お
け

る
『
専
門
家
の
責
任
L
L

川
井
健
編
・

専
門
家
の
責
任
一
三
三
頁
以
下
(
日
本

評
論
社
、
一
九
九
三
年
)
も
参
照
。

(
日
)
専
門
家
の
提
供
す
る
不
実
な
情
報

に
よ
っ
て
第
三
者
に
生
じ
る
損
害
は
、

た
と
え
ば
、
専
門
家
た
る
美
術
鑑
定
人

の
作
成
し
た
誤
っ
た
鑑
定
書
を
第
三
者

が
信
じ
て
偽
作
絵
画
を
購
入
す
る
な

ど
、
人
身
損
害
や
物
的
損
害
の
形
を
と

ら
な
い
純
粋
財
産
損
害
と
な
っ
て
現
わ

れ
る
の
が
通
例
で
あ
る
。

(ロ
)

H

N

の
N
印一山唱

ω白日・

(
日
)
戸
白
ロ
m

w

k

F
吋ロ
O

一
N
ロ
吋
口
氏
件
・

町
田
仲
ロ
ロ
阿
門
同
巾
H
1
dロユ凹円一町田洋凹同】江戸向日・
w

d
ぐ
℃

m
H由∞タ

ω-m]「

(
日
)
岡
・
前
掲
注
(
叩
)
二
二
八
頁
参

照。

(
日
)
切
の
出
』

N

E
∞
印
噌
由
印
H
u

切
の
出

Z
』
巧
巴
∞
戸

Ha∞
・
な
お
、
情
報
提
供

者
責
任
に
お
け
る
第
三
者
に
対
し
て
保

護
効
を
も
っ
契
約
の
活
用
の
拡
大
は
、

専
門
家
の
責
任
の
分
野
で
の
近
年
の
も

っ
と
も
注
目
に
値
す
る
、
セ
ン
セ
ー
シ

ョ
ナ
ル
な
展
開
だ
と
評
さ
れ
て
い
る
。

ロ
白
日
目
唱
何
冊
目
己
記
邑
!
日
開
口
付
羽
目
n
w
Z口問中

件。ロ仏印ロ
N
巾
ロ
仏
印
吋
肘
MH)
同三い巾口町白内庁ロロ
mu

』

N

H

U

一wHU
ω

・
ω
叶叶

(
日
山
)
切
の
国
N

叶
戸
同
日
同
・

(
口
)
詳
細
に
つ
い
て
は
、
松
本
・
前
掲

注
(
叩
)
民
商
七
九
巻
四
号
五
五

O
頁

以
下
参
照
。
な
お
、
冨
ロ
ロ
円
げ
巾
ロ
叩
吋

同
O
B
E
g
S吋
N
戸
HHH
切
の
切
噂
N
-

〉
口
出
・
ム

∞
N
m
L在
日
-
H
叶
N
R
(冨
巾
立
巾
ロ
少
回
目
印

』

O
R
E
g
)・

(四
)

(

U

自
白
円

g
u
n
-
2印
l

司
臣
叩

-
g
u

ω
n
F口付
N
m
m
印叩け
N
巾

ぐ

mH-w
巾『同印刷】一日
nF'

同巾ロ

Iω
円『ロ門
N
H
U

白山
n
H
M

け巾
P
山
口
一
司
巾
凹
4

い目

印
の
一
}
同
氏
汁
岳
叶
関
白
同
-
-
F同門巾ロ
N

H

U

∞
ω
w
ω
u

自
民
・
な
お
、
情
報
提
供
者
責
任
の
分
野

に
お
け
る
学
説
上
の
信
頼
責
任
の
主
張

に
関
し
て
は
、
松
本
・
前
掲
注
(
叩
)

民
商
七
九
巻
=
一
号
四
一
四
頁
以
下
、
岡

・
前
掲
注
(
叩
)
コ
二
九
頁
以
下
も
参

照。

(
四
)
フ
ォ
ン
・
パ

1
ル
は
、

B
G
B
の

不
法
行
為
規
定
に
以
下
の
よ
う
な
新
た

な
条
文
を
挿
入
す
る
よ
う
に
提
案
す

る。
八
二
八
条
〔
営
業
取
引
に
お
け
る
そ

の
他
の
加
害
〕

「
故
意
ま
た
は
過
失
に
よ
り
、
次
の

各
号
に
掲
げ
る
行
為
を
行
な
う
者
は
、

損
害
の
範
囲
を
予
見
す
べ
き
で
あ
っ
た

か
ぎ
り
に
お
い
て
、
こ
れ
に
よ
っ
て
生

じ
た
損
害
を
賠
償
す
る
義
務
を
負
う

一
職
業
的
活
動
に
よ
り
特
別
の
信

頼
を
得
る
地
位
を
享
受
し
、
相
手
方
が

こ
の
信
頼
を
主
張
で
き
る
に
も
か
か
わ

ら
ず
、
財
産
に
か
か
わ
る
業
務
に
お
い

て
、
特
定
の
人
に
不
実
の
情
報
を
与
え

も
し
く
は
回
収
庇
あ
る
推
奨
を
行
な
い
、

ま
た
は
新
た
な
知
識
が
あ
る
に
も
か
か

わ
ら
ず
訂
正
を
行
な
わ
な
い
者
」
。

4
・切出
H
J

門
町
江
田
氏
白
口
一
】
)
巾
]
山
町
片
的
H

目白
n
F
F

山
口
い
の
己
同
口
胃
自
己
ロ
仏
〈
O
吋田口げ]間関白

N

ロ
吋
己
ぴ
四
円
同
H1σ
刊日門戸ロ肉円山町凹

ω
nげ己
EE

円。
n
F
5
・回門同・口
u

H
由∞
H
W
ω

・]口町一]{・なお、

こ
の
点
に
関
し
て
は
、
浦
川
道
太
郎

寸
不
法
行
為
法
改
正
に
関
す
る
フ
ォ
ン

.
パ
ー
ル
の
立
法
的
提
案
L

下
森
定
ほ

か
編
著
・
西
ド
イ
ツ
債
務
法
改
正
鑑
定

意
見
の
研
究
五
五
五
頁
以
下
(
日
本
評

論
社
、
一
九
八
八
年
)
参
照
。

(
却
)
ド
イ
ツ
の
弁
護
士
制
度
な
ら
び
に

法
曹
養
成
制
度
の
最
近
の
動
向
を
報
告

す
る
も
の
と
し
て
、
村
上
淳
一
寸
ド
イ

ツ
に
お
け
る
法
律
家
養
成
の
現
況
L

ジ

ユ
リ
一

O
一
六
号
七
二
頁
以
下
(
一
九

九
三
年
)
、
小
田
中
聴
樹
寸
ド
イ
ツ
に

お
け
る
最
近
の
法
曹
養
成
制
度
改
革
の

動
き
と
そ
の
特
徴
L

ジ
ュ
リ
一

O
一
八

号
五
九
頁
以
下
(
一
九
九
三
年
)
、
ハ

イ
ン
リ
ッ
ヒ
・
メ
ン
ク
ハ
ウ
ス

J
卜
イ

ツ
の
弁
護
士
制
度
L

ジ
ュ
リ
一

O
一一一

号
八
六
頁
以
下
(
一
九
九
三
年
)
参

照
。
な
お
、
弁
護
士
数
は
、
〉
口
当

E

E
E噌ω
-
H
∞
「
の
記
事
に
よ
る
。

(
幻
)
し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
も
の
と
し

て
連
邦
弁
護
士
会
に
よ
り
作
成
さ
れ
た

規
則
(
の

E
E
m出
回
骨
回
目
当
色
巴
E

nげ巾ロ

ω
gロ仏
2
円叩

n
E印
)
は
、
一
九
八

七
年
七
月
一
四
日
の
連
邦
憲
法
裁
判
所

の
決
定
(
切
4
m
止
の
開
呂
い
詰
)
に
よ

り
、
法
規
範
の
性
格
を
有
す
る
も
の
に

お
き
換
え
ら
れ
る
必
要
が
あ
る
と
し
て

違
憲
と
さ
れ
た
。
こ
の
た
め
、
現
在
、

後
述
す
る
よ
う
に
、
新
た
に
弁
護
士
の

職
務
義
務
を
法
律
に
よ
り
詳
細
に
定

め
、
か
っ
、
近
年
に
な
っ
て
著
し
く
変
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化
し
た
弁
護
士
の
職
務
形
態
に
対
応
す

べ
く
、
弁
護
士
お
よ
び
弁
理
士
の
職
務

法

の

改

訂

に

関

す

る

法

律

草

案

(
開
口
伴
者
己
正
巳
ロ
2
の
g
巾件
N
B
N
C吋

zoロ
OHAロロロ
m
仏
巾
印
回
巾
吋
口
一
貯
司
巾
n
E印

仏
印
円
河
巾
口
町
仲
田
山
口
若
山
-
芯
ロ
ロ
円
山
岳
山
吋

HV丘
町
ロ
仲
田
口
当
住
芯
w国
叶
ー
ロ

E
n
w
m白円}戸内

H
N
¥
S
S
4・
E
・
E
-
∞
ω)
が
連
邦
議
会

に
提
出
さ
れ
、
審
議
さ
れ
て
い
る
。
職

務
義
務
の
明
確
化
の
ほ
か
に
も
、
単
数

許
可
制
の
放
棄
等
、
こ
の
法
律
が
今
後

の
弁
護
士
業
務
に
与
え
る
影
響
は
大
き

い
も
の
と
考
え
ら
れ
る
が
、
詳
細
な
紹

介
を
乙
乙
で
行
な
う
こ
と
は
で
き
な
い

(
な
お
、
こ
の
法
律
は
本
年
七
月
八
日

に
成
立
し
た
)

0

(
包
)
ド
イ
ツ
の
権
利
保
護
保
険
に
関
す

る
最
近
の
紹
介
と
し
て
は
、
辻
千
晶

「
訴
訟
費
用
と
権
利
保
護
保
険
L

ジ
ユ

リ
九
九
七
号
八
九
頁
以
下
(
一
九
九
二

年)。

(幻

)
H
U江口
N
U
E白片付
F
U印
い
り
巾
ユ
ロ
H
耳目的自

n
E
ω
石

R
B田
口
口
同
Z
P
E
P
S
σ
・

〈巾吋印刷
NHU∞少

ωH吋・

(
担
)
回
O

告

S
F
即
日
開
巾
正
面
白
戸
mu

同
内
同
江
田
・
U

〉
ロ
毛
色
Z
F白一洋ロロ
mwN-

〉
口
出
-
E
g
w
ω
・
出
品
・
弁
護
士
責
任
に
関

し
て
包
括
的
に
記
述
す
る
著
作
は
、
ド

イ
ツ
で
は
い
く
つ
か
著
さ
れ
て
い
る

が
、
本
書
も
そ
の
一
つ
で
あ
る
。
後
述

の
弁
護
士
の
職
務
義
務
に
関
し
て
は
、

本
書
な
ら
び
に
後
掲
注
(
お
)
の
ハ
ル

ト
シ
ュ
タ
ン
ク
の
論
文
を
参
考
に
し

た
。
な
お
、
最
近
の
雑
誌
論
文
と
し

て
、
出
巾
ロ
印
凹
ぽ
F
P
E司
片
山
口
一
国
民
E
ロぬ目

的
円
山
回
目
}
内
巾
口
同
ロ
毛
包
己
目
nyR-
吋
町
民
mwm-Y

』
N
H
U
U
P
H叶∞・

(
お
)
出
回
江
田
gpmw
の
巾
門
町
田
丘
長
出
毛
色
丹
印
目

町
民
同
ロ
ロ
伊
切
HNKF同内

γ
向日芹
-HU由一山噌叶一凶・

ア
リ
ア
ン
ツ
保
険
会
社
か
ら
川
井
健
教

授
に
宛
て
ら
れ
た
報
告
書
(
一
九
九
三

年
八
月
一
六
日
付
)
で
も
、
専
門
家
の

責
任
に
つ
い
て
は
、
医
師
責
任
よ
り
も

弁
護
士
の
方
が
リ
ス
ク
が
大
き
い
と
指

摘
さ
れ
て
い
る
。

(
訪
)
な
お
、
辻
千
日
間
寸
弁
護
過
誤
と
責

任
保
険
L

ジ
ュ
リ
九
九

O
号
五
九
頁
以

下
(
一
九
九
一
年
)
に
ド
イ
ツ
の
弁
護

士
業
務
の
リ
ス
ク
が
具
体
的
に
説
明
さ

れ
て
い
る
。

(
幻
)
ド
イ
ツ
に
お
け
る
弁
護
士
の
民
事

責
任
を
詳
細
に
論
じ
る
も
の
と
し
て
、

滝
沢
昌
彦
・
前
掲
注
(
叩
)
一
三
三
頁

以
下
、
岡
孝
「
弁
護
士
の
責
任
」
川
井

健
編
・
前
掲
注
(
叩
)
二

O
七
頁
以
下

が
あ
る
。

(却
)
B
G
B
六
七
五
条

J
事
務
処
理
を

目
的
と
す
る
雇
傭
契
約
又
は
請
負
契
約

に
は
六
六
三
条
、
六
六
五
条
な
い
し
六

七
O
条
、
六
七
二
条
な
い
し
六
七
四
条

の
規
定
を
準
用
し
、
か
っ
、
義
務
者
が

告
知
期
間
を
お
か
な
い
で
告
知
す
る
権

利
を
有
す
る
と
き
は
、
六
七
一
条
二
項

の
規
定
も
準
用
す
る
」
。

(
却
)
切
の
出

Z
】
者
巴
印
M
L
N日・

(
初
)
切
の
出
〈
巾
叶
凹
河

H
2
0・
uω
日
一
切
の
出

γ
向】
)HN
呂町
HW
日叶∞・

(
況
)
切
の
出

Z
』
当
巴
∞
P
M
M
E
ロ・白・

、H
，白己目】山門
N

噂』
onげ巾口一】)円巾
N
印式町四円]凶己目
E

nF巾
句
白
山
口
町
同
N
己吋己白血己]町肉巾同
O
円門凶伺え巾ロ

O
同同巾ロ
σ白
HJMロ
m
m
-
m叩
口
町
ロ
司
巾
F71mHr

町田
-
Zロ
F
H
U∞少
ω・
由
民
・
な
お
、
こ
の
問

題
に
つ
い
て
、
大
木
満
寸
自
己
の
治
療

上
の
過
誤
に
関
す
る
医
師
の
自
発
的
開

示
義
務
に
つ
い
て
L

早
稲
田
法
学
会
誌

四
四
巻
九
六
頁
以
下
(
一
九
九
四
年
)

を
参
照
。

(
明
記
)
前
提
注
(
但
)
参
照
。

(
泊
)
切
0
6
g
B
¥国
自
問
一

g
o
-
-
ω
・

Nω
品

(
担
)
前
掲
注
(
氾
)
に
引
用
し
た
弁
護

士
・
弁
理
士
職
務
法
改
訂
法
案
で
新
設

さ
れ
る
弁
護
士
法
五
一
条

a
お
よ
び
五

一
条
b
に
よ
り
、
強
制
責
任
保
険
と
責

任
制
限
の
制
度
が
導
入
さ
れ
る
。

(
出
)
ド
イ
ツ
の
建
築
家
制
度
に
つ
い
て

は
、
花
立
文
子
寸
建
築
家
職
業
倫
理
と

懲
戒
制
度
L

志
林
八
六
巻
二
号
八
二
頁

以
下
(
一
九
八
八
年
)
に
詳
し
い
。
な

お
、
建
築
家
の
登
録
数
は
、
連
邦
建
築

家
会
の
提
供
に
な
る
切
ロ
ロ
骨
g
R
E
F

E
g
w由
自
民
お
っ
、
Hdm
ぽ
阿
国
-
回
口
仏
胃
0・

同叩印印日
O
D
白]印片山門戸
m
O
]
町田叶
nF日同一巾のけ印山口

同
}
凶
刊
明
巾
仏
印
吋
印
]
月
刊
甘
口
宮
山
口

O
向
。
。
司
自

白
血
ロ
ω
コ
ω-M
に
よ
る
。

(
お
)
ド
イ
ツ
の
建
築
家
の
責
任
に
つ
い

て
分
析
し
、
本
文
の
よ
う
な
指
摘
を
す

る
者
と
し
て
、
日
向
野
弘
毅
「
建
築
家

の
責
任
と
建
築
訴
訟
」
一
頁
以
下
・
五

七
頁
以
下
(
成
文
堂
、
一
九
九
三
年
)
、

花
立
文
子
「
建
築
設
計
・
監
理
契
約
に

関
す
る
一
考
察
L

志
林
八
六
巻
三
・
四

号
九
三
頁
以
下
・
八
七
巻
三
号
八
七
頁

以
下
・
八
八
巻
三
号
一
八
三
頁
以
下

(
一
九
八
九
年

1
一
九
九
一
年
)
、
高

橋
寿
一
「
建
築
士
の
責
任
L

川
井
・
前

掲
注
(
叩
)
四

O
一
頁
以
下
。

(
幻
)
建
築
家
の
民
事
責
任
に
つ
い
て
は

前
掲
注
(
お
)
に
掲
示
し
た
諸
論
文
に

詳
し
い
。
本
稿
も
こ
れ
ら
の
論
文
を
参

考
に
し
て
い
る
。

(
犯
)
匡
紅
白
日
巾
円
ロ
巾
〈
ぬ
え
吋
同
mmσ
巾印巴
BE

B
ロロ
m
g
Nロ
ヨ
由
巳
百
円
片
的
l
k
r
R
E
Z
-

W
H
巾ロ
4
巾
吋
昨
日
開
(
〉
〈
〉
)
町
四
〉
σ印・日・

な
お
、
当
巾

5
0叶
噂
白
骨
げ

¥
E
m
g
n

d

司凹
-Z吋
U
U
R
回
白
石
吋
O
N
B凹
λ
・〉口一回
-u

E
S
W
ω
・
臼
N・
参
照
。

(
却
)
切
の
国
N
ゴ
w
H
E・
な
お
、
前
掲
注

(
担
)
参
照
。

(
幼
)
出
国
叶
昨
日
白
ロ
P
何
回
目
ロ
句
"
の
巾
当
kryヤ

-m目的戸
g
m
ロ
ロ
仏
国
担
問
け
ロ
ロ
m
ロ
白
円
げ
色
白
ロ

〉吋
n
E
C
w
w
Zロ
4mHA同
問
的
自
己
的
芯
自
己
巾
円

切己ロ円山巾印向吋円
E
Z
E
g
w白
B
B
R
日HHH

ω日)目白
m叩
】
仏
mw印
〉
の
切
i
M
N
m
n
F
g
u
ω
・

ωω
一-RU
山口日明白凹
g
n
F
H
5
3吋
国

2
2

Fony巾司
N己
目
白
日
・
。
巾
σロユ印
g
m
w
H由
U0・

(MU)

回
ロ
ロ
仏
巾
印
回
吋
口
匡
芯
E
g
w白
Esq-

白血0・・

ω]{0・

*
ド
イ
ツ
の
専
門
家
の
責
任
に
関
し
て

は
、
本
研
究
会
の
代
表
で
あ
る
川
井
健

教
授
よ
り
多
く
の
資
料
の
提
供
を
受
け

た
。
こ
の
こ
と
に
感
謝
し
、
あ
わ
せ

て
、
資
料
を
完
全
に
は
利
用
で
き
な
か

っ
た
こ
と
に
つ
い
て
、
こ
の
場
で
お
詫

び
申
し
上
げ
た
い
。

(
う
ら
か
わ
・
み
ち
た
ろ
う
)
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時
国
知
四
立
早

比
較
法
矧

フ
ラ
ン
ス

専
門
家
の
責
任
の

意
義
と
特
質

専
門
家
と
は

フ
ラ
ン
ス
語
に
お
い
て
、
《
同
)
吋
O
]
司自・

位
。
る
と
い
う
言
葉
は
、
広
く
職
業
な

い
し
事
業
一
般
を
意
味
し
て
い
る
。
職

業
人
は
、
調
理
人
で
あ
れ
、
電
気
屋
で

あ
れ
、
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
屋
で
あ
れ
、
み

ず
か
ら
の
職
業
に
関
し
て
素
人
と
は
異

な
る
専
門
的
知
識
お
よ
び
技
能
を
有
し

て
お
り
、
そ
の
か
ぎ
り
に
お
い
て
、
こ

れ
を
「
専
門
家
L

と
称
す
る
こ
と
が
で

き
る
。
し
か
し
、
私
た
ち
が
こ
こ
で
問

題
に
し
よ
う
と
し
て
い
る
の
は
、
そ
の

よ
う
な
職
業
一
般
で
は
な
く
、
医
師
・

弁
護
士
等
、
高
度
の
知
見
と
技
能
を
有

し
、
そ
の
職
務
内
容
に
一
定
の
公
益
性

が
認
め
ら
れ
る
専
門
的
職
能
で
あ
り
、

フ
ラ
ン
ス
で
は
「
自
由
専
門
職

(ug-

p
g古
ロ
ロ
σ骨
色
。
)
L

ま
た
は
寸
独
立

自
由
専
門
職
(
買
え

g
m
Zロ

5mg-0

2

E門
広
宮
ロ
己
O
E
O
)
L

と
呼
ば
れ
て
い

る
も
の
が
、
こ
れ
に
相
当
す
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
フ
ラ
ン
ス
の
民
法

学
あ
る
い
は
少
な
く
と
も
債
権
法
学
の

世
界
に
お
い
て
、
専
門
家
で
あ
る
が
故

に
特
別
の
取
扱
い
を
要
す
る
も
の
と
し

て
議
論
の
対
象
と
な
っ
て
き
た
の
は
、

な
g
p
g古
ロ
》
一
般
で
あ
っ
て
、

な

g砂
部
門
O
ロ
ロ

zz-乙
が
格
別
の

議
論
の
対
象
と
さ
れ
る
と
と
は
ほ
と
ん

ど
な
か
っ
た
と
い
っ
て
過
言
で
な
い
。

た
と
え
ば
、
リ
ペ

l
ル
が
、
一
九
三

0
年
代
末
に
、
含

g
R
丘
三
-
買
え

gE

早
稲
田
大
学
教
授

鎌
田

薫

包
O
ロロ
0
5
の
構
想
を
打
ち
出
し

(
1
)
、

そ
れ
か
ら
約
一

O
年
後
に
、
タ
ン
ク
教

授
が
、
リ
ペ

1
ル
記
念
論
文
集
に
お
い

て
、
《
門
町
。
芹
仏
何
回

g口
同
門
州
注
目
買
え

gE

位
。
ロ
ロ
色
白
》
と
い
う
概
念
を
提
唱
し
た

(
2
)

の
も
、
前
世
紀
末
以
降
の
産
業

活
動
の
飛
躍
的
な
発
展
に
伴
い
、
各
産

業
分
野
ご
と
に
自
立
的
な
取
引
慣
行
が

形
成
さ
れ
る
と
と
も
に
、
事
業
活
動
に

付
随
す
る
事
故
が
増
大
し
た
こ
と
を
背

景
と
し
て
、
産
業
活
動
の
実
態
と
事
業

者
・
消
費
者
間
の
立
場
の
不
均
衡
を
考

慮
し
た
き
め
細
か
な
法
律
論
が
展
開
さ

れ
る
べ
き
で
あ
る
と
い
う
認
識
に
立
脚

す
る
も
の
で
あ
っ
て
、
そ
こ
に
い
う

な
g
p
g
Zロロ
0
5
の
概
念
に
は
、

工
業
者
、
商
業
者
、
自
由
専
門
職
お
よ

び
場
合
に
よ
っ
て
農
業
者
に
至
る
ま
で

ほ
と
ん
ど
す
べ
て
の
事
業
者
を
含
む
も

の
で
あ
っ
た
。

同
様
に
、
今
日
ま
で
の
消
費
者
保
護

法
制
を
総
括
す
る
も
の
と
し
て
一
九
九

三
年
七
月
二
六
日
に
制
定
さ
れ
た
「
消

費
法
典

(
h
o
骨

骨

E
n
g
S
E
E
m
-

氏。ロ
)

L

に
お
い
て
も
、
《
H
U
叶

O
砂
田
町
O

ロE

5
5
の
語
は
、
消
費
者
に
対
置
さ
れ

る
も
の
と
し
て
の
事
業
者
一
般
を
広
く

意
味
す
る
も
の
と
し
て
用
い
ら
れ
て
い

マ
令
。
債
権
法
の
領
域
に
お
い
て
自
由
専
門

職
に
一
定
の
意
味
を
認
め
た
も
の
と
し

て
は
、
手
段
債
務
と
結
果
債
務
の
区
別

を
提
唱
し
た
ド
ゥ
モ

1
グ
の
「
自
由
専

門
職
に
属
す
る
職
業
人
つ
ま
り
医
師
や

弁
護
士
の
よ
う
に
独
立
し
て
職
務
を
執

行
す
る
職
業
人
は
、
手
段
債
務
し
か
負

わ
な
い
。
単
純
肉
体
労
働
者
か
ら
も
っ

と
程
度
の
高
い
建
築
家
に
至
る
ま
で
の

生
業

(gm昨
日
常
)
は
、
一
般
に
、
結
果

債
務
を
負
っ
て
い
る

(
3
)
し
と
い
う
見

解
が
も
っ
と
も
著
名
な
も
の
と
い
え
よ

う
。
し
か
し
、
こ
の
見
解
は
、
そ
れ
ぞ

れ
の
職
業
が
事
情
に
応
じ
て
手
段
債
務

も
結
果
債
務
も
負
担
し
う
る
も
の
で
あ

る
こ
と
等
、
さ
ま
ざ
ま
な
批
判
を
受

け
、
手
段
債
務
と
結
果
債
務
の
区
別
の
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基
準
と
し
て
は
、
ほ
と
ん
ど
受
け
入
れ

ら
れ
る
と
こ
ろ
と
な
っ
て
い
な
い

(
4
)

。
こ
の
よ
う
に
、
フ
ラ
ン
ス
法
に
お
い

て
は
、
寸
専
門
家
し
と
い
う
語
は
寸
職

業
人
L

な
い
し
寸
事
業
者
L

と
ほ
ぼ
同

義
で
用
い
ら
れ
て
お
り
、
っ
専
門
家
の

責

任
L

に

相

当

す

る

《

2
3。ロ目

印

mwz-芹
m

H

V

吋

O
同
何
回
凹
円

O
ロ
ロ
色
町
》
と
い
〉
つ

概
念
、
あ
る
い
は
こ
れ
を
よ
り
具
体
化

し
た
《

F
E
O
℃

g
r
m位
。
ロ
ロ
巴
]
乙
と

い
う
概
念
も
、
製
品
事
故
に
お
け
る
製

造
業
者
や
販
売
業
者
の
責
任
等
も
含
む

き
わ
め
て
幅
広
い
概
念
と
し
て
用
い
ら

れ
て
い
る
(
5
)
O

こ
れ
に
対
し
、
自
由

専
門
職
の
責
任
の
み
を
指
称
す
る
特
別

の
概
念
も
、
こ
れ
の
み
を
独
自
の
法
理

の
対
象
と
す
る
考
え
方
も
存
し
な
い
と

い
っ
て
よ
い
(
6
)
O

自
由
専
門
職
の
責
任

と
一
般
的
な
職
業
人
の
責
任
と
を
特
に

区
別
し
な
い
こ
と
が
フ
ラ
ン
ス
法
の
特

色
で
あ
り
、
そ
の
こ
と
は
、
わ
れ
わ
れ

が
専
門
家
の
責
任
に
つ
い
て
考
え
る
う

え
で
も
、
き
わ
め
て
重
要
な
示
唆
を
含

ん
で
い
る
。
し
か
し
、
い
ず
れ
に
せ

よ
、
フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
専
門
家
責
任

こ
の
よ
う
に
、

の
中
核
を
な
し
、
こ
れ
を
め
ぐ
る
議
論

の
展
開
を
導
い
て
き
た
の
は
、
自
由
専

門
職
と
り
わ
け
公
証
人
の
責
任
を
め
ぐ

る
判
例
・
学
説
で
あ
る
か
ら
、
本
稿
で

は
、
以
下
、
自
由
専
門
職
の
民
事
責
任

を
念
頭
に
お
き
つ
つ
、
フ
ラ
ン
ス
法
に

お
け
る
専
門
家
の
民
事
責
任
を
め
ぐ
る

全
体
的
な
問
題
状
況
を
概
観
し
、
そ
の

後
に
、
公
証
人
、
弁
護
士
、
建
築
家
の

そ
れ
ぞ
れ
に
特
有
の
問
題
を
紹
介
し
て

い
く
こ
と
と
す
る
。

専
門
家
の
責
任
の
法
的
性
質

フ
ラ
ン
ス
法
は
か
な
り
厳
格
な
法
条

競
合
説
を
と
っ
て
い
る
か
ら
、
専
門
家

が
職
務
遂
行
上
の
過
誤
に
よ
っ
て
他
人

に
損
害
を
与
え
た
場
合
に
は
、
顧
客
に

対
す
る
関
係
で
は
契
約
上
の
責
任
を
、

第
三
者
と
の
関
係
で
は
不
法
行
為
上
の

責
任
を
負
う
と
解
す
る
の
が
正
当
で
あ

る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

し
か
し
、
フ
ラ
ン
ス
に
お
い
て
は
、

古
く
か
ら
、
専
門
家
の
責
任
の
法
的
性

質
が
争
わ
れ
て
き
た
。
ご
く
大
ま
か
に

い
え
ば
、
判
例
は
、
一
方
で
は
、
製
品

事
故
・
運
送
事
故
・
医
療
過
誤
等
の
分

野
で
、
安
全
義
務

(OE同盟昨日
0

ロ
。4
([) 

mmgユ
吊
)
概
念
等
を
通
じ
て
ブ
オ
ー

ト
に
関
す
る
被
害
者
の
立
証
負
担
を
減

免
さ
せ
た
り
、
不
法
行
為
訴
権
に
課
さ

れ
た
附
帯
私
訴
の
出
訴
期
間
制
限
を
免

れ
さ
せ
る
た
め
に
契
約
当
事
者
の
近
親

者
等
に
つ
い
て
も
契
約
責
任
の
追
及
を

認
め
る
な
ど
、
契
約
責
任
を
拡
張
さ
せ

て
き
た
が
、
他
方
で
、
契
約
当
事
者
に

対
す
る
関
係
で
も
不
法
行
為
責
任
の
追

及
を
認
め
る
判
例
も
少
な
く
な
い
。
特

に
、
自
由
専
門
職
の
責
任
に
関
し
て

は
、
今
日
で
こ
そ
公
証
人
の
場
合
を
除

い
て
契
約
責
任
性
を
認
め
る
よ
う
に
な

っ
て
き
た
が
、
以
前
は
、
も
っ
ぱ
ら
不

法
行
為
に
よ
る
も
の
と
さ
れ
て
い
た
と

指
摘
さ
れ
て
い
る
(
7
)
O

専
門
家
の
顧
客
に
対
す
る
責
任
が
不

法
行
為
責
任
で
あ
る
と
さ
れ
て
き
た
こ

と
の
理
由
は
さ
ま
ざ
ま
で
あ
る
が
、
主

な
も
の
と
し
て
、
①
専
門
家
の
責
任
の

根
拠
は
、
当
事
者
の
合
意
で
は
な
く
専

門
家
と
し
て
の
地
位
に
基
づ
い
て
課
さ

れ
る
法
律
・
判
例
上
の
義
務
の
違
反
に

あ
る
と
解
さ
れ
る
こ
と
、
②
不
法
行
為

責
任
は
、
無
生
物
責
任
等
に
関
す
る
特

則
(
一
三
八
四
条
)
が
あ
る
こ
と
、
損

害
賠
償
の
範
囲
を
制
限
す
る
規
定
二

一
五

O
条
)
の
適
用
が
な
い
こ
と
、
責

任
の
減
免
に
関
す
る
特
約
の
効
力
が
否

定
さ
れ
る
こ
と
、
遅
延
損
害
金
を
得
る

た
め
に
付
遅
滞
の
手
続
を
要
し
な
い
こ

と
等
の
点
で
契
約
責
任
よ
り
も
被
害
者

に
有
利
で
あ
る
こ
と
、
③
専
門
家
の
義

務
内
容
は
多
く
の
場
合
手
段
債
務
で
あ

る
か
ら
、
契
約
責
任
を
認
め
て
も
被
害

者
の
立
証
負
担
を
不
法
行
為
よ
り
軽
減

さ
せ
た
こ
と
に
は
な
ら
な
い
こ
と
等
を

あ
げ
る
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
。

学
説
に
お
い
て
は
、
専
門
家
の
責
任

は
専
門
家
と
非
専
門
家
と
の
社
会
的
関

係
に
由
来
す
る
義
務
の
違
反
に
基
づ
く

も
の
で
あ
っ
て
、
契
約
内
容
を
詮
索
す

る
こ
と
に
よ
っ
て
そ
の
義
務
内
容
を
確

定
し
う
る
も
の
で
は
な
い
し
、
明
示
的

な
契
約
が
締
結
さ
れ
た
か
否
か
に
よ
っ

て
専
門
家
の
注
意
義
務
に
相
違
は
生
じ

な
い
こ
と
、
同
一
事
故
の
被
害
者
の
う

ち
契
約
当
事
者
と
第
三
者
と
で
時
効
期

間
や
損
害
賠
償
の
範
囲
が
異
な
る
乙
と

は
妥
当
で
な
い
こ
と
等
を
理
由
と
し

て
、
契
約
責
任
か
不
法
行
為
責
任
か
の

区
別
に
拘
泥
す
る
よ
り
も
、
独
自
の
法

領
域
を
構
築
す
る
よ
う
に
努
め
る
べ
き

で
あ
る
と
す
る
見
解
が
有
力
に
な
り
つ
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つ
あ
る

(
8
)
。
た
だ
し
、
す
で
に
触
れ

た
よ
う
に
、
フ
ラ
ン
ス
に
お
い
て
は
、

専
門
家
の
概
念
を
幅
広
い
内
容
を
も
つ

も
の
と
し
て
と
ら
え
、
広
く
一
般
に
専

門
家
と
非
専
門
家
と
の
社
会
的
立
場
の

不
均
衡
の
是
正
を
図
る
こ
と
が
法
律
お

よ
び
法
律
学
の
課
題
で
あ
る
と
考
え
ら

れ
て
い
る
の
で
、
こ
こ
で
想
定
さ
れ
て

い
る
の
も
、
狭
い
意
味
で
の
専
門
家

(
自
由
専
門
職
)
の
責
任
に
関
す
る
法

制
度
で
は
な
く
、
製
造
物
責
任
・
役
務

提
供
者
責
任
・
約
款
規
制
等
を
含
む
一

般
的
な
消
費
者
保
護
法
制
に
近
い
も
の

で
あ
る
と
解
さ
れ
る
こ
と
に
留
意
す
る

必
要
が
あ
る
。

専
門
家
の
フ
ォ

l
ト

(
↓

E
C
R
W
 
万
『
O
『

omm-o
ココ色
X
W
)

フ
ラ
ン
ス
法
に
お
い
て
は
、
契
約
責

任
で
あ
れ
、
不
法
行
為
責
任
で
あ
れ
、

ブ
ォ

l
ト
(
故
意
・
過
失
)
が
な
け
れ

ば
、
損
害
賠
償
責
任
を
負
う
こ
と
は
な

い
。
ブ
ォ

l
ト
の
内
容
な
い
し
程
度
に

関
し
て
、
一
般
に
、
不
法
行
為
責
任
の

場
合
に
は
も
っ
と
も
軽
い
フ
ォ

1
ト

(-od--2
包
目
白
の
ロ
ザ
凶
)
で
足
り
る
が
、

契
約
責
任
の
場
合
に
は
、
給
付
の
性
質

に
よ
っ
て
、
軽
微
な
フ
ォ

l
ト

(片山口
Z
-
m
m可
。
)
で
足
り
る
場
合
も

あ
れ
ば
、
重
大
な
プ
ォ

l
ト
(
片
山
丘
。

]OR仏
ゆ
)
が
要
件
と
さ
れ
る
場
合
も
あ

る
と
さ
れ
て
い
る
。

専
門
家
(
職
業
人
)
の
職
務
遂
行
上

の
過
誤
に
関
し
て
は
、
古
く
か
ら
、
重

大
な
フ
ォ

l
ト
が
あ
る
場
合
に
し
か
責

任
を
負
う
べ
き
で
は
な
い
し
、
判
例
も

そ
の
よ
う
な
見
解
を
と
っ
て
い
る
と
す

る
説
が
主
張
さ
れ
て
き
た
。
か
つ
て

は
、
職
業
活
動
の
自
由
の
保
障
や
萎
縮

医
療
の
回
避
と
い
っ
た
観
点
か
ら
、
こ

れ
を
積
極
的
に
支
持
す
る
見
解
も
有
力

で
あ
っ
た
が

(
9
)
、
そ
の
一
方
で
、
判

例
は
専
門
家
を
免
責
し
た
い
と
き
に
は

重
大
な
過
失
が
な
け
れ
ば
責
任
を
負
わ

な
い
と
い
い
、
責
任
を
負
わ
せ
た
い
と

き
に
は
最
軽
微
の
ブ
ォ

l
ト
で
足
り
る

と
い
っ
て
い
る
の
で
あ
り
、
肝
心
な
こ

と
は
フ
ォ

1
ト
の
段
階
付
り
で
は
な

く
、
法
律
・
判
例
・
慣
習
等
に
よ
り
当

該
専
門
職
に
要
求
さ
れ
る
水
準
の
注
意

義
務
を
尽
く
し
て
い
た
か
否
か
で
あ
る

と
す
る
見
解
も
有
力
に
主
張
さ
れ
て
い

た

白
)
O

今
日
で
は
、

専
門
家
の
場
合
に
も
、

当
該
職
務
に
精
通
し
た
専
門
家
が
尽
く

す
べ
き
注
意
義
務
を
尽
く
し
た
か
否
か

が
フ
ォ

l
ト
の
有
無
の
判
断
基
準
で
あ

り
、
こ
の
点
で
は
フ
ォ

l
ト
の
認
定
に

関
す
る
一
般
原
則
と
何
ら
異
な
る
と
こ

ろ
は
な
い
と
解
す
る
こ
と
に
ほ
ぼ
見
解

が
一
致
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
(
日
)
。

た
だ
し
、
賃
金
労
働
者
は
、
職
務
遂
行

上
の
行
為
に
つ
い
て
、
重
大
な
プ
オ
ー

ト
ま
た
は
故
意
が
あ
る
場
合
で
な
凶
り
れ

ば
、
使
用
者
に
対
し
て
損
害
賠
償
責
任

を
負
う
こ
と
は
な
い
も
の
と
さ
れ
て
い

る。
こ
の
よ
う
に
、
フ
ラ
ン
ス
に
お
げ
る

専
門
家
の
責
任
の
基
本
的
な
考
え
方

は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
職
務
に
精
通
し
た
専

門
職
が
、
当
該
職
務
を
遂
行
す
る
う
え

で
尽
く
す
べ
き
注
意
義
務
を
尽
く
し
て

い
な
い
と
き
に
は
、
こ
れ
に
よ
っ
て
与

え
た
損
害
を
賠
償
す
べ
き
も
の
と
す
る

と
こ
ろ
に
あ
る
。
こ
う
し
た
観
点
か
ら

は
、
そ
の
職
業
が
高
度
の
専
門
的
な
知

識
と
技
能
を
要
求
す
る
も
の
で
あ
る
か

否
か
に
よ
っ
て
尽
く
す
べ
き
注
意
義
務

の
内
容
や
水
準
に
差
異
が
生
ず
る
乙
と

が
あ
る
と
し
て
も
、
そ
の
判
断
枠
組
み

自
体
に
質
的
な
相
違
が
生
ず
る
こ
と
は

あ
り
え
な
い
と
い
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
そ
れ
故
に
、
医
師
や
弁
護
士
の
責

任
も
、
手
工
業
者
や
職
業
的
売
主
の
責

任
も
、
同
じ
「
専
門
家
の
責
任
(
足
目

的

U
O
D
印凶げ門戸山口山間)叶
O
向。mm-oロロゆ口ゆ
)

L

の
法
理
で
処
理
さ
れ
る
べ
き
も
の
と
考

え
ら
れ
て
い
る
も
の
と
解
さ
れ
る
。

と
は
い
え
、
そ
れ
ぞ
れ
の
専
門
職
ご

と
に
特
有
の
問
題
が
あ
る
こ
と
は
否
定

で
き
ず
、
そ
の
こ
と
が
ま
た
専
門
家
の

責
任
に
関
す
る
一
般
理
論
に
も
微
妙
な

影
響
を
与
え
て
い
る
で
あ
ろ
う
こ
と
は

想
像
に
難
く
な
い
。
そ
こ
で
、
ま
ず
、

フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
専
門
家
の
責
任
に

関
す
る
判
例
・
学
説
の
発
展
に
つ
き
、

医
師
と
と
も
に
、
大
き
な
役
割
を
果
た

し
て
き
た
公
証
人
の
責
任
に
つ
い
て
概

説
す
る
こ
と
と
し
よ
う
。
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公
証
人
の
責
任

公
証
人
の
責
任
の
法
的
性
質

公
証
人
(
ロ
O
百
円
円
。
)
は
、
一
方
で

は、

ω司
法
権
の
一
部
の
委
譲
を
受
げ

た
公
の
吏
員
と
し
て
の
性
格
を
有
し
、
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他
方
で
は
、
帥
顧
客
の
依
頼
に
応
じ
て

幅
広
い
業
務
を
こ
な
し
て
い
く
自
由
業

的
性
格
を
有
し
て
い
る
。

と
こ
ろ
で
、
不
法
行
為
責
任
と
契
約

責
任
と
の
区
別
の
基
準
と
し
て
、
法
律

上
の
義
務
に
違
反
し
た
行
為
は
不
法
行

為
で
あ
り
、
契
約
上
の
債
務
の
不
履
行

は
契
約
責
任
を
生
じ
さ
せ
る
と
考
え
る

こ
と
が
で
き
、
公
証
人
職
は
、
右
の
川

の
側
面
に
お
い
て
は
厳
格
な
法
令
上
の

義
務
の
下
で
職
務
を
執
行
し
、
制
の
側

面
に
お
い
て
は
契
約
上
の
債
務
を
履
行

す
べ
き
も
の
と
解
さ
れ
る
の
で
、
公
証

人
の
顧
客
に
対
す
る
責
任
に
つ
い
て

は
、
①
前
者
の
側
面
を
強
調
し
て
不
法

行
為
責
任
で
あ
る
と
考
え
る
こ
と
も
で

き
れ
ば
、
②
後
者
の
側
面
を
強
調
し
て

契
約
責
任
で
あ
る
と
い
う
こ
と
も
で

き
、
さ
ら
に
、
③
具
体
的
な
業
務
内
容

に
応
じ
て
不
法
行
為
責
任
の
こ
と
も
あ

れ
ば
、
契
約
責
任
の
こ
と
も
あ
る
と
解

す
る
こ
と
も
可
能
と
な
る
。

古
く
は
、
共
和
歴
一
一
年
ヴ
ァ
ン

ト
l
ズ
二
五
日
の
公
証
人
の
組
織
に
関

す
る
法
律
六
八
条
の
寸
第
六
、
八
、
九
、

一
O
、
一
四
、
二

O
、
五
二
、
六
回
、

六
五
、
六
六
お
よ
び
六
七
条
の
規
定
に

違
反
し
て
作
成
さ
れ
た
証
書
は
、
契
約

当
事
者
全
員
の
署
名
が
な
い
場
合
に
は

無
効
で
あ
り
、
全
員
の
署
名
が
あ
る
場

合
に
は
私
署
証
書
と
し
て
の
効
力
を
有

す
る
。
い
ず
れ
の
場
合
に
も
、
必
要
が

あ
る
と
き
は
、
違
反
し
た
公
証
人
に
対

す
る
損
害
賠
償
の
請
求
を
妨
げ
な
い
し

と
い
う
規
定
の
う
ち
「
必
要
が
あ
る
と

き
は
」
と
い
う
文
言
を
重
視
し
て
、
公

証
人
に
重
大
な
フ
ォ

l
ト
が
あ
る
場
合

に
か
ぎ
っ
て
責
任
が
生
ず
る
も
の
と
解

さ
れ
て
い
た
。

し
か
し
、
判
例
は
、
間
も
な
く
こ
の

よ
う
な
解
釈
を
捨
て
、
右
の
③
説
(
二

元
説
)
を
採
用
す
る
に
至
っ
た
。
そ
し

て
、
後
に
み
る
よ
う
に
、
公
証
人
の
責

任
の
中
心
的
な
部
分
は
説
明
・
助
言
義

務
の
違
反
に
あ
る
と
こ
ろ
、
説
明
・
助

言
義
務
は
、
当
事
者
の
合
意
に
よ
っ
て

生
ず
る
も
の
で
は
な
く
、
公
証
人
の
資

格
お
よ
び
公
証
人
の
職
能
上
の
義
務
か

ら
生
ず
る
も
の
と
解
し
う
る
の
で
、
必

然
的
に
不
法
行
為
責
任
の
認
め
ら
れ
る

場
合
が
多
く
な
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と

が
で
き
る
五
)
。

公
証
人
の
義
務

公
証
人
の
義
務
内
容
は
、
さ
ま
ざ
ま

に
分
類
す
る
こ
と
が
で
き
る
が
、
最
近

の
有
力
学
説
は
、
こ
れ
を
公
証
義
務

(
仏
ゆ
く
。
町
内
同
〆

E
F
O
E
-片山
g
t
oロ
)
と

説
明
・
助
言
義
務
(
仏
ぬ
ぐ
O
町
仏
ゅ
の
O
ロ目

自
己
)
の
二
つ
に
分
け
て
い
る
(
日
)
。

公
証
義
務
は
、
公
証
人
の
職
務
に
関

す
る
法
令
を
遵
守
し
、
依
頼
を
受
げ
た

証
書
な
い
し
合
意
に
適
式
に
公
証
力
を

付
与
し
、
さ
ら
に
こ
れ
に
付
随
す
る
登

記
・
登
録
手
続
を
履
践
し
、
証
書
を
保

管
し
、
謄
抄
本
を
交
付
す
る
義
務
を
い

う
。
こ
の
義
務
は
法
令
上
の
義
務
で
あ

る
か
ら
、
こ
れ
に
反
す
る
場
合
に
は
不

法
行
為
責
任
を
負
う
こ
と
に
な
る
。

こ
れ
に
対
し
、
説
明
・
助
言
義
務

は
、
証
書
な
い
し
行
為
の
実
体
的
な
有

効
要
件
を
充
足
さ
せ
、
か
っ
、
そ
の
実

効
性
を
確
保
さ
せ
る
た
め
に
、
当
事
者

の
能
力
、
目
的
物
の
権
利
関
係
、
公
法

上
の
規
制
の
有
無
・
内
容
等
を
調
査

し
、
か
っ
、
そ
の
行
為
の
も
つ
法
的
・

経
済
的
意
味
や
税
務
上
の
問
題
等
を
説

明
し
、
適
切
な
助
言
を
与
え
る
義
務
で

あ
る
。
こ
の
義
務
は
、
依
頼
者
か
ら
の

求
め
が
あ
る
と
き
に
だ
け
成
立
す
る
も

の
で
は
な
く
、
公
証
人
の
地
位
か
ら
当

然
に
成
立
す
る
も
の
と
し
て
、
一
九
世

紀
半
ば
以
降
の
破
設
院
判
例
に
よ
っ
て

確
立
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
そ
の
法
的

性
質
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
を
契
約
な
い

し
事
務
管
理
上
の
義
務
と
解
す
る
説
と

公
証
人
の
地
位
に
由
来
す
る
職
務
上
の

義
務
と
解
す
る
説
と
が
あ
る
が
、
後
者

の
説
が
多
数
で
あ
り
、
し
た
が
っ
て
、

そ
の
違
反
行
為
は
原
則
と
し
て
不
法
行

為
責
任
を
生
じ
さ
せ
る
も
の
と
解
さ
れ

て
い
る
(
た
だ
し
、
判
例
は
、
依
頼
者

が
契
約
責
任
な
い
し
事
務
管
理
上
の
責

任
を
追
及
す
る
こ
と
を
禁
じ
て
は
い
な

公
証
人
の
説
明
・
助
言
義
務
は
、
い

わ
ゆ
る
情
報
提
供
義
務
の
も
っ
と
も
徹

底
し
た
も
の
と
い
う
こ
と
が
で
き
、
そ

の
内
容
は
き
わ
め
て
厳
格
な
も
の
で
あ

る
。
こ
う
し
た
厳
し
い
義
務
が
課
さ
れ

て
い
る
理
由
は
、
公
証
人
の
職
務
が
、

単
な
る
代
書
業
務
で
は
な
く
、
紛
争
の

発
生
を
回
避
し
、
語
の
本
来
の
意
味
で

の
寸
取
引
の
安
全
し
を
確
保
す
る
こ
と

を
内
容
と
し
て
い
る
こ
と
に
よ
る
。
フ

ラ
ン
ス
社
会
に
お
い
て
、
公
証
人
が
自
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由
専
門
職
の
最
高
峰
の
地
位
を
確
保
し

て
い
る
の
は
、
公
証
人
自
身
が
積
極
的

に
こ
う
し
た
厳
格
か
つ
広
範
な
責
任
を

引
き
受
け
て
き
た
か
ら
に
ほ
か
な
ら
な

い
。
職
能
上
の
権
限
の
拡
大
は
、
責
任

範
囲
の
増
大
に
よ
っ
て
で
な
げ
れ
ば
具

体
化
さ
れ
え
な
い
こ
と
を
如
実
に
示
し

て
い
る
と
い
え
よ
〉
フ
。

履
行
確
保
措
置

公
証
人
の
責
任
は
き
わ
め
て
重
い
も

の
で
あ
り
、
し
か
も
損
害
賠
償
額
も
著

し
く
高
額
に
な
る
可
能
性
が
あ
る
。
そ

の
賠
償
義
務
の
履
行
が
確
保
さ
れ
な
い

と
き
に
は
、
被
害
者
の
公
証
人
に
対
す

る
信
頼
は
裏
切
ら
れ
た
ま
ま
に
な
っ
て

し
ま
う
。
そ
こ
で
、
フ
ラ
ン
ス
法
は
、

一
九
五
五
年
五
月
二

O
日
の
デ
ク
レ
お

よ
び
一
九
六
六
年
一
一
月
二
九
日
の
法

律
に
よ
っ
て
、
す
べ
て
の
公
証
人
が
保

険
会
社
と
の
間
で
損
害
賠
償
責
任
保
険

契
約
を
締
結
す
る
こ
と
を
義
務
づ
け

た。
こ
の
保
険
は
、
戦
災
そ
の
他
の
一
般

的
な
免
責
事
項
の
ほ
か
、
法
令
の
禁
止

す
る
行
為
に
よ
っ
て
与
え
た
損
害
の
賠

償
責
任
、
担
保
不
足
に
よ
っ
て
依
頼
者

に
生
じ
た
損
失
等
に
つ
い
て
は
填
補
し

な
い
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、

こ
う
し
た
免
責
事
由
が
あ
る
場
合
に
被

害
者
の
損
失
が
填
補
さ
れ
な
い
と
い
う

こ
と
で
は
、
公
証
人
職
全
体
の
信
頼
が

損
な
わ
れ
る
お
そ
れ
が
あ
る
。

そ
の
た
め
、
フ
ラ
ン
ス
の
公
証
人

は
、
公
証
人
職
全
体
が
連
帯
し
て
拠
出

し
た
基
金
に
よ
っ
て
被
害
者
の
損
失
を

補
填
す
る
集
団
的
保
証

(mR自
己
o

g--0220)
の
制
度
を
設
け
て
い
る
。

こ
の
制
度
は
、
一
九
三
四
年
一
月
二
五

日
の
法
律
に
よ
っ
て
、
公
証
人
の
倒
産

に
よ
り
、
そ
の
職
務
に
関
連
し
て
公
証

役
場
に
寄
託
さ
れ
た
金
員
の
償
還
が
不

可
能
に
な
っ
た
場
合
に
、
公
証
人
職
が

連
帯
し
て
こ
れ
を
填
補
す
る
た
め
の
制

度
が
設
け
ら
れ
た
こ
と
を
端
緒
と
し
て

い
る
。
そ
の
後
、
一
九
五
五
年
五
月
二

O
日
の
デ
ク
レ
、
一
九
五
六
年
二
月
二

九
日
の
デ
ク
レ
、
一
九
七
一
年
一
二
月

三
O
日
の
デ
ク
レ
等
に
よ
っ
て
、
さ
ら

に
発
展
さ
せ
ら
れ
て
、
公
証
人
の
寸
通

常
の
職
務
の
執
行
(
自
買
の
刊
の
ゆ
ロ
2
・

自
色
仏
命
的
向
。
ロ
丘
町

OB)
し
か
ら
生
じ
た

損
害
賠
償
責
任
も
填
補
す
る
も
の
と

な
っ
て
い
る
。
寸
通
常
の
職
務
」
の
意

義
に
つ
い
て
は
解
釈
上
の
問
題
が
あ
り

う
る
が
、
現
在
の
実
務
に
お
い
て
は
、

公
証
人
の
本
来
の
職
務
以
外
の
関
連
業

務
も
包
含
す
る
も
の
と
さ
れ
、
ま
た
、

保
険
契
約
に
よ
っ
て
は
担
保
さ
れ
な
い

故
意
に
よ
る
加
害
行
為
に
基
づ
く
損
害

賠
償
責
任
も
担
保
す
る
も
の
と
さ
れ
て

い
る
。
担
保
不
足
に
よ
っ
て
生
じ
た
損

失
に
つ
い
て
は
法
令
上
免
責
さ
れ
る
こ

と
に
な
っ
て
い
る
が
、
判
例
は
、
依
頼

者
保
護
の
見
地
か
ら
、
公
証
人
が
担
保

目
的
物
の
価
格
評
価
を
誤
っ
た
場
合
以

外
の
場
合
(
登
記
が
遅
れ
て
抵
当
権
の

順
位
が
劣
後
し
た
場
合
、
'
抵
当
権
設
定

契
約
が
無
効
だ
っ
た
場
合
等
)
に
は
免

責
を
認
め
て
い
な
い
。

な
お
、
組
織
的
に
は
、
各
控
訴
院
管

轄
区
域
ご
と
に
、
地
方
公
証
人
評
議

会
の
監
督
の
下
に
地
方
保
証
金
庫

(
(
い

ω目
印
印
。
吋

mm目
。
ロ

ω-o
門
目
。

mM凶
吋
山
口
片
山
ぬ
)

を
設
げ
、
そ
れ
ら
を
統
括
す
る
も
の
と

し
て
、
公
証
人
高
等
評
議
会
の
監
督

の
下
に
中
央
保
証
金
庫
(
わ
包

g
O

B
E
E
-∞
己

o
m
m
Eロ
巴
ゆ
)
が
設
置
さ

れ
て
い
る

(M)
。

弁
護
士
の
責
任

弁
護
士
の
職
務
と
民
事
責
任
の

法
的
性
質

ω
フ
ラ
ン
ス
に
お
い
て
弁
護
士

(当
O
B
C
の
民
事
責
任
が
論
じ
ら

れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、
比
較
的
最

近
の
こ
と
で
あ
る
。

フ
ラ
ン
ス
の
弁
護
士
制
度
は
、
も
と

も
と
イ
ギ
リ
ス
や
明
治
初
年
の
日
本
な

ど

と

同

様

に

弁

護

士

H

代

言

人

2
4
0
2同
)
と
代
訴
士

H

代

書

人

(
仰
ぐ
。
忌
)
の
二
元
制
度
を
と
っ
て
お

り
、
訴
訟
当
事
者
を
代
理
し
、
訴
状
や

準
備
書
面
等
を
作
成
す
る
の
は
代
訴
土

の
仕
事
で
あ
っ
て
、
弁
護
士
は
も
っ
ぱ

ら
法
廷
に
お
け
る
弁
論
の
み
を
行
な
っ

て
い
た
。
そ
の
た
め
、
訴
訟
の
不
適
切

な
遂
行
や
依
頼
者
へ
の
説
明
義
務
違
反

を
め
ぐ
る
民
事
責
任
問
題
は
主
と
し
て

代
訴
土
に
つ
い
て
生
じ
、
弁
護
士
が
職

務
上
の
民
事
責
任
を
問
わ
れ
る
こ
と
は

ほ
と
ん
ど
な
か
っ
た
。

し
か
し
、
一
九
七
一
年
一
二
月
三
一

日
の
法
律
第
一
一
三

O
号
に
よ
っ
て
、
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大
審
裁
判
所
付
代
訴
士
お
よ
び
商
事
裁

判
所
付
代
訴
人
(
お

Bm)
が
弁
護
士

宮
〈
O
B
C

に
統
合
さ
れ
、
弁
護
士

は
、
す
べ
て
の
裁
判
所
お
よ
び
司
法
機

関
に
お
い
て
、
当
事
者
を
補
佐
し
、
代

理
し
、
訴
状
・
準
備
書
面
を
作
成
し
、

弁
論
を
行
な
う
こ
と
が
で
き
(
た
だ

し
、
コ
ン
セ
イ
ユ
デ
タ
・
破
聾
院
付
弁

護
士
、
控
訴
院
付
代
訴
士
の
専
権
に
属

す
る
事
項
を
除
く
て
か
っ
、
原
則
と

し
て
す
べ
て
の
行
政
機
関
に
お
い
て
当

事
者
を
補
佐
し
、
代
理
す
る
こ
と
が
で

き
る
よ
う
に
な
っ
た
。
さ
ら
に
、
一
九

九

O
年
一
二
月
コ
二
日
の
法
律
第
二
一

五
九
号
に
よ
っ
て
法
務
助
言
土

(gロ目

的
巾
口
古
門

E
Z
5
)
が
弁
護
士
に
統
合
さ

れ
て
、
弁
護
士
は
、
法
律
相
談
業
務
や

私
署
証
書
作
成
業
務
も
行
な
う
こ
と
に

な
っ
た
。
こ
の
よ
う
に
し
て
弁
護
士
の

職
務
の
範
囲
は
著
し
く
拡
張
さ
れ
、
そ

れ
に
伴
っ
て
民
事
責
任
を
負
う
べ
き
領

域
も
拡
大
し
た
。

ω
弁
護
士
の
民
事
責
任
の
法
的
性

質
を
め
ぐ
っ
て
、
か
つ
て
は
、
こ
れ
を

常
に
不
法
行
為
責
任
で
あ
る
と
す
る
説

も
有
力
に
主
張
さ
れ
て
い
た
よ
う
で
あ

る
が
、
今
日
で
は
、
依
頼
者
と
の
関
係

で
は
原
則
と
し
て
契
約
責
任
を
負
い
、

第
三
者
と
の
関
係
で
は
不
法
行
為
責
任

を
負
う
と
解
す
る
説
が
通
説
的
地
位
を

占
め
て
い
る
五
百
た
だ
し
、
最
近
で

は
、
よ
り
実
務
的
な
観
点
か
ら
、
契
約

責
任
と
不
法
行
為
責
任
と
の
聞
に
は
、

要
件
面
で
も
効
果
面
で
も
ほ
と
ん
ど
違

い
が
な
い
と
し
て
、
両
者
の
区
別
に
拘

泥
す
る
よ
り
も
、
統
一
的
な
責
任
法
理

を
構
築
す
べ
き
で
あ
る
と
す
る
傾
向
も

有
力
で
あ
る
五
)
O

な
お
、
弁
護
士
委
嘱
契
約
の
法
的
性

質
に
関
し
て
は
、
職
務
内
容
に
応
じ
て

委
任
ま
た
は
請
負
と
解
す
る
説
(
口
)

と
、
無
名
契
約
な
い
し
混
合
契
約
と
解

す
る
説
(
ぎ
が
あ
る
が
、
い
ず
れ
に

し
ろ
、
弁
護
士
の
債
務
は
原
則
と
し
て

手
段
債
務
で
あ
る
と
解
さ
れ
て
い
る

白
)
。
ま
た
、
民
法
典
二
二
七
七
条
の

一
が
、
訴
訟
代
理
権
限
を
有
す
る
者
に

対
す
る
民
事
責
任
訴
権
は
そ
の
事
務
の

終
了
の
時
か
ら
一

O
年
の
消
滅
時
効
に

か
か
る
旨
を
定
め
て
い
る
の
で
、
契
約

責
任
か
不
法
行
為
責
任
か
を
論
ず
る
実

益
は
小
さ
い
も
の
に
な
っ
て
い
る
と
い

う
こ
と
が
で
き
る
。

弁
護
士
の
注
意
義
務

ω
弁
護
士
の
民
事
責
任
は
、
契
約

責
任
で
あ
れ
、
不
法
行
為
責
任
で
あ

れ
、
①
ブ
ォ

l
ト
、
②
損
宝
只
③
因
果

関
係
の
三
つ
を
、
そ
の
成
立
要
件
と
す

る
。
こ
の
こ
と
は
、
民
事
責
任
の
一
般

原
則
か
ら
当
然
に
導
か
れ
る
こ
と
で
は

あ
る
が
、
一
九
七
一
年
一
二
月
三
一
日

の
法
律
二
七
条
は
、
こ
れ
に
重
ね
て
、

弁
護
士
は
職
務
の
執
行
に
さ
い
し
て
お

か
し
た
ネ
グ
リ
ジ
ェ
ン
ス
お
よ
び
フ
オ

ー
ト
に
つ
い
て
責
任
を
負
う
旨
を
規
定

し
て
い
る
。

こ
の
場
合
の
フ
ォ

1
十
は
重
大
な
も

の
で
あ
る
こ
と
を
要
せ
ず
、
そ
の
成
否

は
職
務
に
精
通
し
た
弁
護
士
に
期
待
さ

れ
る
注
意
義
務
の
水
準
を
基
準
と
し
て

抽
象
的
に
評
価
さ
れ
る
(
初
)
。

な
お
、
訴
訟
に
お
け
る
戦
術
の
選
択

は
弁
護
士
の
専
権
に
属
す
る
の
で
、
そ

れ
自
体
に
つ
い
て
責
任
を
問
わ
れ
る
こ

と
は
な
い
し
、
訴
訟
の
結
果
に
つ
い
て

も
責
任
を
負
わ
な
い
の
が
原
別
で
あ

る
。
ま
た
、
訴
訟
に
関
連
す
る
名
誉
按

損
に
つ
い
て
は
損
害
賠
償
責
任
を
負
わ

な
い
も
の
と
さ
れ
て
い
る
五
)
O

ω
弁
護
士
の
果
た
す
べ
き
具
体
的

な
義
務
の
内
容
は
、
当
事
者
か
ら
依
頼

さ
れ
た
業
務
に
よ
っ
て
異
な
る
が
、
民

事
責
任
と
の
関
係
で
は
、
こ
れ
を
、
①

説
明
・
助
言
義
務

2
2
0町
舟

gD'

自
己
)
、
②
善
管
注
意
義
務
官
ゆ
く
0
日
円

借

匂

E
含
ロ
の
め
)
、
③
忠
実
義
務

(
a
O
4
。
町
色
白
色
町
ロ
問
。
ロ
の
ゆ
)
の
三
つ
に

分
類
す
る
の
が
一
般
的
で
あ
る
(
辺
)
O

こ
れ
ら
の
義
務
の
相
互
関
係
は
多
少
暖

昧
で
あ
る
が
、
説
明
・
助
言
義
務
が
適

切
な
説
明
・
助
言
を
与
え
る
こ
と
に
よ

っ
て
依
頼
者
の
意
思
形
成
に
影
響
を
及

ぽ
す
と
い
う
積
極
的
な
義
務
で
あ
る
の

に
対
し
、
差
口
管
注
意
義
務
は
依
頼
事
項

の
枠
内
で
事
務
を
処
理
す
る
に
あ
た
っ

て
依
頼
者
お
よ
び
第
三
者
に
損
害
を
与

え
な
い
よ
う
に
す
る
消
極
的
な
義
務
で

あ
り
、
説
明
・
助
言
義
務
や
善
管
注
意

義
務
が
依
頼
事
項
に
付
随
す
る
義
務
で

あ
る
の
に
対
し
、
忠
実
義
務
は
依
頼
事

項
を
直
接
に
実
現
す
る
も
の
で
あ
る
点

で
、
そ
れ
ぞ
れ
が
区
別
さ
れ
て
い
る
と

理
解
し
て
よ
い
よ
う
で
あ
る
。

肘

説

明

・

助

言

義

務

弁

護

士

は
、
依
頼
者
と
の
聞
に
明
示
的
な
合
意

が
な
い
場
合
で
あ
っ
て
も
、
依
頼
者
に

48 
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対
し
、
そ
の
権
利
状
態
や
と
り
う
る
法

的
手
段
の
す
べ
て
を
説
明
し
、
適
切
な

助
言
を
与
え
る
義
務
を
負
う
。
こ
の
義

務
の
根
拠
は
、
弁
護
士
(
代
訴
士
)
委

嘱
契
約
に
付
随
す
る
黙
示
の
合
意
等
に

求
め
ら
れ
て
き
た
が
、
新
民
事
訴
訟
法

典
四
一
一
条
に
よ
っ
て
、
助
言
義
務
に

関
す
る
判
例
の
集
積
を
前
提
と
し
て
、

訴
訟
に
関
し
て
当
事
者
を
補
佐
す
る
職

務
に
は
助
言
を
す
る
義
務
と
権
能
と
が

含
ま
れ
て
い
る
旨
の
明
示
的
な
規
定
が

設
け
ら
れ
、
弁
護
士
が
特
約
等
に
よ
っ

て
こ
の
義
務
を
免
れ
る
こ
と
は
で
き
な

い
も
の
と
解
さ
れ
て
い
る
。
私
署
証
書

の
作
成
や
法
律
相
談
等
の
裁
判
外
の
法

律
事
務
に
関
し
て
も
、
同
様
に
、
必
要

な
事
項
に
つ
い
て
調
査
し
、
説
明
し
、

適
切
な
助
言
を
与
え
る
義
務
を
負
う
も

の
と
さ
れ
て
い
る
。

説
明
・
助
言
義
務
の
具
体
的
な
内
容

は
、
依
頼
者
の
言
動
、
そ
の
社
会
的
地

位
、
問
題
の
難
易
性
、
調
査
の
た
め
に

与
え
ら
れ
た
時
間
等
に
よ
っ
て
変
化
し

う
る
も
の
と
解
さ
れ
る
が
、
判
例
に
現

わ
れ
た
事
例
と
し
て
は
、
誤
っ
た
情
報

を
与
え
た
場
合
の
ほ
か
、
出
訴
期
間
の

制
限
そ
の
他
依
頼
者
の
権
利
を
保
全
す

る
た
め
に
留
意
す
べ
き
事
項
に
つ
い
て

適
切
な
説
明
を
与
え
な
か
っ
た
場
合
、

私
署
証
書
の
作
成
や
法
律
相
談
に
あ
た

っ
て
当
該
取
引
の
危
険
性
に
つ
い
て
説

明
を
怠
っ
た
り
、
取
引
の
有
効
性
と
実

効
性
を
確
保
す
る
た
め
の
適
切
な
措
置

を
と
ら
な
か
っ
た
場
合
等
が
あ
る
。
こ

れ
に
対
し
、
弁
護
士
が
助
言
を
与
え
た

時
点
で
は
そ
の
後
の
判
例
や
立
法
の
展

開
を
予
見
し
え
な
か
っ
た
と
き
は
、
結

果
的
に
助
言
の
内
容
が
誤
っ
て
い
た
と

し
て
も
、
弁
護
士
に
フ
ォ

l
ト
は
な
い

も
の
と
さ
れ
て
い
る
。

的

善

管

注

意

義

務

第

三

者

に

対
す
る
関
係
で
は
、
濫
用
的
な
訴
え
を

提
起
し
た
場
合
、
誤
っ
た
不
動
産
に
つ

い
て
執
行
を
し
た
場
合
、
動
産
執
行
が

容
易
に
行
な
え
る
の
に
あ
え
て
不
動
産

執
行
を
し
た
場
合
、
無
資
力
者
の
代
理

人
と
し
て
競
落
を
し
た
場
合
等
に
弁
護

士
の
善
管
注
意
義
務
違
反
を
理
由
と
す

る
損
害
賠
償
責
任
が
認
め
ら
れ
て
い

る
。
依
頼
者
と
の
関
係
で
は
、
依
頼
事

項
を
無
視
し
、
ま
た
は
依
頼
の
範
囲
を

超
え
た
活
動
を
し
て
依
頼
者
に
損
害
を

与
え
た
場
合
に
損
害
賠
償
責
任
が
認
め

ら
れ
て
い
る
。

例

忠

実

義

務

弁

護

士

は

、

依

頼
者
の
利
益
を
護
る
た
め
に
必
要
な
す

べ
て
の
訴
訟
行
為
を
、
み
ず
か
ら
の
イ

ニ
シ
ア
チ
ブ
に
お
い
て
、
遅
滞
な
く
実

行
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
訴
状
そ
の

他
の
書
面
の
提
出
を
怠
っ
た
り
、
口
頭

弁
論
期
日
に
欠
席
し
た
場
合
や
、
控
訴

期
間
そ
の
他
の
法
定
期
間
を
徒
過
し
た

場
合
等
に
、
忠
実
義
務
違
反
を
理
由
と

す
る
損
害
賠
償
責
任
を
負
う
。

損
害
の
確
実
性

弁
護
士
に
ブ
ォ

l
ト
が
あ
る
場
合
、

こ
れ
に
よ
っ
て
生
じ
た
損
害
は
、
財
産

上
の
も
の
で
あ
れ
、
精
神
的
な
も
の
で

あ
れ
、
賠
償
の
対
象
と
な
る
。
し
か

し
、
そ
の
損
害
は
、
確
実
か
つ
現
実
の

も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
し
た
が

っ
て
、
た
と
え
ば
、
弁
護
士
の
僻
怠
に

よ
っ
て
訴
訟
を
な
し
え
な
か
っ
た
が
依

頼
者
の
主
張
に
は
ま
っ
た
く
理
由
が
な

い
場
合
、
欠
陥
商
品
の
買
主
の
弁
護
士

が
製
造
者
に
対
す
る
訴
求
を
怠
っ
た
が

売
主
か
ら
損
害
の
賠
償
を
得
ら
れ
る
場

合
等
に
は
、
依
頼
者
に
現
実
の
損
害
は

な
い
も
の
と
さ
れ
、
損
害
賠
償
請
求
権

は
成
立
し
な
い
。

し
か
し
、
訴
訟
の
結
論
を
確
実
に
予

測
す
る
こ
と
は
き
わ
め
て
困
難
で
あ
る

か
ら
、
損
害
の
確
実
性
を
厳
格
に
要
求

す
る
と
き
に
は
、
弁
護
過
誤
の
被
害
者

の
救
済
が
不
十
分
に
な
る
お
そ
れ
が
あ

る
。
そ
こ
で
、
こ
の
よ
う
な
場
合
に

は
、
勝
訴
あ
る
い
は
上
級
審
に
よ
る
判

決
変
更
の
可
能
性
が
相
当
程
度
の
蓋
然

性
を
も
っ
て
認
め
ら
れ
る
と
き
に
は
、

そ
の
機
会
を
喪
失
し
た
こ
と
自
体
は
確

実
で
あ
る
と
!
認
め
ら
れ
る
の
で
、
い
わ

ゆ
る
寸
機
会
の
喪
失
(
宮
3
0
q
g
o

n
F
凶ロ日
)

L

の
法
理
を
適
用
す
る
こ
と

に
よ
り
、
被
害
者
の
救
済
が
図
ら
れ
て

い
る
(
幻
)
。
こ
の
場
合
の
損
害
賠
償
額

の
算
定
は
事
実
審
裁
判
官
の
専
権
事
項

で
あ
る
が
、
勝
訴
の
可
能
性
が
ほ
と
ん

ど
認
め
ら
れ
な
い
よ
う
な
事
件
に
つ
い

て
、
千
フ
ラ
ン
あ
る
い
は
二
千
五
百
フ

ラ
ン
と
い
っ
た
名
目
額
の
支
払
が
認
め

ら
れ
て
い
る
例
も
少
な
く
な
い
(
M
)
O

49 

四

履
行
確
保
措
置

代
訴
士
に
つ
い
て
は
一
九
四
五
年
の

デ
ク
レ
に
よ
っ
て
職
能
団
体
に
よ
る
集

団
的
履
行
確
保
措
置
が
と
ら
れ
て
い
た

が
、
弁
護
士
に
つ
い
て
は
、
一
九
五
四
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年
の
デ
ク
レ
が
資
産
管
理
を
引
き
受
け

た
弁
護
士
に
つ
い
て
損
害
担
保
契
約
の

締
結
を
義
務
づ
け
た
ほ
か
に
は
、
一
般

的
な
強
制
保
険
制
度
は
存
在
し
て
い
な

か
っ
た
。
し
か
し
、
一
九
七
一
年
に
弁

護
士
と
代
訴
士
の
制
度
が
統
合
さ
れ
る

に
あ
た
っ
て
、
依
頼
者
お
よ
び
第
三
者

の
保
護
の
た
め
に
、
す
べ
て
の
弁
護
士

は
、
個
人
ま
た
は
団
体
で
、
弁
護
士
お

よ
び
そ
の
補
助
者
の
職
務
上
の
僻
怠
に

よ
る
民
事
責
任
を
担
保
す
る
た
め
の
保

険
に
加
入
す
る
こ
と
を
義
務
づ
け
ら

れ
、
こ
れ
と
先
述
の
損
害
担
保
制
度
に

由
来
す
る
預
託
金
返
還
担
保
制
度
と
併

存
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

四

建
築
者
の
責
任

ω
建
築
家

F
R
Y
-
R♀
0
)

は、

契
約
の
相
手
方
で
あ
る
施
主
に
対
し
、

①
普
通
法
上
の
契
約
責
任
お
よ
び
②
工

作
物
の
親
庇
に
関
す
る
担
保
責
任
を
負

〉フ。
右
の
①
と
②
の
責
任
の
関
係
に
つ
い

て
は
、
工
作
物
の
受
領
前
に
損
害
が
発

見
さ
れ
責
任
が
追
及
さ
れ
る
場
合
に
は

①
の
契
約
責
任
を
、
受
領
後
は
②
の
担

保
責
任
を
追
及
す
る
の
が
原
則
で
あ
る

と
す
る
説
が
有
力
な
よ
う
で
あ
る
が
、

判
例
に
は
、
受
領
後
に
普
通
法
上
の
契

約
責
任
の
追
及
を
認
め
る
も
の
も
少
な

か
ら
ず
存
在
し
、
両
者
の
競
合
を
認
め

る
傾
向
に
あ
る
と
指
摘
さ
れ
て
い
る

ω
普
通
法
上
の
契
約
責
任
に
関
し

て
は
、
建
築
家
の
債
務
の
性
質
が
問
題

と
な
る
。
原
則
と
し
て
、
建
築
家
の
債

務
は
結
果
債
務
で
あ
り
、
建
築
家
の
側

で
損
害
の
発
生
は
外
部
原
因
に
よ
る
も

の
で
あ
る
乙
と
を
証
明
し
な
い
限
り
損

害
賠
償
責
任
を
免
れ
る
こ
と
が
で
き
な

い
が
(
民
法
典
一
一
四
七
条
参
照
)
、
後

述
の
説
明
・
助
言
義
務
、
行
政
庁
の
許

認
可
を
得
る
義
務
、
工
事
監
理
義
務
等

は
手
段
債
務
で
あ
り
、
債
権
者
の
側
で

建
築
家
の
フ
ォ

l
ト
を
証
明
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
も
の
と
さ
れ
て
い
る
。

建
築
家
と
施
主
と
の
契
約
関
係
は
さ

ま
ざ
ま
で
あ
り
、
設
計
か
ら
工
事
監
理

ま
で
の
す
べ
て
を
引
き
受
け
る
こ
と
も

あ
れ
ば
、
開
発
業
者
の
指
揮
の
も
と
で

ご
く
一
部
の
設
計
業
務
を
引
き
受
け
る

乙
と
も
あ
り
、
当
然
の
こ
と
な
が
ら
、

み
ず
か
ら
が
引
き
受
け
た
業
務
の
範
囲

内
で
の
み
契
約
責
任
を
負
う
。
た
だ

し
、
そ
の
業
務
の
範
囲
内
に
お
い
て

は
、
施
主
か
ら
の
依
頼
の
有
無
に
か
か

わ
ら
ず
、
当
該
建
築
計
画
ま
た
は
工
事

の
危
険
性
や
不
都
合
等
に
つ
い
て
、
施

主
に
理
解
可
能
な
か
た
ち
で
説
明
お
よ

び
助
言
を
与
え
る
義
務
を
負
う
。

こ
の
説
明
・
助
言
義
務
(
仏
0
4
0円
叶

号

8
5
0ロ
)
は
、
比
較
的
最
近
に
な

っ
て
、
判
例
上
認
め
ら
れ
る
よ
う
に
な

っ
た
も
の
で
あ
る
。
当
初
は
、
主
と
し

て
建
物
や
工
事
の
安
全
性
に
関
連
す
る

建
築
技
術
上
の
助
言
が
求
め
ら
れ
て
い

た
の
で
あ
る
が
、
次
第
に
そ
の
範
囲
は

拡
張
さ
れ
、
建
築
費
用
、
施
工
業
者
や

建
築
材
料
の
選
択
、
完
成
建
物
受
領
時

の
暇
庇
の
有
無
、
さ
ら
に
は
地
役
権
や

都
市
計
画
規
制
等
の
法
律
問
題
に
つ
い

て
も
適
切
な
説
明
・
助
言
を
与
え
る
べ

き
も
の
と
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た

詰
)
。
こ
の
よ
う
な
責
任
の
厳
格
化
の

傾
向
は
一
九
七
七
年
一
月
三
日
の
法
律

に
よ
っ
て
建
築
家
の
職
業
上
の
独
占
権

が
名
実
と
も
に
確
立
さ
れ
た
こ
と
と
無

関
係
で
は
な
い
と
す
る
指
摘
が
あ
る

な
お
、
普
通
法
上
の
契
約
責
任
を
免

除
ま
た
は
軽
減
す
る
特
約
は
原
則
と
し

て
有
効
で
あ
る
が
、
本
質
的
債
務
を
免

除
す
る
特
約
は
無
効
で
あ
り
、
重
過
失

が
あ
る
債
務
者
が
免
責
約
款
を
援
用
す

る
こ
と
も
許
さ
れ
な
い
も
の
と
さ
れ
て

い
る
。ω
一
九
七
八
年
に
改
正
さ
れ
た
民

法
典
一
七
九
二
条
以
下
の
規
定
は
、
施

主
の
保
護
の
た
め
に
、
建
物
の
暇
庇
に

つ
い
て
は
建
築
者

(
8
5可
R
Z
R
)

が
法
律
上
当
然
の
責
任
を
負
い
、
建
築

家
は
、
施
工
業
者
、
建
売
業
者
等
と
と

も
に
、
こ
こ
に
い
う
「
建
築
者
」
に
含

ま
れ
る
も
の
と
定
め
て
い
る
。
建
築
に

は
多
数
の
者
が
関
与
し
、
誰
の
過
誤
に

よ
っ
て
暇
庇
が
生
じ
た
か
を
特
定
す
る

こ
と
が
困
難
な
た
め
、
施
主
と
の
関
係

で
は
、
関
係
事
業
者
全
員
に
ブ
ォ

1
ト

を
推
定
し
、
そ
れ
ら
の
者
が
連
帯
し
て

責
任
を
負
う
べ
き
も
の
と
す
る
趣
旨
で

あ
る
。
建
築
者
は
、
当
該
損
害
が
外
部

的
原
因
に
起
因
す
る
こ
と
を
証
明
し
た

と
き
に
は
こ
の
責
任
を
免
れ
る
こ
と
が

で
き
る
も
の
の
、
こ
の
責
任
を
排
除
ま

た
は
制
限
す
る
特
約
は
効
力
を
有
し
な

い
も
の
と
定
め
ら
れ
て
い
る
。

な
お
、
一
九
七
八
年
法
は
、
建
物
の
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暇
暗
に
よ
っ
て
被
害
を
受
け
る
可
能
性

の
あ
る
施
主
に
損
害
保
険
契
約
の
締
結

を
強
制
す
る
1

l

保
険
会
社
か
ら
建
築

者
に
対
す
る
求
債
権
を
認
め
る
こ
と
で

建
築
業
界
を
《
B
o
g
-日
目
与
す
る
と

と
も
に
、
建
築
者
に
賠
償
責
任
保
険
を

強
制
す
る
(
そ
れ
以
前
は
、
建
築
家
に

つ
い
て
の
み
賠
償
責
任
保
険
が
強
制
さ

れ
て
い
た
)
|
|
|
こ
と
に
よ
っ
て
リ
ス

ク
の
社
会
化
を
図
る
と
い
う
特
色
の
あ

る
制
度
を
設
け
て
い
る
こ
と
で
も
注
目

さ
れ
て
い
る
五
)
。

凶
建
築
家
の
過
誤
に
よ
っ
て
第
三

者
に
損
害
を
与
え
た
場
合
に
は
、
第
三

者
は
、
そ
の
不
法
行
為
責
任
を
追
及
す

る
こ
と
が
で
き
る
。
建
築
家
の
不
法
行

為
が
成
立
す
る
場
面
と
し
て
は
、
隣
家

に
は
み
出
し
て
建
物
が
建
て
ら
れ
た

り
、
映
画
館
の
設
計
ミ
ス
に
よ
り
隣
家

が
騒
音
に
さ
ら
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た

事
例
の
よ
う
に
設
計
の
コ
ン
セ
プ
ト
に

過
誤
が
あ
る
場
合
と
、
工
事
監
理
の
過

誤
に
よ
っ
て
隣
家
に
損
害
を
与
え
る
場

合
と
が
代
表
的
な
も
の
で
あ
る
。

こ
の
他
に
、
判
例
は
、
た
と
え
ば
回
収

庇
の
あ
る
建
物
の
賃
借
入
等
が
、
第
三

者
の
た
め
に
す
る
契
約
の
法
理
を
援
用

第4章

す
る
こ
と
に
よ
り
、
施
主
が
建
築
者
に

対
し
て
有
す
る
暇
庇
担
保
訴
権
を
行
使

す
る
こ
と
を
認
め
て
い
る
(
お
)
。

五

む
す
び

フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
専
門
家
(
自
由

専
門
職
)
の
民
事
責
任
の
特
色
は
、
説

明
・
助
言
義
務
の
拡
充
に
あ
る
と
い
っ

て
よ
い
。

こ
の
義
務
は
、
一
八
七
二
年
四
月
二

日
の
破
段
院
民
事
部
判
決
(
ロ
冨
芯
・

「

ω
呂
)
が
公
証
人
に
つ
い
て
こ
れ
を

認
め
て
以
来
、
そ
の
適
用
領
域
と
内
容

と
を
拡
張
し
て
き
た
。

そ
の
成
立
の
根
拠
は
、
依
頼
者
は
専

門
家
を
信
頼
す
る
が
故
に
専
門
家
に
事

務
処
理
を
依
頼
す
る
と
い
う
事
実
そ
れ

自
体
に
求
め
ら
れ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

そ
し
て
、
ま
っ
た
く
の
素
人
で
あ
る
依

頼
者
に
つ
い
て
み
れ
ば
、
ど
の
よ
う
な

事
項
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
な
助
言
を
受

け
れ
ば
よ
い
か
と
い
う
こ
と
さ
え
わ
か

ら
な
い
の
で
あ
る
か
ら
、
情
報
の
提
供

に
つ
い
て
の
明
示
的
な
合
意
が
あ
る
場

合
に
の
み
義
務
が
発
生
す
る
と
い
っ
た

考
え
方
に
は
そ
も
そ
も
な
じ
み
難
い

し
、
専
門
家
の
イ
ニ
シ
ア
チ
ブ
に
お
い

て
こ
の
義
務
の
減
免
に
関
す
る
特
約
を

締
結
さ
せ
る
こ
と
も
不
適
切
で
あ
る
。

し
た
が
っ
て
、
こ
の
義
務
は
、
本
来
的

に
、
明
示
的
な
合
意
な
し
に
発
生
し
、

原
則
と
し
て
免
責
約
款
の
効
力
が
否
定

さ
れ
る
べ
き
性
格
を
有
し
て
い
る
と
い

〉えトでフ。

こ
の
よ
う
な
特
色
に
着
目
す
る
か
ぎ

り
は
、
情
報
量
に
圧
倒
的
な
格
差
が
あ

り
、
一
方
が
他
方
を
信
頼
し
て
契
約
関

係
に
入
ら
ざ
る
を
え
な
い
場
合
に
は
、

共
通
に
同
種
の
義
務
の
存
在
が
認
定
さ

れ
る
べ
き
で
あ
り
、
自
由
専
門
職
に
特

有
の
問
題
で
は
な
い
と
考
え
る
べ
き
こ

と
に
な
る
。
そ
れ
ゆ
え
に
、
こ
の
義
務

は
、
契
約
締
結
前
の
情
報
提
供
義
務

(
O
E釘
凶
氏
。
ロ
自
民
O
H
B丘町
o
p
o
σ
E

--m巳
oロ
骨
円
。
ロ
印
。
日
関
口
O
B
O
E
)
と
の

境
界
を
不
分
明
に
し
つ
つ
、
そ
の
適
用

範
囲
を
拡
張
し
、
弁
護
士
、
医
師
、
建

築
家
、
銀
行
、
不
動
産
仲
介
業
者
等
の

各
種
役
務
提
供
者
の
み
な
ら
ず
、
物
の

賃
貸
人
や
売
主
な
ど
に
ま
で
適
用
さ
れ

る
に
至
っ
て
い
る
。

ま
た
、
説
明
・
助
言
義
務
の
右
に
述

べ
た
よ
う
な
性
格
は
、
安
全
義
務
な
い

し
安
全
保
護
義
務

(
O
百円
m
m
t
oロ
骨

mO2ユ
日
)
と
類
似
し
、
分
業
化
の
進

ん
だ
現
代
社
会
に
特
有
の
新
た
な
法
律

問
題
を
象
徴
す
る
も
の
と
し
て
、
今
後

ま
す
ま
す
そ
の
重
要
性
を
増
し
て
い
く

も
の
と
思
わ
れ
る
。

(
1
)

の・問団何回・
H
a

・開ぴ白戸
AUF
巾
円
ロ
ロ
門
町
1
0
芹

日)円。向。回目印
O
ロロ
m
Y
』
h
h
h
r
N
R
K叫

ma同
町
ト
苫
U
口
舟
」
〈
叫
J

Eω
∞w
匂・

2
叶
巾
同
印
・
そ
の
概
要
を
紹
介
す

る
も
の
と
し
て
、
中
村
勝
信
「
フ
ラ
ン

ス
に
お
け
る
職
業
責
任
L

中
央
大
学
大

学
院
研
究
年
報
一
七
号
I

|
一
一
(
一
九

八
八
年
)
二
一
二
頁
以
下
、
須
永
醇
「
フ

ラ
ン
ス
法
に
お
け
る
専
門
家
の
責
任
L

川
井
健
編
・
専
門
家
の
責
任
二
九
九

三
年
、
日
本
評
論
社
)
一
六
二
頁
以
下

等
が
あ
る
。

(
2
)

〉

-
P
E
P
g
n
y巾
仏

usag-け

円
目
。
印
円
。
口
同
円
山
4
h

印
刀
吋
O
]
市内山田印日
O

ロロ巾】凹噂

阿
川
町
民

hhS
心
事
ミ
g
b
c・
同
同
可
同
R

F

N

W

E
E
-
匂
呂
田
町
同
印
w

中
村
・
前
掲
注

(
1
)
三
三
頁
以
下
、
須
永
・
前
掲
注

(
1
)

一
六
三
頁
以
下
参
照
。

(

3

)

H

N

・口同冨
D
D
口問喝、叶吋回目同
m
n
r
w印
O
E目白

開
阻
止
O
ロ印

g
m
mロ
m
g
r
F〈
w
E
N印u
ロ。

]
戸
一
山

ω一1
.

(
4
)

の
・
〈
芝
同
♂

M
3
s
m
n
同
丸
町
丸
神
、
口
町
同

町
民
同
」

N
.
h
h同
h
b
~
v
R
r叫
h
N
Rロ
S
F
h
h
N
唱
品
目
出
守

O
S
I

h
R
N
F
N
.
q
事同~円
0
3
丸山門紅白芯日
F

H

由∞
N
U

ロ。印品。・

(5)

〈

ou--EM--巾
叶

g
z
g
p
h
h
H
司、町目

却
も
ロ
晴
、

g
a
e
.
s
h
R
S
.
N町、

T
E
-
u
H
U∞NW
ロ
0

5
3
2
印
・
須
永
・
前
掲
注

(
1
)

一
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第5章役務提供者責任に関する EC指令案

第
五
耳ztZ. 

E任言邑

関
す

早稲
る
E 田

大 C 
学教授 十旨
浦 呆)11 
道
太
sB 

は
じ
め
に

消
費
社
会
が
発
展
し
た
先
進
諸
国
に

お
い
て
は
、
取
引
の
客
体
は
、
有
体
物

か
ら
次
第
に
無
体
的
な
役
務
(
サ
ー
ビ

ス
)
に
重
心
を
移
行
し
つ
つ
あ
る
。

E

U
(
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
連
合
)
で
も
、
こ
の

傾
向
が
顕
著
で
あ
り
、
取
引
全
体
に
占

め
る
商
品
と
役
務
の
割
合
は
す
で
に
逆

転
し
、
加
盟
国
の
国
民
総
生
産
の
三
分

の
二
は
役
務
取
引
に
よ
る
も
の
と
い
わ

れ
て
い
る
(
1
)
O

と
こ
ろ
で
、

E
U
は
、
わ
が
国
の
製

造
物
責
任
法
の
モ
デ
ル
に
な
っ
た
「
欠

陥
製
造
物
に
つ
い
て
の
責
任
に
関
す
る

加
盟
国
の
法
律
、
規
則
及
び
行
政
規
定

の
調
整
の
た
め
の
閣
僚
理
事
会
指
令
L

(2)

を
採
択
し
、
有
体
物
た
る
動
産

(
製
造
物
)
を
対
象
に
、
製
品
事
故
被

害
に
関
す
る
加
盟
国
の
損
害
賠
償
責
任

ル
l
ル
を
統
一
す
る
こ
と
に
成
功
し

た
。
乙
の
よ
う
な
状
況
の
中
で
、
先
に

述
べ
た
取
引
に
お
け
る
重
心
の
移
行
を

考
え
合
わ
せ
る
と
、
次
の
段
階
と
し

て
、
役
務
に
関
わ
る
事
故
被
害
の
法
的

責
任
の
調
整
を
目
指
す
動
き
が
現
れ
る

こ
と
は
、
当
然
の
こ
と
で
あ
る
と
い
え

よ
う
。
こ
の
試
み
と
し
て

E
C
委
員
会

に
よ
り
示
さ
れ
た
も
の
が
、
「
役
務
提

供
に
お
け
る
責
任
に
関
す
る
閣
僚
理
事

会
指
令
の
た
め
の
提
案
L

(

以
下
、
寸
役

務
提
供
者
責
任
指
令
案
」
と
省
略
し
、

1
E
C
指
令
案
L

な
い
し
「
本
指
令

案
」
と
い
う
)
(
主
で
あ
っ
た
。

本
指
令
案
は
、
役
務
の
提
供
に
際
し

て
発
生
す
る
人
損
や
物
損
の
損
害
賠
償

に
関
わ
る
責
任
ル

l
ル
を
定
め
る
も
の

で
あ
る
が
、
責
任
主
体
の
側
面
か
ら
み

る
な
ら
ば
、
役
務
提
供
者
の
責
任
を
規

定
す
る
も
の
で
あ
る
。
そ
し
て
そ
れ

は
、
後
述
す
る
よ
う
に
、
賠
償
の
範
囲

と
の
関
係
で
一
定
の
限
定
が
あ
る
も
の

の
、
依
頼
に
応
じ
て
専
門
知
識
に
基
づ

く
役
務
(
サ
ー
ビ
ス
)
を
提
供
す
る
専

門
家
の
責
任
と
も
大
き
な
関
係
を
有
す

る
も
の
で
も
あ
る
。
そ
こ
で
、
本
稿
で

は、

E
U
で
構
想
さ
れ
て
い
る
役
務
提

供
者
責
任
指
令
案
に
つ
い
て
紹
介
す
る

と
と
も
に
、
そ
れ
に
関
わ
っ
て
特
に
専

門
家
の
責
任
と
の
関
係
で
生
じ
て
い
る

議
論
に
つ
い
て
検
討
す
る
こ
と
に
し
た

BU--

役
務
提
供
者
責
任
に

関
す
る

E
C
指
令
案

E
C
指
令
案
の
成
立
過
程

一
九
八
五
年
の
製
造
物
責
任
に
関
す

る
E
C
指
令
(2)

に
よ
り
、
欠
陥
製

品
事
故
に
対
し
て
厳
格
な
責
任
を
導
入

し
た
後
に
、

E
C
委
員
会
は
、
欠
陥
役

務
(
サ
ー
ビ
ス
)
に
対
し
て
も
、
製
造

物
責
任
と
同
様
に
統
一
的
な
責
任
ル
ー

ル
を

E
U
全
域
内
に
施
行
す
る
努
力
を

開
始
し
た
。
こ
れ
は
、
加
盟
国
内
の
取

引
に
お
い
て
商
品
(
製
造
物
H
動
産
)

取
引
と
役
務
取
引
の
も
つ
重
要
性
が
完

全
に
逆
転
し
、
現
在
で
は
役
務
取
引
が

国
民
総
生
産
の
三
分
の
二
を
占
め
る
に

至
っ
て
い
る
こ
と
に
配
慮
し
、
域
内
市

場
の
確
立
の
た
め
に
、
役
務
取
引
の
不

均
等
な
競
争
条
件
を
解
消
し
、
加
盟
国

間
で
異
な
る
消
費
者
保
護
の
水
準
を
調

整
す
る
必
要
性
を
認
識
し
た
た
め
で
あ

る。

53 

こ
の

E
U
レ
ベ
ル
で
の
役
務
提
供
者

責
任
の
規
制
の
試
み
は
、

E
C
委
員
会

が
一
九
八
九
年
二
一
月
一
一
一
日
に
プ
リ
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ユ
ツ
セ
ル
で
公
聴
会
を
開
催
し
、
招
集

し
た
加
盟
国
の
政
府
代
表
と
関
係
諸
国

体

に

指

令

の

予

備

草

案

(

〈

2
・

0
再
当
日
時
)
を
提
示
し
た
こ
と
で
、
公

然
た
る
も
の
と
な
っ
た
(
4
)
O

そ
し
て

E
C
委
員
会
は
、
一
九
九

O
年
四
月
二

七
日
に
フ
ラ
ン
ス
語
の
予
備
草
案
を
公

表
し
て
、
よ
り
詳
細
な
内
容
を
明
ら
か

に
し
た
。

予
備
草
案
は
、
次
の
よ
う
な
内
容
で

中
め
つ
れ
へ

(
5
)
。

①
責
任
の
対
象
と
し
て
の
役
務
の
定

義
責
任
の
対
象
と
な
る
役
務
と
は
、

動
産
の
製
造
行
為
ま
た
は
物
権
・
知
的
所

有
権
の
移
転
行
為
を
除
く
、
営
業
活
動
な

い
し
公
益
事
業
の
枠
内
で
提
供
さ
れ
る
給

付
を
い
う
。
た
だ
し
、
家
の
設
計
・
建
築

な
ら
び
に
主
催
旅
行
は
責
任
の
対
象
か
ら

除
外
さ
れ
る
。
ま
た
、
指
令
と
同
等
の
保

護
を
保
障
す
る
無
過
失
責
任
原
則
に
基
づ

く
補
償
基
金
を
加
盟
国
が
設
け
る
な
ら

ば
、
医
療
も
除
外
さ
れ
る
。

②
責
任
原
則
欠
陥
あ
る
役
務
を

提
供
し
た
場
合
に
役
務
提
供
者
が
無
過
失

責
任
を
負
う
。
役
務
の
「
欠
陥
L

と
は
、

製
造
物
責
任
に
お
け
る
寸
欠
陥
L

の
定
義

を
模
範
と
し
、
健
康
お
よ
び
身
体
の
不
可

侵
性
・
物
の
不
可
侵
性
の
観
点
か
ら
期
待

さ
れ
る
安
全
性
を
役
務
が
提
供
し
な
い
こ

と
を
指
す
。
ま
た
、
人
損
・
物
損
が
役
務

提
供
の
際
、
あ
る
い
は
役
務
提
供
後
一
年

以
内
に
生
じ
た
場
合
に
は
、
役
務
の
欠
陥

が
推
定
さ
れ
る
。
こ
の
欠
陥
の
推
定
は
、

人
身
の
保
護
の
た
め
の
強
制
的
な
行
政
規

定
に
違
反
し
て
役
務
提
供
が
お
こ
な
わ
れ

る
場
合
に
も
生
じ
る
。

③
賠
償
さ
れ
る
損
害
の
範
囲
慰

謝
料
を
含
む
人
損
と
物
損
に
つ
い
て
損
害

賠
償
義
務
が
生
じ
る
。
製
造
物
責
任
に
関

す
る
E
C
指
令
の
よ
う
な
最
高
責
任
限
度

額
の
定
め
は
な
い
。

右
に
み
る
よ
う
に
、
役
務
提
供
者
責

任
に
関
す
る
予
備
草
案
は
、
役
務
の
欠

陥
を
要
件
と
す
る
無
過
失
責
任
を
採
用

す
る
な
ど
製
造
物
責
任
に
関
す
る

E
C

指
令
と
き
わ
め
て
近
似
す
る
内
容
で
あ

り
、
一
定
条
件
の
下
に
欠
陥
を
推
定
す

る
こ
と
で
、
さ
ら
に
消
費
者
寄
り
の
立

場
を
強
め
る
内
容
で
あ
っ
た
。

し
か
し
な
が
ら
、
役
務
を
製
造
物
と

完
全
に
同
一
の
仕
方
で
規
律
せ
ん
と
す

る
E
C
委
員
会
の
態
度
に
対
し
て
は
、

強
い
異
論
が
唱
え
ら
れ
た
。

た
と
え
ば
、
逸
早
く
予
備
草
案
の
内

容
を
紹
介
し
た
ド
イ
チ
ュ
教
授
は
、
以

下
の
よ
う
な
批
判
を
お
こ
な
っ
て
い

る
。
す
な
わ
ち
、
製
造
物
責
任
の
対
象

で
あ
る
製
造
物
に
は
大
量
生
産
や
製
造

者
が
分
か
り
に
く
い
な
ど
要
素
が
あ

り
、
そ
れ
が
厳
格
な
無
過
失
責
任
を
基

礎
づ
け
た
が
、
こ
れ
に
対
し
て
、
役
務

に
は
そ
の
よ
う
な
要
素
が
欠
げ
て
い

る
。
そ
れ
ゆ
え
、
製
造
物
責
任
と
パ
ラ

レ
ル
に
役
務
提
供
者
責
任
を
考
え
る
こ

と
は
で
き
な
い
。
さ
ら
に
、
法
益
侵
害

に
媒
介
さ
れ
て
損
害
が
生
ず
る
と
の
形

式
を
採
用
せ
ず
、
欠
陥
役
務
に
よ
り
損

害
が
生
ず
る
と
す
る
フ
ラ
ン
ス
式
の
責

任
要
件
を
採
用
す
る
こ
と
で
、
予
備
草

案
は
、
賠
償
対
象
と
な
る
損
害
の
限
定

を
困
難
に
し
て
い
る
。
ま
た
、
そ
も
そ

も
国
境
を
越
え
る
役
務
取
引
は
あ
ま
り

考
え
ら
れ
な
い
た
め
に
、
役
務
提
供
者

間
の
競
争
条
件
の
均
質
化
を
云
々
す
る

こ
と
は
難
し
く
、
欧
州
共
同
体
設
立
条

約
(
ロ

l
マ
条
約
)
を
根
拠
に
統
一
的

な
役
務
提
供
者
責
任
の
導
入
を
構
想
す

る
こ
と
は
難
し
い
の
で
は
な
い
か
、
と

い
う
の
で
あ
る

(
6
)
。

E
C
委
員
会
は
、
こ
の
よ
う
な
批
判

に
配
慮
し
て
再
検
討
を
加
え
た
が
、
結

論
的
に
は
予
備
草
案
の
責
任
原
則
に
大

き
な
変
更
を
加
え
て
最
終
的
な

E
C
指

令
案
を
作
成
し
、
一
九
九
一
年
一
月
に

加
盟
国
政
府
、
欧
州
議
会
お
よ
び
閣
僚

理
事
会
に
送
付
し
て
、

E
U
の
正
式
な

立
法
手
続
に
乗
せ
た
。

E
C指
令
案
の
内
容

E
C
委
員
会
に
よ
り
作
成
さ
れ
立
法

手
続
に
移
さ
れ
た
役
務
提
供
者
責
任
に

関
す
る

E

C
指
令
案

(
3
)

は
、
前
文

と
一
三
カ
条
よ
り
な
る
が
、
予
備
草
案

を
骨
格
に
お
い
て
引
き
継
い
で
は
い
る

も
の
の
、
責
任
原
則
に
関
し
て
は
大
き

な
修
正
が
加
え
ら
れ
て
い
る
(
な
お
、

役
務
提
供
者
責
任
指
令
案
の
前
文
を
除
く

条
文
の
翻
訳
を
後
掲
「
資
料
し
と
し
て
掲

げ
た
)
。ω
法
的
根
拠

(
E
U
の
立
法
権
限
)

指
令
案
に
付
さ
れ
た
理
由
書
(
切
0

・

明
宮
含
口
問
)
に
よ
る
と
、
本
指
令
案

は
、
欧
州
共
同
体
設
立
条
約
一

O
O条

A
(
7
)

に
根
拠
を
も
つ
も
の
で
あ
り
、

役
務
提
供
者
の
責
任
基
準
を

E
U
全
域

で
同
じ
も
の
に
す
る
こ
と
に
よ
り
、
各

国
の
役
務
提
供
者
の
競
争
条
件
を
同
一

に
し
、
域
内
市
場
で
営
業
を
広
く
展
開

し
よ
う
と
す
る
役
務
提
供
者
に
と
っ
て

投
資
の
阻
害
要
因
を
除
去
す
る
目
的
が

あ
る
と
し
て
い
る
。
ま
た
、
こ
の
こ
と

54 



役務提供者責任に関する EC指令案第5章

は
、
国
境
を
越
え
て
役
務
の
提
供
を
受

げ
る
消
費
者
の
保
護
を
促
進
す
る
も
の

で
あ
り
、
消
費
者
が
ど
こ
に
居
住
す
る

か
を
問
わ
ず
同
一
の
責
任
基
準
で
保
護

さ
れ
る
こ
と
は
、
域
内
市
場
の
確
立
に

と
っ
て
も
意
義
が
あ
る
と
述
べ
て
い
る

ω
対
象
と
な
る
役
務

本
指
令
案
で
は
、
対
象
と
な
る
役
務

が
定
義
さ
れ
て
い
る
(
指
令
案
二
条
)

0

.
役
務
を
提
供
す
る
者
が
責
任
者
で
あ
る

(
指
令
案
一
条
一
項
)
た
め
に
、
寸
役

務
L

概
念
は
、
役
務
提
供
者
責
任
の
客

観
的
範
囲
と
主
観
的
範
囲
を
画
定
す
る

重
要
な
要
素
で
あ
る
。

本
指
令
案
の
定
め
る
役
務
提
供
者
責

任
の
対
象
と
な
る
役
務
は
、
製
造
物
責

任
に
よ
り
す
で
に
把
握
さ
れ
て
い
る
物

を
製
造
す
る
行
為
、
お
よ
び
物
権
・
著

作
権
を
譲
渡
す
る
行
為
を
除
外
す
る

が
、
き
わ
め
て
広
範
囲
に
及
ん
で
い

る
。
つ
ま
り
、
営
業
活
動
ば
か
り
で
な

く
公
益
事
業
の
枠
内
で
提
供
さ
れ
る
も

の
も
含
み
、
有
償
の
み
な
ら
ず
無
償
の

給
付
行
為
を
も
含
ん
で
い
る
。

た
だ
し
、
そ
の
特
殊
性
ゆ
え
に
、
警

察
や
刑
務
所
な
ど
公
共
の
安
全
維
持
の

た
め
の
公
務
、

E
C
が
別
に
規
定
を
設

り
て
い
る
(
あ
る
い
は
設
け
る
予
定

の
)
主
催
旅
行
(
パ
ッ
ク
旅
行
)

(

9

)

・

廃
棄
物
に
関
わ
る
役
務
(
目
、
お
よ

び
、
航
空
交
通
や
陸
上
運
送
の
よ
う
に

す
で
に
加
盟
国
や

E
C
が
批
准
し
て
い

る
国
際
的
な
協
定
に
よ
り
定
め
ら
れ
て

い
る
役
務
に
つ
い
て
は
、
例
外
的
に
対

象
か
ら
外
さ
れ
て
い
る
。

矧
責
任
原
則

予
備
草
案
が
欠
陥
を
要
件
と
す
る
無

過
失
責
任
を
採
用
し
て
い
た
の
に
対
し

て、

E
C
指
令
案
は
、
過
失
責
任
主
義

に
立
脚
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
指
令

案
の
一
条
一
項
は
、
「
役
務
提
供
者
は
、

故
意
ま
た
は
過
失
に
よ
り
(
日
)
役
務

提
供
に
際
し
て
人
の
健
康
お
よ
び
身
体

的
完
全
性
な
ら
び
に
役
務
提
供
の
対
象

物
を
含
む
動
産
ま
た
は
不
動
産
の
完
全

性
に
生
じ
た
損
害
に
つ
い
て
責
任
を
負

う
L

と
定
め
る
。

こ
の
「
故
意
ま
た
は
過
失
」
(
有
責

性
〔
ぐ
司

R
Y巳
仏
自
[
独
語
巴

-
F
Eけ

[
英
語
]
〕
)
の
有
無
に
関
す
る
判
断
で

は
、
役
務
提
供
者
の
行
為
が
通
常
か
っ

予
見
で
き
る
条
件
の
下
で
正
当
に
期
待

で
き
る
安
全
性
を
確
保
し
て
い
た
か
ど

う
か
を
考
慮
し
な
り
れ
ば
な
ら
な
い

(
指
令
案
一
条
三
項
)
。
ま
た
、
役
務
を

提
供
し
た
時
点
以
降
に
、
当
該
役
務
よ

り
も
優
れ
た
役
務
が
存
在
し
、
あ
る
い

は
、
優
れ
た
役
務
の
可
能
性
が
あ
っ
た

事
実
だ
け
で
は
、
「
故
意
ま
た
は
過

失
し
が
あ
っ
た
と
判
断
し
て
は
な
ら
な

い
(
同
一
条
四
項
)
。

こ
の
よ
う
に
指
令
案
は
過
失
責
任
主

義
に
戻
っ
た
も
の
の
、
寸
故
意
ま
た
は

過
失
が
な
い
こ
と
を
証
明
す
る
責
任

は
、
役
務
提
供
者
が
負
う
し
も
の
と

し
、
過
失
の
証
明
責
任
を
役
務
提
供
者

に
課
し
た
(
同
一
条
二
項
)
。
し
た
が
っ

て
、
被
害
者
は
、
損
害
、
お
よ
び
役
務

提
供
と
損
害
と
の
聞
の
因
果
関
係
に
つ

い
て
は
立
証
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が

(
同
五
条
)
、
専
門
的
な
知
識
に
欠
知

し
て
い
る
こ
と
や
事
故
に
よ
り
証
拠
に

な
る
役
務
提
供
の
対
象
物
が
通
常
は
消

滅
し
て
し
ま
う
困
難
な
状
況
が
顧
慮
さ

れ
て
、
役
務
提
供
者
の
過
失
を
-
証
明
す

る
必
要
は
な
い
も
の
と
さ
れ
て
い
る
。

凶
責
任
者

前
述
し
た
よ
う
に
、
指
令
案
二
条
に

よ
り
定
義
さ
れ
た
役
務
を
提
供
す
る
者

が
責
任
者
で
あ
る
。
責
任
者
た
る
役
務

提
供
者
は
、
自
然
人
ば
か
り
で
な
く
法

人
を
も
含
む
。
公
益
事
業
が
問
題
に
な

る
場
合
に
は
、
国
や
公
共
団
体
も
責
任

者
に
な
る
。

役
務
提
供
者
が
独
立
し
た
下
請
負
人

に
よ
り
実
際
の
役
務
提
供
を
さ
せ
る
場

合
に
は
、
下
請
負
人
も
、
役
務
提
供
者

と
な
ら
ん
で
役
務
提
供
者
責
任
を
負

う
。
こ
れ
に
対
し
て
、
役
務
提
供
者
が

代
行
者
や
従
属
的
な
仲
介
者
を
用
い
て

役
務
提
供
を
す
る
場
合
に
は
、
代
行

者
・
仲
介
者
を
使
用
す
る
役
務
提
供
者

が
責
任
者
と
な
る
。
も
っ
と
も
後
者
の

場
合
に
お
い
て
、
責
任
者
た
る
役
務
提

供
者
が

E
C
域
外
に
居
住
し
て
い
る
場

合
に
は
、
|
|
本
来
の
役
務
提
供
者
の

責
任
に
影
響
な
く
|
|
代
行
者
や
仲
介

者
が
本
指
令
案
に
よ
る
責
任
を
負
担
す

る
(
指
令
案
三
条
)
。

間
賠
償
さ
れ
る
損
害
の
範
囲

賠
償
範
囲
に
入
る
損
害
の
画
定
に
つ

い
て
は
、
フ
ラ
ン
ス
法
式
の
損
害
賠
償

の
考
え
方
を
採
用
し
た
た
め
、
若
干
複

雑
な
規
定
と
な
っ
て
い
る
(
指
令
案
四

条)。ま
ず
第
一
に
、
人
の
健
康
ま
た
は
身

体
的
完
全
性
の
襲
損
、
お
よ
び
役
務
提

供
の
対
象
物
を
含
む
動
産
・
不
動
産
の

完
全
性
の
聾
損
が
賠
償
の
対
象
と
な
る

損
害
で
あ
る
。
人
や
物
に
有
形
的
な
損

害
を
与
え
ず
、
経
済
的
な
損
失
だ
げ
が
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生
じ
る
純
粋
財
産
損
害
は
、
賠
償
の
対

象
外
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
医
療
過

誤
を
お
か
し
た
医
師
や
医
療
機
関
は
、

本
指
令
案
の
責
任
に
服
す
る
こ
と
に
な

る
が
、
弁
護
過
誤
を
お
か
し
た
弁
護
士

は
、
身
体
・
財
物
に
有
形
的
な
損
害
を

与
え
ず
、
財
産
状
態
の
上
で
マ
イ
ナ
ス

(
純
粋
財
産
損
害
)
を
依
頼
者
に
与
え

る
に
と
ど
ま
る
た
め
に
、
本
指
令
案
の

責
任
を
負
わ
な
い
。
こ
の
た
め
、
故

意
・
過
失
あ
る
役
務
提
供
に
よ
り
一
般

に
財
産
的
な
損
害
だ
け
が
生
じ
る
よ
う

な
職
業
で
あ
る
弁
護
士
、
公
認
会
計

士
、
弁
理
士
、
投
資
顧
問
業
者
な
ど
の

助
言
的
な
業
務
に
つ
い
て
は
、
本
指
令

案
の
責
任
は
、
実
質
的
に
及
ば
な
い
も

の
と
い
え
よ
う
。
な
お
、
人
損
に
お
い

て
慰
謝
料
を
賠
償
の
範
囲
に
含
め
る
か

否
か
は
、
加
盟
国
の
法
律
に
委
ね
ら
れ

る。
第
二
に
、
賠
償
の
範
囲
は
、
直
接
的

な
損
害
に
限
ら
れ
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
手

術
の
失
敗
を
苦
に
し
た
自
殺
や
、
屋
根

の
修
繕
が
不
完
全
な
た
め
に
家
屋
の
賃

貸
借
契
約
の
機
会
を
逸
し
た
こ
と
に
よ

る
損
害
な
ど
の
よ
う
に
、
人
・
物
の
完

全
性
の
顕
損
と
直
接
的
に
関
連
が
な
い

後
続
損
害
は
、
本
指
令
案
の
下
で
は
賠

償
さ
れ
な
い
。

第
三
に
、
物
損
に
お
い
て
は
、
製
造

物
責
任
に
関
す
る

E
C
指
令
と
同
様

に
、
個
人
的
使
用
・
消
費
の
た
め
の
物

で
あ
り
、
現
実
に
個
人
的
に
使
用
・
消

費
さ
れ
て
い
た
物
に
生
じ
た
損
害
に
限

っ
て
賠
償
請
求
が
可
能
に
な
る
。

的
問
そ
の
他
の
実
体
的
規
定

役
務
提
供
者
と
第
三
者
の
過
失
の
共

同
に
よ
り
損
害
が
発
生
し
た
場
合
に

は
、
被
害
者
の
損
害
賠
償
は
減
額
さ
れ

な
い
が
、
被
害
者
の
過
失
が
共
同
す
る

と
き
は
、
過
失
相
殺
に
よ
り
賠
償
額
が

減
額
さ
れ
る
か
、
責
任
が
免
除
さ
れ
る

(
指
令
案
六
条
)
。

本
指
令
案
の
責
任
を
免
責
し
、
あ
る

い
は
制
限
す
る
契
約
上
の
特
約
(
減
・

免
責
特
約
)
は
無
効
と
さ
れ
る
(
同
七

条)。本
指
令
案
の
下
で
複
数
の
者
が
責
任

を
負
う
場
合
に
は
、
そ
れ
ら
の
者
の
賠

償
責
任
は
連
帯
債
務
と
な
る
(
同
八

条)。本
指
令
案
に
基
づ
く
責
任
に
関
す
る

損
害
賠
償
請
求
権
は
、
役
務
提
供
の
時

点
か
ら
五
年
間
で
消
滅
す
る
。
い
わ
ゆ

る
責
任
期
間
の
定
め
で
あ
る
。
こ
れ
に

対
し
て
、
損
害
賠
償
請
求
権
の
消
滅
時

効
期
間
は
、
被
害
者
が
損
害
と
役
務
、

お
よ
び
役
務
提
供
者
を
知
り
ま
た
は
知

り
う
べ
か
り
し
時
か
ら
三
年
で
あ
る
。

た
だ
し
、
建
物
の
設
計
・
施
工
に
関
わ

る
役
務
提
供
で
は
、
こ
れ
ら
の
期
聞

は
、
そ
れ
ぞ
れ
二

O
年
と
一

O
年
に
延

長
さ
れ
る
(
同
九
条
、
一

O
条
)
o

m
経
過
規
定
と
圏
内
法
の
施
行

本
指
令
は
、
施
行
以
前
に
提
供
さ
れ

た
役
務
に
つ
い
て
は
適
用
が
な
い
(
指

令
案
一
一
条
)
。
ま
た
、
加
盟
国
は
、

一
九
九
二
年
一
二
月
コ
二
日
ま
で
に
、

本
指
令
に
即
し
て
国
内
法
を
施
行
す
る

よ
う
に
義
務
づ
け
ら
れ
る
(
同
一
一
一

条
。
も
っ
と
も
、
指
令
案
が
閣
僚
理
事
会

に
よ
り
今
日
に
至
る
ま
で
採
択
さ
れ
て
い

な
い
た
め
に
、
こ
の
日
付
は
意
味
を
失
っ

て
い
る
)
。

E
C
指
令
案
に
対
す

る
反
響
と
批
判

前
節
で
内
容
を
概
観
し
た
役
務
提
供

者
責
任
に
関
す
る

E
C
指
令
案
は
、
現

段
階
で
は
、

E
U
の
立
法
手
続
に
付
さ

れ
て
い
る
。
本
指
令
案
は
、
欧
州
共
同

体
設
立
条
約
一

O
O条
A
を
根
拠
に
提

案
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
た
め
、
立
法
手

続
と
し
て
は
、
欧
州
議
会
お
よ
び
経
済

社
会
評
議
会
と
の
協
議
を
経
て
、
閣
僚

理
事
会
に
お
い
て
議
決
さ
れ
ね
ば
な
ら

な
い
(
話
。
し
か
し
、
筆
者
が
今
日
ま

で
に
入
手
し
た
情
報
で
は
、
経
済
社
会

評
議
会
に
お
い
て
は
、
小
差
を
も
っ
て

提
案
が
否
決
さ
れ
た
と
い
わ
れ
(
盟
、

欧
州
議
会
内
で
も
意
見
は
別
れ
て
い
る

状
況
で
あ
る
(
U
)
O

ま
た
、
指
令
案
が

通
告
さ
れ
た

E
U
加
盟
国
内
に
も
消
極

的
な
意
見
は
多
く
、
た
と
え
ば
、
ド
イ

ツ
連
邦
共
和
国
で
は
、
連
邦
参
議
院
は

指
令
案
に
対
し
て
す
で
に
反
対
を
表
明

し
、
連
邦
議
会
内
の
委
員
会
で
の
審
議

で
も
否
定
的
な
見
解
が
多
い
と
い
わ
れ

て
い
る

(50
そ
し
て

E
C
委
員
会
は

多
く
の
消
極
的
な
意
見
に
直
面
し
て
、

後
述
す
る
よ
う
に
、
新
た
な
提
案
を
考

慮
し
て
い
る
と
も
伝
え
ら
れ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
審
議
経
過
を
総
合
す
る

な
ら
ば
、
本
指
令
案
が
閣
僚
理
事
会
に

よ
り
採
択
さ
れ
る
目
処
は
全
く
た
っ
て

い
な
い
と
い
っ
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
こ

れ
は
、
役
務
提
供
者
責
任
に
関
す
る
コ

ン
セ
ン
サ
ス
が
関
係
者
間
で
い
ま
だ
得

ら
れ
て
い
な
い
証
左
で
あ
る
が
、
こ
の

間
に
示
さ
れ
た
批
判
的
見
解
を
な
が
め

る
な
ら
ば
、
本
指
令
案
が
抱
え
る
問
題
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点
が
明
ら
か
に
な
る
も
の
と
思
わ
れ

る
。
そ
こ
で
、
以
下
で
は
、
専
門
家
の

責
任
と
関
わ
る
批
判
に
焦
点
を
当
て

て
、
役
務
提
供
者
責
任
指
令
案
の
問
題

点
を
検
討
す
る
こ
と
と
し
た
い
。

役
務
提
供
者
責
任
の
法
制
化
と

E
U
の
立
法
権
限

と
こ
ろ
で
、

E
C
委
員
会
が
役
務
提

供
者
責
任
に
関
す
る
指
令
案
を
企
画
し

た
背
景
に
は
、
前
述
し
た
よ
う
に
、
有

体
物
た
る
動
産
(
製
造
物
)
に
対
し
て

製
造
物
責
任
に
関
す
る

E
C
指
令
を
採

択
し
て
、
加
盟
国
聞
の
法
的
調
整
と
消

費
者
保
護
の
増
進
に
成
功
し
た
事
実
が

存
在
し
て
い
る
。
ハ
ー
ド
な
製
造
物
に

関
わ
る
事
故
被
害
の
分
野
で
消
費
者
保

護
を
達
成
し
た
の
で
あ
る
か
ら
、
第
二

段
階
と
し
て
は
、
ソ
フ
ト
な
役
務
(
サ

ー
ビ
ス
)
に
関
わ
る
事
故
被
害
を
対
象

に
し
て
消
費
者
保
護
を
推
進
さ
せ
よ
う

と
い
う
考
え
方
で
あ
る
。
し
か
し
な
が

ら
、
役
務
に
関
す
る
責
任
を
加
盟
国
間

で
調
整
す
る
こ
と
が
、
製
造
物
責
任
を

調
整
し
た
と
同
様
に
、
域
内
市
場
の
確

立
と
消
費
者
保
護
の
観
点
か
ら
不
可
欠

な
も
の
で
あ
る
か
と
い
う
疑
問
が
示
さ

れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
本
指
令
案
の

対
象
と
な
る
医
療
や
建
築
な
ど
を
考
え

る
と
、
そ
れ
は
、
製
造
物
の
よ
う
に
国

境
を
越
え
て
流
通
す
る
性
質
を
有
し
て

お
ら
ず
、
む
し
ろ
一
国
の
地
域
内
で
役

務
提
供
者
か
ら
市
民
に
提
供
さ
れ
る
性

格
を
持
っ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
役

務
提
供
者
(
医
師
、
建
築
業
者
、
建
築

家
等
)
間
で
国
際
的
競
争
が
問
題
に
な

る
こ
と
は
、
特
殊
な
場
合
を
除
い
て
ほ

と
ん
ど
考
え
ら
れ
ず
、
ま
た
、
消
費
者

側
か
ら
み
て
も
、
役
務
提
供
者
責
任
の

ル
l
ル
に
加
盟
国
間
で
相
違
が
あ
る
た

め
に
保
護
の
面
で
不
都
合
が
あ
る
と
も

認
め
ら
れ
な
い
。
そ
う
考
え
る
な
ら

ば
、
「
域
内
市
場
の
確
立
お
よ
び
運

営
L

の
た
め
に
閣
僚
理
事
会
の
立
法
権

限
を
認
め
る
欧
州
共
同
体
設
立
条
約
一

O
O条
A
を
根
拠
に
本
指
令
を
制
定
す

る
こ
と
自
体
が
可
能
で
あ
る
か
と
い

う
、
根
本
的
な
疑
念
す
ら
生
じ
る
こ
と

に
な
る
の
で
あ
る
高
)
(
立
。

指
令
案
の
内
容
に
関
わ
る
疑
問

と
批
判

ω
全
体
構
想
に
関
わ
る
疑
問

役
務
提
供
者
責
任
に
関
わ
る
本
指
令

案
は
、
賠
償
範
囲
が
人
損
と
物
損
に
限

ら
れ
る
点
で
は
、
完
全
性
利
益
の
保
護

を
主
目
的
と
す
る
不
法
行
為
責
任
的
色

彩
が
強
く
、
こ
れ
に
対
し
て
、
役
務
の

成
果
と
し
て
の
仕
事
に
関
す
る
損
害

(
例
日
修
繕
し
そ
こ
な
っ
た
屋
根
自
体

に
生
じ
て
い
る
損
害
)
の
賠
償
を
認
め

る
点
で
は
、
契
約
責
任
的
な
色
彩
も
帯

び
て
い
る
。
ま
た
、
請
求
権
者
に
つ
い

て
限
定
せ
ず
、
契
約
関
係
に
あ
る
役
務

の
受
領
者
以
外
の
第
三
者
も
損
害
賠
償

請
求
権
者
に
含
め
て
い
る
こ
と
で
は
、

不
法
行
為
責
任
だ
と
い
う
こ
と
も
で
き

る
。
さ
ら
に
、
本
指
令
案
は
、
対
象
と

な
る
役
務
の
種
類
を
限
定
せ
ず
、
建
築

の
設
計
・
施
工
の
よ
う
に
役
務
提
供
者

(
建
築
家
・
建
設
業
者
)
，
に
と
っ
て
結

果
債
務
に
な
る
も
の
と
、
医
療
の
よ
う

に
役
務
提
供
者
(
医
師
・
医
療
機
関
)

に
と
っ
て
手
段
債
務
に
な
る
も
の
と
を

同
一
の
責
任
基
準
の
下
に
処
理
し
よ
う

と
し
て
い
る
。

そ
こ
で
、
こ
の
よ
う
に
広
範
な
責
任

領
域
を
対
象
に
し
て
、
不
法
行
為
責
任

と
契
約
責
任
の
区
別
を
廃
し
た
一
元
的

な
処
理
を
強
い
る
本
指
令
案
に
つ
い
て

は
、
次
の
よ
う
な
疑
念
の
声
も
上
が
っ

て
い
る
。

①
製
造
物
責
任
の
場
合
に
は
、
加

盟
各
国
の
圏
内
法
の
中
で
判
例
法
や
学

説
を
通
し
て
一
つ
の
纏
ま
り
あ
る
責
任

体
系
が
存
在
し
て
い
た
た
め
に
、

E
C

指
令
を
圏
内
法
に
移
行
さ
せ
る
こ
と
に

困
難
は
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
役
務
提

供
者
責
任
に
関
し
て
は
、
加
盟
各
国
の

圏
内
法
の
中
で
独
立
し
た
責
任
体
系
が

い
ま
だ
形
成
さ
れ
て
お
ら
ず
、
そ
の
処

理
は
、
不
法
行
為
責
任
、
労
務
提
供
型

契
約
の
契
約
責
任
、
さ
ら
に
一
般
的
債

務
不
履
行
責
任
が
組
み
合
わ
さ
れ
た
形

で
お
こ
な
わ
れ
て
い
る
。
そ
れ
ゆ
え
、

役
務
提
供
者
責
任
指
令
案
の
圏
内
法
へ

の
移
行
に
際
し
て
は
、
既
存
の
法
制
度

と
の
摩
擦
が
大
き
く
、
加
盟
国
の
現
存

す
る
法
体
系
に
歪
み
を
も
た
ら
す
恐
れ

が
あ
る
(
問
)
O

②
本
指
令
案
は
、
欠
陥
あ
る
役
務

に
よ
る
損
害
つ
い
て
は
、
常
に
損
害
賠

償
(
指
令
案
一
条
。
明
言
さ
れ
て
は
い
な

い
が
、
金
銭
賠
償
で
あ
ろ
う
)
を
予
定

し
て
い
る
。
し
か
し
、
例
え
ば
、
ド
イ
ツ

法
で
は
、
建
築
家
に
適
用
さ
れ
る
請
負

の
暇
班
担
保
責
任
で
は
、
第
一
次
的
な

救
済
手
段
と
し
て
、
建
築
家
に
対
す
る

暇
航
修
補
請
求
権
が
認
め
ら
れ
、
そ
の

他
、
事
情
に
よ
っ
て
は
、
損
害
賠
償
や

契
約
解
除
の
方
法
も
認
め
ら
れ
て
い

る
。
こ
の
よ
う
に
多
様
な
救
済
手
段
を
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認
め
て
い
る
現
行
の
法
制
度
と
比
べ
る

と
、
本
指
令
案
の
救
済
手
段
は
単
純
に

過
ぎ
な
い
か
。

③
本
指
令
案
は
、
役
務
の
種
類
を

区
別
せ
ず
、
役
務
全
体
に
横
断
的

(F2woロ
E-)
に
及
ぶ
単
一
の
責
任

規
定
を
設
け
よ
う
と
し
て
い
る
。
し
か

し
な
が
ら
、
対
象
と
な
る
役
務
で
は
、

建
築
家
の
設
計
の
よ
う
に
結
果
関
連
的

債
務
と
さ
れ
て
、
履
行
結
果
の
当
否
が

問
題
に
な
る
も
の
も
、
ま
た
、
医
師
の

治
療
行
為
の
よ
う
に
行
為
関
連
的
債
務

と
さ
れ
て
、
履
行
過
程
の
当
否
が
問
題

に
な
る
も
の
も
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
こ

れ
ら
を
統
一
的
に
処
理
す
る
乙
と
に
は

自
ず
か
ら
困
難
が
伴
う
の
で
は
な
い

，刀

右
の
よ
う
な
疑
問
に
対
し
て
、
本
指

令
案
の
理
白
書
は
、
横
断
的
な
指
令
案

の
外
に
、
個
別
の
役
務
を
対
象
に
す
る

特
別
法
に
相
当
す
る
指
令
案
の
作
成
可

能
性
も
排
除
し
な
い
と
述
べ
て
お
り

(
凶
)
、
そ
の
後
、

E
C
委
員
会
も
、
弁

護
士
や
医
師
の
責
任
を
対
象
に
す
る
指

令
の
制
定
も
考
慮
す
る
と
述
べ
て
い
る

(
却
)
。
だ
が
、
本
指
令
案
を
一
般
法
と

し
て
、
特
殊
な
役
務
に
特
別
の
指
令
を

制
定
す
る
方
法
に
関
し
て
は
、
そ
の
妥

第5章

当
性
を
問
う
意
見
も
主
張
さ
れ
て
い
る

(
幻
)
。ω
責
任
要
件
に
関
わ
る
疑
問

①
「
過
失
し
に
関
す
る
証
明
責
任

の
転
換
に
つ
い
て
本
指
令
案
に
対

す
る
最
大
の
批
判
は
、
過
失
責
任
主
義

を
採
用
し
な
が
ら
も
、
過
失
の
不
存
在

の
証
明
責
任
を
役
務
提
供
者
側
に
課
し

た
点
(
指
令
案
一
条
)
に
向
け
ら
れ
て

い
る
。
な
ぜ
な
ら
ば
、
本
指
令
案
に
お

け
る
つ
故
意
ま
た
は
過
失

(
H
ぐ

2
・

印
の
甘
口

E
Oロ
-
F己
け
)
し
は
、
フ
ラ
ン
ス

法
の
フ
ォ

l
ト
(
貯
丘
∞
)
と
同
様
に
、

単
な
る
主
観
的
な
非
難
可
能
性
に
と
ど

ま
ら
ず
、
客
観
的
な
行
為
義
務
違
反
の

意
味
を
も
含
ん
で
い
る
た
め
、
証
明
責

任
が
転
換
さ
れ
た
結
果
、
役
務
提
供
者

は
、
自
己
の
役
務
提
供
が
行
為
義
務
に

合
致
し
て
提
供
さ
れ
た
事
実
ま
で
証
明

し
な
け
れ
ば
、
免
責
を
受
け
ら
れ
な
い

こ
と
に
な
る
か
ら
で
あ
る
(
担
。
こ
の

こ
と
は
、
証
明
責
任
に
関
し
て
、
現
行

の
不
法
行
為
法
に
対
し
て
は
当
然
、
契

約
法
に
対
し
て
も
、
手
段
的
(
行
為
関

連
的
)
な
債
務
に
つ
い
て
は
、
大
き
な

相
違
を
も
た
ら
す
。
具
体
的
に
は
、
特

に
、
現
行
法
上
、
契
約
責
任
・
不
法
行

為
責
任
の
双
方
に
お
い
て
行
為
義
務

(
医
療
水
準
)
違
反
に
よ
る
責
任
を
医

師
に
課
し
、
そ
の
義
務
違
反
に
つ
い
て

は
被
害
者
(
リ
患
者
)
に
証
明
責
任
を

課
し
て
い
る
医
師
の
責
任
に
対
し
て
、

大
き
な
影
響
を
与
え
る
と
予
想
さ
れ

る
。
し
た
が
っ
て
、
本
指
令
案
に
よ
り

過
重
な
結
果
責
任
を
医
師
に
負
担
さ
せ

る
こ
と
に
な
る
の
で
は
な
い
か
と
危
倶

す
る
者
は
、
こ
の
点
を
強
く
非
難
し
て

い
る
(
担
。
ま
た
、
こ
れ
に
関
連
し

て
、
第
九
四
回
ド
イ
ツ
医
師
会
大
会

(ロ
R

E
・ロ
g
g
n
Z
K
F
R
Z
g
m
)

は
、
患
者
の
健
康
状
態
の
悪
化
に
つ
い

て
医
師
に
過
失
が
な
い
事
実
を
証
明
さ

せ
、
過
大
な
リ
ス
ク
を
医
師
に
負
わ
せ

る
も
の
で
あ
る
と
批
判
し
て
、
本
指
令

案
に
反
対
す
る
決
議
を
お
こ
な
っ
て
い

る

(
M
)

。

②

因

果

関

係

に

つ

い

て

被

害

者
に
は
損
害
と
役
務
提
供
と
の
間
の
因

果
関
係
の
証
明
だ
け
が
要
求
さ
れ
て
い

る
(
指
令
案
五
条
)

O

「
故
意
ま
た
は
過

失
」
に
関
す
る
証
明
責
任
の
転
換
と
も

関
連
す
る
が
、
客
観
的
な
行
為
義
務
違

反
は
役
務
提
供
者
に
証
明
責
任
が
転
換

さ
れ
た
責
任
要
件
た
る
寸
故
意
ま
た
は

過
失
」
に
含
ま
れ
る
た
め
に
、
役
務
提

供
者
が
行
為
義
務
に
違
反
し
て
役
務
提

供
(
欠
陥
あ
る
役
務
提
供
。
言
い
換
え

る
と
、
期
待
さ
れ
る
水
準
以
下
の
役

務
)
を
し
た
た
め
に
損
害
が
発
生
し
た

こ
と
を
、
被
害
者
は
証
明
す
る
必
要
が

な
い
。
だ
が
、
従
来
の
契
約
法
や
不
法

行
為
法
の
損
害
賠
償
責
任
で
は
、
原
則

的
に
、
債
務
者
・
(
加
害
者
)
側
の
行
為

(
注
意
)
義
務
違
反
の
行
為
に
よ
り
損

害
が
発
生
し
た
と
い
う
事
実
(
因
果
関

係
)
の
証
明
を
債
権
者
(
被
害
者
)
側

に
課
し
て
い
た
た
め
に
、
指
令
案
の
考

え
方
に
対
し
て
は
、
事
故
被
害
者
を
優

遇
し
す
ぎ
て
い
る
と
の
批
判
が
あ
る

ω
損
害
概
念
に
つ
い
て

賠
償
さ
れ
る
損
害
が
純
粋
財
産
損
害

に
及
ば
な
い
こ
と
に
つ
い
て
は
、
一
面

で
は
、
責
任
の
範
囲
を
異
常
に
拡
大
さ

せ
な
い
点
で
歓
迎
さ
れ
て
い
る
。
し
か

し
、
他
方
で
は
、
市
民
が
ま
す
ま
す
利

用
す
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
弁
護
士
・

税
理
士
な
ど
の
助
言
的
役
務
の
提
供
に

関
し
て
、
典
型
的
に
生
じ
る
純
粋
財
産

損
害
を
賠
償
範
囲
か
ら
除
外
し
て
、
結

果
的
に
そ
れ
ら
の
者
の
責
任
を
不
問
に

付
し
た
こ
と
に
対
し
て
は
、
消
費
者
保

護
を
目
指
す
本
指
令
案
の
趣
旨
に
合
致

し
な
い
と
の
批
判
も
多
い
品
)
O
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凶
免
責
特
約
の
否
定
に
つ
い
て

製
造
物
責
任
に
関
す
る
指
令
に
な
ら

っ
て
、
本
指
令
案
は
、
役
務
提
供
者
側

の
免
責
特
約
を
全
体
的
に
無
効
で
あ
る

と
し
て
い
る
(
指
令
案
七
条
)
。
し
か
し

な
が
ら
、
製
造
物
自
体
の
損
害
を
除
外

し
た
製
造
物
責
任
E
C
指
令
と
相
違
し

て
、
本
指
令
案
の
責
任
が
本
来
的
な
契

約
責
任
に
も
及
ぶ
こ
と
を
考
慮
す
る

と
、
免
責
特
約
を
一
概
に
否
定
で
き
な

い
の
で
は
な
い
か
と
の
意
見
が
強
い
。

ま
た
、
専
門
家
を
含
む
役
務
提
供
者

は
、
製
造
物
製
造
者
と
相
違
し
て
企
業

で
な
い
場
合
が
多
い
こ
と
か
ら
す
る

と
、
市
場
に
お
け
る
力
関
係
の
観
点
か

ら
、
責
任
制
限
を
約
す
る
自
由
ま
で
完

全
に
否
定
す
る
こ
と
に
合
理
性
が
あ
る

か
と
の
疑
問
も
提
出
さ
れ
て
い
る

回
そ
の
他
の
疑
問

そ
の
他
、
建
築
家
の
責
任
に
も
関
わ

る
建
築
の
設
計
(
施
工
)
に
つ
い
て
、

責
任
期
間
が
二

O
年
、
消
滅
時
効
の
期

間
が
一

O
年
に
設
定
さ
れ
て
い
る
こ
と

に
も
問
題
が
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
ば
、
新

築
建
物
の
場
合
、
設
計
・
施
工
の
暇
庇

の
八
割
は
五
年
内
に
発
現
し
、
残
り
の

二
割
が
五
年
な
い
し
一
五
年
内
に
発
現

す
る
と
い
う
デ
l
夕
、
が
あ
り
、
ま
た
、

時
間
の
経
過
と
と
も
に
経
年
的
変
化
や

環
境
的
要
素
に
起
因
す
る
損
害
と
設

計
・
施
工
の
暇
庇
に
起
因
す
る
損
害
と

の
区
別
が
で
き
な
く
な
る
事
実
も
認
め

ら
れ
て
い
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
竣
工
二

O

年
後
に
発
生
し
た
損
害
に
対
し
て
ま
で

役
務
提
供
者
(
建
築
家
な
ど
)
に
無
過

失
の
証
明
を
要
求
す
る
本
指
令
案
の
立

場
に
は
、
合
理
性
に
欠
け
る
と
の
批
判

が
生
じ
る
の
で
あ
る
(
犯
)
。

四

む
す
び

こ
れ
ま
で
な
が
め
た
よ
う
に
、
役
務

提
供
者
責
任
に
関
す
る
E
C
指
令
案
に

つ
い
て
は
、
専
門
家
の
責
任
の
観
点
か

ら
み
た
だ
け
で
も
、
多
く
の
疑
問
点
が

存
在
し
て
い
る
。
反
対
論
が
強
く
、
見

直
し
作
業
の
た
め
に
審
議
が
停
滞
し
て

い
る
こ
と
か
ら
す
る
と
、
本
指
令
案
が

理
事
会
に
よ
り
無
修
正
で
採
択
さ
れ
る

可
能
性
は
、
き
わ
め
て
少
な
い
も
の
と

思
わ
れ
る
。

確
か
に
、
製
造
物
と
相
違
し
て
、
役

務
提
供
が
地
域
的
に
限
定
さ
れ
て
い
る

実
態
か
ら
す
る
と
、
一
面
的
な
見
方
で

は
、
急
い
で

E
U
レ
ベ
ル
で
統
一
的
な

役
務
提
供
者
責
任
を
制
定
す
る
必
要
性

は
な
い
と
も
い
え
よ
う

(m)
。
し
か
し

な
が
ら
、

E
U
域
内
で
は
、
統
一
市
場

の
要
請
か
ら
役
務
(
サ
ー
ビ
ス
)
の
自

由
な
移
動
が
保
障
さ
れ
て
お
り
、
特
に

専
門
家
の
職
務
に
か
か
わ
っ
て
、
他
の

加
盟
国
で
資
格
を
取
得
し
た
専
門
家
が

域
内
の
別
の
国
で
職
務
を
実
施
す
る
事

例
が
急
速
に
増
加
し
よ
う
と
し
て
い

る
。
そ
の
た
め
、
医
師
・
弁
護
士
・
建
築

家
な
ど
の
専
門
的
な
職
務
に
つ
い
て
、

E
U
レ
ベ
ル
に
お
け
る
資
格
要
件
の
調

整
・
近
似
化
の
努
力
が
す
で
に
お
こ
な

わ
れ
て
お
り
、
ま
た
、
こ
れ
に
関
連
し

て
、
専
門
家
の
役
務
提
供
に
関
わ
る
責

任
の
統
一
化
の
要
請
も
将
来
的
に
は
次

第
に
大
き
く
な
る
も
の
と
思
わ
れ
る

(
初
)
。
こ
の
よ
う
な
動
き
を
み
る
と
、

本
指
令
案
の
よ
う
な
一
般
的
な
役
務
提

供
者
責
任
に
関
わ
る
ル
ー
ル
の
制
定
よ

り
は
、
む
し
ろ
、
医
師
・
弁
護
士
・
公
認

会
計
士
・
税
理
士
・
建
築
家
な
ど
の
専
門

家
の
責
任
ル

l
ル
を
加
盟
国
間
で
調
整

す
る
必
要
性
が
生
じ
る
事
態
も
十
分
に

予
想
さ
れ
よ
う
。

製
造
物
責
任
の
分
野
で
わ
れ
わ
れ
が

経
験
し
た
よ
う
に
、

E
U
に
お
い
て
制

定
さ
れ
る
民
事
責
任
に
関
す
る
指
令

は
、
比
較
法
的
な
法
系
の
相
違
を
克
服

し
た
も
の
と
し
て
、

E
U
以
外
の
国
の

立
法
に
も
大
き
な
影
響
を
与
え
る
潜
在

的
な
力
を
有
し
て
い
る
。
そ
う
考
え
る

な
ら
ば
、
役
務
提
供
者
責
任
や
専
門
家

の
責
任
の
分
野
で
の

E
U
の
今
後
の
立

法
活
動
に
は
、
な
お
十
分
に
注
目
し
て

い
か
ね
ば
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。

*
本
稿
は
、
専
門
家
の
責
任
の
観
点
か

ら
、
高
島
平
蔵
教
授
古
稀
記
念
『
民
法

学
の
新
た
な
展
開
』
(
成
文
堂
、
一
九

九
三
年
)
に
寄
稿
し
た
「
役
務
提
供
に

関
わ
る
責
任
|
|
E
C
に
お
け
る
法
制

化
の
試
み
|
|
し
に
若
干
の
加
筆
・
修

正
を
お
こ
な
っ
た
も
の
で
あ
る
。

(
1
)

巴
巾
三
印

n
F
肘
叶

4
1
p
一
回
口
}
戸
弘
己
目

nF巾

己
目
。
ロ

2
E
2
5
m
mげ
恒
常

E
m
E
開
ロ
ヤ

o
u
p
N
H
N
M
M
H
由
由
。
噂

ω
-
A
F印
品
・

(
2
)
E
n
z
-
z
-
m
n日
目
印
刷
州
主

2
4
0
5
N印・

』己目
H
U
∞印

N

R

K

F
ロ
mz-nFZBm
己

R

H
N
巾円

F
Z
E丘
〈

qd司印
]E口
問
印
4
0叶印。
FE

E
洋
巾
ロ
門
同
巾
】
1
F片
山
片
岡
]
円
四
仏
印
斤
同
回
同
角
川
口
口
げ
巾
円

門
出
向
国
民
宮
口
問
苫
吋
同
巾
豆
町
岳
民

Z

H
M
g
仏
ロ
}
庄
町
ー
〉
切

}
Z吋
-
F
N
H
C
ω
.
N
U
.

(
3
)

寸
役
務
提
供
に
お
け
る
責
任
に
関

す
る
閣
僚
理
事
会
指
令
の
た
め
の
提
案

(〈
O
叶
凹
円
呂
田

m
E円
四

E
o
E
n
F
E
E四

円
ぽ
白
河
丘
町
印
ロ

σ
9・
島
何
回
同
伴
ロ
ロ

mσ
包

回
自
印
巴
a
m
Eロ
m
g
)
L
は
、
一
九
九
一

年
一
月
一
八
日
の

E
C
官
報
(
〉
B'

ず
色
Z
Z白片付
)
C
一
二
号
四
頁
に
掲
載

さ
れ
て
い
る
。
な
お
、
本
稿
で
は
、
ド
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イ
ツ
連
邦
政
府
が
連
邦
議
会
に
指
令
案

に
つ
い
て
報
告
し
た
連
邦
議
会
印
刷
物

(
切
叶
ロ

E
n
E・
HN¥居
。
)
を
用
い

て
、
本
指
令
案
を
引
用
・
翻
訳
し
、
適

宜
、
英
語
版
の

E
C
官
報
を
参
考
に
し

た。
(
4
)
F
g宮
l

同

3
0
2
E
開

CNd〈

同也由。

ωAFJ刊一回、叶}ロ
DHnw印
-HH¥町一山品由

ω・九日・

(5)

一
九
九

0
年
四
月
二
七
日
公
表
の

役
務
提
供
者
責
任
に
関
す
る

E
C
指
令

予
備
草
案
の
内
容
に
つ
い
て
は
、

U
巾ロ
-gny
白血
0
・wω
・
AF一凶品一同・

(6)

口
町
三
印
n
F
白白
0
・wω
・品目印・

(
7
)

欧
州
共
同
体
設
立
条
約
一

O
O条

A
一
項
は
、
「
閣
僚
理
事
会
は
、

E

C

委
員
会
の
提
案
に
基
づ
き
、
欧
州
議
会

と
協
力
し
て
、
か
つ
経
済
社
会
評
議
会

と
協
議
の
後
、
特
定
多
数
決
に
よ
り
、

域
内
市
場
の
確
立
お
よ
び
運
営
を
目
的

と
す
る
加
盟
国
の
法
律
、
規
則
お
よ
び

行
政
措
置
の
接
近
に
関
す
る
措
置
を
定

め
る
」
と
規
定
し
て
い
る
。

(8)

回、叶
lロヨの}内印
-HN¥ECω
・
5
・

(9)

主
催
旅
行
(
司
副
g
n
E
]日
目
的
巾
)

に
つ
い
て
は
、
す
で
に

E

C
指

令

(問山口町己目
E
m
仏
巾
由
同
印
芯
印
巴
uoHa

p
g印
nF包
円
巴

8
・
〉
回

H・
4
0
5
N
ω
.
出-

H
S
C
Z吋
-
F
E∞
ω・
巴
・
)
が
あ
る
。

(
叩
)
廃
棄
物
に
よ
る
損
害
に
つ
い
て
の

責
任
に
関
し
て
は
、

E

C
指
令
案

(〈
O司印
n
y
g
m
E可
巾
山
口
巾
初
日
nz-山口目。

仏
巾
印
河
同
同
町
印
ロ
ぴ
由
同
・
己
目
巾

N門司己吋
mwny-己目
nHM巾

民
主

E
ロ
m

B司
島
町
仏
己
円
ny
〉
σ片山口巾

耳
目
B
R
E
E
ω
吾川丘町
P
K
F
E
-
4
0日

仏・

5
・E
g
Z吋
-
Q臼
ω・
怠
・
)
、
が
提
案

さ
れ
、
審
議
中
で
あ
る
。

(
日
)
原
文
で
は
、
有
責
性
(
〈

2
・

R
V巳
骨
ロ
〔
独
語
〕

H
P巳
片
〔
英
語
〕
)

と
い
う
用
語
が
用
い
ら
れ
て
い
る
が
、

こ
こ
で
は
我
が
国
の
法
概
念
に
移
し
換

え
て
、
寸
故
意
ま
た
は
過
失
L

と
い
う

訳
語
を
用
い
た
。

(
ロ
)
一
九
九
三
年
一
一
月
の
マ

1
ス
ト

リ
ヒ
ト
条
約
の
発
効
に
と
も
な
い
、
本

指
令
案
の
立
法
上
の
根
拠
条
文
を
含
め

て
、
立
法
手
続
に
相
応
す
る
変
更
が
あ

る
は
ず
で
あ
る
が
、
最
近
に
な
っ
て
立

法
上
の
具
体
的
な
動
き
が
な
い
た
め
、

本
指
令
案
の
呼
称
を
含
め
て
、
従
前
の

ま
ま
と
す
る
。
な
お
、

E
C
だ
け
は
、

E
U
と
い
う
名
称
に
変
更
し
た
。

(
日
)
一
九
九
一
年
七
月
三
日
の
経
済
社

会
評
議
会
に
お
け
る
記
名
投
票
で
、
指

令
案
は
賛
成
六
二
票
、
反
対
六
七
票
、

保
留
二
票
の
僅
差
で
否
決
さ
れ
た
。

〉
切

H
.
4
O
B
E
.
E
.
H
U
U
H
Z叶・
n
N
S
ω
-

hF0. 

(H)

欧
州
議
会
内
の
経
済
・
通
貨
・
産

業
政
策
委
員
会
お
よ
び
環
境
問
題
・
保

健
・
消
費
者
保
護
委
員
会
は
、
指
令
案

に
積
極
的
な
態
度
を
表
明
し
た
と
い
わ

れ
る
が
、
議
会
と
し
て
の
最
終
的
な
態

度
表
明
は
い
ま
だ
お
こ
な
わ
れ
て
い
な

い
。
な
お
、
欧
州
議
会
の
法
務
委
員
会

で
は
、
法
律
業
務
、
医
療
・
建
築
分
野

を
本
指
令
案
の
適
用
領
域
か
ら
除
外
す

る
よ
う
に
提
案
し
て
い
る
。
明
江
2
2
F

開門円当日
p
ロ
R

E
円
OH)凶目的
ny巾
ぐ
。
叶
印
ny-

-
担
問
何
日
ロ
叩
吋
国
民
E
ロ
m
E門口町巾ロ由同】巾目的'

E
口
問
巾
ロ
ゆ
ロ
回
忌
由
Nuω
・由
ω0・
国
mDE-

-巾吋
u

冨
山
門
片
目
ロ
・
出
血
昨
日
記

ω口
当
山
]
臣
』

nF巾同・寸山氏
m
w
a
F
』

N
H甲山品・
ω・]{∞∞・

(
日
)
ド
イ
ツ
の
各
州
代
表
か
ら
な
る
ド

イ
ツ
連
邦
参
議
院
は
、
一
九
九
一
年
四

月
二
六
日
の
審
議
に
お
い
て
、
圧
倒
的

多
数
で
指
令
案
に
反
対
の
態
度
を
示
し

て
い
る
。
明
，
円
山
内
門
的
円
F
L
S
O
-
-
ω
-
B
H・

(
日
)
弁
護
士
・
公
認
会
計
士
な
ど
は
、

国
境
を
超
え
て
役
務
提
供
を
す
る
機
会

は
相
対
的
に
多
い
が
、
こ
れ
ら
の
者
の

提
供
す
る
役
務
は
、
損
害
の
定
義
(
純

粋
財
産
損
害
の
除
外
)
と
の
関
係
で
、

実
質
的
に
本
指
令
案
の
対
象
外
に
な
っ

て
い
る
。

(
刀
)
口
町
ロ

Z
n
}了
何
回
0
・w

∞-AF一山一山一

白山町丹田口
}
f
白山
0
・咽

ω・8
H・
ド
イ
ツ
連
邦

参
議
院
の
本
指
令
案
に
対
す
る
疑
念
の

中
で
も
こ
の
点
は
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

回
初
ー
ロ
吋
口
の
W
印
-mω¥白ー・

(
日
)
出
。
山
口
g
gロ
P
同
]
白
ロ
タ
〉
口
同
門
目
白
5

巧巾
m
N
5
2
5
z
u
n
F
g
u
g印同
-mu-

-ど口問的『白同日記ロ
muNHHMHUUHω
・]己申
ω
ロ-

HHummm，ユ巾同印円
}
Y
白白
C
・h-U一凶]民・

(
四
)
回
、
叶
巴
吋
己
円
}
内
凹
い
N¥50ω
・ロ

(
加
)
司
ユ

zmnyw
白血
0
・uω
・8
N
ω
}内問
HHU一予

当
白
EMRU
。
巾
円
〈
O叶
m
n
E白
問
。
日
ロ
旬
開
。

l
H
N
W
F
E
E叩
宮
門
色
白
国
民
E
口問

σ白山

口町巾ロ印己冊目回一
E
ロ
mmロ
w四回]{由也]戸
ω-NCN日・

(
但
)
個
別
的
な
役
務
に
関
す
る
指
令
が

多
数
分
散
す
る
結
果
に
な
る
こ
と
と
、

一
般
的
な
指
令
と
特
別
的
な
指
令
の
相

互
関
係
に
困
難
が
生
じ
る
こ
と
を
理
由

に
挙
げ
て
反
対
す
る
も
の
と
し
て
、

ピ
片
手
間
門
的
E
・
ω日
間
口
円
仏
噌
回
巾
自

R
Wロロ
mmロ

N己
H
i
Z
O件当巾ロ門出
m
w
a同
色
ロ
巾
円
開
。
-

HNWE--EO
口
σ巾
叶
庄
町
田
田
町
一
E
ロ
m
σ
a

H
)

円巾口印己巾目的
A
U

口
口
問
巾
口
"
門
口
一
戸
山
件
同
σ国司明日内山

(出
a
m・
)
"
肘
ロ
プ
司
己
正
巾
山
口
巾
司
何
日
nFH1

-
山
口
同
町
口
げ
白
吋
門
出
巾
国
同
片
付
巴
拓
げ
巾
己
)
円
巾
ロ
凹
寸

-m門田仲ロロぬ巾ロ咽同由由一戸

ω
H
O日・

(
辺
)
回
目
同
日
B
E
H
r
g
o
-
-
ω
-
H
H
S一

司一司山由同印
nywso--ω
・8NC-Uωω
・
指
令

案
第
一
条
第
三
項
に
よ
り
定
め
ら
れ
た

過
失
の
判
断
基
準
か
ら
、
こ
こ
に
い
う

「
故
意
・
過
失
L

が
主
観
的
な
非
難
可

能
性
に
と
ど
ま
ら
な
い
、
客
観
的
な
義

務
違
反
の
要
素
を
含
む
こ
と
が
明
ら
か

に
な
る
。

(幻

)
ω
}内同ロ
HU一可・白血
0
・w
∞-MCNω
一
切
HN

H)門口口一
W
印唱町一山
¥UH・

(
担
)
肘
ロ
g
n
E目
。
田
口
口
問
仏
何
回
定
・
口
町
三
凹
-

n
Zロ
〉
吋
N
Z
g
m
g
N
R
m
m
U
S
E
E

KF]寸
N己
百
件
口
口
問
ロ
史
川
町
開
。

lHN巾
nFF

冨
巾
aHNHSHω.HE.

(
お
)
司
己
目

g
n一Y

目白
0
・噌

ω-U∞∞同・

回目門口町
B
白
B
U
B
O
-
h
-
H
H
U∞・

(部

)
F
E
σ
白

g
E・
2
0・w
∞-HOD-
賠
償

さ
れ
る
損
害
の
観
点
か
ら
当
然
に
本
指

令
案
の
対
象
と
な
る
医
師
な
ど
の
役
務

に
比
し
て
、
弁
護
士
・
公
認
会
計
士
な

ど
の
助
言
的
な
役
務
の
方
が
、
国
境
を

超
え
て
提
供
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
。
こ

の
こ
と
を
考
え
る
と
、
こ
の
分
野
に
つ

い
て
こ
そ
、
む
し
ろ
積
極
的
に
加
盟
国

間
で
責
任
基
準
の
統
一
が
図
ら
れ
る
必
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要
が
あ
る
。

(
幻
)
司
江
巳
門
戸
山
田
0
・wω
・申
ω
品
・
な
お
、

専
門
家
は
、
一
般
に
法
人
組
織
と
す
る

こ
と
を
認
め
ら
れ
て
お
ら
ず
、
そ
の
結

果
と
し
て
無
限
責
任
を
負
わ
さ
れ
て
い

る
。
そ
の
点
を
考
慮
す
る
と
、
有
限
責

任
で
あ
る
企
業
と
相
違
し
て
、
責
任
制

限
約
款
の
有
効
性
が
認
め
ら
れ
る
必
要

性
が
あ
る
と
の
主
張
も
一
部
で
な
さ
れ

て
い
る
。

(
却
)
戸
円
芹

σ回一
円
凹

EW
国

ω
0・
u
ω
-
H
H
C同・

(
却
)
一
般
的
な
視
点
か
ら
み
た
本
指
令

案
に
対
す
る
批
判
と
筆
者
の
若
干
の
感

想
に
つ
い
て
は
、
さ
ら
に
浦
川
道
太

郎
・
前
掲
論
文
(
「
役
務
提
供
に
関
わ
る

責
任
L
)

を
参
照
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

(
却
)
の
包

Ew--ι2向
者

-wuq
明。ー

E
n
F己目

E
g叩
ロ
件
当
口
氏
口
げ
白
円
庄
町

田
白
骨
ロ
ロ
m
H
σ

叩
山
口
町
ロ
由
巳
叩
目
的

E
ロ
阿
巾
P
H
H
N

H
U
U
一戸

ω・ω
N印(
う
ら
か
わ
・
み
ち
た
ろ
う
)

〈
資
料
〉

役
務
提
供
に
お
け
る
責
任
に

関
す
る
閣
僚
理
事
会
の
指
令

の
た
め
の
提
案

(
問
。
冨
(
也
C
)

お
N
B仏
間
・
|

ωJへ
z
g∞)

(
前
文
省
略
)

第

一

条

原

則

ω
役
務
提
供
者
は
、
故
意
ま
た
は

過
失
に
よ
り
役
務
提
供
に
際
し
て
人
の

健
康
お
よ
び
身
体
的
完
全
性
な
ら
び
に

役
務
提
供
の
対
象
物
を
含
む
動
産
ま
た

は
不
動
産
の
完
全
性
に
生
じ
た
損
害
に

つ
い
て
責
任
を
負
う
。

ω
故
意
ま
た
は
過
失
が
な
い
こ
と

を
一
証
明
す
る
責
任
は
、
役
務
提
供
者
が

負
う
。ω
故
意
ま
た
は
過
失
の
判
断
に
際

し
て
は
、
役
務
提
供
者
の
行
為
が
通
常

か
つ
予
見
で
き
る
条
件
の
下
で
正
当
に

期
待
さ
れ
う
る
安
全
性
を
確
保
し
て
い

る
か
否
か
を
考
慮
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

ω
役
務
提
供
の
時
点
ま
た
は
そ
の

後
に
よ
り
優
れ
た
役
務
が
存
在
し
た
こ

と
、
あ
る
い
は
、
よ
り
優
れ
た
役
務
の

可
能
性
が
あ
っ
た
と
い
う
事
実
だ
け
で

は
、
故
意
ま
た
は
過
失
が
あ
っ
た
と
す

る
乙
と
は
で
き
な
い
。

第
二
条
役
務
の
定
義

本
指
令
の
意
味
に
お
げ
る
「
役
務
」

と
は
、
財
貨
を
生
産
す
る
行
為
あ
る
い

は
物
権
ま
た
は
著
作
権
を
譲
渡
す
る
行

為
を
直
接
か
つ
専
ら
対
象
と
す
る
も
の

で
は
な
い
、
営
業
活
動
ま
た
は
公
益
事

業
の
枠
内
で
自
立
的
に
提
供
さ
れ
る
有

償
ま
た
は
無
償
の
す
べ
て
の
給
付
行
為

を
い
う
。

本
指
令
は
、
公
共
の
安
全
の
維
持
の

た
め
の
公
益
事
業
に
つ
い
て
は
適
用
さ

れ
な
い
。
本
指
令
は
、
主
催
旅
行
お
よ

び
廃
棄
物
と
関
連
す
る
役
務
に
つ
い
て

も
適
用
さ
れ
な
い
。

さ
ら
に
、
本
指
令
は
、
す
で
に
加
盟

国
や
欧
州
共
同
体
に
よ
り
批
准
さ
れ
た

国
際
的
な
協
定
に
よ
り
責
任
問
題
が
規

定
さ
れ
て
い
る
損
害
に
つ
い
て
も
適
用

さ
れ
な
い
。

第
三
条
役
務
提
供
者
の
定
義

ω
寸
役
務
提
供
者
L

な
る
概
念

は
、
営
業
活
動
な
い
し
公
益
事
業
の
枠

内
で
第
二
条
に
定
め
る
役
務
を
提
供
す

る
す
べ
て
の
自
然
人
な
い
し
私
法
上
ま

た
は
公
法
上
の
法
人
を
意
味
す
る
。

ω
あ
る
者
が
役
務
提
供
の
た
め
に

代
行
者
ま
た
は
法
的
に
従
属
的
な
他
の

仲
介
者
の
役
務
を
利
用
す
る
場
合
に

も
、
そ
の
代
行
者
ま
た
は
仲
介
者
を
利

用
す
る
者
が
本
指
令
の
意
味
に
お
け
る

役
務
提
供
者
で
あ
る
。

ω
第
一
項
に
い
う
役
務
提
供
者
が

欧
州
共
同
体
内
に
住
所
を
持
た
な
い
場

合
に
は
、
ー
ー
そ
の
者
の
責
任
に
変
わ

る
こ
と
な
く
|
|
役
務
を
欧
州
共
同

体
内
で
提
供
す
る
代
行
者
な
い
し
法
的

に
従
属
的
な
仲
介
者
が
本
指
令
の
意
味

で
の
役
務
提
供
者
と
な
る
。

第
四
条
損
害
の
定
義

寸
損
害
し
な
る
概
念
は
、
以
下
の
も

の
を
意
味
す
る

制
人
の
死
亡
あ
る
い
は
健
康
ま
た

は
身
体
的
な
完
全
性
の
何
ら
か
の
鞍
損

に
よ
り
生
じ
た
直
接
的
な
損
害
。

ω
そ
の
物
が
、

①
そ
の
種
類
に
お
い
て
通
常
は
個

人
的
な
使
用
と
消
費
の
た
め
に
供
さ
れ

る
も
の
と
さ
れ
て
お
り
、
か
っ
、

②
被
害
者
に
よ
り
主
と
し
て
個
人

的
な
使
用
と
消
費
に
供
す
る
も
の
と
さ

れ
、
ま
た
は
、
個
人
的
な
使
用
と
消
費

の
た
め
に
用
い
ら
れ
て
い
た
限
り
で
、

動
物
を
含
む
、
動
産
ま
た
は
不
動
産

の
完
全
性
の
何
ら
か
の
段
損
に
よ
り
生

じ
た
直
接
的
な
損
害
。
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川

w

帥
お
よ
び
削
に
掲
げ
た
損
害
か

ら
直
接
的
に
生
じ
る
財
産
的
な
損
害
。

第

五

条

証

明

被
害
者
は
損
害
お
よ
び
役
務
提
供
と

損
害
と
の
聞
の
因
果
関
係
を
証
明
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
六
条
第
三
者
の
行
為
お
よ
び
共
働

過
失ω
損
害
が
役
務
提
供
者
自
身
の
故

意
ま
た
は
過
失
と
第
三
者
の
行
為
に
よ

っ
て
生
じ
た
場
合
に
は
、
役
務
提
供
者

の
責
任
は
縮
減
し
な
い
。

ω
損
害
が
役
務
提
供
者
の
故
意
ま

た
は
過
失
と
被
害
者
ま
た
は
被
害
者
が

責
任
を
負
う
者
の
故
意
ま
た
は
過
失
に

よ
っ
て
生
じ
た
場
合
に
は
、
役
務
提
供

者
の
責
任
は
縮
減
し
、
あ
る
い
は
、
免

除
さ
れ
う
る
。

第
七
条
責
任
の
免
除

役
務
提
供
者
は
、
本
指
令
に
よ
り
課

さ
れ
る
責
任
を
被
害
者
に
対
し
て
制
限

し
、
あ
る
い
は
免
れ
る
こ
と
は
で
き
な

第
八
条
連
帯
債
務
に
よ
る
責
任

ω
本
指
令
に
よ
り
数
人
の
者
が
同

一
の
損
害
に
対
し
て
責
任
を
負
う
場
合

に
は
、
そ
れ
ら
の
者
は
、
役
務
提
供
者

の
相
互
的
な
求
償
権
に
関
す
る
圏
内
法

第5章

上
の
法
律
規
定
に
関
わ
り
な
く
、
連
帯

債
務
と
し
て
責
任
を
負
う
。

ω
ー
ー
フ
ラ
ン
チ
ャ
イ
ズ
協
定
を

結
ん
だ
グ
ル
ー
プ
に
関
す
る
条
約
第
八

五
条
第
三
項
の
適
用
に
関
す
る
一
九
八

八
年
一
一
月
三

O
日
付
の

E
C
委
員
会

規
則

(
E
W
G
)
第
四

O
八
七
/
八
八

号
の
定
義
に
よ
る
|
l
1
フ
ラ
ン
チ
ャ
イ

ザ
1
、
主
幹
ブ
ラ
ン
チ
ャ
イ
ジ

l
お
よ

び
ブ
ラ
ン
チ
ャ
イ
ジ

l
は
、
第
一
項
の

意
味
に
お
け
る
連
帯
債
務
に
よ
る
責
任

を
負
う
者
で
あ
る
。

発
生
し
た
損
害
が
規
則

(
E
W
G
)

第
四

O
八
七
/
八
八
号
に
従
い
自
ら
供

給
せ
ず
、
ま
た
、
自
ら
指
示
で
き
な
か

っ
た
産
物
に
よ
る
も
の
で
あ
っ
た
事
実

を
証
明
で
き
る
場
合
に
は
、
ブ
ラ
ン
チ

ヤ
イ
ザ

1
お
よ
び
主
幹
ブ
ラ
ン
チ
ャ
イ

ジ
l
は
、
責
任
を
免
れ
る
こ
と
が
で
き

λ
v

。
第
九
条
請
求
権
の
消
滅

加
盟
国
は
、
そ
の
法
律
規
定
の
中

で
、
被
害
者
が
そ
の
聞
に
役
務
提
供
者

に
対
し
て
何
ら
の
裁
判
手
続
、
行
政
手

続
、
ま
た
は
仲
裁
手
続
を
申
し
立
て
な

い
限
り
、
役
務
提
供
者
が
損
害
を
惹
起

さ
せ
た
役
務
を
提
供
し
た
時
点
か
ら
五

年
の
期
間
の
経
過
に
よ
り
本
指
令
に
よ

り
被
害
者
に
与
え
ら
れ
る
請
求
権
が
消

滅
す
る
旨
を
定
め
る
も
の
と
す
る
。

た
だ
し
、
役
務
が
建
物
の
設
計
ま
た

は
施
工
に
関
わ
る
場
合
に
は
、
こ
の
期

聞
は
二

O
年
に
延
長
さ
れ
る
。

第
一

O
条
請
求
権
の
消
滅
時
効

ω
加
盟
国
は
、
そ
の
法
律
規
定
の

中
で
、
請
求
権
者
が
損
宝
只
役
務
、
お

よ
び
役
務
提
供
者
を
知
り
ま
た
は
知
り

う
べ
か
り
し
時
か
ら
三
一
年
で
本
指
令
に

定
め
ら
れ
た
損
害
賠
償
請
求
権
が
消
滅

時
効
に
か
か
る
旨
を
定
め
る
も
の
と
す

ヲ
Q

。た
だ
し
、
役
務
提
供
が
建
物
の
設
計

ま
た
は
施
工
に
関
わ
る
場
合
に
は
、
こ

の
期
間
は
一

O
年
に
延
長
さ
れ
る
。

ω
時
効
の
停
止
お
よ
び
中
断
に
関

す
る
加
盟
国
の
規
定
は
、
変
更
さ
れ
る

こ
と
な
く
効
力
を
有
す
る
。

第

二

条

経

過

規

定

本
指
令
は
、
第
一
二
条
第
一
項
に
い

う
規
定
の
施
行
前
に
提
供
さ
れ
た
役
務

に
つ
い
て
は
適
用
し
な
い
。

第
一
二
条
圏
内
法
へ
の
移
行

ω
加
盟
国
は
、
一
九
九
二
年
一
二

月
三
一
日
ま
で
に
本
指
令
を
履
行
す
る

た
め
に
必
要
な
る
法
律
規
定
お
よ
び
行

政
規
定
を
公
布
す
る
も
の
と
す
る
。
加

盟
国
は
、
法
律
規
定
お
よ
び
行
政
規
定

の
公
布
に
関
し
て
遅
滞
な
く
E
C
委
員

会
に
報
告
す
る
も
の
と
す
る
。

加
盟
国
が
こ
れ
ら
の
規
定
を
公
布
す

る
場
合
に
は
、
規
定
の
中
で
、
あ
る
い

は
、
公
的
な
公
布
文
の
中
で
本
指
令
へ

の
関
連
を
示
す
も
の
と
す
る
。
加
盟
国

は
関
連
の
詳
細
に
つ
い
て
定
め
る
。

ω
加
盟
国
は
、
本
指
令
の
対
象
領

域
で
公
布
す
る
園
内
の
法
律
規
定
に
つ

い
て

E
C
委
員
会
に
伝
達
す
る
も
の
と

す
る
。

第
ご
ニ
条
終
末
規
定

本
指
令
は
全
加
盟
国
を
名
宛
人
と
す

マ
令
。
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第
...L. 
ノ、
阜z-Lz 

わ

高
お

警川 情察
薫

は
じ
め
に

わが国における専門家責任の実情

ω
本
稿
に
与
え
ら
れ
た
課
題
は
、

医
師
以
外
の
専
門
家
の
民
事
責
任
に
関

す
る
わ
が
国
の
裁
判
例
・
学
説
等
の
実

情
を
概
観
す
る
こ
と
で
あ
る
。

「
専
門
家
L

の
意
義
に
つ
い
て
は
さ

ま
ざ
ま
な
理
解
が
あ
り
う
る
が
、
こ
こ

で
は
、
寸
法
律
に
基
づ
い
て
一
定
の
資

格
が
認
め
ら
れ
、
契
約
の
相
手
方
で
あ

る
依
頼
者
に
対
し
、
特
殊
領
域
に
関
す

る
高
度
に
専
門
的
な
技
能
や
情
報
を
提

供
す
る
こ
と
を
業
と
す
る
者
」
と
い
う

定
義
(
1
)

に
従
う
も
の
と
す
る
。

ω
専
門
家
の
民
事
責
任
を
通
常
人

の
責
任
と
区
別
し
て
取
り
扱
う
こ
と
の

意
味
に
つ
い
て
は
、
民
法
が
地
位
の
対

等
な
当
事
者
を
前
提
と
し
た
定
め
を
お

第6章

い
て
い
る
の
に
対
し
、
専
門
家
の
責
任

に
お
い
て
は
専
門
的
な
知
識
と
能
力
を

有
す
る
者
と
こ
れ
を
有
し
な
い
者
と
の

関
係
が
問
題
と
な
っ
て
い
る
と
こ
ろ
に

あ
る
と
さ
れ
て
い
る

(
2
)
。

素
人
が
専
門
家
に
仕
事
を
依
頼
す
る

の
は
、
専
門
家
に
対
し
て
、
専
門
的
な

知
識
と
技
能
を
活
用
し
て
自
己
の
利
益

を
よ
り
よ
く
実
現
し
て
く
れ
る
よ
う
に

期
待
す
る
か
ら
で
あ
る
。
し
た
が
っ

て
、
専
門
家
は
、
何
よ
り
も
ま
ず
、
依

頼
の
趣
旨
に
従
っ
て
、
善
良
な
る
管
理

者
と
し
て
の
注
意
義
務
を
尽
く
し
て
、

あ
る
い
は
信
義
に
従
い
誠
実
に
、
依
頼

さ
れ
た
事
務
の
処
理
を
行
な
わ
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。
し
か
し
、
そ
の
こ
と
自

体
は
、
対
等
な
当
事
者
聞
の
契
約
関
係

に
つ
い
て
も
同
様
に
認
め
ら
れ
る
と
こ

ろ
で
あ
る
。
素
人
と
専
門
家
と
の
契
約

関
係
で
あ
る
こ
と
か
ら
生
ず
る
特
殊
性

と
し
て
は
、
専
門
家
は
、
専
門
家
で
あ

る
が
故
に
、
依
頼
者
か
ら
与
え
ら
れ
た

期
待
や
信
頼
に
応
え
る
べ
く
、
通
常
人

よ
り
も
高
度
な
注
意
義
務
を
負
う
べ
き

こ
と
に
あ
る
。
第
三
者
と
の
関
係
に
お

い
て
も
、
同
様
に
、
専
門
家
は
、
自
己

に
寄
せ
ら
れ
る
信
頼
に
見
合
っ
た
高
度

の
注
意
義
務
を
負
い
、
そ
の
内
容
は
委

任
契
約
上
の
善
管
注
意
義
務
あ
る
い
は

誠
実
義
務
と
実
質
的
に
は
同
程
度
の
も

の
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
る

(
3
)
。
も
っ

と
も
、
そ
の
一
方
で
、
専
門
家
に
は
、

専
門
的
な
知
識
と
技
能
を
存
分
に
発
揮

す
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い
る
の
だ
か

ら
、
そ
の
職
務
の
執
行
に
あ
た
っ
て
は

自
由
な
裁
量
が
確
保
さ
れ
な
け
れ
ば
な

ら
ず
、
専
門
家
の
事
務
処
理
方
法
が
依

頼
者
の
意
に
沿
わ
な
か
っ
た
と
し
て

も
、
そ
れ
に
よ
っ
て
直
ち
に
専
門
家
の

責
任
が
生
ず
る
も
の
と
解
す
る
こ
と
は

で
き
ず
、
実
際
の
過
失
判
断
は
相
当
微

妙
な
も
の
に
な
ら
ざ
る
を
え
な
い
。

ま
た
、
依
頼
者
は
素
人
で
あ
る
か

ら
、
依
頼
者
の
判
断
が
不
十
分
ま
た
は

不
適
当
な
場
合
も
あ
り
う
る
。
さ
ら

に
、
専
門
家
は
、
法
令
に
よ
り
職
業
上

の
独
占
権
を
与
え
ら
れ
る
の
と
引
き
換

え
に
、
法
令
を
遵
守
し
公
正
に
職
務
を

執
行
す
べ
き
義
務
そ
の
他
の
公
益
に
奉

仕
す
べ
き
義
務
を
負
わ
さ
れ
る
例
が
少

な
く
な
い
が
、
明
ら
か
に
不
当
な
訴
訟

の
提
起
が
弁
護
士
に
依
頼
さ
れ
た
場
合

の
よ
う
に
、
依
頼
者
の
意
向
に
忠
実
で

あ
る
こ
と
が
公
共
の
利
益
や
第
三
者
の

利
益
に
反
す
る
場
合
も
あ
り
う
る
。
こ

れ
ら
の
場
合
に
、
専
門
家
は
、
専
門
的

立
場
か
ら
の
説
明
や
助
言
を
行
な
っ

て
、
依
頼
者
の
情
報
の
不
十
分
さ
を
補

い
、
場
合
に
よ
っ
て
依
頼
者
の
判
断
を

是
正
さ
せ
る
義
務
も
負
っ
て
い
る
と
解

す
べ
き
こ
と
に
な
ろ
う
。
こ
れ
が
、
ド

イ
ツ
や
フ
ラ
ン
ス
の
判
例
に
お
い
て
、

専
門
家
の
説
明
義
務
・
助
言
義
務
が
重

要
視
さ
れ
て
い
る
こ
と
の
理
由
で
あ
る

と
解
さ
れ
る
。
し
か
し
、
こ
の
場
合
に

も
、
職
種
に
よ
っ
て
当
事
者
の
利
益
保

護
と
客
観
的
真
実
の
発
見
の
い
ず
れ
を

重
視
す
べ
き
か
に
差
異
が
あ
り
、
説

明
・
助
言
義
務
の
成
立
す
る
範
囲
お
よ
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び
内
容
に
つ
い
て
一
般
的
原
則
を
提
示

す
る
こ
と
は
相
当
に
困
難
で
あ
る
と
い

〉えよ〉フ。ω
専
門
家
責
任
論
の
も
っ
と
も
重

要
で
実
践
的
な
課
題
は
、
専
門
家
責
任

の
右
に
み
た
よ
う
な
特
色
を
考
慮
し
つ

つ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
専
門
家
が
、
ど
の
よ

う
な
場
合
に
、
ど
の
程
度
の
責
任
を
負

う
べ
き
か
を
確
定
す
る
こ
と
に
あ
る
と

考
え
ら
れ
る
が
、
本
稿
で
は
、
そ
の
性

質
上
、
右
の
課
題
に
直
接
に
応
え
る
た

め
の
個
別
具
体
的
で
微
妙
な
作
業
に
深

入
り
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
そ
こ

で
、
主
要
な
専
門
職
の
民
事
責
任
に
つ

い
て
の
検
討
は
後
掲
の
諸
論
文
に
譲

り
、
こ
こ
で
は
、
よ
り
一
般
的
・
抽
象

的
に
、
わ
が
国
に
お
け
る
裁
判
例
・
学

説
等
が
専
門
家
の
民
事
責
任
の
あ
り
方

に
つ
い
て
ど
の
よ
う
な
考
え
方
を
と
っ

て
い
る
か
を
概
観
し
、
諸
外
国
に
お
け

る
議
論
と
の
対
比
に
お
い
て
、
、
ど
の
よ

う
な
法
律
論
上
の
問
題
点
を
抱
え
て
い

る
か
を
指
摘
す
る
こ
と
に
し
た
い
。

裁
判
例
等
の
動
向

全
体
的
な
傾
向

山
専
門
家
の
責
任
を
め
ぐ
る
裁
判

例
は
、
昭
和
三

0
年
代
後
半
以
降
増
加

の
傾
向
に
あ
る
。
し
か
し
、
そ
の
大
部

分
は
医
療
過
誤
訴
訟
で
あ
り
、
医
師
以

外
の
専
門
家
の
民
事
責
任
を
め
ぐ
る
裁

判
例
は
著
し
く
事
件
数
が
少
な
い
。
た

だ
し
、
こ
の
こ
と
は
専
門
家
責
任
を
め

ぐ
る
事
故
が
ほ
と
ん
ど
存
し
な
い
こ
と

を
意
味
す
る
も
の
で
は
な
い
。
た
と
え

ば
、
弁
護
士
会
に
は
年
間
三

O
O件
台

か
ら
四

O
O件
台
の
懲
戒
請
求
が
な
さ

れ
、
二

O
件
前
後
の
懲
戒
処
分
が
な
さ

れ
て
い
て
、
そ
の
な
か
に
は
依
頼
者
ま

た
は
第
三
者
と
の
関
係
で
損
害
賠
償
が

問
題
と
さ
れ
る
べ
き
弁
護
過
誤
事
件
が

少
な
く
な
い
。
ま
た
、
各
種
専
門
家
の

そ
れ
ぞ
れ
に
つ
い
て
賠
償
責
任
保
険
の

保
険
金
請
求
例
も
存
在
し
て
い
る
。
保

険
金
請
求
例
に
関
す
る
デ
l
タ
は
ほ
と

ん
ど
整
備
さ
れ
て
お
ら
ず
、
一
部
の
例

外
的
場
合
を
除
い
て
幹
事
会
社
で
す
ら

ク
レ
ー
ム
数
に
関
す
る
正
確
な
統
計
的

数
字
を
持
ち
合
わ
せ
て
い
な
い
よ
う
で

あ
る
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
専
門
職
ご
と

に
、
せ
い
ぜ
い
年
間
数
件
か
ら
数
十
件

の
範
囲
内
と
推
測
さ
れ
、
欧
米
諸
国
の

状
況
に
比
べ
る
と
、
そ
の
数
の
少
な
さ

は
異
常
な
ほ
ど
で
あ
る
と
い
っ
て
も
過

言
で
な
い

(4)
。

職
種
別
に
み
る
と
、
戦
後
の
公
表
裁

判
例
の
数
が
相
対
的
に
多
い
の
は
弁
護

士
と
司
法
書
士
で
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
約

三
O
件
な
い
し
五

O
件
程
度
の
公
表
裁

判
例
が
存
在
す
る
。
こ
れ
に
対
し
、
建

築
家
、
公
認
会
計
士
、
税
理
士
、
弁
理

士
、
不
動
産
鑑
定
士
、
土
地
家
屋
調
査

士
、
薬
剤
師
等
に
関
す
る
公
表
裁
判
例

は
、
皆
無
か
せ
い
ぜ
い
一

O
件
程
度
で

あ
る
。
な
お
、
わ
が
国
で
は
公
証
人
に

関
す
る
責
任
に
つ
い
て
は
国
家
賠
償
法

が
適
用
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
を
め
ぐ

る
公
表
裁
判
例
の
数
も
多
く
な
い

(
5
)
。ω
欧
米
諸
国
に
お
げ
る
状
況
と
の

違
い
に
つ
い
て
は
、
訴
訟
に
対
す
る
国

民
感
情
の
違
い
、
専
門
家
を
め
ぐ
る
社

会
状
況
(
専
門
家
の
質
と
量
、
専
門
性

の
認
知
度
等
)
の
相
違
、
代
替
的
手
段

の
存
在
(
弁
護
士
に
お
け
る
紛
議
調

停
・
懲
戒
請
求
を
通
じ
た
紛
争
処
理
、

建
築
家
に
お
け
る
建
設
業
者
・
不
動
産

業
者
へ
の
責
任
追
及
の
可
能
性
等
)
の

ほ
か
、
専
門
家
の
側
に
も
、
ミ
ス
を
犯

し
た
こ
と
を
同
業
者
や
世
間
一
般
に
知

ら
れ
た
く
な
い
の
で
水
面
下
で
の
解
決

を
好
む
傾
向
が
あ
る
こ
と
(
保
険
金
請

求
が
職
能
団
体
を
経
由
す
る
賠
償
責
任

保
険
制
度
を
も
っ
専
門
家
の
場
合
に

は
、
保
険
金
の
請
求
を
差
し
控
え
る
ケ

ー
ス
も
存
在
す
る
と
い
わ
れ
て
い
る
)

等
に
そ
の
理
由
を
求
め
る
こ
と
が
で
き

よ〉フ
(
6
)
O

医
療
過
誤
訴
訟
に
比
べ
て
医
師
以
外

の
専
門
家
の
責
任
を
追
及
す
る
訴
訟
が

少
な
い
こ
と
の
理
由
と
し
て
は
、
医
療

事
故
が
多
く
の
場
合
直
接
に
生
命
・
身

体
に
有
形
の
損
害
を
与
え
、
被
害
者
ま

た
は
そ
の
親
族
の
苦
痛
も
大
き
い
の
に

対
し
、
そ
れ
以
外
の
専
門
家
の
過
誤
は

明
白
な
形
を
残
さ
な
か
っ
た
り
、
軽
微

な
財
産
損
害
し
か
生
じ
さ
せ
な
い
こ
と

が
多
い
と
い
う
事
情
に
求
め
る
乙
と
が

で
き
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
が
、
そ
う
し

た
相
違
を
考
慮
し
て
も
な
お
医
師
以
外

の
専
門
家
に
対
す
る
責
任
追
及
例
は
少

な
く
、
専
門
家
に
要
求
さ
れ
る
技
能
な

い
し
注
意
義
務
の
水
準
が
医
療
水
準
ほ

ど
明
確
な
も
の
に
な
っ
て
い
な
い
こ
と

を
う
か
が
わ
せ
る
。

矧
公
表
裁
判
例
や
保
険
金
請
求
例

に
現
わ
れ
た
事
案
の
内
容
に
つ
い
て
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は
、
一
般
に
、
弁
護
士
の
控
訴
期
間
徒

過
、
建
築
家
の
設
計
ミ
ス
に
よ
る
建
物

の
欠
陥
、
土
地
家
屋
調
査
士
の
現
地
測

量
上
の
不
注
意
に
よ
る
器
物
損
壊
等
の

よ
う
に
、
単
純
な
僻
怠
ゃ
う
っ
か
り
ミ

ス
が
明
白
な
形
を
も
っ
た
不
都
合
を
生

じ
さ
せ
て
い
る
ケ
l
ス
が
多
く
、
前
述

し
た
よ
う
な
専
門
家
の
責
任
の
特
色
を

明
確
に
描
き
出
す
も
の
は
少
な
い
。
訴

訟
に
な
る
ま
で
も
な
く
専
門
家
が
賠
償

責
任
保
険
の
支
払
を
請
求
し
て
き
た
事

例
に
お
い
て
は
、
当
然
の
こ
と
と
も
い

え
る
が
、
訴
訟
と
な
っ
た
事
件
以
上
に

少
額
事
件
や
専
門
家
に
弁
解
の
余
地
の

な
い
単
純
ミ
ス
の
ケ

l
ス
の
比
率
が
高

B
U
Y
 

損
害
賠
償
額
も
、
不
動
産
が
ら
み
の

も
の
等
一
部
の
事
例
を
除
い
て
は
、
そ

れ
ほ
ど
高
額
に
な
っ
て
い
な
い
も
の
が

多
く
、
ま
た
、
専
門
家
の
過
失
は
認
定

さ
れ
た
が
損
害
が
な
い
と
さ
れ
た
り
、

過
失
相
殺
が
な
さ
れ
て
い
る
例
も
少
な

く
な
い
。
こ
れ
ら
の
こ
と
も
、
訴
訟
に

ま
で
至
る
事
例
が
少
な
い
こ
と
の
理
由

に
な
っ
て
い
る
も
の
と
推
測
さ
れ
る
。

凶
わ
が
国
の
判
例
に
お
い
て
は
請

求
権
競
合
論
が
と
ら
れ
て
お
り
、
不
法

行
為
の
成
立
に
関
し
ド
イ
ツ
法
の
よ
う

な
抑
制
的
な
議
論
が
な
さ
れ
て
い
な
い

第6章

こ
と
も
あ
っ
て
か
、
損
害
賠
償
請
求
権

の
法
的
性
質
に
関
す
る
議
論
は
そ
れ
ほ

ど
重
大
な
関
心
事
に
な
っ
て
い
な
い
。

第
三
者
が
専
門
家
の
責
任
を
追
及
す
る

事
例
に
お
い
て
は
、
若
干
の
例
外
的
場

合
を
除
い
て
、
不
法
行
為
に
基
づ
く
損

害
賠
償
が
請
求
さ
れ
て
い
る
の
は
当
然

と
し
て
、
依
頼
者
か
ら
専
門
家
に
対
し

て
損
害
賠
償
が
請
求
さ
れ
た
事
例
に
お

い
て
も
、
契
約
法
上
の
責
任
を
追
及
す

る
も
の
の
ほ
か
、
不
法
行
為
責
任
を
追

及
す
る
も
の
や
、
契
約
責
任
と
不
法
行

為
責
任
と
を
並
べ
て
追
及
す
る
も
の
が

相
当
数
存
在
す
る
。

そ
の
理
由
は
必
ず
し
も
明
ら
か
で
は

な
い
が
、
①
委
任
型
の
契
約
の
場
合
に

は
、
専
門
家
の
義
務
違
反
事
実
の
証
明

と
過
失
の
証
明
と
に
依
頼
者
の
立
証
負

担
の
差
が
な
い
こ
と
、
②
委
任
か
請
負

か
が
明
確
で
な
い
契
約
の
場
合
に
は
、

そ
の
性
質
決
定
を
め
ぐ
る
議
論
を
回
避

し
う
る
こ
と
、
③
請
負
型
の
契
約
の
場

合
に
は
、
請
負
人
の
担
保
責
任
の
除
斥

期
間
を
回
避
す
る
必
要
が
あ
る
こ
と
、

④
契
約
締
結
前
の
情
報
提
供
義
務
違
反

が
問
題
と
さ
れ
る
場
合
に
は
、
不
法
行

為
責
任
を
追
及
す
る
方
が
確
実
で
あ
る

こ
と
、
⑤
遅
延
損
害
金
そ
の
他
不
法
行

為
の
方
が
有
利
な
場
合
が
あ
る
こ
と
等

の
理
由
が
考
え
ら
れ
る
。

同
上
述
の
よ
う
に
、
医
師
以
外
の

専
門
家
の
民
事
責
任
を
め
ぐ
る
公
表
裁

判
例
の
数
は
少
な
く
、
既
存
の
公
表
裁

判
例
の
み
か
ら
専
門
家
の
責
任
に
関
す

る
判
例
の
一
般
理
論
を
探
り
出
す
こ
と

は
困
難
で
あ
る
。
そ
う
し
た
な
か
で
、

公
表
裁
判
例
の
数
の
う
え
で
も
、
内
容

面
に
お
い
て
も
も
っ
と
も
興
味
深
い
展

開
を
示
し
て
い
る
の
は
、
司
法
書
士
の

責
任
を
め
ぐ
る
裁
判
例
で
あ
る
。
委
任

型
の
専
門
家
責
任
の
モ
デ
ル
と
考
え
ら

れ
る
弁
護
士
の
責
任
、
請
負
型
の
典
型

で
あ
る
建
築
家
の
責
任
お
よ
び
公
認
会

計
士
の
責
任
に
つ
い
て
怯
、
後
掲
の
小

林
論
文
、
森
島
論
文
お
よ
び
弥
永
論
文

に
よ
っ
て
詳
し
く
検
討
さ
れ
る
予
定
で

も
あ
る
か
ら
、
以
下
、
も
っ
ぱ
ら
司
法

書
士
の
民
事
責
任
に
関
す
る
裁
判
例
を

素
材
と
し
て
、
専
門
家
の
責
任
に
関
す

る
わ
が
国
の
裁
判
所
の
考
え
方
の
一
端

を
紹
介
す
る
こ
と
と
し
た
い
。

司
法
書
士
の
責
任

ω
裁
判
例
の
動
向

司
法
書
士
の
民
事
責
任
に
か
か
わ
る

公
表
裁
判
例
は
約
五

O
件
を
数
え
る
乙

と
が
で
き
る
。
そ
の
大
部
分
は
昭
和
五

0
年
代
半
ば
以
降
の
も
の
で
あ
り
、
内

容
的
に
は
不
動
産
登
記
関
連
の
も
の
が

ほ
と
ん
ど
を
占
め
て
い
る
。

司
法
書
士
の
登
記
申
請
業
務
に
関
す

る
裁
判
例
が
多
い
こ
と
の
理
由
と
し
て

は
、
①
不
動
産
の
価
格
が
高
額
で
あ
る

こ
と
、
②
不
動
産
登
記
手
続
に
誤
り
が

あ
っ
た
と
い
う
事
実
そ
れ
自
体
は
多
く

の
場
合
外
形
上
明
白
で
あ
り
、
証
明
の

困
難
が
存
し
な
い
こ
と
、
③
司
法
書
士

は
個
人
の
資
格
で
独
立
の
事
務
所
を
開

設
し
て
業
務
を
行
な
っ
て
お
り
、
不
動

産
会
社
の
よ
う
に
解
散
す
る
こ
と
が
な

い
こ
と
、
④
そ
の
た
め
、
取
引
の
相
手

方
に
対
す
る
損
害
賠
償
請
求
に
実
効
性

が
な
い
場
合
に
、
最
後
の
拠
り
所
と
し

て
、
司
法
書
士
を
被
告
に
す
る
訴
え
が

提
起
さ
れ
る
場
合
が
あ
り
う
る
(
と
く

に
、
詐
欺
的
な
不
動
産
取
引
に
お
い
て

は
、
し
ば
し
ば
不
動
産
登
記
に
対
す
る

信
頼
が
悪
用
さ
れ
る
た
め
、
い
ず
れ
か

の
段
階
で
司
法
書
士
が
関
与
さ
せ
ら
れ

て
い
る
ケ
l
ス
が
多
い
)
こ
と
等
を
あ

げ
る
こ
と
が
で
き
る
。

昭
和
五

0
年
代
半
ば
以
降
に
公
表
裁

判
例
が
急
増
す
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と

に
つ
い
て
は
、
不
動
産
価
格
が
著
し
く

高
騰
し
た
こ
と
や
、
国
民
の
権
利
意
識

の
昂
揚
等
の
理
由
を
あ
げ
る
こ
と
が
で

き
る
が
、
そ
れ
以
上
に
重
要
な
こ
と
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わが国における専門家責任の実情

は
、
こ
の
時
期
以
降
、
司
法
書
士
の
民

事
責
任
の
あ
り
方
に
関
す
る
裁
判
所
の

考
え
方
が
大
き
く
変
化
し
て
い
っ
た
こ

と
で
あ
る
。
司
法
書
士
の
寸
専
門
性
」

に
対
す
る
一
般
の
法
意
識
の
変
化
が
公

表
裁
判
例
の
数
と
裁
判
所
の
判
断
の
変

化
に
反
映
し
て
い
る
も
の
と
解
さ
れ
る

凶
司
法
書
士
の
注
意
義
務

司
法
書
士
の
登
記
代
理
業
務
は
、
依

頼
者
の
嘱
託
を
受
け
て
、
登
記
済
証
・

印
鑑
証
明
書
そ
の
他
の
書
類
を
持
参
さ

せ
、
登
記
申
請
書
等
を
作
成
し
、
登
記

申
請
手
続
を
代
理
す
る
こ
と
を
主
な
内

容
と
し
て
お
り
、
そ
の
さ
い
、
登
記
済

証
を
提
出
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
依
頼

者
の
た
め
に
不
動
産
登
記
法
四
四
条
に

定
め
る
寸
登
記
義
務
者
に
人
違
い
な
き

こ
と
の
保
証
」
を
す
る
こ
と
が
あ
る
。

こ
れ
ら
の
一
連
の
事
務
処
理
の
な
か

で
司
法
書
士
が
ど
の
よ
う
な
義
務
を
負

っ
て
い
る
か
に
つ
い
て
は
、
さ
ま
ざ
ま

な
分
類
が
試
み
ら
れ
て
い
る
が

(
8
)
、

こ
こ
で
は
、
肘
依
頼
さ
れ
た
登
記
申
請

手
続
を
忠
実
に
実
現
す
べ
き
義
務
、
川

依
頼
さ
れ
た
登
記
申
請
手
続
を
実
現
す

る
に
あ
た
っ
て
、
依
頼
者
や
第
三
者
の

利
益
を
害
さ
な
い
よ
う
に
す
る
た
め

に
、
善
良
な
る
専
門
家
と
し
て
尽
く
す
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べ
き
注
意
義
務
、
例
説
明
・
助
言
義
務

の
三
つ
に
分
け
て
紹
介
す
る
。

開
登
記
申
請
手
続
の
委
任
を
受
け

た
司
法
書
士
は
、
迅
速
に
登
記
申
請
を

す
る
義
務
を
負
う
。
し
た
が
っ
て
、
た

と
え
ば
受
託
後
合
理
的
期
間
内
に
登
記

申
請
手
続
を
と
ら
な
か
っ
た
た
め
に
抵

当
権
の
順
位
が
劣
後
し
て
し
ま
っ
た
場

合
や
、
同
一
の
不
動
産
に
二
重
に
登
記

申
請
の
委
任
を
受
け
た
司
法
書
士
が
後

か
ら
委
任
を
受
け
た
登
記
を
先
に
申
請

し
て
し
ま
っ
た
場
合
に
は
、
司
法
書
士

の
損
害
賠
償
責
任
が
生
ず
る
こ
と
に
な

る
(
仙
台
高
判
昭
六
二
・
四
・
二
七
判
時
一

二
三
八
号
九
三
頁
等
参
照
)
。
ま
た
、
当

事
者
か
ら
登
記
必
要
書
類
を
預
か
っ
た

司
法
書
士
が
、
登
記
申
請
前
に
、
そ
れ

ら
の
書
類
を
登
記
権
利
者
の
同
意
を
得

ず
に
登
記
義
務
者
側
に
返
還
し
て
し
ま

っ
た
り
、
盗
取
さ
れ
た
り
し
て
、
依
頼

の
趣
旨
に
従
っ
た
登
記
を
す
る
こ
と
が

で
き
な
く
な
っ
た
場
合
に
も
、
司
法
書

士
の
登
記
権
利
者
に
対
す
る
損
害
賠
償

責
任
が
生
ず
る
(
最
判
昭
五
二
了
七
・
一

O
民
集
三
二
巻
五
号
八
六
八
頁
等
参
照
)
。

こ
れ
ら
の
場
合
に
は
、
登
記
代
理
委

任
契
約
上
の
本
体
的
債
務
の
不
履
行
が

あ
っ
た
こ
と
は
歴
然
と
し
て
お
り
、
実

際
上
、
義
務
違
反
の
有
無
が
争
点
に
な

る
こ
と
は
少
な
く
、
委
任
契
約
が
成
立

し
た
か
否
か
、
あ
る
い
は
そ
れ
が
有
効

に
解
除
さ
れ
た
か
否
か
が
中
心
的
な
争

点
と
な
る
。
司
法
書
士
に
登
記
申
請
手

続
の
代
理
を
委
嘱
す
る
契
約
の
成
立
時

期
に
つ
い
て
は
、
司
法
書
士
の
業
務
は

必
要
書
類
を
整
え
て
登
記
申
請
手
続
を

代
理
す
る
と
こ
ろ
に
あ
る
の
だ
か
ら
、

登
記
済
証
・
印
鑑
証
明
書
そ
の
他
の
依

頼
者
に
お
い
て
持
参
す
べ
き
書
類
が
完

備
し
た
と
き
に
は
じ
め
て
契
約
が
成
立

す
る
と
解
す
る
裁
判
例
が
多
い
が
、
後

述
の
実
体
関
係
調
査
義
務
や
説
明
・
告

知
義
務
と
の
関
係
で
、
登
記
必
要
書
類

の
一
部
に
不
備
が
あ
っ
て
も
委
任
契
約

の
成
立
を
認
め
る
も
の
、
書
類
が
完
備

す
る
こ
と
を
停
止
条
件
と
し
て
契
約
が

成
立
す
る
と
解
す
る
も
の
や
、
契
約
の

成
立
は
認
め
な
い
が
信
義
則
上
の
義
務

は
生
じ
て
い
る
と
解
す
る
も
の
等
が
増

え
つ
つ
あ
る
(
福
岡
地
判
昭
六
一
・
五
・

一
六
判
時
一
二

O
七
号
九
三
頁
、
東
京
地

判
平
三
・
三
・
二
五
判
時
一
四
O
二
一
号
四
七

頁
等
参
照
)

0

川
司
法
書
士
が
依
頼
さ
れ
た
と
お

り
の
登
記
を
申
請
し
た
と
し
て
も
、
登

記
義
務
者
が
無
権
利
者
で
あ
っ
た
り
、

登
記
義
務
者
の
代
理
人
が
無
権
代
理
人

で
あ
っ
た
場
合
に
は
、
登
記
権
利
者
は

期
待
し
た
と
お
り
の
権
利
を
取
得
す
る

こ
と
が
で
き
な
い
。
今
日
の
一
般
的
な

取
引
慣
行
に
お
い
て
は
、
登
記
申
請
に

必
要
な
書
類
が
完
備
し
、
司
法
書
士
に

お
い
て
登
記
申
請
代
理
を
受
託
し
た
と

き
に
売
買
代
金
の
決
済
や
融
資
の
実
行

が
な
さ
れ
て
い
る
の
で
、
こ
の
よ
う
な

場
合
に
は
、
登
記
権
利
者
に
多
大
な
損

害
が
生
ず
る
こ
と
に
な
り
、
場
合
に
よ

っ
て
真
正
権
利
者
や
、
登
記
権
利
者
か

ら
の
転
得
者
そ
の
他
の
第
三
者
が
損
害

を
こ
う
む
る
こ
と
も
あ
る
。
ま
た
、
依

頼
の
趣
旨
に
従
っ
た
登
記
が
な
さ
れ
た

場
合
で
も
、
そ
れ
に
先
だ
っ
て
差
押
の

登
記
や
抵
当
権
設
定
の
登
記
が
な
さ
れ

て
い
る
の
を
看
過
し
て
い
た
場
合
に

は
、
登
記
権
利
者
は
不
測
の
損
害
を
こ

う
む
る
。
そ
こ
で
、
こ
の
よ
う
な
場
合

に
、
司
法
書
士
は
、
単
に
登
記
申
請
を

す
る
だ
け
で
な
く
、
目
的
物
を
め
ぐ
る

現
在
の
権
利
関
係
、
登
記
原
因
と
な
っ

て
い
る
物
権
変
動
が
有
効
に
生
じ
て
い

る
か
否
か
な
ど
の
実
体
関
係
を
調
査
・

確
認
す
べ
き
義
務
が
あ
る
の
で
は
な
い

か
と
い
う
問
題
が
生
じ
る
。
以
下
、
場

合
を
分
砂
て
裁
判
例
を
紹
介
す
る
。

①
ま
ず
、
登
記
申
請
代
理
の
依
頼

を
受
け
た
不
動
産
に
つ
い
て
最
新
の
登

記
簿
上
の
権
利
関
係
を
調
査
・
確
認
す
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わが国における専門家責任の実情

る
義
務
に
つ
い
て
、
か
つ
て
、
東
京
高

判
昭
五

0
・
九
・
八
(
判
タ
三
三
五
号
二

一
六
頁
)
は
、
「
不
動
産
登
記
申
請
手

続
を
適
式
に
処
理
す
る
こ
と
を
要
請
さ

れ
、
不
動
産
に
つ
い
て
の
実
体
法
上
の

権
利
義
務
の
得
喪
変
更
に
関
与
せ
ず
、

ま
た
み
だ
り
に
関
与
す
べ
き
で
な
い
司

法
書
士
」
と
し
て
は
、
登
記
簿
上
の
権

利
関
係
の
事
前
調
査
を
依
頼
さ
れ
て
い

な
い
以
上
、
受
託
物
件
が
そ
の
一
一
目

前
に
み
ず
か
ら
所
有
権
移
転
登
記
を
し

た
物
件
と
同
一
で
あ
る
こ
と
に
気
づ
い

た
と
し
て
も
、
依
頼
さ
れ
た
登
記
の
実

現
が
不
可
能
で
あ
る
こ
と
を
依
頼
者
に

告
げ
、
善
後
措
置
の
助
言
を
す
る
な
ど

の
介
入
的
行
動
に
出
な
く
て
も
注
意
義

務
に
欠
け
る
と
こ
ろ
は
な
い
と
す
る
趣

旨
の
判
断
を
示
し
た
。
こ
れ
に
対
し
、

前
掲
東
京
地
判
平
三
・
三
・
二
五
は
、

「
司
法
書
士
に
登
記
が
必
要
な
取
引
の

内
容
を
告
げ
、
取
引
に
立
ち
会
っ
て
登

記
手
続
を
完
了
さ
せ
る
こ
と
を
依
頼
す

る
場
合
に
は
、
依
頼
者
は
、
単
に
登
記

手
続
の
み
な
ら
ず
、
登
記
に
関
す
る
限

り
、
取
引
上
支
障
無
く
、
手
続
が
完
了

す
る
よ
う
司
法
書
士
が
注
意
し
て
く
れ

る
こ
と
を
期
待
し
、
そ
の
期
待
の
上
に

立
っ
て
取
引
を
行
う
の
が
一
般
で
あ

り
、
そ
れ
が
、
司
法
書
士
の
専
門
家
で
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あ
る
所
以
で
あ
る
L

か
ら
、
「
取
引
当

日
に
で
き
る
限
り
接
着
し
た
時
点
に
お

け
る
登
記
簿
の
状
態
を
把
握
す
る
等
で

き
る
限
り
の
努
力
を
す
る
必
要
が
あ

る
」
と
し
て
、
最
新
の
登
記
簿
を
確
認

し
な
い
ま
ま
取
引
を
行
な
わ
せ
た
司
法

書
士
に
つ
い
て
、
「
専
門
家
に
要
求
さ

れ
る
高
度
の
注
意
義
務
L

を
尽
く
さ
な

か
っ
た
も
の
と
判
断
し
て
い
る
。

②
次
に
、
真
実
の
所
有
者
以
外
の

者
が
偽
造
の
登
記
済
証
や
印
鑑
証
明
書

を
用
い
て
登
記
申
請
手
続
を
す
る
よ
う

に
依
頼
し
た
場
合
等
に
、
司
法
書
士
は

そ
れ
ら
の
書
類
の
真
偽
を
調
査
・
確
認

す
る
義
務
を
負
っ
て
い
る
か
と
い
う
問

題
に
つ
い
て
、
か
つ
て
は
、
司
法
書
士

は
当
事
者
の
提
示
し
た
書
類
に
基
づ
き

申
請
書
類
を
作
成
す
る
に
あ
た
り
形
式

的
に
必
要
書
類
を
整
え
、
そ
の
記
載
要

件
に
欠
棋
の
な
い
よ
う
に
す
る
注
意
義

務
が
あ
る
に
す
ぎ
ず
、
登
記
官
の
よ
う

な
審
査
義
務
を
負
う
も
の
で
は
な
い
と

し
て
、
こ
の
種
の
調
査
義
務
は
な
い
と

さ
れ
て
い
た
が
(
京
都
地
判
昭
四

0
・

二
・
二
三
訟
月
一
一
巻
七
号
九
九
六
頁
等

参
照
)
、
後
に
、
偽
造
・
変
造
が
一
見
明

白
な
場
合
等
に
調
査
義
務
を
認
め
る
よ

う
に
な
り
、
今
日
で
は
、
司
法
書
士

は
、
法
律
上
、
業
務
に
関
す
る
法
令
お

よ
ぴ
実
務
に
精
通
し
て
公
正
か
つ
誠
実

に
そ
の
業
務
を
行
な
う
こ
と
が
要
求
さ

れ
て
い
る
こ
と
に
照
ら
し
、
登
記
原
因

証
書
そ
の
他
関
係
書
類
の
真
否
に
つ
い

て
注
意
を
払
い
、
も
っ
て
真
正
な
登
記

の
実
現
に
協
力
す
べ
き
で
あ
る
と
い
う

こ
と
が
で
き
、
こ
と
に
依
頼
者
か
ら
関

係
書
類
の
真
否
に
つ
い
て
調
査
を
依
頼

さ
れ
た
場
合
お
よ
び
関
係
書
類
の
偽
造

を
疑
わ
し
め
る
に
足
り
る
相
当
の
理
由

を
司
法
書
士
が
有
す
る
場
合
に
は
、
か

か
る
特
段
の
事
情
の
な
い
通
常
の
場
合

以
上
に
関
係
書
類
を
子
細
に
検
討
し
、

あ
る
い
は
そ
の
結
果
必
要
に
応
じ
て
そ

の
他
の
調
査
を
な
す
な
ど
し
て
そ
の
真

偽
を
確
認
す
る
注
意
義
務
が
あ
る
と
す

る
裁
判
例
が
現
わ
れ
る
に
至
っ
て
い
る

(
大
阪
地
判
昭
六
二
・
二
・
二
六
判
時
二
一

五
三
号
八
三
頁
)
。

③
登
記
申
請
に
必
要
と
さ
れ
る
書

類
の
偽
造
が
見
破
れ
な
い
場
合
や
、
無

権
限
者
に
よ
っ
て
真
正
の
書
類
が
冒
用

さ
れ
た
場
合
等
に
は
、
司
法
書
士
が
、

登
記
義
務
者
の
人
的
同
一
性
、
そ
の
登

記
申
請
意
思
、
依
頼
者
の
代
理
権
の
存

否
等
を
調
査
・
確
認
す
る
義
務
を
負
う

か
否
か
が
問
題
に
な
る
。
近
時
の
裁
判

例
は
、
司
法
書
士
は
、
不
動
産
登
記
制

度
に
対
す
る
国
民
の
信
頼
を
維
持
す
べ

く
、
虚
偽
の
登
記
を
防
止
し
真
正
な
登

記
の
実
現
に
協
力
す
べ
き
職
責
を
有
す

る
こ
と
等
を
理
由
と
し
て
、
こ
の
種
の

調
査
義
務
を
強
調
す
る
傾
向
に
あ
る

が
、
そ
の
一
方
で
、
登
記
手
続
の
迅
速

性
の
要
請
等
も
考
慮
し
て
、
登
記
申
請

の
真
正
を
疑
う
に
足
る
相
当
な
理
由
の

あ
る
場
合
に
の
み
申
請
の
前
提
と
な
る

実
体
関
係
の
存
在
を
調
査
・
確
認
す
べ

き
義
務
が
あ
る
も
の
と
し
て
い
る
(
大

阪
地
判
昭
六
了
一
・
二
七
判
時
一
二

O
八

号
九
六
頁
、
東
京
地
判
昭
六
了
一

0
・コ一

一
判
時
一
二
四
六
号
一
一
一
頁
等
参
照
)
。

な
お
、
こ
の
種
の
不
動
産
詐
欺
事
件

に
お
い
て
は
、
登
記
済
証
を
提
出
で
き

な
い
た
め
に
保
証
書
に
よ
る
登
記
申
請

が
な
さ
れ
る
例
が
少
な
か
ら
ず
存
在

し
、
そ
の
さ
い
、
司
法
書
士
が
登
記
義

務
者
に
人
違
い
な
き
こ
と
の
保
証
(
不

登
法
四
四
条
)
を
す
る
こ
と
が
あ
る
。

当
事
者
の
同
一
性
を
確
認
し
な
い
ま
ま

保
証
を
し
た
司
法
書
士
が
依
頼
者
ま
た

は
第
三
者
に
対
す
る
責
任
を
免
れ
る
余

地
は
ほ
と
ん
ど
な
い
(
大
判
昭
二

0
・一

二
・
二
二
民
集
二
四
巻
二
二
七
頁
等
参

照
)
。
登
記
権
利
者
が
司
法
書
士
に
対

し
調
査
不
要
で
あ
る
旨
を
告
げ
た
場
合

に
司
法
書
士
の
登
記
権
利
者
に
対
す
る

責
任
は
免
除
さ
れ
る
か
否
か
に
つ
き
、
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肯
定
(
東
京
高
判
昭
五
五
・
一

0
・
二
九
判

タ
四
三
三
号
九
九
頁
)
、
否
定
(
仙
台
高

判
昭
五
六
・
二
・
一
七
判
タ
四
三
八
号
一
一

九
頁
)
の
裁
判
例
が
あ
る
が
、
こ
う
し

た
免
責
特
約
が
第
三
者
に
対
す
る
責
任

を
免
れ
さ
せ
る
も
の
で
は
あ
り
え
な
い

こ
と
に
は
疑
問
の
余
地
が
な
い
で
あ
ろ

〉フ。
例
司
法
書
士
は
、
単
に
依
頼
者
の

指
示
に
従
っ
て
登
記
申
請
手
続
を
代
行

す
る
の
み
で
は
な
く
、
依
頼
者
ま
た
は

第
三
者
の
利
益
を
保
護
・
増
進
さ
せ
る

た
め
に
、
積
極
的
に
説
明
・
告
知
・
助
言

を
す
る
義
務
を
負
う
の
だ
ろ
う
か
。
か

つ
て
は
、
こ
れ
に
消
極
的
な
態
度
が
と

ら
れ
て
い
た
。
た
と
え
ば
、
東
京
地
判

昭
四
一
・
一
一
了
二
六
(
判
タ
二

O
五
号

一
五
七
頁
)
は
、
依
頼
者
に
持
参
す
べ

き
書
類
を
指
摘
し
、
そ
の
調
整
持
参
を

促
せ
ば
足
り
、
そ
の
持
参
が
遅
れ
て
い

て
も
、
進
ん
で
そ
の
督
促
を
繰
り
返
す

義
務
は
な
い
と
し
、
前
掲
東
京
高
判
昭

五
0
・
九
・
八
は
、
不
動
産
に
つ
い
て
の

実
体
上
の
権
利
義
務
の
得
喪
変
更
に
み

だ
り
に
関
与
す
べ
き
で
な
い
司
法
書
士

と
し
て
は
、
依
頼
さ
れ
た
登
記
を
す
る

こ
と
は
不
可
能
で
あ
る
こ
と
を
告
げ
た

り
、
善
後
措
置
の
助
言
を
し
た
り
す
る

義
務
は
な
い
と
し
て
い
た
。

第6章

し
か
し
、
そ
の
後
の
裁
判
例
は
、
こ

の
点
に
つ
い
て
よ
り
積
極
的
な
考
え
方

を
と
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
た
と
え

ば
、
所
有
権
移
転
登
記
の
申
請
を
依
頼

さ
れ
た
が
、
そ
の
た
め
に
必
要
な
書
類

の
不
備
等
を
理
由
と
し
て
直
ち
に
は
こ

れ
を
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
旨
を
告
げ

て
受
託
を
留
保
し
た
司
法
書
士
が
、
そ

の
後
に
同
一
の
不
動
産
に
つ
き
、
こ
れ

と
矛
盾
す
る
登
記
の
申
請
手
続
を
す
る

よ
う
に
依
頼
さ
れ
た
場
合
に
は
、
先
行

す
る
依
頼
の
登
記
権
利
者
に
対
し
て
そ

の
旨
通
知
し
て
適
切
な
措
置
を
講
ず
る

機
会
を
与
え
る
べ
き
義
務
が
あ
る
も
の

と
し
て
い
る
(
横
浜
地
判
昭
五
八
・
九
・

三
O
判
時
一

O
九
二
号
八
七
頁
、
福
岡
地

判
昭
六
一
・
五
・
二
ハ
判
時
一
二

O
七
号
九

三
頁
等
)
。

さ
ら
に
、
大
阪
地
判
昭
六
三
・
五
・
二

五
(
判
時
一
コ
二
六
号
一

O
七
頁
)
は
、

売
買
当
事
者
聞
に
お
い
て
代
金
支
払
と

所
有
権
移
転
登
記
手
続
等
の
取
引
が
司

法
書
士
立
会
の
も
と
に
な
さ
れ
て
い
る

の
は
、
司
法
書
士
が
、
単
に
登
記
手
続

の
専
門
家
で
あ
る
か
ら
と
い
う
に
と
ど

ま
ら
ず
、
社
会
的
に
信
用
の
お
り
る
人

物
で
あ
り
、
か
っ
、
一
般
の
法
的
関
係

に
も
明
る
い
準
法
律
家
と
し
て
、
右
取

引
自
体
の
円
滑
・
適
正
に
資
す
る
べ
く

そ
の
役
割
が
期
待
さ
れ
て
い
る
か
ら
に

ほ
か
な
ら
な
い
の
だ
か
ら
、
右
取
引
に

立
ち
会
っ
た
司
法
書
士
と
し
て
は
、
登

記
の
手
続
に
関
す
る
諸
条
件
を
形
式
的

に
審
査
す
る
だ
け
で
は
な
く
、
重
要
な

事
項
に
関
し
て
は
、
進
ん
で
右
登
記
手

続
に
関
連
す
る
限
度
で
実
体
関
係
に
立

ち
入
り
、
当
事
者
に
対
し
、
そ
の
当
時

の
権
利
関
係
に
お
け
る
法
律
上
・
取
引

上
の
常
識
を
説
明
・
助
言
す
る
こ
と
に

よ
り
、
当
事
者
の
登
記
意
思
を
実
質
的

に
確
認
す
る
義
務
を
負
う
こ
と
は
当
然

の
道
理
と
い
う
べ
き
で
あ
る
と
し
て
、

原
告
(
登
記
権
利
者
)
に
対
し
、
寸
売

買
代
金
額
や
そ
の
支
払
時
期
、
支
払
条

件
を
聞
き
質
し
、
か
つ
抵
当
権
等
の
登

記
が
抹
消
さ
れ
な
い
ま
ま
代
金
全
額
を

支
払
う
危
険
性
に
つ
い
て
も
説
明
、
助

言
し
た
上
で
原
告
の
登
記
意
思
を
確
認

す
る
義
務
」
に
違
反
し
た
債
務
不
履
行

が
あ
る
と
し
て
い
る
。
こ
の
事
件
で

は
、
取
引
当
事
者
間
で
事
前
に
抵
当
権

の
登
記
を
抹
消
し
な
い
ま
ま
代
金
全
額

を
支
払
う
旨
の
合
意
が
な
さ
れ
て
お

り
、
こ
れ
に
従
っ
て
司
法
書
士
立
会
の

も
と
に
所
有
権
移
転
登
記
手
続
の
代
理

を
委
任
す
る
の
と
引
き
換
え
に
代
金
が

支
払
わ
れ
た
の
で
あ
る
か
ら
、
右
判
決

の
い
う
「
当
事
者
の
登
記
意
思
の
実
質

的
な
確
認
」
と
は
、
司
法
書
士
の
助
言

の
も
と
に
、
登
記
権
利
者
に
取
引
の
決

済
に
関
す
る
意
思
の
変
更
を
迫
る
こ
と

に
ほ
か
な
ら
な
い
と
い
え
よ
う
。

同
様
に
、
前
掲
東
京
地
判
平
三
・

三
・
二
五
の
事
案
に
お
い
て
も
、
取
引

に
立
ち
会
っ
た
司
法
書
士
な
い
し
そ
の

補
助
者
が
、
最
新
の
登
記
簿
謄
本
が
入

手
で
き
て
い
な
い
が
そ
の
ま
ま
取
引
を

進
め
る
か
ど
う
か
に
つ
い
て
買
主
(
原

告
)
お
よ
び
そ
の
代
理
人
で
あ
る
不
動

産
業
者
の
意
向
を
一
応
確
か
め
た
事
実

が
認
定
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
っ
て
、
司

法
書
士
が
専
門
家
に
要
求
さ
れ
る
高
度

の
注
意
義
務
を
尽
く
さ
な
か
っ
た
と
判

断
さ
れ
た
の
は
、
寸
登
記
簿
を
確
認
す

る
ま
で
取
引
を
延
ば
す
べ
き
こ
と
、
未

確
認
で
取
引
す
る
の
で
あ
れ
ば
、
自
分

と
し
て
は
、
責
任
が
持
て
な
い
こ
と
を

業
者
お
よ
び
原
告
に
対
し
、
強
く
主
張

す
べ
き
で
あ
っ
た
L

の
に
、
こ
れ
を
し

な
か
っ
た
点
で
あ
り
、
こ
こ
で
も
、
実

体
関
係
に
か
か
る
当
事
者
の
意
思
を
形

成
し
直
さ
せ
る
義
務
が
課
さ
れ
て
い
る

と
評
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
ろ
う
。

矧
注
意
義
務
の
水
準

司
法
書
士
の
注
意
義
務
の
範
囲
は
、

右
に
み
た
よ
う
に
拡
大
し
つ
つ
あ
る

が
、
そ
の
さ
い
、
司
法
書
士
に
お
い
て
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尽
く
す
べ
き
も
の
と
さ
れ
る
注
意
義
務

の
水
準
に
つ
い
て
は
、
と
く
に
こ
れ
に

つ
い
て
正
面
か
ら
論
じ
た
裁
判
例
を
見

い
出
す
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
が
、
諸

外
国
に
お
け
る
と
同
様
に

(
9
)
、
法
令

お
よ
び
実
務
に
通
じ
た
標
準
的
な
司
法

書
士
に
要
求
さ
れ
る
注
意
義
務
の
程
度

が
基
準
に
な
っ
て
い
る
も
の
と
解
さ
れ

ヲ
匂
。

し
た
が
っ
て
、
保
証
書
を
作
成
し
た

司
法
書
士
が
、
依
頼
に
来
た
代
理
人
と

か
ね
て
か
ら
面
識
が
あ
り
、
委
任
状
に

も
疑
う
べ
き
点
が
な
か
っ
た
こ
と
か

ら
、
本
人
に
つ
き
人
違
い
な
き
こ
と
の

心
証
を
得
て
、
保
証
書
を
作
成
し
た
場

合
、
こ
れ
が
そ
の
当
時
の
司
法
書
士
聞

に
一
般
的
に
行
な
わ
れ
て
い
る
慣
行
に

従
っ
た
も
の
で
あ
る
と
し
て
も
、
右
慣

行
は
不
動
産
登
記
法
四
四
条
の
法
意
に

照
ら
し
て
司
法
書
士
の
過
失
の
存
否
の

判
断
の
標
準
と
な
し
え
な
い
も
の
と
さ

れ
(
前
掲
大
判
昭
二

0
・
二
一
・
二
二
)
、

公
証
人
法
二
八
条
二
項
が
、
面
識
が
な

い
と
き
に
は
印
鑑
証
明
書
の
提
出
そ
の

他
こ
れ
に
準
ず
べ
き
確
実
な
方
法
に
よ

り
そ
の
人
違
い
な
き
こ
と
を
証
明
さ
せ

う
る
も
の
と
し
て
い
て
も
、
不
登
法
四

四
条
の
保
証
書
作
成
者
に
お
い
て
は
登

記
義
務
者
と
面
識
の
な
い
か
ぎ
り
保
証

第6章

を
な
し
え
な
い
も
の
と
さ
れ
て
い
る

(
前
掲
仙
台
高
判
昭
五
六
・
二
・
一
七
)
。

ま
た
、
報
酬
の
多
寡
も
、
注
意
義
務

の
水
準
に
直
接
の
影
響
を
与
え
な
い
も

の
と
解
さ
れ
て
い
る
よ
う
で
あ
り
、
登

記
簿
の
閲
覧
と
立
会
の
聞
に
他
の
登
記

が
な
さ
れ
る
危
険
は
、
六
万
円
余
の
手

数
料
し
か
も
ら
え
な
い
司
法
書
士
で
は

な
く
、
買
主
に
対
し
て
目
的
物
の
実
体

上
・
登
記
上
の
権
利
関
係
に
つ
い
て
調

査
・
説
明
の
法
的
義
務
を
有
し
、
仲
介

報
酬
と
し
て
一
千
万
円
余
り
を
受
領
す

る
仲
介
業
者
が
負
担
す
べ
き
で
あ
る
と

い
う
主
張
も
、
考
慮
の
対
象
と
さ
れ
て

い
な
い
(
前
掲
東
京
地
判
平
三
・
三
・
二

五
)

0依
頼
者
が
不
動
産
業
者
や
金
融
業
者

の
よ
う
な
専
門
的
業
者
で
あ
る
場
合

ゃ
、
そ
う
し
た
業
者
が
依
頼
者
の
代
理

人
に
な
っ
て
い
る
場
合
に
は
、
司
法
書

士
の
本
来
的
な
業
務
内
容
は
あ
く
ま
で

登
記
申
請
手
続
の
代
理
で
し
か
な
い
こ

と
と
の
関
連
で
、
実
体
関
係
の
調
査
・

確
認
お
よ
び
そ
の
形
成
は
も
っ
ぱ
ら
当

事
者
の
責
任
に
お
い
て
な
す
も
の
と
解

す
る
余
地
も
あ
り
う
る
と
思
わ
れ
る

が
、
裁
判
例
は
、
一
般
に
、
こ
う
し
た

場
合
も
司
法
書
士
を
免
責
さ
せ
ず
、
過

失
相
殺
を
行
な
う
こ
と
で
調
整
を
図
る

傾
向
に
あ
る
。
こ
の
場
合
の
過
失
相
殺

は
、
事
案
に
よ
っ
て
も
異
な
る
が
、
五

割
程
度
の
も
の
が
多
く
、
な
か
に
は
九

割
に
達
す
る
も
の
も
あ
る
。

制

小

括

以
上
み
て
き
た
よ
う
に
、
司
法
書
士

の
民
事
責
任
は
次
第
に
重
く
な
り
つ
つ

あ
る
。
そ
し
て
、
そ
の
こ
と
は
、
過
失

責
任
か
ら
無
過
失
責
任
へ
と
い
っ
た
よ

う
な
責
任
原
理
の
転
換
や
要
求
さ
れ
る

注
意
義
務
の
水
準
自
体
の
変
更
に
よ
っ

て
も
た
ら
さ
れ
た
も
の
で
は
な
く
、
司

法
書
士
の
業
務
内
容
な
い
し
職
責
に
つ

い
て
の
理
解
が
、
単
に
登
記
申
請
に
必

要
な
書
類
を
整
え
て
申
請
手
続
を
代
行

す
る
だ
け
の
も
の
と
捉
え
る
と
こ
ろ
か

ら
、
偽
造
の
登
記
を
防
止
し
登
記
の
真

正
を
確
保
す
る
た
め
に
、
必
要
に
応
じ

て
実
体
関
係
を
調
査
・
確
認
し
、
依
頼

者
に
説
明
・
助
言
を
与
え
る
べ
き
法
律

専
門
職
と
認
識
す
る
と
こ
ろ
へ
と
変
化

し
て
き
た
こ
と
に
よ
る
も
の
で
あ
る
と

解
す
る
こ
と
が
で
き
、
フ
ラ
ン
ス
に
お

け
る
公
証
人
が
、
み
ず
か
ら
の
職
能
の

確
立
は
民
事
責
任
を
負
う
範
囲
の
拡
大

に
よ
っ
て
裏
付
け
ら
れ
る
も
の
と
認
識

し
、
証
書
の
有
効
性
の
み
な
ら
ず
、
そ

の
実
効
性
等
に
つ
い
て
も
責
任
を
負
う

こ
と
を
、
公
証
人
に
事
務
処
理
を
依
頼

す
る
こ
と
の
優
位
性
と
し
て
、
積
極
的

に
そ
の
宣
伝
に
活
用
し
て
い
る
こ
と
と

対
比
し
て
興
味
深
く
感
じ
ら
れ
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
司
法
書
士
は
、
あ

く
ま
で
当
事
者
の
依
頼
を
受
け
て
、
そ

の
職
務
を
遂
行
す
る
も
の
で
あ
る
か

ら
、
登
記
官
と
同
等
な
審
査
権
限
を
有

す
る
も
の
で
も
な
け
れ
ば
、
厳
密
な
真

実
発
見
の
義
務
を
負
う
も
の
で
も
な
い

(
土
地
家
屋
調
査
士
に
関
す
る
長
崎
地
判

昭
六
二
・
八
・
七
判
時
一
二
七
五
号
一
一

O

頁
参
照
)
。
ま
た
、
登
記
申
請
代
理
は
、

通
常
の
法
律
行
為
の
代
理
と
比
べ
れ
ば

実
体
的
な
権
利
の
変
動
へ
の
か
か
わ
り

方
が
小
さ
い
し
、
登
記
手
続
の
迅
速
性

の
要
請
も
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
常
に

必
ず
実
体
関
係
に
立
ち
入
っ
て
調
査
・

確
認
を
し
、
依
頼
者
に
事
細
か
な
説

明
・
助
言
を
与
え
る
義
務
を
負
う
と
い

う
わ
け
で
は
な
く
、
受
任
に
至
る
経
緯

や
当
事
者
の
言
動
、
提
示
さ
れ
た
書
類

等
か
ら
実
体
関
係
に
疑
い
を
生
じ
る
よ

う
な
事
情
が
存
し
た
場
合
に
の
み
調

査
・
確
認
の
義
務
を
負
い
、
十
分
な
判

断
能
力
を
有
し
な
い
当
事
者
が
気
づ
か

な
い
ま
ま
に
取
引
の
常
識
に
反
す
る
よ

う
な
危
険
な
取
引
が
行
な
わ
れ
よ
う
と

し
て
い
る
場
合
に
の
み
、
説
明
・
助
言

の
義
務
が
負
わ
さ
れ
て
い
る
も
の
と
解
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さ
れ
る
。

と
は
い
え
、
法
律
上
、
司
法
書
士
の

業
務
と
定
め
ら
れ
て
い
る
も
の
で
あ
っ

て
も
、
他
の
法
律
に
お
い
て
制
限
さ
れ

て
い
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
を
行

な
う
こ
と
が
で
き
ず
(
司
法
書
士
法
二

条
二
項
)
、
そ
の
業
務
の
範
囲
を
超
え

て
他
人
間
の
訴
訟
そ
の
他
の
事
件
に
関

与
し
て
は
な
ら
な
い
(
同
法
一

O
条
)

な
ど
と
し
て
、
そ
の
業
務
範
囲
を
厳
し

く
制
約
さ
れ
て
い
る
司
法
書
士
が
、
不

動
産
取
引
の
立
会
に
さ
い
し
て
、
前
述

の
如
く
、
実
体
的
権
利
関
係
を
み
ず
か

ら
調
査
し
、
場
合
に
よ
っ
て
取
引
の
中

止
を
求
め
る
よ
う
な
強
い
助
言
の
義
務

を
負
う
こ
と
が
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
の

に
対
し
、
「
一
般
の
法
律
事
務
」
を
行

な
う
こ
と
に
つ
き
職
務
上
の
独
占
権
を

有
し
(
弁
護
士
法
ご
一
条
一
項
・
七
二
条
)
、

は
る
か
に
高
額
な
報
酬
を
得
て
い
る
弁

護
士
が
、
簡
単
な
指
示
・
注
意
を
与
え

る
こ
と
で
免
責
さ
れ
て
い
る
点
に
つ
い

て
は
(
東
京
地
判
昭
六

0
・
九
・
三
五
判
タ

五
九
九
号
四
三
一
頁
参
照
)
い
さ
さ
か
釈
然

と
し
な
い
思
い
も
残
る
(
叩
)
。
代
理
権

の
存
否
そ
の
他
の
調
査
義
務
が
公
証
人

よ
り
司
法
書
士
の
方
が
厳
し
く
な
っ
て

い
る
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
こ
と
や
、
法

律
上
の
実
体
関
係
調
査
義
務
を
課
さ
れ

る
の
と
引
き
換
え
に
き
わ
め
て
高
額
な

報
酬
を
得
て
い
る
不
動
産
仲
介
業
者
と

低
額
な
報
酬
し
か
得
て
い
な
い
の
に
嘱

託
に
応
ず
る
義
務
が
課
さ
れ
て
い
る
司

法
書
士
と
の
責
任
分
担
関
係
が
そ
れ
ぞ

れ
の
地
位
に
応
じ
た
も
の
と
い
い
う
る

か
否
か
の
疑
問
等
も
含
め
、
各
種
の
専

門
家
相
互
間
の
民
事
責
任
の
あ
り
方
の

バ
ラ
ン
ス
も
問
題
と
さ
れ
る
余
地
が
あ

る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

学
説
の
状
況
と
理
論

的
な
課
題

学
説
の
状
況

わ
が
国
に
お
け
る
医
師
以
外
の
専
門

家
の
民
事
責
任
論
の
現
状
は
、
寸
弁
護

士
、
司
法
書
士
、
公
認
会
計
士
、
公
証

人
、
宅
地
建
物
取
引
業
者
の
よ
う
な
職

業
的
専
門
家
の
民
事
責
任
が
間
わ
れ
る

事
例
が
裁
判
例
の
中
で
も
次
第
に
増
大

し
て
い
る
。
ま
た
、
外
国
法
に
お
い
て

も
、
専
門
家
の
責
任
を
問
う
裁
判
例
が

多
い
し
、
そ
れ
に
関
す
る
個
別
的
研
究

も
増
え
て
き
て
い
る
。
し
か
し
、
専
門

家
の
責
任
に
つ
い
て
、
総
論
的
、
各
論

的
に
ま
と
め
て
検
討
を
し
た
研
究
は
、

ま
だ
現
れ
て
い
な
い
」
と
の
記
述
(
日
)

に
よ
っ
て
、
す
べ
て
が
言
い
尽
く
さ
れ

て
い
る
と
い
っ
て
過
言
で
な
い
で
あ
ろ

〉つ。
裁
判
例
に
つ
い
て
は
、
前
述
し
た
よ

う
に
、
次
第
に
そ
の
数
を
増
大
さ
せ
つ

つ
あ
る
が
、
い
ま
だ
一
般
的
な
判
例
理

論
が
確
立
し
た
と
い
い
う
る
状
況
に
は

な
い
。
学
説
に
つ
い
て
は
、
ア
メ
リ
カ

の
弁
護
過
誤
、
ド
イ
ツ
の
情
報
提
供
者

責
任
お
よ
び
建
築
家
責
任
、
フ
ラ
ン
ス

の
公
証
人
お
よ
び
建
築
家
の
責
任
等
、

外
国
法
に
関
す
る
研
究
は
相
当
に
深
め

ら
れ
て
い
る
が
、
日
本
法
に
関
す
る
研

究
と
し
て
は
、
個
別
の
判
例
研
究
に
お

い
て
鋭
い
議
論
が
展
開
さ
れ
て
い
る
も

の
の
、
専
門
家
責
任
論
と
し
て
の
ま
と

ま
っ
た
研
究
は
、
弁
護
士
・
司
法
書
士

等
に
関
す
る
い
く
つ
か
の
優
れ
た
論
稿

が
存
在
す
る
に
と
ど
ま
り
、
総
合
的
な

専
門
家
責
任
論
は
い
ま
だ
議
論
の
緒
に

つ
い
た
段
階
に
あ
っ
て
、
民
事
責
任
論

に
関
す
る
体
系
書
・
概
説
書
の
類
で
専

門
家
責
任
に
関
し
て
独
立
の
項
を
設
叫
り

て
い
る
も
の
は
き
わ
め
て
例
外
的
で
あ

る

2)
。

し
た
が
っ
て
、
こ
こ
で
は
、
本
来
、

専
門
家
責
任
に
関
す
る
一
般
的
理
論
を

整
理
し
て
、
論
争
点
を
明
ら
か
に
す
べ

き
も
の
と
考
え
ら
れ
る
が
、
わ
が
国
に

お
け
る
理
論
状
況
は
い
ま
だ
そ
う
し
た

作
業
を
可
能
に
す
る
ほ
ど
熟
し
て
い
な

い
と
判
断
さ
れ
る
の
で
、
諸
外
国
に
お

げ
る
理
論
状
況
を
も
参
考
に
し
つ
つ
、

今
後
検
討
さ
れ
る
べ
き
課
題
を
指
摘
す

る
に
と
ど
め
ざ
る
を
え
な
い
。

専
門
家
責
任
を
め
ぐ
る
解
釈
論

上
の
問
題
点

-
専
門
家
の
注
意
義
務

山
本
稿
で
は
、
専
門
家
の
依
頼
者

に
対
す
る
民
事
責
任
が
問
題
と
な
る
事

例
を
、
大
ま
か
に
、
①
控
訴
を
依
頼
さ

れ
た
弁
護
士
が
、
こ
れ
を
放
置
し
て
い

た
と
こ
ろ
、
控
訴
期
聞
が
徒
過
し
て
敗

訴
が
確
定
し
た
場
合
の
よ
う
に
、
本
来

の
債
務
を
履
行
し
な
か
っ
た
場
合
(
忠

実
義
務
違
反
型
)
、
②
建
築
家
が
依
頼

者
の
注
文
内
容
に
沿
っ
た
建
物
を
建
築

し
た
が
、
構
造
計
算
を
誤
っ
た
た
め
に

完
成
建
物
に
倒
壊
の
危
険
が
生
じ
た
場

合
の
よ
う
に
、
本
来
の
債
務
を
履
行
す

る
に
あ
た
っ
て
尽
く
す
べ
き
注
意
義
務

を
尽
く
さ
な
か
っ
た
場
合
(
善
管
注
意

義
務
違
反
型
)
、
③
所
有
権
移
転
登
記

の
申
請
を
依
頼
さ
れ
た
司
法
書
士
が
、

抵
当
権
お
よ
び
そ
の
登
記
を
抹
消
し
な

い
ま
ま
代
金
を
決
済
す
る
こ
と
の
危
険

性
を
説
明
し
な
か
っ
た
た
め
に
、
自
己
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の
取
引
の
危
険
性
に
気
が
つ
か
な
か
っ

た
依
頼
者
が
回
復
困
難
な
損
害
を
こ
う

む
っ
た
場
合
の
よ
う
に
、
依
頼
者
の
知

識
の
不
足
を
補
い
、
適
正
な
判
断
を
な

し
得
る
よ
う
な
説
明
お
よ
び
助
言
を
与

え
な
か
っ
た
場
合
(
説
明
・
助
言
義
務

違
反
型
)
の
三
類
型
に
分
け
る
視
点
を

採
用
し
た
(
目
。

ω
こ
れ
ら
の
う
ち
、
専
門
家
の
責

任
と
し
て
の
特
殊
性
を
認
め
る
こ
と
が

で
き
る
の
は
、
②
と
③
で
あ
り
、
い
ず

れ
の
場
合
に
も
、
専
門
家
が
高
度
に
専

門
的
な
知
識
と
技
能
を
有
す
る
こ
と
を

信
頼
し
て
自
己
の
事
務
の
処
理
を
委
ね

る
の
で
あ
り
、
そ
う
で
あ
る
が
故
に
、

法
律
が
そ
う
し
た
信
頼
を
受
け
る
の
に

足
る
知
識
と
技
能
を
有
す
る
者
に
一
定

の
資
格
と
職
務
上
の
独
占
権
と
を
与
え

て
い
る
の
で
あ
る
か
ら
、
専
門
家
は
、

そ
う
し
た
信
頼
に
応
え
る
の
に
ふ
さ
わ

し
い
高
度
の
注
意
義
務
を
負
い
、
場
合

に
よ
っ
て
依
頼
者
の
第
一
次
的
な
意
思

を
超
え
、
あ
る
い
は
乙
れ
に
反
す
る
調

査
や
助
言
を
行
な
う
義
務
を
負
う
こ
と

が
あ
る
。

た
だ
し
、
乙
こ
で
い
う
「
高
度
の
注

意
義
務
」
と
は
、
法
令
や
実
務
に
通
じ

た
標
準
的
な
専
門
家
に
要
求
さ
れ
る
注

意
義
務
と
い
う
意
味
で
、
素
人
の
そ
れ

よ
り
も
「
高
度
L

で
あ
る
と
い
う
の
で

あ
っ
て
、
そ
れ
以
上
で
も
そ
れ
以
下
で

も
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
そ
の
注
意
義

務
の
具
体
的
な
内
容
は
、
当
該
専
門
職

の
種
類
、
そ
の
業
務
に
対
す
る
一
般
的

な
期
待
水
準
、
当
該
依
頼
契
約
の
内
容

と
そ
の
締
結
に
至
る
経
緯
、
依
頼
者
の

社
会
的
な
地
位
や
知
識
の
程
度
等
を
総

合
的
に
勘
案
し
て
決
定
す
べ
き
こ
と
に

な
る
。
そ
の
内
容
の
確
定
は
、
性
質

上
、
個
別
具
体
的
な
検
討
に
委
ね
る
べ

き
こ
と
に
な
る
が
、
医
療
過
誤
に
お
け

る
医
療
水
準
論
や
製
造
物
責
任
に
お
げ

る
欠
陥
の
有
無
の
判
定
基
準
を
め
ぐ
る

議
論
等
が
参
考
に
さ
れ
て
よ
い
よ
う
に

思
わ
れ
る
。

な
お
、
専
門
家
の
注
意
義
務
の
右
の

よ
う
な
特
質
か
ら
し
て
、
専
門
家
の
過

失
の
有
無
の
判
定
は
、
当
該
専
門
職
の

実
情
に
通
じ
た
者
に
よ
っ
て
行
な
わ
れ

る
こ
と
が
望
ま
れ
る
。
そ
の
た
め
、
専

門
家
責
任
保
険
に
お
い
て
は
、
当
該
専

門
職
の
代
表
者
を
含
む
審
査
委
員
会
等

が
設
け
ら
れ
て
い
る
例
が
多
い
よ
う
で

あ
る
し
、
裁
判
に
お
い
て
も
、
必
要
に

応
じ
て
同
業
者
の
鑑
定
を
依
頼
す
べ
き

も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
た
だ
し
、
そ
の

こ
と
が
、
か
つ
て
の
医
療
過
誤
訴
訟
に

お
い
て
指
摘
さ
れ
て
い
た
よ
う
に
、
専

門
家
の
責
任
の
追
及
を
困
難
に
す
る
要

因
と
な
ら
な
い
よ
う
に
十
分
な
配
慮
を

す
る
こ
と
が
要
請
さ
れ
る
。

矧
第
三
者
と
の
関
係
で
は
、
右
の

①
②
③
の
場
合
の
ほ
か
、
④
弁
護
士
が

不
当
訴
訟
や
不
当
な
強
制
執
行
の
代
理

人
と
な
っ
た
場
合
の
よ
う
に
、
依
頼
者

に
対
す
る
債
務
は
完
全
に
履
行
し
た

が
、
依
頼
内
容
自
体
に
違
法
性
が
あ
っ

て
第
三
者
に
損
害
を
与
え
た
場
合
が
問

題
と
な
り
、
い
ず
れ
の
場
合
に
も
、
一

般
人
か
ら
専
門
家
に
寄
せ
ら
れ
た
信
頼

に
応
え
る
よ
う
な
高
度
の
注
意
義
務
に

違
反
す
る
場
合
に
、
専
門
家
の
損
害
賠

償
責
任
が
生
ず
る
。
こ
の
場
合
の
注
意

義
務
の
内
容
と
程
度
は
、
基
本
的
に
、

依
頼
者
に
対
す
る
関
係
で
の
善
管
注
意

義
務
と
変
わ
り
は
な
い
も
の
と
解
さ
れ

る。
2

専
門
家
責
任
の
根
拠
と
法
的
性
質

ω
右
の
①
な
い
し
④
の
そ
れ
ぞ
れ

の
場
合
の
専
門
家
の
義
務
の
成
立
根
拠

を
問
題
に
す
る
余
地
が
あ
る
。

依
頼
者
と
の
関
係
で
は
、
①
の
場
合

に
は
、
専
門
家
の
義
務
が
契
約
上
の
義

務
で
あ
る
こ
と
に
疑
問
の
余
地
は
な

い
。
専
門
家
の
委
嘱
契
約
で
あ
る
こ
と

が
義
務
の
内
容
お
よ
び
そ
の
範
囲
を
確

定
す
る
さ
い
に
一
定
の
影
響
を
与
え
る

こ
と
が
あ
る
と
し
て
も
、
そ
れ
は
、
契

約
解
釈
の
問
題
に
解
消
さ
れ
る
こ
と
に

な
る
。②
の
場
合
に
も
、
専
門
家
の
義
務

は
、
委
任
契
約
上
の
善
管
注
意
義
務
ま

た
は
請
負
契
約
に
付
随
す
る
信
義
則
上

の
注
意
義
務
と
し
て
構
成
す
る
こ
と
が

可
能
で
あ
り
、
原
則
と
し
て
契
約
上
の

義
務
で
あ
る
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。

専
門
家
で
あ
る
が
故
に
注
意
義
務
が
高

度
化
す
る
と
い
わ
れ
て
い
る
こ
と
に
関

連
し
て
、
フ
ラ
ン
ス
で
は
、
こ
の
種
の

義
務
は
当
事
者
と
の
合
意
に
よ
っ
て
生

じ
る
の
で
は
な
く
、
専
門
家
の
特
殊
性

に
着
目
し
て
合
意
の
有
無
に
か
か
わ
ら

ず
課
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
判
例
上
の

義
務
で
あ
る
か
ら
、
そ
の
義
務
違
反
は

不
法
行
為
責
任
を
成
立
さ
せ
る
と
い
う

議
論
が
有
力
に
主
張
さ
れ
て
き
た
。
し

か
し
、
わ
が
国
で
は
、
た
と
え
ば
、
委

任
契
約
上
の
善
管
注
意
義
務
は
、
受
任

者
の
職
業
・
地
位
等
に
応
じ
て
一
般
的

に
要
求
さ
れ
る
注
意
義
務
で
あ
る
か

ら
、
受
任
者
が
専
門
家
の
場
合
に
は
、

専
門
家
な
ら
通
常
払
う
で
あ
ろ
う
注
意

義
務
が
基
準
に
な
る
と
解
す
る
の
が
通

説
で
あ
る
(
M
)
O

し
た
が
っ
て
、
そ
の

か
ぎ
り
に
お
い
て
、
弁
護
士
の
注
意
義

務
は
弁
護
士
で
あ
る
が
故
に
そ
れ
に
ふ
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さ
わ
し
い
程
度
に
高
度
化
さ
れ
る
の
で

あ
っ
て
、
誠
実
義
務
に
関
す
る
弁
護
士

法
一
条
二
項
の
効
果
と
し
て
弁
護
士
の

注
意
義
務
が
加
重
さ
れ
る
と
解
す
る
必

要
は
な
い
も
の
と
思
わ
れ
る
五
)
。

③
の
説
明
・
助
言
義
務
に
つ
い
て
も
、

一
般
的
に
、
黙
示
的
合
意
か
ら
生
ず
る

義
務
、
善
管
注
意
義
務
の
一
内
容
あ
る

い
は
信
義
則
上
の
付
随
義
務
等
と
し

て
、
契
約
上
の
義
務
と
構
成
さ
れ
て
い

る
よ
う
で
あ
る
。
し
か
し
、
す
で
に
み

た
よ
う
に
、
依
頼
者
の
一
次
的
な
い
し

表
見
的
な
意
思
を
超
え
、
あ
る
い
は
こ

れ
に
反
す
る
助
言
を
す
る
義
務
ま
で
認

め
ら
れ
て
い
る
と
き
に
、
こ
れ
を
常
に

必
ず
契
約
上
の
義
務
で
あ
る
と
す
る
こ

と
に
は
、
若
干
の
抵
抗
が
感
じ
ら
れ

る
。
専
門
家
が
そ
の
職
業
的
な
知
見
に

基
づ
い
て
、
あ
る
い
は
当
該
専
門
職
に

要
求
さ
れ
る
法
令
遵
守
義
務
や
中
立
性

維
持
の
要
請
か
ら
、
依
頼
者
の
再
考
を

促
し
た
と
し
て
も
、
お
そ
ら
く
は
依
頼

者
の
自
己
決
定
権
を
奪
う
こ
と
は
許
さ

れ
な
い
の
で
あ
ろ
う
か
ら
、
広
い
意
味

で
の
当
事
者
意
思
の
枠
内
で
専
門
家
は

行
動
し
て
い
る
と
説
明
す
る
こ
と
に
な

る
の
か
も
し
れ
な
い
が
、
契
約
締
結
前

の
情
報
提
供
義
務
論
や
、
法
的
義
務
論

に
関
す
る
根
本
問
題
に
も
か
か
わ
り
う

第6章

る
問
題
で
あ
る
の
で
、
さ
し
あ
た
り
、

問
題
点
の
指
摘
に
と
ど
め
る
こ
と
と
し

た
い
。た
だ
し
、
右
の
よ
う
に
い
う
こ
と

は
、
依
頼
者
か
ら
専
門
家
に
対
す
る
不

法
行
為
責
任
の
追
及
を
排
斥
し
よ
う
と

す
る
も
の
で
は
な
く
、
依
頼
者
が
専
門

家
の
不
法
行
為
責
任
を
追
及
す
る
こ
と

に
一
定
の
メ
リ
ッ
ト
が
あ
り
、
実
際
に

も
契
約
当
事
者
間
で
不
法
行
為
責
任
が

追
及
さ
れ
て
い
る
例
が
少
な
く
な
い
こ

と
は
前
述
し
た
。

ω
専
門
家
を
委
嘱
す
る
契
約
が
委

任
な
い
し
準
委
任
で
あ
る
か
、
請
負
で

あ
る
か
、
雇
用
で
あ
る
か
と
い
う
問
題

に
つ
い
て
は
、
す
で
に
医
師
の
場
合
に

つ
い
て
、
仕
事
の
内
容
に
よ
っ
て
、
委

任
の
場
合
も
あ
れ
ば
、
請
負
の
場
合
も

あ
り
、
雇
用
の
場
合
も
あ
り
う
る
と
さ

れ
て
い
る
よ
う
に
、
一
律
に
こ
れ
を
決

定
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。
ま
た
、

契
約
の
性
質
を
決
定
す
る
こ
と
か
ら
当

然
に
解
釈
論
上
の
具
体
的
結
論
を
導
き

だ
し
う
る
と
い
う
考
え
方
に
対
し
て
も

強
い
疑
問
が
投
げ
か
け
ら
れ
て
い
る
。

こ
こ
で
の
中
心
的
な
課
題
で
あ
る
専
門

家
の
注
意
義
務
に
関
し
て
も
、
契
約
の

性
質
の
理
解
如
何
に
よ
っ
て
、
そ
の
程

度
・
内
容
が
異
な
っ
て
く
る
と
も
思
わ

れ
な
い
。

し
か
し
、
契
約
の
性
質
を
ど
の
よ
う

に
理
解
す
る
か
に
よ
っ
て
、
無
過
失
の

専
門
家
に
損
害
賠
償
責
任
を
問
い
う
る

か
(
履
行
請
求
な
い
し
暇
庇
修
補
請
求

に
つ
い
て
は
、
請
負
の
担
保
責
任
に
よ

ら
ず
と
も
、
委
任
ま
た
は
雇
用
上
の
債

務
の
一
部
未
履
行
と
構
成
す
る
こ
と

で
、
同
一
の
結
論
に
達
し
う
る
)
、
短

期
の
除
斥
期
聞
に
か
か
る
か
、
第
三
者

に
対
す
る
関
係
で
七
一
五
条
ま
た
は
七

一
六
条
の
適
用
が
あ
る
か
、
と
い
っ
た

問
題
が
あ
り
、
こ
れ
ら
の
諸
点
は
依
頼

者
お
よ
び
第
三
者
の
利
益
に
相
当
大
き

な
影
響
を
与
え
う
る
も
の
で
あ
る
に
も

か
か
わ
ら
ず
、
こ
れ
ま
で
必
ず
し
も
十

分
な
検
討
の
対
象
と
さ
れ
て
こ
な
か
っ

た
と
い
え
よ
う
五
)
O

ち
な
み
に
、
時
効
ま
た
は
除
斥
期
間

に
関
し
て
は
、
専
門
家
委
嘱
契
約
の
法

的
性
質
論
と
は
別
個
の
問
題
で
あ
る

が
、
建
物
売
主
の
買
主
に
対
す
る
担
保

責
任
が
除
斥
期
間
に
よ
っ
て
消
滅
し
た

場
合
に
、
売
主
の
請
負
人
で
あ
る
建
築

家
の
被
害
者
に
対
す
る
不
法
行
為
責
任

も
消
滅
す
る
か
、
建
築
請
負
人
の
暇
庇

担
保
責
任
が
除
斥
期
間
の
経
過
に
よ
っ

て
消
滅
し
た
場
合
に
工
事
監
理
者
(
建

築
家
)
の
責
任
も
消
滅
す
る
か
(
東
京

地
判
平
四
・
二
了
一
一
一
判
時
一
四
八
五

号
四
一
頁
参
照
)
、
司
法
書
士
や
土
地
家

屋
調
査
士
の
過
失
に
よ
っ
て
虚
偽
登
記

が
作
出
さ
れ
た
後
長
期
間
経
過
後
に
第

三
者
に
被
害
が
生
じ
た
場
合
の
時
効
な

い
し
除
斥
期
間
の
起
算
点
は
い
つ
か
、

と
い
っ
た
困
難
な
問
題
が
あ
り
、
専
門

家
責
任
保
険
に
よ
っ
て
カ
ヴ
ァ
ー
さ
れ

る
期
聞
が
比
較
的
短
い
こ
と
等
と
の
関

係
も
考
慮
し
つ
つ
適
正
な
対
処
を
図
る

必
要
が
感
じ
ら
れ
る
。
な
お
、
ド
イ
ツ

の
判
例
が
、
依
頼
者
保
護
の
観
点
か
ら

弁
護
士
や
建
築
家
が
時
効
を
援
用
し
う

る
可
能
性
を
厳
し
く
制
限
し
て
い
る
こ

と
も
注
目
さ
れ
よ
う
日
)
O

そ
の
他
、
ア
メ
リ
カ
、
ド
イ
ツ
、
フ

ラ
ン
ス
の
い
ず
れ
も
が
、
免
責
約
款
お

よ
び
責
任
制
限
約
款
の
効
力
を
否
定
ま

た
は
制
限
し
て
い
た
の
に
対
し
(
問
)
、

わ
が
国
で
は
、
こ
の
点
に
関
す
る
議
論

が
い
ま
だ
あ
ま
り
深
め
ら
れ
て
い
な
い

こ
と
を
指
摘
し
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
で
あ
ろ
う
。

ω
第
三
者
と
の
関
係
に
お
け
る
専

門
家
の
義
務
は
、
契
約
の
第
三
者
に
対

す
る
効
力
の
拡
張
が
認
め
ら
れ
る
場
合

を
除
け
ば
、
法
律
上
の
義
務
で
あ
る
こ

と
に
疑
問
の
余
地
は
な
い
。

専
門
家
は
、
依
頼
者
の
委
嘱
を
受
け
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て
事
務
を
処
理
す
る
も
の
で
あ
る
か

ら
、
そ
の
職
務
上
の
過
誤
が
依
頼
者
の

委
嘱
内
容
に
よ
っ
て
惹
起
さ
れ
る
場
合

が
あ
る
。
た
と
え
ば
、
弁
護
士
に
不
当

訴
訟
が
依
頼
さ
れ
る
場
合
や
、
司
法
書

士
に
無
権
代
理
行
為
に
基
づ
く
無
効
な

所
有
権
移
転
登
記
が
委
嘱
さ
れ
る
場
合

等
が
そ
の
例
で
あ
る
。
こ
う
し
た
場
合

に
、
専
門
家
は
、
依
頼
内
容
を
忠
実
に

実
現
し
た
と
い
う
理
由
で
、
第
三
者
に

対
す
る
責
任
を
免
れ
る
こ
と
は
で
き
な

い
。
当
該
行
為
の
適
法
性
・
有
効
性
等

に
関
す
る
判
断
は
専
門
家
が
独
自
の
立

場
か
ら
専
権
的
に
行
な
う
べ
き
も
の
と

考
え
る
。
た
だ
し
、
そ
の
判
断
の
前
提

と
な
る
事
実
関
係
に
つ
い
て
は
、
特
段

の
事
情
の
な
い
か
ぎ
り
、
依
頼
者
か
ら

提
供
さ
れ
た
資
料
や
説
明
に
基
づ
い
て

こ
れ
を
認
定
す
る
こ
と
で
足
り
る
も
の

と
解
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

こ
れ
に
関
連
し
て
解
釈
論
上
問
題
と

な
り
う
る
論
点
と
し
て
は
、
専
門
家
の

被
用
者
性
な
い
し
履
行
補
助
者
性
を
め

ぐ
る
論
点
を
あ
げ
て
お
こ
う
。
た
と
え

ば、

B
が
A
に
対
す
る
債
務
を
履
行
す

る
に
つ
い
て
、
み
ず
か
ら
そ
れ
を
行
な

う
よ
り
も
よ
い
と
考
え
て
、
専
門
家
で

あ
る

C
に
依
頼
し
た
と
こ
ろ
、

C
の
過

誤
に
よ
り

A
に
損
害
が
生
じ
た
と
す

第6章

る
。
こ
の
場
合
、
①
C
が
専
門
家
と
し

て
の
資
格
を
有
す
る
以
上
、
七
一
五
条

の
適
用
に
お
い
て
使
用
者
の
選
任
監
督

上
の
注
意
義
務
を
尽
く
し
た
も
の
と
推

定
さ
れ
、
依
頼
者
の
使
用
者
責
任
は
免

責
さ
れ
る
の
で
は
な
い
か
、
②
C
が
専

門
家
で
あ
る
以
上
、

B
に
は
い
わ
ゆ
る

寸
干
渉
可
能
性
L

が
な
く
、
完
全
独
立

補
助
者
と
評
し
う
る
の
で
、

C
を
B
の

履
行
補
助
者
と
み
る
こ
と
は
で
き
ず
、

B
が
専
門
家
を
委
嘱
す
る
こ
と
自
体
が

A
に
対
す
る
債
務
不
履
行
責
任
を
生
じ

さ
せ
る
場
合
を
除
い
て
、

B
の
A
に
対

す
る
債
務
不
履
行
責
任
は
免
責
さ
れ
る

の
で
は
な
い
か
(
虫
、
③
A
が
C
の
責

任
を
追
及
し
て
き
た
場
合
に
、

C
は、

A
B
閉
ま
た
は
B
C
聞
の
契
約
に
付
さ

れ
た
免
責
約
款
を
援
用
す
る
こ
と
が
で

き
る
か
(
初
)
、
と
い
っ
た
問
題
、
お
よ

び
そ
れ
ら
の
場
合
の

B
C
聞
の
内
部
的

な
損
害
分
担
の
あ
り
方
如
何
の
問
題
が

生
ず
る
。

四

む
す
び

ω
欧
米
諸
国
に
お
い
て
は
、
す
で

に
前
世
紀
以
来
、
専
門
家
の
民
事
責
任

に
つ
い
て
、
各
専
門
職
ご
と
に
詳
細
な

議
論
が
展
開
さ
れ
て
き
た
(
初
期
に
お

い
て
は
、
専
門
家
の
責
任
を
軽
減
す
る

方
向
で
の
議
論
も
有
力
で
あ
っ
た
よ
う

で
あ
る
が
、
少
な
く
と
も
最
近
の
議
論

は
消
費
者
保
護
法
的
色
彩
を
強
め
て
い

る
と
い
っ
て
よ
い
)
。
こ
れ
に
対
し
、

わ
が
国
に
お
い
て
は
、
医
師
以
外
の
専

門
家
の
責
任
を
め
ぐ
る
議
論
は
い
ま
だ

そ
の
緒
に
つ
い
た
ば
か
り
で
あ
る
と
い

っ
て
よ
い
。

し
か
し
な
が
ら
、
現
代
の
日
本
社
会

に
お
い
て
は
、
欧
米
諸
国
に
お
け
る
と

同
様
に
、
す
べ
て
の
分
野
に
お
い
て
分

業
化
・
専
門
化
が
進
展
し
つ
つ
あ
る
。

し
た
が
っ
て
、
ま
っ
た
て
の
素
人
が
専

門
的
知
識
の
欠
触
を
補
う
た
め
に
専
門

家
に
事
務
処
理
を
委
嘱
す
る
場
合
だ
け

で
な
く
、
み
ず
か
ら
も
そ
の
事
務
を
処

理
す
る
こ
と
が
で
き
る
が
、
よ
り
一
層

の
効
率
を
求
め
て
専
門
家
を
委
嘱
す
る

場
合
も
増
大
し
つ
つ
あ
る
よ
う
に
思
わ

れ
る
。こ
の
後
者
の
場
合
に
お
い
て
は
、
経

済
効
率
的
観
点
か
ら
専
門
家
の
仕
事
が

求
め
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
か
ら
、
期

待
し
た
水
準
の
仕
事
が
な
さ
れ
な
か
っ

た
場
合
に
は
、
専
門
家
の
民
事
責
任
を

追
及
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
そ
の
損
失
を

回
復
し
よ
う
と
す
る
の
は
当
然
で
あ
ろ

ぅ
。
ま
た
、
前
者
の
場
合
に
お
い
て

も
、
製
造
物
責
任
そ
の
他
の
消
費
者
保

護
的
傾
向
が
強
ま
る
に
つ
れ
て
、
専
門

家
の
責
任
に
対
す
る
追
及
は
厳
し
く
な

っ
て
い
く
も
の
と
予
測
さ
れ
る
。
し
た

が
っ
て
、
わ
が
国
に
お
い
て
も
、
訴
訟

の
途
が
選
ば
れ
る
か
否
か
は
別
と
し

て
、
専
門
家
の
責
任
を
追
及
す
る
事
例

が
増
大
す
る
こ
と
は
必
歪
で
あ
る
と
い

え
よ
う
。ω
右
に
掲
げ
た
い
ず
れ
の
場
合
に

お
い
て
も
、
専
門
家
と
し
て
の
資
格
を

信
頼
し
て
事
務
処
理
が
依
頼
さ
れ
て
い

る
以
上
、
専
門
家
は
そ
の
信
頼
に
応
え

う
る
だ
け
の
仕
事
の
質
を
保
た
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
は
ず
で
あ
る
。
そ
れ
故

に
、
専
門
家
は

J

両
度
な
注
意
義
務
L

を
負
う
べ
き
も
の
と
さ
れ
て
い
る
。

し
か
し
、
そ
こ
で
い
う

J

両
度
の
注

意
義
務
」
と
は
、
結
局
の
と
こ
ろ
、
当

該
事
情
の
も
と
で
標
準
的
な
専
門
家
が

果
た
す
べ
き
注
意
義
務
を
意
味
す
る
も

の
で
あ
り
、
専
門
家
が
そ
う
し
た
意
味

で
の
「
高
度
な
注
意
義
務
し
を
負
う
こ

と
は
、
伝
統
的
な
民
事
責
任
論
の
原
則

に
照
ら
し
て
当
然
に
認
め
ら
れ
る
こ
と

で
あ
る
か
ら
、
こ
こ
に
専
門
家
責
任
の

特
色
を
求
め
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

専
門
家
の
民
事
責
任
を
通
常
人
の
民
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事
責
任
と
区
別
し
て
論
ず
る
こ
と
の
意

味
は
、
専
門
家
は
一
般
人
よ
り
も
高
度

な
知
識
と
技
能
を
有
し
、
公
正
か
つ
誠

実
に
職
務
を
執
行
す
べ
き
も
の
と
さ
れ

て
い
る
が
故
に
、
依
頼
者
か
ら
の
明
示

的
な
指
図
が
な
か
っ
た
と
し
て
も
、
依

頼
者
お
よ
び
第
三
者
の
利
益
を
保
護
す

る
た
め
に
、
専
門
的
な
立
場
か
ら
、
通

常
人
以
上
に
慎
重
な
配
慮
を
も
っ
て
、

必
要
な
範
囲
で
の
調
査
・
確
認
を
し
、

依
頼
者
に
適
切
な
説
明
・
助
言
を
与
え

る
義
務
を
負
う
点
に
あ
る
と
考
え
ら
れ

る。

第6章

そ
う
で
あ
る
と
す
る
な
ら
ば
、
契
約

当
事
者
間
の
情
報
量
に
圧
倒
的
な
差
が

あ
り
、
一
方
が
他
方
を
信
頼
し
て
契
約

関
係
に
入
ら
ざ
る
を
え
な
い
場
合
ゃ
、

製
品
に
関
す
る
情
報
や
そ
の
安
全
性
を

確
保
す
る
能
力
を
製
造
者
が
独
占
し
て

い
る
場
合
等
に
も
、
同
様
の
注
意
義
務

の
存
在
が
認
め
ら
れ
る
べ
き
こ
と
に
な

る
。
こ
う
し
た
観
点
か
ら
は
、
専
門
家

の
民
事
責
任
を
論
ず
る
に
さ
い
し
て
、

専
門
家
の
意
義
を
医
師
、
弁
護
士
そ
の

他
の
古
典
的
な
自
由
専
門
職
に
限
定
す

る
こ
と
に
は
あ
ま
り
大
き
な
意
味
を
認

め
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
そ
の
か
ぎ
り

で
は
、
フ
ラ
ン
ス
法
が
専
門
家
の
意
義

を
専
門
的
事
業
者
一
般
に
拡
張
し
て
理

解
し
て
い
る
こ
と
に
二
疋
の
正
当
性
を

認
め
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
思
わ
れ

る。(1
)

川
井
健
寸
『
専
門
家
の
責
任
』
と

判
例
法
の
発
展
L

川
井
健
編
・
専
門
家

の
責
任
(
一
九
九
三
年
)
四
頁
参
照
。

(
2
)

川
井
健
「
問
題
の
提
起
」

N
B
L

五
三
九
号
二
三
頁
〈
第
一
章
一
頁
〉
。

(
3
)

円
谷
峻
「
日
本
法
に
お
け
る
『
専

門
家
の
不
法
行
為
責
任
』
」
前
掲
注

(
1
)
五
五
t

貝。

(4)

ド
イ
ツ
に
お
け
る
弁
護
士
の
民
事

責
任
に
つ
き
、
浦
川
道
太
郎
寸
ド
イ
ツ

に
お
け
る
専
門
家
の
責
任
L
N
B
L
五

四
九
号
五
一
頁
〈
第
四
章
凶
三
六
頁
〉

は
、
年
間
約
八

O
O件
の
訴
訟
が
提
起

さ
れ
、
一
保
険
会
社
だ
け
で
年
間
一

二、

0
0
0件
の
保
険
金
請
求
を
受
け

た
と
し
、
高
橋
寿
一
寸
建
築
家
の
責

任
L

前
掲
注

(
1
)
四
O
五
頁
は
、
ア

メ
リ
カ
で
は
建
築
家
の
設
計
ミ
ス
を
追

及
す
る
訴
訟
が
連
邦
地
方
裁
判
所
に
提

起
さ
れ
た
も
の
だ
げ
で
、
一
九
八
一
年

に
は
一
八
万
件
に
も
達
し
て
い
る
と
い

う
。
ア
メ
リ
カ
に
お
げ
る
弁
護
過
誤
訴

訟
の
動
向
に
つ
き
、
加
藤
新
太
郎
・
弁

護
士
役
割
論
こ
九
九
二
年
)
二
六
頁

以
下
も
参
照
せ
よ
。

(
5
)

公
証
人
の
責
任
に
つ
き
、
飯
塚
和

之
「
公
証
人
の
責
任
L

前
掲
注

(
1
)

二
四
五
頁
以
下
参
照
。

(6)

弁
護
過
誤
訴
訟
が
少
な
い
理
由
に

つ
い
て
は
、
加
藤
・
前
掲
注

(
4
)
五

O
頁
以
下
、
小
林
秀
之
「
弁
護
士
の
専

門
家
責
任
L
N
B
L
五
四
一
号
三
四
頁

〈
第
七
章
七
六
頁
〉
、
小
島
武
司
・
弁
護

士
〔
新
装
補
訂
版
〕
(
一
九
九
四
年
)

二
一
九
頁
以
下
、
建
築
家
に
つ
い
て

は
、
日
向
野
弘
毅
.
建
築
家
の
責
任
と

建
築
訴
訟
こ
九
九
三
年
)
一
頁
、
森

島
昭
夫
寸
建
築
家
の
専
門
家
責
任
L

〈
第
八
章
八
七
頁
〉
等
を
参
照
さ
れ
た

，U 
(
7
)

司
法
室
書
日
士
法
上
の
業
務
規
定
も
、

昭
和
二
五
年
の
改
正
司
法
室
書
問
士
法
に
お

い
て
は
「
司
法
書
士
は
、
他
人
の
嘱
託

を
受
け
て
そ
の
者
が
裁
判
所
、
検
察
庁

又
は
法
務
局
若
し
く
は
地
方
法
務
局
に

提
出
す
る
書
類
を
代
わ
っ
て
作
成
す
る

こ
と
を
業
と
す
る
」
と
定
め
ら
れ
て
い

た
と
こ
ろ
、
登
記
関
連
の
部
分
が
、
昭

和
四
二
年
に
寸
登
記
又
は
供
託
に
関
す

る
手
続
を
代
わ
っ
て
す
る
こ
と
し
と
改

め
ら
れ
、
さ
ら
に
昭
和
五
三
年
改
正
に

よ
っ
て
、
「
登
記
又
は
供
託
に
関
す
る

手
続
に
つ
い
て
代
理
す
る
こ
と
し
お
よ

び
寸
登
記
お
よ
び
供
託
に
関
す
る
審
査

請
求
の
手
続
に
つ
い
て
代
理
す
る
こ

と
」
と
改
め
ら
れ
て
い
る
。

(
8
)

司
法
書
士
の
民
事
責
任
を
め
ぐ
る

裁
判
例
に
つ
い
て
、
詳
し
く
は
、
山
崎

敏
彦
「
司
法
書
士
の
職
務
上
の
民
事
責

任
に
つ
い
て
」
青
山
法
学
論
集
二
六
巻

三
・
四
号
(
一
九
八
五
年
)
一
一
一
頁

以
下
・
二
八
巻
四
号
こ
九
八
七
年
)

一
O
九
頁
以
下
、
同
・
登
記
代
理
委
任

契
約
論
(
一
九
八
八
年
)
一
頁
以
下
、

同
1

登
記
代
理
委
任
契
約
に
関
わ
る
司

法
書
士
の
民
事
責
任
・
補
論
」
青
山
法

学
論
集
=
一
二
巻
二
了
四
号
ご
九
九
二

年
)
四
六
九
頁
以
下
、
同
寸
司
法
書
士

の
登
記
代
理
業
務
に
か
か
る
民
事
責

任
L

鈴
木
禄
弥
先
生
古
希
記
念
・
民
事

法
学
の
新
展
開
(
一
九
九
三
年
)
四
一
一

一
頁
以
下
、
鎌
回
寸
司
法
書
士
の
登
記

申
請
業
務
に
か
か
わ
る
注
意
義
務
L

登

記
先
例
解
説
集
三
三
九
号
・
二
一
四
一
号

(
一
九
九
O
年
)
、
田
中
克
志
・
不
実
登

記
責
任
論
入
門
こ
九
九
二
年
)
一
五

四
頁
以
下
、
住
吉
博
寸
い
わ
ゆ
る
『
立

会
』
に
お
け
る
不
動
産
登
記
手
続
代
理

人
の
責
任
し
ジ
ュ
リ
ス
ト
一

O
二
三

号
・
一

O
二
五
号
・
一

O
二
六
号
ご
九

九
三
年
)
、
小
野
秀
誠
「
司
法
書
士
の

責
任
L

前
掲
注

(
1
)
三
二
七
頁
以
下

な
ど
参
照
。

(9)

ア
メ
リ
カ
不
法
行
為
法
リ
ス
テ
イ

ト
メ
ン
ト
二
九
九
A
条
は
、
そ
の
専
門

家
ま
た
は
熟
練
者
で
あ
っ
て
、
そ
の
職

業
人
の
な
か
で
認
め
ら
れ
て
い
る

(E

m
o
a
忠
告
色
町
m)
者
が
、
通
常
有
し

て
い
る
技
能
と
知
識
を
用
い
る
こ
と
が

専
門
家
に
は
求
め
ら
れ
る
と
し
(
弥
永

真
生
寸
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
専
門
家
責

任
L
N
B
L
五
三
九
号
二
六
頁
〈
第
四

章

ωニ
ニ
頁
〉
)
、
フ
ラ
ン
ス
の
有
力
学

説
は
、
専
門
家
の
フ
ォ

l
ト
は
、
職
務

に
精
通
し
た
(
恒
三
回
)
医
師
、
公
証
人

と
い
っ
た
抽
象
的
な
範
型
(
守
宮
与
目

印
昨
日
芹
)
の
行
為
態
様
に
照
ら
し
て
評

価
さ
れ
る
と
述
べ
て
い
る
(
出
-
u
F
巾
同

74 



わが国における専門家責任の実情第6章

同

-
E〉
N
E
C
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(UE国民

w~いm
h
o
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、
町
、
司
ロ
m
H
h
N
.官
民
h
・
4
F
H
H
i
H
『

40--w

∞。仏
-w

ロ。
h
F
m
N
)

。

(
叩
)
た
だ
し
、
加
藤
・
前
掲
注

(
4
)

一
O
一
頁
以
下
は
、
そ
れ
に
見
合
っ
た

報
酬
を
得
て
い
な
い
と
い
う
こ
と
等
も

勘
案
し
て
、
一
般
に
、
契
約
締
結
に
立

ち
会
っ
た
弁
護
士
は
契
約
の
有
効
性
の

調
査
検
討
の
義
務
を
負
う
も
の
で
は
な

い
と
し
て
、
こ
う
し
た
見
方
を
批
判
す

ヲ
匂
。

(
日
)
川
井
・
前
掲
注

(
1
)
三
頁
。

(
ロ
)
専
門
家
の
民
事
責
任
お
よ
び
情
報

提
供
者
責
任
に
関
す
る
外
国
法
研
究
お

よ
び
わ
が
国
の
各
種
専
門
家
ご
と
の
各

論
的
著
書
・
論
文
は
多
数
に
の
ぼ
る
た

め
、
そ
の
引
用
は
本
書
各
論
稿
お
よ
び

前
掲
注

(
1
)
掲
載
の
諸
論
文
に
譲

る
。
専
門
家
責
任
の
総
論
的
研
究
と
し

て
は
、
手
嶋
豊
「
『
専
門
家
責
任
』
に

関
す
る
一
考
察
」
私
法
五
一
号
(
一
九

八
九
年
)
一
三
一
六
頁
以
下
が
あ
り
、
標

準
的
な
教
科
書
類
で
専
門
家
責
任
を
と

り
あ
げ
た
も
の
と
し
て
は
、
野
村
好

弘
H
伊
藤
高
義
H
浅
野
直
人
・
不
法
行

為
法
(
一
九
八
一
年
)
一

O
三
頁
以
下

〔
平
林
勝
政
〕
が
あ
る
。

な
お
、
ご
く
最
近
、
山
川
一
陽
H
根

田
正
樹
編
・
専
門
家
責
任
の
理
論
と
実

際
|
法
律
・
会
計
専
門
家
の
責
任
と
保

険
(
一
九
九
四
年
)
に
接
し
た
が
、
本

稿
脱
稿
後
で
あ
っ
た
た
め
、
そ
の
内
容

は
十
分
に
参
酌
し
え
て
い
な
い
。

(
日
)
こ
の
分
類
法
は
、
フ
ラ
ン
ス
に
お

け
る
弁
護
士
の
責
任
に
関
す
る
有
力
学

説
の
そ
れ
に
準
じ
た
も
の
で
あ
る
(
鎌

田
「
フ
ラ
ン
ス
に
お
げ
る
専
門
家
の
責

任」

N
B
L
五
五
三
号
二
九
頁
〈
第
四

章
ゆ
四
八
頁
参
照
〉
)

0

こ
れ
に
対
し
、

能
見
善
久
「
専
門
家
の
責
任
」

N
B
L

五
四
四
号
五
二
頁
以
下
・
五
四
五
号
一

六
頁
以
下
〈
第
二
章
四
頁
以
下
〉
)
は
、

専
門
家
に
負
わ
さ
れ
て
い
る
高
度
の
注

意
義
務
の
違
反
が
問
題
と
な
る
「
高
度

注
意
義
務
違
反
型
L

と
、
依
頼
者
か
ら

受
け
て
い
る
信
頼
・
信
任
を
裏
切
る

「
忠
実
義
務
違
反
型
L

と
に
分
類
し
て

お
り
、
本
稿
と
は
多
少
視
点
が
異
な
る

が
、
い
ず
れ
に
し
ろ
、
依
頼
者
と
の
合

意
内
容
を
忠
実
に
実
現
す
べ
き
義
務
と

当
事
者
間
の
明
示
的
な
合
意
の
有
無
に

か
か
わ
ら
ず
専
門
家
と
し
て
の
地
位
に

基
づ
い
て
生
ず
る
義
務
と
の
併
存
を
重

視
す
る
点
で
は
共
通
の
認
識
に
た
っ
て

い
る
も
の
と
理
解
す
る
。

(
H
)

川
井
・
前
掲
注

(
1
)
五
頁
等
参

照。
(
日
)
鈴
木
重
勝
「
弁
護
士
の
民
事
責

任
L

判
例
研
究
・
取
引
と
損
害
賠
償
こ

九
八
九
年
)
二
五
六
頁
等
。
た
だ
し
、

加
藤
・
前
掲
注

(
4
)

一
一
頁
以
下
は
、

誠
実
義
務
は
弁
護
士
・
依
頼
者
間
の
信

任
関
係
に
由
来
す
る
忠
実
義
務
で
あ
る

と
さ
れ
つ
つ
、
債
務
不
履
行
事
由
と
し

て
の
義
務
違
反
の
基
準
と
し
て
善
管
注

意
義
務
に
加
え
て
誠
実
義
務
が
必
要
と

さ
れ
る
場
面
が
あ
る
と
し
て
、
こ
れ
を

批
判
す
る
。

(
日
)
た
だ
し
、
下
森
定
「
日
本
法
に
お

け
る
『
専
門
家
の
責
任
』
」
前
掲
注

(
1
)
九
頁
以
下
、
同
寸
専
門
家
の
民

事
責
任
の
法
的
構
成
と
証
明
L
N
B
L

五
四
七
号
三
五
頁
以
下
・
五
四
八
号
三

四
頁
以
下
〈
第
九
章
一

O
一
頁
以
下
〉

参
照
。

(
口
)
浦
川
・
前
掲
注

(
4
)
N
B
L
五

四
九
号
五
二
頁
〈
第
四
章
凶
三
八
頁
〉
・

五
四
百
九
〈
第
四
章
凶
四

O
頁〉)。

(
四
)
弥
永
・
前
掲
注

(
9
)
N
B
L
五

四

O
号
三
六
頁
〈
第
四
章
山
二
四

頁
〉
)
、
浦
川
・
前
掲
箇
所
、
須
永
醇

寸
フ
ラ
ン
ス
法
に
お
け
る
『
専
門
家
の

責
任
』
L

前
掲
注

(
1
)

一
七

O
頁
等
。

(
凹
)
椿
寿
夫
編
・
講
座
現
代
契
約
と
現

代
債
権
の
展
望
二
巻
一
一
九
頁
以
下

〔
今
西
康
人
〕
、
潮
見
佳
男
「
履
行
補

助
者
責
任
の
帰
責
構
造
」
民
商
九
六
巻

二
号
・
三
号
(
一
九
八
八
年
)
等
参

照。
(
却
)
山
本
豊
寸
免
責
条
項
の
第
三
者

効
L

広
中
俊
雄
教
授
還
暦
記
念
論
集
・

法
と
法
過
程
(
一
九
八
六
年
)
九

O
三

頁
以
下
参
照
。
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第7章弁護士の専門家責任

第
七
章

弁
護
士
の
専
門
家
責
任

は
じ
め
に

わ
が
国
で
は
少
な
い
弁
護
過
誤

訴
訟

わ
が
国
の
弁
護
士
の
専
門
家
責
任
を

論
じ
る
に
あ
た
っ
て
、
わ
が
国
で
は
そ

の
責
任
が
問
題
と
な
る
弁
護
過
誤
訴
訟

が
欧
米
(
特
に
ア
メ
リ
カ
)
に
比
較
し

て
圧
倒
的
に
少
な
い
乙
と
か
ら
論
じ
よ

う
と
す
る
の
は
、
若
干
パ
ラ
ド
ッ
ク
ス

で
あ
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
冷
厳
た
る

現
実
で
あ
る
。

こ
れ
ま
で
、
わ
が
国
で
弁
護
過
誤
訴

訟
が
少
な
か
っ
た
理
由
と
し
て
あ
げ
ら

れ
た
の
は
、
①
弁
護
過
誤
が
裁
判
所
の

釈
明
権
の
行
使
の
よ
う
な
裁
判
所
の
後

見
的
役
割
に
よ
っ
て
カ
バ
ー
さ
れ
て
い

る
こ
と
、
②
弁
護
士
の
綱
紀
委
員
会
、

紛
議
調
停
委
員
会
等
の
代
替
シ
ス
テ
ム

に
よ
っ
て
依
頼
者
や
第
三
者
の
不
満
が

吸
収
さ
れ
て
い
る
こ
と
、
③
裁
判
所
や

依
頼
者
に
責
任
転
嫁
し
て
い
る
こ
と
、

④
弁
護
士
の
職
務
遂
行
は
無
形
な
こ
と

が
多
く
過
誤
が
明
確
に
現
わ
れ
る
こ
と

が
少
な
い
う
え
、
過
誤
を
補
完
す
る
機

会
が
少
な
く
な
い
こ
と
、
⑤
弁
護
士
職

務
の
専
門
性
が
一
般
人
の
予
想
し
え
な

い
複
雑
性
を
も
つ
こ
と
、
⑥
弁
護
士
の

社
会
的
エ
リ
ー
ト
性
、
等
で
あ
る

(
1
)
。
こ
れ
ら
は
諸
外
国
で
も
、
か
な

り
共
通
に
あ
て
は
ま
る
の
で
、
わ
が
国

特
有
の
理
由
と
し
て
は
、
⑦
弁
護
士
数

が
諸
外
国
に
比
較
し
て
極
端
に
少
な
い

の
で

(
2
)
、
需
給
の
ア
ン
バ
ラ
ン
ス
も

あ
り
社
会
と
の
関
係
で
責
任
を
問
わ
れ

る
機
会
が
少
な
い
恵
ま
れ
た
存
在
で
あ

る
こ
と
、
@
弁
護
士
会
等
を
通
じ
お
互

い
に
顔
な
じ
み
で
あ
る
こ
と
か
ら
く
る

上
智
大
学
教
授
・
弁
護
士

小
林
秀
之

身
内
意
識
が
あ
り
、
い
わ
ば
同
僚
を
訴

え
る
よ
し
み
に
欠
け
た
こ
と
は
で
き
な

い
こ
と
、
⑨
弁
護
士
の
専
門
家
責
任
の

法
理
が
十
分
発
達
し
て
い
な
い
た
め

に
、
一
見
し
て
明
白
な
場
合
を
除
き
訴

訟
追
行
が
困
難
で
あ
り
(
典
型
的
な
前

訴
の
弁
護
士
の
訴
訟
追
行
の
過
誤
を
後

訴
の
弁
護
士
が
責
任
追
及
す
る
と
い
う

場
合
、
「
訴
訟
内
訴
訟
L

と
な
り
、
か

つ
情
報
は
前
訴
の
弁
護
士
の
ほ
う
が
自

分
の
こ
と
な
の
で
よ
り
豊
富
に
有
し
て

い
る
)
、
賠
償
額
も
十
分
な
金
額
を
と

り
に
く
か
っ
た
こ
と
(
勝
訴
の
可
能
性

が
確
実
で
な
け
れ
ば
慰
謝
料
の
形
に
な

り
、
わ
が
国
で
は
多
額
の
慰
謝
料
は
期

待
し
に
く
い
)
、
等
が
あ
ろ
う
。

し
か
し
、
弁
護
士
数
は
近
時
の
司
法

試
験
改
革
や
外
国
法
事
務
弁
護
士
(
い

わ
ゆ
る
外
弁
)
の
進
出
と
の
関
係
で
今

後
次
第
に
増
加
し
て
い
く
傾
向
に
あ
る

う
え

(
3
)
、
社
会
全
体
と
し
て
消
費
者

意
識
が
高
ま
っ
て
き
て
い
る
折
、
今
後

も
わ
が
国
で
弁
護
過
誤
訴
訟
が
少
な
い

ま
ま
で
あ
る
と
は
い
え
な
い
。
弁
護
士

の
専
門
家
責
任
の
法
理
も
、
後
述
の
よ

う
に
、
わ
が
国
の
学
説
は
諸
外
国
の
理

論
を
参
考
に
し
な
が
ら
発
達
し
つ
つ
あ

ヲ
匂
。

た
だ
、
弁
護
士
の
場
合
、
典
型
的
な

訴
訟
追
行
過
程
で
の
寸
過
誤
L

が
問
題

と
な
る
状
況
で
考
え
て
も
、
上
訴
期
間

の
徒
過
の
よ
う
に
客
観
的
で
誰
が
み
て

も
寸
過
誤
L

と
い
え
る
場
合
を
別
に
す

れ
ば
、
一
定
の
裁
量
の
範
囲
内
に
お
い

て
そ
の
時
点
で
別
の
訴
訟
行
為
を
す
べ

き
で
あ
っ
た
と
同
じ
(
レ
ベ
ル
の
)
法

曹
で
あ
り
、
弁
護
技
術
に
つ
い
て
は
む

し
ろ
非
専
門
家
の
裁
判
官
が
ど
う
判
断

す
る
の
か
と
い
う
根
本
的
な
問
題
が
存

在
す
る
(
後
述
の
よ
う
に
、
わ
が
国
の

裁
判
例
で
問
題
に
な
っ
た
事
例
の
大
半

は
、
弁
護
士
と
し
て
最
低
限
の
注
意
義

務
に
反
し
て
い
る
と
い
え
る
事
例
で
、

こ
こ
で
問
題
と
す
る
よ
う
な
寸
訴
訟
内

訴
訟
L

な
い
し
寸
リ
タ
ー
ン
マ
ッ
チ
訴

訟
し
と
も
い
う
べ
き
場
合
は
裁
判
例
と

し
て
は
い
ま
の
と
こ
ろ
数
は
そ
れ
ほ
ど

多
く
な
い
)
。
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弁
護
士
の
活
動
領
域
の
広
が
り

弁
護
士
の
専
門
家
責
任
を
議
論
す
る

場
合
に
は
、
弁
護
士
の
活
動
領
域
全
体

を
カ
バ
ー
す
る
議
論
で
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
が
、
近
時
の
わ
が
国
の
弁
護
士
の

活
動
領
域
が
伝
統
的
な
訴
訟
活
動
に
と

ど
ま
ら
ず
、
か
な
り
多
方
面
に
わ
た
っ

て
い
る
こ
と
を
考
え
る
必
要
が
あ
る
。

訴
訟
外
で
の
示
談
交
渉
は
お
そ
ら
く
ほ

と
ん
ど
の
弁
護
士
が
し
て
い
る
で
あ
ろ

う
し
、
契
約
書
作
成
、
法
律
相
談
に
つ

い
て
も
同
様
で
あ
ろ
う
。
さ
ら
に
、
弁

護
士
自
体
の
専
門
化
と
連
動
し
て
、
各

種
の
書
類
作
成
(
遺
言
書
、
証
券
発
行

書
類
、
官
公
庁
へ
の
届
出
書
類
等
)
や

総
合
的
な
会
社
業
務
の
指
導
(
株
主
総

会
や
取
締
役
会
の
指
導
か
ら
日
常
的
な

ク
レ
ー
ム
対
策
ま
で
)
を
行
な
う
よ
う

に
な
っ
て
き
て
お
り
、
国
際
的
(
渉
外

的
)
活
動
あ
る
い
は
会
社
関
係
に
お
け

る
弁
護
士
業
務
の
拡
大
現
象
は
顕
著
で

あ
る
。弁
護
士
活
動
の
こ
の
よ
う
な
拡
大
現

象
は
、
弁
護
士
の
専
門
家
責
任
の
法
理

に
も
大
き
な
影
響
を
及
ぽ
す
。
従
来
、

わ
が
国
で
は
弁
護
士
と
依
頼
者
と
の
聞

の
法
律
関
係
を
委
任
(
民
法
六
四
三
条

以
下
)
な
い
し
準
委
任
(
民
法
六
五
六

条
)
と
と
ら
え
る
学
説
が
主
流
(
通
説

と
い
え
る
と
思
う
)
で
あ
っ
た
が
、
弁

護
士
の
活
動
内
容
に
よ
っ
て
は
請
負

(
民
法
六
三
二
条
以
下
)
や
雇
傭
(
民
法

六
二
三
条
以
下
)
と
の
混
合
契
約
と
と

ら
え
る
方
が
適
当
な
場
合
も
か
な
り
あ

ろ
う
(
書
類
作
成
自
体
が
目
的
で
あ
る

場
合
に
は
請
負
と
の
混
合
契
約
で
あ

り
、
社
内
弁
護
士
の
場
合
は
雇
傭
と
の

混
合
契
約
と
い
っ
て
よ
い
場
合
が
多
い

で
あ
ろ
う
)

0わ
が
国
の
学
説
の

状
況

弁
護
士
の
ニ
面
的
性
格

専
門
家
の
特
性
の
一
つ
と
し
て
、
営

利
を
第
一
目
的
と
す
る
の
で
は
な
く
公

共
の
利
益
の
促
進
を
目
標
と
す
る
も
の

で
あ
る
こ
と
が
あ
げ
ら
れ
て
い
る
が

(
土
、
弁
護
士
の
場
合
に
は
寸
社
会
的

正
義
の
実
現
L

と
い
う
公
共
の
利
益
が

そ
の
使
命
と
さ
れ
(
弁
護
士
法
一
条
一

項
)
、
特
に
わ
が
国
の
弁
護
士
に
は
こ

の
意
識
が
強
い
。

こ
の
た
め
、
弁
護
士
の
専
門
家
と
し

て
の
責
任
を
問
題
に
す
る
場
合
に
は
、

弁
護
士
が
依
頼
者
と
の
契
約
に
基
づ
い

て
負
う
責
任
と
社
会
の
た
め
に
負
う
公

益
的
責
任
の
二
面
性
の
調
和
を
常
に
考

え
る
必
要
が
あ
る
。
弁
護
士
の
専
門
家

責
任
の
二
面
的
性
格
は
、
他
の
専
門
家

責
任
と
も
共
通
す
る
面
は
あ
る
が
、
弁

護
士
の
方
が
他
の
職
業
よ
り
も
二
面
性

か
ら
生
ず
る
矛
盾
は
強
い
(
た
と
え
ば
、

建
築
家
の
場
合
、
法
規
を
遵
守
し
社
会

的
に
価
値
の
あ
る
建
物
を
建
築
す
る
公

益
的
責
任
が
あ
る
と
し
て
も
、
そ
れ
は

依
頼
者
の
利
益
に
も
通
常
合
致
す
る
)
。

弁
護
士
の
専
門
家
責
任
の
二
面
性
、

特
に
公
益
的
責
任
は
、
民
事
訴
訟
法
研

究
者
・
実
務
家
か
ら
強
く
主
張
さ
れ

(
5
)
、
特
に
異
論
は
な
い
よ
う
で
あ

る
。
公
益
的
責
任
は
、
実
際
的
に
は
弁

護
士
の
依
頼
者
に
対
す
る
契
約
上
の
責

任
の
限
界
を
画
す
る
機
能
を
果
た
し
て

い
る
こ
と
が
多
い
よ
う
で
あ
る
。

な
お
、
弁
護
士
の
依
頼
者
に
対
す
る

責
任
も
、
鑑
定
意
見
の
作
成
で
は
中
立

的
・
客
観
的
な
意
見
の
陳
述
が
求
め
ら

れ
る
の
に
対
し
て
訴
訟
代
理
人
の
場
合

に
は
当
事
者
の
立
場
を
積
極
的
に
陳

述
・
立
証
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
よ

う
に
、
業
務
内
容
に
よ
っ
て
多
面
的
性

格
を
有
す
る
こ
と
は
留
意
す
る
必
要
が

あ
る
。

弁
護
士
と
依
頼
者
と
の
法
的

規
律

弁
護
士
の
専
門
家
責
任
は
、
依
頼
者

に
対
す
る
責
任
と
依
頼
者
以
外
の
第
三

者
に
対
す
る
責
任
の
二
つ
に
大
別
で
き

る
が
、
前
者
の
依
頼
者
に
対
す
る
責
任

の
法
的
構
成
は
、
委
任
な
い
し
準
委
任

と
解
す
る
の
が
通
説
(
6
)

で
あ
り
、

委
任
者
・
受
任
者
聞
の
信
頼
関
係
を
基

礎
と
す
る
典
型
的
な
委
任
契
約
の
特
色

を
帯
有
す
る
と
さ
え
い
わ
れ
て
い
る

弁
護
士
の
業
務
内
容
が
、
伝
統
的
な

訴
訟
追
行
や
法
的
助
言
と
い
っ
た
無
形

の
最
善
の
処
理
を
行
な
う
こ
と
だ
け
が

義
務
づ
け
ら
れ
た
信
認
関
係
に
基
づ
く

精
神
的
業
務
で
あ
っ
て
手
段
債
務
で
あ

る
と
い
う
時
代
に
お
い
て
は
、
委
任
な

い
し
準
委
任
説
で
足
り
た
が
、
前
述
し

た
よ
う
に
弁
護
士
の
活
動
領
域
が
飛
躍

的
に
拡
大
し
た
現
代
社
会
で
は
不
十
分

な
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
書
類
作
成

業
務
を
中
心
に
一
定
の
結
果
を
招
来
す

る
履
行
を
求
め
る
結
果
債
務
で
あ
る
業

務
が
存
在
し
、
そ
れ
ら
は
請
負
的
な
性
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格
を
有
し
て
お
り
、
単
純
な
仕
事
の
完

成
だ
け
で
な
く
法
的
助
言
と
の
複
合
と

い
う
意
味
で
は
委
任
と
請
負
の
混
合
契

約
で
あ
る
と
い
う
べ
き
で
あ
ろ
う
。
ま

た
、
社
内
弁
護
士
の
よ
う
に
、
依
頼
者

と
の
関
係
に
雇
傭
関
係
が
存
在
す
る
場

合
に
は
、
雇
傭
な
い
し
雇
傭
と
の
混
合

契
約
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。

な
お
、
国
選
弁
護
人
に
つ
い
て
は
従

来
か
ら
通
常
の
場
合
と
区
別
し
て
法
的

規
律
を
論
じ
る
見
解
が
有
力
で
あ
り
、

公
法
上
の
事
務
管
理
説
(
判
例
)
な
い

し
特
殊
信
頼
関
係
説
(
8
)

が
唱
え
ら

れ
て
い
る
。
し
か
し
、
国
選
弁
護
人
の

訴
訟
上
の
地
位
は
私
選
の
場
合
と
は
変

わ
ら
な
い
こ
と
や
、
国
選
弁
護
人
は
当

該
被
告
人
を
依
頼
者
と
考
え
る
べ
き
で

あ
っ
て
た
ま
た
ま
被
告
人
の
貧
困
ゆ
え

に
国
が
報
酬
や
費
用
を
被
告
人
に
代
わ

っ
て
払
っ
て
い
る
に
す
ぎ
な
い
こ
と
か

ら
す
る
と
、
通
常
の
場
合
と
同
様
に
被

告
人
と
の
聞
に
契
約
(
刑
事
事
件
で
あ

る
の
で
通
常
は
準
委
任
)
が
あ
る
と
考

え
て
よ
い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か

(
9
)
。
あ
る
い
は
、
第
三
者
の
た
め
に

す
る
契
約
と
し
て
固
と
の
間
で
の
契
約

と
し
て
国
に
も
国
選
弁
護
人
に
対
し
て

誠
実
な
弁
護
活
動
を
請
求
で
き
る
権
利

を
認
め
、
被
告
人
は
受
益
の
意
思
表
示

を
し
た
と
き
か
ら
国
選
弁
護
人
と
の
聞

で
準
委
任
の
関
係
が
生
じ
る
と
い
う
解

釈
も
考
え
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
。

ド
イ
ツ
法
で
は
委
任
が
無
償
で
あ
る

こ
と
も
あ
っ
て
、
弁
護
士
と
依
頼
者
と

の
関
係
を
基
本
的
に
は
事
務
処
理
を
目

的
と
す
る
雇
傭
な
い
し
請
負
と
さ
れ
て

い
る
が
、
前
述
の
よ
う
に
、
わ
が
国
で

も
雇
傭
や
請
負
と
解
す
べ
き
法
律
関
係

に
と
っ
て
は
ド
イ
ツ
法
の
規
律
が
参
考

に
な
ろ
う
(
叩
)
O

誠
実
義
務
論
争

弁
護
士
と
依
頼
者
と
の
聞
の
法
的
規

律
に
つ
き
、
誠
実
義
務
論
争
と
も
い
う

べ
き
論
争
が
あ
る
。

弁
護
士
法
一
条
二
項
は
、
弁
護
士
は

誠
実
に
そ
の
職
務
を
行
な
わ
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
旨
規
定
し
て
い
る
が
、
こ
の

誠
実
義
務
が
民
法
上
の
弁
護
士
の
依
頼

者
に
対
す
る
善
管
注
意
義
務
(
民
法
六

四
四
条
)
を
加
重
し
た
法
的
義
務
な
の

か
、
そ
れ
と
も
単
に
倫
理
的
規
範
な
の

か
を
め
ぐ
っ
て
学
説
上
争
わ
れ
て
い

る
。
善
管
注
意
義
務
を
加
重
し
た
も
の

と
解
す
る
多
数
説
(
日
)
は
、
弁
護
士

の
業
務
の
特
殊
性
・
専
門
性
か
ら
そ
の

責
任
が
通
常
の
善
管
注
意
義
務
よ
り
加

重
さ
れ
て
く
る
と
主
張
す
る
の
に
対

し
、
単
な
る
倫
理
的
規
範
と
解
す
る
少

数
説
五
)
は
、
善
管
注
意
義
務
に
加

え
て
誠
実
義
務
が
必
要
と
さ
れ
る
場
面

は
実
際
上
な
い
と
反
論
す
る
。

善
管
注
意
義
務
の
理
解
の
問
題
に
も

な
っ
て
く
る
が
、
差
口
管
注
意
義
務
を
そ

の
職
務
上
要
求
さ
れ
る
高
度
の
注
意
義

務
と
解
す
る
か
ぎ
り
、
弁
護
士
に
善
管

注
意
義
務
を
認
め
れ
ば
十
分
な
よ
う
に

も
思
え
る
し
(
よ
り
加
重
さ
れ
た
注
意

義
務
が
誠
実
義
務
で
あ
る
と
説
い
た
と

こ
ろ
で
善
管
注
意
義
務
の
程
度
を
高
く

設
定
す
れ
ば
同
一
の
結
果
に
な
る
)
、

弁
護
士
法
一
条
二
項
が
同
条
一
項
の
公

共
的
責
任
に
基
づ
い
て
(
「
前
項
の
使

命
に
基
き
L
)

弁
護
士
が
誠
実
に
そ
の

職
務
を
行
な
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と

規
定
し
て
い
る
こ
と
を
考
慮
す
る
必
要

が
あ
る
。
誠
実
義
務
は
、
弁
護
士
の
依

頼
者
に
対
す
る
善
管
注
意
義
務
と
社
会

に
対
す
る
公
共
的
責
任
を
統
合
し
た
弁

護
士
の
専
門
家
責
任
を
う
た
っ
た
も
の

で
あ
り
、
委
任
な
い
し
準
委
任
以
外
の

場
合
に
も
高
度
の
職
務
的
注
意
義
務
で

あ
る
善
管
注
意
義
務
(
同
時
に
公
共
的

責
任
も
)
が
生
じ
る
と
い
う
意
義
を
有

す
る
と
解
す
れ
ば
足
り
る
の
で
は
な
い

だ
ろ
う
か
(
第
三
者
と
の
関
係
で
も
同

様
|
|
後
述
四
)
。
さ
ら
に
、
弁
護
士

は
誠
実
義
務
を
よ
り
強
固
に
具
体
化
し

た
と
も
い
う
べ
き
弁
護
士
倫
理
を
も
遵

守
す
る
義
務
を
負
っ
て
い
る
が
、
こ
れ

は
誠
実
義
務
の
内
容
を
構
成
す
る
も
の

も
あ
る
が
基
本
的
に
は
倫
理
規
定
で
あ

っ
て
法
的
義
務
と
ま
で
は
い
え
な
い
で

あ
ろ
う
。

判
例
の
分
析
か
ら
も
同
様
の
結
論
が

導
か
れ
る
が
、
こ
れ
は
三
で
後
述
す
る
。

四

弁
護
士
と
第
三
者
と
の
法
的

規
律

78 

弁
護
士
と
契
約
関
係
に
な
い
(
依
頼

者
で
な
い
)
第
三
者
と
の
聞
の
法
的
責

任
に
つ
い
て
は
、
不
法
行
為
に
よ
る
こ

と
に
つ
い
て
は
異
論
を
み
な
い
。
ま

た
、
依
頼
者
と
の
関
係
で
も
、
請
求
権

競
合
を
認
め
る
立
場
で
は
不
法
行
為
に

基
づ
く
請
求
権
を
肯
定
す
る
。

問
題
は
不
法
行
為
の
前
提
と
な
る
注

意
義
務
の
程
度
で
あ
る
が
、
弁
護
士
が

法
律
専
門
家
で
あ
る
以
上
、
高
度
の
注

意
義
務
で
あ
る
こ
と
は
ほ
ぼ
異
論
は
な

い
と
こ
ろ
で
あ
る
。
前
述
の
誠
実
義
務

の
把
握
か
ら
す
る
と
、
弁
護
士
は
第
三
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者
に
対
し
て
も
誠
実
義
務
を
負
っ
て
い

る
の
で
あ
る
か
ら
、
依
頼
者
に
対
す
る

の
と
同
様
の
善
管
注
意
義
務
と
同
レ
ベ

ル
の
注
意
義
務
を
負
う
こ
と
に
な
り
そ

う
で
あ
る
が
、
関
係
が
薄
い
第
三
者
に

対
し
て
高
度
の
注
意
義
務
を
負
う
と
は

い
え
な
い
で
あ
ろ
う
(
た
と
え
ば
、
同

種
の
他
の
事
件
の
当
事
者
に
対
し
て
さ

え
も
、
敗
訴
す
る
こ
と
に
よ
り
大
き
な

影
響
が
あ
る
か
ら
と
い
っ
て
依
頼
者
に

対
す
る
の
と
同
じ
高
度
の
注
意
義
務
を

負
う
と
は
い
え
な
い
)
。
依
頼
者
と
同

レ
ベ
ル
の
注
意
義
務
を
第
三
者
に
対
す

る
責
任
で
も
弁
護
士
に
負
わ
せ
る
の

は
、
完
全
に
無
制
限
の
人
的
範
囲
な
ら

ば
酷
で
あ
ろ
う
が
、
弁
護
士
が
専
門
家

と
し
て
の
信
頼
を
得
て
い
る
よ
う
な
第

三
者
と
の
関
係
で
は
そ
こ
ま
で
の
高
度

の
注
意
義
務
を
認
め
て
よ
い
で
あ
ろ
う

(
日
)
。
実
際
的
に
も
訴
訟
や
交
渉
の
相

手
方
は
弁
護
士
で
あ
る
か
ら
一
定
の
社

会
的
敬
意
と
信
頼
を
な
す
の
で
あ
り
、

そ
の
よ
う
な
人
的
範
囲
に
つ
い
て
は
法

律
専
門
家
と
し
て
の
高
度
の
注
意
義
務

を
負
っ
て
い
る
と
解
し
て
よ
い
で
あ
ろ

う
。
判
例
で
問
題
と
な
る
不
法
行
為
責

任
の
人
的
範
囲
も
ほ
ぼ
こ
の
範
囲
内
に

お
さ
ま
っ
て
い
る
の
で
(
後
述
三
参

照
て
そ
の
意
味
で
は
法
的
構
成
の
差

異
に
よ
る
注
意
義
務
の
レ
ベ
ル
の
差
の

問
題
は
こ
れ
ま
で
の
と
こ
ろ
実
際
上
は

生
じ
て
い
な
い
。

依
頼
者
か
第
三
者
か
の
実
際
的
な
差

異
と
し
て
は
、
注
意
義
務
の
ベ
ク
ト
ル

の
方
向
性
の
違
い
が
あ
ろ
う
。
当
事
者

主
義
構
造
の
な
か
で
は
弁
護
士
は
依
頼

者
の
利
益
を
図
る
乙
と
を
第
一
次
的
な

責
任
と
し
て
負
い
、
そ
れ
を
通
じ
て
公

共
的
責
任
を
果
た
し
て
い
る
の
で
あ
る

か
ら
、
弁
護
士
の
注
意
義
務
の
ベ
ク
ト

ル
の
方
向
性
は
第
一
次
的
に
は
依
頼
者

の
利
益
で
あ
り
、
誠
実
義
務
の
一
内
容

で
あ
る
公
共
的
責
任
か
ら
第
三
者
の
利

益
を
不
当
に
侵
害
し
な
い
こ
と
が
出
て

く
る
と
解
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

わ
が
国
の
裁
判
例
の

状
況

概

観

弁
護
士
の
専
門
家
責
任
を
め
ぐ
る
裁

判
例
は
、
前
述
の
よ
う
に
数
が
あ
ま
り

多
く
な
い
だ
け
で
な
く
、
医
療
過
誤
事

件
等
に
比
較
す
る
と
、
弁
護
士
の
専
門

家
と
し
て
の
高
度
の
注
意
義
務
が
問
題

と
な
る
よ
り
も
、
単
純
な
不
注
意
な
い

し
不
誠
実
な
対
応
と
い
っ
た
一
般
人
で

も
問
題
と
な
る
よ
う
な
ケ

l
ス
に
つ
い

て
そ
の
責
任
が
認
め
ら
れ
て
い
る
場
合

が
ほ
と
ん
ど
で
あ
る
(
こ
れ
に
対
し

て
、
責
任
が
認
め
ら
れ
て
い
な
い
ケ
ー

ス
で
は
相
手
方
が
い
わ
ゆ
る
訴
訟
マ
ニ
ー

ア
と
思
わ
れ
る
よ
う
な
場
合
が
か
な
り

含
ま
れ
て
い
る
)
。
そ
の
意
味
で
は
、

弁
護
士
の
法
律
専
門
家
と
し
て
の
高
度

の
注
意
義
務
を
問
題
と
し
、
前
訴
の
弁

護
士
の
高
度
な
訴
訟
活
動
の
巧
拙
を
後

訴
で
吟
味
す
る
「
訴
訟
内
訴
訟
」
と
い

っ
た
本
来
的
な
専
門
家
責
任
の
裁
判
例

は
数
が
あ
ま
り
多
く
な
い
。

裁
判
例
分
析
の
分
類
視
角
と
し
て
、

加
藤
判
事
は
依
頼
者
に
対
す
る
責
任
に

つ
き
、
義
務
の
内
容
の
観
点
か
ら
、
①

審
判
を
受
げ
る
機
会
・
期
待
を
保
護
す

べ
き
義
務
、
②
依
頼
者
の
損
害
を
防
止

す
べ
き
義
務
、
③
適
切
な
助
言
・
主
張

立
証
す
べ
き
義
務
、
④
説
明
・
報
告
義

務
、
@
依
頼
者
の
上
訴
の
機
会
を
保
護

す
べ
き
義
務
に
分
類
し
、
執
務
態
度
の

観
点
か
ら
、
①
不
誠
実
型
、
②
単
純
ミ

ス
型
、
③
技
能
不
足
型
に
分
類
し
、
局

面
の
観
点
か
ら
、
①
訴
訟
、
②
債
権
取

立
て
・
保
全
、
③
そ
の
他
に
分
類
し
て

い
る
。
第
三
者
に
対
す
る
責
任
で
は
、

局
面
な
い
し
事
項
の
観
点
か
ら
、
①
不

当
訴
訟
・
不
当
執
行
に
関
す
る
も
の
、

②
訴
訟
活
動
に
関
す
る
も
の
、
③
そ
の

他
に
分
類
し
て
い
る
五
)
O

ア
メ
リ
カ
の
裁
判
例
の
分
析
視
角
で

あ
る
が
、
手
嶋
教
授
は
、
①
書
類
関

係
、
②
依
頼
人
の
不
動
産
の
所
有
権
を

検
討
す
る
よ
う
に
依
頼
さ
れ
た
場
合
、

③
法
的
手
段
の
準
備
の
過
失
、
④
法
律

の
知
識
に
関
す
る
問
題
、
⑤
訴
訟
追

行
、
⑥
上
訴
に
お
げ
る
過
失
、
⑦
代
理

権
の
蹄
越
、
@
金
銭
の
回
収
に
さ
い
し

て
、
⑨
委
託
金
の
運
用
、
⑩
事
務
の
終

了
、
に
分
類
し
て
い
る
(
目
。

本
稿
で
は
、
わ
が
国
に
お
け
る
弁
護

士
の
専
門
家
責
任
の
裁
判
例
の
現
状
を

客
観
的
に
知
る
た
め
に
、
戦
後
(
主
に

近
時
)
の
裁
判
例
を
そ
の
数
が
多
い
と

思
わ
れ
る
事
件
類
型
順
で
整
理
し
て
み

よ
う
。
依
頼
者
と
の
関
係
で
は
、
上
訴

期
間
の
経
過
や
期
日
不
出
頭
・
休
止
満

了
等
の
期
日
僻
怠
型
、
依
頼
者
の
希
望

と
は
異
な
る
解
決
を
し
て
し
ま
っ
た
独

断
処
理
型
、
依
頼
者
に
十
分
な
法
的
説

明
を
し
な
か
っ
た
説
明
不
十
分
型
等
が

多
い
よ
う
で
あ
り
、
第
三
者
と
の
関
係

で
は
相
手
方
本
人
あ
る
い
は
そ
の
代
理

79 
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人
の
名
誉
を
侵
害
し
た
名
誉
侵
害
型
が

も
っ
と
も
多
く
、
そ
の
亜
種
と
も
い
う

べ
き
不
当
訴
訟
型
も
か
な
り
多
い
。
な

お
、
以
下
の
紹
介
は
戦
後
の
裁
判
例
の

全
体
的
な
傾
向
を
示
す
た
め
の
も
の
で

あ
り
、
事
件
全
体
を
要
約
し
た
も
の
で

も
網
羅
的
な
も
の
で
も
な
い
乙
と
を
お

断
り
し
て
お
き
た
い
(
各
判
例
の
出
典

等
に
つ
い
て
は
、
後
掲
別
表
を
参
照
)
。

依
頼
者
と
の
関
係

ω
期
日
・
期
間
悔
怠
型

単
純
ミ
ス
で
あ
り
専
門
家
責
任
と
は

本
来
い
え
な
い
一
般
人
に
つ
い
て
も
成

立
す
る
責
任
と
い
う
見
方
も
あ
り
う
る

が
、
上
訴
期
間
等
の
期
日
・
期
間
の
厳

守
が
強
く
要
求
さ
れ
る
弁
護
士
だ
か
ら

こ
そ
期
日
僻
怠
型
が
多
い
と
い
う
見
方

も
可
能
で
あ
ろ
う
。
最
高
裁
は
、
弁
護

士
の
事
情
で
期
間
を
道
守
で
き
な
か
っ

た
場
合
に
不
可
抗
力
に
よ
る
訴
訟
行
為

の
追
完
(
民
訴
法
一
五
九
条
)
を
ほ
と

ん
ど
認
め
な
い
こ
と
も
(
当
、
こ
の
タ

イ
プ
の
責
任
を
発
生
さ
せ
る
一
因
に
な

っ
て
い
る
。

弁
護
士
な
い
し
弁
護
士
が
雇
用
す
る

事
務
員
の
僻
怠
に
よ
り
控
訴
期
聞
を
徒

過
し
、
依
頼
者
が
控
訴
の
機
会
を
失
つ

て
し
ま
っ
た
判
例
と
し
て
は
、
①
東
京

地
判
昭
四
六
・
六
・
二
九
(
弁
護
士
が

依
頼
者
に
連
絡
が
と
れ
な
か
っ
た
た

め
、
控
訴
し
な
か
っ
た
こ
と
の
僻
怠
)
、

②
東
京
地
判
昭
四
九
・
一
一
了
一
九

(
事
務
員
が
送
達
期
日
を
誤
っ
て
伝
え

た
た
め
弁
護
士
が
控
訴
期
聞
を
徒
過
し

た
憐
怠
)
、
③
横
浜
地
判
昭
六

0
・一

・
二
三
(
②
と
同
様
の
事
案
)
が
あ

る
。
興
味
深
い
の
は
、
い
ず
れ
も
控
訴

で
き
な
か
っ
た
こ
と
に
よ
る
財
産
的
損

害
の
請
求
を
認
め
て
い
る
わ
け
で
は
な

く
、
①
②
が
慰
謝
料
の
み
を
認
容
し
て

い
る
こ
と
で
あ
る
(
③
は
当
事
者
が
異

な
る
た
め
慰
謝
料
も
認
め
ず
)
。
控
訴

し
た
か
ら
と
い
っ
て
勝
訴
で
き
た
と
は

か
ぎ
ら
な
い
の
で
、
財
産
的
損
害
の
因

果
関
係
が
否
定
さ
れ
た
た
め
で
あ
る
。

弁
護
士
が
訴
訟
継
続
・
保
全
処
分
申

請
を
行
な
わ
ず
期
間
徒
過
に
よ
り
訴
訟

を
休
止
満
了
と
し
債
権
を
時
効
消
滅
さ

せ
た
④
東
京
地
判
昭
五
二
・
九
・
二
八

ゃ
、
弁
護
士
が
期
日
に
出
頭
せ
ず
依
頼

者
に
も
ま
っ
た
く
連
絡
せ
ず
解
任
さ
れ

た
⑤
東
京
地
判
昭
四
九
・
八
・
二
八
も

同
様
の
事
件
類
型
と
考
え
ら
れ
る
(
④

は
因
果
関
係
が
明
白
な
の
で
財
産
的
損

害
ま
で
認
容
し
、
@
は
慰
謝
料
を
認

容)。ω
独
断
処
理
型

弁
護
士
が
依
頼
者
の
意
見
(
希
望
)

と
は
異
な
る
形
で
事
件
を
処
理
し
て
し

ま
っ
た
類
型
で
あ
る
。
依
頼
者
の
合
理

的
意
思
と
は
ま
っ
た
く
反
す
る
場
合
に

は
弁
護
士
の
責
任
が
認
め
ら
れ
る
が
、

合
理
的
意
思
に
合
致
な
い
し
は
弁
護
士

の
裁
量
権
の
範
囲
と
み
な
さ
れ
る
場
合

に
は
責
任
は
認
め
ら
れ
ず
、
両
者
の
境

界
づ
げ
に
は
社
会
常
識
や
弁
護
士
倫
理

が
大
き
な
意
義
を
も
と
う
。

前
者
の
、
依
頼
者
の
合
理
的
意
思
と

は
ま
っ
た
く
反
す
る
場
合
と
し
て
は
、

被
告
人
の
死
刑
判
決
は
相
当
で
あ
る
旨

の
控
訴
趣
意
書
を
提
出
し
た
国
選
弁
護

人
に
つ
い
て
の
⑥
東
京
地
判
昭
三
八
・

一
一
・
二
八
、
弁
護
士
が
依
頼
者
の
意
思

を
確
認
す
る
こ
と
な
く
控
訴
を
取
り
下

げ
た
⑦
東
京
地
判
昭
五
四
・
一
一
・
一

三
(
た
だ
し
、
財
産
的
損
害
し
か
請
求

し
て
い
な
か
っ
た
の
で
因
果
関
係
が
不

明
と
し
て
請
求
棄
却
)
、
い
っ
た
ん
仮

差
押
決
定
を
得
な
が
ら
弁
護
士
が
債
務

者
か
ら
何
の
担
保
も
と
ら
ず
に
仮
差
押

決
定
の
取
消
申
請
を
勝
手
に
し
て
し
ま

っ
た
た
め
債
権
回
収
が
で
き
な
く
な
っ

た
@
東
京
地
判
昭
四
九
・
コ
一
・
二
五
、

弁
護
士
が
債
権
回
収
の
委
任
を
受
け
相

当
額
の
回
収
が
可
能
だ
っ
た
の
に
一
割

で
和
解
し
残
額
を
放
棄
し
て
し
ま
っ
た

⑨
東
京
地
判
昭
四

0
・
四
・
一
七
等
が

あ
る
。
い
ず
れ
も
社
会
常
識
的
な
い
し

弁
護
士
倫
理
か
ら
み
て
問
題
が
あ
る
こ

と
は
明
ら
か
だ
っ
た
事
件
で
あ
る
。

こ
れ
に
対
し
て
、
弁
護
士
が
独
断

(
と
い
う
よ
り
は
裁
量
)
に
よ
り
処
理

し
た
こ
と
に
義
務
違
反
が
な
い
と
し
て

依
頼
者
へ
の
責
任
を
認
め
な
か
っ
た
判

例
に
、
手
形
取
立
て
の
委
任
を
受
け
た

弁
護
士
が
債
務
者
の
資
金
繰
り
を
考
慮

し
て
手
形
の
書
換
え
に
応
じ
結
局
一
部

が
回
収
不
能
に
な
っ
た
と
し
て
も
責
任

は
な
い
と
し
た
⑩
大
阪
地
判
昭
五
八
・

九
・
二
六
、
抹
消
登
記
請
求
訴
訟
で
勝

訴
し
た
が
す
で
に
対
象
不
動
産
に
価
格

を
上
回
る
抵
当
権
が
設
定
さ
れ
て
い
て

債
務
者
か
ら
も
和
解
の
申
出
が
あ
っ
た

の
で
弁
護
士
が
直
ち
に
抹
消
登
記
請
求

や
強
制
執
行
を
行
な
わ
な
く
て
も
責
任

は
な
い
と
し
た
⑪
福
岡
地
判
平
二
・
一

一
・
九
、
弁
護
士
が
係
争
不
動
産
の
権

利
関
係
を
整
理
し
た
う
え
で
売
却
す
る

こ
と
を
依
頼
さ
れ
そ
の
よ
う
に
事
務
処

理
を
し
た
が
買
主
の
不
動
産
業
者
が
同

日
も
っ
と
高
い
価
格
で
転
売
し
た
と
し
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別表戦後主要裁判例一覧(番号は本文中に引用のもの)

I 依頼者との関係(財産的損害認容はすべて債務不履行を理由とする)

(1) 期日・期間僻怠型

①東京地判昭46・6・29 判時645号89頁 慰謝料一部認容 (20万円)(財産的損害は請求棄却)

②東京地判昭49 ・ 12 ・ 19 下民集25巻9~12号1065頁・判時779号89頁慰謝料一部認容 (20万円〕

(上訴目的物の価額が350万円以上で担当弁護士から別に30万円弁済されていることを考慮)

③横浜地判昭60・1・23 判タ552号187頁 請求棄却(財産的損害は因果関係不明で、慰謝料は当事

者違い)

④東京地判昭52・9・28 判時886号71頁財産的損害認容 (492万七544円〕

@東京地判昭49・8・28 判時760号76頁慰謝料一部認容 (30万円〕

(2) 独断処理型

@東京地判昭38・11・28 下民集14巻11号2336頁・判時354号11頁・判タ155号138頁慰謝料一部認

容(3万円〕

⑦東京地判昭54・11・13 判時957号63頁・判タ409号126頁請求棄却(財産的損害の因果関係不明)

@東京地判昭49・3・25 判時753号36頁財産的損害認容 (343万7，000円〕

@東京地判昭40・4・17 判タ178号150頁財産的損害認容 (135万円)

⑩大阪地判昭58・9・26 判時1138号106頁・判タ533号185頁請求棄却(責任なし)

⑪福岡地判平2・11・9 判タ751号143頁請求棄却(責任なし)

⑫東京地判昭41・12・17 判時473号14頁請求棄却(責任なし)

(3) 説明不十分型

⑮東京地判昭54・5・30 判タ394号93頁財産的損害認容〔金額不明〕

⑭東京地判昭60・9・25 判タ599号43頁請求棄却(責任なし)

⑮東京地判昭62・6・18 判時1285号78頁請求棄却(責任なし)

⑮高知地判昭58・4・14 判タ530号208頁請求棄却(責任なし)

⑪東京地判昭57・5・10 判時1064号69頁・判タ485号128頁請求棄却(責任なし)

(4) その他

@大阪地判平5'9・27 判タ831号138頁財産的損害認容 (304万円〕

II 第3者に対する関係

(1)名誉侵害型

⑮東京地判平5・7・8 判タ824号178頁 慰謝料一部認容 (30万円)(依頼者本人も同額の責任)

⑩大阪高判昭60・2・26 判時1162号73頁 慰謝料一部認容〔相手方およびその代理人弁護士に各10

万円〕

⑮千葉地館山支判昭43・1・25 判時529号65頁慰謝料一部認容(5万円〕

@京都地判平2・1・18 判時1349号121頁・判タ723号151頁慰謝料一部認容 (30万円〕

⑫東京高判平元・ 3・22 判タ718号132頁請求棄却(責任なし)

⑮東京地判昭56・10・26 判タ453号107頁請求棄却(責任なし)
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請求棄却(責任なし)判タ226号167頁東京地判昭43・6・20⑫ 

請求棄却(責任なし)下民集2巻9号1138頁東京地判昭26・9・27⑮ 

請求棄却(責任なし)下民集1巻9号1438頁横浜地判昭25・9・11

不当訴訟型

⑮ 

(2) 

請求棄却(責任なし)判時945号51頁・判タ397号78頁東京高判昭54・7'16 ⑫ 

請求棄却(責任なし)判タ760号284頁京都地判平3・4・23⑮ 

請求棄却(責任なし)判時747号75頁東京地判昭49・3・13

その他

⑩ 

(3) 

財産的損害一部認容 (500万円J(遺贈額は4，000万円だ判タ623号129頁東京地判昭61・1・28@ 

が原告にも相続権の確保につき落ち度があったことを割酌)

財産的損害一部認容 (232万円J(建物の割合的価額)判タ658号149頁東京地判昭62・10・15@ 

請求棄却(責任なし)

て
も
責
任
が
な
い
と
し
た
⑫
東
京
地
判

昭
四
一
・
二
了
一
七
が
あ
る
。
全
体

と
し
て
判
例
は
、
弁
護
士
が
二
応
誠
意

を
も
っ
て
処
理
し
て
い
る
か
ぎ
り
は
、

そ
の
裁
量
権
を
尊
重
し
適
法
と
す
る
傾

向
に
あ
る
。

ω
説
明
不
十
分
型

依
頼
者
と
弁
護
士
の
信
認
関
係
か
ら

す
る
と
、
弁
護
士
は
依
頼
者
に
十
分
説

明
し
依
頼
者
か
ら
の
信
認
を
常
に
確
保

す
る
必
要
が
あ
る
が
、
わ
が
国
の
弁
護

士
は
依
頼
者
に
対
す
る
説
明
・
報
告
は

あ
ま
り
得
手
で
は
な
い
。
極
端
な
例

は
、
一
審
か
ら
最
高
裁
ま
で
一
度
も
依

頼
者
か
ら
の
事
情
聴
取
も
依
頼
者
へ
の

報
告
も
し
な
か
っ
た
⑬
東
京
地
判
昭
五

四
・
五
・
三

O
が
あ
る
。
聞
に
入
っ
た

人
と
は
連
絡
を
と
っ
て
い
た
よ
う
で
あ

る
が
、
連
絡
を
と
っ
た
人
が
法
定
代
理

人
で
あ
り
そ
の
人
に
だ
け
説
明
を
す
れ

ば
よ
い
よ
う
な
特
殊
な
事
情
で
も
な
い

か
ぎ
り
(
本
人
が
禁
治
産
宣
告
を
受
け

て
い
る
な
ど
て
説
明
不
十
分
で
あ
る

う
え
本
人
自
身
が
重
要
な
情
報
源
で
あ

る
た
め
に
不
十
分
な
訴
訟
追
行
に
な
る

お
そ
れ
が
高
い
(
本
件
も
前
訴
は
情
報

不
足
で
敗
訴
し
て
い
る
)
。

こ
れ
に
対
し
て
、
責
任
否
定
例
と
し

依頼者の相手方との関係〔参考〕

民集42巻 1号 1頁最判昭63・1・26

III 

⑫ 

て
、
不
動
産
売
買
の
立
会
人
に
な
る
こ

と
を
弁
護
士
が
依
頼
さ
れ
た
場
合
、
契

約
が
有
効
で
あ
る
か
に
つ
い
て
ま
で
助

言
・
指
導
す
る
必
要
は
な
い
と
し
た
⑭

東
京
地
判
昭
六

0
・
九
・
二
五
や
、
重

要
証
拠
や
一
部
請
求
認
諾
の
意
味
や
訴

訟
全
体
へ
の
影
響
へ
の
説
明
が
十
分
で

は
な
か
っ
た
が
精
一
杯
の
努
力
を
し
て

い
た
弁
護
士
の
責
任
は
な
い
と
し
た
⑮

東
京
地
判
昭
六
二
・
六
・
一
八
、
仮
処

分
申
請
に
つ
き
事
件
に
よ
っ
て
は
中
止

す
る
よ
う
助
言
す
べ
き
場
合
も
あ
る
が

一
見
明
ら
か
に
誤
っ
て
い
な
い
か
ぎ
り

弁
護
士
の
判
断
に
委
ね
ら
れ
る
と
し
た

⑮
高
知
地
判
昭
五
八
・
四
・
一
四
、
公

共
団
体
の
無
料
法
律
相
談
で
は
弁
護
士

が
故
意
に
不
当
な
意
見
を
述
べ
て
誤
導

し
た
り
通
常
期
待
さ
れ
る
助
言
・
指
導

と
し
て
の
適
切
を
著
し
く
欠
か
な
い
か

ぎ
り
責
任
が
な
い
と
し
た
⑪
東
京
地
判

昭
五
七
・
五
・
一

O
等
が
あ
り
、
い
ず

れ
も
弁
護
士
の
説
明
義
務
を
厳
し
く
と

ら
え
て
は
い
な
い
。
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第
三
者
に
対
す
る
関
係

ω
名
誉
一
侵
害
型

訴
訟
追
行
の
さ
い
の
弁
護
士
の
訴
訟

活
動
が
相
手
方
な
い
し
相
手
方
の
弁
護
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士
と
の
関
係
で
名
誉
侵
害
に
な
る
か
が

問
題
と
な
る
ケ

l
ス
は
、
わ
が
国
で
は

割
合
に
多
い
。
基
本
的
な
考
え
方
と
し

て
は
、
当
事
者
主
義
な
い
し
弁
論
主
義

を
基
調
と
す
る
民
事
訴
訟
に
お
い
て
一

方
当
事
者
の
立
場
を
積
極
的
に
代
弁
す

る
の
が
弁
護
士
の
基
本
的
職
務
で
あ
る

以
上
、
原
則
と
し
て
弁
論
や
証
拠
調
べ

に
お
け
る
訴
訟
行
為
は
当
事
者
の
立
場

を
代
弁
す
る
も
の
で
あ
る
か
ら
名
誉
侵

害
を
構
成
し
な
い
が
、
訴
訟
当
事
者
の

立
場
と
の
合
理
的
関
連
を
欠
く
訴
訟
行

為
や
単
な
る
誹
語
・
中
傷
は
名
誉
侵
害

を
例
外
的
に
構
成
す
る
と
い
え
る

(口)。名
誉
一
回
侵
害
の
成
立
を
認
め
弁
護
士
の

責
任
を
肯
定
し
た
判
例
に
は
、
相
手
方

弁
護
士
を
、
倫
理
感
が
麻
障
し
弁
護
士

で
あ
れ
ば
何
を
し
て
も
か
ま
わ
な
い
と

い
う
特
権
的
な
思
い
あ
が
っ
た
意
識
に

と
り
つ
か
れ
、
名
誉
殻
損
、
恐
喝
を
常

套
手
段
と
し
て
い
る
な
ど
と
準
備
書
面

で
誹
諒
し
た
場
合
に
名
誉
製
損
を
構
成

す
る
と
し
て
慰
謝
料
が
認
め
ら
れ
た
⑩

東
京
地
判
平
五
・
七
・
八
、
二
重
売
買

の
背
信
的
悪
意
者
の
誹
詩
の
さ
い
に
相

手
方
弁
護
士
を
横
領
罪
の
共
犯
で
あ
る

と
準
備
書
面
で
断
定
し
た
乙
と
が
名
誉

棄
損
を
構
成
す
る
と
し
て
慰
謝
料
が
認

め
ら
れ
た
⑮
大
阪
高
判
昭
六

0
・
二
・

二
六
(
一
審
H
大
阪
地
判
昭
五
八
・
一

0

・
二
二
判
時
一
一

O
五
号
七
五
頁
・
判
タ

五
一
九
号
一
八
四
頁
)
、
訴
訟
に
関
係
の

な
い
相
手
方
弁
護
士
が
被
告
人
と
な
っ

た
刑
事
事
件
を
執
勘
に
引
用
し
法
律
知

識
を
悪
用
し
て
法
律
の
裏
を
か
く
あ
ら

ゆ
る
途
を
講
じ
て
い
る
と
準
備
書
面
で

誹
誘
し
た
こ
と
が
名
誉
棄
損
を
構
成
す

る
と
し
た
⑩
千
葉
地
館
山
支
判
昭
四
三

.
一
・
二
五
、
相
手
方
が
第
三
国
人
と

し
て
の
立
場
を
利
用
し
て
巧
み
に
儲
け

続
け
た
旨
の
記
載
が
あ
る
興
信
所
作
成

の
報
告
書
を
裁
判
所
に
提
出
し
た
こ
と

が
名
誉
を
襲
損
す
る
と
し
て
慰
謝
料
を

認
め
た
⑫
京
都
地
判
平
二
・
一
・
一
八

等
が
あ
る
白
)
O

こ
れ
に
対
し
て
、
弁
護
士
の
訴
訟
活

動
(
主
に
弁
論
や
証
拠
調
べ
)
が
正
当

な
弁
護
士
活
動
の
範
囲
内
で
あ
る
か
な

い
し
は
名
誉
を
侵
害
し
て
い
な
い
と
し

て
弁
護
士
の
責
任
を
認
め
な
か
っ
た
判

例
が
相
当
数
あ
る
(
⑫
東
京
高
判
平
元

・
三
・
二
二
、
⑮
東
京
地
判
昭
五
六
・
一

0
・
二
六
、
⑫
東
京
地
判
昭
四
コ
了
六
・

ニ
O
、
⑮
東
京
地
判
昭
二
六
・
九
・
二
七

〔
二
号
、
三
号
の
生
活
費
を
出
し
て
い
る

か
と
い
う
事
件
に
関
係
な
い
尋
問
だ
が
反

対
尋
問
で
あ
る
こ
と
を
考
慮
し
て
責
任
を

否
定
〕
、
⑮
横
浜
地
判
昭
二
五
・
九
・
一

一)
0な
お
、
弁
護
士
で
は
な
く
依
頼
者
に

対
し
て
責
任
が
問
題
に
な
っ
た
場
合
も

同
様
な
傾
向
で
あ
り
、
若
干
の
例
外
的

場
合
を
除
げ
ば
圧
倒
的
に
否
定
例
が
多

ω
不
当
訴
訟
型

不
当
訴
訟
型
で
は
、
不
当
訴
訟
提
起

に
関
す
る
当
事
者
本
人
の
責
任
に
つ
い

て
の
リ

l
デ
イ
ン
グ
・
ケ
ー
ス
で
あ
る

⑫
最
判
昭
六
三
・
一
・
二
六
が
弁
護
士

の
責
任
に
と
っ
て
も
参
考
に
な
る
。
判

例
⑫
は
、
実
測
清
算
売
買
で
土
地
家
屋

調
査
士
に
対
し
て
過
少
測
量
の
責
任
を

問
題
と
し
た
前
訴
で
誰
が
依
頼
し
指
示

し
て
測
量
し
た
も
の
で
あ
る
か
を
確
認

し
な
い
で
な
さ
れ
た
訴
訟
提
起
が
不
当

訴
訟
と
し
て
責
任
が
あ
る
か
が
問
題
と

な
っ
た
事
案
で
、
提
訴
者
が
主
張
し
た

権
利
等
が
事
実
的
・
法
律
的
根
拠
を
欠

く
も
の
で
あ
る
う
え
、
提
訴
者
が
そ
の

こ
と
を
知
り
ま
た
は
通
常
人
で
あ
れ
ば

容
易
に
知
り
え
た
場
合
等
寸
訴
え
の
提

起
が
裁
判
制
度
の
趣
盲
目
的
に
照
ら
し

て
著
し
く
相
当
性
を
欠
く
し
と
認
め
ら

れ
た
と
き
の
み
責
任
を
負
う
と
判
示
し

た
(
立
。
判
例
⑫
を
弁
護
士
の
責
任
に
あ
て
は

め
る
と
、
依
頼
者
主
張
の
権
利
等
が
事

実
的
・
法
律
的
根
拠
を
欠
く
う
え
、
弁

護
士
に
そ
の
認
識
ま
た
は
認
識
可
能
性

が
あ
る
こ
と
が
要
件
と
な
り
、
依
頼
者

の
認
識
ま
た
は
認
識
可
能
性
は
要
件
と

し
な
く
て
よ
い
で
あ
ろ
う
(
担
。
下
級

審
判
例
も
ほ
ぽ
同
様
の
立
場
を
と
っ
て

お
り
、
弁
護
士
が
依
頼
者
の
言
を
立
証

で
き
れ
ば
訴
訟
物
を
異
に
す
る
か
ら
裁

判
所
が
別
異
の
判
断
を
す
る
可
能
性
が

あ
る
と
し
て
訴
訟
提
起
し
て
も
不
当
訴

訟
に
な
ら
な
い
と
し
た
⑮
東
京
高
判
昭

五
四
・
七
・
二
ハ
や
、
請
求
異
議
訴
訟

の
原
因
と
し
て
相
殺
の
受
働
債
権
が
債

務
不
履
行
に
よ
る
遅
延
損
害
金
で
あ
る

と
主
張
し
、
民
法
五

O
九
条
は
債
務
不

履
行
を
構
成
す
る
事
実
が
同
時
に
不
法

行
為
を
構
成
す
る
場
合
だ
け
で
あ
る
と

考
え
た
こ
と
は
弁
護
士
の
判
断
と
し
て

も
相
当
な
も
の
で
あ
る
か
ら
責
任
が
な

い
と
し
た
⑮
京
都
地
判
平
三
・
四
・
二

三
が
あ
る
。
ま
た
、
依
頼
者
が
約
束
手

形
を
所
持
し
て
い
て
そ
の
取
立
て
を
依

頼
さ
れ
す
で
に
弁
済
消
滅
し
て
い
る
こ

と
を
知
ら
ず
に
仮
差
押
を
行
な
っ
た
と
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し
で
も
弁
護
士
に
は
責
任
が
な
い
と
し

た
⑩
東
京
地
判
昭
四
九
・
三
・
一
三

は
、
依
頼
者
は
明
ら
か
に
不
当
訴
訟
の

責
任
を
負
う
べ
き
事
案
で
あ
っ
た
の

で
、
や
は
り
弁
護
士
と
依
頼
者
の
責
任

を
区
別
し
て
独
立
に
考
え
て
い
る
。

ゆ
そ
の
他

遺
言
執
行
者
に
指
定
さ
れ
た
弁
護
士

が
遺
言
が
無
効
だ
っ
た
場
合
に
、
受
遺

者
に
そ
の
旨
を
告
げ
遺
産
に
対
し
て
の

権
利
行
使
の
機
会
を
失
わ
せ
な
い
よ
う

に
す
る
義
務
を
負
っ
て
い
た
と
し
て
責

任
を
認
め
た
⑪
東
京
地
判
昭
六
一
・
一

・
二
八
、
弁
護
士
が
建
物
の
持
分
の
帰

属
が
確
定
す
る
ま
で
は
建
物
を
取
り
駿

さ
な
い
旨
の
和
解
に
関
与
し
な
が
ら
、

建
物
を
取
り
段
す
こ
と
を
察
知
し
な
が

ら
委
任
に
基
づ
き
建
物
を
売
却
し
た
こ

と
は
和
解
の
相
手
方
に
責
任
が
あ
る
と

し
た
⑫
東
京
地
判
昭
六
二
・
一

0
・一

五
等
が
あ
る
。

名
誉
侵
害
型
や
不
当
訴
訟
型
の
人
的

範
囲
は
相
手
方
な
い
し
相
手
方
弁
護
士

で
あ
り
、
そ
の
他
の
類
型
も
そ
れ
に
準

ず
る
人
的
範
囲
で
あ
る
こ
と
は
、
第
三

者
に
対
す
る
責
任
が
基
本
的
に
は
一
定

の
人
的
範
囲
に
対
す
る
も
の
と
構
成
す

る
方
向
を
示
唆
し
て
い
る
。

四

今
後
の
方
向
性

弁
護
士
活
動
の
類
型
化

弁
護
士
の
専
門
家
責
任
の
今
後
の
方

向
性
と
し
て
は
、
拡
大
化
現
象
が
顕
著

な
弁
護
士
活
動
領
域
に
あ
わ
せ
て
活
動

類
型
ご
と
に
依
頼
者
や
第
三
者
と
の
関

係
を
考
え
て
い
く
必
要
が
あ
ろ
う
。
た

と
え
ば
、
証
券
発
行
に
さ
い
し
て
作
成

し
た
書
類
に
過
誤
が
あ
れ
ば
、
そ
れ
を

信
頼
し
た
投
資
家
へ
の
責
任
が
問
題
に

な
る
し
、
遺
言
書
や
融
資
関
係
書
類
に

過
誤
が
あ
っ
て
無
効
と
な
れ
ば
受
遺
者

や
金
融
機
関
へ
の
責
任
が
問
題
と
な
る

し
、
株
主
総
会
の
指
導
で
は
株
主
全
員

に
対
す
る
責
任
も
問
題
に
な
っ
て
こ
よ

う
。
依
頼
者
と
の
法
律
関
係
も
活
動
類

型
に
即
し
て
構
成
す
る
必
要
が
あ
る

し
、
責
任
を
負
う
第
三
者
の
人
的
範
囲

も
同
様
で
あ
ろ
う
。

一
つ
の
試
論
と
し
て
は
、
ま
ず
弁
護

士
活
動
が
通
常
の
場
合
の
よ
う
に
独
立

的
活
動
で
あ
る
の
か
、
社
内
弁
護
士
な

い
し
そ
れ
に
準
ず
る
よ
う
な
関
係
の
場

合
の
よ
う
に
非
独
立
的
活
動
で
あ
る
の

か
分
け
て
み
る
乙
と
が
考
え
ら
れ
る
。

後
者
は
雇
用
に
近
い
類
型
で
あ
る
が
、

第
三
者
に
対
す
る
関
係
で
は
雇
用
し
た

会
社
に
使
用
者
責
任
が
生
じ
る
う
え
、

会
社
と
の
関
係
で
も
会
社
の
規
律
に
服

す
る
関
係
上
、
独
立
的
活
動
の
場
合
の

よ
う
に
重
い
責
任
を
負
わ
せ
ら
れ
る
べ

き
で
は
な
い
だ
ろ
う
。
前
者
の
独
立
的

活
動
の
場
合
に
は
、
通
常
は
委
任
な
い

し
準
委
任
の
関
係
を
依
頼
者
と
の
聞
で

有
す
る
が
、
書
類
作
成
自
体
を
目
的
と

す
る
よ
う
な
場
合
に
は
請
負
な
い
し
請

負
と
の
混
合
契
約
的
な
関
係
を
依
頼
者

と
の
聞
に
有
す
る
。
し
か
し
、
請
負
な

い
し
請
負
と
の
混
合
契
約
的
な
類
型
で

も
、
依
頼
者
と
の
聞
の
高
度
の
信
頼
関

係
を
考
慮
す
る
と
、
す
べ
て
請
負
の
規

定
で
処
理
す
る
の
は
適
当
で
は
な
く
委

任
の
規
定
も
か
な
り
準
用
す
べ
き
で
は

な
い
か
と
思
わ
れ
る
。

新
た
な
法
理
論
構
成
の
可
能
性

同
時
に
、
弁
護
士
の
伝
統
的
な
活
動

領
域
で
あ
る
訴
訟
(
債
権
回
収
等
も
含

め
て
)
に
つ
い
て
も
、
前
訴
の
弁
護
士

の
活
動
に
過
誤
が
あ
る
と
判
断
す
る
判

断
基
準
を
も
っ
と
発
達
さ
せ
て
い
か
な

い
と
、
今
後
続
発
す
る
か
も
し
れ
な
い

弁
護
士
の
技
術
が
悪
か
っ
た
た
め
に
敗

訴
し
た
と
い
う
近
時
の
医
療
過
誤
訴
訟

に
類
似
す
る
寸
訴
訟
内
訴
訟
L

な
い
し

寸
リ
タ
ー
ン
マ
ッ
チ
訴
訟
L

の
処
理
に

困
難
を
き
た
そ
う
。

そ
れ
に
関
連
し
て
、
弁
護
士
の
責
任

が
肯
定
さ
れ
た
場
合
の
損
害
賠
償
額
の

算
定
の
問
題
も
生
じ
て
く
る
。
訴
訟
は

多
数
の
訴
訟
行
為
の
積
み
重
ね
に
よ
る

も
の
で
あ
っ
て
、
最
終
的
な
結
果
の
予

測
は
困
難
で
あ
り
、
単
純
な
上
訴
期
間

の
徒
過
と
い
う
場
合
で
も
上
訴
す
れ
ば

勝
訴
で
き
た
と
い
う
保
障
は
ま
っ
た
く

な
い
。
多
く
の
場
合
慰
謝
料
に
よ
ら
ざ

る
を
え
な
い
と
し
て
も
、
単
純
な
精
神

的
ダ
メ
ー
ジ
だ
け
で
な
く
機
会
利
益
喪

失
に
よ
る
財
産
的
損
害
を
カ
バ
ー
す
る

慰
謝
料
の
算
定
と
い
う
問
題
に
な
っ
て

こ
よ
う
。
逆
に
、
書
類
作
成
を
目
的
と

す
る
活
動
に
つ
い
て
は
財
産
的
損
害
の

算
定
は
容
易
で
あ
る
が
、
損
害
額
が
膨

大
な
も
の
に
な
っ
て
く
る
の
で
履
行
確

保
を
図
る
必
要
が
あ
ろ
う
。

そ
の
意
味
で
は
、
弁
護
士
の
原
則
的

な
活
動
類
型
で
あ
る
委
任
型
に
お
け
る

依
頼
者
と
の
法
的
紛
争
の
処
理
に
つ
い

て
も
新
た
な
法
理
論
構
成
を
発
達
さ
せ

て
い
く
必
要
が
存
在
す
る
と
い
え
る
。

そ
の
新
た
な
法
理
論
構
成
の
方
向
性
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は
、
弁
護
過
誤
と
損
害
と
の
因
果
関
係

が
明
確
で
損
害
全
額
に
つ
い
て
責
任
を

肯
定
で
き
る
場
合
を
別
と
し
て
、
民
事

裁
判
を
受
げ
る
権
利
(
個
別
的
に
は
、

た
と
え
ば
上
訴
を
す
る
権
利
と
構
成
で

き
る
こ
と
も
多
い
だ
ろ
う
)
の
侵
害
と

い
う
機
会
利
益
の
喪
失
を
正
面
か
ら
と

ら
え
た
理
論
構
成
で
あ
り
、
慰
謝
料
に

よ
る
救
済
よ
り
も
直
接
的
に
問
題
の
本

質
を
と
ら
え
て
い
る
だ
ろ
う
。
そ
の
場

合
の
損
害
賠
償
額
は
、
機
会
利
益
の
喪

失
を
何
ら
か
の
形
で
合
理
的
に
計
算
し

た
、
た
と
え
ば
、
上
訴
に
よ
る
勝
訴
確

率
を
か
け
た
も
の
や
、
そ
の
後
の
法
的

目
的
の
実
現
に
要
す
る
費
用
(
弁
護
士

費
用
そ
の
他
)
と
い
う
こ
と
に
な
っ
て

く
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
(
場
合
に

よ
っ
て
は
裁
判
所
の
裁
量
で
算
定
し
て

も
よ
い
だ
ろ
う
)
。
こ
の
点
に
お
い
て

参
考
に
な
る
最
近
の
判
例
に
、
依
頼
者

に
対
す
る
も
の
と
し
て
⑮
大
阪
地
判
平

五
・
九
・
二
七
、
依
頼
者
に
近
い
第
三

者
に
対
す
る
も
の
と
し
て
判
例
⑪
が
あ

る。
判
例
⑮
は
、
弁
護
士
の
専
門
家
責
任

の
具
体
的
内
容
(
法
律
相
談
を
受
ザ
た

後
依
頼
さ
れ
た
の
に
受
任
し
な
い
な
ら

す
ぐ
に
連
絡
し
な
か
っ
た
り
、
明
渡
仮

処
分
で
は
現
実
の
占
有
者
を
相
手
方
に

加
え
な
け
れ
ば
善
管
注
意
義
務
違
反
に

な
る
な
ど
)
に
つ
き
判
示
し
て
い
る
の

み
な
ら
ず
、
そ
の
債
務
不
履
行
責
任
は

民
事
裁
判
を
受
け
る
権
利
な
い
し
裁
判

上
の
救
済
手
続
を
受
付
る
権
利
の
侵
害

で
あ
る
と
し
て
、
そ
の
後
の
法
的
権
利

の
実
現
に
要
し
た
費
用
(
弁
護
士
費

用
)
を
損
害
額
と
し
て
認
定
し
て
い

る
。
判
例
⑪
の
概
要
は
前
述
し
た
が
、

自
己
の
権
利
主
張
の
機
会
を
失
し
た
こ

と
を
損
害
と
し
、
原
告
の
落
ち
度
も
割

酌
し
た
う
え
で
原
告
が
損
失
し
た
相
続

額
の
一
部
賠
償
を
命
じ
て
い
る
。
い
ず

れ
も
、
原
告
の
損
害
の
算
定
が
困
難
な

場
合
で
あ
る
が
、
機
会
利
益
の
喪
失
を

正
面
か
ら
認
め
よ
う
と
し
て
い
る
点
で

注
目
に
値
す
る
。

こ
の
よ
う
に
現
実
の
損
害
が
明
確
で

は
な
く
一
定
水
準
の
弁
護
士
と
し
て
の

役
務
を
提
供
し
な
か
っ
た
こ
と
の
期
待

利
益
(
期
待
権
)
の
侵
害
で
あ
る
場
合

に
は
、
弁
護
士
を
含
め
た
専
門
家
の
職

務
の
誠
実
性
(
信
認
関
係
)
か
ら
生
ず

る
信
認
義
務
違
反
に
よ
る
無
形
損
害
の

賠
償
と
い
う
性
格
が
強
く
な
る
。
さ
ら

に
、
一
般
化
す
れ
ば
、
無
形
の
役
務
提

供
型
の
債
務
に
共
通
す
る
契
約
法
上

(
あ
る
い
は
第
三
者
と
の
関
係
)
の
理

論
が
ま
さ
に
そ
こ
で
は
問
題
と
な
っ
て

い
る
の
で
あ
っ
て
、
従
来
の
給
付
提
供

型
中
心
の
契
約
法
や
不
法
行
為
法
の
理

論
を
修
正
し
、
新
た
に
役
務
提
供
型
債

務
の
た
め
の
契
約
理
論
や
第
三
者
と
の

関
係
の
理
論
の
構
築
が
求
め
ら
れ
て
い

る
と
い
う
見
方
も
可
能
で
あ
ろ
う
。

(
1
)

加
藤
新
太
郎
・
弁
護
士
役
割
論

(
弘
文
堂
・
平
四
)
五

O
頁
以
下
、
下
森

定
寸
日
本
法
に
お
け
る
『
専
門
家
の
契

約
責
任
』
L

川
井
健
編
・
専
門
家
の
責

任
(
日
本
評
論
社
・
平
五
)
四

O
頁、

斎
藤
秀
夫
H
桜
田
勝
義

2
汗
護
士
の
職

務
執
行
に
伴
う
私
法
上
の
責
任
|
|
ア

メ
リ
カ
に
お
け
る
自
由

-vzn片
付
巾
の
法

理
」
民
事
訴
訟
の
法
理
(
敬
文
堂
・
昭

四
O
)
七
三
七
頁
。

(
2
)

わ
が
国
の
登
録
弁
護
士
数
は
、
一

九
九
三
年
七
月
一
日
現
在
で
一
五
、

O

四
四
人
(
準
会
員
お
よ
び
外
国
法
事
務

弁
護
士
を
含
む
)
で
あ
り
、
実
働
数
は

そ
れ
よ
り
少
な
く
一
四
、

0
0
0人
前

後
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
に
対
し
て
、
ア
メ

リ
カ
は
一
九
九
三
年
に
九
O
万
人
を
超

え
今
世
紀
終
わ
り
に
は
一

O
O万
人
を

突
破
す
る
と
い
わ
れ
て
い
る
。
人
口
比

で
も
、
ア
メ
リ
カ
は
わ
が
国
の
三

O
倍

以
上
の
弁
護
士
数
で
あ
り
、
こ
の
法
曹

密
度
の
差
は
弁
護
過
誤
訴
訟
の
提
起
数

の
差
に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
る

で
あ
ろ
う
。

(3)

近
時
の
司
法
試
験
改
革
の
結
果
、

合
格
者
数
は
約
五

O
O名
か
ら
約
七

O

O
名
に
四

O
%
ア
ッ
プ
し
て
い
る
が
、

任
官
者
数
が
あ
ま
り
変
わ
ら
な
い
と
す

る
と
、
弁
護
士
の
供
給
数
は
従
来
よ
り

も
五

O
%以
上
ア
ッ
プ
す
る
は
ず
で
あ

る
。
ま
た
、
外
国
法
事
務
弁
護
士
に
つ

い
て
は
日
米
構
造
協
議
や
ガ
ッ
ト
協
議

の
対
象
と
さ
れ
た
結
果
、
日
本
人
弁
護

士
と
の
共
同
事
業
が
認
め
ら
れ
た
(
仲

裁
代
理
も
将
来
認
め
ら
れ
る
と
思
わ
れ

る
)
こ
と
も
あ
り
、
活
動
領
域
の
拡
大
に

伴
う
数
的
増
加
も
十
分
予
想
さ
れ
る
。

(
4
)

西
嶋
梅
治
「
プ
ロ
プ
エ
ツ
シ
ヨ
ナ

ル
・
ラ
イ
ア
ビ
リ
テ
ィ
・
イ
ン
シ
ュ
ア

ラ
ン
ス
の
基
本
問
題
」
現
代
損
害
賠
償

法
講
座
8

(
日
本
評
論
社
・
昭
四
八
)

一
四
一
頁
以
下
。

(
5
)

加
藤
・
前
掲
注

(
1
)
五
頁
以

下
、
石
川
明
寸
弁
護
士
の
基
本
的
性
格

に
関
連
し
て
L

民
事
法
の
諸
問
題
(
一

粒
社
・
昭
六
二
)
三
九
四
頁
、
伊
藤
員

寸
弁
護
士
と
当
事
者
L

講
座
民
事
訴
訟

3
(
弘
文
堂
・
昭
五
九
)
一
一
八
頁

等。
(6)

代
表
的
な
も
の
と
し
て
、
我
妻
栄

-
債
権
各
論
中
一
一
(
岩
波
書
店
・
昭
三

七
)
六
八
七
頁
、
来
栖
三
郎
・
契
約
法

(
有
斐
閣
・
昭
四
九
)
五

O
四
頁
、
星

野
英
一
・
民
法
概
論
W
(
良
書
普
及
会

・
昭
五
二
二
七
二
頁
、
三
ヶ
月
章
・

民
事
訴
訟
法
(
有
斐
閣
・
昭
三
四
)
二

O
一
頁
、
新
堂
幸
司
・
民
事
訴
訟
法

〔
第
二
版
補
正
版
〕
(
弘
文
堂
・
平
二
)
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一
二
七
頁
等
。

(7)

中
川
高
男
「
受
任
者
の
善
管
注
意

義
務
」
契
約
法
大
系
W
(有
斐
閣
・
昭

三
八
)
二
六
七
頁
。

(8)

斉
藤
H
桜
田
・
前
掲
注

(
1
)
七

一
七
頁
以
下
。

(9)

国
選
弁
護
人
に
つ
い
て
重
要
な
法

律
問
題
は
、
選
任
や
解
任
あ
る
い
は
辞

任
で
あ
り
、
こ
れ
ら
の
問
題
の
処
理
に

あ
た
っ
て
は
単
純
な
委
任
と
考
え
る
だ

け
で
は
不
十
分
で
、
弁
護
士
の
公
共
的

責
任
も
問
題
に
な
っ
て
く
る
(
弁
護
士

の
誰
か
が
国
選
弁
護
人
に
な
る
必
要
が

あ
る
た
め
)
。
小
林
充
1

国
選
弁
護
人

に
関
す
る
諸
問
題
」
法
曹
時
報
三
五
巻

五
号
八
一
二
頁
以
下
(
昭
四
八
)

0

(
叩
)
岡
孝
寸
弁
護
士
の
責
任
」
専
門
家

の
責
任
(
日
本
評
論
社
・
平
五
)
一
一

O

七
頁
は
、
同
様
の
問
題
意
識
か
ら
、
弁

護
士
業
務
の
請
負
的
側
面
に
つ
き
近
時

の
ド
イ
ツ
法
の
動
向
を
紹
介
す
る
。

(
日
)
加
藤
・
前
掲
注

(
1
)
九
頁
以

下
、
福
原
忠
男
・
増
補
弁
護
士
法
(
第

一
法
規
・
平
二
)
四
五
頁
、
伊
藤
員
・

前
掲
注
(
5
)
一
二
三
頁
。

(
ロ
)
鈴
木
重
勝

2
汁
護
士
の
民
事
責

任
L

判
例
研
究
・
取
引
と
損
害
賠
償

(
商
事
法
務
研
究
会
・
平
元
)
二
五
六

頁。
(
日
)
円
谷
峻
1

日
本
法
に
お
げ
る
『
専

門
家
の
不
法
行
為
責
任
E
専
門
家
の

責
任
(
日
本
評
論
社
・
平
五
)
六
九
頁

も
、
誠
実
義
務
を
媒
介
と
し
て
、
一
定

の
関
係
か
ら
専
門
家
と
し
て
の
高
度
の

信
頼
を
寄
せ
る
こ
と
が
正
当
だ
と
評
価

さ
れ
る
者
と
の
関
係
で
は
一
種
の
信
認

関
係
(
同
区

R
S司
吋
巴
丘
町
O
ロ
)
が
あ
る

こ
と
を
理
由
に
、
契
約
関
係
に
あ
る
場

合
と
同
等
の
注
意
義
務
を
認
め
る
。

(M)

加
藤
・
前
掲
注

(
1
)
七
八
頁
・

一
二
六
頁
。

(
日
)
手
嶋
豊
「
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
弁

護
士
の
依
頼
人
に
対
す
る
民
事
責
任
の

展
開
L

判
タ
六
一
三
号
二
六
頁
以
下

(
昭
六
ご
。

(
日
)
判
例
は
、
代
理
人
弁
護
士
が
判
決

の
送
達
を
ま
っ
た
く
知
ら
な
か
っ
た
場

合
で
も
事
務
員
や
法
律
事
務
所
の
勤
務

弁
護
士
が
知
っ
て
い
れ
ば
、
「
(
当
事
者

の
)
責
に
帰
す
べ
か
ら
ざ
る
事
由
に
困

り
」
上
訴
を
追
完
す
る
こ
と
(
民
訴
法

一
五
九
条
)
を
許
さ
な
い
(
最
判
昭
二

四
・
四
・
一
二
民
集
三
巻
四
号
九
七

頁
、
最
判
昭
二
七
・
八
・
ニ
二
民
集
六

巻
八
号
七

O
七
頁
。
後
者
は
裁
判
所
書

記
官
が
執
行
吏
に
判
決
正
本
を
託
し
た

と
の
誤
っ
た
言
明
が
あ
っ
た
と
も
恩
わ

れ
る
事
案
だ
が
、
追
完
を
許
さ
ず
)

0

こ
れ
に
対
し
て
、
最
判
昭
四
六
・
四
・

二
O
判
時
六
三

O
号
六
四
頁
は
、
弁
護

士
が
所
属
弁
護
士
会
を
送
達
受
取
人
と

定
め
て
い
た
と
と
ろ
同
弁
護
士
会
が
受

送
達
処
理
手
続
の
終
わ
っ
た
日
を
受
送

達
日
と
す
る
押
印
を
慣
行
と
し
て
い
た

場
合
、
押
印
を
信
頼
し
た
た
め
に
弁
護

士
が
控
訴
期
間
を
徒
過
し
た
と
き
は
控

訴
の
追
完
が
許
さ
れ
る
と
し
て
お
り
、

弁
護
士
の
支
配
圏
内
か
否
か
を
メ
ル
ク

マ
1
ル
に
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。

(
口
)
同
旨
H

鈴
木
重
勝
寸
民
事
訴
訟
に

お
り
る
名
誉
侵
害
(
上
)
L

民
事
研
修

三
六
七
号
二
一
頁
(
昭
六
二
)
、
加
藤

・
前
掲
注

(1)

一
九
七
頁
。
注
釈
民

法
側
(
有
斐
閣
・
昭
四

O
)
一
八
八
頁

〔
五
十
嵐
清
〕
も
、
特
に
悪
意
を
も
っ

て
な
さ
れ
た
発
言
で
な
い
か
ぎ
り
、
原

則
と
し
て
違
法
性
を
阻
却
す
る
と
す

る。
(
国
)
同
判
決
は
、
同
時
に
興
信
所
に
相

手
方
の
身
辺
調
査
を
依
頼
し
そ
の
報
告

書
を
裁
判
所
に
提
出
し
て
も
そ
の
調
査

が
立
証
の
た
め
に
不
可
欠
で
あ
れ
ば
、

正
当
な
弁
護
活
動
の
範
囲
内
で
あ
る
と

も
判
示
し
て
い
る
。

(
叩
)
評
釈
と
し
て
は
、
林
屋
礼
二
・
ジ

ュ
リ
九

O
八
号
五
三
頁
(
昭
六
三
)
、

中
島
弘
雅
・
法
教
九
六
号
五
三
頁
(
昭

六
三
)
、
小
林
秀
之
・
法
セ
ミ
四

O
七

号
一
一
二
頁
(
昭
六
三
)
、
音
村
徳
重

H
松
尾
卓
憲
・
判
タ
六
七
二
号
四
七
頁

(
昭
六
三
)
、
吉
田
邦
彦
・
判
時
二
二

O
O号
(
判
評
三
六
二
号
〕
二

O
一
頁

(
平
元
)
、
栂
善
夫
・
昭
六
三
年
重
要

判
例
解
説
一
一
九
頁
(
平
元
)
、
中
村

隆
之
「
訴
え
の
提
起
と
不
法
行
為
の
成

否
L

判
タ
七
一
八
号
二
二
頁
以
下
(
平

一一)。

(
却
)
加
藤
・
前
掲
注

(
1
)

頁。

(
乙
ば
や
し
・
ひ
で
ゆ
き
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第
八
立
早

建
築
家
の
専
門
家
責
任

建
築
家
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門
性

建
築
家
と
建
築
士

第8章建築家の専門家責任

川
建
築
士
法
上
の
建
築
士

欧
米
で
は
、
医
師
、
弁
護
士
な
ど
と

並
ん
で
、
建
築
家
(
向
。
E
Z
P
R目

。
E
Z
2
p
〉

R
E
Z
E
)
は
、
専
門
家

な
い
し
は
自
由
業
者
と
し
て
、
民
事
責

任
上
も
特
別
な
責
任
を
負
う
も
の
と
考

え
ら
れ
て
い
る
。
わ
が
国
で
は
、
日
常

的
に
は
、
芸
術
性
を
も
っ
た
建
造
物
の

設
計
者
と
い
う
よ
う
な
イ
メ
ー
ジ
で
建

築
家
と
い
う
こ
と
ば
が
使
わ
れ
る
こ
と

が
あ
る
が
、
医
師
法
上
の
医
師
や
弁
護

士
法
上
の
弁
護
士
の
よ
う
に
、
法
律
で

認
め
ら
れ
た
資
格
と
し
て
建
築
家
と
い

う
カ
テ
ゴ
リ
ー
が
あ
る
わ
け
で
は
な

い
。
法
律
上
は
、
建
築
士
法
(
以
下
、

法
)
に
建
築
士
と
い
う
資
格
が
認
め
ら

れ
て
い
る
。

建
築
士
に
は
、
一
級
建
築
士
、
二
級

建
築
士
お
よ
び
木
造
建
築
士
と
い
う
三

種
類
が
あ
る
(
法
二
条
)
。

一
級
建
築
士
は
、
試
験
に
よ
っ
て
建

設
大
臣
が
免
許
を
与
え
る
も
の
で
、
第

三
条
一
項
各
号
に
規
定
す
る
建
築
物

(
延
べ
面
積
五

0
0平
方
メ
ー
ト
ル
を

超
え
る
学
校
、
病
院
、
劇
場
な
ど
の
用

に
供
す
る
建
築
物
、
高
さ
が
二
二
メ
ー

ト
ル
を
超
え
る
木
造
の
建
築
物
、
延
べ

面
積
が
三

0
0平
方
メ
ー
ト
ル
を
超

え
、
高
さ
が
二
二
メ
ー
ト
ル
を
超
え
る

鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
り
の
建
築
物
、

延
べ
面
積
が
一
、

0
0
0平
方
メ
ー
ト

ル
を
超
え
る
二
階
建
て
以
上
の
建
築

名
古
屋
大
学
教
授

森
島
昭
夫

物
、
な
ど
)
の
設
計
ま
た
は
工
事
監
理

を
す
る
こ
と
が
で
き
る
(
法
二
条
二
項
、

三
条
、
四
条
一
項
)
。

つ
ぎ
に
、
二
級
建
築
士
は
、
試
験
に

よ
っ
て
都
道
府
県
知
事
が
免
許
を
与
え

る
も
の
で
、
前
述
し
た
法
三
条
一
項
各

号
に
掲
げ
る
建
築
物
以
外
の
建
築
物
で

あ
っ
て
、
法
三
条
の
二
第
一
項
に
掲
げ

る
建
築
物
(
延
べ
面
積
が
三

0
平
方
メ

ー
ト
ル
を
超
え
る
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト

造
り
の
建
築
物
、
延
べ
面
積
が
一

0
0

平
方
メ
ー
ト
ル
を
超
え
、
ま
た
は
、
三

階
建
以
上
の
建
築
物
、
な
ど
)
の
設
計

ま
た
は
工
事
監
理
を
す
る
こ
と
が
で
き

る
(
法
二
条
三
項
、
二
一
条
の
二
、
四
条
二

項
)
。
な
お
、
一
級
建
築
士
は
、
二
級

建
築
士
が
設
計
・
工
事
監
理
で
き
る
建

築
物
に
つ
い
て
も
設
計
・
工
事
監
理
を

す
る
資
格
が
あ
る
(
法
三
条
一
項
参
照
)
O

こ
れ
に
対
し
て
、
木
造
建
築
士
は
、

試
験
に
よ
っ
て
都
道
府
県
知
事
が
免
許

を
与
え
る
も
の
で
、
延
べ
面
積
が
一

0

0
平
方
メ
ー
ト
ル
以
上
、
三

0
0平
方

メ
ー
ト
ル
未
満
の
木
造
建
築
物
の
設
計

ま
た
は
工
事
監
理
を
す
る
こ
と
が
で
き

る
(
法
二
条
四
項
、
三
条
の
三
、
四
条
二

項
)
。
な
お
、
一
級
建
築
士
と
二
級
建

築
士
は
、
木
造
建
築
士
が
設
計
・
工
事

監
理
で
き
る
建
築
物
に
つ
い
て
も
設
計

・
工
事
監
理
を
す
る
資
格
が
あ
る
(
法

三
条
の
三
第
一
項
)
。

わ
が
国
に
お
け
る
建
築
士
の
数
は
外

国
に
比
べ
て
著
し
く
多
い
と
い
わ
れ
て

い
る
(
1
)
O

一
九
八
八
年
三
月
現
在

で
、
一
級
建
築
士
の
数
が
一
二
万
九
三

七
人
、
二
級
建
築
士
が
四
八
万
六
、
七

三
O
人
、
木
造
建
築
士
が
一
万
一
、
三

六
七
人
で
、
合
計
七

O
万
九
、

O
三
四

人
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

こ
れ
ら
の
建
築
士
の
多
く
は
、
建
築

工
事
を
請
け
負
い
施
工
す
る
建
築
会
社

(
建
築
請
負
会
社
)
に
雇
わ
れ
、
そ
の

設
計
部
門
に
勤
務
し
て
い
る

(
2
)
。
他

方
で
建
築
士
は
、
寸
設
計
、
工
事
監
理
、

建
設
工
事
契
約
に
関
す
る
事
務
、
建
設

工
事
の
指
導
監
督
、
建
築
物
に
関
す
る

調
査
若
し
く
は
鑑
定
又
は
建
築
に
関
す
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る
法
令
若
し
く
は
条
例
に
基
づ
く
手
続

の
代
理
を
行
う
こ
と
を
業
と
し
よ
う
と

す
る
と
き
は
し
一
級
建
築
士
事
務
所
な

ど
の
設
計
監
理
事
務
所
を
設
立
し
て
事

務
所
の
登
録
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

が
、
自
ら
が
建
築
士
で
な
い
者
も
、
建

築
士
を
雇
っ
て
建
築
士
事
務
所
を
開
設

す
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
に
な
っ
て
い

る
(
法
二
三
条
)
。
し
か
し
、
建
築
士
事

務
所
の
な
か
に
は
、
設
計
業
務
の
ほ
か

に
建
築
施
工
を
兼
業
し
た
り
、
建
築
会

社
の
設
計
部
門
で
あ
る
も
の
が
か
な
り

存
在
す
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
(
3
)
O

ま
た
、
も
っ
ぱ
ら
設
計
・
工
事
監
理

を
行
う
建
築
士
事
務
所
で
あ
っ
て
も
、

小
規
模
な
も
の
に
つ
い
て
は
、
日
頃
取

引
の
あ
る
建
築
請
負
会
社
に
依
頼
さ
れ

て
名
目
上
の
設
計
・
工
事
監
理
を
行
な

う
こ
と
も
あ
る
よ
う
で
あ
る
(
4
)
O

建

築
士
法
三
条
や
三
条
の
二
、
三
条
の
三

に
定
め
る
建
築
物
に
つ
い
て
は
、
建
築

物
の
規
模
に
応
じ
た
資
格
を
持
つ
建
築

士
が
設
計
・
工
事
監
理
を
行
わ
れ
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
さ
れ
て
い
る
の
で

(
な
お
建
築
基
準
法
五
条
の
二
)
、
必
要
な

資
格
を
も
っ
た
建
築
士
を
雇
っ
て
い
な

い
建
築
請
負
会
社
は
、
一
級
あ
る
い
は

二
級
建
築
士
に
設
計
監
理
を
委
託
し
て

建
築
確
認
申
請
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
か
ら
で
あ
る
。

ω
建
築
家

わ
が
国
で
は
、

ωで
述
べ
た
よ
う

に
、
法
律
上
は
建
築
家
と
い
う
カ
テ
ゴ

リ
ー
は
な
い
が
、
建
築
士
の
全
国
組
織

の
な
か
に
は
わ
が
国
建
築
士
界
の
最
上

層
の
会
員
か
ら
な
る
日
本
建
築
家
協
会

と
い
う
組
織
が
あ
り
(
そ
の
ほ
か
、
日

本
建
築
士
会
連
合
会
、
全
国
建
築
士
事

務
所
協
会
連
合
会
な
ど
の
組
織
が
あ

る
)
、
そ
こ
で
は
独
立
の
自
由
職
業
人

と
し
て
寸
建
築
家
」
と
い
う
こ
と
ば
が

使
わ
れ
て
い
る
。

日
本
建
築
家
協
会
は
、
建
築
設
計
者

が
建
築
施
工
会
社
に
従
属
す
る
地
位
か

ら
脱
却
し
て
プ
ロ
フ
エ
ツ
シ
ヨ
ン
と
し

て
社
会
に
認
め
ら
れ
る
こ
と
を
め
ざ
し

て
、
昭
和
四
三
年
に
現
行
建
築
士
法
の

改
正
を
め
ぐ
っ
て
建
築
設
計
監
理
業
務

法
案
が
提
案
さ
れ
た
さ
い
に
、
設
計
と

施
工
の
分
離
を
強
力
に
主
張
し
た

(
5
)
O

建
築
設
計
監
理
法
人
を
建
築
請

負
会
社
か
ら
独
立
さ
せ
、
前
者
の
設
計

に
基
づ
い
て
後
者
が
施
工
し
、
そ
れ
を

前
者
が
監
理
す
る
乙
と
に
よ
っ
て
適
切

な
工
事
を
保
証
し
よ
う
と
し
た
の
で
あ

る
。
し
か
し
、
大
手
の
建
設
会
社
は
工

事
の
大
規
模
化
、
工
業
生
産
化
な
ど
に

対
応
し
て
建
設
業
界
の
機
械
化
・
合
理

化
を
進
め
る
た
め
に
、
材
料
・
設
計
・

施
工
を
一
貫
し
て
新
た
な
生
産
体
制
を

確
立
す
る
こ
と
を
主
張
し
て
設
計
施
工

分
離
論
に
反
対
し
、
結
局
、
設
計
監
理

業
務
を
独
立
さ
せ
る
と
い
う
構
想
は
実

現
し
な
か
っ
た
。

わ
れ
わ
れ
の
研
究
会
に
お
い
て
も
、

多
数
か
つ
多
様
な
わ
が
国
の
建
築
士
の

専
門
家
責
任
を
議
論
す
る
の
で
な
く
、

真
に
プ
ロ
フ
エ
ツ
シ
ヨ
ン
の
名
に
値
す

る
建
築
家
を
前
提
に
し
て
考
え
る
べ
き

で
は
な
い
か
と
い
う
意
見
も
あ
っ
た
。

し
か
し
、
ご
く
一
部
に
は
、
高
度
の
能

力
と
技
量
を
持
ち
、
独
占
止
し
て
広
い
裁

量
の
も
と
に
設
計
や
監
理
を
行
っ
て
い

る
建
築
士
が
い
る
こ
と
は
確
か
だ
け
れ

ど
も
、
そ
の
よ
う
な
建
築
設
計
者
と
そ

う
で
な
い
建
築
士
と
を
線
引
き
で
き
る

明
確
な
メ
ル
ク
マ

l
ク
は
な
く
、
ま
た

現
実
に
裁
判
例
に
現
れ
る
建
築
士
は
、

建
築
の
専
門
家
で
あ
る
に
し
て
も
、
必

ず
し
も
高
度
の
能
力
と
技
量
と
を
有
し

て
い
る
と
は
い
い
難
い
の
で
、
現
状
で

は
、
す
べ
て
の
建
築
士
を
前
提
に
し
て

議
論
を
せ
ざ
る
を
得
な
い
の
で
は
な
い

か
と
思
わ
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、
本
稿

で
い
う
建
築
家
は
、
建
築
士
法
上
の
建

築
士
と
同
義
で
あ
る
こ
と
を
ご
了
解
い

た
だ
き
た
い
。

建
築
士
の
業
務

山

設

計

建
築
士
法
は
、
建
築
士
は
「
設
計
、

工
事
監
理
等
の
業
務
を
行
う
」
と
し
て

い
る
(
法
二
条
二
・
三
・
四
項
)
。
そ
し

て
、
建
築
士
の
主
要
な
業
務
の
一
つ
で

あ
る
設
計
と
は
、
「
そ
の
者
(
建
築
士
)

の
責
任
に
お
い
て
、
設
計
図
書
を
作
成

す
る
こ
と
し
を
い
い
、
設
計
図
書
と

は、

1

建
築
物
の
建
築
工
事
実
施
の
た

め
に
必
要
な
図
画
及
び
仕
様
書
L

を
い

う
と
さ
れ
て
い
る
(
法
二
条
五
項
)
。
す

な
わ
ち
、
建
築
士
は
建
築
物
の
構
造
や

工
法
を
構
想
す
る
と
い
う
創
造
的
な
思

考
を
行
な
い
、
そ
の
思
考
・
判
断
の
結

果
を
図
面
上
に
表
し
た
設
計
図
書
を
作

成
す
る
の
が
設
計
で
あ
る
。
し
た
が
っ

て
、
設
計
に
は
、
多
く
の
可
能
な
選
択

肢
の
な
か
か
ら
建
築
物
の
構
造
や
工
法

な
ど
を
寸
そ
の
者
の
責
任
に
お
い
て
」

選
択
す
る
と
い
う
専
門
的
判
断
行
為
が

含
ま
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

建
築
物
の
設
計
に
は
、
設
計
者
の
設

計
思
想
が
盛
ら
れ
る
こ
と
が
あ
り
(
た
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と
え
ば
、
東
洋
風
な
静
寂
さ
・
簡
素
さ

の
表
現
)
、
ま
た
設
計
思
想
を
実
現
す

る
に
は
さ
ま
ざ
ま
な
方
法
が
可
能
で
あ

る
(
た
と
え
ば
、
素
材
に
木
や
竹
を
ふ

ん
だ
ん
に
使
い
、
あ
る
い
は
切
妻
の
瓦

屋
根
、
吹
き
抜
け
の
空
間
を
用
い
る
な

ど
)
。
建
築
物
の
機
能
よ
り
も
美
観
が

重
視
さ
れ
る
と
と
も
あ
る
。
そ
の
意
味

で
は
、
劇
場
、
美
術
館
あ
る
い
は
富
豪

の
居
宅
な
ど
、
特
別
な
建
築
物
の
設
計

に
は
、
設
計
者
の
高
度
の
能
力
と
技
量

が
反
映
さ
れ
、
設
計
者
の
個
性
が
尊
重

さ
れ
て
い
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
建
築
基
準
法
や
地

方
公
共
団
体
の
建
築
条
例
に
は
、
環
境

保
全
や
建
築
物
の
安
全
を
確
保
す
る
た

め
に
建
築
材
料
や
構
造
な
ど
に
つ
い
て

さ
ま
ざ
ま
な
規
制
が
あ
り
、
設
計
は
そ

の
制
約
の
下
で
な
さ
れ
な
げ
れ
ば
な
ら

な
い
(
法
一
八
条
二
項
)
か
ら
、
通
常
の

建
築
物
の
設
計
で
は
、
建
築
士
に
そ
れ

ほ
ど
大
き
な
裁
量
の
余
地
が
あ
る
わ
け

で
は
な
い
。
日
常
的
に
は
、
設
計
者

は
、
工
事
価
格
や
間
取
り
な
ど
に
つ
い

て
建
築
主
の
希
望
を
聞
い
て
、
そ
の
枠

の
範
囲
内
で
、
建
築
基
準
法
な
ど
の
法

令
に
違
反
し
な
い
か
ど
う
か
、
建
築
技

術
上
可
能
か
ど
う
か
、
な
ど
を
判
断
し

て
、
設
計
を
進
め
る
こ
と
に
な
ろ
う
。

し
か
し
そ
の
よ
う
な
場
合
で
あ
っ
て

も
、
建
築
資
材
や
工
法
に
つ
い
て
最
新

の
情
報
を
持
ち
、
さ
ま
ざ
ま
な
条
件
の

下
で
地
盤
調
査
や
強
度
計
算
な
ど
を
行

な
っ
て
き
た
経
験
を
有
す
る
建
築
士

は
、
そ
の
専
門
的
判
断
能
力
や
技
量
に

お
い
て
、
注
文
主
を
は
る
か
に
超
え
る

も
の
が
あ
り
、
注
文
主
は
建
築
士
の
技

術
的
判
断
に
信
頼
を
お
か
ざ
る
を
得
な

ω
工
事
監
理

建
築
士
の
も
う
一
つ
の
主
要
な
業
務

と
し
て
、
工
事
監
理
が
あ
る
。
工
事
監

理
と
は
、
「
そ
の
者
(
建
築
士
)
の
責

任
に
お
い
て
、
工
事
を
設
計
図
書
と
照

合
し
、
そ
れ
が
設
計
図
書
の
と
お
り
に

実
施
さ
れ
て
い
る
か
い
な
い
か
を
確
認

す
る
こ
と
を
い
う
L

(

法
二
条
六
項
)
。

建
築
士
は
、
工
事
請
負
人
(
建
築
請
負

会
社
)
か
ら
独
立
し
た
立
場
で
、
工
事

が
設
計
通
り
行
な
わ
れ
て
い
る
か
ど
う

か
を
チ
ェ
ッ
ク
し
、
「
工
事
が
設
計
図

書
の
と
お
り
に
実
施
さ
れ
て
い
な
い
と

認
め
る
と
き
は
、
直
ち
に
工
事
施
工
者

に
注
意
を
与
え
、
工
事
施
工
者
が
こ
れ

に
従
わ
な
い
と
き
は
、
そ
の
旨
を
建
築

主
に
報
告
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
L

(
法
一
八
条
三
項
)
と
さ
れ
て
い
る
。

建
築
士
法
一
八
条
三
項
の
規
定
は
、

建
築
士
が
建
築
主
の
た
め
に
(
建
築
主

に
代
わ
っ
て
)
専
門
家
と
し
て
工
事
施

工
を
監
視
す
る
こ
と
を
前
提
と
し
て
い

る
。
し
た
が
っ
て
、
建
築
士
が
建
築
工

事
を
施
工
す
る
建
設
会
社
の
従
業
員
で

あ
っ
た
り
、
建
築
士
事
務
所
が
工
事
施

工
も
請
け
負
っ
て
い
る
と
き
は
、
こ
の

よ
う
な
建
築
士
が
行
な
う
工
事
監
理

は
、
一
種
の
利
益
相
反
行
為
と
な
る
危

険
性
を
は
ら
ん
で
い
る
。

こ
の
ほ
か
、
建
築
士
法
で
は
、
建
築

士
が
、
建
築
工
事
契
約
に
関
す
る
事

務
、
建
築
工
事
の
指
揮
監
督
、
建
築
物

に
関
す
る
調
査
ま
た
は
鑑
定
、
建
築
に

関
す
る
法
令
ま
た
は
条
例
に
基
づ
く
手

続
の
代
理
、
な
ど
を
行
う
こ
と
が
予
定

さ
れ
て
い
る
(
法
二
三
条
一
項
参
照
)
。

い
ず
れ
も
建
築
主
の
た
め
に
行
な
う
行

為
で
あ
る
が
、
専
門
的
な
知
識
を
要
す

る
と
は
い
え
、
設
計
に
比
べ
る
と
裁
量

の
余
地
の
少
な
い
行
為
だ
と
い
え
よ

〉フ。

専
門
家
と
し
て
の
建
築
士

山
専
門
家
(
プ
ロ
フ
エ
ツ
シ
ョ
ン
)

前
述
し
た
よ
う
に
、
今
日
の
社
会
で

は
医
師
や
弁
護
士
は
専
門
家
で
あ
る
と

い
わ
れ
る
が
、
建
築
家
も
ま
た
専
門
家

の
カ
テ
ゴ
リ
ー
に
い
ら
れ
て
い
る

(6)
。
そ
れ
で
は
、
ど
の
よ
う
な
特
性

が
あ
る
職
業
が
専
門
家
と
呼
ば
れ
て
い

る
の
で
あ
ろ
う
か
。
西
嶋
梅
治
教
授

は
、
つ
ぎ
の
五
つ
の
要
件
を
備
え
た
職

業
が
専
門
家
(
プ
ロ
フ
エ
ツ
シ
ヨ
ン
)

で
あ
る
と
い
わ
れ
る

(
7
)
。
す
な
わ

ち
、
的
そ
の
業
務
に
つ
い
て
一
般
原
理

が
確
立
し
て
お
り
、
こ
の
理
論
的
知
識

に
基
づ
い
た
技
術
を
修
得
す
る
の
に
長

期
間
の
高
度
の
教
育
と
訓
練
が
必
要
で

あ
る
こ
と
、

ω免
許
資
格
制
度
が
あ
る

こ
と
、
例
職
能
団
体
を
結
成
し
て
そ
の

団
体
が
自
律
性
を
保
持
し
て
い
る
こ

と
、
伺
営
利
性
を
排
除
し
て
何
よ
り
も

利
他
主
義
つ
ま
り
公
共
の
利
益
の
促
進

を
第
一
と
す
る
こ
と
、
同
主
体
性
な
い

し
独
立
性
を
保
ち
、
も
っ
ぱ
ら
自
己
の

良
心
に
従
っ
て
忠
実
に
意
思
決
定
を
す

る
こ
と
、
と
い
う
五
つ
で
あ
る

(
8
)
。

西
嶋
教
授
は
こ
の
五
つ
の
要
素
が
全

部
備
わ
っ
て
い
る
と
き
に
、
は
じ
め
て

プ
ロ
フ
エ
ツ
シ
ヨ
ン
と
し
て
の
資
格
が

認
め
ら
れ
る
と
さ
れ
る
が
、
後
に
述
べ

る
よ
う
に
、
わ
が
国
の
建
築
士
に
は
こ

れ
ら
の
要
素
の
う
ち
い
く
つ
か
の
も
の
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が
欠
け
て
い
る
(
9
)
O

ど
う
い
う
要
件
を
備
え
た
場
合
に
プ

ロ
フ
エ
ツ
シ
ョ
ン
と
呼
ぶ
か
は
、
定
義

の
問
題
で
あ
ろ
う
が
、
西
嶋
教
授
が
あ

げ
る
こ
れ
ら
の
要
件
は
、
聖
職
者
、
医

師
、
弁
護
士
と
い
う
古
く
か
ら
の
プ
ロ

フ
エ
ツ
シ
ヨ
ン
が
も
っ
て
い
た
属
性
で

あ
っ
て
、
専
門
家
の
民
事
責
任
に
つ
い

て
一
般
的
に
考
察
し
よ
う
と
い
う
と
い

う
わ
れ
わ
れ
の
関
心
事
か
ら
は
、
こ
れ

ら
の
要
件
は
沿
革
的
な
も
の
と
し
て
参

考
に
は
な
る
が
、
必
ず
し
も
こ
れ
ら
の

要
件
を
備
え
る
職
業
に
限
定
す
る
必
要

は
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

そ
こ
で
や
や
観
点
を
変
え
て
、
現
代

に
お
け
る
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
・
ラ

イ
ア
ビ
リ
テ
ィ
が
問
題
と
な
っ
て
い
る

当
事
者
の
関
係
を
見
て
み
よ
う
。
今
日

プ
ロ
フ
エ
ツ
シ
ヨ
ン
と
呼
ば
れ
て
い
る

医
師
、
薬
剤
師
、
弁
護
士
、
公
認
会
計

士
、
建
築
家
な
ど
の
職
業
は
、
高
度
に

発
達
し
た
科
学
技
術
の
う
え
に
複
雑
な

社
会
関
係
が
成
り
立
っ
て
い
る
現
代
社

会
で
生
じ
る
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
を
解
決

す
る
た
め
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
分
野
で
高

度
の
知
識
と
技
術
に
基
づ
く
サ

l
ヴ
ィ

ス
を
提
供
し
て
い
る
。
問
題
解
決
に
必

要
な
高
度
の
知
識
と
技
術
は
、
そ
れ
を

修
得
す
る
た
め
に
長
期
間
の
教
育
と
訓

練
を
必
要
と
し
、
ま
た
科
学
や
技
術
の

進
歩
に
対
応
し
て
不
断
の
学
習
が
求
め

ら
れ
る
。
高
度
の
知
識
と
技
術
に
裏
付

け
ら
れ
た
サ

l
ヴ
イ
ス
の
内
容
は
定
型

的
で
は
な
く
、
複
雑
な
状
況
に
応
じ
た

裁
量
的
な
判
断
と
適
切
な
技
術
と
を
必

要
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
他
方
で
、
専

門
的
知
識
や
技
術
を
も
た
な
い
サ

l
ヴ

イ
ス
の
受
げ
手
(
相
手
方
)
は
、
自
分

の
た
め
に
提
供
さ
れ
る
サ

l
ヴ
ィ
ス
の

質
や
内
容
を
評
価
す
る
こ
と
は
で
き
な

い
。
そ
こ
で
相
手
方
は
専
門
家
の
技
量

と
判
断
に
自
己
の
生
命
健
康
や
財
産
的

利
益
を
委
ね
て
、
問
題
を
処
理
し
て
も

ら
う
ほ
か
な
い
。
そ
こ
に
、
相
手
方
の

信
頼
を
受
け
た
専
門
家
が
、
相
手
方
に

代
わ
っ
て
相
手
方
の
最
善
の
利
益
を
実

現
す
る
義
務
(
職
業
倫
理
)
を
負
う
根

拠
が
あ
る
。

こ
こ
で
も
う
一
度
、
プ
ロ
フ
エ
ツ
シ

ヨ
ン
が
活
躍
す
る
場
の
状
況
に
つ
い
て

ま
と
め
て
み
る
と
、
ま
ず
第
一
に
、
サ

l
ヴ
ィ
ス
を
提
供
す
る
側
(
プ
ロ
フ
エ

ツ
シ
ヨ
ン
)
に
は
、
問
題
を
処
理
す
る

た
め
の
高
度
の
知
識
と
技
術
と
が
備
わ

っ
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
第
二

に
、
サ

l
ヴ
ィ
ス
を
必
要
と
す
る
相
手

方
に
は
問
題
を
処
理
す
る
能
力
と
知
識

が
欠
け
て
お
り
、
プ
ロ
フ
エ
ツ
シ
ヨ
ン

の
能
力
・
技
量
と
相
手
方
の
そ
れ
と
の

聞
に
は
大
き
な
格
差
が
存
在
す
る
。
そ

こ
で
第
三
に
、
相
手
方
は
グ
ロ
フ
エ
ツ

シ
ョ
ン
の
判
断
と
技
術
に
問
題
の
処
理

を
委
ね
、
プ
ロ
フ
エ
ツ
シ
ョ
ン
は
、
相

手
方
の
最
善
の
利
益
の
た
め
に
、
相
手

方
の
身
体
や
財
産
的
利
益
に
介
入
す
る

こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。
ち
な
み
に
、

西
嶋
教
授
が
あ
げ
る
要
件
の
う
ち
、

例
、
川
刊
、
例
は
、
プ
ロ
フ
エ
ツ
シ
ョ
ン

の
高
度
の
専
門
的
能
力
と
技
量
の
修
得

と
維
持
に
関
す
る
も
の
で
あ
り
、
料
、

制
は
、
相
手
方
の
最
善
の
利
益
の
た
め

に
行
動
す
る
職
業
倫
理
に
関
す
る
も
の

と
い
う
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
ヲ
。
例

は
、
職
業
倫
理
に
も
関
連
し
て
い
る
。

専
門
家
と
相
手
方
と
の
関
係
を
こ
の

よ
う
な
特
徴
を
も
っ
た
も
の
と
し
て
と

ら
え
る
と
、
専
門
家
の
相
手
方
に
対
す

る
民
事
責
任
を
論
ず
る
場
合
に
も
、
両

者
の
関
係
を
前
提
と
し
て
、
つ
ぎ
の
よ

う
に
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
ま
ず
、

専
門
家
が
高
度
の
専
門
的
判
断
能
力
と

技
術
を
持
ち
、
そ
れ
を
持
っ
て
い
な
い

相
手
方
か
ら
事
務
処
理
を
依
頼
さ
れ
た

と
い
う
事
実
を
前
提
に
す
る
と
、
両
者

の
法
的
な
関
係
が
ど
の
よ
う
に
構
成
さ

れ
る
に
せ
よ
(
委
任
か
請
負
か
、
あ
る

い
は
雇
用
か
)
、
専
門
家
は
高
度
の
注

意
義
務
を
負
う
こ
と
に
な
る
で
あ
ろ

う
。
次
に
、
相
手
方
が
自
分
の
利
益
に

係
わ
る
判
断
を
専
門
家
に
委
ね
て
い
る

と
い
う
事
実
を
前
提
に
す
る
と
、
専
門

家
は
、
相
手
方
の
最
善
の
利
益
の
た
め

に
行
為
を
す
べ
き
で
あ
り
、
第
三
者
や

自
己
の
利
益
を
図
つ
て
は
な
ら
な
い
と

い
う
、
忠
実
義
務
を
負
う
こ
と
に
な

る
。
専
門
家
責
任
を
特
徴
づ
け
る
の

は
、
専
門
家
と
相
手
方
の
社
会
的
な
関

係
を
反
映
し
た
高
度
の
注
意
義
務
と
忠

実
義
務
と
で
あ
る
。

能
見
善
久
教
授
も
そ
の
よ
う
な
考
え

方
を
と
ら
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
能

見
教
授
は
、
専
門
家
責
任
に
お
げ
る
専

門
家
の
法
的
義
務
と
し
て
、
高
度
注
意

義
務
と
忠
実
義
務
の
二
種
類
を
あ
げ
て

(
目
、
前
者
は
、
専
門
家
が
高
度
の
専

門
的
知
識
・
技
能
を
も
っ
て
い
る
こ
と

か
ら
生
じ
る
義
務
で
あ
り
、
後
者
は
、

専
門
家
が
依
頼
者
か
ら
信
認
を
受
け
て

裁
量
的
判
断
を
す
る
こ
と
か
ら
生
じ
る

義
務
で
あ
る
と
す
る
。

し
か
し
、
忠
実
義
務
に
関
し
て
は
、

利
益
相
反
行
為
が
あ
っ
た
場
合
だ
け
で
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は
な
く
、
医
師
が
血
液
型
検
査
を
せ
ず

に
不
適
合
輸
血
を
す
る
な
ど
、
専
門
家

と
し
て
初
歩
的
な
ミ
ス
を
し
た
場
合
に

も
、
依
頼
者
の
信
頼
を
裏
切
る
不
誠
実

な
行
為
が
あ
っ
た
と
し
て
、
忠
実
義
務

違
反
を
認
め
て
い
る
。
忠
実
義
務
違
反

が
あ
る
と
き
に
は
そ
れ
だ
け
で
損
害
賠

償
を
認
め
よ
う
と
す
る
能
見
教
授
の
解

釈
に
よ
れ
ば
、
依
頼
者
の
利
益
に
反
す

る
不
誠
実
な
行
為
が
あ
っ
た
と
き
に
は

そ
れ
だ
け
で
債
務
不
履
行
と
し
て
損
害

賠
償
を
認
め
る
こ
と
に
な
る
が
、
不
誠

実
な
行
為
か
ら
具
体
的
な
損
害
が
発
生

し
て
い
な
い
と
き
は
、
慰
謝
料
が
認
め

ら
れ
る
こ
と
に
な
る
の
で
あ
ろ
う
。

と
こ
ろ
が
、
高
度
の
注
意
義
務
違
反

の
場
合
に
も
、
専
門
家
は
な
す
べ
き
こ

と
を
怠
っ
て
依
頼
者
の
信
頼
に
反
し
て

い
る
の
で
あ
る
が
、
能
見
教
授
に
よ
れ

ば
、
こ
の
場
合
に
は
具
体
的
な
損
害
の

発
生
が
要
求
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
か

ら
、
高
度
注
意
義
務
違
反
の
場
合
と
い

わ
ゆ
る
不
誠
実
行
為
の
場
合
と
で
バ
ラ

ン
ス
を
失
す
る
こ
と
に
な
る
の
で
は
な

い
だ
ろ
う
か
。
や
は
り
、
忠
実
義
務
違

反
は
、
こ
れ
ま
で
と
同
じ
く
、
利
益
相

反
行
為
な
ど
、
第
三
者
や
専
門
家
本
人

の
利
益
を
図
つ
て
な
さ
れ
た
行
為
に
限

る
ほ
う
が
よ
い
よ
う
に
思
う
。
忠
実
義

務
違
反
が
あ
っ
た
と
き
は
、
高
度
の
注

意
義
務
を
果
た
し
て
い
た
と
し
て
も
、

債
務
不
履
行
と
し
て
損
害
賠
償
を
な
す

べ
き
で
あ
り
、
も
し
具
体
的
な
損
害
が

な
け
れ
ば
、
慰
謝
料
を
支
払
う
べ
き
で

あ
ろ
う
。
た
と
え
ば
、
イ
ン
フ
ォ
ー
ム

ド
・
コ
ン
セ
ン
ト
が
な
い
ま
ま
手
術
が

行
な
わ
れ
た
場
合
に
は
、
高
度
の
注
意

義
務
を
果
た
し
て
手
術
が
行
な
わ
れ
て

成
功
し
た
と
し
て
も
、
慰
謝
料
の
支
払

が
な
さ
れ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
な
お
、

イ
ン
フ
ォ
ー
ム
ド
・
コ
ン
セ
ン
ト
の
法

理
は
、
従
来
治
療
法
の
選
択
は
医
師
の

裁
量
に
委
ね
ら
れ
て
い
た
と
こ
ろ
を
、

患
者
の
利
益
は
患
者
自
ら
の
判
断
で
決

定
す
る
と
い
う
考
え
方
に
よ
っ
て
、
患

者
の
利
益
の
た
め
に
判
断
す
る
医
師
の

裁
量
権
を
制
限
し
た
も
の
で
あ
る
。

ω
理
念
と
現
実

建
築
家
に
つ
い
て
も
、
高
度
の
専
門

的
知
識
と
技
術
に
支
え
ら
れ
て
広
い
裁

量
権
を
持
ち
、
建
築
主
の
利
益
の
た
め

に
独
立
し
て
設
計
・
工
事
監
理
に
あ
た

る
専
門
家
で
あ
る
と
い
わ
れ
て
い
る

立
)
。
し
か
し
、
現
実
に
は
、
一
般
の

建
築
士
は
必
ず
し
も
そ
う
で
は
な
い
よ

う
に
思
わ
れ
る
。

前
に
述
べ
た
よ
う
に
、
わ
が
国
の
建

築
士
の
数
は
総
計
で
七

O
万
人
を
超
え

て
い
る
。
そ
の
数
は
個
人
業
者
を
含
む

建
築
業
者
の
総
数
が
五
一
五
、
四

O
O

こ
九
九
一
年
現
在
)
で
あ
る
の
と
比

べ
て
も
か
な
り
の
数
と
い
え
る
で
あ
ろ

う
し
、
他
の
専
門
家
、
た
と
え
ば
、
医

師
二
一
一
、
七
九
七
人
、
歯
科
医
師
七

回、

O
二
八
人
、
薬
剤
師
一
五

O
、
六

二
七
人
(
以
上
一
九
九

O
年
現
在
)
、

弁
護
士
一
四
、
九
六
二
人
(
一
九
九
三

年
現
在
)
と
比
べ
る
と
、
著
し
く
多
い

五
)
。
こ
れ
だ
け
の
数
の
建
築
士
の
す

べ
て
が
長
期
間
の
専
門
的
教
育
と
訓
練

を
受
け
、
高
度
の
専
門
的
知
識
と
技
術

を
修
得
し
て
い
る
と
は
と
う
て
い
考
え

ら
れ
な
い
。
な
か
に
は
建
築
士
に
予
定

さ
れ
た
高
度
の
注
意
義
務
を
果
た
す
だ

げ
の
専
門
的
能
力
や
技
術
を
持
た
な
い

者
も
含
ま
れ
て
い
る
で
あ
ろ
う
。

ま
た
、
建
築
士
の
業
務
形
態
か
ら
み

て
も
、
前
述
の
よ
う
に
、
そ
の
多
く
は

独
立
の
業
務
を
行
な
っ
て
い
る
の
で
は

な
く
、
建
築
請
負
施
工
を
行
な
う
建
築

会
社
に
勤
務
し
て
、
そ
の
指
揮
監
督
下

で
働
い
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
ま
た
建

築
士
が
建
築
士
事
務
所
を
開
設
し
て
い

る
場
合
で
あ
っ
て
も
、
建
築
基
準
法
上

建
築
確
認
申
請
の
さ
い
に
設
計
・
工
事

監
理
者
と
し
て
建
築
士
の
名
前
を
記
載

す
る
必
要
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
請
負
施

工
に
あ
た
る
建
築
会
社
に
依
頼
さ
れ
て

建
築
士
が
名
目
上
設
計
・
工
事
監
理
業

務
を
行
な
う
場
合
が
あ
る
。
こ
れ
ら
の

場
合
に
は
、
建
築
士
は
む
し
ろ
請
負
施

工
会
社
の
サ
イ
ド
に
あ
り
、
と
く
に
工

事
監
理
に
あ
た
っ
て
は
施
工
者
に
対
し

て
厳
格
な
チ
ェ
ッ
ク
を
す
る
こ
と
が
難

し
い
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。

建
築
士
が
施
工
会
社
の
一
員
で
あ
っ
た

り
、
施
工
会
社
の
ダ
ミ
ー
で
あ
る
場

合
、
あ
る
い
は
施
工
会
社
の
口
利
き
で

建
築
主
と
設
計
・
工
事
監
理
契
約
を
し

た
場
合
に
は
、
建
築
士
は
、
現
実
に
は

建
築
会
社
の
意
向
を
無
視
で
き
な
い
で

あ
ろ
う
し
、
建
築
主
、
建
築
士
、
建
築

請
負
会
社
と
い
う
三
者
関
係
に
お
い

て
、
建
築
士
が
建
築
主
の
最
善
の
利
益

の
た
め
に
設
計
・
工
事
監
理
が
で
き
る

構
造
に
な
っ
て
い
な
い
。
建
築
主
に
対

し
て
は
最
初
か
ら
利
益
相
反
関
係
に
あ

り
、
忠
実
義
務
違
反
を
犯
す
お
そ
れ
が

あ
る
。以
上
述
べ
て
き
た
よ
う
に
、
建
築
士

全
体
を
み
た
場
合
に
、
す
べ
て
の
建
築

士
が
専
門
家
と
し
て
要
求
さ
れ
る
高
度
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の
知
識
と
技
術
を
修
得
し
て
い
る
と
は

い
え
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
だ
け
で
な

く
、
そ
の
業
務
形
態
に
お
い
て
も
、
必

ず
し
も
建
築
士
が
建
築
主
の
最
善
の
利

益
の
た
め
に
業
務
を
行
な
う
構
造
に
な

っ
て
い
な
い
場
合
が
あ
る
。
と
こ
ろ

が
、
建
築
に
は
高
度
の
専
門
的
知
識
技

術
が
必
要
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

建
築
主
に
は
自
ら
建
築
を
行
な
う
だ
け

の
知
識
技
能
が
欠
け
て
い
る
か
ら
、
ど

う
し
て
も
専
門
家
と
し
て
の
建
築
士
に

は
高
度
の
注
意
義
務
が
要
求
さ
れ
る
こ

と
に
な
る
。
そ
し
て
、
同
時
に
、
建
築

主
に
代
わ
っ
て
そ
の
最
善
の
利
益
の
た

め
に
行
動
す
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
。

わ
が
国
の
現
実
と
理
念
と
の
聞
に
は

ギ
ャ
ッ
プ
が
あ
る
が
、
建
築
主
が
専
門

的
知
識
・
技
術
に
基
づ
く
裁
量
的
判
断

を
建
築
士
に
委
ね
ざ
る
を
得
な
い
と
い

う
事
実
が
あ
る
以
上
、
建
築
士
に
専
門

家
と
し
て
の
責
任
を
課
す
こ
と
に
よ
っ

て
、
建
築
士
全
体
の
資
質
の
向
上
を
望

む
ほ
か
な
い
の
で
あ
ろ
う
五
)
。

注
文
主
に
対
す
る

責
任

契
約
責
任
と
不
法
行
為
責
任

契
約
責
任
|
|
一
請
負
契
約
説
と
準

委
任
契
約
説

約
建
築
家
と
注
文
主
と
の
聞
の
契

約
建
築
家
の
行
な
う
業
務
は
、
先

に
述
べ
た
と
お
り
、
主
と
し
て
設
計
お

よ
び
工
事
監
理
で
あ
る
が
、
そ
れ
ら
の

業
務
は
建
築
主
と
い
わ
れ
る
注
文
主
と

の
聞
の
契
約
に
基
づ
い
て
行
な
わ
れ
る

の
が
普
通
で
あ
る
。

他
方
、
建
築
家
は
建
築
確
認
申
請
を

す
る
資
格
の
な
い
建
築
工
事
請
負
人
に

依
頼
さ
れ
て
形
式
的
に
設
計
・
工
事
監

理
を
行
な
う
こ
と
も
あ
る
よ
う
だ
が
、

そ
の
さ
い
、
建
築
工
事
請
負
人
の
斡
旋

に
よ
っ
て
注
文
主
と
の
間
で
直
接
契
約

が
締
結
さ
れ
る
場
合
も
あ
れ
ば
、
単
に

建
築
工
事
請
負
人
か
ら
依
頼
さ
れ
る
だ

け
で
注
文
主
と
の
聞
に
は
契
約
関
係
が

設
定
さ
れ
な
い
場
合
も
あ
る
と
い
う
こ

と
で
あ
る

(M)
。

ま
た
、
契
約
の
内
容
と
し
て
は
、
設

計
だ
り
を
依
頼
す
る
も
の
、
工
事
監
理

(1) 

だ
け
を
依
頼
す
る
も
の
、
そ
し
て
設
計

と
工
事
監
理
を
と
も
に
依
頼
す
る
も
の

が
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
が
、
建
築

家
と
し
て
は
、
設
計
を
す
る
の
が
本
来

の
業
務
と
い
う
べ
き
で
あ
り
、
か
つ
工

事
監
理
を
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
自
分
の

し
た
設
計
と
い
う
ア
イ
デ
ア
を
建
築
物

と
い
う
有
形
の
も
の
に
具
体
化
す
る
乙

と
が
で
き
る
の
で
あ
る
か
ら
、
設
計
お

よ
び
工
事
監
理
を
内
容
と
す
る
契
約
が

ノ
ー
マ
ル
と
い
え
よ
う
日
)
O

建
築
家
が
注
文
主
と
の
間
で
契
約
を

締
結
せ
ず
、
建
築
物
に
見
合
っ
た
建
築

士
の
資
格
を
も
た
な
い
建
築
工
事
請
負

人
と
の
聞
で
設
計
等
を
行
な
う
契
約
を

結
ぶ
場
合
に
は
、
建
築
家
は
、
建
築
請

負
人
に
対
し
て
契
約
上
の
責
任
を
負

う
。
し
か
し
、
設
計
・
工
事
監
理
は
も

と
も
と
建
築
主
(
注
文
主
)
の
た
め
に

行
な
う
の
で
あ
る
か
ら
、
実
質
的
に

は
、
建
築
工
事
請
負
人
は
注
文
主
の
た

め
に
建
築
家
と
契
約
を
締
結
し
た
と
考

え
る
べ
き
で
あ
り
、
こ
の
契
約
を
第
三

者
の
た
め
の
契
約
と
考
え
う
る
か
ど
う

か
一
応
お
く
と
し
て
も
、
建
築
家
は
設

計
・
工
事
監
理
に
あ
た
っ
て
建
築
工
事

人
の
利
益
で
は
な
く
、
注
文
主
の
利
益

の
た
め
に
行
動
し
な
ザ
れ
ば
契
約
の
趣

旨
を
履
行
し
た
こ
と
に
な
ら
な
い
と
考

え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

ω
設
計
・
工
事
監
理
契
約
の
法
的

性
質
実
質
的
で
あ
れ
形
式
的
で
あ

れ
、
注
文
主
と
の
聞
に
契
約
関
係
が
あ

れ
ば
、
建
築
家
は
注
文
主
に
対
し
て
契

約
上
の
責
任
を
負
う
こ
と
に
な
る
。
そ

こ
で
、
建
築
家
と
注
文
主
と
の
聞
の
設

計
・
工
事
監
理
契
約
は
ど
の
よ
う
な
法

的
性
質
を
も
つ
も
の
な
の
か
が
問
題
と

さ
れ
て
い
る
。

学
説
に
は
、
建
築
家
と
注
文
主
と
の

聞
の
契
約
を
、
請
負
契
約
と
解
す
る
も

の
と
準
委
任
契
約
と
解
す
る
も
の
と
が

対
立
し
て
い
る
。

請
負
契
約
説
は
、
契
約
の
内
容
が
設

計
図
書
の
作
成
あ
る
い
は
工
事
監
理
と

い
う
一
定
の
仕
事
の
完
成
を
目
的
と

し
、
建
築
家
は
仕
事
の
完
成
に
よ
っ
て

あ
ら
か
じ
め
定
め
ら
れ
た
報
酬
を
受
け

る
の
で
あ
る
か
ら
請
負
だ
と
す
る
(
民

法
六
三
二
条
)
(
凶
)
。
さ
ら
に
、
請
負
契

約
と
解
す
れ
ば
、
仕
事
の
目
的
物
に
暇

癌
が
あ
れ
ば
請
負
人
は
無
過
失
責
任
を

負
う
の
に
対
し
て
(
民
法
六
三
四
条
以

下
)
、
準
委
任
と
す
れ
ば
、
注
文
主
は

建
築
家
に
債
務
不
履
行
が
あ
っ
た
こ
と

を
立
証
し
な
け
れ
ば
請
負
人
の
責
任
を
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追
及
で
き
ず
注
文
主
に
不
利
と
な
る
と

し
て
、
契
約
の
性
質
を
請
負
契
約
と
解

す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
注
文
主
を
よ
り

保
護
し
よ
う
と
す
る
実
質
的
理
由
が
示

さ
れ
て
い
る
百
三

乙
れ
に
対
し
て
、
準
委
任
契
約
説

は
、
建
築
家
は
注
文
主
の
意
図
を
実
現

す
る
た
め
に
自
己
の
価
値
観
や
思
想
に

基
づ
い
て
建
築
物
の
設
計
を
行
な
う
の

で
あ
り
、
ど
の
よ
う
な
設
計
を
す
る
か

は
建
築
家
に
委
ね
ら
れ
て
い
る
か
ら
、

契
約
時
に
い
か
な
る
状
態
が
仕
事
の
完

成
と
な
る
の
か
が
決
ま
っ
て
い
る
わ
け

で
は
な
く
、
建
築
家
は
依
頼
が
あ
っ
た

と
き
か
ら
設
計
図
書
の
完
成
や
工
事
監

理
に
至
る
ま
で
、
継
続
的
な
業
務
の
遂

行
を
依
頼
さ
れ
て
い
る
と
し
て
、
建
築

家
と
注
文
主
と
の
聞
の
契
約
を
仕
事
の

完
成
を
目
的
と
し
た
請
負
で
は
な
く
、

設
計
や
工
事
監
理
等
の
業
務
を
目
的
と

し
た
準
委
任
だ
と
解
し
て
い
る
(
凶
)
。

ま
た
、
準
委
任
説
は
、
建
築
家
は
専
門

家
と
し
て
高
度
の
注
意
義
務
を
負
っ
て

い
る
の
だ
か
ら
、
そ
の
義
務
を
履
行
す

れ
ば
た
り
、
無
過
失
責
任
を
負
う
べ
き

で
は
な
い
と
い
う
実
質
的
根
拠
も
示
し

て
い
る
(
ぎ
。

例
請
負
と
準
委
任
と
の
要
件
上
の

第8章

違
い
と
こ
ろ
で
、
請
負
契
約
と
準

委
任
契
約
の
成
立
要
件
上
の
違
い
は
、

前
者
が
報
酬
の
支
払
を
受
け
て
仕
事
を

完
成
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る

(
六
三
二
条
)
の
に
対
し
て
、
後
者
が

事
務
処
理
の
委
託
を
目
的
と
し
て
い
る

(
六
五
八
条
)
点
に
あ
る
。
し
か
し
、

後
者
に
お
い
て
も
報
酬
が
支
払
わ
れ
る

こ
と
が
あ
る
の
で
(
六
四
八
条
参
照
)
、

報
酬
の
有
無
は
そ
れ
ほ
ど
重
要
で
は
な

い
。
そ
こ
で
、
設
計
を
し
た
り
工
事
監

理
を
行
な
う
こ
と
が
、
仕
事
の
完
成
を

目
的
と
し
た
こ
と
に
な
る
の
か
、
そ
れ

と
も
事
務
処
理
を
め
ざ
し
た
も
の
で
あ

る
の
か
が
問
題
と
な
る
が
、
準
委
任
説

が
述
べ
る
よ
う
に
、
契
約
時
に
は
ま
だ

ど
う
い
う
設
計
を
す
る
か
決
ま
っ
て
い

る
わ
ザ
で
は
な
い
か
ら
、
完
成
す
べ
き

仕
事
の
内
容
は
決
定
さ
れ
て
お
ら
ず
、

し
た
が
っ
て
、
む
し
ろ
設
計
と
い
う
事

務
(
業
務
)
の
委
託
と
考
え
た
ほ
う
が

無
理
が
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
さ
ら

に
、
工
事
監
理
に
つ
い
て
も
、
建
設
工

事
が
設
計
図
書
の
と
お
り
に
実
施
さ
れ

て
い
る
か
ど
う
か
を
確
認
す
る
と
い
う

業
務
を
委
託
さ
れ
た
と
み
る
の
が
自
然

で
あ
ろ
う
。
以
上
述
べ
て
き
た
と
こ
ろ

か
ら
、
設
計
契
約
や
工
事
監
理
契
約
は

準
委
任
の
一
種
と
解
す
る
ほ
う
が
よ
い

よ
う
に
思
わ
れ
る
が
、
む
し
ろ
問
題

は
、
法
律
効
果
か
ら
み
て
、
請
負
と
構

成
す
る
の
と
準
委
任
と
構
成
す
る
の
と

で
は
ど
ち
ら
が
妥
当
な
結
果
を
も
た
ら

す
か
と
い
う
点
で
あ
ろ
う
。

同
請
負
と
準
委
任
と
の
効
果
上
の

違
い
そ
こ
で
、
請
負
契
約
と
準
委

任
契
約
の
法
律
効
果
上
の
違
い
を
み
て

み
る
と
、
前
者
で
は
建
築
家
は
暇
庇
担

保
責
任
(
六
三
四
条
以
下
)
を
負
う
の

に
対
し
て
、
後
者
で
は
債
務
不
履
行
責

任
を
負
う
こ
と
に
な
る
。
し
か
し
、
建

築
工
事
の
請
負
の
場
合
と
異
な
り
、
設

計
の
場
合
に
は
、
璃
杭
担
保
責
任
の
発

生
要
件
で
あ
る
寸
仕
事
ノ
目
的
物
ニ
一
服

戚
ア
ル
ト
キ
L

(

建
築
家
に
と
っ
て
は
、

設
計
図
書
が
仕
事
の
目
的
物
で
あ
っ

て
、
建
築
物
自
体
で
は
な
い
)
と
い
う

の
は
、
結
局
の
と
こ
ろ
、
建
築
家
と
し

て
一
般
に
有
す
べ
き
知
識
と
技
術
に
基

づ
き
相
当
と
み
ら
れ
る
設
計
を
し
な
か

っ
た
場
合
で
あ
る
か
ら
、
債
務
不
履
行

の
場
合
と
異
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。
言

い
換
え
れ
ば
、
設
計
に
つ
い
て
は
、
請

負
契
約
の
目
的
で
あ
る
仕
事
を
完
成
し

た
か
ど
う
か
は
建
築
家
と
し
て
の
注
意

義
務
を
果
た
し
た
か
ど
う
か
に
よ
っ
て

判
定
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
か
ら
、
設
計

契
約
を
請
負
と
解
す
る
場
合
で
あ
っ
て

も
、
結
局
は
建
築
家
に
過
失
(
注
意
義

務
違
反
)
が
あ
る
こ
と
が
必
要
と
な

り
、
無
過
失
責
任
と
い
う
こ
と
に
は
な

ら
な
い
茄
)
。
工
事
監
理
に
お
い
て
も

同
じ
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
責
任
の
内
容

に
つ
い
て
も
、
債
務
不
履
行
と
構
成
し

て
も
、
請
負
の
親
戚
担
保
責
任
で
認
め

ら
れ
て
い
る
完
全
履
行
請
求
(
暇
庇
修

補
請
求
)
、
解
除
権
、
損
害
賠
償
請
求

権
(
六
三
四
条
・
六
三
五
条
参
照
)
は
い

ず
れ
も
認
め
ら
れ
る
。
こ
の
場
合
に
、

完
全
履
行
請
求
権
な
い
し
暇
庇
修
補
請

求
権
の
内
容
は
、
設
計
の
や
り
直
し
で

あ
っ
て
建
築
工
事
の
修
補
で
は
な
い
。

建
築
物
自
体
の
修
補
義
務
も
あ
る
と
い

う
考
え
方
が
あ
る
り
れ
ど
も
(
呂
、
建

築
家
自
身
は
み
ず
か
ら
工
事
を
す
る
権

限
は
な
い
か
ら
、
自
分
の
行
な
っ
た
不

完
全
な
設
計
に
よ
っ
て
建
築
物
の
暇
庇

が
生
じ
た
場
合
で
あ
っ
て
も
、
暇
庇
修

補
義
務
を
負
う
の
は
建
築
工
事
請
負
人

で
あ
り
、
建
築
家
は
工
事
請
負
人
に
対

し
て
修
補
の
費
用
に
つ
い
て
填
補
す
べ

き
義
務
を
負
う
と
解
す
べ
き
で
あ
る
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十
分
に
し
か
監
理
が
な
さ
れ
な
か
っ
た

と
し
て
も
、
す
で
に
監
督
す
べ
き
工
事

は
建
設
工
事
請
負
人
に
よ
っ
て
行
な
わ

れ
て
し
ま
っ
た
後
で
あ
る
か
ら
、
工
事

監
理
だ
け
を
や
り
直
し
て
も
無
意
味
で

あ
り
、
追
完
請
求
は
認
め
ら
れ
な
い
と

考
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

納

責

任

の

存

続

期

間

こ

の

よ

う
に
み
て
く
る
と
、
設
計
や
工
事
監
理

契
約
を
請
負
と
構
成
す
る
か
準
委
任
と

構
成
す
る
か
に
よ
っ
て
そ
れ
ほ
ど
の
違

い
が
出
て
く
る
わ
け
で
は
な
い
。
た

だ
、
責
任
の
存
続
期
間
に
つ
い
て
は
、

請
負
で
は
一
年
で
あ
る
(
六
コ
一
七
条
)

の
に
対
し
て
、
債
務
不
履
行
で
は
一

O

年
(
一
六
七
条
一
項
)
と
い
う
違
い
が

あ
る
。
し
か
し
、
設
計
図
書
を
完
成
し

て
一
年
経
過
し
て
も
、
建
設
工
事
が
完

了
し
て
設
計
内
容
が
建
築
物
と
し
て
具
一

体
化
し
て
み
な
い
と
、
設
計
が
適
当
な

も
の
で
あ
っ
た
か
ど
う
か
(
設
計
に
暇

庇
が
あ
っ
た
か
ど
う
か
)
が
判
明
し
な

い
で
あ
ろ
う
か
ら
、
少
な
く
と
も
建
設

工
事
が
終
わ
る
ま
で
は
建
築
家
の
責
任

を
存
続
さ
せ
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

他
方
で
、
特
約
が
な
い
か
ぎ
り
、
建
築

工
事
の
請
負
人
の
責
任
が
建
築
物
の
引

渡
後
五
年
な
い
し
一

O
年
で
消
滅
す
る

第8章

(
六
三
八
条
)
こ
と
を
考
え
る
と
、
設

計
・
工
事
監
理
に
あ
た
っ
た
建
築
家
の

責
任
も
、
建
設
工
事
請
負
人
の
責
任
と

同
じ
時
期
に
消
滅
す
る
こ
と
に
す
る
の

が
公
平
で
あ
ろ
う
。
設
計
契
約
や
工
事

監
理
契
約
に
お
い
て
は
、
設
計
な
い
し

工
事
監
理
と
い
う
行
為
が
建
築
物
と
い

う
有
形
物
に
具
体
化
さ
れ
る
と
い
う
特

殊
な
事
情
が
あ
る
と
こ
ろ
か
ら
、
建
築

家
の
責
任
の
存
続
期
間
に
つ
い
て
も
、

建
築
請
負
人
の
そ
れ
と
対
応
し
て
建
築

物
の
引
渡
後
五
年
ま
た
は
一

O
年
と
解

釈
す
る
の
が
妥
当
で
あ
る
(
担
。
も

し
、
こ
の
よ
う
な
解
釈
が
成
り
立
つ
と

す
る
と
、
設
計
・
工
事
監
理
契
約
が
請

負
契
約
で
あ
る
の
か
、
準
委
任
で
あ
る

の
か
と
い
う
争
い
に
は
、
説
明
の
仕
方

以
上
の
意
味
は
な
い
こ
と
に
な
る
で
あ

ろ
う
。同
専
門
家
と
し
て
の
責
任
の
内
容

建
築
家
と
注
文
主
の
聞
の
契
約
を

請
負
と
構
成
す
る
か
準
委
任
と
構
成
す

る
か
と
い
う
議
論
は
、
建
築
家
の
専
門

家
と
し
て
の
責
任
の
内
容
に
は
直
接
触

れ
て
い
な
い
。
し
か
し
、
い
ず
れ
の
構

成
を
と
る
に
せ
よ
、
契
約
の
目
的
と
し

て
完
成
す
べ
き
仕
事
の
内
容
、
な
い
し

は
委
託
さ
れ
た
事
務
の
内
容
が
専
門
家

の
場
合
に
は
高
度
の
も
の
で
あ
る
と
さ

れ
て
い
る
五
)
。
し
か
し
、
専
門
家
の

負
う
注
意
義
務
が
具
体
的
に
ど
の
よ
う

な
も
の
で
あ
る
か
と
い
う
点
に
つ
い
て

は
必
ず
し
も
詰
め
た
議
論
が
さ
れ
て
い

る
わ
け
で
は
な
い
。
な
お
、
こ
の
点
も

こ
れ
ま
で
あ
ま
り
議
論
さ
れ
て
い
な
い

が
、
工
事
監
理
契
約
に
お
い
て
は
、
建

築
家
は
注
文
主
に
代
わ
っ
て
建
築
工
事

請
負
人
を
監
督
し
て
い
る
の
で
あ
る
か

ら
、
建
築
家
は
注
文
主
の
利
益
の
た
め

に
行
動
す
べ
き
で
あ
り
、
自
己
の
利
益

や
建
築
工
事
請
負
人
の
利
益
と
注
文
主

の
利
益
が
相
反
す
る
場
合
に
は
、
注
文

主
に
対
し
て
忠
実
義
務
を
負
っ
て
い
る

と
い
う
べ
き
で
あ
る
。

帥

損

害

賠

償

責

任

の

範

囲

建

築
家
は
、
建
築
家
と
し
て
建
築
物
に
暇

抗
が
生
じ
な
い
よ
う
に
設
計
・
工
事
監

理
を
す
る
注
意
義
務
を
負
っ
て
い
る
。

し
か
し
、
建
築
物
の
す
べ
て
の
暇
庇
に

つ
い
て
責
任
を
負
う
わ
け
で
は
な
い
。

設
計
に
暇
庇
が
な
く
、
ま
た
工
事
監
理

の
義
務
が
及
ば
な
い
と
こ
ろ
で
生
じ
た

建
築
物
の
暇
庇
に
つ
い
て
は
、
建
築
家

は
責
任
を
負
わ
な
い
。
他
方
で
設
計
に

暇
肱
が
あ
り
、
あ
る
い
は
工
事
監
理
が

十
分
で
な
か
っ
た
た
め
に
生
じ
た
損
害

に
つ
い
て
は
、
た
と
え
そ
の
損
害
が
直

接
的
に
は
請
負
工
事
人
に
よ
っ
て
惹
起

さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
て
も
、
い
わ
ゆ
る

相
当
因
果
関
係
の
範
囲
に
あ
る
か
ぎ

り
、
建
築
家
が
損
害
賠
償
責
任
を
負
う

こ
と
は
当
然
で
あ
る
。

ω
注
文
主
に
対
す
る
不
法
行
為
責
任

先
に
も
述
べ
た
よ
う
に
建
築
家
が
建

築
工
事
請
負
人
に
依
頼
さ
れ
設
計
図
書

を
作
成
し
た
り
す
る
こ
と
が
あ
る
が
、

こ
の
場
合
に
は
建
築
家
と
注
文
主
と
の

聞
に
直
接
契
約
が
締
結
さ
れ
な
い
こ
と

も
あ
る
。
そ
の
場
合
に
は
、
建
築
家
が

設
計
を
誤
り
、
注
文
主
に
損
害
を
与
え

た
と
き
は
、
注
文
主
は
不
法
行
為
責
任

を
追
及
す
る
ほ
か
は
な
い
。
不
法
行
為

に
お
い
て
も
、
責
任
要
件
で
あ
る
過
失

を
認
定
す
る
に
あ
た
っ
て
、
専
門
家
と

し
て
ど
れ
だ
け
の
注
意
義
務
を
負
う
か

が
問
題
と
な
る
が
、
こ
の
点
に
つ
い
て

も
あ
ま
り
詰
め
た
議
論
は
な
さ
れ
て
い

な
い
。
し
か
し
、
建
築
主
(
注
文
主
)

と
の
関
係
で
い
え
ば
、
た
と
え
不
法
行

為
法
上
の
注
意
義
務
と
い
う
こ
と
で
あ

っ
て
も
、
注
文
主
と
の
聞
に
契
約
が
あ

る
場
合
と
実
質
的
に
同
じ
注
意
義
務
を

負
っ
て
い
る
と
考
え
る
べ
き
で
あ
る
。

注
文
主
と
の
間
で
直
接
契
約
が
締
結
さ
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れ
て
い
な
い
と
し
て
も
、
建
築
家
が
設

計
・
工
事
監
理
の
さ
い
に
負
う
べ
き
注

意
義
務
の
内
容
は
変
わ
ら
な
い
か
ら
で

あ
る
。な
お
、
建
築
家
が
建
設
工
事
請
負
人

と
の
聞
で
設
計
・
工
事
監
理
の
契
約
を

結
ん
で
い
る
場
合
で
あ
っ
て
も
、
実
質

的
に
は
建
築
家
は
注
文
主
に
対
し
て
責

任
を
負
っ
て
い
る
わ
り
で
あ
る
か
ら

(
暇
庇
あ
る
設
計
や
工
事
監
理
に
よ
っ

て
損
害
を
こ
う
む
る
の
は
注
文
主
で
あ

る
)
、
建
築
家
が
注
文
主
に
対
し
て
不

法
行
為
上
の
賠
償
責
任
を
履
行
し
た
と

き
は
、
原
則
と
し
て
建
設
工
事
請
負
人

に
対
す
る
契
約
上
の
責
任
も
果
た
し
た

と
考
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

判
決
例

第8章建築家の専門家責任

ω
設
計
上
の
責
任

建
築
家
の
責
任
に
関
す
る
判
決
例
は

著
し
く
少
な
い
。
し
か
し
こ
こ
で
、
判

決
に
現
わ
れ
た
建
築
家
の
責
任
の
例
を

紹
介
し
て
お
こ
う
(
お
)
O

ま
ず
設
計
に
関
し
て
、
建
築
家
が
注

文
主
に
対
し
て
負
う
責
任
に
つ
い
て
述

べ
る
が
、
以
下
の
事
例
は
、
制
を
除
い

て
、
い
ず
れ
も
建
築
工
事
請
負
会
社
あ

る
い
は
建
築
士
が
設
計
、
施
工
、
監
理

を
請
け
負
っ
た
例
で
あ
る
。
し
か
し
、

こ
こ
で
は
、
主
と
し
て
設
計
上
の
ミ
ス

が
争
わ
れ
た
例
を
あ
げ
た
。

同
一
級
建
築
士

(Y)
が
注
文
主

(X)
か
ら
軽
量
鉄
骨
造
陸
屋
根
三
階

建
居
宅
一
棟
の
建
築
の
設
計
、
施
工
お

よ
び
監
理
を
委
託
さ
れ
た
事
例
で
、

Y

は
み
ず
か
ら
行
な
っ
た
構
造
耐
力
計
算

に
基
づ
い
て
、
設
計
上
、
建
築
学
会
等

が
作
成
し
た
設
計
基
準
に
達
し
な
い
軽

量
鉄
骨
を
使
用
す
る
こ
と
に
し
た
た

め
、
完
成
し
た
建
物
の
屋
上
に
ひ
び
割

れ
が
生
じ
、
雨
漏
り
が
発
生
し
た
の

で、

X
が
Y
に
対
し
て
修
補
を
請
求
し

た
が
こ
れ
に
応
じ
な
か
っ
た
。
そ
こ

で、

X
は
、
訴
外
人
に
修
補
工
事
を
さ

せ
た
う
え
で
、

Y
に
対
し
て
請
負
工
事

契
約
の
債
務
不
履
行
に
基
づ
い
て
修
補

費
用
、
工
事
完
成
費
用
、
慰
謝
料
等
を

請
求
し
た
。

判
決
(
大
阪
地
判
昭
五
七
・
五
・
三
七
判

タ
四
七
七
号
一
五
四
頁
)
は
、
建
築
の

分
野
で
権
威
あ
る
基
準
と
し
て
是
認
さ

れ
て
き
た
基
準
に
従
わ
な
か
っ
た
場
合

に
は
、
基
準
に
定
め
ら
れ
て
い
る
も
の

と
同
等
以
上
の
耐
力
を
確
保
し
て
い
る

と
認
め
ら
れ
る
特
段
の
事
情
が
な
い
か

ぎ
り
、
建
築
物
が
本
来
有
す
べ
き
安
全

性
に
欠
け
て
い
る
も
の
と
推
認
せ
ざ
る

を
え
な
い
と
し
て
、

Y
の
設
計
、
施
工

お
よ
び
監
理
上
の
債
務
不
履
行
責
任
を

認
め
、
修
補
工
事
代
金
の
ほ
か
六

O
万

円
の
慰
謝
料
の
支
払
を
命
じ
た
。

制
建
築
工
事
請
負
会
社

(
V
H
)

は
、
注
文
主
で
あ
る
会
社

(X)
か
ら

二
棟
の
建
物
の
建
築
工
事
を
請
け
負

い
、
設
計
監
理
会
社
(
も
)
お
よ
び
そ

の
代
表
者
で
あ
る
一
級
建
築
士

(
V
H
)

に
対
し
て
建
築
確
認
の
手
続
上
設
計
お

よ
び
工
事
監
理
を
依
頼
し
た

(
X
と

L

-

V

H

と
の
聞
に
は
契
約
は
締
結
さ
れ

な
か
っ
た
)
。
と
こ
ろ
が
、
こ
の
建
物

に
は
鉄
骨
軸
組
架
構
体
の
査
み
、
鉄
骨

構
造
体
の
溶
接
不
良
、
誤
っ
た
地
耐
力

計
算
に
基
づ
く
基
礎
構
造
の
不
良
が
あ

り
、
こ
れ
に
よ
る
不
等
沈
下
が
生
じ
て

建
物
が
傾
斜
し
て
し
ま
っ
た
。
そ
こ

で、

X
は、

V
H
に
対
し
て
は
、
債
務
不

履
行
な
い
し
請
負
人
の
暇
庇
担
保
責

任、

V
H

・
V
H
に
対
し
て
は
不
法
行
為
責

任
に
基
づ
き
、
修
補
費
用
、
慰
謝
料
、

弁
護
士
費
用
等
の
支
払
を
求
め
た
。

判
決
(
大
阪
高
判
平
元
二
了
一
七
判
時

一
三
二
三
号
六
八
頁
)
は
、

vり
は
地
耐

力
に
つ
い
て
実
際
に
地
質
調
査
す
る
こ

と
な
く
机
上
の
計
算
に
よ
っ
て
設
計
図

書
を
作
成
し
た
が
、
そ
れ
が
建
築
確
認

申
請
上
の
必
要
性
か
ら
作
成
さ
れ
た
も

の
で
あ
る
に
せ
よ
、
実
際
に
工
事
施
工

を
す
る
際
に
そ
れ
に
基
づ
い
て
建
築
が

行
な
わ
れ
た
も
の
で
あ
る
か
ら
、
一
級

建
築
士
と
し
て
の
も
の
行
為
は
、
設
計

を
法
令
ま
た
は
条
例
の
定
め
る
建
築
物

に
関
す
る
基
準
に
適
合
さ
せ
る
義
務
に

反
し
て
い
る
と
し
て
、
民
法
七

O
九
条

に
よ
る
不
法
行
為
責
任
を
負
わ
せ
、
修

補
費
用
の
一
部
と
慰
謝
料
等
の
支
払
を

命
じ
た
。
ま
た
、
も
に
つ
い
て
は
、

V
H

の
代
表
者
で
あ
る
も
の
行
為
に
対
し
て

民
法
四
四
条
に
基
づ
き
賠
償
責
任
を
負

わ
せ
た
。
な
お
、
工
事
請
負
人
の
v
h
に

つ
い
て
は
、
不
完
全
履
行
に
関
す
る
一

般
的
な
債
務
不
履
行
責
任
は
適
用
さ
れ

な
い
と
し
た
う
え
で
、
民
法
六
三
四
条

の
責
任
を
認
め
て
い
る
。

制

注

文

主

(X)
は
、
狭
い
敷
地

に
建
築
基
準
法
に
違
反
す
る
広
さ
の
居

宅
を
建
て
る
こ
と
を
建
築
工
事
請
負
会

社

(
V
H
)

と
そ
の
代
表
者

(
V
H
)

に
依

頼
し
、
そ
の
さ
い
、
車
庫
の
設
置
も
依

頼
し
た
。

L
・
も
は
、
設
計
・
施
工
を

引
き
受
け
た
が
、
結
局
で
き
あ
が
っ
た

車
庫
は
敷
地
が
狭
い
た
め
利
用
で
き
な

か
っ
た
。
そ
こ
で
、

X
は
、
出
入
庫
で
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き
な
い
車
庫
の
暇
庇
等
を
主
張
し
て
、

請
負
人
の
取
庇
担
保
責
任
、
債
務
不
履

行
責
任
等
を
根
拠
と
し
て
、

V
H

・
V
H

に

損
害
賠
償
を
求
め
た
。

判
決
(
東
京
地
判
平
三
・
六
・
一
四
判
時

一
四
一
三
号
七
八
頁
)
は
、
本
件
車
庫

の
工
事
は
社
会
通
念
上
最
低
期
待
さ
れ

る
性
状
を
備
え
て
い
な
い
と
し
て
、
暇

抗
あ
る
工
事
と
認
定
し
、
発
注
者
が
誤

っ
た
指
示
を
し
た
場
合
で
あ
っ
て
も
、

請
負
人
が
そ
れ
を
知
っ
て
い
る
と
き

は
、
発
注
者
に
知
ら
せ
て
そ
れ
を
改
め

る
機
会
を
与
え
る
べ
き
で
あ
る
と
し

た
。
そ
し
て
、
本
件
の
場
合
に
は
修
補

は
で
き
な
い
の
で
、
暇
抗
が
あ
る
た
め

に
建
物
の
客
観
的
な
交
換
価
値
が
減
少

し
た
こ
と
に
よ
る
損
害
を
賠
償
す
べ
き

で
あ
る
と
し
て
、

X
が
請
求
し
た
建
物

の
建
替
費
用
等
に
つ
い
て
は
賠
償
請
求

を
認
め
な
か
っ
た
。
な
お
、
判
決
は
、

本
件
建
物
の
暇
庇
が
重
大
で
あ
る
と
し

て
、
八

O
万
円
の
慰
謝
料
を
認
め
た
。

同

注

文

主

(
X
)
は
、
建
築
請
負

会
社

(
V
H
)

に
対
し
て
、

1.
の
代
表
者

(
丸
)
を
監
理
技
師
と
し
て
住
居
兼
ペ

ン
シ
ョ
ン
の
建
築
を
依
頼
し
た
が
、
建

物
の
土
間
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
布
基
礎
と

そ
の
上
に
乗
っ
て
い
る
木
材
と
の
聞
の

水
切
り
処
理
が
な
さ
れ
て
い
な
か
っ
た

た
め
に
床
面
に
雨
水
が
浸
水
し
、
畳
、
が

腐
食
す
る
な
ど
の
被
害
が
生
じ
た
の

で、

V

H

-

L

に
対
し
て
、
修
補
費
用
等

を
請
求
し
た
。

判
決
(
東
京
地
判
平
三
・
二
了
二
五
判

時
一
四
三
四
号
九
O
頁
)
は
、

V
H

・V
H
は

そ
れ
ぞ
れ
本
件
建
物
の
設
計
、
監
理
、

施
工
に
つ
い
て
十
分
な
注
意
を
す
る
義

務
が
あ
る
と
こ
ろ
、
上
に
述
べ
た
初
歩

的
な
工
事
の
回
収
庇
が
あ
り
、
ま
た
一
階

床
組
の
構
造
に
つ
い
て
明
ら
か
な
設
計

ミ
ス
が
あ
る
ほ
か
、
雨
仕
舞
等
に
つ
い

て
施
工
・
監
理
の
ミ
ス
が
あ
る
と
し
て
、

V
H
の
現
抗
担
保
責
任
お
よ
び
も
の
過
失

に
よ
る
不
法
行
為
責
任
を
認
め
た
。

さ
ら
に
、
設
計
そ
の
も
の
に
関
す
る

も
の
で
は
な
い
が
、
設
計
・
監
理
者
の

境
界
や
地
盤
に
関
す
る
調
査
義
務
に
つ

い
て
判
示
し
た
判
決
が
あ
る
。

同
設
計
監
理
会
社

(
X
)
は
、
注

文
主

(Y)
か
ら
建
物
設
計
お
よ
び
訴

外
建
築
請
負
会
社
が
行
な
う
建
物
建
築

の
施
工
監
理
を
依
頼
さ
れ
て
、
設
計
お

よ
び
施
工
監
理
を
行
な
っ
た
が
、

Y
が

報
酬
の
一
部
を
支
払
っ
た
の
み
で
残
額

を
支
払
わ
な
い
の
で
、

Y
に
対
し
て
報

酬
残
額
の
支
払
を
求
め
た
。
こ
れ
に
対

し
て
、

Y
は、

X
は
建
物
設
計
に
あ
た

っ
て
、
隣
地
と
の
境
界
に
つ
い
て
も
専

門
家
と
し
て
独
自
の
調
査
を
し
て
建
築

に
支
障
が
な
い
よ
う
に
隣
地
と
の
境
界

を
確
定
す
る
義
務
が
あ
る
に
も
か
か
わ

ら
ず
、
そ
れ
を
怠
っ
た
た
め
、
後
に
隣

接
土
地
の
所
有
者
か
ら
土
地
の
境
界
に

つ
い
て
異
議
が
出
て
、
当
初
予
定
し
て

い
た
棟
数
の
建
物
が
建
設
で
き
な
く
な

っ
た
と
し
て
、
そ
の
損
害
賠
償
金
と

X

の
報
酬
残
金
と
の
相
殺
を
主
張
し
た
。

判
決
(
東
京
地
判
昭
五

0
・
二
・
ニ

O
判

時
七
九
四
号
八
九
頁
)
は
、
設
計
監
理

の
受
任
者
は
委
任
者
が
指
示
・
提
示
す

る
図
面
等
に
基
づ
い
て
現
実
に
敷
地
に

あ
た
る
な
ど
し
て
そ
の
範
囲
を
実
測
確

定
し
、
高
低
差
を
含
め
敷
地
の
現
状
を

調
査
す
れ
ば
足
り
る
と
し
た
が
、
さ
ら

に
、
で
き
る
だ
け
正
確
な
設
計
を
行
な

う
た
め
、
専
門
家
と
し
て
、
必
要
と
す

る
限
度
で
、
相
応
の
注
意
を
も
っ
て
調

査
を
行
な
う
必
要
が
あ
り
、
境
界
の
不

明
等
敷
地
の
範
囲
が
確
定
で
き
な
い
な

ど
の
事
情
が
あ
る
と
き
は
、
委
任
者
の

協
力
を
求
め
る
な
ど
し
て
可
及
的
に
正

確
な
調
査
を
基
に
設
計
を
行
な
っ
て
委

任
の
趣
旨
に
添
う
よ
う
に
努
め
る
べ
き

義
務
が
あ
る
と
述
べ
た
。
し
か
し
、
本

件
の
場
合
に
は
契
約
当
時
か
ら
隣
地
と

の
聞
に
境
界
不
明
等
の
紛
争
が
起
こ
っ

て
い
た
と
は
認
め
ら
れ
な
い
の
で
、
敷

地
の
現
状
に
つ
い
て
通
常
の
調
査
を
し

た
X
に
は
委
任
契
約
上
の
義
務
違
反
は

な
い
と
判
示
し
た
。

川

注

文

主

(X)
は
、
建
築
設

計
・
施
工
監
理
会
社

(
V
H
)

に
対
し
て
、

木
造
建
物
の
設
計
・
工
事
監
理
を
依
頼

し
た
。
と
こ
ろ
が
、

V
H

に
勤
務
す
る
一

級
建
築
士

(
V
H
)

は
、
本
件
建
物
の
敷

地
が
造
成
地
で
硬
軟
両
質
の
地
盤
か
ら

な
っ
て
い
る
こ
と
を
認
識
し
て
い
た
に

も
か
か
わ
ら
ず
、
建
物
が
木
造
で
あ
る

こ
と
か
ら
、
敷
地
の
地
盤
調
査
を
不
要

と
考
え
て
ま
っ
た
く
敷
地
調
査
を
す
る

こ
と
な
く
設
計
を
し
た
た
め
、
建
築
さ

れ
た
建
物
全
体
が
不
同
沈
下
し
て
ね
じ

れ
る
よ
う
に
変
形
し
た
。
ま
た
、
訴
外

建
築
会
社
が
施
工
す
る
に
あ
た
っ
て
、

L
は
、
基
礎
工
事
中
現
場
に
赴
か
な
か

っ
た
た
め
に
工
事
の
欠
陥
を
発
見
で
き

ず
、
ま
た
訴
外
会
社
の
工
事
の
手
抜
き

を
発
見
で
き
な
か
っ
た
。
そ
こ
で
、

X

は
、
も
に
対
し
て
は
民
法
七

O
九
条
、

V
H

に
対
し
て
は
民
法
四
一
五
条
ま
た
は

同
七
一
五
条
に
基
づ
い
て
損
害
賠
償
を

請
求
し
た
。
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判
決
(
大
阪
地
判
昭
五
三
・
二
二
一
判

時
九
三
四
号
八
一
頁
)
は
、

vり
に
は
、

一
級
建
築
士
と
し
て
設
計
に
あ
た
り
、

現
地
を
十
分
に
調
査
し
、
敷
地
上
に
完

全
な
建
築
物
が
建
築
さ
れ
る
よ
う
に
基

礎
構
造
を
十
分
検
討
し
て
設
計
す
べ
き

注
意
義
務
が
あ
る
と
し
て
、
敷
地
調
査

を
し
な
か
っ
た
丸
の
注
意
義
務
違
反
を

認
め
た
。
ま
た
、
工
事
監
理
に
つ
い
て

も
、
も
に
は
、
一
級
建
築
士
と
し
て
設

計
図
ど
お
り
に
工
事
が
施
工
さ
れ
、
い

や
し
く
も
手
抜
工
事
が
行
な
わ
れ
な
い

よ
う
に
工
事
施
工
者
を
指
導
監
督
す
べ

き
義
務
が
あ
る
と
し
て
、
現
地
に
赴
か

な
か
っ
た
丸
に
監
理
上
の
過
失
を
認

め
、
民
法
七

O
九
条
に
よ
る
責
任
あ
り

と
し
た
。
ま
た
、

V
H
に
つ
い
て
は
同
七

一
五
条
に
よ
る
責
任
が
あ
る
と
し
た
。

損
害
賠
償
額
に
つ
い
て
は
、
本
件
建
築

の
た
め
に
支
出
し
た
総
金
額
と
欠
陥
あ

る
建
物
の
価
値
と
の
差
額
で
あ
る
と

し
、
そ
の
ほ
か
慰
謝
料
三

O
万
円
や
建

物
の
鑑
定
評
価
費
用
等
の
支
払
を
命
じ

た。
凶
工
事
監
理
上
の
責
任

す
で
に

ωで
紹
介
し
た
判
決
例
に
お

い
て
も
、
建
築
工
事
請
負
会
社
が
設

計
、
工
事
監
理
、
施
工
を
す
べ
て
引
き

受
け
て
い
る
例
が
多
い
。
し
か
し
、
工

事
監
理
は
、
工
事
施
工
者
が
設
計
図
書

ど
お
り
に
工
事
を
行
な
っ
て
い
る
か
ど

う
か
を
監
理
者
が
チ
ェ
ッ
ク
す
る
も
の

で
あ
る
か
ら
、
工
事
施
工
者
が
行
な
う

工
事
監
理
は
内
部
的
な
も
の
で
あ
り
、

施
工
者
が
十
分
な
注
意
を
も
っ
て
設
計

図
書
ど
お
り
に
施
工
し
て
建
物
を
完
成

す
べ
き
義
務
の
一
部
を
な
す
も
の
で
あ

っ
て
、
独
立
の
意
味
を
も
た
な
い
。
も

っ
と
も
、
工
事
請
負
会
社
が
建
築
確
認

の
申
請
を
す
る
場
合
に
は
、
建
築
士
が

設
計
・
工
事
監
理
を
担
当
し
な
げ
れ
ば

な
ら
な
い
か
ら
(
建
築
基
準
法
五
条
の

二
・
六
条
)
、
内
部
に
建
築
士
が
い
る

場
合
に
は
そ
の
者
が
工
事
監
理
者
と
な

っ
て
い
る
。
そ
こ
で
、
注
文
主
は
建
築
ー

士
に
工
事
監
理
義
務
違
反
が
あ
っ
た
乙

と
を
主
張
し
て
建
築
士
の
責
任
を
聞

い
、
そ
し
て
、
建
築
士
の
雇
主
で
あ
る

建
築
工
事
会
社
の
使
用
者
責
任
等
を
問

う
こ
と
も
で
き
る
(
同
は
、
そ
の
よ
う

な
例
で
あ
ろ
う
)
。

工
事
監
理
上
の
注
意
義
務
が
独
立
し

て
問
題
と
な
る
の
は
、
設
計
監
理
会
社

が
工
事
監
理
を
引
き
受
け
る
場
合
で
あ

る
。
こ
の
場
合
に
は
、
建
築
設
計
と
工

事
監
理
が
ワ
ン
セ
ッ
ト
で
契
約
の
内
容

と
な
っ
て
い
る
(
倒
例
制
参
照
)
。
す

で
に
紹
介
し
た
判
決
例
の
ほ
か
、
次
の

事
例
が
工
事
監
理
に
関
す
る
も
の
で
あ

る。
同

注

文

主

(
X
)
は
、
訴
外
建
築

会
社
と
の
間
で
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造

四
階
建
貸
ビ
ル
の
建
築
請
負
契
約
を
締

結
し
、
こ
の
訴
外
建
築
会
社
の
紹
介
で

一
級
建
築
士

(
V
H
)

が
管
理
す
る
建
築

事
務
所

(
V
H
)

に
対
し
て
建
築
設
計
お

よ
び
工
事
監
理
を
依
頼
し
た
。
そ
の
後

建
物
は
完
成
し
た
が
、
建
物
北
側
の
壁

が
設
計
と
異
な
っ
て
垂
直
で
な
く
、
最

上
部
で
北
側
に
一

0
セ
ン
チ
も
傾
い
て

い
た
。
そ
こ
で
、
北
側
む
隣
接
す
る
土

地
所
有
者
か
ら
調
停
が
提
起
さ
れ
、

X

は
北
側
土
地
所
有
者
に
対
し
て
三

O
万

円
の
損
害
賠
償
金
を
支
払
う
こ
と
を
余

儀
な
く
さ
れ
た
。
そ
こ
で
、

X
は、

V
H

・
も
に
対
し
て
工
事
監
理
上
の
債
務

不
履
行
を
理
由
に
し
て
三

O
万
円
の
支

払
を
請
求
し
た
。

判
決
(
名
古
屋
地
判
昭
四
八
・
一

0
・二

三
判
タ
三

O
二
号
一
七
九
頁
)
は
、
建

築
士
が
工
事
監
理
を
委
託
さ
れ
た
場
合

に
は
、
建
築
士
法
一
八
条
に
よ
っ
て
工

事
が
設
計
ど
お
り
進
行
し
て
い
る
か
を

確
認
す
る
義
務
が
あ
り
、
も
し
設
計
ど

お
り
工
事
が
進
行
し
て
い
な
い
と
認
め

る
と
き
は
工
事
施
工
者
に
対
し
て
注
意

を
与
え
る
義
務
が
あ
り
、
工
事
施
工
者

が
こ
れ
に
従
わ
な
い
と
き
は
建
築
主
に

報
告
す
る
義
務
が
あ
る
と
し
て
、
本
件

の
場
合
、

V
H
が
監
理
義
務
を
尽
く
し
て

い
れ
ば
、
本
件
工
事
の
璃
抗
は
直
ち
に

発
見
で
き
、
工
事
施
工
者
に
注
意
を
与

え
る
こ
と
に
よ
っ
て
是
正
で
き
た
も
の

と
解
せ
ら
れ
る
と
し
て
、

V
H
に
は
監
理

業
務
不
履
行
の
責
任
(
判
旨
か
ら
は
明

ら
か
で
は
な
い
が
、
不
法
行
為
責
任

か
)
が
あ
る
と
し
、
も
に
は
工
事
監
理

契
約
の
当
事
者
と
し
て
契
約
責
任
が
あ

る
と
判
示
し
た
。

川

建

築

主

(X)
は
、
建
物
建
設

に
あ
た
り
、
一
級
建
築
士

(
Y
)
に
対

し
て
設
計
お
よ
び
工
事
監
理
を
依
頼
し

た。

Y
が
X
と
協
議
し
て
建
設
工
事
請

負
人
を
選
定
し
て
い
た
と
こ
ろ
、

X
は

突
然
訴
外
建
設
業
者

(
A
)
を
工
事
請

負
人
と
し
た
い
と
申
し

λ
れ、

Y
は
や

む
な
く
こ
れ
を
受
け
入
れ
た
。
工
事
開

始
後
Y
は
、
設
計
図
書
で
は
軽
量
鉄
骨

を
使
用
す
る
こ
と
を
指
示
し
て
い
た
に

も
か
か
わ
ら
ず
、

A
が
設
計
と
は
異
な

る
重
量
鉄
骨
を
庇
に
用
い
た
乙
と
に
気

づ
き
、

A
の
現
場
監
督
に
是
正
す
る
よ
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う
申
し
入
れ
た
が
、

A
が
こ
れ
に
従
わ

な
か
っ
た
の
で

X
に
報
告
し
た
。
し
か

し、

X
は
か
え
っ
て

A
の
求
め
に
応
じ

て
A
の
施
工
を
承
認
し
た
。

A
は
そ
の

後
も

Y
の
了
解
を
得
る
こ
と
な
く
樋
の

ジ
ョ
イ
ン
ト
部
分
等
で
設
計
図
書
に
反

す
る
非
常
識
な
施
工
を
し
た
が
、
発
見

の
困
難
な
箇
所
で
あ
っ
た
た
め
、

Y
は

こ
れ
ら
の
工
事
ミ
ス
を
看
過
し
、
そ
の

後
も
X
に
報
告
し
な
か
っ
た
。
こ
れ
ら

の
工
事
ミ
ス
の
た
め
建
物
引
渡
後
建
物

に
雨
漏
り
が
生
じ
た
た
め
、

X
は
、
工

事
監
理
上
の
債
務
不
履
行
(
報
告
義
務

違
反
)
を
理
由
に

Y
に
対
し
て
損
害
賠

償
を
請
求
し
た
。

判
決
(
福
岡
高
判
昭
六
一
・
一

0
・
一
判

タ
六
三
八
号
一
八
三
頁
)
は
、
一
般
論

と
し
て
、
工
事
監
理
に
あ
た
っ
て
、
建

築
士
に
は
施
工
が
設
計
図
書
の
と
お
り

に
実
施
さ
れ
て
い
る
か
ど
う
か
を
確
認

し
、
実
施
さ
れ
て
い
な
い
と
認
め
る
と

き
は
直
ち
に
工
事
施
工
者
に
注
意
を
与

え
、
工
事
施
工
者
が
こ
れ
に
従
わ
な
い

と
き
は
、
そ
の
旨
を
建
築
主
に
報
告
す

る
義
務
が
あ
る
(
建
築
士
法
一
八
条
三

項
参
照
)
と
判
示
し
た
が
、
本
件
に
お

い
て
は
、

X
が
予
算
節
減
の
た
め
一
方

的
に

A
を
選
定
し
た
こ
と
、

Y
が
A
の

庇
の
工
事
に
つ
き

X
に
報
告
し
た
に
も

か
か
わ
ら
ず
X
が
こ
れ
を
無
視
し
た
こ

と、

X
が
予
算
面
を
重
視
し
て
手
直
工

事
に
消
極
的
で
あ
っ
た
こ
と
等
か
ら
、

仮
に

Y
が
A
の
工
事
ミ
ス
に
気
づ
き
こ

れ
を
X
に
報
告
し
た
と
し
て
も
、

X
が

こ
れ
を
無
視
し
た
で
あ
ろ
う
乙
と
が
容

易
に
推
認
さ
れ
る
と
し
て
、
諸
事
情
を

総
合
勘
案
し
た
う
え
で
、
上
に
述
べ
た

A
の
組
雑
な
工
事
ミ
ス
に
つ
い
て

Y
が

報
告
し
な
か
っ
た
と
し
て
も
、
信
義
則

上
Y
に
債
務
不
履
行
が
あ
っ
た
と
は
い

え
な
い
と
し
た
。

こ
の
判
決
で
は
、
建
築
士
法
一
八
条

に
定
め
る
建
築
士
の
業
務
執
行
規
定
が

単
な
る
倫
理
規
定
で
は
な
く
、
私
法
上

の
義
務
と
な
っ
て
い
る
こ
と
を
認
め

た
。
な
お
、
建
築
士
の
工
事
監
理
上
の

報
告
義
務
は
、
注
文
主
の
利
益
の
た
め

に
行
動
す
る
建
築
士
の
忠
実
義
務
の
一

つ
と
解
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

第
三
者
に
対
す
る

責
任

不
法
行
為
責
任

建
築
家
の
設
計
ま
た
は
工
事
監
理
の

ミ
ス
に
よ
り
建
築
物
に
欠
陥
が
生
じ
、

そ
の
欠
陥
に
よ
っ
て
第
三
者
に
損
害
が

発
生
し
た
と
き
に
は
、
建
築
家
は
、
被

害
者
に
対
し
て
不
法
行
為
責
任
を
負

う
。
な
お
、
注
文
主
と
建
築
家
と
の
聞

に
直
接
の
設
計
工
事
監
理
契
約
が
締
結

さ
れ
て
い
な
い
場
合
に
は
、
建
築
家

は
、
注
文
主
に
生
じ
た
損
害
に
つ
い
て

不
法
行
為
責
任
を
負
う
こ
と
に
な
る

が
、
そ
の
責
任
の
内
容
は
契
約
責
任
と

実
質
的
に
は
同
じ
で
あ
る
べ
き
だ
と
い

う
考
え
方
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
二
一

ωで
述
べ
た
。
そ
こ
で
、
こ
こ
で
検
討

す
る
の
は
、
注
文
主
以
外
の
第
三
者
に

対
す
る
責
任
の
問
題
で
あ
る
。

建
築
物
に
危
険
な
暇
庇
が
あ
り
、
そ

れ
に
よ
っ
て
第
三
者
に
損
害
が
生
じ
た

場
合
に
は
、
建
築
物
の
占
有
者
あ
る
い

は
所
有
者
が
土
地
工
作
物
責
任
を
負
っ

て
い
る
(
民
法
七
一
七
条
)
の
で
、
通

常
被
害
者
は
、
建
築
家
の
設
計
・
工
事

監
理
上
の
注
意
義
務
違
反
の
責
任
を
問

う
で
も
な
く
救
済
を
受
け
る
こ
と
が
で

き
る
。
そ
の
せ
い
か
、
こ
れ
ま
で
建
築

家
の
対
第
三
者
責
任
に
つ
い
て
は
あ
ま

り
議
論
さ
れ
る
こ
と
が
な
く
、
裁
判
例

も
ほ
と
ん
ど
な
い
。

建
築
家
は
、
建
築
物
の
設
計
や
工
事

監
理
を
行
う
に
あ
た
っ
て
、
建
築
物
の

安
全
性
の
確
保
に
万
全
の
注
意
を
す
べ

き
義
務
を
負
っ
て
い
る
。
建
築
基
準
法

な
ど
の
関
連
法
規
は
建
築
物
の
安
全
確

保
の
た
め
の
諸
規
定
を
お
い
て
お
り
、

建
築
士
法
一
八
条
二
項
は
、
設
計
に
あ

た
っ
て
建
築
士
は
法
令
ま
た
は
条
例
の

定
め
る
建
築
物
に
関
す
る
基
準
に
適
合

す
る
よ
う
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と

定
め
て
い
る
が
、
こ
の
規
定
を
ま
つ
ま

で
も
な
く
、
建
築
に
関
す
る
専
門
家
と

し
て
の
建
築
士
は
、
条
理
上
当
然
に
他

人
に
被
害
を
及
ぼ
さ
な
い
よ
う
に
万
全

の
措
置
を
と
る
義
務
を
負
っ
て
い
る
と

考
え
る
べ
き
で
あ
る
。
そ
の
義
務
に
違

反
し
た
場
合
に
は
、
民
法
七

O
九
条
に

基
づ
い
て
損
害
賠
償
責
任
を
負
う
。

98 

判
決
例

設
計
者
の
対
第
三
者
責
任
に
関
す
る

判
決
例
は
あ
ま
り
な
い
が
、
こ
乙
で
は

一
例
だ
け
を
紹
介
す
る
(
日
)
O

ω
建
築
会
社

(Y)
は
、
訴
外
民

宿
経
営
者
の
依
頼
に
よ
り
、
旅
館
の
建

物
の
浴
室
の
設
計
施
工
を
請
負
い
、
プ

ロ
パ
ン
ガ
ス
を
燃
料
と
す
る
風
呂
燃
焼

釜
を
浴
室
内
に
設
置
し
た
。
そ
の
さ

い
、
燃
焼
釜
は
低
い
隔
壁
で
仕
切
ら
れ
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て
洗
場
近
く
の
場
所
に
設
置
さ
れ
た

が
、
隔
壁
内
に
は
排
水
口
も
設
け
ら
れ

て
い
な
い
た
め
、
洗
場
か
ら
の
水
や
ゴ

ミ
が
溜
ま
り
ゃ
す
く
プ
ロ
パ
ン
ガ
ス
の

不
完
全
燃
焼
の
危
険
が
あ
っ
た
。
そ
の

後
こ
の
民
宿
に
宿
泊
し
た
女
性
が
入
浴

中
に
プ
ロ
パ
ン
ガ
ス
の
不
完
全
燃
焼
に

よ
る
一
酸
化
炭
素
中
毒
に
よ
っ
て
死
亡

し
、
そ
の
両
親

(
X
ら
)
が

Y
の
従
業

員
に
設
計
施
工
上
の
過
失
が
あ
っ
た
と

し
て
、

Y
の
使
用
者
責
任
(
民
法
七
一

五
条
)
を
問
う
た
。

判
決
(
東
京
地
判
昭
五
一
二
二
・
一
八
判

時
八
三
八
号
六
六
頁
)
は
、
お
よ
そ
建

物
の
設
計
施
工
に
従
事
す
る
も
の
に

は
、
そ
の
業
務
の
性
質
上
自
己
の
設
計

施
工
上
の
措
置
等
か
ら
他
人
に
被
害
を

及
ぼ
さ
な
い
よ
う
に
万
全
の
配
慮
を
な

す
べ
き
高
度
の
注
意
義
務
が
あ
る
と
判

示
し
、
本
件
浴
室
を
設
計
施
工
し
た
当

時
に
は
建
築
関
係
法
規
に
は
浴
室
の
設

計
施
工
上
道
守
す
べ
き
格
別
の
規
定
は

な
か
っ
た
が
、
本
件
浴
室
内
部
に
は
ガ

ス
不
完
全
燃
焼
に
よ
り
一
酸
化
炭
素
が

充
満
す
る
お
そ
れ
の
あ
る
こ
と
は
予
見

し
え
た
の
だ
か
ら
、

Y
の
従
業
員
に
は

過
失
が
あ
り
、

Y
は
使
用
者
と
し
て
の

責
任
を
負
う
と
し
た
。

四

宇
品
シ
」
仇
り

一
般
に
建
築
家
は
専
門
家
と
さ
れ
、

諸
外
国
で
専
門
家
責
任
が
論
じ
ら
れ
る

さ
い
に
は
建
築
家
の
責
任
は
そ
の
一
部

を
構
成
し
て
い
る
。
専
門
家
は
、
専
門

外
の
者
と
は
隔
絶
し
た
高
度
の
専
門
分

野
の
知
識
や
判
断
能
力
を
も
っ
て
い
る

の
で
、
専
門
外
の
者
は
専
門
家
の
知
識

.
判
断
能
力
を
信
頼
し
て
自
分
の
身
体

や
財
産
上
の
処
理
を
専
門
家
の
技
術
や

判
断
に
委
ね
る
の
で
あ
る
。
そ
こ
に
、

専
門
家
が
高
度
の
注
意
義
務
を
負
い
、

依
頼
者
の
利
益
の
た
め
に
行
動
す
る
こ

と
が
求
め
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
の
で
あ

る
。
し
か
し
、
わ
が
国
の
建
築
家
の
実

態
は
ま
こ
と
に
多
様
で
あ
り
、
専
門
家

と
し
て
の
知
識
や
判
断
能
力
に
も
建
築

家
に
よ
っ
て
差
が
あ
る
よ
う
で
あ
る
。

建
築
家
の
聞
に
専
門
家
と
し
て
の
知

識
や
技
術
の
水
準
に
ば
ら
つ
き
が
あ
る

と
す
れ
ば
、
長
期
の
教
育
や
資
格
試
験

に
よ
っ
て
知
識
・
技
術
水
準
が
一
定
以

上
に
保
た
れ
て
い
る
医
師
や
弁
護
士
と

同
じ
よ
う
な
専
門
家
の
責
任
を
建
築
家

に
つ
い
て
議
論
で
き
る
の
か
ど
う
か
問

題
で
あ
る
。
学
説
は
、
建
築
家
の
責
任

が
高
度
の
注
意
義
務
に
裏
付
け
ら
れ
て

い
る
と
は
い
う
も
の
の
、
具
体
的
に
ど

の
よ
う
に
高
度
な
注
意
義
務
な
の
か
あ

ま
り
詰
め
た
議
論
を
し
て
い
な
い
。
お

そ
ら
く
、
建
築
家
の
多
様
な
実
態
を
前

提
と
す
る
と
、
あ
る
水
準
の
注
意
義
務

を
想
定
す
る
こ
と
は
困
難
な
の
で
あ
ろ

う
。
判
決
例
を
み
て
も
、
建
築
関
連
法

規
を
遵
守
し
た
か
ど
う
か
、
学
会
等
が

定
め
た
規
格
や
基
準
に
よ
っ
て
い
る
か

ど
う
か
が
建
築
家
の
設
計
等
の
暇
庇
を

判
断
す
る
基
準
に
な
っ
て
い
る
よ
う
に

思
わ
れ
る
。

そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
建
築
家
の
責

任
に
は
、
専
門
家
と
い
わ
れ
る
他
の
職

業
従
事
者
の
責
任
と
共
通
す
る
と
こ
ろ

が
あ
る
。
第
一
は
、
ど
れ
く
ら
い
高
度

で
あ
る
か
は
と
も
か
く
、
特
約
が
な
く

と
も
、
少
な
く
と
も
同
業
他
者
が
も
っ

と
同
等
の
技
術
・
知
識
を
も
っ
て
い
る

こ
と
が
要
求
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ

る
。
第
二
に
、
他
人
に
代
わ
っ
て
そ
の

人
の
利
益
に
介
入
す
る
の
で
あ
る
か

ら
、
本
人
の
利
益
に
も
っ
と
も
合
す
る

よ
う
に
行
動
す
る
義
務
を
負
い
、
ま

た
、
本
人
に
対
し
て
、
そ
の
利
益
に
か

か
わ
る
事
項
に
つ
い
て
報
告
し
た
り
承

諾
を
求
め
る
な
ど
の
義
務
を
負
っ
て
い

る
こ
と
で
あ
る
。
忠
実
義
務
と
い
っ
て

も
よ
い
。

こ
の
よ
う
に
考
え
る
と
、
専
門
家
責

任
と
い
う
の
は
、
基
本
的
に
は
信
託
な

ど
、
他
人
の
財
産
の
管
理
制
度
に
お
け

る
管
理
者
の
責
任
と
共
通
の
構
造
を
も

っ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
他
方

で
、
ひ
と
口
に
専
門
家
と
い
っ
て
も
さ

ま
ざ
ま
な
分
野
で
さ
ま
ざ
ま
な
水
準
の

専
門
性
を
も
っ
た
専
門
家
が
存
在
し
て

い
る
の
で
あ
る
か
ら
、
専
門
家
責
任
と

い
う
ひ
と
つ
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
を
観
念
す

る
こ
と
が
で
き
る
の
か
ど
う
か
、
さ
ら

に
法
技
術
的
に
意
味
が
あ
る
カ
テ
ゴ
リ

ー
な
の
か
ど
う
か
、
再
検
討
し
て
も
よ

い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
さ
ら
に
、

今
後
の
課
題
と
し
て
は
、
こ
れ
ま
で
共

通
点
が
あ
る
も
の
と
し
て
あ
ま
り
意
識

さ
れ
な
か
っ
た
、
他
人
の
た
め
に
他
人

の
利
益
に
介
入
す
る
諸
制
度
に
お
け
る

責
任
ル

l
ル
と
専
門
家
責
任
と
の
間
に

あ
る
共
通
の
基
盤
を
分
析
し
て
、
体
系

化
す
る
理
論
を
探
っ
て
み
る
こ
と
が
有

益
な
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
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(
1
)
高
橋
寿
一
「
建
築
士
の
責
任
L

川

井
健
編
・
専
門
家
の
責
任
四

O
二
頁

(
日
本
評
論
社
、
一
九
九
三
年
)
。
本
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論
文
に
よ
れ
ば
、
人
口
一

O
O万
人
当

た
り
の
建
築
家
の
数
で
み
る
と
、
西
ド

イ
ツ
二
、

0
0
0人
、
イ
ギ
リ
ス
四
二

O
人
、
ア
メ
リ
カ
二

O
O
人
、
日
本

五
、
七
六

O
人
で
、
日
本
が
圧
倒
的
に

多
い
。

(
2
)

高
橋
・
前
掲
注
(
1
)
四
O
五
頁
。

(
3
)

高
橋
弘
寸
建
築
家
(
設
計
監
理
技

師
)
の
法
的
地
位
」
法
律
時
報
四
三
巻

一
二
号
五
五
頁
(
一
九
七
一
年
)
。
な

お
、
大
阪
地
判
昭
五
七
・
五
・
二
七
判

タ
四
七
七
号
一
五
四
頁
は
、
一
級
建
築

士
が
設
計
施
工
を
引
き
受
け
、
施
工
を

下
請
に
出
し
た
例
で
あ
り
、
大
阪
地
判

昭
五
九
・
二
一
・
二
六
判
タ
五
四
八
号

一
八
一
頁
と
東
京
地
判
平
三
・
二
了

二
五
判
時
一
四
三
四
号
九

O
頁
は
、
建

設
会
社
が
建
築
を
請
り
負
い
、
内
部
の

建
築
士
が
設
計
・
工
事
監
理
を
し
た
例

で
あ
る
。

(
4
)

大
阪
高
判
平
元
・
二
・
一
七
判
時

一
コ
一
二
三
号
六
八
頁
は
、
建
築
を
請
け

負
っ
た
建
設
会
社
か
ら
設
計
監
理
会
社

が
設
計
・
工
事
監
理
を
下
請
け
し
た

(
名
目
的
に
建
築
主
と
の
間
で
設
計
監

理
契
約
を
締
結
し
て
い
る
)
例
で
あ

る。
(
5
)

高
橋
弘
・
前
掲
注
(
3
)
五
五
頁
。

(
6
)

川
井
健
編
・
専
門
家
の
責
任
(
前

掲
注
(
1
)
)

で
は
、
医
師
(
特
別
の
研

究
を
要
す
る
と
し
て
、
各
論
で
は
扱
わ

れ
て
い
な
い
て
弁
護
士
、
公
証
人
、

鑑
定
人
、
公
認
会
計
士
、
司
法
書
士
、

土
地
家
屋
調
査
士
、
宅
地
建
物
取
引
主

任
者
、
建
築
士
を
専
門
家
の
カ
テ
ゴ
リ

ー
に
い
れ
て
い
る
。
弥
永
真
生
「
ア
メ

リ
カ
に
お
け
る
専
門
家
責
任
(
そ
の

1
)
L
N
B
L
五
三
九
号
二
五
頁
〈
第

四
章

ω一
一
一
頁
〉
は
、
ア
メ
リ
カ
で
専

門
家
と
し
て
扱
わ
れ
て
き
た
職
業
に

は
、
医
師
、
歯
科
医
師
、
薬
剤
師
、
弁

護
士
、
公
認
会
計
士
、
建
築
家
、
エ
ン

ジ
ニ
ア
等
が
あ
る
と
し
て
い
る
。
西
嶋

・
後
掲
注
(
7
)
論
文
一
四
六
頁
は
、
さ

ら
に
多
く
の
専
門
家
の
例
を
あ
げ
て
い

る。
(7)

西
嶋
梅
治
寸
プ
ロ
ブ
エ
ツ
シ
ヨ
ナ

ル
・
ラ
イ
ア
ビ
リ
テ
ィ
・
イ
ン
シ
ュ
ア

ラ
ン
ス
の
基
本
問
題
L

現
代
損
害
賠
償

法
講
座
八
・
損
害
と
保
険
一
四
八
頁
以

下
(
日
本
評
論
社
、
一
九
七
三
年
)
。

(
8
)

川
井
健
「
問
題
の
提
起
L
N
B
L

五
三
九
号
二
二
頁
〈
第
一
章
一
頁
〉

は
、
専
門
家
の
特
色
と
し
て
、
資
格
、

高
度
の
裁
量
、
相
当
な
報
酬
、
高
い
社

会
的
地
位
、
を
あ
げ
て
い
る
。
こ
れ
に

対
し
て
、
能
見
善
久
「
専
門
家
の
責
任

(上
)
L
N
B
L
五
四
四
号
五
二
頁
〈
第

二
章
四
頁
〉
は
、
ジ
ャ
ク
ソ
ン
と
パ
ウ

エ
ル
に
基
づ
い
て
、
高
度
で
専
門
的
な

仕
事
、
高
い
職
業
的
倫
理
、
専
門
家
集

団
に
よ
る
レ
ベ
ル
の
維
持
、
高
い
社
会

的
身
分
、
を
あ
げ
て
い
る
。

(
9
)

花
立
文
子
「
建
設
設
計
・
監
理
契

約
に
関
す
る
一
考
察
こ
)
L

法
学
志

林
八
六
巻
三
・
四
合
併
号
一

O
O
頁

は
、
建
築
士
に
対
す
る
国
家
に
よ
る
コ

ン
ト
ロ
ー
ル
が
強
く
職
業
集
団
の
自
律

性
が
弱
い
こ
と
、
報
酬
に
応
じ
た
仕
事

が
行
な
わ
れ
営
利
性
が
強
い
こ
と
、
建

築
士
に
は
兼
業
建
築
家
が
多
く
独
立
性

が
確
保
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
な
ど
、
西

嶋
教
授
の
あ
げ
る
要
素
の
う
ち
例
、

伸
、
凶
仰
が
欠
け
て
い
る
。

(
叩
)
能
見
・
前
掲
注
(
8
)
論
文
五
四
頁

〈
第
二
章
六
頁
v
。

(
日
)
高
橋
寿
一
・
前
掲
注
(
1
)
論
文
四

O
一
買
は
、
-
建
築
主
の
信
頼
に
応
え

得
る
十
分
な
資
質
、
才
能
、
経
験
、
人

格
と
責
任
の
裏
付
け
に
よ
る
自
由
を
保

持
し
て
:
:
:
建
築
主
並
び
に
施
工
業
者

の
正
当
な
利
益
を
守
る
た
め
に
公
平
に

行
動
す
る
L

建
築
家
像
を
示
す
日
本
建

築
家
協
会
憲
章
を
引
用
し
て
い
る
。

(
臼
)
こ
れ
ら
の
数
字
は
、
】
白
匂
山
口

k
g自由
n
H
S品
(
朝
日
新
聞
社
)
に

ト
品
ヲ

Q

。

(
日
)
高
橋
寿
一
・
前
掲
注
(
1
)
論
文
四

O
六
頁
、
花
立
・
前
掲
注
(
9
)
論
文
一

O
O頁
は
い
ず
れ
も
、
建
築
家
が
必
ず

し
も
専
門
家
と
し
て
の
特
質
を
す
べ
て

備
え
て
い
る
と
は
い
え
な
い
に
し
て

も
、
専
門
家
と
し
て
の
高
度
の
責
任
を

負
わ
せ
る
べ
き
だ
と
主
張
す
る
。

(H)

花
立
文
子
・
前
提
注

(
9
)

一
O

六百九。

(
日
)
日
向
野
弘
毅
・
建
築
家
の
責
任
と

建
築
訴
訟
こ
九
九
三
年
、
成
文
堂
)

一
O
頁
以
下
参
照
。

(
凶
)
花
立
・
前
掲
注

(9)

一
一
一
一

頁
、
高
橋
寿
一
・
前
掲
注

(
1
)
四
O

七
頁
。
請
負
説
お
よ
び
準
委
任
説
の
詳

細
に
つ
い
て
は
、
主
と
し
て
花
立
論
文

に
依
っ
た
。

(
口
)
花
立
・
前
掲
注

(
9
)

一
一
四

頁
、
高
橋
・
前
掲
注
(
3
)
四
O
八
頁
。

(
時
)
花
立
・
前
掲
注

(
9
)

一
一
一
二

頁。
(
四
)
花
立
・
前
掲
注

(
9
)

一
一
一
二

頁。
(
却
)
高
橋
・
前
掲
注

(
1
)
四
一

O

頁
、
花
立
寸
建
設
設
計
・
監
理
契
約
に

関
す
る
一
考
察
さ
了
完
)
」
法
学
志

林
八
三
巻
三
号
一
九
七
頁
は
、
と
も
に

無
過
失
責
任
を
前
提
に
し
て
い
る
。

(
幻
)
花
立
・
前
掲
注
(
却
)
一
九
三

頁
、
な
お
、
日
向
野
・
前
掲
注
(
日
)

一
一
頁
、
高
橋
・
前
掲
注

(
1
)
四
O

九
頁
参
照
。

(
泣
)
花
立
・
前
掲
注
(
却
)
一
九
四

頁。
(
幻
)
花
立
・
前
掲
注
(
却
)
二

O
五
頁

も
同
旨
。

(
担
)
た
と
え
ば
、
高
橋
・
前
掲
注

(
1
)
四
O
六
頁
。

(
お
)
日
向
野
・
前
掲
注
(
日
)
二
七
頁

以
下
は
、
設
計
ミ
ス
お
よ
び
監
理
ミ
ス

に
関
す
る
わ
が
国
の
裁
判
例
を
詳
し
く

紹
介
し
て
い
る
。
(
も
り
し
ま
・
あ
き
お
)
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専
門
家
の
民
事
責
任
の

法
的
構
成
と
証
明

第
九
章

は
じ
め
に

専
門
家
の
民
事
責
任
の
法
的
構
成
と

し
て
、
民
事
責
任
法
の
一
般
法
と
も
い

う
べ
き
不
法
行
為
責
任
構
成
が
重
要
な

役
割
を
果
た
す
こ
と
は
、
と
り
た
て
て

い
う
ま
で
も
な
い
。
し
か
し
、
専
門
家

の
民
事
責
任
が
問
題
と
な
る
事
例
の
多

く
は
、
ク
ラ
イ
ア
ン
ト
と
の
契
約
関
係

上
の
ト
ラ
ブ
ル
で
あ
る
か
ら
、
法
条
競

合
論
を
と
れ
ば
当
然
に
、
ま
た
請
求
権

競
合
論
を
と
っ
て
も
、
不
法
行
為
責
任

構
成
と
並
ん
で
契
約
責
任
構
成
が
と
ら

れ
て
よ
い
は
ず
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、

こ
れ
ま
で
の
裁
判
例
で
は
、
医
療
過
誤

訴
訟
に
典
型
的
に
み
ら
れ
る
ご
と
く
、

不
法
行
為
訴
訟
に
よ
る
も
の
が
格
段
に

多
い
。
そ
の
原
因
と
し
て
は
い
ろ
い
ろ

な
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
が
、
た
と
え
ば

裁
判
上
の
争
い
と
な
る
と
損
害
賠
償
の

請
求
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
り
、
こ
の
点
に

関
し
て
は
、
時
効
を
除
く
と
、
不
法
行

為
責
任
構
成
で
も
、
契
約
責
任
構
成
で

も
あ
ま
り
差
異
が
な
い
こ
と
、
特
に
日

本
の
裁
判
の
実
情
で
は
、
裁
判
官
が
時

効
の
起
算
点
や
、
証
明
責
任
等
に
関
し

て
も
硬
直
な
態
度
を
と
ら
ず
、
具
体
的

妥
当
な
解
決
を
導
く
傾
向
が
ほ
と
ん
ど

で
あ
る
こ
と
が
あ
げ
ら
れ
よ
う
。
し
か

し
、
こ
の
ほ
か
に
重
要
な
原
因
と
し

て
、
現
行
民
法
典
の
債
務
不
履
行
規
定

の
不
備
が
あ
げ
ら
れ
る
も
の
と
考
え

る
。
す
な
わ
ち
、
専
門
家
と
ク
ラ
イ
ア

ン
ト
聞
の
契
約
の
法
的
性
質
と
し
て

は
、
民
法
典
の
典
型
契
約
に
い
ち
ば
ん

近
い
距
離
に
あ
る
も
の
と
し
て
、
一
般

法
政
大
学
教
授

下
森

定

に
委
任
な
い
し
準
委
任
契
約
が
あ
げ
ら

れ
る
が
、
現
行
民
法
典
の
規
定
は
、
無

形
の
な
す
債
務
の
不
完
全
履
行
責
任
に

つ
い
て
き
わ
め
て
不
備
で
あ
り
、
そ
の

た
め
に
不
法
行
為
責
任
構
成
に
よ
っ
て

責
任
追
及
が
な
さ
れ
て
き
た
も
の
の
よ

う
に
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。
不
法
行
為

責
任
構
成
に
よ
る
処
理
も
有
用
で
は
あ

る
が
、
特
殊
H
契
約
関
係
上
の
ト
ラ
ブ

ル
は
、
契
約
法
上
の
テ
ク
ニ
ッ
ク
を
使

っ
て
処
理
す
る
の
が
、
理
論
的
に
も
実

際
的
に
も
妥
当
と
思
わ
れ
る
の
で
、
契

約
責
任
論
の
新
た
な
展
開
に
よ
っ
て
対

処
す
る
道
を
模
索
す
る
の
が
、
今
後
の

学
説
の
課
題
で
あ
る
と
私
は
考
え
る
。

か
く
て
、
本
稿
の
ね
ら
い
は
、
専
門
家

の
民
事
責
任
に
関
し
、
不
法
行
為
責
任

構
成
に
対
す
る
契
約
責
任
構
成
の
有
用

性
の
有
無
を
、
契
約
責
任
再
構
成
な
い

し
契
約
責
任
論
の
新
た
な
展
開
の
視
点

か
ら
検
討
し
、
若
干
の
問
題
提
起
を
試

み
る
こ
と
に
あ
る

(1)
。

な
お
、
寸
専
門
家
L

の
契
約
責
任
の
、

一
般
の
契
約
責
任
に
対
す
る
特
質
と
そ

の
理
論
的
枠
組
み
に
つ
い
て
は
、
本
連

載
川
則
的
の
能
見
善
久
教
授
の
論
稿
(
本

誌
五
四
四
号
五
二
頁
・
五
四
五
号
一
六

頁
)
〈
第
二
章
四
頁
以
下
v

を
参
照
し
て

い
た
だ
き
た
い
。

専
門
家
の
契
約
責
任

に
関
す
る
理
論
的
基

礎
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現
行
契
約
責
任
体
系
の
基
本

構
造
と
問
題
点

契
約
責
任
論
、
特
に
不
完
全
履
行
論

の
新
た
な
展
開
の
た
め
の
前
提
と
し
て

指
摘
し
て
お
き
た
い
こ
と
は
、
損
害
賠

償
請
求
権
を
第
一
次
的
保
護
手
段
と
す

る
損
害
担
保
の
契
約
責
任
構
造
を
と
る

コ
モ
ン
・
ロ

l
体
系
に
対
し
、
わ
が
民

法
は
、
大
陸
法
を
継
受
し
、
履
行
請
求

権
の
第
一
次
的
認
容
を
媒
介
と
す
る
、
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結
果
実
現
保
障
の
契
約
責
任
構
造
を
と

っ
て
い
る
と
い
う
事
実
、
そ
し
て
か
か

る
契
約
責
任
構
造
は
今
後
も
基
本
的
に

維
持
さ
る
べ
き
有
用
な
シ
ス
テ
ム
で
あ

る
と
私
は
考
え
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

ま
た
、
こ
の
点
が
、
わ
が
民
法
の
下

で
、
損
害
賠
償
請
求
権
を
第
一
次
的
保

護
手
段
と
す
る
不
法
行
為
責
任
シ
ス
テ

ム
に
対
す
る
契
約
責
任
シ
ス
テ
ム
の
大

き
な
特
色
と
い
え
る

(
2
)
。

次
に
、
与
え
る
債
務
を
中
心
に
構
築

さ
れ
た
現
行
契
約
責
任
体
系
は
、
履
行

内
容
が
不
完
全
で
あ
っ
た
場
合
の
救
済

制
度
と
し
て
特
に
璃
抗
担
保
責
任
制
度

を
用
意
し
た
が
、
専
門
家
の
契
約
責
任

の
考
察
上
も
っ
と
も
問
題
と
な
る
、
な

す
債
務
に
つ
い
て
の
寸
履
行
内
容
の
不

完
全
履
行
L

に
関
し
て
は
、
仕
事
の
結

果
が
有
形
で
あ
る
こ
と
の
多
い
請
負
に

つ
い
て
璃
庇
担
保
責
任
制
度
を
用
意
し

た
も
の
の
、
特
に
無
形
の
サ
ー
ビ
ス
の

提
供
に
つ
い
て
不
備
で
あ
る
。
ま
た
こ

の
欠
陥
を
指
摘
し
た
学
説
も
、
今
日
ま

で
の
と
こ
ろ
、
さ
ほ
ど
積
極
的
あ
る
い

は
具
体
的
な
解
釈
論
的
成
果
を
あ
げ
て

い
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
か
く
て
、

現
時
点
で
の
最
大
の
理
論
的
課
題
は
、

第9章

な
す
債
務
の
不
完
全
履
行
論
の
新
た
な

展
開
で
あ
り
、
特
に
効
果
論
上
は
追
完

請
求
権
の
検
討
に
あ
る
と
私
は
考
え

る。

専
門
家
契
約
の
法
的
性
質
と

不
完
全
履
行

専
門
家
と
ク
ラ
イ
ア
ン
ト
の
サ
ー
ビ

ス
供
給
契
約
は
、
一
般
に
は
、
委
任
な

い
し
準
委
任
契
約
、
請
負
契
約
、
雇
用

契
約
さ
ら
に
は
こ
れ
ら
の
混
合
契
約
と

し
て
締
結
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
が
、
こ

こ
で
は
請
負
契
約
と
委
任
契
約
を
中
心

に
、
特
に
不
完
全
履
行
に
つ
い
て
一
般

的
な
検
討
を
試
み
た
い
。

ω
請
負
契
約
の
不
完
全
履
行
と
追
完

請
求
権

請
負
人
の
不
完
全
履
行
責
任
に
つ
い

て
は
、
暇
抗
担
保
責
任
と
の
関
係
を
ど

う
考
え
る
か
が
問
題
と
な
る
。
学
説
上

議
論
の
あ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
私
は

こ
う
考
え
る
。
請
負
は
仕
事
を
完
成
す

る
こ
と
、
つ
ま
り
暇
庇
の
な
い
完
全
な

仕
事
を
す
る
こ
と
が
債
務
の
内
容
な
の

で
あ
る
か
ら
、
仕
事
の
内
容
に
暇
庇
あ

る
と
き
は
不
完
全
履
行
で
あ
る
。
そ
う

だ
と
す
る
と
請
負
契
約
上
の
債
務
は
消

減
せ
ず
、
注
文
主
は
請
負
人
の
帰
責
事

由
の
有
無
を
問
わ
ず
、
取
庇
修
補
の
可

能
な
か
ぎ
り
当
然
に
追
完
あ
る
い
は
暇

庇
修
補
の
請
求
を
な
し
う
る
(
無
過
失

責
任
と
い
う
ま
で
も
な
く
、
本
来
の
履

行
請
求
の
問
題
。
な
お
、
こ
の
こ
と
は

不
完
全
履
行
一
般
に
妥
当
し
、
追
完
あ

る
い
は
暇
肱
修
補
請
求
権
の
成
立
要
件

と
し
て
帰
責
事
由
は
不
要
と
解
す
べ
き

で
あ
る
)
。
つ
ま
り
請
負
人
の
暇
痕
担

保
責
任
は
不
完
全
履
行
責
任
そ
の
も
の

に
ほ
か
な
ら
な
い
と
み
る
べ
き
で
あ

る
。
も
っ
と
も
、
立
法
者
が
未
だ
今
日

使
わ
れ
て
い
る
意
味
で
の
1

不
完
全
履

行
L

概
念
(
短
期
の
期
間
制
限
を
伴
う

履
行
内
容
の
不
完
全
履
行
責
任
概
念
↓

わ
が
国
独
自
の
、
勝
本
H
末
弘
説
に
由

来
す
る
そ
れ
)
を
知
ら
な
か
っ
た
が
た

め
に
、
本
来
な
ら
不
完
全
履
行
概
念
を

使
っ
て
処
理
す
る
の
が
妥
当
で
あ
っ
た

問
題
を
、
暇
庇
担
保
責
任
制
度
に
依
拠

し
て
処
理
し
た
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
は

不
代
替
物
の
特
定
物
売
買
に
関
す
る
法

定
無
過
失
責
任
と
し
て
の
暇
抗
担
保
責

任
(
そ
れ
は
い
わ
ゆ
る
特
定
物
ド
グ
マ

を
前
提
と
す
る
も
の
で
あ
り
、
梅
博
士

も
か
か
る
発
想
を
す
で
に
も
っ
て
い

た
)

(

3

)

と
は
、
そ
の
法
的
性
質
を
異

に
す
る
も
の
で
あ
る
。
し
た
、
が
っ
て
、

今
日
の
時
点
で
の
解
釈
論
と
し
て
は
、

請
負
の
暇
庇
担
保
責
任
の
規
定
は
、
今

日
い
う
意
味
で
の
不
完
全
履
行
の
萌
芽

的
規
定
で
あ
る
と
解
し
、
一
般
の
不
完

全
履
行
の
請
負
に
お
け
る
特
別
規
定

(
債
務
不
履
行
と
は
異
な
る
暇
肱
担
保

責
任
と
い
う
形
で
の
特
則
で
は
な
く
、

不
完
全
履
行
そ
の
も
の
の
請
負
に
お
け

る
特
則
)
と
解
す
る
の
が
妥
当
で
あ

る
。
つ
ま
り
、
不
完
全
履
行
の
責
任
と

暇
庇
担
保
責
任
と
が
並
存
す
る
も
の
で

は
な
く
、
ま
た
、
請
負
の
担
保
責
任
の

規
定
に
よ
っ
て
不
完
全
履
行
の
一
般
理

論
が
完
全
に
排
斥
さ
れ
る
と
み
る
べ
き

で
も
な
い
。
本
質
的
に
み
る
と
き
は
、

不
完
全
履
行
の
規
定
と
い
え
る
請
負
の

担
保
責
任
の
規
定
を
ま
ず
適
用
す
べ
き

で
あ
る
が
、
規
定
の
な
い
問
題
、
あ
る

い
は
今
日
の
時
点
か
ら
み
て
現
行
規
定

が
妥
当
で
な
い
と
考
え
ら
れ
る
問
題
に

つ
い
て
は
不
完
全
履
行
の
一
般
理
論
に

よ
っ
て
解
決
す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
。

た
と
え
ば
、
六
三
五
条
の
契
約
の
解
除

に
つ
き
、
寝
中
枇
が
重
大
で
あ
っ
て
も
注

文
者
は
つ
ね
に
即
時
無
催
告
解
除
が
で

102 
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き
る
と
解
す
べ
き
で
は
な
く
、
修
補
が

可
能
な
か
ぎ
り
は
、
請
負
人
と
の
信
頼

関
係
が
破
壊
さ
れ
た
と
み
ら
れ
る
よ
う

な
特
別
の
場
合
を
除
き
、
相
当
期
間
を

定
め
て
催
告
し
た
後
で
な
げ
れ
ば
解
除

で
き
な
い
と
解
す
べ
き
で
あ
る
(
一
般

的
に
追
完
が
不
可
能
な
こ
と
が
多
く
、

あ
る
い
は
売
主
が
暇
庇
修
補
の
技
術
を

も
た
な
い
こ
と
が
多
い
不
代
替
物
の
特

定
物
売
買
に
お
り
る
暇
庇
担
保
責
任
と

は
異
な
る
)
。
そ
し
て
、
請
負
人
が
暇

杭
修
補
あ
る
い
は
追
完
履
行
の
請
求
を

受
け
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
修
補
を
怠
っ

た
り
、
不
完
全
な
修
補
を
し
た
場
合
に

は
じ
め
て
、
第
二
次
的
手
段
で
あ
る
解

除
権
が
発
生
す
る
と
解
す
る
の
が
妥
当

で
あ
る
。
さ
ら
に
、
わ
が
民
法
が
暇
杭

の
修
補
請
求
と
損
害
賠
償
と
の
選
択
を

認
め
て
い
る
の
は
(
六
三
四
条
二
項
)
、

債
務
不
履
行
の
一
般
原
則
か
ら
み
て
問

題
が
あ
る
(
履
行
に
代
わ
る
損
害
賠
償

の
請
求
は
二
次
的
手
段
で
あ
る
の
が
原

則
。
ド
民
六
三
四
条
一
項
・
六
三
五
条
参

照
)
。
即
時
の
損
害
賠
償
請
求
を
信
義

則
に
よ
っ
て
制
限
す
る
の
が
妥
当
な
場

合
も
あ
ろ
う
。
ま
た
、
賠
償
義
務
が
無

過
失
責
任
で
か
つ
拡
大
損
害
(
暇
庇
結

果
損
害
)
を
含
む
全
損
害
に
及
ぶ
と
み

る
こ
と
も
、
請
負
の
暇
庇
担
保
責
任
を

不
完
全
履
行
と
み
る
立
場
か
ら
は
疑
問

で
あ
る
。
要
す
る
に
注
文
者
の
保
護
と

し
て
は
、
追
完
が
可
能
な
か
ぎ
り
重
大

な
暇
庇
が
あ
っ
て
も
第
一
次
的
に
は
相

当
期
間
を
定
め
た
追
完
、
あ
る
い
は
暇

庇
修
補
請
求
、
そ
れ
が
行
な
わ
れ
な
い

場
合
、
あ
る
い
は
行
な
わ
れ
た
が
不
完

全
で
あ
っ
た
場
合
に
は
じ
め
て
第
二
次

的
に
契
約
解
除
ま
た
は
代
金
減
額
的
損

害
賠
償
、
履
行
利
益
や
拡
大
損
害
(
暇

杭
結
果
損
害
)
の
賠
償
に
つ
い
て
は
、

報
庇
の
発
生
(
履
行
内
容
の
不
完
全
履

行
)
に
つ
い
て
請
負
人
に
帰
責
事
由
の

あ
る
こ
と
を
要
件
と
し
て
こ
れ
を
認
め

る
の
が
妥
当
で
あ
る
。
売
主
の
暇
庇
担

保
責
任
に
つ
い
て
近
時
ド
イ
ツ
や
日
本

で
問
題
と
さ
れ
て
い
る
不
特
定
物
売
買

に
お
け
る
売
主
の
暇
庇
修
補
権
、
追
完

権
(
あ
る
い
は
債
権
者
の
履
行
請
求
権

へ
の
寸
拘
束
L
)

の
問
題
が
、
請
負
の

場
合
に
も
当
然
問
題
と
さ
れ
る
べ
き
で

あ
り
、
こ
の
こ
と
は
、
不
特
定
物
売
買

や
請
負
の
報
庇
担
保
責
任
を
不
完
全
履

行
責
任
そ
の
も
の
と
み
る
と
き
、
そ
の

理
論
的
根
拠
が
明
確
と
な
る
も
の
と
い

え
(2) ょ
っ
委
任
契
約
の
不
完
全
履
行
と
追
完

請
求
権

専
門
家
と
ク
ラ
イ
ア
ン
ト
聞
の
契
約

の
典
型
例
と
い
え
る
委
任
契
約
の
不
完

全
履
行
に
関
し
、
わ
が
民
法
は
、
受
任

者
の
善
管
注
意
義
務
に
つ
い
て
の
特
別

規
定
を
設
げ
て
い
る
が
、
暇
庇
担
保
責

任
に
関
す
る
規
定
を
お
い
て
い
な
い
。

し
か
し
、
受
任
者
の
な
し
た
事
務
処
理

行
為
の
内
容
が
不
完
全
で
あ
っ
た
場

合
、
委
任
者
と
し
て
は
、
善
管
注
意
義

務
違
反
を
理
由
と
す
る
損
害
賠
償
請
求

権
の
行
使
の
ほ
か
に
、
契
約
責
任
の
一

般
原
則
に
よ
り
、
む
し
ろ
第
一
次
的
に

は
、
履
行
請
求
権
、
追
完
請
求
権
の
行

使
が
許
さ
れ
る
も
の
と
い
え
よ
う
。

も
っ
と
も
、
民
法
は
委
任
契
約
の
場

合
に
は
、
請
負
契
約
に
お
け
る
六
三
四

条
の
よ
う
な
暇
庇
修
補
請
求
権
に
関
す

る
規
定
を
お
い
て
い
な
い
。
委
任
は
無

償
を
原
則
と
す
る
か
ら
暇
庇
担
保
責
任

を
負
わ
な
い
と
み
た
も
の
と
も
考
え
う

る
が
、
受
任
者
の
注
意
義
務
を
無
償
に

も
か
か
わ
ら
ず
善
管
注
意
義
務
と
し
て

い
る
こ
と
か
ら
み
る
と
、
委
任
の
無
償

性
は
追
完
請
求
権
否
定
の
根
拠
と
は
必

ず
し
も
な
る
ま
い
。
さ
ら
に
、
わ
が
民

法
は
、
不
特
定
物
の
遺
贈
義
務
者
は
、

給
付
し
た
目
的
物
に
璃
庇
が
あ
っ
た
と

き
は
暇
庇
の
な
い
物
を
も
っ
て
こ
れ
に

代
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
旨
規
定
し

(
九
九
八
条
二
項
)
、
起
草
者
の
梅
博
士

は
、
こ
の
点
に
つ
い
て
、
特
定
物
の
場

合
と
異
な
り
、
不
特
定
物
の
遺
贈
の
場

合
に
は
、
暇
庇
あ
る
物
が
給
付
さ
れ
て

も
そ
れ
は
債
務
の
履
行
と
い
え
ず
、
代

物
給
付
義
務
を
免
れ
な
い
。
こ
の
こ
と

は
贈
与
や
売
買
で
も
同
じ
だ
と
説
明
し

て
い
る
(
4
)
O

そ
う
だ
と
す
る
と
、
有

償
・
無
償
を
問
わ
ず
、
委
任
の
場
合
で

も
、
受
任
者
が
不
完
全
な
履
行
を
し
た

場
合
に
は
、
債
務
の
本
旨
に
従
っ
た
履

行
と
い
え
ず
、
追
完
義
務
を
免
れ
え
な

い
も
の
と
い
え
よ
う
。
委
任
者
の
こ
の

追
完
請
求
権
は
、
前
述
の
ご
と
く
、
契

約
上
の
本
来
の
履
行
請
求
権
で
あ
る
か

ら
、
そ
の
行
使
の
要
件
と
し
て
、
受
任

者
の
故
意
・
過
失
な
い
し
善
管
注
意
義

務
違
反
が
あ
っ
た
こ
と
を
要
し
な
い
。

ま
た
、
追
完
に
要
す
る
必
要
経
費
は
、

特
別
の
事
情
の
な
い
か
ぎ
り
、
受
任
者

の
負
担
と
な
る
(
四
八
五
条
)
。

も
っ
と
も
、
受
任
者
の
委
任
事
務
の
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処
理
が
債
務
の
本
旨
に
従
っ
た
履
行
で

な
か
っ
た
こ
と
は
、
委
任
者
の
方
で
-
証

明
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
請
負
契
約

の
不
完
全
履
行
に
お
い
て
も
、
仕
事
の

目
的
物
に
暇
戚
の
あ
る
こ
と
は
注
文
主

の
方
で
証
明
す
る
必
要
が
あ
る
が
、
暇

庇
の
な
い
完
全
な
仕
事
を
す
る
こ
と

(
特
定
の
結
果
の
達
成
)
が
債
務
の
内

容
で
あ
り
(
結
果
債
務
と
い
わ
れ
る
)
、

か
つ
仕
事
の
結
果
が
有
形
で
あ
る
こ
と

の
多
い
請
負
の
場
合
と
異
な
っ
て
、
委

任
は
い
わ
ゆ
る
手
段
債
務
と
し
て
、
特

定
の
結
果
の
達
成
に
向
け
て
最
善
の
措

置
を
行
な
う
こ
と
を
内
容
と
す
る
も
の

で
あ
り
、
か
っ
、
仕
事
の
結
果
が
無
形

で
あ
る
こ
と
が
多
い
の
で
、
債
務
内
容

の
証
明
さ
ら
に
は
委
任
事
務
処
理
が
不

完
全
で
あ
っ
た
こ
と
の
証
明
は
、
請
負

の
場
合
に
比
し
、
よ
り
困
難
な
こ
と
が

多
い
。
特
に
大
幅
な
裁
量
権
が
与
え
ら

れ
て
い
る
専
門
家
の
場
合
に
は
一
層
困

難
と
い
え
る
。
し
か
し
、
委
任
契
約
に

よ
り
あ
ら
か
じ
め
委
任
事
務
の
内
容
・

処
理
方
法
が
詳
細
か
っ
具
体
的
に
取
り

決
め
ら
れ
て
い
る
場
合
も
な
い
わ
け
で

は
な
く
、
事
務
処
理
の
種
類
・
性
質
上

そ
れ
が
明
確
な
場
合
も
ま
れ
で
は
な

ぃ
。
さ
ら
に
、
予
防
法
学
的
に
は
、
当

事
者
聞
に
契
約
関
係
の
存
在
す
る
こ
と

の
多
い
専
門
家
責
任
の
場
合
に
は
、
一

般
の
不
法
行
為
責
任
の
場
合
と
異
な
っ

て
、
紛
争
事
例
の
集
積
を
待
っ
て
、
あ

ら
か
じ
め
契
約
上
具
体
的
か
つ
明
確
な

基
準
を
取
り
決
め
て
お
く
こ
と
で
、
将

来
の
証
明
責
任
を
め
ぐ
る
紛
争
に
備
え

る
こ
と
も
可
能
で
あ
り
、
ま
た
そ
れ
が

必
要
と
も
い
え
よ
う
。
ま
た
、
建
築
家

の
場
合
に
は
、
設
計
・
監
理
上
の
ミ
ス

が
完
成
さ
れ
た
建
物
の
欠
陥
と
し
て
有

形
的
に
現
わ
れ
る
こ
と
が
多
い
の
で
、

暇
抗
な
い
し
不
完
全
さ
の
証
明
が
容
易

な
こ
と
も
多
く
、
弁
護
士
に
つ
い
て

は
、
同
じ
専
門
家
で
あ
る
相
手
方
弁
護

士
や
裁
判
官
に
と
っ
て
、
履
行
さ
る
べ

き
債
務
の
内
容
は
比
較
的
明
瞭
な
こ
と

が
多
い
と
い
え
、
証
明
の
困
難
さ
が
他

の
専
門
家
に
比
し
て
少
な
い
場
合
も
多

い
と
い
え
よ
う
。
さ
ら
に
医
師
に
つ
い

て
も
、
入
歯
の
治
療
、
盲
腸
の
手
術
、

風
邪
や
腹
痛
等
の
診
断
や
投
薬
と
い
っ

た
ご
く
普
通
の
診
療
行
為
の
場
合
に

は
、
事
務
処
理
の
内
容
や
そ
の
不
完
全

さ
の
証
明
は
比
較
的
容
易
な
場
合
が
多

い
で
あ
ろ
う
か
ら
、
証
明
責
任
と
の
関

係
で
追
完
請
求
権
(
さ
ら
に
は
損
害
賠

償
請
求
権
)
の
行
使
が
一
般
的
に
困
難

で
あ
る
と
は
必
ず
し
も
い
え
ま
い
。
ま

た
、
委
任
事
務
内
容
や
事
務
処
理
の
不

完
全
さ
の
証
明
が
容
易
な
ケ

l
ス
の
場

合
に
は
、
損
害
賠
償
の
請
求
に
関
し
て

も
受
任
者
の
故
意
・
過
失
の
立
証
を
要

し
な
い
契
約
責
任
構
成
の
方
が
、
不
法

行
為
責
任
構
成
よ
り
有
利
で
あ
る
と
い

え
よ
う
。
少
な
く
と
も
そ
の
よ
う
な
ケ

ー
ス
の
存
す
る
か
、
ぎ
り
契
約
責
任
構
成

の
有
用
性
が
み
と
め
ら
れ
う
る
も
の
と

い
え
よ
う
。
も
ち
ろ
ん
、
か
か
る
場
合

で
も
、
不
法
行
為
責
任
構
成
に
よ
り
つ

つ
、
過
失
の
認
定
上
の
操
作
に
よ
り
妥

当
な
解
決
が
導
け
な
い
わ
け
で
は
な
い

が
、
あ
え
て
有
利
な
契
約
責
任
構
成
を

と
ら
ず
不
法
行
為
責
任
構
成
を
と
る
こ

と
も
な
か
ろ
う

(
5
)
。

な
お
、
追
完
請
求
権
の
行
使
に
つ

き
、
受
任
者
と
し
て
も
、
契
約
解
除
や

損
害
賠
償
の
請
求
を
第
一
次
的
に
求
め

ら
れ
る
よ
り
は
、
追
完
請
求
に
応
じ
た

方
が
、
実
利
上
も
、
今
後
の
信
用
上
も

有
利
な
こ
と
が
多
い
か
ら
、
委
任
者
の

追
完
請
求
権
の
行
使
は
、
受
任
者
に
一

般
的
に
酷
と
は
い
え
ず
、
現
に
、
医
療

契
約
の
現
場
や
そ
の
他
の
請
負
・
委
任

の
ケ

l
ス
に
お
い
て
、
追
完
は
一
般
的

・
日
常
的
に
行
な
わ
れ
て
い
る
こ
と
で

も
あ
る
。
そ
の
意
味
に
お
い
て
、
委
任

契
約
の
不
完
全
履
行
に
お
け
る
追
完
請

求
権
の
認
容
の
提
言
は
、
何
ら
新
し
い

こ
と
を
い
っ
た
わ
げ
で
は
な
く
、
い
わ

ば
当
然
の
こ
と
を
い
っ
た
ま
で
で
あ
る

と
も
い
え
よ
う
。
こ
れ
ま
で
こ
の
こ
と

が
あ
ま
り
説
か
れ
て
い
な
い
の
が
む
し

ろ
不
思
議
と
も
い
え
、
あ
る
い
は
、
あ

ま
り
に
も
当
然
の
こ
と
な
の
で
説
く
必

要
な
し
と
一
般
的
に
考
え
ら
れ
て
い
た

の
で
あ
ろ
う
か
。
そ
う
だ
と
す
る
と
筆

者
の
不
明
で
あ
る
。

こ
の
ほ
か
の
追
完
請
求
権
の
行
使
の

要
件
、
期
間
制
限
等
に
関
し
て
は
、
な

す
債
務
の
不
完
全
履
行
の
萌
芽
的
形
態

と
い
え
る
請
負
の
寝
庇
担
保
責
任
の
規

定
を
類
推
適
用
し
て
処
理
す
る
の
が
妥

当
と
考
え
る
が
、
詳
細
は
既
発
表
の
論

文
に
譲
る
。

ω
損
害
賠
償
の
請
求
と
専
門
家
の
注

意
義
務
の
程
度

民
法
は
、
信
頼
関
係
に
基
礎
を
お
く

委
任
契
約
の
特
質
に
か
ん
が
み
、
受
任

者
の
注
意
義
務
の
程
度
に
つ
き
、
無
償
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に
も
か
か
わ
ら
ず
、
善
管
注
意
義
務
を

負
う
も
の
と
特
に
定
め
る
。
そ
し
て
、

今
日
、
受
任
者
が
専
門
家
の
場
合
に

は
、
一
般
人
の
場
合
に
比
し
、
そ
の
程

度
は
さ
ら
に
高
度
な
も
の
と
さ
れ
、
そ

れ
ぞ
れ
の
職
業
に
基
づ
く
高
度
の
専
門

的
な
注
意
義
務
を
負
う
も
の
と
解
さ
れ

て
い
る
。
た
と
え
ば
、
判
例
は
、
医
療

事
故
の
ケ

l
ス
に
つ
き
、
い
や
し
く

も
、
人
の
生
命
お
よ
び
健
康
を
管
理
す

る
業
務
(
医
療
)
に
従
事
す
る
者
は
、

そ
の
業
務
の
性
質
に
照
ら
し
、
危
険
防

止
の
た
め
に
実
験
上
必
要
と
さ
れ
る
最

善
の
注
意
義
務
が
要
求
さ
れ
る
、
と
し

た
(
最
判
昭
三
六
・
二
・
一
六
民
集
一
五

巻
二
号
二
四
四
頁
〈
東
大
梅
毒
輸
血
事

件
〉
。
た
だ
し
不
法
行
為
訴
訟
)
。
こ
の

判
決
の
考
え
方
は
専
門
家
の
責
任
に
つ

い
て
基
本
的
に
あ
て
は
ま
る
が
、
人
の

生
命
お
よ
び
健
康
に
は
か
か
わ
ら
な
い

場
合
に
お
げ
る
専
門
家
の
責
任
の
基
準

に
つ
い
て
は
、
さ
ら
に
具
体
的
に
検
討

を
要
す
る

(6)
。

と
こ
ろ
で
、
専
門
家
が
か
か
る
高
度

の
注
意
義
務
を
一
般
的
に
負
わ
さ
れ
る

根
拠
は
、
そ
の
「
専
門
家
」
性
に
求
め

ら
れ
る
(
寸
専
門
家
」
の
特
色
に
つ
い
て

第9章

は
、
川
井
健
寸
問
題
の
提
起
」
本
誌
五
三

九
号
参
照
)

(

7

)

。
一
定
の
資
格
を
有

し
、
高
い
社
会
的
地
位
や
報
酬
が
一
般

的
に
保
証
さ
れ
、
ク
ラ
イ
ア
ン
ト
の
信

頼
の
下
に
、
そ
の
事
務
処
理
に
つ
き
高

度
の
裁
量
が
委
ね
ら
れ
て
い
る
専
門
家

は
、
そ
の
こ
と
の
故
に
、
そ
れ
に
見
合

う
も
の
と
し
て
の
、
信
頼
責
任
に
根
拠

を
お
く
保
証
責
任
、
高
度
の
注
意
義
務

を
負
う
べ
き
も
の
と
い
え
よ
う

(
8
)
。

こ
の
点
は
、
専
門
家
の
契
約
責
任
、
不

法
行
為
責
任
を
間
わ
ず
、
一
般
的
に
認

め
ら
れ
る
べ
き
も
の
で
あ
る
。
し
か

し
、
さ
ら
に
、
ク
ラ
イ
ア
ン
ト
と
の
聞

に
特
別
の
社
会
的
契
約
的
接
触
関
係
に

入
っ
た
専
門
家
は
、
当
該
契
約
関
係
に

入
っ
た
事
情
、
契
約
内
容
、
契
約
関
係

継
続
中
の
諸
事
情
さ
ら
に
は
契
約
関
係

終
了
後
も
一
定
期
聞
に
わ
た
っ
て
、
当

該
契
約
関
係
の
特
殊
事
情
や
契
約
解
釈

か
ら
導
か
れ
る
と
こ
ろ
の
、
特
殊
H
契

約
上
の
債
務
や
そ
れ
に
伴
う
高
度
の
注

意
義
務
を
負
う
も
の
と
解
す
べ
き
で
あ

る
。
情
報
開
示
・
説
明
義
務
、
忠
実
義

務
な
い
し
信
任
義
務
等
の
概
念
で
語
ら

れ
て
い
る
問
題
が
乙
こ
に
入
る
。

た
と
え
ば
、
町
の
開
業
医
と
専
門
医

な
い
し
大
学
病
院
と
で
は
、
同
じ
く
専

門
家
の
高
度
の
注
意
義
務
と
い
っ
て

も
、
そ
の
一
般
的
基
準
が
お
の
ず
か
ら

異
な
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
が
、
患

者
が
、
町
の
開
業
医
を
避
け
、
特
に
高

度
の
治
療
行
為
が
期
待
で
き
る
専
門
医

.
大
学
病
院
を
時
間
と
費
用
を
惜
し
ま

ず
に
入
院
先
と
し
て
選
定
し
、
相
手
方

も
ま
た
、
そ
の
よ
う
な
期
待
に
副
い
う

る
医
師
な
い
し
病
院
と
し
て
の
地
位
を

誇
り
、
そ
の
よ
う
な
も
の
と
し
て
患
者

と
診
療
契
約
関
係
に
入
っ
た
場
合
に

は
、
当
該
専
門
家
は
、
一
般
的
高
度
注

意
義
務
を
上
回
る
当
該
特
殊
H
契
約
上

の
高
度
の
信
頼
責
任
、
保
証
責
任
を
負

担
す
べ
き
も
の
と
い
え
よ
う
。
反
面
に

お
い
て
、
僻
地
や
離
島
で
難
病
に
躍
っ

た
患
者
が
、
時
間
や
費
用
の
故
に
専
門

病
院
に
入
院
で
き
ず
、
村
の
診
療
医
に

診
療
を
依
頼
し
た
場
合
に
は
、
患
者
の

医
師
に
対
す
る
信
頼
・
期
待
は
、
専
門

医
に
対
す
る
ほ
ど
の
も
の
で
は
な
く
、

ま
た
そ
れ
を
期
待
し
う
べ
き
も
の
で
も

な
い
か
ら
、
そ
の
程
度
の
医
師
に
要
求

さ
れ
る
一
般
的
高
度
注
意
義
務
あ
る
い

は
そ
の
程
度
の
信
頼
責
任
の
水
準
に
と

ど
ま
る
も
の
と
い
え
よ
う
。
さ
ら
に
ま

た
、
同
じ
大
病
院
で
の
診
療
で
あ
っ
て

も
、
普
通
の
正
規
時
間
の
診
療
行
為

と
、
医
師
の
少
な
い
夜
間
に
救
急
患
者

と
し
て
意
識
不
明
の
ま
ま
か
つ
ぎ
こ
ま

れ
て
き
た
患
者
へ
の
診
療
行
為
と
で

は
、
契
約
関
係
に
入
っ
た
事
情
、
状
況

が
異
な
る
か
ら
、
医
師
の
信
頼
責
任
の

程
度
、
内
容
も
ま
た
異
な
る
も
の
と
い

〉
え
ト
品
〉
つ
。

と
こ
ろ
で
、

か
か
る
契
約
関
係
上
の

諸
フ
ァ
ク
タ
ー
は
、
専
門
家
の
責
任
を

問
う
に
あ
た
り
不
法
行
為
責
任
構
成
を

と
っ
た
場
合
で
も
、
判
断
材
料
と
さ
れ

て
は
い
る
が
、
債
務
の
内
容
、
注
意
義

務
の
程
度
、
故
意
過
失
や
不
完
全
履
行

の
判
定
、
そ
の
主
張
・
立
証
責
任
さ
ら

に
は
損
害
賠
償
額
の
算
定
(
た
と
え
ば

契
約
の
対
価
を
考
慮
に
い
れ
た
賠
償
額

の
算
定
等
を
も
し
行
な
う
こ
と
が
許
さ

れ
る
と
す
る
な
ら
ば
)
な
ど
の
面
に
お

い
て
、
契
約
責
任
構
成
に
よ
る
方
が
、

よ
り
き
め
細
か
く
、
無
理
な
く
処
理
で

き
、
説
明
も
容
易
で
あ
る
と
い
え
る
の

で
は
あ
る
ま
い
か
。
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専
門
家
の
契
約
責
任

の
各
論
的
検
討

以
上
の
総
論
的
検
討
を
踏
ま
え
て
、

次
に
、
建
築
家
、
弁
護
士
、
医
師
と
い

う
典
型
的
な
専
門
家
の
契
約
責
任
に
つ

い
て
各
論
的
な
検
証
を
試
み
よ
う
。

建
築
家
の
契
約
責
任

建
築
家
の
行
な
う
業
務
の
内
容
は
、

通
常
は
建
築
物
の
設
計
お
よ
び
監
理
で

あ
る
。
建
築
設
計
・
監
理
契
約
の
法
的

性
質
に
つ
い
て
は
議
論
の
あ
る
と
こ
ろ

で
あ
る
が
(
旦
、
典
型
契
約
か
ら
の
距

離
と
い
う
こ
と
か
ら
み
る
と
、
準
委
任

契
約
に
近
い
と
い
っ
て
も
よ
い
で
あ
ろ

う
。
も
っ
と
も
、
請
負
契
約
説
も
有
力

で
あ
る
が
、
そ
の
一
つ
の
実
際
上
の
根

拠
は
、
効
果
論
上
暇
肱
担
保
責
任
、
特

に
暇
庇
修
補
請
求
権
に
関
す
る
規
定
の

適
用
が
企
図
さ
れ
て
い
る
か
ら
に
ほ
か

な
ら
な
い
。
し
か
し
、
前
述
し
た
よ
う

に
、
委
任
契
約
の
不
完
全
履
行
を
理
由

と
す
る
追
完
請
求
権
の
行
使
が
認
め
ら

れ
る
と
す
る
と
こ
の
点
の
重
要
性
は
薄

れ
て
く
る
。
つ
ま
り
、
不
完
全
履
行
論

の
新
た
な
展
開
は
今
後
こ
の
点
を
め
ぐ

る
従
来
の
論
争
に
一
つ
の
問
題
提
起
を

す
る
こ
と
に
な
る
。

と
こ
ろ
で
、
建
築
物
の
建
築
は
、
建

築
主
と
建
築
請
負
人
と
の
建
築
請
負
契

約
に
よ
っ
て
行
な
わ
れ
る
の
で
、
建
築

家
は
、
通
常
、
建
築
物
の
完
成
ま
で
約

束
す
る
も
の
で
は
な
い
。
し
か
し
、
建

築
設
計
・
監
理
契
約
上
の
債
務
の
履
行

行
為
は
、
完
成
建
築
物
と
密
接
か
つ
不

可
分
の
関
係
に
あ
る
。
そ
こ
で
、
完
成

建
築
物
に
親
戚
が
あ
っ
た
場
合
、
そ
れ

が
建
築
家
の
設
計
・
監
理
行
為
の
不
完

全
な
履
行
に
よ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
が

注
文
主
に
よ
っ
て
主
張
・
立
証
さ
れ
た

と
す
る
と
、
そ
の
限
度
で
建
築
家
の
責

任
が
問
わ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
こ
の
場

合
の
建
築
家
の
法
的
責
任
の
根
拠
と
し

て
不
法
行
為
責
任
も
考
え
う
る
が
、
そ

の
場
合
に
は
、
さ
ら
に
、
過
失
の
立
証

が
必
要
と
な
る
し
、
効
果
論
上
は
損
害

賠
償
の
請
求
に
と
ど
ま
る
。
し
か
し
、

注
文
主
に
と
っ
て
い
ち
ば
ん
望
ま
し
い

手
段
は
、
現
班
の
修
補
な
い
し
追
完
請

求
で
あ
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。

特
に
高
名
な
建
築
家
の
設
計
に
な
る
建

築
物
は
、
建
築
家
の
著
作
権
な
い
し
デ

ザ
イ
ン
権
(
著
作
権
法
一

O
条
一
項
五

号
・
二

O
条
一
項
(
同
一
性
保
持
権
)
、

た
だ
し
同
条
二
項
二
号
に
注
意
、
さ
ら
に

建
築
士
法
一
九
条
参
照
)
と
も
関
連
し

て
、
第
三
者
が
無
断
で
設
計
変
更
を
し

て
暇
庇
の
修
補
を
す
る
こ
と
は
困
難
で

あ
る
。
そ
し
て
、
暇
肱
修
補
請
求
権
な

い
し
追
完
請
求
権
の
法
的
根
拠
は
、
現

行
法
上
契
約
責
任
構
成
に
求
め
る
ほ
か

な
い
。
も
ち
ろ
ん
、
実
際
問
題
と
し
て

は
、
裁
判
上
で
追
完
請
求
権
の
行
使
が

な
さ
れ
る
こ
と
は
ま
れ
で
あ
ろ
う
が
、

著
作
権
な
い
し
デ
ザ
イ
ン
権
と
の
関
係

で
、
第
三
者
に
よ
る
設
計
変
更
、
代
替

修
補
が
困
難
で
あ
る
場
合
や
、
ど
う
し

て
も
当
該
建
築
家
本
人
の
手
に
よ
っ
て

追
完
さ
れ
る
こ
と
を
注
文
主
が
期
待
し

て
い
る
場
合
に
は
、
間
接
強
制
に
よ
る

現
実
的
履
行
の
強
制
も
考
慮
し
て
み
る

必
要
が
あ
り
、
こ
の
こ
と
は
ま
た
民
事

執
行
の
領
域
で
間
接
強
制
の
一
段
の
活

用
を
求
め
る
近
時
の
学
説
上
の
一
部
の

動
向
に
も
副
う
も
の
と
い
え
る
の
で
は

あ
る
ま
い
か
(
刊
)
。
さ
ら
に
、
裁
判
規

範
た
る
民
法
は
、
同
時
に
事
実
上
行
為

規
範
と
し
て
も
機
能
す
る
か
ら
、
実
体

法
上
の
請
求
権
と
し
て
追
完
請
求
権
が

認
め
ら
れ
る
こ
と
は
、
裁
判
外
に
お
げ

る
紛
争
解
決
上
き
わ
め
て
重
要
な
意
義

を
も
つ
も
の
で
あ
り
、
ま
た
建
築
家
の

報
酬
請
求
権
の
行
使
に
対
す
る
、
追
完

請
求
権
の
行
使
に
よ
る
同
時
履
行
の
抗

弁
あ
る
い
は
支
払
拒
絶
の
抗
弁
の
面

で
、
法
律
上
も
実
効
性
が
あ
る
。
他
面

ま
た
、
建
築
家
に
と
っ
て
も
、
追
完
権

(
債
権
者
の
本
来
的
履
行
請
求
権
へ
の

寸
拘
束
」
(
日
)
)
の
認
容
が
有
利
で
も

あ
る
こ
と
は
、
前
述
し
た
と
お
り
で
あ

ヲ
匂
。

さ
て
、
建
築
物
完
成
後
に
、
設
計
・

監
理
行
為
の
過
誤
が
建
築
物
の
上
に
現

わ
れ
た
と
き
、
建
築
家
は
準
委
任
契
約

上
の
債
務
の
不
完
全
履
行
と
し
て
、
追

完
履
行
の
義
務
を
負
う
も
の
と
解
さ
れ

る
。
こ
の
場
合
、
建
築
物
の
現
杭
の
修

補
そ
の
も
の
は
建
築
請
負
人
の
仕
事
で

あ
る
が
、
建
築
家
と
し
て
は
、
そ
の
前

提
と
し
て
改
め
て
設
計
を
や
り
直
し
、

そ
れ
に
基
づ
い
て
親
戚
の
修
補
工
事
を

監
理
す
る
こ
と
で
追
完
を
義
務
づ
け
ら

れ
る
も
の
と
み
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
こ

の
意
味
で
両
者
は
合
同
し
て
修
補
工
事

を
行
な
う
べ
く
、
一
種
の
合
手
的
債
務
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を
負
担
す
る
も
の
と
い
え
よ
う
。
そ
う

だ
と
す
る
と
、
信
義
則
に
よ
る
追
完
請

求
権
行
使
の
期
間
制
限
、
あ
る
い
は
暇

抗
担
保
責
任
に
お
け
る
時
効
期
聞
に
つ

い
て
も
両
者
一
体
と
し
て
そ
の
起
算
点

や
期
間
を
定
め
る
必
要
が
あ
る
ケ
1
ス

も
生
じ
、
損
害
賠
償
請
求
の
面
で
も
同

様
の
問
題
が
生
ず
る
こ
と
が
予
想
さ
れ

る
。
そ
れ
と
関
連
し
て
、
不
法
行
為
責

任
構
成
を
と
っ
た
場
合
の
こ
の
点
の
処

理
を
ど
う
考
え
る
か
も
、
今
後
に
残
さ

れ
た
課
題
と
な
ろ
う
。

弁
護
士
の
契
約
責
任

第9章専門家の民事責任の法的構成と証明

弁
護
士
の
民
事
責
任
が
問
わ
れ
る
事

例
の
多
く
は
、
依
頼
者
と
の
聞
の
契
約

関
係
上
の
ト
ラ
ブ
ル
で
あ
り
、
そ
の
訴

訟
は
、
現
在
の
と
こ
ろ
債
務
不
履
行
訴

訟
に
よ
る
も
の
が
多
数
で
あ
る
。
医
療

過
誤
訴
訟
の
場
合
と
異
な
り
、
契
約
当

事
者
や
契
約
内
容
が
比
較
的
明
確
で
あ

る
乙
と
が
そ
の
原
因
と
思
わ
れ
る
。
弁

護
士
と
依
頼
者
と
の
聞
の
契
約
は
、
一

般
に
委
任
な
い
し
準
委
任
契
約
と
解
さ

れ
て
お
り
、
こ
の
点
は
あ
ま
り
異
論
を

み
な
い
よ
う
で
あ
る
(
請
負
契
約
と
み

る
べ
き
場
合
も
あ
る
で
あ
ろ
う
が

(ロ))。と
こ
ろ
で
、
目
下
の
と
こ
ろ
、
わ
が

国
で
は
、
弁
護
過
誤
訴
訟
は
医
療
過
誤

訴
訟
ほ
ど
多
く
な
い
。
そ
の
理
由
は
、

①
釈
明
権
の
行
使
等
裁
判
所
の
後
見
的

役
割
に
よ
っ
て
弁
護
士
の
訴
訟
活
動
の

不
手
際
が
か
な
り
補
完
さ
れ
て
い
る
こ

と
、
②
弁
護
士
会
の
綱
紀
委
員
会
、
懲

戒
委
員
会
等
の
自
律
的
活
動
で
、
あ
る

程
度
紛
争
が
解
決
さ
れ
て
い
る
こ
と
、

③
弁
護
士
の
職
務
遂
行
の
不
手
際
を
、

裁
判
所
や
依
頼
者
に
責
任
転
嫁
し
、
素

人
で
あ
る
依
頼
者
が
こ
れ
に
反
論
で
き

な
い
こ
と
、
等
の
指
摘
が
あ
る
(
日
)
。

建
築
家
の
場
合
に
は
、
無
形
の
行
為
で

あ
っ
て
も
完
成
さ
れ
た
有
形
の
建
築
物

に
そ
の
過
誤
が
移
行
し
て
明
確
に
現
わ

れ
る
こ
と
が
多
い
の
に
対
し
て
、
弁
護

士
の
職
務
の
遂
行
は
無
形
の
行
為
が
ほ

と
ん
ど
で
あ
っ
て
、
過
誤
が
明
確
に
現

わ
れ
る
こ
と
が
少
な
い
こ
と
も
そ
の
一

因
と
い
え
よ
う
。
ま
た
、
そ
の
行
為
の

不
完
全
さ
は
、
相
手
方
や
裁
判
所
と
の

継
続
的
な
対
応
の
な
か
で
随
時
補
完
さ

れ
、
あ
る
い
は
補
完
の
機
会
が
多
い
こ

と
が
、
完
成
建
物
に
一
挙
に
欠
陥
が
現

わ
れ
る
こ
と
の
多
い
設
計
・
監
理
行
為

の
過
誤
と
の
差
異
と
も
い
え
よ
う
。
こ

の
こ
と
は
、
弁
護
過
誤
の
法
的
救
済
に

お
い
て
追
完
請
求
権
の
も
つ
比
重
が
軽

く
、
損
害
賠
償
請
求
権
の
そ
れ
が
重
く

な
る
こ
と
を
意
味
し
よ
う
。

と
こ
ろ
で
、
損
害
賠
償
請
求
に
お
け

る
証
明
責
任
に
つ
い
て
、
不
法
行
為
責

任
構
成
で
も
、
契
約
責
任
構
成
で
も
、

さ
ほ
ど
差
異
は
な
い
の
で
は
な
い
か
と

い
う
議
論
が
従
来
よ
く
な
さ
れ
て
い

る
。
し
か
し
、
弁
護
過
誤
で
よ
く
問
題

と
な
る
上
訴
期
間
の
徒
過
例
の
ケ

l
ス

等
を
考
え
て
み
る
と
、
依
頼
者
と
し
て

は
か
か
る
場
合
、
当
該
弁
護
士
か
ら
適

切
な
通
知
・
報
告
・
説
明
が
な
い
ま
ま

に
上
訴
期
間
が
徒
過
し
た
と
い
う
事
実

を
主
張
・
立
証
す
れ
ば
、
そ
の
債
務
不

履
行
責
任
を
追
及
し
う
る
の
で
あ
り
、

こ
れ
に
対
し
て
当
該
弁
護
士
の
方
で
上

訴
期
間
の
徒
過
に
つ
き
自
己
に
過
失
が

な
か
っ
た
こ
と
を
立
証
し
て
は
じ
め
て

責
任
を
免
れ
う
る
(
た
と
え
ば
、
控
訴

審
で
の
訴
訟
追
行
の
委
任
を
受
け
た
弁

護
士
が
、
原
審
を
担
当
し
た
弁
護
士
の

事
務
所
に
判
決
正
本
の
送
達
日
を
問
い

合
わ
せ
た
と
こ
ろ
、
事
務
員
が
送
達
日

を
誤
っ
て
伝
え
た
た
め
に
控
訴
期
間
を

徒
過
し
た
場
合
と
か
、
勝
訴
の
見
込
み

が
ま
っ
た
く
な
い
と
判
断
し
た
の
で
控

訴
し
な
か
っ
た
と
か
。
も
っ
と
も
か
か

る
事
由
で
免
責
さ
れ
る
か
は
そ
れ
自
体

一
つ
の
問
題
で
は
あ
る
が
)
。
一
般
に
、

委
任
契
約
上
の
債
務
は
手
段
債
務
と
さ

れ
、
弁
護
士
の
職
務
遂
行
債
務
が
不
完

全
履
行
で
あ
っ
た
こ
と
の
証
明
が
困
難

な
場
合
が
多
い
と
は
い
え
、
右
の
よ
う

な
場
合
は
容
易
に
立
証
が
可
能
で
あ

る
。
職
業
的
専
門
家
の
場
合
、
ど
の
程

度
の
履
行
を
な
せ
ば
債
務
の
本
旨
に
従

っ
た
履
行
と
な
る
の
か
、
専
門
外
の
第

三
者
に
は
判
定
が
む
ず
か
し
い
こ
と
も

多
い
が
、
逆
に
、
そ
の
専
門
性
・
技
術

性
の
故
に
、
な
す
べ
き
債
務
の
内
容
が

明
確
な
こ
と
も
あ
り
、
特
に
弁
護
士
の

職
務
活
動
の
内
容
に
つ
い
て
は
、
同
じ

専
門
家
で
あ
る
裁
判
官
や
相
手
方
弁
護

士
に
と
っ
て
、
容
易
に
判
定
が
つ
く
こ

と
も
多
い
で
あ
ろ
う
。
委
任
契
約
関
係

に
あ
る
当
事
者
聞
の
弁
護
過
誤
訴
訟
の

多
く
が
契
約
責
任
構
成
で
争
わ
れ
て
い

る
こ
と
は
そ
の
一
つ
の
証
左
で
あ
り
、

ま
た
か
か
る
事
例
の
場
合
に
は
、
債
務

不
履
行
な
い
し
違
法
性
判
断
と
帰
責
性

な
い
し
故
意
過
失
の
判
断
と
を
二
元
化
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す
る
必
要
は
必
ず
し
も
な
く
、
両
者
を

区
別
す
る
実
益
が
あ
る
と
い
え
よ
う
。

か
く
て
弁
護
士
の
過
誤
行
為
に
関
し
て

は
、
損
害
賠
償
請
求
に
関
し
て
も
契
約

責
任
構
成
が
少
な
く
と
も
一
定
の
範
囲

内
に
お
い
て
は
有
用
で
あ
る
と
思
わ
れ

フ
匂
。

医
師
の
契
約
責
任

第9章

医
療
過
誤
訴
訟
に
つ
い
て
は
債
務
不

履
行
な
い
し
契
約
責
任
構
成
に
よ
る
も

の
よ
り
不
法
行
為
責
任
構
成
に
よ
る
も

の
が
多
い
こ
と
は
周
知
の
と
お
り
で
あ

る
。
診
療
契
約
の
法
的
性
質
は
一
般
に

は
準
委
任
契
約
と
み
う
る
が
、
契
約
の

成
立
の
有
無
や
当
事
者
(
意
識
不
明
の

急
病
人
が
通
行
人
に
よ
っ
て
病
院
に
運

び
こ
ま
れ
た
場
合
等
、
さ
ら
に
は
債
務

者
は
医
師
か
病
院
か
な
ど
)
が
不
明
な

場
合
が
あ
る
こ
と
と
か
、
債
務
内
容
の

特
定
上
の
困
難
さ
が
、
不
法
行
為
責
任

構
成
が
と
ら
れ
る
理
由
と
さ
れ
る
が
、

診
療
過
誤
の
場
合
、
医
師
と
患
者
と
の

聞
に
は
、
直
接
契
約
関
係
が
認
め
ら
れ

な
い
と
し
て
も
、
特
殊
契
約
的
社
会
的

接
触
関
係
が
存
在
す
る
か
ら
、
か
か
る

関
係
に
な
い
こ
と
を
一
応
の
前
提
と
す

る
既
存
の
不
法
行
為
法
理
で
処
理
す
る

こ
と
は
不
十
分
で
あ
る
こ
と
は
否
定
で

き
ま
い
。
不
法
行
為
法
理
の
発
展
に
よ

る
対
処
も
も
ち
ろ
ん
有
用
で
あ
り
、
現

に
そ
の
努
力
が
積
み
重
ね
ら
れ
て
き
て

い
る
が
、
こ
れ
ま
で
み
て
き
た
よ
う
な

契
約
責
任
法
理
、
準
委
任
契
約
に
お
け

る
不
完
全
履
行
論
の
新
た
な
展
開
(
さ

ら
に
は
立
法
論
も
含
め
て
)
で
処
理
す

る
方
法
が
よ
り
妥
当
と
は
い
え
ま
い

か
。
あ
る
い
は
少
な
く
と
も
、
不
法
行

為
責
任
構
成
と
並
ん
で
か
か
る
法
的
構

成
を
展
開
す
る
こ
と
は
無
意
味
と
は
い

え
ま
い
。
証
明
責
任
を
含
む
要
件
論
・

効
果
論
上
、
多
面
的
な
被
害
者
救
済
を

は
か
り
う
る
点
で
実
益
が
あ
り
、
不
法

行
為
責
任
構
成
で
十
分
で
あ
り
、
契
約

責
任
構
成
は
不
要
と
い
い
切
れ
る
か

は
、
医
師
の
責
任
に
関
し
て
も
(
建
築

家
や
弁
護
士
の
場
合
と
程
度
の
差
は
あ

れ
)
、
疑
問
で
あ
る
。
た
と
え
ば
、
歯

科
医
の
入
歯
の
治
療
と
か
、
外
科
医
の

盲
腸
の
手
術
、
内
科
医
の
普
通
の
風
邪

や
腹
痛
等
に
対
す
る
投
薬
行
為
の
過
誤

等
は
、
前
述
の
よ
う
に
債
務
内
容
は
原

則
と
し
て
明
確
と
い
え
、
違
法
性
と
帰

責
事
由
の
二
元
性
は
証
明
責
任
上
も
患

者
に
一
応
有
利
で
あ
り
、
患
者
の
追
完

請
求
権
や
医
師
の
追
完
権
(
本
来
的
履

行
請
求
権
へ
の
「
拘
束
L
)

の
承
認
は

有
用
と
い
え
よ
う
。
医
療
過
誤
訴
訟
の

領
域
に
お
い
て
も
、
不
完
全
履
行
論
の

新
た
な
展
開
・
契
約
責
任
再
構
成
の
視

点
は
、
今
後
一
定
の
成
果
を
あ
げ
う
る

の
で
は
な
い
か
と
考
え
る
。

四

む
す
び

比
較
法
的
考
察
は
本
稿
の
対
象
外
で

は
あ
る
が
、
こ
の
点
に
関
す
る
若
干
の

感
想
を
後
日
の
研
究
の
た
め
の
覚
書
と

し
て
簡
単
に
書
き
と
め
、
本
稿
の
む
す

び
と
し
た
い
。

一
専
門
家
の
民
事
責
任
に
関
す
る

既
存
の
わ
が
国
の
比
較
法
的
研
究
に
ざ

っ
と
眼
を
と
お
し
た
か
ぎ
り
、
各
国
と

も
、
そ
れ
ぞ
れ
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
を
か

か
え
て
い
る
よ
う
で
あ
り
、
い
ず
れ
も

発
展
途
上
の
研
究
段
階
に
あ
り
、
判
例

法
も
ま
た
し
か
り
と
思
わ
れ
る
。

ま
ず
、
ア
メ
リ
カ
法
に
つ
い
て
は
、

わ
れ
わ
れ
の
研
究
会
メ
ン
バ
ー
の
弥
永

論
文

(M)

に
詳
し
い
が
、
こ
れ
に
よ

る
と
、
ア
メ
リ
カ
で
は
、
専
門
家
の
責

任
追
及
は
、
不
法
行
為
責
任
に
よ
る
こ

と
が
多
い
と
い
う
。
し
か
し
、
そ
の
原

因
と
し
て
あ
げ
ら
れ
て
い
る
実
際
上
の

理
由
は
、
わ
が
国
の
不
法
行
為
責
任
制

度
と
の
差
異
の
故
に
、
日
本
法
に
と
っ

て
そ
の
ま
ま
参
考
に
は
な
ら
な
い
よ
う

に
思
わ
れ
る
。
他
面
、
契
約
責
任
と
し

て
問
う
こ
と
の
で
き
る
保
証
責
任
、
信

任
義
務
違
反
に
つ
い
て
は
、
わ
が
国
で

も
ほ
ぽ
同
様
に
考
え
る
こ
と
が
で
き
よ

う
。
た
だ
、
契
約
責
任
が
契
約
内
容
の

解
釈
に
依
存
す
る
こ
と
の
も
つ
問
題
性

に
つ
い
て
は
、
わ
が
国
で
も
同
様
で
あ

り
、
債
務
内
容
の
確
定
の
困
難
さ
と
し

て
議
論
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る

が
、
こ
の
点
は
前
述
し
た
と
こ
ろ
な
の

で
繰
り
返
さ
な
い
。
ま
た
、
前
述
し
た

よ
う
に
、
損
害
賠
償
請
求
権
を
第
一
次

的
保
護
手
段
と
し
、
ス
ペ
シ
フ
イ
ツ
ク

・パ

l
フ
ォ

l
マ
ン
ス
を
例
外
的
に
し

か
認
め
な
い
英
米
法
の
下
で
は
、
追
完

請
求
権
の
も
つ
比
重
が
軽
い
と
い
え
よ

う
が
、
裁
判
外
の
問
題
と
し
て
は
も
ち

ろ
ん
、
裁
判
上
の
問
題
と
し
て
も
果
た

し
て
そ
れ
で
よ
い
か
は
、
根
本
的
に
検

討
さ
る
べ
き
課
題
で
あ
る
(
目
。
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次
に
、
イ
ギ
リ
ス
法
に
つ
い
て
は
、

川
井
退
官
記
念
論
文
集
に
お
け
る
飯
塚

論
文
に
詳
し
い
(
国
)
。
イ
ギ
リ
ス
法
の

下
で
、
判
例
は
、
不
法
行
為
責
任
構
成

か
ら
契
約
責
任
構
成
へ
、
さ
ら
に
ま
た

不
法
行
為
責
任
構
成
へ
と
変
選
を
重
ね

て
い
る
よ
う
で
あ
る
が
、
前
述
の
よ
う

な
わ
れ
わ
れ
の
問
題
関
心
か
ら
み
る
と

き
は
、
問
題
は
契
約
責
任
の
内
容
に
あ

り
、
こ
の
点
で
、
イ
ギ
リ
ス
法
が
日
本

法
に
ど
の
よ
う
な
示
唆
を
与
え
て
く
れ

る
も
の
か
、
さ
ら
に
今
後
の
研
究
を
待

ち
た
い
。

専門家の民事責任の法的構成と証明

フ
ラ
ン
ス
法
に
お
い
て
は
、
不
法
行

為
責
任
法
理
で
も
契
約
責
任
法
理
で
も

な
い
第
三
の
法
理
と
し
て
職
業
的
責
任

法
理
が
有
力
に
説
か
れ
て
い
る
、
と
前

掲
川
井
論
文
集
に
お
け
る
須
永
論
文
が

紹
介
し
て
い
る
(
げ
)
。
こ
の
独
自
的
責

任
説
が
と
り
わ
け
強
調
す
る
と
こ
ろ

は
、
職
業
的
責
任
す
な
わ
ち
職
業
的
義

務
の
不
履
行
に
基
づ
く
責
任
の
あ
り
方

が
、
有
効
な
契
約
の
存
否
と
か
、
そ
れ

が
契
約
の
相
手
方
と
の
関
係
で
問
題
視

さ
れ
て
い
る
か
、
第
三
者
と
の
関
係
で

問
題
視
さ
れ
て
い
る
か
、
と
い
う
よ
う

な
事
情
と
か
、
に
よ
っ
て
差
異
を
認
め

第9章

ら
れ
る
べ
き
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
で

あ
り
、
た
と
え
ば
、
意
識
あ
る
患
者
対

医
師
の
関
係
に
お
い
て
な
ら
契
約
責

任
、
意
識
喪
失
の
状
態
で
か
つ
、
ぎ
込
ま

れ
た
患
者
対
医
師
の
関
係
に
お
い
て
な

ら
不
法
行
為
責
任
と
し
、
そ
の
い
ず
れ

で
あ
る
か
に
よ
っ
て
法
的
処
理
上
の
差

異
を
生
じ
さ
せ
る
と
か
、
製
造
物
の
欠

陥
に
基
づ
く
損
害
が
契
約
関
係
(
な
い

し
契
約
的
連
鎖
)
に
た
つ
者
に
つ
い
て

生
じ
た
か
ま
っ
た
く
の
第
三
者
に
つ
い

て
生
じ
た
か
に
応
じ
て
差
異
を
生
じ
さ

せ
る
と
か
、
の
ご
と
き
は
是
認
さ
れ
え

な
い
だ
ろ
う
と
い
う
、
と
の
こ
と
で
あ

ヲ
匂
。

こ
こ
で
指
摘
さ
れ
て
い
る
問
題
状
況

は
ま
さ
に
日
本
と
同
様
で
あ
り
、
職
業

的
専
門
家
に
高
度
の
注
意
義
務
を
課
す

方
向
性
は
共
通
で
あ
る
が
、
既
存
の
契

約
責
任
体
系
の
も
つ
問
題
性
を
ど
う
打

開
し
て
い
く
の
か
、
現
に
、
ド
イ
ツ
や

日
本
で
努
力
の
展
開
さ
れ
て
い
る
債
権

法
の
改
正
、
契
約
責
任
再
構
成
あ
る
い

は
不
完
全
履
行
論
の
新
た
な
展
開
と
い

っ
た
理
論
的
模
索
は
、
現
代
フ
ラ
ン
ス

民
法
学
の
下
で
ど
の
よ
う
な
状
況
に
あ

る
の
で
あ
ろ
う
か
。
か
か
る
問
題
提
起

を
わ
れ
わ
れ
が
行
な
っ
た
場
合
、
フ
ラ

ン
ス
民
法
学
は
こ
れ
に
ど
う
応
え
る
の

か
、
今
後
の
展
開
を
見
守
り
た
い
。

最
後
に
ド
イ
ツ
法
の
問
題
状
況
を
み

よ
う
。
ド
イ
ツ
の
専
門
家
の
責
任
、
特

に
弁
護
士
の
そ
れ
に
つ
い
て
は
、
前
掲

川
井
論
文
集
の
滝
沢
論
文
お
よ
び
岡
論

文
に
詳
し
い
(
当
。
ド
イ
ツ
民
法
典
の

下
で
は
、
委
任
は
無
償
契
約
に
限
定
さ

れ
て
い
る
た
め
に
、
弁
護
士
と
の
契
約

は
委
任
と
さ
れ
ず
、
雇
用
契
約
を
基
本

に
し
た
有
償
事
務
処
理
契
約
と
み
る
の

が
大
半
で
、
ご
く
限
定
さ
れ
た
領
域
で

請
負
契
約
的
事
務
処
理
契
約
が
認
め
ら

れ
る
と
い
う
。
こ
の
点
、
委
任
な
い
し

準
委
任
契
約
と
み
る
の
を
原
則
と
す
る

日
本
の
場
合
と
か
な
り
異
な
る
。
な

お
、
建
築
家
と
の
設
計
・
監
理
契
約
に

つ
い
て
は
請
負
契
約
説
が
か
な
り
有
力

で
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
暇
庇
担
保
責

任
、
特
に
暇
庇
修
補
請
求
権
の
規
定
の

適
用
問
題
が
実
際
上
の
理
由
と
し
て
大

き
な
比
重
を
占
め
て
い
る
(
四
)
。

近
時
の
ド
イ
ツ
法
の
問
題
状
況
を
知

る
に
は
、
統
一
的
保
護
関
係
理
論
を
中

心
と
す
る
契
約
責
任
論
の
新
た
な
展

開
、
こ
れ
ら
を
受
け
た
債
権
法
改
正
の

動
向
が
見
落
と
せ
な
い
(
却
)
O

特
に
後

者
の
動
向
は
日
本
法
の
今
後
の
展
開
を

考
え
る
う
え
で
重
要
で
あ
る
が
、
日
本

法
と
ド
イ
ツ
法
と
の
差
異
故
に
、
そ
の

動
向
が
そ
の
ま
ま
日
本
法
に
と
っ
て
参

考
に
な
る
か
に
つ
い
て
は
慎
重
を
要
す

る
。
た
と
え
ば
、
日
本
民
法
典
は
四
一

五
条
に
み
ら
れ
る
よ
う
に
債
務
者
が
債

務
の
本
旨
に
従
っ
た
履
行
を
し
な
い
と

き
と
い
う
一
般
規
定
を
有
し
、
遅
滞
・

不
能
と
い
う
明
確
な
二
元
構
成
と
な
っ

て
い
な
い
こ
と
、
契
約
解
除
と
損
害
賠

償
と
の
併
存
・
競
合
を
認
め
て
い
る
こ

と
、
時
効
期
聞
が
原
則
と
し
て
一

O
年

で
あ
り
、
ド
イ
ツ
の
よ
う
に
二
一

O
年
と

い
う
長
期
で
な
い
こ
と
、
暇
抗
担
保
の

時
効
の
起
算
点
が
、
売
買
の
場
合
暇
庇

を
知
っ
た
と
き
か
ら
と
さ
れ
て
い
る
こ

と
、
ま
た
期
間
の
点
に
つ
い
て
も
売
買

.
請
負
の
暇
庇
担
保
責
任
と
も
に
ド
イ

ツ
法
よ
り
や
や
長
く
、
か
つ
ま
た
裁
判

所
が
柔
軟
な
処
理
を
実
際
上
し
て
い
る

こ
と
、
あ
る
い
は
ま
た
、
種
類
売
買
に

つ
き
、
ド
イ
ツ
民
法
四
八

O
条
の
よ
う

な
特
別
規
定
、
つ
ま
り
璃
庇
担
保
責
任

と
し
て
の
追
完
請
求
権
を
独
自
に
規
定

し
て
い
な
い
た
め
に
、
そ
の
請
求
権
と
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契
約
上
の
本
来
の
履
行
請
求
権
と
の
関

係
を
め
ぐ
っ
て
面
倒
な
議
論
を
し
な
く

て
す
む
と
い
っ
た
差
異
が
あ
り
、
ド
イ

ツ
民
法
典
と
比
べ
、
欠
陥
が
少
な
い
と

い
え
る
。
さ
ら
に
、
日
本
で
は
、
勝
本

教
授
が
提
唱
さ
れ
、
末
弘
教
授
に
よ
っ

て
洗
練
さ
れ
た
、
履
行
内
容
の
不
完
全

履
行
論
(
特
に
追
完
給
付
請
求
権
の
期

間
制
限
が
ポ
イ
ン
ト
)
が
独
自
の
展
開

を
と
げ
て
お
り
、
こ
の
結
果
報
肱
担
保

の
規
定
に
よ
ら
な
く
と
も
、
種
類
売
買

に
つ
き
妥
当
な
処
理
が
可
能
と
な
り
、

さ
ら
に
こ
の
発
想
を
推
し
進
め
、
請
負

の
暇
庇
担
保
責
任
を
も
同
様
に
と
ら

え
、
委
任
契
約
の
不
完
全
履
行
論
の
新

た
な
展
開
に
よ
っ
て
専
門
家
の
責
任
等

に
つ
い
て
も
事
態
の
妥
当
な
解
決
を
は

か
る
道
が
容
易
で
あ
る
こ
と
に
も
留
意

さ
る
べ
き
で
あ
る
。
ド
イ
ツ
で
は
、
私

見
に
よ
れ
ば
本
来
履
行
内
容
の
不
完
全

履
行
と
し
て
処
理
さ
る
べ
き
問
題
が
、

種
類
売
買
や
請
負
契
約
に
お
い
て
暇
抗

担
保
責
任
制
度
に
仮
託
し
て
立
法
化
さ

れ
た
た
め
に
、
古
典
的
な
暇
庇
担
保
責

任
制
度
に
ひ
き
ず
ら
れ
て
そ
の
内
容
の

不
備
が
め
だ
ち
、
遂
に
は
今
回
の
改
正

提
案
の
よ
う
に
、
売
買
と
請
負
の
暇
庇

担
保
責
任
の
接
近
化
、
さ
ら
に
は
暇
庇

担
保
責
任
概
念
の
廃
止
等
に
よ
る
給
付

障
害
論
の
一
元
化
等
の
提
案
へ
と
至
っ

て
い
る
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
は
そ
れ
で

ま
た
、
新
た
な
問
題
点
を
か
か
え
こ
む

こ
と
と
な
る
よ
う
に
私
に
は
思
わ
れ

る
。
た
と
え
ば
、
改
正
提
案
は
、
不
代

替
物
の
特
定
物
売
買
に
お
い
て
も
い
わ

ゆ
る
特
定
物
ド
グ
マ
を
否
定
し
、
原
則

と
し
て
売
主
の
暇
庇
修
補
義
務
を
認
め

る
こ
と
で
、
法
定
無
過
失
責
任
と
し
て

の
暇
抗
担
保
責
任
の
債
務
不
履
行
責
任

へ
の
二
冗
化
を
は
か
っ
て
い
る
。
し
か

し
、
民
法
典
の
規
制
対
象
た
る
取
引
行

為
と
し
て
は
、
今
日
商
人
間
の
取
引
、

商
人
対
市
民
間
の
取
引
が
重
要
な
地
位

を
占
め
て
い
る
と
は
い
え
、
一
般
市
民

間
の
取
引
行
為
も
か
な
り
の
地
位
を
占

め
て
い
る
こ
と
、
さ
ら
に
改
正
提
案
の

視
野
の
外
に
あ
る
、
無
償
の
贈
与
、
遺

贈
、
無
利
息
の
消
費
貸
借
を
も
視
野
に

い
れ
て
総
論
的
検
討
を
試
み
る
と
き
、

特
定
物
ド
グ
マ
は
な
お
合
理
性
が
あ
る

よ
う
に
思
わ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
種
類

物
の
無
償
贈
与
の
場
合
等
で
は
、
暇
戚

あ
る
物
の
給
付
は
不
完
全
履
行
と
な
る

が
、
特
定
物
の
無
償
贈
与
で
は
そ
れ
は

不
完
全
履
行
と
は
い
え
ず
贈
与
者
に
追

完
給
付
義
務
を
認
め
る
必
要
は
あ
る
ま

い
。
ま
た
、
親
戚
担
保
は
有
償
契
約
に

特
有
の
も
の
で
あ
っ
て
、
無
償
契
約
に

お
い
て
は
認
め
る
必
要
が
な
く
、
こ
の

場
合
に
は
不
完
全
履
行
が
成
立
す
る
場

合
に
の
み
債
務
者
に
責
任
を
認
め
れ
ば

足
り
る
。
改
正
提
案
が
、
売
主
や
請
負

人
の
過
失
の
有
無
を
問
わ
な
い
代
金
減

額
請
求
権
を
残
し
た
こ
と
は
、
名
称
は

と
も
か
く
、
有
償
契
約
に
お
け
る
暇
庇

担
保
責
任
の
実
質
は
残
し
た
こ
と
を
意

味
し
、
暇
抗
担
保
責
任
の
完
全
な
債
務

不
履
行
責
任
化
に
至
つ
て
は
い
な
い
こ

と
が
注
意
さ
る
べ
き
で
あ
る
。
な
お
、

な
す
債
務
、
サ
ー
ビ
ス
供
給
契
約
に
お

け
る
債
務
不
履
行
論
は
ど
の
よ
う
に
展

開
さ
れ
る
の
か
、
未
だ
必
ず
し
も
明
ら

か
と
は
い
え
な
い
。
本
稿
の
よ
う
な
、

現
庇
担
保
責
任
制
度
に
と
ら
わ
れ
な
い

不
完
全
履
行
論
の
新
た
な
展
開
は
、
ド

イ
ツ
民
法
学
か
ら
み
る
と
き
、
ど
の
よ

う
な
評
価
を
受
け
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

ま
た
、
専
門
家
の
民
事
責
任
を
考
え
る

と
き
、
雇
用
や
請
負
を
基
本
と
す
る
有

償
事
務
処
理
契
約
と
し
て
処
理
す
る
ド

イ
ツ
民
法
学
の
立
場
は
、
委
任
の
規
定

が
大
幅
に
準
用
さ
れ
る
と
は
い
え
、
そ

の
妥
当
性
は
疑
問
で
あ
り
、
立
法
論
的

に
は
有
償
の
委
任
契
約
を
認
め
、
そ
の

不
完
全
履
行
と
し
て
処
理
す
る
方
向
性

が
妥
当
と
は
い
え
ま
い
か
五
)
。

ニ
比
較
法
的
研
究
の
諸
成
果
は
、

専
門
家
の
民
事
責
任
に
つ
き
、
欧
米
先

進
諸
国
の
実
状
を
知
ら
し
め
、
消
費
者

保
護
的
発
想
に
伴
う
、
専
門
家
の
注
意

義
務
の
高
度
化
、
厳
格
責
任
化
の
状
況

を
伝
え
て
、
日
本
に
お
け
る
問
題
考
察

に
と
っ
て
き
わ
め
て
示
唆
的
で
あ
る
。

し
か
し
、
他
面
に
お
い
て
、
そ
の
法
的

構
成
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
国
の

法
的
救
済
シ
ス
テ
ム
の
差
異
に
よ
り
、

そ
れ
ぞ
れ
に
問
題
を
か
か
え
て
い
る
こ

と
を
わ
れ
わ
れ
に
示
唆
し
、
問
題
の
複

雑
さ
、
困
難
さ
を
教
示
す
る
。
か
か
え

て
い
る
実
際
的
問
題
状
況
が
同
一
で
あ

る
に
も
か
か
わ
ら
ず
で
あ
る
。

し
か
し
、
こ
の
間
に
あ
っ
て
、
与
え

る
債
務
の
典
型
で
あ
る
商
品
売
買
契
約

に
お
け
る
売
主
の
契
約
責
任
に
関
す
る

国
際
売
買
統
一
法
の
動
向
が
、
サ
ー
ビ

ス
供
給
契
約
の
問
題
解
決
に
あ
た
っ
て

も
き
わ
め
て
示
唆
的
で
あ
る
。
す
な
わ

ち
、
一
九
八
八
年
一
月
一
日
に
発
効
し
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た
国
際
動
産
売
買
に
関
す
る
「
ウ
ィ
ー

ン
売
買
条
約
」
は
、
コ
モ
ン
・
ロ

l
の

概
念
を
受
け
継
い
で
、
当
事
者
が
自
己

に
課
さ
れ
た
義
務
を
履
行
し
な
い
と

き
、
そ
れ
は
す
べ
て
寸
契
約
違
反
し
と

し
て
、
契
約
違
反
の
態
様
に
差
異
を
設

け
て
い
な
い
。
し
か
し
、
契
約
違
反
の

効
果
を
規
律
す
る
に
あ
た
っ
て
は
、
ヨ

ー
ロ
ッ
パ
大
陸
法
圏
か
ら
そ
の
伝
統
を

引
き
継
ぎ
、
第
一
次
的
保
護
手
段
と
し

て
履
行
請
求
権
を
認
め
た
(
四
六
条
)

0

そ
し
て
、
追
完
(
二
項
)
お
よ
び
修
補

(
三
項
)
請
求
権
の
い
ず
れ
も
、
買
主

が
そ
の
請
求
権
を
、
暇
庇
の
責
聞
を
起

点
と
す
る
「
相
当
な
期
間
内
し
に
行
使

す
る
こ
と
と
い
う
制
約
に
服
せ
し
め
た

(
包
。
こ
の
結
果
は
ま
さ
に
、
種
類
売

買
に
お
け
る
暇
庇
あ
る
物
の
給
付
に
つ

き
、
こ
れ
を
不
完
全
履
行
と
し
て
、
現

杭
担
保
責
任
か
ら
切
り
離
し
、
期
間
制

限
を
伴
う
追
完
な
い
し
暇
庇
修
補
請
求

権
を
認
め
て
き
た
、
わ
が
国
の
従
来
の

通
説
の
立
場
と
合
致
す
る
。
そ
し
て
こ

の
方
向
性
は
、
さ
ら
に
、
前
述
の
ご
と

く
、
な
す
債
務
の
不
完
全
履
行
論
の
新

た
な
展
開
へ
と
連
な
る
べ
き
も
の
と
考

え
る
こ
と
は
許
さ
れ
な
い
も
の
で
あ
ろ

第9章

う
か
。
な
お
、
履
行
請
求
権
を
第
一
次

的
保
護
手
段
と
す
る
以
上
、
履
行
遅

滞
、
履
行
不
能
、
不
完
全
履
行
の
三
元

構
成
は
そ
れ
な
り
の
合
理
性
が
あ
る
と

思
わ
れ
、
契
約
違
反
あ
る
い
は
義
務
違

反
概
念
に
よ
る
債
務
不
履
行
の
二
元
的

立
法
が
な
さ
れ
て
も
、
さ
ら
に
、
コ
一
態

様
に
応
じ
た
特
別
規
定
の
必
要
性
、
あ

る
い
は
解
釈
に
よ
る
解
決
が
必
要
と
な

る
で
あ
ろ
う
こ
と
が
確
実
に
予
測
さ
れ

る
(
担
。
か
く
て
、
専
門
家
の
民
事
責
任
の
研

究
と
い
う
課
題
は
、
実
務
上
、
消
費
者

保
護
的
視
座
の
下
に
重
要
な
る
意
義
を

も
っ
と
と
も
に
、
他
面
に
お
い
て
サ
ー

ビ
ス
供
給
契
約
、
な
す
債
務
の
債
務
不

履
行
責
任
の
あ
り
方
い
か
ん
を
模
索
す

る
過
程
の
な
か
で
、
契
約
責
任
シ
ス
テ

ム
の
再
検
討
、
ひ
い
て
は
債
権
法
の
改

正
問
題
へ
と
発
展
す
る
一
つ
の
重
要
な

契
機
を
提
供
す
る
理
論
的
法
政
策
的
問

題
で
あ
り
、
さ
ら
に
問
題
は
、
広
く
国

際
的
に
も
共
通
の
法
シ
ス
テ
ム
の
開
発

へ
と
向
か
う
べ
き
、
国
際
的
課
題
を
わ

れ
わ
れ
に
提
起
す
る
も
の
と
い
え
る
。

役
務
提
供
者
責
任
に
関
す
る

E
C
指
令

案
の
動
向
も
視
野
の
な
か
に
お
く
べ
き

で
あ
る
(
但
)
0

換
言
す
れ
ば
、
専
門
家

の
民
事
責
任
と
い
う
研
究
課
題
は
、
か

か
る
大
き
な
視
野
の
下
に
取
り
組
ま
れ

る
べ
き
、
実
際
的
、
理
論
的
課
題
で
あ

る
と
い
え
よ
〉
フ
。

(
1
)

本
稿
は
基
本
的
に
は
、
既
発
表
の

拙
稿
「
日
本
法
に
お
け
る
『
専
門
家
の

契
約
責
任
』
」
川
井
健
編
・
専
門
家
の

責
任
(
日
本
評
論
社
・
一
九
九
三
年
)

所
収
(
以
下
「
下
森
第
一
論
文
し
と
し

て
引
用
)
を
要
約
し
た
も
の
で
あ
る

が
、
そ
の
後
の
研
究
の
進
展
(
た
と
え

ば
、
拙
稿
「
不
完
全
履
行
論
の
新
た
な

展
開
L

司
法
研
修
所
論
集
一
九
九
三
年

H
九
O
号
(
以
下
「
下
森
第
二
論
文
し

と
し
て
引
用
)
)
や
専
門
家
責
任
研
究

会
に
お
け
る
共
同
研
究
の
成
果
を
一
部

取
り
入
れ
て
加
筆
し
た
も
の
で
あ
る
。

な
お
注
記
は
紙
数
の
制
約
上
必
要
最
少

限
度
に
と
ど
め
た
。
詳
細
は
下
森
第
一

論
文
の
注
に
譲
る
。

(
2
)

渡
辺
達
徳
ヨ
ウ
ィ
ー
ン
売
買
条

約』

(
C
I
S
G
)
に
お
け
る
契
約
違

反
の
構
造
」
商
学
討
究
四
一
巻
四
号

(
一
九
九
一
年
)
ほ
か
一
連
の
研
究
お

よ
び
そ
こ
で
引
用
さ
れ
て
い
る
諸
文
献

参
照
。

(
3
)

下
森
寸
不
完
全
履
行
と
破
庇
担
保

責
任
」
加
藤
一
郎
先
生
古
稀
記
念
論
集

.
現
代
社
会
と
民
法
学
の
動
向
下
巻
三

五
O
頁
以
下
(
有
斐
閣
・
一
九
九
二

年
)
、
同
寸
暇
庇
担
保
責
任
に
関
す
る

一
つ
の
覚
書
」
内
山
教
授
ほ
か
古
稀
記

念
論
集
・
続
現
代
民
法
学
の
基
本
問
題

一
九
七
頁
以
下
(
第
一
法
規
・
一
九
九

三
年
)
参
照
。

(
4
)

梅
謙
次
郎
・
民
法
要
義
巻
之
五
相

続
編
三
五
七
頁
以
下
(
一
九

O
一
年
)

参
照
。

(
5
)

不
法
行
為
責
任
構
成
と
契
約
責
任

構
成
と
の
一
般
的
差
異
お
よ
び
証
明
責

任
に
つ
い
て
は
、
下
森
第
一
論
文
一

O

頁
以
下
お
よ
び
そ
乙
で
引
用
し
た
諸
文

献
参
照
。

(
6
)

川
井
寸
専
門
家
の
民
事
責
任

ω

問
題
の
提
起
」

N
B
L
五
三
九
号
二
三
一

頁
〈
第
一
章
二
頁
〉
O

(
7
)

川
井
・
前
掲
注

(
6
)
二
二
頁
以

下。
(
8
)

能
見
善
久
「
専
門
家
の
民
事
責
任

倒
的
専
門
家
の
責
任
的
伺
L
N
B
L

五
四
四
号
五
二
頁
以
下
・
五
四
五
号
一

六
頁
以
下
〈
第
二
章
四
頁
〉
参
照
。

(
9
)

こ
の
問
題
に
つ
い
て
は
、
花
立
文

子
「
建
築
設
計
・
監
理
契
約
に
関
す
る

一
考
察
(
一
)
(
一
一
)
(
二
一
・
完
)
L

法

学
志
林
八
六
巻
二
一
・
四
合
併
号
・
八
七

巻
三
号
・
八
八
巻
三
号
お
よ
び
そ
こ
で

引
用
す
る
諸
文
献
参
照
。
近
時
の
労
作

と
し
て
は
日
向
野
弘
毅
氏
の
一
連
の
研

究
が
あ
る
が
、
最
近
一
書
に
ま
と
め
ら

れ
た
。
日
向
野
・
建
築
家
の
責
任
と
建

築
訴
訟
(
成
文
堂
・
一
九
九
三
年
)

0

(
叩
)
三
ヶ
月
章
・
民
事
訴
訟
法
(
弘
文

堂
・
一
九
八
一
年
)
、
中
野
貞
一
郎
・

民
事
執
行
法
〔
第
二
版
)
(
青
林
書
院

111 



専門家の民事責任の法的構成と証明

-
一
九
九
一
年
)
等
参
照
。
な
お
、
平

井
宜
雄
・
債
権
総
論
〔
第
二
版
〕
二
四

六
頁
以
下
(
弘
文
堂
・
一
九
九
四
年
)

お
よ
び
同
書
の
引
用
す
る
森
田
修
論
文

参
照
。

(
日
)
こ
の
用
語
お
よ
び
問
題
点
に
つ

き
、
森
田
「
フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
債
務

転
形
論
と
『
附
遅
滞
』
L

法
学
志
林
九

O
巻
一
号
一
頁
以
下
、
お
よ
び
こ
の
論

文
を
引
用
す
る
平
井
・
前
掲
注
(
叩
)

書
七
四
頁
以
下
、
特
に
七
六
頁
参
照
。

(
ロ
)
も
っ
と
も
、
小
林
秀
之
「
専
門
家

の
民
事
責
任

ω
弁
護
士
の
専
門
家
責

任
(
そ
の

1
)
」
N
B
L
五
四
一
号
三

四
頁
以
下
〈
第
七
章
七
六
頁
〉
が
指
摘

す
る
よ
う
に
、
現
代
に
お
げ
る
わ
が
国

の
弁
護
士
活
動
の
拡
大
化
は
、
場
合
に

よ
り
、
請
負
や
一
雇
用
と
の
混
合
契
約
と

と
ら
え
る
方
が
適
当
な
場
合
も
あ
ろ

う
。
こ
の
場
合
に
は
ド
イ
ツ
法
の
議
論

が
わ
が
国
に
と
っ
て
も
参
考
と
な
る
こ

と
が
あ
ろ
う
。

(
日
)
小
林
・
前
掲
注
(
ロ
)
論
文
参

照。
(H)

弥
永
真
生
「
専
門
家
の
民
事
責
任

ωω
ア
メ
リ
カ
に
お
げ
る
専
門
家
責

任
(
そ
の

1
)
(
そ
の

2
)
L
N
B
L
五

三
九
号
二
五
頁
以
下
・
五
四

O
号
三
二

頁
以
下
〈
第
四
章

ω一
一
一
頁
〉
参
照
。

(
日
)
ち
な
み
に
、
近
時
の
英
米
法
は
、

比
較
的
広
く
特
定
履
行
を
認
め
る
傾
向

に
あ
る
こ
と
を
指
摘
す
る
、
渡
辺
・
前

掲
注

(
2
)
論
文
二
二
一
頁
参
照
。

(
日
)
飯
塚
和
之
寸
イ
ギ
リ
ス
法
に
お
げ

第9章

る
『
専
門
家
の
責
任
』
」
川
井
編
・
前

掲
注

(
1
)
書
七
五
頁
以
下
参
照
。
な

お
、
樋
口
範
雄
・
ア
メ
リ
カ
契
約
法

(
弘
文
堂
、
一
九
九
四
年
)
二
三
九
頁

以
下
参
照
。

(
口
)
須
永
醇
寸
フ
ラ
ン
ス
法
に
お
け
る

『
専
門
家
の
責
任
』
」
川
井
編
・
前
掲

注

(
1
)
書
一
五
九
頁
以
下
参
照
。

(
国
)
滝
沢
昌
彦
「
ド
イ
ツ
法
に
お
け
る

『
専
門
家
の
責
任
E
川
井
編
・
前
掲

注

(
1
)
書
一
三
三
頁
以
下
、
岡
孝

寸
弁
護
士
の
責
任
」
同
書
二

O
七
頁
以

下
参
照
。

(
四
)
花
立
・
前
掲
注

(
9
)
論

文

(
二
)
法
学
志
林
八
七
巻
三
号
八
七
頁

以
下
参
照
。

(
加
)
岡
H
辻
伸
行
訳
「
ド
イ
ツ
債
務
法

改
正
委
員
会
の
最
終
報
告
室

7
総
論
L

ジ
ュ
リ
ス
ト
九
九
六
号
・
九
九
七
号
・

九
九
八
号
、
ゲ
ツ
ツ
・
フ
ォ
ン
・
ク
ラ

オ
ス
ハ

l
ル
H
花
立
文
子
訳
寸
請
負
契

約
法
に
と
っ
て
の
債
務
法
改
正
委
員
会

に
よ
る
民
法
典
草
案
の
意
義
L

法
学
志

林
九
一
巻
一
号
一
二
三
頁
以
下
、
下
森

・
前
掲
注

(
1
)
下
森
第
二
論
文
等
参

照。
(
幻
)
前
掲
注
(
ロ
)
参
照
。

(
幻
)
渡
辺
・
前
掲
注

(
2
)
論
文
一
三

三
頁
参
照
。

(
幻
)
わ
が
民
法
の
解
釈
論
と
し
て
、
債

務
不
履
行
の
三
元
構
成
を
不
要
か
つ
無

意
味
で
あ
る
と
主
張
す
る
平
井
教
授
の

見
解
(
前
掲
注
(
叩
)
書
四
八
頁
以

下
)
は
、
英
米
法
的
発
想
に
近
く
、
ウ

ィ
l
ン
売
買
条
約
や
ド
イ
ツ
の
改
正
提

案
と
基
本
的
方
向
性
を
同
じ
く
す
る
も

の
と
思
わ
れ
る
。
私
見
と
見
解
を
異
に

す
る
が
、
鋭
く
、
重
要
な
問
題
提
起
で

あ
る
。
損
害
賠
償
請
求
権
に
関
し
て
は

と
も
か
く
と
し
て
、
履
行
請
求
権
の
第

一
次
的
保
護
手
段
性
、
取
庇
担
保
責
任

の
位
置
づ
け
等
(
具
体
的
に
は
、
履
行

請
求
権
や
そ
の
期
間
制
限
の
有
無
、
即

時
の
解
除
権
の
発
生
の
有
無
、
さ
ら
に

賠
償
請
求
権
の
発
生
時
期
等
)
と
の
関

係
で
さ
ら
に
論
点
の
詰
め
合
せ
が
必
要

と
思
わ
れ
る
。
一
部
に
つ
い
て
は
前
掲

下
森
第
一
論
文
で
応
接
を
試
み
た
が
、

第
二
版
の
刊
行
を
受
け
て
、
今
後
さ
ら

に
検
討
を
続
げ
て
み
た
い
。

(
但
)
岡
・
前
掲
注
(
廿
)
論
文
二
三
九

頁
が
そ
の
一
端
を
紹
介
し
て
い
る
。

(
し
た
も
・
り
・
さ
だ
む
)

〔
追
記
〕

本
稿
脱
稿
後
校
正
段
階
で
、

N
B
L
五

四
四
号
・
五
四
五
号
登
載
の
能
見
論
文

〈
第
一
一
章
〉
に
接
し
た
。
一
般
の
委
任
契

約
上
の
受
任
者
に
対
す
る
、
特
殊
寸
専
門

家
」
の
契
約
責
任
の
特
質
と
そ
の
理
論
的

枠
組
み
を
分
析
・
提
示
す
る
こ
の
論
文
は

き
わ
め
て
示
唆
に
富
む
。
研
究
会
に
お
け

る
中
間
報
告
で
お
お
よ
そ
の
方
向
性
は
教

示
さ
れ
て
い
た
が
、
改
め
て
活
字
と
な
っ

た
も
の
を
読
み
、
本
稿
と
の
接
点
に
つ
い

て
さ
ら
に
考
察
を
深
め
る
必
要
性
を
、
い

ま
感
じ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
本
稿
は
、
は

じ
め
に
指
摘
し
た
ご
と
く
、
専
門
家
の
民

事
責
任
に
つ
い
て
の
不
法
行
為
責
任
構
成

に
対
す
る
契
約
責
任
構
成
の
特
質
、
そ
の

有
用
性
の
検
討
に
中
心
的
視
座
を
す
え
、

契
約
責
任
再
構
成
、
不
完
全
履
行
論
の
新

た
な
展
開
と
い
う
問
題
意
識
の
下
に
、
考

察
を
展
開
し
た
。
そ
の
結
果
、
契
約
責
任

構
成
内
に
お
げ
る
、
特
殊
「
専
門
家
」
の

契
約
責
任
の
、
他
の
一
般
の
受
任
者
(
あ

る
い
は
請
負
人
)
の
契
約
責
任
と
の
関
係

.
特
質
を
分
析
・
検
討
す
る
点
に
関
し
て

は
、
不
十
分
な
結
果
に
終
わ
っ
て
い
る
。

高
度
「
専
門
家
」
の
サ
ー
ビ
ス
給
付
の
不

代
替
性
(
建
築
家
の
追
完
義
務
に
関
す
る

間
接
強
制
の
検
討
)
、
損
害
賠
償
の
請
求

と
専
門
家
の
注
意
義
務
の
程
度
等
の
点

で
、
若
干
こ
の
問
題
に
触
れ
て
は
い
る

が
、
不
十
分
と
い
う
ほ
か
な
い
。
こ
の
点

に
つ
き
、
能
見
論
文
は
き
わ
め
て
示
唆
的

と
い
え
よ
う
。
能
見
論
文
を
踏
ま
え
て
、

今
後
こ
の
問
題
点
に
つ
い
て
さ
ら
に
検
討

し
て
み
た
い
が
、
現
段
階
で
は
こ
の
こ
と

を
本
追
記
で
指
摘
し
、
次
の
課
題
と
す
る

ほ
か
な
い
。
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第

O
章

は

じ

め

に

一
現
代
の
ビ
ジ
ネ
ス
社
会
に
お
い

て
は
、
責
任
の
問
題
は
、
保
険
の
問
題

で
あ
る
と
い
わ
れ
る
。
こ
れ
は
、
責
任

が
問
題
と
な
っ
た
と
き
に
は
、
一
般
に

責
任
保
険
が
付
保
さ
れ
て
い
る
の
が
通

常
で
あ
る
か
ら
、
結
局
の
と
こ
ろ
、
責

任
問
題
は
、
実
際
上
保
険
に
よ
っ
て
解

決
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
か
ら
で
あ
る
。

つ
ま
り
責
任
の
問
題
を
考
え
る
場
合
に

は
、
保
険
の
問
題
を
当
然
視
野
に
い
れ

な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
し
た
が
っ
て
、
合

理
的
な
保
険
カ
バ
ー
が
そ
も
そ
も
不
可

能
と
な
る
よ
う
な
責
任
構
成
は
、
そ
れ

を
主
張
し
た
と
こ
ろ
で
現
実
に
は
到
底

ワ
1
ク
し
な
い
こ
と
に
な
る
。
こ
の
こ

と
は
、
専
門
家
の
責
任
に
つ
い
て
も
妥

専
門
家
責
任
保
険

当
す
る
と
思
わ
れ
る
。
た
し
か
に
専
門

家
責
任
保
険
の
加
入
率
(
付
保
率
)

は
、
後
述
二
二

ωで
み
る
よ
う
に
、
現

状
で
は
そ
れ
ほ
ど
高
い
も
の
で
は
な

い
。
そ
の
意
味
で
は
、
わ
が
国
の
専
門

家
の
責
任
は
、
保
険
に
よ
っ
て
ほ
と
ん

ど
解
決
さ
れ
て
い
る
と
は
い
え
な
い

が
、
加
入
率
の
問
題
は
、
む
し
ろ
わ
が

国
の
専
門
家
に
対
す
る
責
任
追
及
の
動

向
が
、
現
状
で
は
そ
れ
ほ
ど
活
発
で
は

な
い
こ
と
に
起
因
す
る
も
の
と
考
え
ら

れ
、
将
来
的
に
は
、
保
険
の
手
配
な
く

し
て
専
門
家
と
し
て
の
業
務
を
行
な
う

こ
と
は
考
え
ら
れ
な
く
な
る
で
あ
ろ

〉フ。
二
本
稿
は
、
専
門
家
責
任
保
険
に

つ
い
て
の
基
本
的
な
論
点
を
と
り
あ
げ

て
若
干
の
考
察
を
加
え
る
こ
と
に
よ

り
、
わ
が
国
に
お
け
る
専
門
家
責
任
保

険
の
あ
り
方
を
検
討
す
る
も
の
で
あ

東
京
大
学
教
授

落
合
誠

る
。
そ
こ
で
ま
ず
、
専
門
家
責
任
保
険

の
機
能
・
現
状
を
検
討
し
て
、
そ
の
意

義
を
明
ら
か
に
す
る
(
二
)
。
次
に
、

弁
護
士
責
任
保
険
と
建
築
家
責
任
保
険

を
と
り
あ
げ
て
、
専
門
家
責
任
保
険
の

具
体
的
な
検
討
を
行
な
'
う
(
三
)

0

続

い
て
、
各
種
専
門
家
責
任
保
険
全
体
に

通
ず
る
そ
の
特
色
を
検
討
す
る
(
四
)
。

そ
し
て
最
後
に
、
専
門
家
責
任
保
険
の

課
題
を
明
ら
か
に
し
て
、
本
稿
の
結
び

に
変
え
る
(
五
)
。

専
門
家
責
任
保
険
の

意
義

専
門
家
責
任
保
険
の
機
能

ω
専
門
家
責
任
保
険
と
は
、
専
門

家
が
専
門
家
と
し
て
の
業
務
を
行
な
う

に
あ
た
っ
て
損
害
賠
償
責
任
を
負
担
す

る
こ
と
に
よ
っ
て
こ
う
む
る
損
害
を
て

ん
補
す
る
保
険
で
あ
る
。
プ
ロ
フ
ェ
ッ

シ
ョ
ナ
ル
・
ラ
イ
ア
ビ
リ
テ
ィ
・
イ
ン

シ
ュ
ア
ラ
ン
ス
あ
る
い
は
職
業
的
責
任

保
険
と
い
わ
れ
る
こ
と
も
あ
る
。
専
門

家
が
、
専
門
家
と
し
て
活
動
す
る
に
あ

た
り
契
約
の
相
手
方
ま
た
は
第
三
者
に

対
し
て
債
務
不
履
行
責
任
な
い
し
不
法

行
為
責
任
を
負
う
こ
と
が
あ
る
が
、
そ

の
責
任
を
担
保
す
る
の
が
、
専
門
家
責

任
保
険
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
専
門
家

責
任
保
険
は
、
保
険
カ
パ

l
の
対
象
が

責
任
で
あ
る
点
に
お
い
て
一
般
の
責
任

保
険
と
異
な
ら
な
い
が
、
責
任
の
主
体

が
専
門
家
で
あ
り
、
責
任
の
対
象
と
な

る
行
為
が
専
門
家
と
し
て
の
行
為
で
あ

る
点
に
そ
の
特
色
が
認
め
ら
れ
る
。
そ

こ
で
さ
ら
に
専
門
家
な
い
し
専
門
家
と

し
て
の
行
為
と
い
っ
た
と
き
の
専
門
家

が
何
を
意
味
す
る
か
が
問
題
と
な
る
。

こ
の
間
題
は
、
専
門
家
の
責
任
を
ど
う

理
解
・
構
成
す
る
か
と
も
関
係
す
る

が
、
保
険
実
務
に
お
い
て
は
、
後
述
ニ

ωに
お
い
て
述
べ
る
と
お
り
専
門
性
の

あ
る
職
業
人
と
き
わ
め
て
広
く
理
解
さ

れ
て
い
る
。

問
専
門
家
責
任
保
険
は
、
専
門
家

が
責
任
を
負
担
す
る
こ
と
に
よ
る
損
害

を
て
ん
補
す
る
こ
と
に
よ
り
専
門
家
を

113 



第 10章専門家責任保険

保
護
す
る
機
能
を
有
す
る
。
そ
れ
と
同

時
に
、
加
害
者
で
あ
る
専
門
家
の
賠
償

資
力
が
確
保
さ
れ
る
こ
と
に
よ
り
、
被

害
者
を
保
護
す
る
機
能
も
有
す
る
。
さ

ら
に
事
故
の
防
止
機
能
も
認
め
る
こ
と

が
で
き
よ
う
。
責
任
保
険
の
保
険
料

は
、
一
般
に
責
任
負
担
の
可
能
性
、
す

な
わ
ち
責
任
リ
ス
ク
と
の
見
合
に
よ
っ

て
決
定
さ
れ
る
か
ら
、
事
故
の
発
生
を

防
止
・
減
少
す
る
こ
と
は
、
保
険
料
に

反
映
さ
れ
る
。
し
た
が
っ
て
保
険
料
負

担
の
増
減
は
、
専
門
家
の
事
故
防
止
・

減
少
の
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
と
な
り
う
る

の
で
あ
る
。専

門
家
責
任
保
険
の
現
状

山
わ
が
国
に
お
け
る
専
門
家
責
任

保
険
の
晴
矢
は
、
一
九
六
三
年
一
二
月

か
ら
開
始
さ
れ
た
医
師
責
任
保
険
で
あ

る
(1)
。
つ
い
で
一
九
七
一
年
四
月
に

は
建
築
家
責
任
保
険
が
、
一

O
月
に
は

公
認
会
計
士
責
任
保
険
が
、
そ
れ
ぞ
れ

開
始
さ
れ
た
。
そ
し
て
現
在
で
は
、
弁

護
士
、
税
理
士
、
司
法
書
士
、
弁
理

士
、
行
政
書
士
、
土
地
家
屋
調
査
士
、

薬
剤
師
、
救
急
救
命
士
等
に
つ
い
て
責

任
保
険
の
引
受
が
な
さ
れ
て
い
る
。
も

っ
と
も
専
門
家
の
意
義
を
ど
の
よ
う
に

理
解
す
る
か
に
よ
っ
て
、
検
討
の
対
象

と
す
べ
き
専
門
家
責
任
保
険
の
範
囲
は

変
わ
り
う
る
の
で
あ
り
、
こ
れ
を
専
門

性
の
あ
る
職
業
人
の
責
任
保
険
と
き
わ

め
て
広
く
解
す
る
立
場
を
と
る
と
す
れ

ば
、
柔
道
整
復
師
責
任
保
険
、
は
り
師

・
き
ゅ
う
師
・
あ
ん
ま
・
マ
ッ
サ
ー
ジ

師
・
指
圧
師
責
任
保
険
、
助
産
婦
責
任

保
険
あ
る
い
は
旅
行
業
者
責
任
保
険
、

薬
種
商
責
任
保
険
、
情
報
サ
ー
ビ
ス
業

者
・
電
気
通
信
事
業
者
責
任
保
険
等
も

含
ま
れ
る
こ
と
に
な
る
。
そ
し
て
保
険

実
務
で
は
、
こ
の
き
わ
め
て
広
く
解
す

る
立
場
が
と
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る

Z
。
専
門
家
責
任
保
険
契
約
の
内
容

は
、
保
険
約
款
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ

る
。
保
険
約
款
は
、
賠
償
責
任
保
険
普

通
保
険
約
款
お
よ
び
そ
れ
ぞ
れ
の
専
門

家
ご
と
の
特
約
条
項
(
た
と
え
ば
弁
護

士
で
あ
れ
ば
、
弁
護
士
特
約
条
項
)
か

ら
な
る
。

凶
各
種
専
門
家
責
任
保
険
の
加
入

状
況
は
、
ど
う
で
あ
ろ
う
か
。
こ
の
点

は
、
十
分
な
統
計
デ
l
タ
は
と
ら
れ
て

い
な
い
よ
う
で
あ
り
、
し
た
が
っ
て
正

確
な
と
こ
ろ
は
は
っ
き
り
し
な
い
と
い

わ
ざ
る
を
え
な
い
。
一
般
的
に
は
、
加

入
状
況
は
き
わ
め
て
高
い
と
い
う
わ
け

で
は
な
い
よ
う
で
あ
り
、
た
と
え
ば
弁

護
士
責
任
保
険
で
は
、
せ
い
ぜ
い
五

O

パ
ー
セ
ン
ト
前
後
程
度
の
よ
う
で
あ

り
、
ま
た
建
築
家
責
任
保
険
で
は
、
事

務
所
単
位
の
加
入
で
あ
る
が
、
全
国
で

約
二
一
万
五
、

0
0
0あ
る
と
い
わ
れ

る
事
務
所
の
う
ち
、
新
日
本
建
築
家
協

会
加
盟
の
事
務
所
は
、
約
三
一
、
八

O
O

あ
り
、
そ
の
う
ち
約
一
、
五

O
O事
務

所
が
責
任
保
険
に
加
入
し
て
い
る
と
い

わ
れ
て
い
る
(
3
)
O

次
に
専
門
家
責
任

保
険
の
リ
ザ
ル
ト
は
、
ど
う
で
あ
ろ
う

か
。
こ
の
点
も
、
責
任
保
険
全
体
の
リ

ザ
ル
ト
の
み
し
か
公
表
さ
れ
て
お
ら

ず
、
専
門
家
責
任
保
険
の
全
体
は
も
と

よ
り
、
個
々
の
専
門
家
責
任
保
険
の
リ

ザ
ル
ト
は
知
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

専
門
家
責
任
保
険
の

検
討

弁
護
士
責
任
保
険

川
保
険
の
対
象
業
務

的
弁
護
士
責
任
保
険
の
対
象
と
な

る
業
務
は
、
「
弁
護
士
の
資
格
に
基
づ

い
て
遂
行
し
た
業
務
L

で
あ
る
(
特
約

条
項
一
条
一
項
)
。
具
体
的
に
こ
れ
が
何

を
意
味
す
る
か
に
つ
い
て
の
定
義
は
、

約
款
上
な
さ
れ
て
い
な
い
が
、
弁
護
士

法
三
条
一
項
お
よ
び
二
項
に
定
め
る
業

務
が
こ
れ
に
あ
た
る
と
解
さ
れ
る
。
す

な
わ
ち
「
当
事
者
そ
の
他
関
係
人
の
依

頼
又
は
官
公
署
の
委
嘱
に
よ
っ
て
、
訴

訟
事
件
、
非
訟
事
件
及
び
審
査
請
求
、

異
議
申
立
て
、
再
審
査
請
求
等
行
政
庁

に
対
す
る
不
服
申
立
事
件
に
関
す
る
行

為
そ
の
他
一
般
の
法
律
事
務
を
行
う
L

乙
と
(
三
条
一
項
)
お
よ
び
二
汁
理
士

及
び
税
理
士
の
事
務
L

(

三
条
二
項
)

で
あ
る
。
特
約
条
項
一
条
二
項
は
、

「
後
見
人
、
保
佐
人
、
相
続
財
産
管
理

人
、
清
算
人
、
管
財
人
、
破
産
管
財

人
、
整
理
委
員
等
の
資
格
に
お
い
て
法

律
事
務
を
行
な
う
こ
と
し
が
寸
弁
護
士

の
資
格
に
基
づ
い
て
遂
行
し
た
業
務
し

に
含
ま
れ
る
と
規
定
し
て
い
る
が
、

寸
後
見
人
、
保
佐
人
:
:
:
等
の
資
格
」

と
寸
弁
護
士
の
資
格
L

と
は
必
ず
し
も

同
じ
で
は
な
い
の
で
、
解
釈
上
の
疑
義

を
避
け
る
た
め
注
意
的
に
規
定
し
た
も

の
と
思
わ
れ
る
。

川
刊
「
弁
護
士
の
資
格
に
基
づ
い
て

遂
行
し
た
業
務
L

か
ど
う
か
は
、
そ
こ

で
問
題
に
さ
れ
た
行
為
そ
の
も
の
の
性

質
か
ら
判
断
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。
た

と
え
ば
長
年
法
律
問
題
の
処
理
を
依
頼

し
て
い
る
顧
問
弁
護
士
の
勧
め
に
応
じ

て
投
資
を
し
た
依
頼
者
が
、
そ
の
投
資

に
よ
っ
て
損
害
を
受
け
た
場
合
、
弁
護
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士
の
投
資
勧
誘
行
為
は
、
保
険
の
対
象

と
な
る
業
務
と
い
え
る
か

(4)
。
た
し

か
に
弁
護
士
の
投
資
勧
誘
行
為
は
、
弁

護
士
と
依
頼
者
と
い
う
関
係
の
な
か
で

な
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
だ
か
ら
と
い

っ
て
弁
護
士
と
し
て
の
資
格
で
な
さ
れ

た
行
為
と
し
て
よ
い
か
は
、
さ
ら
に
検

討
の
必
要
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
弁
護

士
と
し
て
の
資
格
で
な
さ
れ
た
行
為

は
、
あ
く
ま
で
も
法
律
の
専
門
家
と
し

て
の
業
務
(
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
・

サ
ー
ビ
ス
)
で
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
し

た
が
っ
て
一
般
的
に
い
っ
て
投
資
勧
誘

行
為
は
、
そ
れ
に
あ
た
ら
な
い
と
考
え

る
べ
き
で
あ
る
。
依
頼
者
の
た
め
の
法

律
事
務
処
理
の
一
環
と
し
て
依
頼
者
の

弁
護
士
と
し
て
行
為
し
た
の
で
な
け
れ

ば
、
弁
護
士
責
任
保
険
の
対
象
と
す
べ

き
で
な
い
か
ら
で
あ
る
。

凶
保
険
事
故

防
保
険
事
故
と
は
、
保
険
者
の
て

ん
補
義
務
を
具
体
化
さ
せ
る
事
故
を
い

う
が
、
責
任
保
険
の
保
険
事
故
を
一
般

に
ど
の
よ
う
に
理
解
す
る
か
は
見
解
が

分
か
れ
て
い
る
(
5
)
O

も
っ
と
も
弁
護

士
責
任
保
険
の
保
険
事
故
は
、
そ
の
特

約
条
項
の
定
め
に
よ
っ
て
は
っ
き
り
さ

せ
ら
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
被
保
険
者

で
あ
る
弁
護
士
が
、
保
険
期
間
中
に
弁

護
士
の
資
格
に
基
づ
い
て
遂
行
し
た
業

務
に
起
因
し
て
、
保
険
期
間
中
ま
た
は

保
険
期
間
終
了
後
三
年
以
内
に
、
日
本

国
内
に
お
い
て
損
害
賠
償
を
請
求
さ

れ
、
法
律
上
の
責
任
を
負
担
す
る
こ
と

に
よ
っ
て
損
害
を
こ
う
む
る
こ
と
で
あ

る
(
一
条
一
項
・
二
条
)

0

同
弁
護
士
責
任
保
険
の
保
険
事
故

に
お
い
て
特
徴
的
な
の
は
、
保
険
者
の

て
ん
補
義
務
が
損
害
賠
償
の
請
求
の
有

無
に
か
か
る
点
に
あ
る
。
と
い
う
の
は

一
般
の
責
任
保
険
の
保
険
事
故
は
、
被

保
険
者
が
損
害
賠
償
責
任
を
負
わ
ね
ば

な
ら
な
い
損
害
を
他
人
に
与
え
る
事
故

の
発
生
で
あ
り
、
か
か
る
事
故
が
保
険

期
間
中
に
発
生
す
れ
ば
、
損
害
賠
償
の

請
求
を
受
げ
た
か
ど
う
か
に
か
か
わ
ら

ず
、
保
険
者
は
て
ん
補
義
務
を
負
担
す

る
か
ら
で
あ
る
(
賠
償
責
任
保
険
普
通

保
険
約
款
一
条
)
。
す
な
わ
ち
一
般
の
責

任
保
険
で
は
、
い
わ
ゆ
る
発
生
事
故
方

式
(
オ
カ
l
レ
ン
ス
方
式
)
が
と
ら
れ

て
い
る
の
に
対
し
て
、
弁
護
士
責
任
保

険
で
は
、
い
わ
ゆ
る
請
求
事
故
方
式

(
ク
レ
イ
ム
ズ
・
メ
イ
ド
方
式
)
が
と

ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

例
請
求
事
故
方
式
は
、
現
在
、
発

生
事
故
方
式
に
よ
る
保
険
者
の
負
担
増

加
を
軽
減
す
る
も
の
と
し
て
一
定
の
責

任
保
険
分
野
、
た
と
え
ば
専
門
家
責
任

保
険
、
製
造
物
責
任
保
険
、
環
境
責
任

保
険
等
で
広
く
用
い
ら
れ
て
い
る

(
6
)
。
と
い
う
の
は
、
発
生
事
故
方
式

で
あ
る
と
、
保
険
者
は
、
か
か
る
事
故

が
保
険
期
間
内
に
発
生
し
て
い
る
か
ぎ

り
、
保
険
期
聞
が
終
了
し
た
後
で
あ
っ

て
も
保
険
て
ん
補
の
義
務
を
負
わ
ね
ば

な
ら
な
い
が
、
請
求
事
故
方
式
で
あ
れ

ば
、
保
険
期
間
中
に
請
求
の
あ
っ
た
も

の
だ
け
を
て
ん
補
す
れ
ば
よ
い
か
ら
で

あ
る
。
す
な
わ
ち
発
生
事
故
方
式
に
お

い
て
は
、
保
険
者
の
て
ん
補
義
務
は
、

保
険
期
聞
が
終
了
し
て
も
、
相
当
長
期

間
に
わ
た
っ
て
確
定
せ
ず
(
保
険
金
請

求
権
の
消
滅
時
効
は
、
被
保
険
者
の
責

任
負
担
が
確
定
し
た
と
き
か
ら
進
行
す

る
)
(
普
通
約
款
一
九
条
)
、
し
た
が
っ

て
保
険
者
は
自
己
の
負
担
す
べ
き
リ
ス

ク
の
正
確
な
算
定
が
困
難
と
な
り
、
場

合
に
よ
っ
て
は
一
定
の
責
任
保
険
分
野

の
引
受
そ
の
も
の
が
む
ず
か
し
く
な
る

こ
と
も
考
え
ら
れ
る
。
た
と
え
ば
ア
ス

ベ
ス
ト
事
故
の
ケ
l
ス
の
よ
う
に
、
保

険
者
は
保
険
引
受
の
時
点
で
そ
う
し
た

り
ス
ク
の
存
在
・
規
模
・
程
度
を
予
測

し
え
た
と
は
必
ず
し
も
い
い
が
た
い
場

合
も
十
分
あ
り
う
る
か
ら
、
保
険
の
対

象
と
す
べ
き
責
任
分
野
の
如
何
に
よ
っ

て
は
、
保
険
引
受
の
リ
ス
ク
算
定
の
困

難
性
ゆ
え
に
被
保
険
者
を
満
足
さ
せ
る

よ
う
な
保
険
の
引
受
が
で
き
な
く
な
る

可
能
性
が
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
請

求
事
故
方
式
を
と
れ
ば
、
保
険
者
は
、

保
険
期
間
の
終
了
に
よ
っ
て
自
己
の
リ

ス
ク
を
確
定
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
の

で
、
保
険
期
間
終
了
後
の
相
当
長
期
に

わ
た
る
法
的
・
社
会
的
・
事
実
的
事
情

の
変
化
等
ま
で
も
予
測
す
る
必
要
は
な

く
な
り
、
発
生
事
故
方
式
で
は
保
険
を

引
き
受
け
ら
れ
な
い
場
合
で
も
、
保
険

の
引
受
が
な
さ
れ
う
る
こ
と
に
な
る
。

伺
と
こ
ろ
で
弁
護
士
特
約
条
項
二

条
が
定
め
る
請
求
事
故
方
式
は
、
二
点

に
お
い
て
特
色
が
認
め
ら
れ
る
。
第
一

点
は
、
請
求
が
保
険
期
間
中
で
な
く
と

も
、
保
険
期
間
終
了
後
三
年
以
内
で
あ

れ
ば
、
な
お
保
険
て
ん
補
が
な
さ
れ
る

こ
と
で
あ
る
。
純
粋
な
請
求
事
故
方
式

は
、
保
険
期
間
中
に
請
求
が
な
さ
れ
る

場
合
に
保
険
て
ん
補
を
認
め
る
も
の
で

あ
る
か
ら
、
特
約
条
項
の
こ
の
定
め

は
、
被
保
険
者
に
有
利
な
修
正
が
な
さ

れ
て
い
る
こ
と
を
意
味
す
る
。
も
っ
と

も
期
間
延
長
は
特
約
に
よ
り
五
年
ま
た

は一

O
年
に
す
る
こ
と
も
可
能
の
よ
う

で
あ
る

(7)

が
、
原
則
を
三
年
と
す

る
の
が
適
当
か
は
さ
ら
に
検
討
の
必
要
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が
あ
ろ
う
。

特
色
の
第
二
点
は
、
被
保
険
者
で
あ

る
弁
護
士
の
業
務
は
、
保
険
期
間
中
に

遂
行
さ
れ
た
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
こ
と
で
あ
る
。
本
来
請
求
事
故
方
式

は
、
保
険
期
間
中
に
請
求
が
な
さ
れ
れ

ば
、
そ
の
請
求
の
基
と
な
っ
た
業
務
遂

行
は
保
険
期
間
中
で
な
く
と
も
保
険
て

ん
補
が
な
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
が
、
こ

の
特
約
条
項
の
定
め
で
は
、
保
険
期
間

中
の
業
務
遂
行
と
の
要
件
が
付
加
さ
れ

て
お
り
、
こ
れ
は
被
保
険
者
に
不
利
な

修
正
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
と
い
う
の

は
保
険
期
間
開
始
前
の
業
務
遂
行
に
よ

る
責
任
は
、
ま
っ
た
く
カ
バ
ー
さ
れ
な

い
こ
と
に
な
る
か
ら
で
あ
る
。
も
っ
と

も
こ
の
よ
う
な
制
約
を
課
す
こ
と
に
理

由
が
あ
る
場
合
も
あ
る
。
た
と
え
ば
弁

護
士
が
は
じ
め
て
保
険
に
入
ろ
う
と
す

る
場
合
、
保
険
者
が
、
当
該
弁
護
士
が

過
去
に
ど
の
よ
う
な
法
律
業
務
を
い
か

な
る
や
り
方
で
遂
行
し
て
い
た
か
十
分

に
確
信
が
も
て
な
か
っ
た
り
、
あ
る
い

は
過
去
に
問
題
の
あ
る
業
務
遂
行
が
あ

っ
た
が
ゆ
え
に
保
険
加
入
を
希
望
し
て

い
る
と
思
わ
れ
な
い
で
も
な
い
と
き
な

ど
は
そ
う
で
あ
る
。
し
か
し
そ
う
し
た

合
理
的
な
理
由
が
存
在
し
な
い
場
合
に

も
保
険
カ
バ
ー
が
奪
わ
れ
る
こ
と
は
妥

当
と
は
思
わ
れ
な
い
し
、
ま
た
告
知
義

務
な
ど
に
よ
る
対
応
も
考
え
ら
れ
る
か

ら
、
か
か
る
制
約
を
一
律
的
に
課
す
こ

と
に
は
よ
り
慎
重
で
あ
る
こ
と
が
望
ま

れ
よ
う
。

同
免
責
事
由

例
保
険
者
の
免
責
は
、
賠
償
責
任

保
険
普
通
保
険
約
款
の
す
べ
て
の
責
任

保
険
に
共
通
す
る
定
め
を
前
提
と
し

て
、
特
別
な
場
合
に
つ
き
弁
護
士
特
約

条
項
が
定
め
を
し
て
い
る
。
ま
ず
普
通

保
険
約
款
に
お
け
る
定
め
は
、
次
の
と

お
り
で
あ
る
(
四
条
)
。
第
一
は
、
保

険
契
約
者
・
被
保
険
者
の
故
意
で
あ

る
。
こ
こ
で
は
、
責
任
保
険
に
お
け
る

被
害
者
保
護
機
能
の
重
視
か
ら
、
重
過

失
は
免
責
と
さ
れ
て
い
な
い
。
第
二

は
、
戦
争
・
変
乱
・
暴
動
・
騒
じ
よ
う

・
労
働
争
議
で
あ
る
。
第
三
は
、
地
震

・
噴
火
・
洪
水
・
津
波
等
の
天
災
で
あ

る
。
第
四
は
、
被
保
険
者
が
所
有
・
使

用
・
管
理
す
る
財
物
の
滅
失
・
き
損
等

に
つ
き
、
そ
の
財
物
に
対
し
正
当
な
権

利
を
有
す
る
も
の
に
対
し
負
担
す
る
責

任
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
普
通
保
険
約
款

で
は
カ
バ
ー
さ
れ
る
財
物
損
害
の
責
任

の
う
ち
か
ら
、
受
託
物
の
責
任
は
免
責

と
す
る
趣
旨
で
あ
り
、
こ
の
責
任
を
カ

バ
ー
す
る
に
は
、
別
途
特
約
を
締
結
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
(
受
託
者
特
別
約

款
)
。
も
っ
と
も
弁
護
士
特
約
条
項
で

は
財
物
損
害
の
責
任
一
般
を
免
責
に
す

る
規
定
が
あ
る
か
ら
、
こ
の
普
通
保
険

約
款
の
免
責
事
由
は
、
そ
の
ま
ま
の
形

で
適
用
さ
れ
る
こ
と
は
な
い
(
特
約
条

項
三
条
三
号
)
。
第
五
は
、
被
保
険
者

と
世
帯
を
同
じ
く
す
る
親
族
に
対
す
る

責
任
で
あ
る
。
第
六
は
、
被
保
険
者
の

使
用
人
が
被
保
険
者
の
業
務
に
従
事
中

に
乙
う
む
っ
た
身
体
障
害
に
起
因
す
る

責
任
で
あ
る
。
こ
の
責
任
は
、
労
災
保

険
に
よ
り
通
常
カ
バ
ー
さ
れ
る
か
ら
で

あ
る
。
第
七
は
、
排
水
・
排
気
に
よ
る

責
任
で
あ
る
。
第
八
は
、
被
保
険
者
と

他
人
と
の
聞
に
損
害
賠
償
に
関
し
特
約

の
あ
る
場
合
に
、
そ
の
特
約
に
よ
っ
て

加
重
さ
れ
た
責
任
で
あ
る
。

的
弁
護
士
特
約
条
項
は
、
さ
ら
に

次
の
よ
う
な
免
責
事
由
を
規
定
す
る

さ
一
条
)
。
第
一
は
、
被
保
険
者
の
犯

罪
行
為
(
過
失
犯
を
除
く
)
ま
た
は
他

人
に
損
害
を
与
え
る
べ
き
こ
と
を
予
見

し
な
が
ら
し
た
行
為
に
よ
る
責
任
で
あ

る
。
第
二
は
、
被
保
険
者
が
公
務
員
と

し
て
の
職
務
上
遂
行
し
た
業
務
に
よ
る

責
任
で
あ
る
。
こ
の
責
任
は
、
国
家
賠

償
の
分
野
だ
か
ら
除
く
趣
旨
で
あ
る
。

第
三
は
、
他
人
の
身
体
の
障
害
・
財
物

の
損
壊
に
よ
る
責
任
で
あ
る
(
た
だ
し

証
拠
書
類
・
証
拠
物
の
損
壊
お
よ
び
執

行
行
為
に
付
随
し
て
生
じ
た
財
物
の
損

壊
に
起
因
す
る
場
合
を
除
く
)
。
こ
れ

は
、
弁
護
士
責
任
保
険
の
カ
バ
ー
を
依

頼
者
・
第
三
者
の
一
般
的
な
財
産
上
の

損
害
に
つ
い
て
の
責
任
に
限
定
し
、
普

通
保
険
約
款
で
は
カ
バ
ー
さ
れ
る
人
身

損
害
お
よ
び
財
物
損
害
の
責
任
こ

条
)
を
除
外
す
る
趣
旨
で
あ
る
。
こ
の

免
責
事
由
は
、
前
述
の
と
お
り
財
物
損

害
の
責
任
を
一
般
的
に
排
除
し
て
い
る

か
ら
、
普
通
保
険
約
款
の
受
託
物
責
任

の
免
責
も
そ
こ
に
含
ま
れ
る
こ
と
に
な

る
。
受
託
物
責
任
を
カ
バ
ー
す
る
に

は
、
別
途
特
約
を
締
結
す
る
必
要
が
あ

る
(
受
託
者
特
約
条
項
・
貴
重
品
等
担
保

特
約
)
。
な
お
こ
の
免
責
事
由
に
は
例

外
が
あ
り
、
財
物
損
害
で
も
弁
護
士
の

業
務
遂
行
と
密
接
に
関
係
す
る
証
拠
書

類
等
の
損
壊
等
に
よ
る
責
任
は
、
カ
バ

ー
さ
れ
る
。

同
て
ん
補
さ
れ
る
損
害

的
弁
護
士
責
任
保
険
で
て
ん
補
さ

れ
る
損
害
は
、
第
一
に
、
被
害
者
に
対

す
る
損
害
賠
償
金
で
あ
る
(
普
通
保
険

約
款
二
条
一
項
一
号
)
。
そ
の
第
二
は
、

損
害
賠
償
に
関
連
す
る
各
種
の
費
用
で

あ
り
、
こ
の
て
ん
補
が
あ
る
こ
と
は
責
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任
保
険
の
特
色
を
な
す
。
具
体
的
に

は
、
損
害
防
止
軽
減
費
用
(
二
条
一
項

二
号
・
三
号
)
、
緊
急
措
置
費
用
(
二
条

一
項
三
号
・
三
条
一
項
)
、
争
訟
費
用

(
二
条
一
項
目
号
)
お
よ
び
協
力
費
用

(
二
条
一
項
五
号
)
で
あ
る
。

そ
し
て
以
上
の
損
害
は
、
す
べ
て
全

額
が
て
ん
補
さ
れ
る
わ
け
で
は
な
く
、

て
ん
補
さ
れ
る
金
額
は
、
一
回
ご
と
の

事
故
に
つ
き
、
争
訟
費
用
お
よ
び
協
力

費
用
を
除
き
、
損
害
賠
償
金
、
損
害
防

止
軽
減
費
用
、
緊
急
措
置
費
用
の
金
額

の
合
算
額
が
免
責
額
を
超
過
す
る
部
分

で
あ
っ
て
、
保
険
金
額
を
も
っ
て
限
度

と
さ
れ
る
(
二
条
三
項
)
。
争
訟
費
用

と
協
力
費
用
は
、
て
ん
補
限
度
額
の
枠

外
で
て
ん
補
さ
れ
る
が
、
前
者
に
つ
い

て
は
一
定
の
制
約
が
あ
る
(
二
条
四

項)。川
刊
争
訟
費
用
の
請
求
に
つ
い
て

は
、
近
時
、
興
味
あ
る
判
決
が
出
さ
れ

た
(
8
)
。
事
案
は
、
弁
護
士
責
任
保
険

の
被
保
険
者
で
あ
る
弁
護
士
が
、
被
害

者
か
ら
提
起
さ
れ
た
損
害
賠
償
請
求
訴

訟
に
応
訴
す
る
た
め
、
他
の
弁
護
士
を

訴
訟
代
理
人
に
選
任
し
(
特
約
条
項
六

条
)
、
保
険
者
に
そ
の
冒
通
知
す
る
と

と
も
に
負
担
し
た
着
手
金
に
つ
い
て
の

支
払
を
求
め
た
も
の
で
あ
る
。
裁
判
所

は
、
普
通
保
険
約
款
二
条
一
項
四
号
の

寸
被
保
険
者
が
当
会
社
の
承
認
を
得
て

支
出
し
た
」
争
訟
費
用
を
て
ん
補
す
る

旨
の
条
項
は
、
保
険
者
に
適
正
妥
当
な

争
訟
費
用
の
範
囲
を
判
定
で
き
る
と
の

裁
量
権
を
与
え
る
が
、
被
保
険
者
が
適

正
妥
当
な
争
訟
費
用
を
支
出
し
た
と
保

険
者
が
判
定
で
き
る
と
き
に
は
、
保
険

者
は
条
項
所
定
の
承
認
が
な
い
か
ら
と

の
理
由
で
そ
の
支
払
を
拒
む
こ
と
は
で

き
な
い
と
し
た
が
、
被
保
険
者
の
故
意

に
よ
っ
て
生
じ
た
賠
償
責
任
に
基
づ
く

損
害
に
つ
い
て
は
、
保
険
者
は
免
責
さ

れ
る
か
ら
(
四
条
一
号
)
、
そ
れ
に
関

す
る
争
訟
費
用
に
つ
い
て
も
免
責
さ

れ
、
し
た
が
っ
て
故
意
責
任
に
基
づ
く

疑
い
が
相
当
程
度
あ
る
と
き
は
、
保
険

者
は
、
争
訟
費
用
が
適
正
妥
当
か
に
か

か
わ
ら
ず
、
故
意
責
任
の
点
が
明
確
に

な
る
ま
で
支
払
を
拒
め
る
と
し
た
。
そ

し
て
本
件
で
は
、
被
保
険
者
の
故
意
責

任
が
主
張
さ
れ
て
お
り
、
保
険
者
に
お

い
て
被
保
険
者
の
主
張
す
る
着
手
金
が

適
正
妥
当
か
の
判
定
は
い
ま
だ
困
難
で

あ
り
、
ま
た
裁
量
権
の
濫
用
も
認
め
ら

れ
な
い
と
し
た
。
さ
ら
に
争
訟
費
用
の

て
ん
補
の
請
求
は
、
被
保
険
者
の
責
任

負
担
を
前
提
と
す
る
も
の
で
は
な
く
、

場
合
に
よ
っ
て
は
争
訟
費
用
の
み
の
請

求
も
で
き
る
が
、
そ
の
請
求
を
す
る
に

は
現
実
に
支
出
さ
れ
て
い
る
必
要
が
あ

る
と
し
、
本
件
で
は
着
手
金
の
現
実
の

支
出
に
つ
き
被
保
険
者
の
主
張
・
立
証

が
な
い
と
し
た
。
そ
し
て
結
論
と
し
て

は
被
保
険
者
の
請
求
を
全
部
排
斥
し

た
。
判
旨
は
、
お
お
む
ね
妥
当
と
い
う

べ
き
で
あ
ろ
う
。

間
賠
償
解
決
に
お
け
る
被
保
険
者
の

同
意

保
険
者
が
責
任
の
有
無
・
賠
償
額
に

つ
い
て
被
害
者
と
協
定
し
よ
う
と
す
る

と
き
は
、
あ
ら
か
じ
め
被
保
険
者
の
同

意
を
得
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
(
特
約
条

項
五
条
一
項
)
。
こ
の
被
・
保
険
者
の
事

前
同
意
と
い
う
特
則
は
、
専
門
家
責
任

保
険
に
特
有
な
も
の
で
あ
る

(
9
)
。
保

険
者
が
被
害
者
と
協
定
す
る
こ
と
は
、

専
門
家
で
あ
る
被
保
険
者
の
責
任
を
認

め
る
こ
と
を
意
味
し
、
被
保
険
者
で
あ

る
弁
護
士
の
名
誉
と
信
用
に
か
か
わ
る

か
ら
で
あ
る
。
し
か
し
被
保
険
者
が
、

正
当
な
理
由
な
く
同
意
を
し
な
い
場
合

に
は
、
保
険
者
は
、
損
害
賠
償
金
に
つ

い
て
は
協
定
さ
れ
た
で
あ
ろ
う
額
を
、

ま
た
賠
償
に
関
係
す
る
費
用
に
つ
い
て

は
同
意
を
求
め
た
と
き
ま
で
に
発
生
し

た
額
を
、
そ
れ
ぞ
れ
自
己
の
て
ん
補
額

と
す
る
こ
と
が
で
き
る
(
五
条
二
項
)
。

附
求
償
権
の
不
行
使

被
保
険
者
は
、
債
務
不
履
行
責
任
の

場
合
は
履
行
補
助
者
の
行
為
に
つ
き
責

任
を
負
い
、
不
法
行
為
責
任
の
場
合
は

被
用
者
の
行
為
に
つ
き
責
任
を
負
う
。

そ
の
い
ず
れ
の
場
合
も
被
保
険
者
は
、

履
行
補
助
者
ま
た
は
被
用
者
に
対
し
て

求
償
権
を
行
使
で
き
る
が
、
保
険
者
が

保
険
金
の
支
払
を
す
れ
ば
、
保
険
者

は
、
そ
の
求
償
権
を
代
位
取
得
す
る
。

し
か
し
保
険
者
が
そ
の
求
償
権
を
行
使

す
れ
ば
、
被
保
険
者
は
履
行
補
助
者
ま

た
は
被
用
者
の
責
任
を
実
質
的
に
負
担

せ
ざ
る
を
え
な
く
な
り
、
結
局
の
と
こ

ろ
被
保
険
者
が
責
任
保
険
に
入
っ
た
意

味
が
な
く
な
る
。
そ
こ
で
こ
の
不
都
合

を
避
け
る
た
め
に
、
保
険
者
は
代
位
取

得
す
る
権
利
の
う
ち
寸
被
保
険
者
の
使

用
人
そ
の
他
被
保
険
者
の
業
務
の
補
助

者
に
対
す
る
も
の
に
か
ぎ
り
、
こ
れ
を

行
使
し
な
い
」
こ
と
と
し
て
い
る
(
特

約
条
項
八
条
)
。
も
っ
と
も
寸
こ
れ
ら

の
者
の
故
意
に
よ
っ
て
生
じ
た
損
害
L

の
場
合
は
、
除
外
さ
れ
る
(
同
条
た
だ

し
書
)
。
聞
記
録
の
完
備

被
保
険
者
は
、
業
務
遂
行
に
あ
た

り
、
業
務
遂
行
に
関
す
る
記
録
を
備
え

な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
正
当
な
理
由
な
く
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乙
の
義
務
を
怠
っ
た
場
合
に
は
、
保
険

者
は
当
該
業
務
に
起
因
す
る
損
害
に
つ

き
て
ん
補
の
義
務
を
免
れ
る
(
特
約
条

項
四
条
)
。
業
務
遂
行
の
記
録
は
、
業

務
遂
行
の
適
法
性
の
判
断
の
重
要
証
拠

で
あ
り
、
ま
た
業
務
の
適
切
な
遂
行
の

た
め
に
も
絶
対
必
要
で
あ
る
か
ら
で
あ

ろ
う
(
担
。建

築
家
責
任
保
険

山
保
険
の
対
象
業
務

建
築
家
責
任
保
険
の
対
象
と
な
る
業

務
は
、
日
本
国
内
で
遂
行
さ
れ
る
建
築

物
の
設
計
業
務
で
あ
る
(
建
築
家
特
約

条
項
一
条
)
。
建
築
家
の
業
務
は
、
主

と
し
て
設
計
業
務
と
管
理
業
務
が
あ
る

が
、
保
険
の
対
象
業
務
は
、
前
者
の
業

務
に
限
定
さ
れ
る
(
日
)
。
ま
た
設
計
業

務
も
、
建
築
物
に
限
定
さ
れ
る
か
ら
、

土
木
工
事
は
除
外
さ
れ
る
。
こ
の
よ
う

に
保
険
カ
パ

l
の
対
象
が
限
定
さ
れ
る

の
は
、
主
と
し
て
保
険
料
負
担
の
軽
減

の
た
め
と
さ
れ
て
い
る
(
巴
。
そ
し
て

保
険
カ
バ

l
の
対
象
と
な
る
設
計
業
務

お
よ
び
建
築
物
が
具
体
的
に
何
を
意
味

す
る
か
は
、
特
約
条
項
に
お
い
て
そ
れ

ぞ
れ
詳
細
な
定
義
が
な
さ
れ
て
い
る

(
二
条
)

0

凶
保
険
事
故

的
建
築
家
責
任
保
険
の
保
険
事
故

は
、
弁
護
士
の
場
合
と
は
異
な
り
、
請

求
事
故
方
式
で
は
な
く
、
い
わ
ゆ
る
発

見
事
故
方
式
が
と
ら
れ
て
い
る
。
す
な

わ
ち
特
約
条
項
は
、
「
設
計
業
務
を
遂

行
す
る
に
あ
た
り
職
業
上
相
当
な
注
意

を
用
い
な
か
っ
た
こ
と
に
基
づ
き
、
当

該
設
計
業
務
の
対
象
と
な
っ
た
建
築
物

に
滅
失
ま
た
は
き
損
(
以
下
「
事
故
L

と
い
い
ま
す
。
)
が
発
生
し
た
場
合
に
お

い
て
、
当
該
事
故
ま
た
は
事
故
に
起
因

す
る
他
人
の
身
体
の
障
害
も
し
く
は
財

物
の
損
壊
に
つ
い
て
、
被
保
険
者
が
法

律
上
の
賠
償
責
任
を
負
担
す
る
こ
と
に

よ
っ
て
被
る
損
害
を
て
ん
補
し
ま
す
L

(
一
条
)
と
定
め
た
う
え
、
保
険
者
は
、

1

保
険
期
間
中
に
、
事
故
が
発
見
さ
れ

た
場
合
に
限
り
、
損
害
を
て
ん
補
し
ま

す
し
(
一
二
条
一
項
)
と
し
て
い
る
か
ら

で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
保
険
期
間
中

に
被
保
険
者
に
責
任
を
生
じ
さ
せ
る
建

築
物
の
減
損
が
発
見
さ
れ
る
こ
と
が
保

険
事
故
と
な
る
。

ω
建
築
物
の
減
損
は
、
設
計
業
務

の
遂
行
に
よ
る
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
が
、
当
該
設
計
業
務
の
遂
行
は
、

保
険
期
間
中
の
場
合
も
あ
れ
ば
、
保
険

期
間
開
始
前
の
場
合
も
あ
る
。
純
粋
な

発
見
事
故
方
式
で
あ
れ
ば
、
建
築
物
の

減
損
が
保
険
期
間
内
に
発
見
さ
え
さ
れ

れ
ば
、
保
険
て
ん
補
が
な
さ
れ
て
よ
い

は
ず
で
あ
る
。
し
か
し
特
約
条
項
は
、

建
築
物
の
減
損
が
保
険
期
間
開
始
前
に

遂
行
さ
れ
た
設
計
業
務
に
起
因
す
る
場

合
は
、
次
の
二
要
件
を
満
た
す
と
き
に

の
み
保
険
て
ん
補
の
義
務
を
負
う
と
す

る
(
三
条
二
項
)
。
そ
の
要
件
は
、
第

一
に
、
当
該
設
計
業
務
の
遂
行
時
に
、

現
在
締
結
し
て
い
る
保
険
契
約
と
同
一

の
危
険
を
負
担
す
る
保
険
契
約
が
同
じ

保
険
者
と
の
間
で
締
結
さ
れ
て
い
た
こ

と
、
お
よ
び
、
第
二
に
、
そ
の
保
険
者

と
の
聞
に
締
結
さ
れ
た
同
種
の
保
険
契

約
が
、
現
在
締
結
さ
れ
て
い
る
保
険
契

約
の
保
険
期
間
の
始
期
去
で
有
効
に
存

続
し
て
い
た
こ
と
で
あ
る
(
三
条
二

項
)
。
し
か
し
こ
の
よ
う
な
要
件
の
充

足
は
、
建
築
家
が
は
じ
め
て
保
険
契
約

を
締
結
す
る
場
合
に
は
不
可
能
で
あ

る
。
そ
こ
で
保
険
責
任
遡
及
担
保
条
項

が
用
意
さ
れ
、
保
険
期
間
開
始
前
一
年

間
に
遂
行
し
た
設
計
業
務
に
起
因
し
た

損
害
は
そ
れ
に
よ
っ
て
カ
バ
ー
さ
れ
る

こ
と
に
な
る
。

ま
た
保
険
期
間
中
に
発
見
さ
れ
た
建

築
物
の
減
損
を
惹
起
し
た
設
計
業
務
の

遂
行
時
が
、
保
険
期
間
開
始
前
で
は
あ

っ
て
も
、
前
述
の
二
要
件
を
満
た
せ

ば
、
保
険
て
ん
補
が
な
さ
れ
る
こ
と
に

な
る
が
、
そ
の
場
合
の
保
険
て
ん
補

は
、
設
計
業
務
遂
行
時
の
契
約
の
保
険

金
額
で
な
さ
れ
る
の
か
、
そ
れ
と
も
現

時
の
契
約
の
保
険
金
額
で
な
さ
れ
る
の

か
が
問
題
と
な
る
。
こ
の
点
に
つ
き
特

約
条
項
は
、
い
ず
れ
か
低
い
金
額
が
限

度
と
な
る
と
し
て
い
る
(
四
条
三
項
)
。

む
し
ろ
こ
の
よ
う
な
場
合
の
解
決
と
し

て
は
、
い
ず
れ
か
高
い
方
の
金
額
と
し

て
よ
い
と
思
わ
れ
る
し
、
そ
う
で
な
い

と
し
て
も
本
約
款
が
発
見
事
故
方
式
を

原
則
的
な
保
険
事
故
と
し
て
い
る
以

上
、
発
見
時
の
金
額
と
す
る
方
が
よ
り

整
合
性
が
あ
る
の
で
は
あ
る
ま
い
か

(日)。
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な
お
「
設
計
業
務
の
遂
行
時
L

に
つ

い
て
は
、
約
款
上
定
義
が
な
さ
れ
て
お

り
、
被
保
険
者
が
設
計
図
書
、
指
示

書
、
施
行
図
承
認
書
を
完
成
、
引
渡
し

た
と
き
と
さ
れ
る
(
三
条
三
項
)
。

矧
免
責
事
由

こ
の
保
険
も
弁
護
士
責
任
保
険
と
同

様
に
、
ま
ず
賠
償
責
任
保
険
普
通
保
険

約
款
の
定
め
る
一
般
的
な
免
責
事
由
が

あ
り
、
そ
れ
を
前
提
と
し
て
建
築
家
特

約
条
項
に
も
付
加
的
に
免
責
事
由
が
定

め
ら
れ
て
い
る
。
普
通
保
険
約
款
の
定

め
る
免
責
事
由
は
、
す
で
に
前
述
三
一
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ω切
で
み
た
と
こ
ろ
で
あ
る
の
で
、
こ

こ
で
は
、
特
約
条
項
に
お
り
る
免
責
事

由
(
五
条
)
を
検
討
す
る
。

ま
ず
第
一
は
、
原
子
力
施
設
の
設
計

業
務
に
起
因
す
る
責
任
で
あ
る
。
こ
れ

は
、
責
任
が
巨
額
に
な
る
可
能
性
が
高

い
か
ら
で
あ
る
。
第
二
は
、
展
示
会
・

博
覧
会
・
興
行
場
等
の
仮
設
建
築
物
の

設
計
業
務
に
起
因
す
る
責
任
で
あ
る
。

こ
れ
は
、
事
故
発
生
率
が
高
い
か
ら
で

あ
る
。
第
三
は
、
日
本
国
外
に
建
設
さ

れ
る
建
築
物
の
設
計
業
務
に
起
因
す
る

責
任
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
国
内
で
建
設

さ
れ
る
場
合
と
で
リ
ス
ク
が
大
き
く
相

違
し
う
る
か
ら
で
あ
ろ
う
。
第
四
は
、

建
築
物
以
外
の
目
的
物
の
設
計
業
務
に

起
因
す
る
責
任
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
本

保
険
が
建
築
物
を
対
象
と
す
る
か
ら
で

あ
る
が
、
建
築
物
の
建
築
工
事
に
付
帯

し
て
行
な
わ
れ
る
基
礎
工
事
の
設
計
業

務
に
起
因
す
る
責
任
は
、
そ
の
付
帯
性

ゆ
え
に
カ
バ
ー
さ
れ
る
。
第
五
は
、
建

築
主
か
ら
提
供
さ
れ
た
測
量
図
、
地
質

調
査
書
等
の
設
計
業
務
遂
行
の
た
め
の

資
料
の
過
誤
に
起
因
す
る
設
計
業
務
の

過
失
に
よ
る
責
任
で
あ
る
。
資
料
の
過

誤
が
建
築
家
の
通
常
の
注
意
を
も
っ
て

発
見
可
能
な
場
合
に
は
、
こ
の
免
責
は

認
め
ら
れ
な
い
。
第
六
は
、
被
保
険
者

が
事
故
の
発
生
を
予
見
で
き
た
設
計
業

務
に
起
因
す
る
責
任
で
あ
る
。

同
て
ん
補
さ
れ
る
損
害

弁
護
士
責
任
保
険
で
は
、
て
ん
補
さ

れ
る
損
害
は
基
本
的
に
普
通
保
険
約
款

の
定
め
に
よ
っ
て
い
た
が
、
建
築
家
責

任
保
険
で
は
、
む
し
ろ
そ
れ
を
修
正
し

た
特
約
条
項
が
規
律
す
る
。
保
険
者
が

て
ん
補
す
る
金
額
は
、
一
回
の
事
故
に

つ
き
、
協
力
費
用
を
除
き
、
損
害
賠
償

金
、
損
害
防
止
軽
減
費
用
、
緊
急
措
置
費

用
、
争
訟
費
用
の
金
額
の
合
算
額
が
免

責
額
を
超
過
す
る
額
と
し
、
保
険
金
額

が
限
度
と
さ
れ
る
(
特
約
条
項
四
条
一

項
)
。
た
だ
し
地
盤
の
沈
下
・
隆
起
・

移
動
等
、
土
砂
崩
れ
、
土
砂
の
流
出
・

流
入
、
地
下
水
の
増
減
等
地
質
、
地
形

も
し
く
は
地
盤
の
組
織
に
か
か
わ
る
事

故
の
場
合
に
は
、
免
責
額
を
超
過
す
る

額
の
二
分
の
一
と
し
、
保
険
金
額
が
限

度
と
さ
れ
る
(
四
条
二
項
)
。
争
訟
費

用
が
、
い
ず
れ
も
て
ん
補
限
度
額
の
枠

内
と
さ
れ
て
い
る
点
で
、
弁
護
士
責
任

保
険
よ
り
も
被
保
険
者
は
不
利
と
な
っ

て
い
る
。

間
求
償
権
の
不
行
使

保
険
者
が
代
位
取
得
す
る
被
保
険
者

の
履
行
補
助
者
・
被
用
者
に
対
す
る
求

償
権
は
行
使
さ
れ
な
い
と
す
る
こ
と

は
、
弁
護
士
責
任
保
険
の
場
合
と
同
様

で
あ
る
(
特
約
条
項
七
条
)
。

附
賠
償
解
決
に
お
け
る
被
保
険
者
の

同
意
・
記
録
の
完
備

弁
護
士
責
任
保
険
に
は
あ
る
こ
れ
ら

の
定
め
は
、
建
築
家
責
任
保
険
に
は
存

在
し
な
い
。
こ
れ
ら
定
め
が
、
建
築
家
責

任
保
険
で
は
不
要
と
は
考
え
ら
れ
ず
、

し
た
が
っ
て
特
約
条
項
に
お
い
て
同
様

の
手
当
が
な
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。

四

専
門
家
責
任
保
険
の

特
色

保
険
の
対
象
業
務

一
般
の
責
任
保
険
と
比
較
し
て
の
専

門
家
責
任
保
険
の
も
っ
と
も
顕
著
な
特

色
は
、
保
険
の
対
象
業
務
に
あ
る
と
思

わ
れ
る
。
す
な
わ
ち
専
門
家
の
専
門
家

と
し
て
の
業
務
(
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ

ル
・
サ
ー
ビ
ス
)
が
対
象
と
さ
れ
る
こ

と
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
き
わ
め
て

明
瞭
で
あ
る
が
、
問
題
は
、
専
門
家
と

は
何
か
、
ま
た
専
門
家
と
し
て
の
業
務

と
は
何
か
で
あ
り
、
そ
の
解
答
は
、
必

ず
し
も
常
に
容
易
と
い
う
わ
け
で
は
な

い
。
こ
の
関
連
で
私
見
と
し
て
は
、
専

門
家
の
意
義
に
つ
い
て
は
一
般
論
と
し

て
、
あ
ま
り
伝
統
的
な
プ
ロ
フ
エ
ツ
シ

ヨ
ン
概
念
に
拘
泥
す
る
狭
い
も
の
で
あ

っ
て
は
な
ら
な
い
と
考
え
る
。
現
代
社

会
で
は
、
広
い
分
野
で
分
業
化
が
進
展

し
、
専
門
性
は
ま
す
ま
す
多
用
化
・
高

度
化
し
て
き
で
い
る
。
し
た
が
っ
て
現

代
社
会
に
お
け
る
専
門
家
概
念
は
、
現

代
社
会
の
か
か
る
現
実
を
的
確
に
包
摂

し
う
る
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
相

当
に
広
い
も
の
と
し
て
構
成
さ
れ
る
べ

き
で
あ
る
。
こ
の
意
味
に
お
い
て
、
保

険
実
務
が
専
門
家
責
任
保
険
の
専
門
家

の
意
義
を
広
く
と
ら
え
て
い
る
こ
と

は
、
そ
の
方
向
性
に
お
い
て
十
分
理
解

し
う
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
も
っ
と
も
専

門
家
な
い
し
専
門
業
務
性
を
き
わ
め
て

一
般
的
・
抽
象
的
に
論
じ
て
み
て
も
そ

れ
ほ
ど
意
味
が
あ
る
と
も
思
わ
れ
な

い
。
保
険
の
立
場
か
ら
し
て
も
、
あ
く

ま
で
も
弁
護
士
な
ら
弁
護
士
の
、
建
築

家
な
ら
建
築
家
の
、
そ
れ
ぞ
れ
の
個
別

的
な
責
任
保
険
類
型
に
お
い
て
、
保
険

カ
バ

l
の
問
題
が
具
体
的
に
ど
う
解
決

さ
れ
る
か
が
よ
り
重
要
で
あ
る
か
ら
で

あ
る
。
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保
険
事
故

例
専
門
家
責
任
保
険
の
保
険
事
故

の
特
色
は
、
請
求
事
故
方
式
が
主
流
と
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な
っ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
す
な
わ
ち

弁
護
士
責
任
保
険
が
そ
う
で
あ
る
し
、

公
認
会
計
士
責
任
保
険
、
税
理
士
責
任

保
険
、
司
法
書
士
責
任
保
険
、
土
地
家

屋
調
査
士
責
任
保
険
等
も
こ
れ
に
属
す

る
。
医
師
責
任
保
険
は
、
建
築
家
責
任

保
険
と
同
様
に
発
見
事
故
方
式
を
と
る

が
、
日
本
医
師
会
医
師
責
任
保
険
は
、

請
求
事
故
方
式
を
と
っ
て
い
る
。
ま
た

発
生
事
故
方
式
を
と
る
も
の
に
、
薬
剤

師
責
任
保
険
、
獣
医
師
責
任
保
険
等
が

あ
る
。的
純
粋
の
請
求
事
故
方
式
で
は
、

保
険
期
間
中
の
請
求
の
み
が
重
要
で
あ

る
が
、
弁
護
士
責
任
保
険
で
は
、
そ
れ

に
加
え
て
被
保
険
者
で
あ
る
弁
護
士
の

当
該
業
務
が
保
険
期
間
中
に
遂
行
さ
れ

た
も
の
で
あ
る
こ
と
を
要
求
し
て
い

る
。
し
か
し
こ
う
し
た
要
件
は
、
請
求

事
故
方
式
を
と
る
他
の
責
任
保
険
、
す

な
わ
ち
公
認
会
計
士
、
税
理
士
、
司
法

書
士
、
土
地
家
屋
調
査
士
の
各
責
任
保

険
で
は
要
求
さ
れ
て
い
な
い
。

賠
償
解
決
に
お
け
る
被
保
険

者
の
同
意
・
記
録
の
完
備

専
門
家
に
と
っ
て
名
誉
と
信
用
は
、

き
わ
め
て
重
要
で
あ
る
か
ら
、
賠
償
解

決
の
事
前
同
意
が
必
要
と
な
っ
て
く

る
。
し
た
が
っ
て
こ
の
点
の
定
め
の
存

在
は
、
専
門
家
責
任
保
険
の
特
色
を
な

す
。
弁
護
士
責
任
保
険
、
公
認
会
計
士

責
任
保
険
等
で
は
、
か
か
る
定
め
が
み

ら
れ
る
が
、
建
築
家
責
任
保
険
等
の
よ

う
に
そ
の
定
め
が
な
い
も
の
も
あ
る
。

こ
れ
は
、
そ
の
合
理
的
な
理
由
が
あ
る

と
い
う
よ
り
も
、
む
し
ろ
約
款
の
不
備

と
み
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
こ
の
点
は
、

記
録
の
完
備
の
定
め
に
つ
い
て
も
同
様

な
こ
と
が
い
え
る
。

五

専
門
家
責
任
保
険
の

課
題

一
現
代
社
会
に
お
け
る
専
門
家
の

役
割
は
、
今
後
ま
す
ま
す
そ
の
重
要
性

を
増
し
て
い
く
で
あ
ろ
う
し
、
質
的
に

も
量
的
に
も
専
門
家
の
充
実
の
な
い
社

会
は
、
到
底
今
後
の
発
展
を
期
待
す
る

こ
と
は
で
き
な
い
。
そ
の
た
め
に
は
専

門
家
と
し
て
適
格
性
の
あ
る
人
材
を
不

断
に
供
給
・
維
持
・
充
実
さ
せ
る
と
と

も
に
、
そ
の
活
動
を
適
切
に
コ
ン
ト
ロ

ー
ル
す
る
こ
と
が
、
わ
れ
わ
れ
の
社
会

の
発
展
に
と
っ
て
不
可
欠
と
い
わ
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
し
た
が
っ
て
専
門
家

の
責
任
お
よ
び
そ
の
保
険
カ
バ
ー
を
い

か
に
構
成
す
る
か
は
、
わ
れ
わ
れ
の
社

会
に
と
っ
て
の
一
つ
の
重
要
な
課
題
で

あ
る
。二
本
稿
の
官
頭
に
お
い
て
も
述
べ

た
と
お
り
、
専
門
家
の
責
任
を
い
か
に

構
成
す
る
か
の
問
題
は
、
そ
の
責
任
構

成
に
お
い
て
保
険
カ
バ
ー
が
合
理
的
に

確
保
さ
れ
る
か
の
問
題
と
表
裏
一
体
の

関
係
に
あ
る
。
い
か
に
責
任
構
成
そ
れ

自
体
と
し
て
は
優
れ
て
い
る
よ
う
に
み

え
る
も
の
で
あ
っ
て
も
、
そ
の
責
任
の

合
理
的
な
保
険
手
配
が
不
可
能
で
あ
れ

ば
、
結
局
の
と
こ
ろ
そ
の
責
任
構
成

は
、
不
合
理
な
も
の
と
い
わ
ざ
る
を
え

な
い
の
で
あ
る
。
第
一
に
、
い
か
に
法

律
上
で
の
責
任
が
認
め
ら
れ
よ
う
が
、

そ
の
確
実
な
履
行
確
保
が
図
ら
れ
な
い

か
ぎ
り
、
被
害
の
救
済
は
実
現
し
な
い

こ
と
に
な
る
が
、
現
代
に
お
け
る
も
っ

と
も
有
効
な
履
行
確
保
手
段
は
、
保
険

で
あ
り
、
し
た
が
っ
て
合
理
的
な
保
険

手
配
が
不
可
能
な
責
任
は
、
責
任
構
成

と
し
て
妥
当
と
は
い
え
な
い
の
で
あ

る
。
第
二
に
、
保
険
は
、
合
理
的
な
リ

ス
ク
分
散
の
手
段
で
あ
る
が
、
保
険
手

配
が
不
可
能
で
あ
る
こ
と
は
、
専
門
家

は
大
き
な
リ
ス
ク
を
負
っ
た
ま
ま
業
務

を
遂
行
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
を

意
味
し
、
適
格
性
の
あ
る
専
門
家
の
供

給
・
維
持
・
充
実
が
き
わ
め
て
困
難
に

な
る
。
し
た
が
っ
て
合
理
的
な
保
険
手

配
が
不
可
能
と
な
る
責
任
構
成
は
、
こ

の
点
に
お
い
て
も
不
合
理
と
い
わ
ざ
る

を
え
な
い
の
で
あ
る
。

三
以
上
の
認
識
を
前
提
と
し
て
、

専
門
家
責
任
保
険
そ
の
も
の
の
課
題
に

つ
い
て
若
干
の
指
摘
を
し
た
い
。

約
ま
ず
指
摘
す
べ
き
こ
と
は
、
専

門
家
責
任
保
険
の
加
入
率
が
満
足
す
べ

き
状
況
に
な
い
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ

は
、
被
害
者
に
と
っ
て
も
、
ま
た
専
門

家
に
と
っ
て
も
、
好
ま
し
い
こ
と
で
は

な
い
。
そ
の
基
本
的
な
原
因
は
、
わ
が

国
に
お
い
て
専
門
家
責
任
が
い
ま
だ
必

ず
し
も
十
分
に
は
発
達
し
て
い
な
い
こ

と
に
よ
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
保

険
の
側
に
お
い
て
も
、
専
門
家
に
と
っ

て
責
任
保
険
を
魅
力
あ
る
も
の
と
す
る

に
つ
き
十
分
な
工
夫
・
努
力
が
な
さ
れ

て
い
る
か
に
つ
き
な
お
検
討
の
余
地
が

あ
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

川
保
険
の
対
象
業
務
に
つ
い
て
で

あ
る
が
、
被
保
険
者
で
あ
る
専
門
家
が

で
き
る
か
、
ぎ
り
広
い
範
囲
で
の
業
務
遂

行
リ
ス
ク
の
カ
バ
ー
を
望
む
場
合
に
、

保
険
は
そ
れ
に
十
分
応
え
て
い
る
だ
ろ

う
か
。
も
ち
ろ
ん
保
険
カ
パ

1
の
拡
大

は
、
保
険
料
と
の
見
合
い
を
考
慮
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
た
と
え
ば
建
築
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家
責
任
保
険
の
カ
バ
ー
が
建
築
物
の
設

計
業
務
に
限
定
さ
れ
る
の
は
、
少
し
狭

す
ぎ
る
の
で
は
あ
る
ま
い
か
白
)
。
公

認
会
計
士
責
任
保
険
の
対
象
か
ら
、
会

計
士
が
行
な
う
税
務
代
理
・
税
務
書
類

の
作
成
・
税
務
相
談
の
業
務
に
よ
る
責

任
が
除
か
れ
て
い
る
点
も
同
様
で
あ
る

(
日
)
。
ま
た
保
険
事
故
に
つ
い
て
も
、

た
と
え
ば
弁
護
士
責
任
保
険
に
お
い
て

請
求
事
故
方
式
を
と
り
な
が
ら
、
業
務

遂
行
が
保
険
期
間
中
で
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
こ
と
を
も
要
求
す
る
こ
と
は
、
公

認
会
計
士
責
任
保
険
等
そ
れ
を
必
要
と

は
し
て
い
な
い
も
の
と
比
較
し
て
も
、

十
分
な
合
理
性
が
あ
る
か
は
、
相
当
に

疑
問
で
あ
る
。
す
で
に
指
摘
し
た
が
、

同
様
の
専
門
家
責
任
保
険
で
あ
り
な
が

ら
、
賠
償
解
決
に
つ
い
て
の
被
保
険
者

の
同
意
や
記
録
の
完
備
の
条
項
が
あ
っ

た
り
な
か
っ
た
り
す
る
の
も
、
妥
当
と

は
思
わ
れ
な
い
。
さ
ら
に
、
被
保
険
者

の
範
囲
の
定
め
方
に
つ
い
て
も
問
題
が

な
い
で
は
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
一

部
の
例
外
(
た
と
え
ば
税
理
士
責
任
保

険
)
を
除
い
て
、
使
用
人
そ
の
他
業
務

の
補
助
者
は
被
保
険
者
に
含
ま
れ
て
い

な
い
。
そ
の
場
合
に
、
も
し
被
害
者
が

こ
れ
ら
補
助
者
に
対
し
て
損
害
賠
償
請

求
を
し
た
と
す
る
と
、
補
助
者
み
ず
か

第 10章

ら
が
別
途
、
責
任
保
険
に
加
入
し
て
い

な
い
か
ぎ
り
、
補
助
者
に
つ
い
て
の
保

険
の
カ
バ
ー
は
な
い
。
特
に
被
保
険
者

で
あ
る
専
門
家
の
責
任
保
険
が
、
請
求

事
故
方
式
で
あ
っ
て
、
し
か
も
被
害
者

が
専
門
家
本
人
に
は
損
害
賠
償
請
求
を

し
な
い
と
き
に
は
問
題
、
が
生
じ
う
る
。

約
款
上
、
所
要
の
手
当
を
し
て
お
く
こ

と
が
ベ
タ
ー
で
あ
ろ
う
。
い
ず
れ
に
し

て
も
、
現
行
の
専
門
家
責
任
保
険
の
条

項
は
、
な
お
相
当
に
改
良
の
余
地
は
あ

る
も
の
と
思
わ
れ
る
。

肋
最
後
に
、
専
門
家
責
任
保
険
の

強
制
保
険
化
の
問
題
に
ふ
れ
る
。
諸
外

国
で
は
、
特
定
の
専
門
家
責
任
に
つ
い

て
保
険
を
強
制
す
る
と
こ
ろ
が
あ
る
。

た
と
え
ば
英
国
、
カ
ナ
ダ
の
諸
州
、
オ

ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
諸
州
、
フ
ラ
ン
ス
等

は
、
弁
護
士
の
責
任
に
つ
い
て
強
制
保

険
と
し
て
い
る
五
)
。
強
制
保
険
は
、

最
低
限
の
履
行
確
保
の
手
段
と
し
て
大

き
な
意
義
が
認
め
ら
れ
る
が
、
た
と
え

ば
保
険
金
額
に
つ
き
ミ
ニ
マ
ム
の
線
を

ど
こ
に
引
く
か
と
か
、
あ
る
い
は
モ
ラ

ル
・
リ
ス
ク
に
ど
う
対
処
す
る
か
と

か
、
制
度
の
合
理
的
設
計
に
困
難
が
生

じ
う
る
余
地
が
な
い
で
は
な
い
。
専
門

家
責
任
お
よ
び
責
任
保
険
の
今
後
の
動

向
等
を
慎
重
に
見
き
わ
め
つ
つ
、
各
個

の
専
門
家
ご
と
に
そ
の
導
入
の
是
非
を

検
討
し
て
い
く
べ
き
で
あ
ろ
う
。

(
1
)

西
嶋
梅
治
「
プ
ロ
ブ
エ
ツ
シ
ヨ
ナ

ル
・
ラ
イ
ア
ビ
リ
テ
ィ
・
イ
ン
シ
ュ
ア

ラ
ン
ス
の
基
本
問
題
L

損
害
賠
償
法
講

座
八
巻
一
四
五
頁
。
責
任
保
険
の
沿
革

に
つ
い
て
は
、
東
京
海
上
火
災
保
険
編

・
損
害
保
険
実
務
講
座
七
巻
(
新
種
保

険
帥
)
二
六
六
頁
参
照
。

(
2
)
前
掲
・
実
務
講
座
三
五
六
頁
以

下
、
日
産
火
災
海
上
保
険
・
賠
償
責
任

保
険
の
理
論
と
実
務
二

O
六
頁
、
小
池

良
一
寸
専
門
職
業
人
の
賠
償
責
任
保

険
」
金
融
・
商
事
判
例
九
三
コ
一
号
八
七

頁
等
参
照
。

(3)

専
門
家
責
任
研
究
会
(
代
表
・
川

井
健
教
授
)
に
お
げ
る
，
実
務
家
の
発
言

等
に
よ
る
。

(
4
)
参
考
と
な
る
米
国
の
判
例
と
し
て

次
の
も
の
を
参
照
。
の
巾
ロ

R
包

〉

R-a

a
gニ
ロ
ω
・円。・
4
・
Z
同H
H
M
g
E
w
w
叶U
C
H
叶-

N

仏]戸
ω
由、吋(由巳
J
F

口町・
H
U

∞由)・

(
5
)
西
嶋
梅
治
・
保
険
法
(
新
版
〕
一
一

七
五
頁
参
照
。

(
6
)

た
と
え
ば
、
次
の
文
献
を
参
照
o

p
B
g
g
F
a
Q
K
S
ヤ
ミ
ミ
ヘ

hsゃ

を
L

『詩的

s
d
s
R
~
。
~
己
的
問

s
h
H
P
-
h
c
§
h

さ
と
や
同
町
H3hHnHmq町
内
ロ
せ
同
司
品
句
、
目
。

、吋同冨
H
U
E
F
・c・]戸由印
(
H
U

∞叶)

(
7
)
前
掲
・
実
務
講
座
三
六
一
頁
。

(
8
)
大
阪
地
判
平
五
・
八
・
二
一

O
判
時

一
四
九
三
号
二
二
四
頁
。

(9)

西
嶋
・
前
掲
注
(1)
基
本
問
題
一

七
一
頁
。

(
叩
)
藤
井
俊
雄
1

職
業
的
責
任
保
険
」

現
代
契
約
法
大
系
六
巻
(
担
保
・
保
証

・
保
険
契
約
)
一
七
四
頁
。

(
日
)
西
嶋
・
前
掲
注
(
1
)
基
本
問
題
一

七
一
頁
、
藤
井
・
前
掲
注
(
叩
二
六
六

頁。
(
ロ
)
西
嶋
・
前
掲
注
(
1
)
基
本
問
題
一

七
一
頁
。

(
日
)
特
約
条
項
の
定
め
に
賛
成
す
る
も

の
と
し
て
、
田
辺
康
平
寸
建
築
家
の
責

任
と
保
険
L

新
損
害
保
険
双
書
三
巻

(
新
種
保
険
)
一
一
一
九
頁
、
藤
井
・
前

掲
注
(
叩
こ
六
七
頁
。
発
見
時
の
保
険

金
額
に
よ
る
と
の
見
解
と
し
て
、
西
嶋

「
『
専
門
家
の
責
任
』
と
保
険
L

専
門

家
の
責
任
(
川
井
健
先
生
退
官
記
念
)

三

O
O頁。

(
H
)

西
嶋
・
前
掲
注
(
1
)
基
本
問
題
一

七
一
頁
。

(
日
)
西
嶋
・
前
掲
注
(
1
)
基
本
問
題
一

六
八
頁
。

(
日
)
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
興
味
あ
る
状

況
に
つ
い
て
は
、
次
の
文
献
参
照
。

のロ
y
h
u
w
A
弐
8
包むき
N~
円、食
~uN.一ロ内てぬ芯丸

、
さ
肝
町
内
及
。
芯
る
司
、

hhN営
内
可
町
可
的
、
巴
〉
口
古
田
〉

巳
〉

Z

F
・
』
・
日
四
日
(
]
[
由
∞
一
吋
)
・
フ
ラ
ン
ス
に
つ

い
て
は
、
須
永
醇
「
フ
ラ
ン
ス
法
に
お

け
る
『
専
門
家
』
L

前
掲
注
(
日
)
専

門
家
の
責
任
一
七
二
頁
参
照
。

(
お
ち
あ
い
・
せ
い
い
ち
)
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〈
資
料
1
〉

賠
償
責
任
保
険
普
通
保
険
約
款

(
当
会
社
の
て
ん
補
責
任
)

第
一
条
当
会
社
は
、
こ
の
約
款
に
従

ぃ
、
被
保
険
者
が
特
約
条
項
記
載
の
事

故
(
以
下
「
事
故
L

と
い
う
。
)
に
よ

り
、
他
人
の
生
命
も
し
く
は
身
体
を
害

し
ま
た
は
そ
の
財
物
を
滅
失
・
き
損
も

し
く
は
汚
損
し
た
場
合
に
お
い
て
、
法

律
上
の
賠
償
責
任
を
負
担
す
る
こ
と
に

よ
っ
て
被
る
損
害
(
以
下
寸
損
害
L

と

い
う
。
)
を
て
ん
補
す
る
責
に
任
ず
る
。

(
損
害
の
範
囲
お
よ
び
責
任
限
度
)

第
二
条
当
会
社
が
て
ん
補
す
る
損
害
の

範
囲
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

ω
被
保
険
者
が
被
害
者
に
支
払
う
べ

き
損
害
賠
償
金
(
損
害
賠
償
金
を
支

払
う
こ
と
に
よ
っ
て
代
位
取
得
す
る

も
の
が
あ
る
場
合
は
そ
の
価
額
を
控

除
す
る
。
)

ω
被
保
険
者
が
第
二
ハ
条
第
一
項
第

二
号
の
義
務
を
履
行
す
る
た
め
に
支

出
し
た
必
要
ま
た
は
有
益
で
あ
っ
た

費
用

間
被
保
険
者
が
第
二
ハ
条
第
一
項
第

三
号
の
手
段
を
講
ず
る
た
め
に
支
出

し
た
必
要
ま
た
は
有
益
で
あ
っ
た
費

用
凶
被
保
険
者
が
当
会
社
の
承
認
を
得

て
支
出
し
た
、
訴
訟
費
用
・
弁
護
士

報
酬
・
仲
裁
・
和
解
ま
た
は
調
停
に
関

す
る
費
用

ω
被
保
険
者
が
第
一
七
条
第
一
項
の

協
力
の
た
め
支
出
し
た
費
用

2

当
会
社
の
責
任
は
、
一
回
ご
と
の
事

故
に
つ
い
て
定
め
る
。

3

一
回
の
事
故
に
つ
い
て
、
当
会
社
が

て
ん
補
す
べ
き
金
額
は
、
第
一
項
第
四

号
お
よ
び
第
五
号
の
費
用
を
除
き
、
第

一
項
第
一
号
な
い
し
第
三
号
の
金
額
の

合
算
額
が
保
険
証
券
に
記
載
さ
れ
た
免

責
金
額
を
超
過
す
る
部
分
と
し
、
保
険

金
額
を
も
っ
て
限
度
と
す
る
。

4
第
一
項
第
一
号
の
損
害
賠
償
金
の
額

が
保
険
金
額
を
超
え
る
場
合
は
、
同
項

第
四
号
の
費
用
は
、
保
険
金
額
の
同
項

第
一
号
の
損
害
賠
償
金
に
対
す
る
割
合

に
よ
る
。

(
費
用
の
負
担
)

第
三
条
当
会
社
は
、
被
保
険
者
が
第
一

条
に
掲
げ
る
事
故
に
よ
り
、
他
人
の
生

命
も
し
く
は
身
体
を
害
し
、
ま
た
は
そ

の
財
物
を
滅
失
・
き
損
も
し
く
は
汚
損

し
た
場
合
に
お
い
て
、
第
一
六
条
第
一

項
第
三
号
の
手
段
を
講
じ
た
後
に
賠
償

責
任
の
な
い
こ
と
が
判
明
し
た
場
合
、

そ
の
手
段
を
講
じ
た
こ
と
に
よ
っ
て
要

し
た
費
用
の
う
ち
、
被
害
者
に
対
す
る

緊
急
も
し
く
は
止
む
を
え
ざ
る
処
置
の

た
め
、
被
保
険
者
が
支
出
し
た
費
用
を

て
ん
補
す
る
責
に
任
ず
る
。

2

前
項
の
場
合
に
お
い
て
も
、
当
会
社

の
責
任
は
、
第
二
条
第
二
項
に
よ
り
定

め
る
も
の
と
し
、
当
会
社
が
て
ん
補
す

べ
き
金
額
は
、
保
険
証
券
に
記
載
さ
れ

た
免
責
金
額
を
超
過
す
る
部
分
と
し
、

保
険
金
額
を
も
っ
て
限
度
と
す
る
。

(
免
責
)

第
四
条
当
会
社
は
、
直
接
で
あ
る
と
間

接
で
あ
る
と
を
問
わ
ず
、
被
保
険
者
が

次
に
掲
げ
る
賠
償
責
任
を
負
担
す
る
こ

と
に
よ
っ
て
被
る
損
害
を
て
ん
補
す
る

責
に
任
じ
な
い
。

ω
被
保
険
者
ま
た
は
保
険
契
約
者
の

故
意
に
よ
っ
て
生
じ
た
賠
償
責
任

ω
戦
争
(
宣
戦
の
有
無
お
よ
び
前
後

を
問
わ
な
い
o
)

・
変
乱
・
暴
動
・
騒
じ

よ
う
・
労
働
争
議
に
よ
っ
て
生
じ
た

賠
償
責
任

ω
地
震
・
噴
火
・
洪
水
・
津
波
も
し
く

は
こ
れ
ら
に
類
似
の
自
然
変
象
に
よ

っ
て
生
じ
た
賠
償
責
任

ω
被
保
険
者
が
所
有
・
使
用
も
し
く

は
管
理
す
る
財
物
の
滅
失
・
き
損
も

し
く
は
汚
損
に
つ
き
、
そ
の
財
物
に

対
し
正
当
な
権
利
を
有
す
る
者
に
対

し
負
担
す
る
賠
償
責
任

則
被
保
険
者
と
世
帯
を
同
じ
く
す
る

親
族
に
対
す
る
賠
償
責
任

附
被
保
険
者
の
使
用
人
が
被
保
険
者

の
業
務
の
従
事
中
に
被
っ
た
身
体
の

障
害
(
障
害
に
起
因
す
る
死
亡
を
含

む
。
)
に
よ
っ
て
生
じ
た
賠
償
責
任

問
排
水
ま
た
は
排
気
(
煙
を
含
む
。
)

に
よ
っ
て
生
じ
た
賠
償
責
任

則
被
保
険
者
と
他
人
と
の
聞
に
損
害

賠
償
に
関
し
特
約
あ
る
場
合
に
お
い

て
、
そ
の
特
約
に
よ
っ
て
加
重
さ
れ

た
賠
償
責
任

(
責
任
の
始
期
お
よ
び
終
期
)

第
五
条
保
険
期
間
は
、
そ
の
初
日
の
午

後
四
時
に
始
ま
り
、
末
日
の
午
後
四
時

に
終
る
。
た
だ
し
、
保
険
期
聞
が
始
ま

っ
た
後
で
あ
っ
て
も
、
当
会
社
は
、
保

険
料
領
収
前
に
生
じ
た
事
故
に
よ
る
損

害
は
て
ん
補
す
る
責
に
任
じ
な
い
。

(
調
査
)

第
六
条
当
会
社
は
、
保
険
期
間
中
い
つ

で
も
、
保
険
事
故
発
生
の
予
防
措
置
の

状
況
を
調
査
し
、
か
っ
、
そ
の
不
備
の

改
善
を
被
保
険
者
に
請
求
す
る
こ
と
が

で
き
る
。

2

被
保
険
者
が
正
当
の
理
由
が
な
く
、

前
項
の
請
求
に
応
じ
な
い
と
き
は
、
当

会
社
は
保
険
契
約
を
解
除
す
る
こ
と
が

で
き
る
。

(
告
知
義
務
)

第
七
条
保
険
契
約
の
当
時
、
保
険
契
約

者
ま
た
は
そ
の
代
理
人
が
、
故
意
ま
た

は
重
大
な
過
失
に
よ
っ
て
、
保
険
申
込

書
の
記
載
事
項
中
重
要
な
事
項
に
つ
い

て
、
当
会
社
に
知
っ
て
い
る
事
実
を
告

げ
ず
ま
た
は
不
実
の
こ
と
を
告
げ
た
と

き
は
、
当
会
社
は
損
害
を
て
ん
補
す
る

責
に
任
じ
な
い
。
他
人
の
た
め
に
保
険

契
約
を
締
結
す
る
場
合
に
お
い
て
、
保

険
契
約
者
ま
た
は
そ
の
代
理
人
が
被
保

険
者
ま
た
は
そ
の
代
理
人
の
故
意
ま
た

は
重
大
な
過
失
に
よ
っ
て
、
知
っ
て
い

る
事
実
を
告
げ
ず
ま
た
は
不
実
の
こ
と
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を
告
げ
る
に
至
っ
た
と
き
も
、
ま
た
同

様
と
す
る
0

2

前
項
の
規
定
は
、
次
に
掲
げ
る
損
害

に
は
適
用
し
な
い
。

ω
前
項
の
告
げ
な
か
っ
た
事
実
ま
た

は
告
げ
た
不
実
の
こ
と
が
な
く
な
っ

た
時
以
後
に
生
じ
た
事
故
に
よ
る
損

害ω
保
険
契
約
者
ま
た
は
被
保
険
者

が
、
保
険
申
込
書
の
記
載
事
項
に
つ

き
、
書
面
を
も
っ
て
更
正
を
当
会
社

に
申
し
出
て
、
当
会
社
が
こ
れ
を
書

面
に
よ
っ
て
承
認
し
た
時
以
後
に
生

じ
た
事
故
に
よ
る
損
害

ω
当
会
社
が
契
約
の
当
時
、
そ
の
事

実
も
し
く
は
不
実
の
こ
と
を
知
り
、

ま
た
は
過
失
に
よ
っ
て
こ
れ
を
知
ら

な
か
っ
た
聞
に
生
じ
た
事
故
に
よ
る

損
害

(
通
知
義
務
)

第
八
条
保
険
契
約
締
結
の
後
、
次
の
場

合
に
お
い
て
は
、
保
険
契
約
者
ま
た
は

被
保
険
者
は
、
遅
滞
無
く
、
こ
の
旨
を

当
会
社
に
書
面
で
通
知
し
、
保
険
証
券

に
承
認
の
裏
書
を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら

な
しω
こ
の
保
険
契
約
と
同
一
の
危
険
を

負
担
す
る
保
険
契
約
を
他
の
保
険
者

と
締
結
し
よ
う
と
す
る
と
き
、
ま
た

は
こ
の
よ
う
な
保
険
契
約
が
存
在
す

る
こ
と
を
知
っ
た
と
き

ω
前
号
の
場
合
の
ほ
か
保
険
申
込
書

の
記
載
事
項
を
変
更
し
よ
う
と
す
る

と
き
、
ま
た
は
変
更
が
生
じ
た
こ
と

を
知
っ
た
と
き

2

前
項
の
手
続
を
怠
っ
た
場
合
に
お
い

て
は
、
当
会
社
は
、
そ
の
事
実
が
発
生

し
た
時
、
ま
た
は
保
険
契
約
者
も
し
く

は
被
保
険
者
が
、
そ
の
発
生
を
知
っ
た

時
か
ら
承
認
裏
書
請
求
書
を
受
領
す
る

ま
で
の
聞
に
生
じ
た
事
故
に
よ
石
損
害

は
て
ん
補
す
る
責
に
任
じ
な
い
。

3

当
会
社
は
、
第
一
項
の
通
知
が
あ
っ

た
場
合
に
お
い
て
、
著
し
い
危
険
の
増

加
が
あ
る
と
認
め
た
と
き
は
、
保
険
契

約
を
解
除
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

4
前
項
の
規
定
に
よ
る
解
除
権
は
、
そ

の
通
知
を
受
領
し
た
後
三
一

O
日
以
内
に

行
使
し
な
け
れ
ば
そ
の
効
力
を
失
う
。

(
保
険
契
約
解
除
の
効
力
)

第
九
条
保
険
契
約
の
解
除
は
、
将
来
に

向
か
っ
て
の
み
そ
の
効
力
を
生
ず
る
。

(
割
増
保
険
料
)

第
一

O
条
当
会
社
は
、
第
七
条
第
二
項

第
二
号
ま
た
は
第
八
条
第
一
項
第
二
号

の
承
認
を
す
る
場
合
に
は
、
所
定
の
割

増
保
険
料
を
請
求
す
る
乙
と
が
で
き

る。

2

当
会
社
は
、
保
険
契
約
者
が
前
項
の

割
増
保
険
料
の
支
払
を
怠
っ
た
と
き

は
、
割
増
保
険
料
領
収
前
に
生
じ
た
損

害
は
て
ん
補
す
る
責
に
任
じ
な
い
。

(
保
険
料
の
精
算
)

第
一
一
条
保
険
契
約
者
は
、
保
険
料

が
、
賃
金
・
入
場
者
・
領
収
金
ま
た
は
売

上
高
に
対
す
る
割
合
に
よ
っ
て
定
め
ら

れ
る
場
合
に
お
い
て
は
、
保
険
契
約
終

了
後
遅
滞
な
く
、
保
険
料
を
確
定
す
る

た
め
に
必
要
な
資
料
を
当
会
社
に
提
出

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

2

当
会
社
は
、
保
険
期
間
中
お
よ
び
保

険
契
約
終
了
後
一
年
以
内
の
期
間
に
お

い
て
、
保
険
料
を
算
出
す
る
た
め
に
必

要
が
あ
る
と
認
め
る
場
合
は
、
い
つ
で

も
保
険
契
約
者
ま
た
は
被
保
険
者
の
書

類
を
閲
覧
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

3

当
会
社
は
、
第
一
項
の
資
料
お
よ
び

前
項
の
規
定
に
よ
っ
て
閲
覧
し
た
書
類

に
基
き
算
出
さ
れ
た
保
険
料
(
当
会
社

の
定
め
る
最
低
保
険
料
に
達
し
な
い
と

き
は
最
低
保
険
料
)
と
既
に
領
収
し
た

保
険
料
に
過
不
足
あ
る
と
き
は
、
そ
の

差
額
を
追
徴
し
ま
た
は
返
還
す
る
。

4
こ
の
約
款
に
お
い
て
、
賃
金
・
入
場

者
・
領
収
金
・
売
上
高
と
は
そ
れ
ぞ
れ
次

の
も
の
を
い
う
。

ω
賃
金
:
:
:
保
険
証
券
記
載
の
業
務

に
従
事
す
る
被
保
険
者
の
使
用
人
に

対
し
て
、
保
険
期
間
中
に
お
け
る
労

働
の
対
価
と
し
て
被
保
険
者
が
支
払

う
べ
き
金
額
の
総
額
で
あ
っ
て
、
そ

の
名
称
の
如
何
を
問
わ
な
い
。

ω
入
場
者
:
:
:
保
険
期
間
中
に
、
有

料
・
無
料
を
問
わ
ず
保
険
証
券
記
載

の
施
設
に
入
場
を
許
さ
れ
た
総
人
員

を
い
う
。
た
だ
し
、
被
保
険
者
と
世

帯
を
同
じ
く
す
る
親
族
お
よ
び
被
保

険
者
の
業
務
に
従
事
す
る
使
用
人
を

除
く
。

ω
領
収
金
:
:
:
保
険
期
間
中
に
、
保

険
証
券
記
載
の
業
務
に
よ
っ
て
被
保

険
者
が
領
収
す
べ
き
税
込
金
額
の
総

額
を
い
う
。

ω
売
上
高
:
:
:
保
険
期
間
中
に
、
被

保
険
者
が
販
売
し
た
す
べ
て
の
商
品

の
税
込
対
価
の
総
額
を
い
う
。

(
保
険
契
約
の
無
効
)

第
一
二
条
保
険
契
約
の
当
時
、
次
に
掲

げ
る
事
由
が
あ
っ
た
場
合
に
は
、
こ
の

保
険
契
約
は
無
効
と
す
る
。

ω
保
険
契
約
に
関
し
、
保
険
契
約

者
・
被
保
険
者
ま
た
は
こ
れ
ら
の
者

の
代
理
人
に
詐
欺
の
行
為
が
あ
っ
た

と
支
」

ω
保
険
契
約
者
が
他
人
の
た
め
に
保

険
契
約
を
締
結
す
る
場
合
に
、
そ
の

旨
を
申
込
書
に
明
記
し
な
か
っ
た
と

き

(
保
険
料
の
返
還
|
|
無
効
の
場
合
)

第
一
三
条
保
険
契
約
の
無
効
が
当
会
社

の
責
に
帰
す
る
こ
と
の
で
き
な
い
事
由

に
よ
る
と
き
は
、
当
会
社
の
定
め
る
最

低
保
険
料
を
収
受
し
て
残
額
を
返
還
す

る。

2

保
険
契
約
の
無
効
が
当
会
社
の
責
に

帰
す
べ
き
事
由
に
よ
る
と
き
は
、
保
険

料
の
全
額
を
返
還
す
る
。

(
保
険
料
の
返
還
宇

1
4穴
効
・
解
除
の
場

ム
ロ
)

第
一
四
条
保
険
契
約
の
失
効
ま
た
は
解

除
が
当
会
社
の
責
に
帰
す
る
こ
と
の
で

き
な
い
事
由
に
よ
る
と
き
は
、
領
収
し
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た
保
険
料
か
ら
既
経
過
期
間
に
対
し
当

会
社
の
定
め
る
短
期
料
率
に
よ
っ
て
計

算
し
た
保
険
料
(
当
会
社
の
定
め
る
最

低
保
険
料
に
達
し
な
い
と
き
は
最
低
保

険
料
)
を
控
除
し
て
、
残
額
を
返
還
す

る。
2

保
険
契
約
の
失
効
ま
た
は
解
除
が
当

会
社
の
責
に
帰
す
べ
き
事
由
に
よ
る
と

き
は
、
未
経
過
期
間
に
対
し
、
日
割
を
も

っ
て
計
算
し
た
保
険
料
を
返
還
す
る
。

(
失
効
・
解
除
の
特
例
)

第
一
五
条
保
険
料
が
賃
金
・
入
場
者
・
領

収
金
ま
た
は
売
上
高
に
対
す
る
割
合
に

よ
っ
て
定
め
ら
れ
た
保
険
契
約
の
失
効

ま
た
は
解
除
の
場
合
に
は
、
前
条
の
規

定
に
か
か
わ
ら
ず
、
第
一
一
条
第
三
項

の
規
定
に
よ
っ
て
保
険
料
を
清
算
す

る
。
た
だ
し
、
当
会
社
の
責
に
帰
す
べ

き
事
由
に
よ
る
と
き
は
、
最
低
保
険
料

の
定
め
が
な
い
も
の
と
し
て
計
算
す

る。
(
事
故
の
発
生
)

第
二
ハ
条
保
険
契
約
者
ま
た
は
被
保
険

者
は
、
事
故
ま
た
は
損
害
が
発
生
し
た

こ
と
を
知
っ
た
と
き
は
、
次
の
事
項
を

履
行
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

ω
事
故
発
生
の
日
時
・
場
所
・
被
害
者

の
住
所
氏
名
・
事
故
の
状
況
お
よ
び

こ
れ
ら
の
事
項
の
証
人
と
な
る
者
が

あ
る
と
き
は
、
そ
の
住
所
氏
名
を
、

ま
た
損
害
賠
償
の
請
求
を
受
け
た
と

き
は
そ
の
内
容
を
、
遅
滞
な
く
書
面

で
当
会
社
に
通
知
す
る
こ
と
。

ω
他
人
か
ら
損
害
の
賠
償
を
受
け
る

こ
と
が
で
き
る
場
合
に
お
い
て
は
、

そ
の
権
利
の
保
全
ま
た
は
行
使
に
つ

い
て
必
要
な
手
続
き
を
す
る
こ
と
。

ω
損
害
を
防
止
軽
減
す
る
た
め
に
必

要
な
一
切
の
手
段
を
講
ず
る
こ
と
。

ω
損
害
賠
償
責
任
の
全
部
ま
た
は
一

部
を
承
認
し
よ
う
と
す
る
と
き
は
、

あ
ら
か
じ
め
当
会
社
の
承
認
を
得
る

こ
と
。
た
だ
し
、
被
害
者
に
対
す
る

応
急
手
当
ま
た
は
護
送
は
、
損
害
賠

償
責
任
の
承
認
と
は
み
な
さ
な
い
。

ω
損
害
賠
償
責
任
に
関
す
る
訴
訟
を

提
起
し
ま
た
は
提
起
さ
れ
た
と
き

は
、
直
ち
に
当
会
社
に
通
知
す
る
こ

〉」
0

2

保
険
契
約
者
ま
た
は
被
保
険
者
が
、

正
当
の
理
由
が
な
く
て
前
項
各
号
の
義

務
に
違
反
し
た
と
き
は
、
当
会
社
は
、

第
一
号
お
よ
び
第
五
号
の
場
合
は
損
害

て
ん
補
の
責
に
任
ぜ
ず
、
ま
た
、
第
二

号
お
よ
び
第
三
号
の
場
合
は
防
止
軽
減

す
る
こ
と
が
で
き
た
と
認
め
ら
れ
る
損

害
額
、
第
四
号
の
場
合
は
当
会
社
が
損

害
賠
償
責
任
が
な
い
と
認
め
た
部
分
を

そ
れ
ぞ
れ
控
除
し
て
、
て
ん
補
額
を
決

定
す
る
。

(
当
会
社
に
よ
る
解
決
)

第
一
七
条
被
保
険
者
が
、
被
害
者
か
ら

損
害
賠
償
の
請
求
を
受
け
た
場
合
に
お

い
て
、
当
会
社
が
必
要
と
認
め
た
と
き

は
、
被
保
険
者
に
代
り
自
己
の
費
用
で

そ
の
解
決
に
当
る
と
と
が
で
き
る
。
こ

の
場
合
に
お
い
て
、
被
保
険
者
は
、
当

会
社
の
行
う
す
べ
て
の
要
求
に
協
力
し

な
げ
れ
ば
な
ら
な
い
。

2

被
保
険
者
が
、
正
当
の
理
由
が
な
く

前
項
の
要
求
に
協
力
し
な
い
と
き
は
、

当
会
社
は
、
損
害
を
て
ん
補
す
る
責
に

任
じ
な
い
。

(
保
険
金
請
求
の
手
続
)

第
一
八
条
被
保
険
者
が
、
こ
の
保
険
契

約
に
よ
っ
て
損
害
の
て
ん
補
を
受
け
よ

う
と
す
る
と
き
は
、
損
害
が
確
定
し
た

日
か
ら
三

O
日
以
内
ま
た
は
当
会
社
が

書
面
で
承
認
し
た
猶
予
期
間
内
に
、
保

険
金
請
求
書
お
よ
び
そ
の
損
害
を
証
明

す
る
書
類
そ
の
他
当
会
社
が
必
要
と
認

め
る
書
類
を
保
険
証
券
に
添
え
て
当
会

社
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

2

前
項
の
書
類
に
故
意
に
不
実
の
こ
と

を
表
示
し
、
も
し
く
は
・
事
実
を
隠
し
た

と
き
、
ま
た
は
そ
の
書
類
も
し
く
は
証

拠
を
偽
造
し
も
し
く
は
変
造
し
た
と

き
、
ま
た
は
前
項
の
義
務
に
違
反
し
た

と
き
は
、
当
会
社
は
損
害
を
て
ん
補
す

る
責
に
任
じ
な
い
。

(
保
険
金
の
支
払
)

第
一
九
条
当
会
社
は
、
被
保
険
者
が
前

条
の
手
続
を
し
た
日
か
ら
三

O
日
以
内

に
保
険
金
を
支
払
う
。
た
だ
し
、
当
会

社
が
、
こ
の
期
間
内
に
必
要
な
調
査
を

終
了
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
き
は
、

こ
れ
を
終
了
し
た
後
遅
滞
な
く
保
険
金

を
支
払
う
。

(
保
険
金
の
分
担
)

第
二

O
条
こ
の
保
険
契
約
と
同
一
の
危

険
を
負
担
す
る
他
の
保
険
契
約
が
あ

り
、
か
っ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
保
険
契
約
に

つ
い
て
、
他
の
保
険
契
約
が
な
い
も
の

と
し
て
算
出
し
た
て
ん
補
責
任
額
の
合

計
額
が
損
害
の
額
を
超
過
す
る
場
合

は
、
当
会
社
は
、
こ
の
保
険
契
約
に
よ

る
て
ん
補
責
任
額
の
前
記
合
計
額
に
対

す
る
割
合
に
よ
っ
て
損
害
を
て
ん
補
す

る
責
に
任
ず
る
。

(
評
価
人
お
よ
び
裁
定
人
)

第
二
一
条
当
会
社
と
被
保
険
者
と
の
間

に
、
当
会
社
の
て
ん
補
す
べ
き
金
額
の

決
定
に
つ
い
て
争
い
が
生
じ
た
と
き

は
、
そ
の
争
い
は
、
当
事
者
双
方
が
書

面
に
よ
っ
て
選
定
す
る
各
一
名
の
評
価

人
の
判
断
に
任
せ
る
。
も
し
、
評
価
人

の
聞
に
意
見
が
一
致
し
な
い
と
き
は
、

双
方
の
評
価
人
が
選
定
す
る
一
名
の
裁

定
人
に
裁
定
さ
せ
る
。

2

当
事
者
は
、
自
己
の
選
定
し
た
評
価

人
の
費
用
(
報
酬
を
含
む
。
)
を
各
自

負
担
し
、
そ
の
他
の
費
用
(
裁
定
人
に

対
す
る
報
酬
を
含
む
。
)
は
半
額
ず
っ

こ
れ
を
負
担
す
る
。

(
代
位
)

第
二
二
条
被
保
険
者
が
他
人
に
対
し
損

害
賠
償
請
求
権
を
有
す
る
場
合
に
お
い

て
、
当
会
社
が
被
保
険
者
に
保
険
金
を

支
払
っ
た
と
き
は
、
当
会
社
は
、
支
払

っ
た
保
険
金
額
の
限
度
に
お
い
て
、
被

保
険
者
が
そ
の
者
に
対
し
て
有
す
る
権

利
を
取
得
す
る
。
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2

被
保
険
者
は
、
保
険
金
を
受
領
し
た

と
き
は
、
前
項
の
権
利
を
行
使
す
る
た

め
に
必
要
な
一
切
の
書
類
を
、
遅
滞
な

く
、
当
会
社
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
し
(
準
拠
法
)

第
二
三
条
こ
の
保
険
約
款
に
定
め
て
い

な
い
事
項
に
つ
い
て
は
、
日
本
国
の
法

令
に
準
拠
す
る
。

〈
資
料
2
〉

弁
護
士
特
約
条
項

専門家責任保険

(
当
会
社
の
て
ん
補
責
任
)

第
一
条
当
会
社
は
、
賠
償
責
任
保
険
普

通
保
険
約
款
(
以
下
寸
普
通
約
款
」
と

い
う
。
)
第
一
条
の
規
定
に
か
か
わ
ら

ず
、
被
保
険
者
が
弁
護
士
の
資
格
に
基

づ
い
て
遂
行
し
た
業
務
(
以
下
寸
業

務
し
と
い
う
。
)
に
起
因
し
て
法
律
上

の
損
害
賠
償
責
任
を
負
担
す
る
こ
と
に

よ
っ
て
被
る
損
害
を
て
ん
補
す
る
責
め

に
任
ず
る
。

2

前
項
の
業
務
に
は
、
後
見
人
、
保
佐

人
、
相
続
財
産
管
理
人
、
清
算
人
、
管

財
人
、
破
産
管
財
人
、
整
理
委
員
等
の

資
格
に
お
い
て
法
律
事
務
を
行
な
う
こ

と
を
含
む
。

(
保
険
期
間
と
保
険
責
任
の
関
係
)

第
二
条
当
会
社
は
、
被
保
険
者
が
保
険

期
間
中
に
遂
行
し
た
業
務
に
起
因
し

て
、
保
険
期
間
中
ま
た
は
保
険
期
間
終

第 10章

了
後
三
年
以
内
に
、
日
本
国
内
に
お
い

て
損
害
賠
償
を
請
求
さ
れ
た
場
合
に
か

ぎ
り
、
損
害
を
て
ん
補
す
る
責
め
に
任

ず
る
。

(
免
責
)

第
三
条
当
会
社
は
、
直
接
で
あ
る
と
問

接
で
あ
る
と
を
問
わ
ず
、
普
通
約
款
第

四
条
各
号
に
掲
げ
る
賠
償
責
任
の
ほ

か
、
被
保
険
者
が
次
に
掲
げ
る
賠
償
責

任
を
負
担
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
被
る
損

害
を
て
ん
補
す
る
責
め
に
任
じ
な
い
。

ω
被
保
険
者
の
犯
罪
行
為
(
過
失
犯

を
除
く
。
)
ま
た
は
他
人
に
損
害
を

与
え
る
べ
き
こ
と
を
予
見
し
な
が
ら

な
し
た
行
為
(
不
作
為
を
含
む
。
)

に
起
因
す
る
賠
償
責
任

ω
被
保
険
者
が
公
務
員
と
し
て
の
職

務
上
遂
行
し
た
業
務
に
起
因
す
る
賠

償
責
任

ω
他
人
の
身
体
の
障
害
(
死
亡
を
含

む
。
)
ま
た
は
財
物
の
損
壊
、
(
紛

失
、
盗
難
を
含
む
。
以
下
同
じ
。
)

に
起
因
す
る
賠
償
責
任
。
た
だ
し
、

証
拠
書
類
、
証
拠
物
の
損
壊
お
よ
び

執
行
行
為
に
付
随
し
て
生
じ
た
財
物

の
損
壊
に
起
因
す
る
場
合
を
除
く
。

(
記
録
の
完
備
)

第
四
条
被
保
険
者
は
、
業
務
遂
行
に
あ

た
り
、
業
務
遂
行
に
関
す
る
記
録
を
備

え
て
お
か
な
げ
れ
ば
な
ら
な
い
。
被
保

険
者
が
正
当
な
理
由
な
く
こ
の
義
務
を

怠
っ
た
と
き
は
、
当
会
社
は
当
該
業
務

に
起
因
し
て
生
じ
た
損
害
を
て
ん
補
す

る
責
め
に
任
じ
な
い
。

(
賠
償
の
解
決
に
お
け
る
被
保
険
者
の
同

且
息
)

第
五
条
普
通
約
款
第
一
七
条
第
一
項
の

規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
当
会
社
が
損
害

賠
償
責
任
の
有
無
ま
た
は
そ
の
額
に
つ

い
て
被
害
者
と
協
定
し
よ
う
と
す
る
と

き
は
、
あ
ら
か
じ
め
被
保
険
者
の
同
意

を
得
る
も
の
と
す
る
。

2

被
保
険
者
が
正
当
な
理
由
な
く
前
項

に
定
め
る
同
意
を
し
な
い
場
合
に
は
、

当
会
社
が
て
ん
補
す
べ
き
損
害
の
額

は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
額
の
合
算
額

を
限
度
と
し
て
算
定
す
る
も
の
と
す

る。ω
普
通
約
款
第
三
条
第
一
項
第
一
号

の
損
害
賠
償
金
に
つ
い
て
は
、
も
し

被
保
険
者
が
前
項
の
同
意
を
し
た
な

ら
ば
損
害
賠
償
金
の
額
と
し
て
確
定

し
た
と
認
め
ら
れ
る
額

ω
普
通
約
款
第
二
条
第
一
項
第
二
号

な
い
し
第
五
号
の
費
用
に
つ
い
て

は
、
当
会
社
が
前
項
の
同
意
を
求
め

た
と
き
ま
で
に
発
生
し
た
額

(
弁
護
士
の
選
任
)

第
六
条
被
保
険
者
は
、
損
害
賠
償
請
求

に
関
し
、
訴
訟
、
仲
裁
、
和
解
ま
た
は

調
停
の
手
続
を
行
な
う
と
き
は
、
自
ら

弁
護
士
を
代
理
人
と
し
て
選
任
す
る
こ

と
が
で
き
る
。

2

当
会
社
は
、
普
通
約
款
第
二
条
第
一

項
第
四
号
の
承
認
を
す
る
場
合
に
お
い

て
、
代
理
人
た
る
弁
護
士
の
選
任
に
つ

い
て
は
、
被
保
険
者
の
決
定
の
と
お
り

承
認
す
る
。

二
請
求
の
定
義
)

第
七
条
保
険
金
額
ま
た
は
免
責
金
額
の

適
用
に
お
い
て
一
請
求
と
は
、
損
害
賠

償
請
求
者
の
数
の
如
何
を
問
わ
ず
、
同

一
の
業
務
に
起
因
す
る
す
べ
て
の
損
害

賠
償
請
求
を
い
う
も
の
と
す
る
。

(
求
償
権
の
不
行
使
)

第
八
条
当
会
社
は
、
普
通
約
款
第
二
二

条
の
規
定
に
基
づ
き
取
得
す
る
権
利
の

う
ち
、
被
保
険
者
の
使
用
人
そ
の
他
被

保
険
者
の
業
務
の
補
助
者
に
対
す
る
も

の
に
か
ぎ
り
、
こ
れ
を
行
使
し
な
い
。

た
だ
し
、
こ
れ
ら
の
者
の
故
意
に
よ
っ

て
生
じ
た
損
害
に
つ
い
て
は
、
こ
の
限

り
で
は
な
い
。

(
読
み
替
え
規
定
)

第
九
条
こ
の
特
約
に
つ
い
て
は
、
次
の

と
お
り
普
通
約
款
を
読
み
替
え
て
適
用

す
る
。ω
第
二
条
第
三
項
の
規
定
中
寸
一
回

の
事
故
に
つ
い
て
」
と
あ
る
の
は

ご
請
求
に
つ
き
し

ω
第
五
条
の
規
定
中
「
割
増
保
険
料

領
収
前
に
生
じ
た
事
故
に
よ
る
損

害
し
と
あ
る
の
は
寸
保
険
料
領
収
前

に
遂
行
さ
れ
た
業
務
に
起
因
す
る
損

害
L
ω
第
一

O
条
第
二
項
の
規
定
中
寸
割

増
保
険
料
領
収
前
に
生
じ
た
事
故
に

よ
る
損
害
L

と
あ
る
の
は
「
割
増
保

険
料
領
収
前
に
遂
行
さ
れ
た
業
務
に
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専門家責任保険

起
因
す
る
損
害
L

2

こ
の
特
約
に
つ
い
て
は
、
普
通
約
款

第
四
条
第
四
号
の
規
定
は
適
用
し
な

'v 
(
適
用
規
定
)

第
一

O
条
こ
の
特
約
に
規
定
し
な
い
事

項
に
つ
い
て
は
、
こ
の
特
約
に
反
し
な

い
か
ぎ
り
、
普
通
約
款
の
規
定
を
適
用

す
る
。

(
注
)
事
故
が
発
生
し
た
場
合
、
判
断
の

客
観
性
を
保
持
す
る
た
め
損
害
賠
償
責

任
の
有
無
、
損
害
賠
償
額
等
に
つ
い
て

安
田
火
災
が
設
立
す
る
寸
弁
護
士
賠
償

責
任
保
険
審
査
会
L

に
諮
り
、
そ
の
意

見
を
き
く
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

第10章

〈
資
料
3
〉

建
築
家
特
約
条
項

(
当
会
社
の
て
ん
補
責
任
)

第
一
条
当
会
社
は
、
賠
償
責
任
保
険
普

通
保
険
約
款
(
以
下
寸
普
通
約
款
し
と

い
い
ま
す
。
)
第
一
条
(
当
会
社
の
て

ん
補
責
任
)
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、

被
保
険
者
ま
た
は
そ
の
使
用
人
そ
の
他

被
保
険
者
の
業
務
の
補
助
者
(
以
下

「
被
保
険
者
等
」
と
い
い
ま
す
。
)
が
、

日
本
国
内
に
お
い
て
設
計
業
務
(
以
下

寸
設
計
業
務
」
と
い
い
ま
す
。
)
を
遂

行
す
る
に
あ
た
り
職
業
上
相
当
な
注
意

を
用
い
な
か
っ
た
こ
と
に
基
づ
き
、
当

該
設
計
業
務
の
対
象
と
な
っ
た
建
築
物

に
滅
失
ま
た
は
き
損
(
以
下
寸
事
故
」

と
い
い
ま
す
。
)
が
発
生
し
た
場
合
に

お
い
て
、
当
該
事
故
ま
た
は
事
故
に
起

因
す
る
他
人
の
身
体
の
障
害
(
障
害
に

起
因
す
る
死
亡
を
含
み
ま
す
。
)
も
し

く
は
財
物
の
損
壊
に
つ
い
て
、
被
保
険

者
が
法
律
上
の
賠
償
責
任
を
負
担
す
る

こ
と
に
よ
っ
て
被
る
損
害
(
以
下
寸
損

害
」
と
い
い
ま
す
。
)
を
て
ん
補
し
ま

す。
(
定
義
)

第
二
条
こ
の
特
約
条
項
に
お
い
て
「
設

計
業
務
L

と
は
、
被
保
険
者
の
責
任
に

お
い
て
遂
行
さ
れ
る
次
の
各
号
の
業
務

を
い
い
ま
す
。

ω
被
保
険
者
等
に
よ
る
設
計
図
書
の

作
成
ω
被
保
険
者
等
の
う
ち
建
築
士
の
資

格
を
有
す
る
者
に
よ
る
施
工
者
に
対

す
る
指
示
室
閏
の
作
成

ω
被
保
険
者
等
の
う
ち
建
築
士
の
資

格
を
有
す
る
者
に
よ
る
施
工
図
承
認

書
の
作
成

2

こ
の
特
約
条
項
に
お
い
て
寸
設
計
図

書
」
と
は
、
建
築
物
の
建
築
工
事
実
施

の
た
め
に
必
要
な
図
面
(
施
工
図
を
除

き
ま
す
。
)
お
よ
び
仕
様
書
を
い
い
ま

す。
3

こ
の
特
約
条
項
に
お
い
て
寸
指
示

室
百
」
と
は
、
建
築
物
が
設
計
図
書
の
設

計
意
図
ど
お
り
に
実
現
す
る
よ
う
に
施

工
者
に
対
し
て
設
計
図
書
の
補
足
を
行

う
図
面
ま
た
は
文
書
を
い
い
ま
す
。

4
こ
の
特
約
条
項
に
お
い
て
「
施
工

図
L

と
は
、
設
計
図
書
を
実
際
に
施
工

に
移
す
場
合
に
作
成
さ
れ
る
図
面
(
工

作
図
、
施
行
計
画
図
等
施
工
の
方
法
、

手
段
、
技
術
、
手
順
、
安
全
計
画
等
を

示
し
た
図
面
を
除
き
ま
す
。
)
を
い
い

ま
す
。

5

こ
の
特
約
条
項
に
お
い
て
「
建
築

物
」
と
は
、
次
の
各
号
の
も
の
を
い
い

ま
す
。ω
建
築
基
準
法
第
二
条
第
一
号
に
規

定
す
る
建
築
物

ω
前
号
の
建
築
物
に
付
属
す
る
工
作

物
で
あ
っ
て
、
前
号
の
建
築
物
と
物

理
的
に
一
体
を
な
し
て
い
る
工
作
物

(
保
険
期
間
と
保
険
責
任
の
関
係
)

第
三
条
当
会
社
は
、
普
通
約
款
第
五
条

(
責
任
の
始
期
お
よ
び
終
期
)
に
掲
げ

る
保
険
期
間
中
に
、
事
故
が
発
見
さ
れ

た
場
合
に
限
り
、
損
害
を
て
ん
補
し
ま

す。
2

当
会
社
は
、
前
項
の
事
故
が
保
険
期

間
開
始
前
に
遂
行
さ
れ
た
設
計
業
務
に

起
因
す
る
場
合
は
、
次
の
各
号
の
す
べ

て
に
該
当
す
る
場
合
に
限
り
、
損
害
を

て
ん
補
し
ま
す
。

ω
当
該
設
計
業
務
の
遂
行
時
に
、
こ

の
保
険
契
約
と
同
一
の
危
険
を
負
担

す
る
保
険
契
約
(
以
下
寸
同
種
の
保

険
契
約
し
と
い
い
ま
す
。
)
が
当
会

社
と
の
聞
に
締
結
さ
れ
て
い
た
こ

と。ω
当
会
社
と
の
聞
に
締
結
さ
れ
た
同

種
の
保
険
契
約
が
、
こ
の
保
険
契
約

の
保
険
期
間
の
始
期
ま
で
有
効
に
存

続
し
て
い
た
こ
と
。

3

前
項
第
一
号
の
寸
設
計
業
務
の
遂
行

時
」
と
は
、
被
保
険
者
が
第
二
条
(
定

義
)
第
一
項
第
一
号
か
ら
第
三
号
ま
で

の
設
計
図
書
、
指
示
書
ま
た
は
施
工
図

承
認
書
を
完
成
、
引
渡
し
た
時
を
い
い

ま
す
。

(
損
害
の
範
囲
お
よ
び
責
任
限
度
)

第
四
条
普
通
約
款
第
二
条
(
損
害
の
範

囲
お
よ
び
責
任
限
度
)
第
三
項
の
規
定

に
か
か
わ
ら
ず
、
一
回
の
事
故
に
つ
い

て
、
当
会
社
が
て
ん
補
す
る
金
額
は
、

普
通
約
款
第
二
条
(
損
害
の
範
囲
お
よ

び
責
任
限
度
)
第
一
項
第
五
号
の
費
用

を
除
き
、
同
条
第
一
一
項
第
一
号
か
ら
第

四
号
ま
で
の
金
額
の
合
算
額
が
保
険
証

券
記
載
の
免
責
金
額
を
超
過
す
る
額
と

し
、
保
険
金
額
を
も
っ
て
限
度
と
し
ま

す。

2

前
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
地
盤

の
沈
下
・
隆
起
・
移
動
・
振
動
・
軟
弱
化
、

土
砂
崩
れ
、
土
砂
の
流
出
・
流
入
、
地

下
水
の
増
減
等
地
質
、
地
形
も
し
く
は

地
盤
の
組
織
に
か
か
わ
る
事
故
の
場
合

に
は
、
一
回
の
事
故
に
つ
い
て
、
当
会

社
が
て
ん
補
す
る
金
額
は
、
普
通
約
款

第
二
条
(
損
害
の
範
囲
お
よ
び
責
任
限

度
)
第
一
項
第
五
号
の
費
用
を
除
き
、

同
条
一
項
第
一
号
か
ら
第
四
号
ま
で
の

金
額
の
合
算
額
が
保
険
証
券
記
載
の
免

責
金
額
を
超
過
す
る
額
の
二
分
の
一
と

し
、
保
険
金
額
を
も
っ
て
限
度
と
し
ま
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3

保
険
期
間
開
始
前
に
遂
行
さ
れ
た
設

計
業
務
に
起
因
す
る
損
害
に
つ
い
て

は
、
前
二
項
に
よ
り
算
出
さ
れ
た
当
会

社
が
て
ん
補
す
る
金
額
が
第
三
条
(
保

険
期
間
と
保
険
責
任
の
関
係
)
第
二
項

第
一
号
に
規
定
す
る
同
種
の
保
険
契
約

の
保
険
金
額
を
超
え
る
場
合
に
は
、
同

種
の
保
険
契
約
の
保
険
金
額
を
も
っ
て

限
度
と
し
ま
す
。

4

当
会
社
は
、
第
二
条
(
定
義
)
第
一

項
第
三
号
の
業
務
に
起
因
す
る
損
害
の

う
ち
、
当
該
業
務
の
対
象
と
な
っ
た
施

工
図
の
過
誤
に
起
因
す
る
損
害
に
つ
い

て
は
、
普
通
約
款
第
二
条
(
損
害
の
範

囲
お
よ
び
責
任
限
度
)
第
一
項
第
一
号

を
寸
被
保
険
者
が
被
害
者
に
支
払
う
べ

き
損
害
賠
償
金
(
損
害
賠
償
金
を
支
払

う
こ
と
に
よ
っ
て
被
害
者
か
ら
代
位
取

得
す
る
も
の
が
あ
る
場
合
は
、
そ
の
価

額
を
控
除
し
ま
す
。
)
か
ら
被
保
険
者

が
施
工
者
に
対
し
損
害
賠
償
請
求
で
き

る
金
額
を
控
除
し
た
金
額
」
と
読
み
替

え
て
前
三
項
の
規
定
を
適
用
し
ま
す
。

5

普
通
約
款
第
二
条
(
損
害
の
範
囲
お

よ
び
責
任
限
度
)
第
四
項
の
規
定
は
、

こ
れ
を
適
用
し
ま
せ
ん
。

(
免
責
)

第
五
条
当
会
社
は
、
直
接
で
あ
る
と
間

接
で
あ
る
と
を
問
わ
ず
、
普
通
約
款
第

四
条
(
免
責
)
各
号
の
掲
げ
る
賠
償
責

任
の
ほ
か
、
被
保
険
者
が
次
に
掲
げ
る

賠
償
責
任
を
負
担
す
る
こ
と
に
よ
っ
て

被
る
損
害
を
て
ん
補
し
ま
せ
ん
。

ω
原
子
力
事
業
者
が
所
有
、
使
用
ま

た
は
管
理
す
る
原
子
力
施
設
の
設
計

業
務
に
起
因
す
る
賠
償
責
任

ω
展
示
会
、
博
覧
会
ま
た
は
輿
行
場

等
の
仮
設
建
築
物
の
設
計
業
務
に
起

因
す
る
賠
償
責
任

ω
日
本
国
外
に
建
設
さ
れ
る
建
築
物

の
設
計
業
務
に
起
因
す
る
賠
償
責
任

凶
建
築
物
以
外
の
目
的
物
の
設
計
業

務
に
起
因
す
る
賠
償
責
任
。
た
だ

し
、
建
築
物
の
建
築
工
事
に
付
帯
し

て
行
わ
れ
る
基
礎
工
事
の
設
計
業
務

に
起
因
す
る
賠
償
責
任
に
つ
い
て

は
、
こ
の
限
り
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

同
被
保
険
者
に
対
し
て
建
築
主
か
ら

提
供
さ
れ
た
測
量
図
、
地
質
調
査
書

等
の
設
計
業
務
遂
行
の
た
め
の
資
料

の
過
誤
に
起
因
す
る
設
計
業
務
の
過

失
に
よ
っ
て
生
じ
た
賠
償
責
任

附
被
保
険
者
が
、
事
故
の
発
生
す
る

こ
と
を
予
見
す
る
こ
と
が
で
き
た
設

計
業
務
に
起
因
す
る
賠
償
責
任

(
事
故
の
発
見
)

第
六
条
保
険
契
約
者
ま
た
は
被
保
険
者

は
、
事
故
が
発
生
し
た
こ
と
を
知
っ
た

と
き
は
、
普
通
約
款
第
一
六
条
(
事
故

の
発
生
)
第
一
項
第
一
号
に
掲
げ
る
事

項
の
ほ
か
、
事
故
発
見
の
日
時
を
遅
滞

な
く
、
書
面
で
当
会
社
に
通
知
し
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

(
代
位
)

第
七
条

当
会
社
は
、
普
通
約
款
第
二
二

条
(
代
位
)
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き

取
得
す
る
権
利
の
う
ち
、
被
保
険
者
の

使
用
人
そ
の
他
被
保
険
者
の
業
務
の
補

助
者
に
対
す
る
も
の
に
限
り
、
こ
れ
を

行
使
し
ま
せ
ん
。
た
だ
し
、
こ
れ
ら
の

者
の
故
意
に
よ
っ
て
事
故
が
発
生
し
た

場
合
は
、
こ
の
限
り
で
は
あ
り
ま
せ

ん。
(
保
険
料
の
精
算
)

第
八
条
普
通
約
款
第
二
条
(
保
険
料

の
精
算
)
第
一
項
か
ら
第
三
項
ま
で
の

規
定
は
、
こ
の
特
約
条
項
に
準
用
し
ま

す。
(
読
み
替
え
規
定
)

第
九
条
乙
の
特
約
条
項
に
お
い
て
は
、

次
の
と
お
り
普
通
約
款
を
読
み
替
え
て

適
用
し
ま
す
。

ω
第
五
条
(
責
任
の
始
期
お
よ
び
終

期
)
の
規
定
中
「
保
険
料
領
収
前
に

生
じ
た
事
故
に
よ
る
損
害
」
と
あ
る

の
は
「
保
険
料
領
収
前
に
発
見
さ
れ

た
事
故
に
よ
る
損
害
」

ω
第
七
条
(
告
知
義
務
)
第
二
項
第

三
号
の
規
定
中
「
事
故
が
生
じ
る
前

に
し
と
あ
る
の
は
寸
事
故
が
発
見
さ

れ
る
前
に
」

ω
第
七
条
(
告
知
義
務
)
第
三
項
の

規
定
中
寸
事
故
が
生
じ
た
後
に
」
と

あ
る
の
は
「
事
故
が
発
見
さ
れ
た
後

凶
第
八
条
(
通
知
義
務
)
第
二
項
の

規
定
中
寸
承
認
裏
書
請
求
書
を
受
領

す
る
ま
で
の
聞
に
生
じ
た
事
故
」
と

あ
る
の
は
「
承
認
裏
書
請
求
書
を
受

領
す
る
ま
で
の
聞
に
発
見
さ
れ
た
事

故
L
ω
第
一

O
条
(
保
険
料
の
追
徴
ま
た

は
返
還
|
告
知
・
通
知
事
項
の
承
認

の
場
合
)
第
二
項
の
規
定
中
「
追
加

保
険
料
領
収
前
に
生
じ
た
損
害
L

と

あ
る
の
は
「
追
加
保
険
料
領
収
前
に

発
見
さ
れ
た
事
故
に
よ
る
損
害
L

附
第
一
四
条
(
保
険
料
の
返
還
|
契

約
解
除
の
場
合
)
第
二
項
お
よ
び
第

三
項
の
規
定
中
寸
既
経
過
期
間
中
に

保
険
事
故
が
生
じ
て
い
た
と
き
は
L

と
あ
る
の
は
寸
既
経
過
期
間
中
に
事

故
が
発
見
さ
れ
て
い
た
と
き
は
」

(
普
通
約
款
と
の
関
係
)

第
一

O
条
こ
の
特
約
条
項
に
規
定
し
な

い
事
項
に
つ
い
て
は
、
こ
の
特
約
条
項

に
反
し
な
い
限
り
、
普
通
約
款
の
規
定

を
適
用
し
ま
す
。
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第

立早

は
じ
め
に

本
稿
は
、

N
B
L
五
三
九
号
以
降
連

載
が
続
け
ら
れ
て
い
る
「
専
門
家
の
民

事
責
任
L

に
関
す
る
諸
論
文
の
完
結
を

前
提
に
し
て
、
わ
れ
わ
れ
の
共
同
研
究

の
成
果
を
総
括
し
て
、
一
九
九
四
年
一

O
月
一

O
日
に
開
催
さ
れ
る
私
法
学
会

の
報
告
に
備
え
る
こ
と
を
そ
の
目
的
と

し
て
い
る
。
し
か
し
、
本
稿
が
執
筆
さ

れ
て
い
る
段
階
で
は
、
い
ま
だ
共
同
研

究
者
の
諸
論
文
の
公
表
が
完
了
し
て
い

な
し
。そ
こ
で
、
本
来
の
総
括
は
、
学
会
当

日
の
研
究
報
告
を
全
部
聞
き
終
っ
た
段

階
で
筆
者
が
口
頭
で
要
約
す
る
所
に
ゆ

ず
る
こ
と
に
し
た
い
。
こ
こ
で
は
、
当

総

?首

日
の
総
括
の
た
め
の
下
準
備
と
し
て
、

筆
者
が
二
年
間
の
共
同
研
究
の
聞
に
抱

き
つ
づ
け
た
問
題
に
つ
い
て
の
検
討
の

結
果
を
記
録
に
と
ど
め
て
お
く
こ
と
と

す
る
。
会
社
役
員
も
専
門
家
か
と
い
う

角
度
か
ら
専
門
家
の
民
事
責
任
の
特
色

を
明
ら
か
に
す
る
と
同
時
に
、
共
同
研

究
の
骨
子
の
説
明
を
す
る
こ
と
が
本
稿

の
内
容
で
あ
る
。

作|性会
業塗社
!日役
長員
めの
の宜

主内
四家

会
社
役
員
も
専
門
家
か

高
度
に
専
門
化
し
た
高
等
教
育
の
修

得
、
高
い
社
会
的
威
信
、
高
い
経
済
的

報
酬
等
が
専
門
家
の
特
色
で
あ
る
と
す

法
政
大
学
教
授

西
嶋
梅
治

れ
ば
、
会
社
役
員
は
、
こ
れ
ら
の
要
件

を
充
足
し
て
い
る
と
認
め
ら
れ
る
の

で
、
専
門
家
の
な
か
に
加
え
て
も
差
支

え
な
い
で
あ
ろ
う
(
1
)
O

し
か
し
、
冷
静
に
事
の
本
質
を
か
ぎ

り
な
く
追
求
し
て
い
く
と
、
会
社
役
員

が
専
門
家
に
属
す
る
か
否
か
を
問
題
と

す
る
乙
と
が
専
門
家
の
民
事
責
任
を
研

究
す
る
わ
れ
わ
れ
の
共
同
作
業
に
お
い

て
ど
の
よ
う
な
意
味
を
も
つ
か
と
い
う

疑
問
に
逢
着
す
る
。

こ
の
難
問
は
、
今
回
の
共
同
研
究
の

意
義
い
か
ん
の
解
明
が
困
難
で
あ
る
の

と
同
程
度
に
解
答
が
困
難
な
基
本
問
題

で
あ
り
、
私
が
総
括
を
引
き
受
け
て
は

み
た
も
の
の
、
的
確
な
答
案
が
書
げ
な

い
で
終
わ
る
性
質
の
も
の
で
あ
る
。
し

か
し
、
現
段
階
に
お
け
る
私
見
を
ま
と

め
る
と
、
次
の
よ
う
に
な
る
。

社
会
全
体
が
高
度
に
専
門
分
化
し
、

各
専
門
分
野
ご
と
に
極
度
に
研
ぎ
澄
ま

さ
れ
た
技
能
と
知
的
判
断
が
要
求
さ
れ

る
た
め
に
、
一
般
人
が
立
入
を
禁
止
さ

れ
、
有
資
格
者
だ
け
が
出
入
り
を
許
さ

れ
る
聖
域
が
数
多
く
確
立
さ
れ
て
き

た
。
人
々
は
、
こ
と
あ
る
ご
と
に
聖
域

を
支
配
し
て
い
る
専
門
家
の
門
を
叩
い

て
相
談
し
、
助
げ
を
求
め
な
い
と
生
き

て
い
げ
な
い

(
2
)
。

医
師
を
頂
点
と
す
る
専
門
家
群
は
、

か
つ
て
は
優
越
的
な
業
務
知
識
を
背
景

に
尊
大
不
遜
な
態
度
を
維
持
し
、
一
般

人
が
聖
域
に
立
ち
入
る
こ
と
を
拒
否
し

つ
づ
け
た
結
果
、
い
か
な
る
事
態
が
発

生
し
て
も
ほ
と
ん
ど
無
答
責
で
す
ま
す

と
い
う
原
則
を
堅
持
す
る
と
い
う
幸
せ

な
特
典
を
享
受
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
専
門
家
の
無
答

責
原
則
が
崩
壊
し
て
厳
し
い
有
責
リ
ス

ク
に
さ
ら
さ
れ
は
じ
め
た
の
で
、
専
門

家
が
有
責
と
さ
れ
る
の
は
ど
の
よ
う
な

場
合
で
あ
る
か
を
厳
密
に
解
明
す
る
作

業
が
進
行
し
は
じ
め
た
。
専
門
家
責
任

の
研
究
は
、
そ
の
よ
う
な
歴
史
的
背
景

の
下
で
、
は
じ
め
て
本
格
的
な
作
業
を

開
始
し
た
の
で
あ
る
。
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会
社
役
員
の
責
任
の
目
覚
め

括

会
社
役
員
が
、
専
門
家
と
同
じ
よ
う
な

針
の
症
に
坐
ら
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
気

づ
き
は
じ
め
た
の
は
、
や
っ
と
最
近
の

こ
と
で
あ
り
、
そ
れ
ま
で
は
、
役
員
責

任
な
ど
ど
こ
吹
く
風
ぞ
と
呑
気
に
太
平

を
謡
歌
し
て
い
た
。
平
成
5
年
の
商
法

改
正
以
降
、
全
国
の
会
社
役
員
が
背
筋

に
寒
気
を
走
ら
せ
、
厳
し
い
責
任
追
及

の
嵐
の
ま
え
に
戦
々
恐
々
と
な
り
、
従

前
と
は
様
相
が
一
変
し
て
い
る
。
近
時

社
会
経
済
情
勢
が
一
変
し
、
会
社
役
員

受
難
時
代
に
突
入
し
、
役
員
が
巨
額
の

賠
償
の
た
め
そ
の
全
財
産
を
破
滅
さ
せ

る
リ
ス
ク
が
激
増
し
た
こ
と
が
、
乙
の

よ
う
な
激
変
を
も
た
ら
す
原
因
で
あ
っ

た
。
規
制
緩
和
、
金
融
の
自
由
化
、
競

争
の
国
際
化
の
激
流
に
巻
き
こ
ま
れ
た

た
め
企
業
収
益
の
安
定
が
た
え
ず
お
び

や
か
さ
れ
、
一
瞬
の
油
断
や
決
断
の
遅

延
が
大
欠
損
を
招
来
し
か
ね
な
い
た

め
、
会
社
役
員
は
常
時
厳
し
い
緊
張
状

態
に
追
い
込
ま
れ
、
困
難
な
経
営
判
断

の
連
続
的
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
に
よ
り
疲
弊

困
懲
し
て
い
る
。
そ
れ
だ
け
に
、
主
観

的
に
は
会
社
に
と
っ
て
最
善
の
選
択
を
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し
た
の
に
、
結
果
と
し
て
誤
っ
た
判
断

で
あ
っ
た
こ
と
が
判
明
し
、
何
ら
か
の

責
任
を
と
ら
さ
れ
る
リ
ス
ク
が
高
く
な

っ
て
き
た
。

こ
の
よ
う
な
誤
り
を
避
け
る
た
め
、

会
社
役
員
は
、
企
業
経
営
お
よ
び
会
社

の
業
務
活
動
を
取
り
巻
く
あ
ら
ゆ
る
法

的
規
制
や
法
的
リ
ス
ク
に
精
通
し
、
適

法
経
営
の
技
術
を
マ
ス
タ
ー
し
な
り
れ

ば
な
ら
な
い
。
き
わ
め
て
デ
リ
ケ
ー
ト

な
経
営
判
断
を
要
求
さ
れ
る
問
題
に
つ

い
て
は
、
あ
ら
ゆ
る
角
度
か
ら
損
得
の

リ
ス
ク
を
め
ぐ
る
十
分
な
る
情
報
を
集

め
た
う
え
で
、
慎
重
か
つ
的
確
な
結
論

を
導
く
こ
と
、
そ
の
審
議
の
プ
ロ
セ
ス

を
証
拠
と
し
て
き
ち
ん
と
保
存
す
る
こ

と
が
必
要
で
あ
る
。
将
来
の
為
替
レ
ー

ト
の
読
み
違
い
や
、
進
出
し
た
海
外
の

相
手
国
の
政
変
等
、
予
測
困
難
な
不
確

定
要
素
が
あ
る
た
め
、
有
能
で
慎
重
な

役
員
で
も
見
込
み
違
い
を
冒
す
お
そ
れ

は
十
分
あ
る
。

反
面
、
慎
重
で
あ
り
す
ぎ
る
こ
と

が
、
か
え
っ
て
責
任
追
及
の
原
因
と
な

る
こ
と
も
あ
る
か
ら
、
役
員
は
慎
重
と

大
胆
の
バ
ラ
ン
ス
の
な
か
で
生
き
る
こ

と
が
必
要
と
さ
れ
る
。
常
に
最
悪
の
場

合
を
予
測
し
て
安
全
第
一
主
義
を
と
る

と
、
会
社
は
消
極
経
営
に
よ
る
縮
小
均

衡
を
来
し
、
そ
の
こ
と
が
命
取
り
と
な

っ
て
経
営
が
危
殆
に
瀕
す
る
こ
と
も
あ

る
。
要
は
、
健
全
な
バ
ラ
ン
ス
感
覚
を

失
わ
な
い
こ
と
で
あ
る
。

も
ち
ろ
ん
、
会
社
役
員
も
全
知
全
能

の
神
で
な
い
以
上
、
見
込
み
違
い
を
冒

す
こ
と
が
あ
り
う
る
の
で
、
結
果
と
し

て
失
敗
し
た
か
ら
と
い
っ
て
す
べ
て
役

員
に
結
果
責
任
を
負
わ
せ
る
わ
け
に
は

い
か
な
い
。
経
営
判
断
の
原
則
は
、
役

員
が
責
任
追
及
を
お
そ
れ
る
余
り
、
萎

縮
経
営
に
陥
ら
な
い
よ
ラ
ガ
ー
ド
す
る

た
め
の
ル

1
ル
で
あ
り
、
こ
の
原
則
の

お
か
げ
で
、
会
社
役
員
の
責
任
が
過
大

に
な
る
こ
と
が
な
い
よ
う
歯
止
め
さ
れ

て
い
る
わ
け
で
あ
る
。

い
ず
れ
に
し
て
も
、
わ
が
国
に
お
い

て
は
、
従
前
は
無
答
責
の
気
楽
な
職
業

で
あ
っ
た
の
に
最
近
に
な
っ
て
厳
し
い

責
任
追
及
の
的
と
な
り
は
じ
め
た
た
め

に
責
任
の
重
さ
を
自
覚
し
、
そ
の
対
策

に
頭
を
痛
め
は
じ
め
た
と
い
う
歴
史
的

経
過
に
お
い
て
、
会
社
役
員
は
、
医
師

等
の
専
門
家
と
共
通
し
て
い
る
こ
と
が

明
ら
か
で
あ
る
。

専
門
家
の
特
質

専
門
家
で
あ
る
か
否
か
を
判
定
す
る

基
準
と
し
て
多
く
の
特
質
が
列
挙
さ
れ

る
が
、
判
定
の
目
的
や
判
定
基
準
設
定

者
の
価
値
判
断
に
よ
り
、
必
ず
し
も
同

一
の
判
定
基
準
が
用
い
ら
れ
て
は
い
な

い
。
こ
こ
で
は
、
大
体
に
お
い
て
、
多

く
の
人
が
共
通
に
用
い
て
い
る
判
定
基

準
を
整
理
し
て
お
き
た
い
。

専
門
家
た
る
こ
と
の
指
標
と
し
て
誰

も
が
第
一
に
あ
げ
る
の
は
、
そ
の
職
に

従
事
す
る
準
備
段
階
に
お
い
て
、
一
般

の
職
業
と
は
異
な
る
高
度
に
専
門
化
し

た
長
期
の
教
育
研
究
と
濃
密
な
技
能
訓

練
の
必
要
で
あ
る
。
医
師
に
六
年
間
の

大
学
教
育
と
イ
ン
タ
ー
ン
が
要
求
さ

れ
、
法
律
家
に
最
低
四
年
間
の
大
学
教

育
と
司
法
修
習
が
要
求
さ
れ
る
と
と
に

そ
の
典
型
例
が
み
ら
れ
る
よ
う
に
、
短

期
間
の
講
習
や
数
回
の
訓
練
だ
け
で
資

格
が
認
定
さ
れ
る
よ
う
な
簡
易
な
職
業

は
、
専
門
職
で
は
な
い
。

第
二
の
指
標
は
、
厳
し
い
資
格
試

験
、
合
格
者
に
対
す
る
公
的
な
資
格
証

明
書
の
発
行
、
資
格
登
録
制
に
よ
る
無

資
格
者
の
参
入
排
除
で
あ
る
。
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医
師
に
な
る
た
め
に
は
、
医
師
国
家

試
験
に
合
格
し
、
厚
生
大
臣
の
免
許
を

受
け
、
厚
生
省
の
医
籍
に
医
師
免
許
に

つ
き
登
録
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

(
医
師
法
二
条
・
五
条
)
。
弁
護
士
に
な

る
た
め
に
は
、
司
法
試
験
に
合
格
し
た

こ
と
の
証
書
を
取
得
し
(
司
法
試
験
法

九
条
)
、
日
弁
連
の
弁
護
士
名
簿
に
登

録
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
(
弁
護
士

法
八
条
)
。
そ
し
て
、
医
師
で
な
け
れ

ば
医
業
を
な
し
て
は
な
ら
な
い
し
、
無

免
許
医
業
に
対
し
二
年
以
下
の
懲
役
ま

た
は
二
万
円
以
下
の
罰
金
が
課
せ
ら
れ

(
医
師
法
一
七
条
・
三
一
条
)
、
非
弁
護

士
の
法
律
事
務
取
扱
等
の
罪
に
つ
き
二

年
以
下
の
懲
役
ま
た
は
一

O
O万
円
以

下
の
罰
金
の
制
裁
が
課
さ
れ
る
(
弁
護

士
法
七
二
条
・
七
七
条
)
。

こ
の
よ
う
に
、
厳
格
な
業
務
の
独
占

制
が
貫
徹
さ
れ
、
刑
罰
の
威
嚇
を
も
っ

て
無
免
許
営
業
が
取
り
締
ま
ら
れ
て
い

る
点
に
、
専
門
職
の
特
徴
が
あ
り
、
国

家
的
保
護
に
値
す
る
だ
け
の
、
卓
越
し

た
能
力
の
保
持
が
制
度
的
に
裏
づ
け
ら

れ
る
よ
う
に
す
る
た
め
、
厳
重
な
試

験
、
資
格
審
査
、
登
録
の
シ
ス
テ
ム
が

完
備
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
あ
る
。

す
で
に
公
認
会
計
士
等
も
医
師
や
弁

護
士
と
同
等
の
業
務
独
占
体
制
が
と
ら

れ
て
い
る
が
、
将
来
、
次
々
に
専
門
職

業
が
新
た
に
確
立
さ
れ
る
場
合
に
お
い

て
も
、
前
記
と
同
様
な
業
務
独
占
体
制

が
と
ら
れ
る
は
ず
で
あ
り
、
業
務
独
占

体
制
が
完
備
し
て
い
る
か
否
か
が
、
専

門
家
と
そ
う
で
な
い
も
の
と
を
区
別
す

る
基
準
に
な
る
と
い
う
乙
と
も
で
き
よ

〉
「
ノ
。

第
三
の
指
標
は
、
専
門
家
と
依
頼
者

と
の
聞
に
特
別
の
信
頼
関
係
が
存
在
す

る
こ
と
で
あ
る
。
専
門
家
は
、
依
頼
者

(
患
者
・
顧
客
)
の
有
し
な
い
高
度
の

専
門
知
識
や
技
能
を
保
持
し
て
い
る
と

い
う
信
頼
を
得
て
い
る
。
専
門
家
は
資

格
登
録
を
通
し
て
自
己
の
専
門
領
域
の

仕
事
を
す
る
に
つ
い
て
の
最
低
基
準
を

充
足
す
る
能
力
を
有
す
る
こ
と
を
対
外

的
に
保
証
し
て
い
る
。
し
か
も
、
非
専

門
家
で
あ
る
依
頼
者
は
、
依
頼
の
相
手

で
あ
る
専
門
家
の
技
量
・
能
力
を
評
価

す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
依
頼
者
は
、

専
門
家
の
技
能
や
能
力
を
た
だ
ひ
た
す

ら
信
頼
す
る
し
か
な
い
。
こ
の
点
で
、

専
門
家
と
の
契
約
は
、
当
事
者
聞
に
き

わ
め
て
大
き
な
専
門
知
識
に
お
け
る
格

差
(
情
報
の
非
対
称
性
)
が
あ
る

(
3
)
0

さ
ら
に
、
専
門
家
は
、
広
い
範

囲
の
裁
量
権
が
与
え
ら
れ
て
い
る
が
、

そ
の
裁
量
的
判
断
に
つ
い
て
も
依
頼
者

か
ら
全
面
的
な
信
頼
を
受
げ
て
い
る
。

専
門
家
の
側
で
は
依
頼
者
の
要
求
を
実

現
す
る
に
つ
き
複
数
の
選
択
肢
が
あ
り

う
る
の
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
方
法
の
利
害

得
失
に
つ
き
十
分
に
説
明
し
て
依
頼
者

の
自
己
決
定
に
委
ね
る
の
で
あ
る
が
、

依
頼
者
が
自
己
決
定
で
き
な
い
と
き
は

選
択
の
判
断
を
専
門
家
に
委
ね
ざ
る
を

え
な
い
し
、
依
頼
者
は
、
専
門
家
が
依

頼
者
の
最
善
の
利
益
を
は
か
る
よ
う
な

選
択
を
し
て
く
れ
る
も
の
と
信
頼
す

る。
前
者
の
意
味
で
の
信
頼
は
、
依
頼
事

項
に
つ
き
専
門
知
識
を
も
た
ず
、
専
門

家
の
能
力
の
評
価
も
で
き
な
い
依
頼
者

と
の
対
比
に
お
い
て
、
専
門
家
の
注
意

義
務
を
客
観
的
で
高
度
の
も
の
と
し
て

お
く
こ
と
の
根
拠
と
な
り
、
専
門
家
の

能
力
保
障
制
を
確
立
す
る
も
の
で
あ

る。
こ
れ
に
対
し
、
後
者
の
意
味
で
の
信

頼
は
、
前
者
と
は
ま
っ
た
く
異
な
る
。

こ
れ
は
、
専
門
家
に
委
ね
ら
れ
て
い
る

裁
量
的
判
断
が
依
頼
者
の
た
め
に
最
善

の
利
益
と
な
る
こ
と
の
担
保
で
あ
り
、

専
門
家
と
依
頼
者
と
の
聞
に
信
認
関
係

(片山門同己の町内凶吋句史凶
-m片山
O
ロ凹印回目
H
U

一n
oロ同日
E

(同
SHE-
吋
色
白
片
山
。
ロ
印
庄
司
)
が
存
在
す
る

こ
と
を
前
提
に
し
て
、
依
頼
者
か
ら
信

頼
さ
れ
て
裁
量
権
の
行
使
を
全
面
的
に

委
ね
ら
れ
た
専
門
家
が
、
も
っ
ぱ
ら
依

頼
者
の
利
益
を
は
か
る
べ
き
で
あ
り
、

第
三
者
の
利
益
ま
た
は
自
己
の
利
益
を

は
か
つ
て
は
い
け
な
い
と
い
う
問
題
で

あ
る
。
依
頼
者
の
信
頼
を
裏
切
る
よ
う

な
専
門
家
の
行
為
に
つ
い
て
は
、
利
益

相
反
行
為
な
い
し
不
誠
実
行
為
と
し
て

専
門
家
の
忠
実
義
務
違
反
が
成
立
し
、

専
門
家
の
債
務
不
履
行
責
任
が
発
生
す

る
(
4
)
O
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こ
の
よ
う
に
、
専
門
家
の
民
事
責
任

の
特
色
は
、
専
門
家
の
資
質
確
保
を
目

的
と
す
る
高
度
注
意
義
務
と
、
専
門
家

の
背
信
行
為
の
排
除
を
目
的
と
す
る
忠

実
義
務
の
二
面
性
が
あ
る
点
で
あ
る
。

そ
こ
で
、
会
社
役
員
に
つ
い
て
も
そ
の

民
事
責
任
に
二
面
性
が
あ
る
こ
と
を
論

証
し
、
こ
れ
に
よ
り
、
会
社
役
員
も
専

門
家
と
共
通
す
る
性
質
を
も
つ
こ
と

で
、
そ
の
か
ぎ
り
に
お
い
て
、
会
社
役



員
を
専
門
家
に
準
ず
る
も
の
と
把
握
で

き
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
い
。

四

会
社
役
員
の
善
管
注
意
義
務
と

忠
実
義
務

f苦

取
締
役
と
会
社
と
の
関
係
に
つ
き
、

商
法
二
五
四
条
三
項
が
委
任
に
関
す
る

規
定
に
従
う
と
規
定
し
て
い
る
の
で
、

取
締
役
は
、
善
良
な
管
理
者
の
注
意
を

も
っ
て
業
務
を
執
行
す
べ
き
義
務
を
負

う
が
、
他
方
、
商
法
二
五
四
条
の
三
が

取
締
役
の
忠
実
義
務
を
規
定
し
て
い
る

た
め
、
両
者
の
関
係
を
い
か
に
と
ら
え

る
か
に
つ
き
、
同
質
説
と
異
質
説
と
が

対
立
し
て
い
る
。

判
例
は
、
忠
実
義
務
に
関
す
る
規
定

は
善
管
注
意
義
務
を
敷
街
し
、
い
っ
そ

う
明
確
に
し
た
に
と
ど
ま
る
も
の
で
あ

っ
て
、
通
常
の
委
任
関
係
に
伴
う
善
管

注
意
義
務
と
は
別
個
の
高
度
の
義
務
を

規
定
し
た
も
の
で
は
な
い
と
し
て
い
る

(
5
)
。
有
力
学
説
も
判
例
の
立
場
を
支

持
す
る

(
6
)
。

こ
れ
に
対
し
、
近
時
、
異
質
説
が
多

数
説
と
な
り
つ
つ
あ
る
。
異
質
説
は
、

第
一
に
、
忠
実
義
務
と
善
管
注
意
義
務

は
、
機
能
す
る
側
面
が
基
本
的
に
異
な

第 11章総

る
と
す
る
。
つ
ま
り
、
善
管
注
意
義
務

は
、
取
締
役
が
職
務
の
執
行
に
あ
た
っ

て
尽
く
す
べ
き
注
意
の
程
度
に
関
す
る

規
範
で
あ
り
、
そ
の
者
の
能
力
に
応
じ

た
主
観
的
な
注
意
で
は
な
く
、
そ
の
者

の
職
業
、
地
位
、
知
識
等
に
お
い
て
期

待
さ
れ
て
い
る
注
意
を
尽
く
さ
な
け
れ

ば
過
失
が
あ
る
と
判
定
さ
れ
る
。
こ
れ

に
対
し
忠
実
義
務
は
、
取
締
役
が
そ
の

地
位
を
利
用
し
て
個
人
的
利
益
の
た
め

に
会
社
の
利
益
を
犠
牲
に
す
る
こ
と
を

禁
じ
る
も
の
で
あ
る
。
善
管
注
意
義
務

は
取
締
役
が
会
社
の
た
め
に
職
務
を
執

行
す
る
側
面
に
お
い
て
尽
く
す
べ
き
注

意
の
程
度
を
問
題
と
す
る
の
に
対
し
、

忠
実
義
務
は
取
締
役
が
会
社
の
機
関
と

し
て
行
な
う
行
為
そ
の
も
の
で
は
な

く
、
む
し
ろ
取
締
役
が
本
来
の
役
割
を

忘
れ
て
個
人
的
利
益
の
追
求
に
走
る
こ

と
を
阻
止
す
る
こ
と
を
目
指
し
て
い

る
。
利
害
衝
突
と
背
信
と
い
う
切
り
口

か
ら
信
頼
さ
れ
た
者
が
信
頼
し
た
者
を

裏
切
っ
て
は
い
け
な
い
と
い
う
側
面
に

注
目
し
た
結
果
、
忠
実
義
務
が
強
調
さ

れ
る
わ
け
で
あ
る
(
7
)
O

異
質
説
は
、
具
体
的
な
要
件
上
の
特

色
と
し
て
、
善
管
注
意
義
務
違
反
の
責

任
に
原
則
と
し
て
必
要
な
故
意
過
失

が
、
忠
実
義
務
違
反
の
責
任
の
成
立
要

件
で
は
な
い
と
し

(
8
)
、
ま
た
、
忠
実

義
務
違
反
の
責
任
の
範
囲
は
、
善
管
注

意
義
務
違
反
の
責
任
の
場
合
と
異
な

り
、
会
社
の
こ
う
む
っ
た
損
害
の
賠
償

に
と
ど
ま
ら
ず
、
取
締
役
の
得
た
す
べ

て
の
利
得
の
会
社
に
対
す
る
返
還
(
提

供
)
に
及
ぶ
べ
き
も
の
と
し
、
商
法
二

六
六
条
四
項
が
義
務
違
反
に
よ
り
取
締

役
ま
た
は
第
三
者
が
得
た
利
益
の
額
を

会
社
の
こ
う
む
っ
た
損
害
額
と
推
定
し

て
い
る
こ
と
も
こ
の
趣
旨
を
裏
書
き
す

る
も
の
と
評
価
さ
れ
る
と
し
て
い
る

(9)
。
ま
た
、
異
質
説
の
立
場
に
お
い

て
は
、
善
管
注
意
義
務
の
解
釈
に
つ

き
、
英
米
法
に
な
ら
っ
て
経
営
判
断
の

法
則
を
採
用
す
べ
き
こ
と
と
な
り

(
日
)
、
責
任
免
除
が
原
則
で
あ
る
と
い

う
に
近
い
ま
で
注
意
義
務
が
緩
和
さ
れ

て
し
ま
っ
た
ア
メ
リ
カ
法
の
状
況
を
、

そ
の
ま
ま
わ
が
国
の
取
締
役
の
善
管
注

意
義
務
の
解
釈
に
持
ち
込
む
べ
き
で
は

な
い
と
い
う
警
戒
を
呼
び
起
こ
し

立
、
善
管
注
意
義
務
の
緩
和
の
傾
向

が
あ
る
が
ゆ
え
に
、
忠
実
義
務
を
よ
り

一
層
強
調
し
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
主

張
さ
れ
て
い
る
(
目
。

五

専
門
家
の
裁
量
性
と
会
社
役
員

の
経
営
判
断
の
原
則

会
社
は
利
益
追
求
を
目
的
と
す
る
も

の
で
あ
り
、
そ
の
企
業
経
営
に
は
、
当

然
に
多
少
の
目
白
険
と
そ
れ
に
伴
う
危
険

が
つ
き
ま
と
う
。
そ
し
て
、
会
社
役
員

が
業
務
執
行
の
た
め
の
経
営
判
断
を
行

な
う
に
あ
た
っ
て
は
、
会
社
を
め
ぐ
る

将
来
の
社
会
・
経
済
環
境
を
完
全
か
っ

正
確
に
予
測
す
る
こ
と
が
で
き
ず
、
そ

の
判
断
が
結
果
と
し
て
誤
っ
て
い
た
こ

と
に
な
る
場
合
が
必
ず
し
も
少
く
は
な

い
。
し
た
が
っ
て
、
会
社
役
員
が
会
社

の
業
務
執
行
に
あ
た
っ
て
行
な
っ
た
経

営
判
断
が
結
果
と
し
て
会
社
に
損
害
を

生
じ
さ
せ
た
と
し
て
も
、
そ
れ
が
誠
実

に
行
な
わ
れ
た
か
ぎ
り
は
、
裁
判
所
が

事
後
的
な
判
断
に
よ
っ
て
、
会
社
役
員

に
注
意
義
務
違
反
が
あ
っ
た
と
し
て
そ

の
責
任
を
直
ち
に
問
う
べ
き
で
は
な

い
。
た
だ
、
会
社
役
員
が
会
社
の
業
務

執
行
と
し
て
行
な
っ
た
経
営
上
の
判
断

に
注
意
義
務
の
違
反
が
な
い
と
い
う
た

め
に
は
、
そ
の
判
断
が
、
そ
の
当
時
の

状
況
に
鑑
み
、
会
社
役
員
と
し
て
会
社
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の
業
務
執
行
を
行
な
う
能
力
お
よ
び
識

見
を
有
す
る
者
の
立
場
か
ら
み
て
、
明

ら
か
に
不
合
理
で
な
い
こ
と
が
必
要
で

あ
る
。
会
社
役
員
の
業
務
執
行
に
お
げ

る
経
営
判
断
が
結
果
と
し
て
誤
っ
て
い

た
場
合
に
、
事
後
的
に
直
ち
に
そ
れ
が

注
意
義
務
の
違
反
を
構
成
す
る
と
す
る

こ
と
は
、
会
社
役
員
の
行
為
を
萎
縮
さ

せ
、
会
社
経
営
を
消
極
的
に
さ
せ
て
し

ま
う
の
で
、
こ
れ
を
回
避
す
る
た
め

に
、
経
営
判
断
の
原
則
が
確
立
さ
れ
、

わ
が
国
の
判
例
お
よ
び
学
説
も
、
次
第

に
こ
れ
を
容
認
し
つ
つ
あ
る
と
い
え
よ

〉
フ
(
日
)
。

専
門
家
に
つ
い
て
も
責
任
の
厳
格
化

と
責
任
の
緩
和
の
両
側
面
が
み
ら
れ
る

点
に
お
い
て
、
会
社
役
員
の
責
任
に
お

け
る
事
情
と
ほ
と
ん
ど
同
一
で
あ
る
。

医
学
が
ど
れ
だ
け
進
ん
で
も
、
な
お
未

解
決
の
分
野
が
残
る
し
、
医
療
行
為
が

患
者
の
体
に
及
ぼ
す
影
響
を
医
師
が
完

全
に
把
握
し
病
状
を
支
配
す
る
こ
と
は

で
き
な
い
。
弁
護
士
も
勝
訴
と
い
う
訴

訟
結
果
を
約
束
し
訴
訟
過
程
を
支
配
す

る
こ
と
が
で
き
な
い
。
建
築
家
も
地
盤

の
不
等
沈
下
や
ク
ラ
ッ
ク
の
発
生
等
の

不
可
抗
力
的
な
事
象
に
つ
い
て
は
完
全

な
事
故
防
止
や
建
築
過
程
を
コ
ン
ト
ロ

ー
ル
す
る
能
力
が
な
い
。
こ
の
よ
う

に
、
専
門
家
の
業
務
は
、
専
門
家
み
ず

か
ら
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
を
超
え
た
要
素

を
含
む
た
め
に
、
結
果
の
完
全
性
を
保

証
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
の
で
あ
り
、

専
門
家
の
債
務
は
、
手
段
債
務
で
あ
っ

て
結
果
債
務
で
は
な
い
(
M
)
O

ま
た
、
医
療
行
為
に
典
型
的
に
み
ら

れ
る
よ
う
に
、
医
師
の
遼
巡
萎
縮
に
よ

る
適
時
か
つ
適
切
な
治
療
の
僻
怠
が
人

類
全
体
に
も
た
ら
す
負
の
効
果
を
阻
止

す
る
た
め
に
専
門
家
の
裁
量
性
を
肯
定

せ
ざ
る
を
え
な
い
。
医
療
行
為
に
は
高

度
な
専
門
的
知
識
、
技
術
お
よ
び
そ
の

応
用
が
要
求
さ
れ
る
う
え
、
仕
事
の
や

り
方
が
時
間
的
制
約
の
下
に
お
か
れ
、

か
っ
、
常
に
生
体
の
具
体
的
形
態
と
反

応
の
刻
々
の
変
化
に
機
敏
に
対
応
し
な

げ
れ
ば
な
ら
ず
、
実
際
に
現
場
で
継
続

的
に
治
療
に
携
っ
て
い
る
医
師
の
時
宜

を
得
た
適
切
な
判
断
が
要
求
さ
れ
る
。

そ
の
た
め
、
ほ
と
ん
ど
の
医
療
行
為
に

つ
い
て
医
師
の
裁
量
の
余
地
が
認
め
ら

れ
る
こ
と
に
な
る
。
あ
る
具
体
的
な
場

面
に
お
い
て
と
り
う
る
医
療
措
置
が
い

く
つ
か
考
え
ら
れ
、
そ
の
さ
い
に
と
る

べ
き
治
療
方
法
に
つ
い
て
医
師
の
聞
に

見
解
の
相
違
が
あ
り
、

A
医
師
の
選
択

が
結
果
的
に
誤
り
で
あ
り
、
別
の
方
法

を
選
択
す
べ
き
で
あ
っ
た
と
解
さ
れ
る

こ
と
も
あ
り
う
る
。
し
か
し
、
事
後
的

に
医
師
の
選
択
の
誤
り
を
厳
し
く
追
及

す
る
こ
と
は
、
そ
の
医
師
に
と
っ
て
酷

に
す
ぎ
る
だ
け
で
は
な
く
、
結
果
責
任

の
追
及
は
医
師
一
般
に
対
し
い
た
ず
ら

な
遅
疑
遼
巡
を
も
た
ら
し
、
助
か
る
べ

き
患
者
を
放
置
し
、
ひ
い
て
は
医
学
そ

の
も
の
の
発
展
を
阻
止
す
る
結
果
と
な

り
か
ね
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
同
一
の

疾
病
あ
る
い
は
同
一
の
症
状
に
対
し
て

複
数
の
医
療
方
法
が
考
え
ら
れ
る
場
合

に
、
そ
の
選
択
は
、
あ
る
程
度
ま
で
医

師
の
判
断
に
任
さ
れ
る
と
い
う
意
味
で

自
由
な
裁
量
性
を
容
認
す
る
点
で
、
学

説
・
判
例
は
一
致
し
て
い
る
(
日
)
。

会
社
役
員
に
つ
き
経
営
判
断
の
原
則

が
認
め
ら
れ
る
結
果
、
会
社
役
員
に
も

業
務
執
行
に
つ
き
自
由
裁
量
が
認
め
ら

れ
る
こ
と
に
な
る
。
裁
量
の
対
象
に
つ

き
差
異
が
あ
る
が
、
裁
量
性
が
肯
定
さ

れ
る
点
に
お
い
て
会
社
役
員
と
専
門
家

と
の
聞
に
共
通
性
が
あ
る
と
い
え
よ

う
。
次
に
、
裁
量
性
の
制
約
に
つ
い
て

も
両
者
聞
に
共
通
性
が
み
ら
れ
る
こ
と

を
分
析
し
よ
う
。

ー』ー

ノ、

依
頼
者
の
自
己
決
定
権
と
専
門

家
の
裁
量
の
範
囲
の
縮
減

非
専
門
家
は
、
問
題
の
適
切
な
処
理

に
必
要
な
知
識
が
な
い
た
め
、
能
力
を

有
す
る
専
門
家
に
解
決
を
依
頼
す
る
の

で
あ
り
、
手
術
の
要
否
に
つ
い
て
は
医

師
の
判
断
に
委
ね
る
べ
き
で
あ
っ
て
、

患
者
が
自
己
決
定
を
し
た
り
自
己
主
張

を
す
べ
き
で
は
な
い
と
考
え
ら
れ
て
い

た
し
、
裁
判
に
踏
み
切
っ
た
以
上
、
そ

れ
か
ら
先
の
こ
と
は
弁
護
士
に
す
べ
て

を
委
ね
る
べ
き
で
あ
り
、
依
頼
者
が
細

か
く
弁
護
士
に
指
図
す
べ
き
で
は
な

く
、
弁
護
士
は
受
任
事
務
の
処
理
に
つ

き
相
当
の
範
囲
で
裁
量
権
を
有
す
る
と

考
え
ら
れ
て
き
た
(
日
)
O

し
か
し
、
最
近
、
依
頼
者
の
自
己
決

定
権
の
尊
重
と
イ
ン
フ
ォ
ー
ム
ド
・
コ

ン
セ
ン
ト
(
十
分
な
る
説
明
と
同
意
)

の
理
論
が
強
く
叫
ば
れ
る
乙
と
に
よ

り
、
専
門
家
の
裁
量
の
範
囲
が
縮
減
さ

れ
る
傾
向
が
顕
著
に
み
ら
れ
る
よ
う
に

な
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
変
化
が
生
じ
た

原
因
と
し
て
は
、
非
専
門
家
が
専
門
領
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域
の
情
報
に
ア
ク
セ
ス
す
る
機
会
が
増

加
し
、
か
っ
、
非
専
門
家
が
専
門
家
の

仕
事
内
容
を
批
判
し
う
る
能
力
を
身
に

つ
け
は
じ
め
た
こ
と
、
人
権
感
覚
が
鋭

利
に
な
り
従
来
は
泣
き
寝
入
り
に
な
っ

て
い
た
人
も
今
日
で
は
積
極
的
に
戦
う

姿
勢
を
も
つ
よ
う
に
な
っ
て
い
る
こ

と
、
自
分
の
生
命
、
健
康
、
財
産
、
幸

福
に
つ
い
て
は
自
身
が
最
終
的
な
決
定

権
を
最
後
ま
で
留
保
し
専
門
家
に
す
べ

て
を
委
ね
る
べ
き
で
な
い
と
考
え
は
じ

め
た
こ
と
、
医
師
や
弁
護
士
の
な
か
に

は
自
分
の
都
合
だ
け
を
優
先
し
依
頼
者

の
利
益
を
な
い
が
し
ろ
に
す
る
者
も
い

な
い
わ
げ
で
は
な
い
と
し
て
信
頼
感
の

動
揺
が
み
ら
れ
る
こ
と
、
多
く
の
非
専

門
家
が
専
門
家
と
の
接
触
を
経
験
し
、

期
待
が
大
き
い
の
に
比
し
結
果
が
思
わ

し
く
な
か
っ
た
苦
い
体
験
に
立
脚
し
、

事
前
に
十
分
な
る
結
果
予
測
を
し
た
う

え
で
、
専
門
家
の
選
別
や
相
談
内
容
を

綿
密
に
決
め
て
か
ら
依
頼
す
る
と
い
う

慎
重
で
賢
明
な
専
門
家
の
利
用
の
仕
方

に
習
熟
し
は
じ
め
た
こ
と
等
が
考
え
ら

れ
る
。事
件
の
処
理
を
依
頼
者
が
弁
護
士
に

依
頼
す
る
場
合
に
お
い
て
も
、
最
終
的

な
決
着
が
依
頼
者
の
真
の
希
望
や
意
見

に
全
面
的
に
反
す
る
こ
と
は
許
さ
れ
な

い
し
、
依
頼
者
も
事
件
処
理
の
テ
ク
ニ

ッ
ク
に
つ
い
て
は
弁
護
士
の
裁
量
に
委

ね
る
が
最
終
の
決
着
の
あ
り
方
に
つ
い

て
は
依
頼
者
の
意
思
が
貫
徹
で
き
る
こ

と
が
重
要
と
考
え
て
い
る
。
そ
こ
で
、

弁
護
士
は
、
考
え
ら
れ
る
法
的
手
段
の

そ
れ
ぞ
れ
に
つ
き
依
頼
者
の
利
害
得
失

を
詳
細
に
分
析
し
て
説
明
し
、
事
件
の

進
行
度
に
合
わ
せ
て
状
況
の
変
化
を
報

告
し
密
接
な
コ
ン
タ
ク
ト
を
と
っ
て
依

頼
者
の
自
己
決
定
権
を
尊
重
し
な
が
ら

事
件
の
処
理
を
進
め
て
い
く
べ
き
で
あ

る
。
弁
護
士
の
裁
量
や
判
断
に
委
ね
ら

れ
る
部
分
と
、
依
頼
者
の
意
思
を
確
認

し
依
頼
者
の
自
己
決
定
権
を
尊
重
す
べ

き
部
分
と
を
明
確
に
区
分
け
し
た
う
え

で
、
依
頼
者
の
最
善
の
利
益
に
合
致
す

る
よ
う
に
弁
護
士
が
業
務
上
の
注
意
を

払
う
べ
き
で
あ
る
(
げ
)
。

医
師
が
未
承
認
の
抗
が
ん
剤
の
臨
床

試
験
を
す
る
さ
い
、
治
験
に
つ
き
医
師

の
自
由
裁
量
は
制
限
さ
れ
、
実
施
要
綱

(
プ
ロ
ト
コ

l
ル
)
を
遵
守
す
る
こ
と

が
要
求
さ
れ
る
が
、
治
験
か
ら
離
脱
し

未
承
認
の
治
験
薬
を
治
療
方
法
と
し
て

使
う
場
合
に
は
、
プ
ロ
ト
コ

l
ル
か
ら

離
れ
て
治
療
す
る
こ
と
を
患
者
に
伝
え

て
そ
の
了
解
を
求
め
、
か
っ
、
患
者
に

対
し
治
験
薬
の
使
い
方
が
プ
ロ
ト
コ
ー

ル
に
反
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
を
説
明

し
、
患
者
の
同
意
を
得
る
と
い
う
こ
つ

の
手
続
が
必
要
と
さ
れ
て
い
る
。
人
体

実
験
の
危
険
と
治
験
薬
に
よ
る
奇
蹟
的

薬
効
と
が
表
裏
の
関
係
に
あ
る
こ
と
か

ら
、
医
師
の
十
分
な
情
報
提
供
を
前
提

に
し
た
患
者
の
自
己
決
定
権
の
尊
重

が
、
治
験
薬
の
使
用
の
側
面
に
お
い
て

も
重
視
さ
れ
る
わ
げ
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
、
専
門
家
の
自
由
裁
量

の
範
囲
は
、
最
近
、
次
第
に
縮
減
さ
れ

つ
つ
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
。

会
社
役
員
に
つ
い
て
も
同
様
の
事
情

が
認
め
ら
れ
る
の
で
、
こ
の
点
に
つ
い

て
次
に
考
察
し
た
い
。

七

会
社
役
員
の
自
由
裁
量
と
そ
の

告
限

会
社
役
員
は
、
そ
の
識
見
と
能
力
の

ゆ
え
に
利
益
の
追
求
を
究
極
の
目
的
と

す
る
会
社
の
業
務
執
行
を
委
ね
ら
れ
て

い
る
が
、
企
業
の
経
営
に
は
多
少
の
冒

険
と
そ
れ
に
伴
う
リ
ス
ク
が
つ
き
ま
と

っ
て
お
り
、
会
社
役
員
の
行
な
っ
た
業

務
執
行
が
結
果
と
し
て
失
敗
に
終
り
、

会
社
に
損
害
を
生
じ
さ
せ
た
場
合
に
会

社
役
員
が
そ
の
こ
と
に
つ
き
当
然
に
責

任
を
問
わ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で

は
、
業
務
執
行
に
お
げ
る
会
社
役
員
の

行
動
を
萎
縮
さ
せ
る
こ
と
に
な
り
、
会

社
の
ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ
ン
ス
が
失
わ
れ
、

そ
の
よ
う
な
結
果
は
投
資
家
の
利
益
に

も
合
致
し
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
会
社

役
員
が
業
務
執
行
に
あ
た
り
企
業
人
と

し
て
合
理
的
な
選
択
の
範
囲
内
で
誠
実

に
行
動
し
た
場
合
に
は
、
そ
の
行
動
が

結
果
と
し
て
間
違
っ
て
お
り
、
不
首
尾

に
終
わ
っ
た
た
め
に
会
社
に
損
害
を
生

ぜ
し
め
て
も
、
そ
の
こ
と
の
ゆ
え
に
、

会
社
役
員
に
注
意
業
務
の
違
反
が
あ
っ

た
と
し
て
責
任
を
問
わ
れ
る
べ
き
で
は

な
く
、
判
例
も
、
会
社
役
員
の
自
由
裁

量
権
を
肯
定
し
て
い
る
(
日
)
。
会
社
役

員
に
つ
き
経
営
判
断
の
原
則
を
適
用
す

る
と
会
社
役
員
の
責
任
免
除
を
原
則
化

す
る
危
険
も
な
い
で
は
な
い
が
、
こ
の

よ
う
な
会
社
役
員
の
自
由
裁
量
権
を
無

制
限
に
認
め
る
こ
と
の
弊
害
を
鋭
く
見

抜
い
て
、
最
近
で
は
、
こ
れ
を
制
限
す

る
た
め
の
各
種
の
歯
止
め
を
設
け
る
努
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力
が
続
け
ら
れ
て
い
る
。

経
営
の
破
綻
に
瀕
し
資
金
難
に
陥
っ

て
い
る
企
業
と
取
引
す
る
よ
う
な
場
合

に
は
、
そ
れ
に
よ
り
会
社
が
損
害
を
受

け
る
危
険
が
大
き
い
の
で
、
会
社
役
員

は
、
こ
の
よ
う
な
企
業
と
取
引
を
し
、

あ
る
い
は
長
年
続
い
た
取
引
を
今
後
も

継
続
す
る
か
否
か
を
決
定
す
る
さ
い
に

は
、
相
手
企
業
の
状
況
を
詳
細
に
調
査

し
、
取
引
す
る
こ
と
の
危
険
性
と
取
引

す
る
こ
と
に
よ
り
期
待
さ
れ
る
会
社
の

利
益
の
可
能
性
を
測
定
す
べ
き
で
あ

る
。
こ
の
よ
う
な
調
査
を
す
る
こ
と
な

く
漫
然
と
経
営
の
破
綻
に
瀕
し
た
企
業

や
資
金
難
に
陥
っ
て
い
る
企
業
と
取
引

を
し
、
あ
る
い
は
相
手
方
企
業
の
倒
産

に
備
え
て
対
策
を
講
じ
な
い
ま
ま
に
放

置
す
る
と
会
社
役
員
は
注
意
義
務
違
反

の
責
任
を
問
わ
れ
る
。
東
京
高
判
昭
五

0
・
一
・
二
九
(
印
)
は
、
主
要
取
引

先
が
在
庫
の
増
加
に
よ
り
資
金
難
に
陥

っ
て
い
る
こ
と
を
知
り
な
が
ら
、
そ
の

従
前
の
実
績
や
当
時
の
主
要
取
引
先
の

製
品
に
対
す
る
需
要
見
込
み
か
ら
漫
然

成
算
あ
り
と
し
て
主
要
取
引
先
の
事
業

に
つ
き
調
査
を
行
な
わ
ず
取
引
を
継
続

し
た
た
め
、
そ
の
取
引
先
の
倒
産
に
よ

り
他
の
取
引
先
に
対
し
て
債
務
の
履
行

を
す
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
っ
た
会
社

の
役
員
が
取
引
先
債
権
者
か
ら
損
害
賠

償
請
求
さ
れ
た
事
案
に
お
い
て
、
会
社

役
員
の
責
任
を
安
易
に
広
く
認
め
る
こ

と
は
放
漫
経
営
の
名
の
も
と
に
結
果
責

任
を
会
社
役
員
に
課
す
こ
と
に
な
る
の

で
十
分
注
意
す
べ
き
で
は
あ
る
が
、
本

件
の
よ
う
に
会
社
役
員
の
行
為
が
経
営

上
の
客
観
的
合
理
性
を
著
し
く
欠
い
た

も
の
で
あ
る
場
合
に
は
、
会
社
役
員
の

注
意
義
務
違
反
が
あ
る
と
し
て
第
三
者

に
対
す
る
責
任
を
肯
定
し
た
。

ま
た
、
東
京
地
判
平
五
・
九
・
二
一

(
初
)
は
、
会
社
役
員
が
会
社
の
定
款

上
の
目
的
の
範
囲
内
で
経
営
判
断
を
行

な
う
裁
量
権
を
有
す
る
が
、
そ
の
判
断

が
著
し
く
客
観
的
合
理
性
を
失
し
、
裁

量
権
の
範
囲
を
逸
脱
し
た
場
合
に
は
免

責
さ
れ
な
い
と
し
、
会
社
の
返
済
能
力

を
超
え
た
多
額
の
借
入
金
に
よ
る
株
式

投
資
の
失
敗
に
つ
き
、
会
社
役
員
の
善

管
注
意
義
務
違
反
の
責
任
を
認
め
て
い

ヲ
匂
。

こ
の
よ
う
に
、
企
業
人
と
し
て
の
合

理
的
な
選
択
の
範
囲
を
外
れ
て
は
い
け

な
い
と
い
う
枠
を
か
ぶ
せ
る
こ
と
に
よ

り
、
会
社
役
員
の
裁
量
の
範
囲
に
制
限

が
課
せ
ら
れ
て
い
る
の
が
現
状
で
あ

る
。
こ
の
ほ
か
、
有
価
証
券
報
告
書
等

に
よ
る
会
社
の
営
業
成
績
の
詳
細
な
開

示
の
方
法
に
よ
る
会
社
役
員
の
経
営
判

断
の
適
否
が
会
社
経
営
の
委
任
者
で
あ

る
株
主
等
に
よ
り
審
査
さ
れ
る
機
会
が

確
保
さ
れ
て
い
る
こ
と
、
株
主
総
会
に

お
け
る
質
疑
応
答
や
会
社
役
員
の
選
・

解
任
の
議
案
の
審
議
に
お
い
て
会
社
役

員
の
能
力
や
経
営
判
断
の
適
否
が
チ
ェ

ッ
ク
さ
れ
、
ま
た
、
株
主
代
表
訴
訟
の

活
性
化
を
め
ざ
し
た
平
成
5
年
の
商
法

改
正
の
結
果
、
会
社
役
員
の
自
由
裁
量

に
お
け
る
暴
走
が
抑
制
台
れ
る
効
果
も

見
の
が
す
こ
と
は
で
き
な
い
。

な
お
、
わ
が
国
に
お
い
て
会
社
役
員

の
経
営
判
断
の
原
則
の
適
用
要
件
と
し

と、

ω十
分
な
情
報
を
集
め
た
う
え
で

の
慎
重
な
決
定
手
続
が
と
ら
れ
た
乙

と、

ω他
人
を
説
得
で
き
る
だ
け
の
合

理
的
根
拠
の
あ
る
判
断
で
あ
る
こ
と
、

ω会
社
役
員
の
自
己
ま
た
は
第
三
者
の

利
害
が
か
ら
ま
っ
て
い
な
い
事
案
に
つ

い
て
の
判
断
で
あ
る
こ
と
(
忠
実
義
務

違
反
の
事
例
に
つ
い
て
は
こ
の
ル

l
ル

の
適
用
を
し
な
い
て
凶
法
令
に
違
反

す
る
経
営
判
断
で
な
い
こ
と
、

ω下
す

べ
き
経
営
判
断
を
怠
る
と
い
う
不
作
為

に
つ
い
て
は
こ
の
原
則
を
適
用
し
な
い

こ
と
、
の
五
点
が
提
示
さ
れ
て
い
る
が

(
呂
、
こ
れ
ら
の
要
件
も
、
会
社
役
員

の
裁
量
権
を
実
質
的
に
制
約
す
る
機
能

を
も
ち
、
会
社
役
員
が
会
社
の
利
益
を

考
え
て
業
務
を
執
行
す
る
こ
と
を
裏
面

か
ら
支
え
る
も
の
で
あ
る
。

以
上
の
考
察
か
ら
、
裁
量
権
の
制
限

の
仕
方
に
差
異
が
あ
る
も
の
の
、
会
社

役
員
の
裁
量
権
も
依
頼
者
た
る
株
主
に

対
す
る
説
明
と
同
意
を
前
提
と
し
て
い

る
の
で
専
門
家
の
裁
量
権
に
お
け
る
と

同
様
な
制
限
を
受
け
る
こ
と
が
明
ら
か

で
あ
ろ
う
。
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会
社
役
員
の
専
門
家
性
に
つ
い

て
の
要
約

前
記
の
考
察
の
結
果
を
ひ
と
ま
ず
要

約
し
て
お
き
た
い
。
専
門
家
の
民
事
責

任
を
通
常
人
の
責
任
と
区
別
し
て
と
り

あ
げ
る
意
義
が
ど
こ
に
あ
る
か
を
探
る

た
め
の
一
手
段
と
し
て
、
会
社
役
員
の

民
事
責
任
と
専
門
家
の
そ
れ
と
の
対
比

を
試
み
た
。
そ
の
結
果
、
一
般
の
職
業

と
は
異
な
る
長
期
の
高
度
の
教
育
と
訓



括

練
、
厳
し
い
資
格
試
験
と
資
格
登
録

制
、
無
資
格
者
の
排
除
、
職
能
団
体
の

結
成
と
自
治
の
諸
点
に
お
い
て
会
社
役

員
と
専
門
家
の
聞
に
は
明
確
な
違
い
が

あ
る
が
、
高
度
注
意
義
務
お
よ
び
忠
実

義
務
の
二
面
性
に
お
い
て
、
両
者
の
共

通
性
が
認
め
ら
れ
る
ほ
か
、
広
い
自
由

裁
量
権
が
認
め
ら
れ
て
は
い
る
が
最
近

そ
の
裁
量
の
範
囲
や
裁
量
の
あ
り
方
に

つ
き
各
種
の
制
約
が
加
え
ら
れ
つ
つ
あ

る
こ
と
に
お
い
て
も
両
者
に
共
通
性
が

認
め
ら
れ
る
こ
と
が
判
明
し
た
。

会
社
役
員
の
レ
ベ
ル
が
一
様
で
な
い

た
め
に
包
括
的
に
会
社
役
員
の
特
色
を

ま
と
め
る
こ
と
に
は
危
険
が
あ
る
が
、

平
均
的
な
上
場
企
業
の
平
均
的
な
会
社

役
員
に
つ
い
て
み
れ
ば
、
そ
の
専
門
的

知
識
お
よ
び
識
見
、
高
度
の
教
育
と
訓

練
、
裁
量
性
の
広
さ
と
こ
れ
に
対
す
る

制
約
、
特
殊
な
信
認
関
係
と
忠
実
義
務

お
よ
び
高
度
な
注
意
義
務
の
諸
点
に
お

い
て
、
会
社
役
員
は
専
門
家
と
ほ
と
ん

ど
同
一
視
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
い
い

か
え
る
と
、
会
社
役
員
は
厳
密
な
意
味

で
は
フ
ル
・
プ
ロ
フ
エ
ツ
シ
ヨ
ン
と
し

て
の
専
門
家
で
は
な
い
が
、
準
専
門
家

と
い
っ
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
し
た
が
っ
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て
、
会
社
役
員
も
専
門
家
と
同
様
な
民

事
責
任
を
負
う
こ
と
が
す
で
に
現
行
商

法
(
二
五
四
条
三
項
、
二
五
四
条
ノ
三
)

に
明
示
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
当
然
で
あ

り
、
そ
の
厳
し
い
責
任
の
履
行
措
置
と

し
て
の
役
員
責
任
保
険
を
専
門
職
責
任

保
険
の
一
つ
と
し
て
位
置
づ
け
つ
つ
、

そ
の
活
用
を
促
す
べ
き
で
あ
ろ
う

総
括
(
そ
の
骨
子
)

専
門
家
の
概
念

そ
の
代
表
は
、
医
師
と
弁
護
士
で
あ

る
。
「
プ
ロ
ブ
エ
ツ
シ
ヨ
ン
」
に
属
す

る
と
い
わ
れ
て
い
る
職
業
も
、
近
時
多

様
化
し
て
い
る
こ
と
、
ま
た
、
古
典
的

な
プ
ロ
フ
エ
ツ
シ
ョ
ン
も
経
済
お
よ
び

社
会
の
変
化
に
伴
い
次
第
に
変
容
し
て

い
る
こ
と
の
結
果
、
そ
の
属
性
と
し
て

共
通
な
要
素
を
抽
出
し
、
こ
れ
ら
が
具

備
さ
れ
る
か
否
か
で
「
プ
ロ
フ
エ
ツ
シ

ヨ
ン
」
か
否
か
を
ふ
る
い
分
け
る
よ
う

な
定
義
(
判
定
基
準
)
を
設
定
す
る
こ

と
は
困
難
で
あ
る
。

そ
こ
で
、
旦
(
体
的
に
、
あ
る
職
業
が

プ
ロ
フ
エ
ツ
シ
ヨ
ン
で
あ
る
か
否
か
を

こ
と
ご
と
く
、
み
な
法
で
判
定
す
る
こ

と
は
諦
め
る
べ
き
で
あ
り
、
そ
の
代
り

に
、
類
型
的
考
察
方
法
を
採
用
し
た
う

え
で
、
プ
ロ
フ
エ
ツ
シ
ョ
ン
と
さ
れ
る

職
業
の
特
色
を
ど
の
程
度
色
濃
く
備
え

て
い
る
か
を
定
量
的
に
測
定
し
て
各
職

業
の
位
置
づ
け
と
特
色
を
解
明
す
る
こ

と
が
適
当
で
あ
ろ
う
。

山
サ
ー
ビ
ス
給
付
の
非
代
替
性

業
務
の
遂
行
に
あ
た
り
履
行
補
助
者

を
使
用
す
る
こ
と
は
許
容
さ
れ
る
が
、

業
務
の
中
核
的
な
部
分
は
、
プ
ロ
フ
ェ

ツ
シ
ョ
ン
自
身
が
み
ず
か
ら
遂
行
し
な

け
れ
ば
な
ら
ず
、
他
人
の
給
付
を
も
っ

て
代
替
す
る
こ
と
は
許
さ
れ
な
い
。
そ

の
理
由
は
、
サ
ー
ビ
ス
購
入
者
が
プ
ロ

フ
エ
ツ
シ
ヨ
ン
の
個
性
・
能
力
に
着
目

し
、
そ
の
固
有
の
力
量
に
信
頼
し
て
サ

ー
ビ
ス
を
受
げ
る
こ
と
を
重
視
し
て
い

る
か
ら
で
あ
る
。

間
創
造
的
な
給
付

一
回
か
ぎ
り
の
、
き
わ
め
て
個
別
具

体
的
な
サ
ー
ビ
ス
を
創
造
的
に
行
な
わ

ね
ば
な
ら
な
い
。
仕
事
の
内
容
が
千
差

万
別
で
あ
る
か
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
の
ケ

i

ス
に
つ
き
最
善
の
結
果
が
実
現
で
き
る

よ
う
に
仕
事
の
段
取
り
を
し
て
、
創
造

的
、
実
験
的
に
業
務
を
遂
行
し
な
げ
れ

ば
な
ら
な
い
。
仕
事
の
や
り
方
を
マ
ニ

ュ
ア
ル
化
し
、
単
純
か
つ
機
械
的
に
反

復
し
て
こ
と
足
れ
り
と
す
る
オ
ー
ト
メ

ー
シ
ョ
ン
方
式
に
は
な
じ
ま
な
い
し
、

そ
の
よ
う
な
安
易
な
マ
ス
プ
ロ
方
式
を

採
用
す
る
こ
と
は
厳
禁
さ
れ
る
。

た
だ
し
、
多
く
の
知
的
労
働
(
た
と

え
ば
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
の
ソ
フ
ト
開

発
)
に
お
い
て
も
、
業
務
内
容
の
創
造

性
が
高
く
な
っ
て
い
る
の
で
、
プ
ロ
プ

エ
ツ
シ
ヨ
ン
の
仕
事
の
創
造
性
と
の
差

は
縮
小
し
つ
つ
あ
る
。

間
仕
事
の
や
り
方
に
つ
い
て
の
裁
量

の
自
由

業
務
の
遂
行
に
お
り
る
独
立
性
、
自

主
的
な
選
択
が
保
障
さ
れ
、
誰
か
ら
も

命
令
さ
れ
た
り
規
制
ま
た
は
妨
害
を
受

け
る
こ
と
な
く
、
自
己
の
良
心
に
従
っ

て
仕
事
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

依
頼
者
は
、
何
を
し
て
欲
し
い
か
仕

事
の
内
容
を
注
文
し
指
図
す
る
こ
と
が

で
き
る
が
、
そ
の
仕
事
の
や
り
方
に
つ

い
て
は
指
図
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

プ
ロ
フ
エ
ツ
シ
ョ
ン
は
、
客
の
指
図
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の
不
拘
束
性
を
前
提
に
、
仕
事
の
や
り

方
に
つ
い
て
自
主
的
に
決
定
す
る
自
由

が
あ
り
、
最
終
の
目
標
を
達
成
す
る
た

め
に
複
数
の
ル

l
ト
が
あ
る
と
き
に
、

そ
の
い
ず
れ
を
選
択
す
る
か
は
、
彼
自

身
の
蓄
積
し
て
き
た
経
験
と
勘
を
も
と

に
し
て
全
人
格
を
傾
注
し
て
客
の
ベ
ス

ト
・
イ
ン
タ
レ
ス
ト
に
合
致
す
る
と
確

信
し
た
と
こ
ろ
に
従
っ
て
自
由
に
決
定

す
る
こ
と
が
で
き
る
。
客
が
特
定
の
ル

ー
ト
の
採
用
を
要
求
し
た
場
合
に
は
、

そ
の
ル

l
ト
の
弊
害
を
説
明
し
、
客
の

納
得
を
え
た
う
え
で
、
彼
が
ベ
ス
ト
と

考
え
る
ル

l
ト
を
選
択
す
べ
き
で
あ

る
。
客
の
注
文
を
無
視
し
て
も
責
任
は

発
生
し
な
い
の
か
に
つ
い
て
は
、
イ
ン

フ
ォ
ー
ム
ド
・
コ
ン
セ
ン
ト
の
法
理
に

よ
り
判
定
す
べ
き
こ
と
で
あ
ろ
う
。

同
経
済
的
従
属
性
の
排
除

プ
ロ
プ
エ
ツ
シ
ョ
ン
も
生
き
て
い
か

ね
ば
な
ら
な
い
し
、
金
の
力
で
彼
の
良

心
的
な
判
断
や
サ
ー
ビ
ス
内
容
が
曇
っ

た
り
歪
め
ら
れ
た
り
す
る
こ
と
が
な
い

よ
う
ガ
ー
ド
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ

り
、
そ
の
た
め
に
は
、
衣
食
が
足
り
た

状
態
を
常
時
確
保
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
金
持
ち
ゃ
権
力
者
に
ペ
コ
ペ
コ
す
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る
こ
と
が
あ
る
と
、
プ
ロ
フ
エ
ツ
シ
ヨ

ン
の
衿
持
が
た
も
て
な
い
ば
か
り
か
、

本
来
的
な
仕
事
の
あ
り
方
が
歪
曲
さ

れ
、
プ
ロ
フ
エ
ツ
シ
ヨ
ン
の
堕
落
が
は

ド
υ
古
品
又
V

O

し
た
が
っ
て
、

プ
ロ
フ
エ
ツ
シ
ヨ
ン

が
、
あ
ら
ゆ
る
誘
惑
に
対
し
て
耐
性
を

保
持
し
、
不
覇
独
立
を
貫
け
る
よ
う
に

経
済
的
自
立
を
は
か
る
こ
と
が
必
要
で

あ
る
か
ら
、
そ
の
こ
と
を
可
能
な
ら
し

め
る
に
十
分
な
報
酬
を
支
払
う
シ
ス
テ

ム
を
構
築
す
べ
き
で
あ
る
。

同
教
育
・
訓
練
・
試
験
・
資
格

高
度
に
創
造
的
な
能
力
が
不
可
欠
で

あ
る
職
業
で
あ
る
か
ら
、
長
年
月
の
教

育
と
苛
酷
な
訓
練
が
必
要
と
さ
れ
、
こ

の
能
力
の
有
無
を
テ
ス
ト
す
る
試
験

と
、
合
格
者
に
対
す
る
資
格
の
付
与
、

資
格
取
得
後
の
定
期
的
な
再
教
育
や
講

習
が
必
要
で
あ
る
。
そ
こ
で
職
能
団
体

が
、
こ
れ
ら
の
役
割
を
果
た
す
こ
と
が

期
待
さ
れ
て
い
る
。

刷
依
頼
者
と
の
聞
の
特
別
の
信
頼

a

個
人
情
報
・
秘
密
の
開
示
と
守

秘
義
務

依
頼
者
が
健
康
状
態
、
支
払
能
力
な

ど
個
人
の
私
生
活
に
か
か
わ
る
秘
密
を

開
示
し
な
い
と
医
師
や
弁
護
士
の
仕
事

が
で
き
な
い
が
、
依
頼
者
は
プ
ロ
ブ
エ

ツ
シ
ヨ
ン
を
信
頼
し
な
い
と
個
人
情
報

や
秘
密
を
開
示
す
る
わ
け
に
は
い
か
な

い
。
そ
こ
で
、
国
は
、
プ
ロ
ブ
エ
ツ
シ

ヨ
ン
に
対
し
、
職
務
上
知
り
え
た
秘
密

の
漏
世
を
刑
罰
(
六
月
以
下
の
懲
役
、

一
O
万
円
以
下
の
罰
金
(
刑
法
一
三
四

条
)
)
を
も
っ
て
禁
止
し
て
い
る
。

b

専
門
知
識
に
お
け
る
格
差

依
頼
者
は
、
依
頼
事
項
に
つ
き
専
門

知
識
が
な
い
た
め
自
分
自
身
は
ま
っ
た

く
訳
が
わ
か
ら
な
い
と
割
り
切
っ
た
う

え
で
、
全
面
的
に
プ
ロ
フ
エ
ツ
シ
ヨ
ン

に
す
べ
て
の
判
断
を
委
ね
る
ほ
か
は
な

い
。
そ
こ
で
、
プ
ロ
プ
エ
ツ
シ
ョ
ン

は
、
依
頼
者
の
全
幅
の
信
頼
に
こ
た
え

う
る
だ
け
の
、
人
格
、
識
見
、
能
力
、

素
質
を
有
す
る
こ
と
が
客
観
的
に
証
明

さ
れ
る
人
物
で
あ
る
こ
と
(
免
許
)
が

必
要
と
さ
れ
る
。

た
だ
、
最
近
で
は
、
プ
ロ
フ
エ
ツ
シ

ヨ
ン
の
知
識
の
圧
倒
的
優
越
を
背
景
に

し
た
盲
目
的
信
頼
を
依
頼
者
に
強
制
す

る
方
式
を
や
め
、
プ
ロ
フ
エ
ツ
シ
ヨ
ン

の
説
明
義
務
を
前
提
と
し
つ
つ
、
そ
の

義
務
の
履
行
と
し
て
十
分
に
サ
ー
ビ
ス

内
容
の
長
短
、
副
作
用
等
に
つ
き
説
明

を
受
け
て
納
得
し
た
う
え
で
、
仕
事
の

や
り
方
に
つ
き
依
頼
者
が
コ
ン
ト
ロ
ー

ル
し
、
そ
の
結
果
に
つ
い
て
は
依
頼
者

も
甘
受
す
る
方
式
が
有
力
に
な
り
つ
つ

あ
り
、
医
療
の
ほ
か
、
法
律
サ
ー
ビ
ス

に
つ
い
て
も
こ
の
傾
向
が
強
ま
り
つ
つ

あ
る
。

信
頼
関
係
の
果
す
役
割

依
頼
者
は
専
門
家
を
信
頼
す
れ
ば
こ

そ
、
他
人
に
知
ら
れ
た
く
な
い
恥
ず
か

し
い
秘
密
を
プ
ロ
プ
エ
ツ
シ
ヨ
ン
に
対

し
打
ち
明
け
て
助
け
を
求
め
る
。
プ
ロ

ブ
エ
ツ
シ
ヨ
ン
は
、
全
幅
の
信
頼
を
前

提
に
し
な
い
と
、
職
務
の
遂
行
に
不
可

欠
な
個
人
情
報
を
入
手
し
え
な
い
。

信
頼
が
崩
壊
し
た
と
き
は
、
依
頼
者

は
、
委
任
契
約
を
無
理
由
解
除
(
解

任
)
し
う
る
。
契
約
の
拘
束
力
が
弱

く
、
易
解
除
性
が
、
プ
ロ
フ
エ
ツ
シ
ヨ

ン
委
任
契
約
の
特
色
で
あ
り
、
弱
点
で

も
あ
る
o

m
職
務
の
利
他
性
・
公
共
性

専
門
家
の
職
業
は
聖
職
と
称
さ
れ
る

よ
う
に
、
職
務
活
動
そ
れ
自
体
が
公
共

の
利
益
の
促
進
を
目
的
と
し
、
利
他
性

が
あ
る
た
め
、
営
利
を
主
眼
と
し
て
業

C 
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括

務
活
動
を
す
る
こ
と
を
回
避
す
べ
き
も

の
と
さ
れ
て
い
る
五
二
専
門
家
は
、

自
分
の
利
益
が
大
と
な
る
か
否
か
を
基

準
に
し
て
行
動
す
べ
き
で
は
な
く
、
依

頼
者
の
利
益
と
社
会
公
共
の
利
益
を
優

先
さ
せ
る
べ
き
で
あ
る
。
他
人
の
生
命

や
健
康
、
他
人
の
法
律
問
題
を
左
右
す

る
仕
事
に
携
わ
る
専
門
家
と
し
て
は
、

依
頼
者
の
命
を
救
い
依
頼
者
の
窮
境
を

打
開
す
る
こ
と
に
第
一
目
的
を
お
く
べ

き
で
あ
り
、
報
酬
は
、
事
後
的
に
窮
地

脱
出
の
功
績
に
対
す
る
感
謝
の
し
る
し

と
し
て
支
払
わ
れ
る
に
す
ぎ
な
い
。
も

ち
ろ
ん
、
報
酬
の
多
寡
に
比
例
し
て
業

務
サ
ー
ビ
ス
の
内
容
を
高
度
化
し
た
り

逆
に
手
抜
き
す
る
こ
と
は
許
き
れ
な

い
。
依
頼
者
の
門
地
や
社
会
的
身
分
に

よ
り
業
務
サ
ー
ビ
ス
の
内
容
に
子
ご
こ

ろ
を
加
え
る
こ
と
も
い
け
な
い
し
、
本

来
的
に
は
、
成
功
報
酬
制
や
時
間
に
対

応
し
た
報
酬
や
建
築
費
に
連
動
す
る
報

酬
制
は
疑
問
で
あ
る
。

弁
護
士
の
場
合
に
は
、
弁
護
士
が
依

頼
者
と
の
契
約
に
基
づ
い
て
依
頼
者
の

利
益
を
は
か
る
義
務
と
公
益
的
責
任
と

の
二
面
的
性
格
が
あ
り
、
時
と
し
て
、

こ
の
両
者
が
矛
盾
衝
突
す
る
こ
と
が
あ
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る
が
、
こ
の
場
合
に
は
、
公
益
的
責
任

を
優
先
さ
せ
る
べ
き
も
の
と
考
え
ら
れ

て
い
る
(
M
)
O

職
能
団
体
の
自
治

業
務
の
独
占
、
無
資
格
者
に
よ
る
業

務
の
排
除
等
の
ほ
か
、
専
門
家
の
資

質
・
能
力
・
技
術
の
向
上
を
め
ざ
す
教

育
、
再
訓
練
、
非
行
者
に
対
す
る
懲
戒

や
免
許
剥
奪
・
業
務
停
止
等
の
自
己
規

律
を
達
成
す
る
た
め
の
職
能
団
体
の
結

成
が
不
可
欠
で
あ
る
。

平
均
的
な
専
門
家
の
技
術
水
準
に
お

け
る
注
意
義
務
を
尽
く
し
て
い
な
い

か
、
逆
に
平
均
的
な
専
門
家
が
行
な
わ

な
い
こ
と
を
実
行
し
た
と
き
は
専
門
家

の
民
事
責
任
が
成
立
し
、
ま
た
専
門
家

集
団
の
平
均
人
の
レ
ベ
ル
の
注
意
を
尽

く
し
て
お
れ
ば
契
約
責
任
や
不
法
行
為

責
任
を
間
わ
れ
る
こ
と
は
な
い
が
、
職

業
倫
理
の
側
面
で
非
難
に
値
す
る
行
動

が
認
め
ら
れ
る
と
き
に
は
、
所
属
す
る

職
能
団
体
に
よ
り
勧
告
等
の
制
裁
を
受

け
る
こ
と
が
あ
る
宕
)
。

こ
の
よ
う
に
、
専
門
家
の
特
色
の
一

つ
は
、
同
業
者
間
で
結
成
さ
れ
る
職
能

団
体
が
厳
し
く
会
員
の
行
動
を
規
制

し
、
自
治
的
に
腐
敗
の
防
止
に
努
力
し

て
そ
れ
な
り
の
成
果
を
あ
げ
て
い
る
点

に
あ
る
。

契
約
責
任
か
不
法
行
為
責
任
か

専
門
家
の
サ
ー
ビ
ス
に
失
敗
が
あ

り
、
追
完
や
修
補
が
可
能
な
場
合
に

は
、
損
害
賠
償
や
契
約
解
除
よ
り
も
先

に
、
修
補
請
求
や
追
完
請
求
を
優
先
さ

せ
る
方
が
委
任
者
・
受
任
者
の
双
方
に

と
っ
て
有
利
で
あ
る
か
ら
、
不
法
行
為

責
任
構
成
に
よ
る
責
任
追
及
よ
り
も
契

約
責
任
構
成
に
よ
る
責
任
追
及
が
望
ま

し
い
(
旬
。
た
だ
、
医
師
が
手
術
に
失

敗
し
て
患
者
が
死
亡
し
た
り
、
摘
出
の

必
要
が
な
か
っ
た
臓
器
を
摘
出
し
た
場

合
や
、
一
事
不
再
理
の
原
則
に
よ
り
弁

護
士
が
同
一
訴
訟
の
や
り
な
お
し
が
で

き
な
い
場
合
等
、
一
回
性
の
サ
ー
ビ
ス

に
つ
い
て
は
損
害
賠
償
の
方
法
に
よ
る

し
か
方
法
は
な
い
。

(
1
)

西
嶋
梅
治
1

プ
ロ
フ
エ
ツ
シ
ヨ
ナ

ル
・
ラ
イ
ア
ビ
リ
テ
ィ
・
イ
ン
シ
ュ
ア
ラ

ン
ス
の
基
本
問
題
L

損
害
と
保
険
一
四

一
頁
等
に
お
い
て
、
長
期
の
高
度
の
訓

練
、
試
験
・
免
許
制
、
職
能
団
体
の
結

成
、
営
利
性
の
排
除
、
倫
理
綱
領
の
確

立
の
五
要
件
を
完
全
な
プ
ロ
フ
エ
ツ
シ

ヨ
ン
の
要
件
と
規
定
し
た
が
、
専
門
家

の
民
事
責
任
の
角
度
か
ら
要
件
を
再
吟

味
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。

(
2
)

同
旨
、
浦
川
道
太
郎
「
ド
イ
ツ
に

お
け
る
専
門
家
の
責
任

ω」
N
B
L
五

四
八
号
三
五
頁
〈
第
四
章
凶
三
二
頁
〉
。

(
3
)

同
旨
、
能
見
善
久
「
専
門
家
の
責

任

ω」
N
B
L
五
四
四
号
五
四
頁
〈
第

二
章
六
頁
〉
。
弥
永
真
生
「
ア
メ
リ
カ

に
お
げ
る
専
門
家
責
任
(
そ
の

2
)
」

N
B
L
五
四

O
号
三
五
頁
〈
第
四
章
川

二
四
頁
〉
。

(
4
)

能
見
・
前
掲
注
(
3
)
伺

N
B
L
五

四
五
号
一
七
頁
〈
第
二
章
八
頁
〉
O

(
5
)
最
大
判
昭
四
五
・
六
・
二
四
民
集

二
四
巻
六
号
六
二
五
頁
、
神
戸
地
判
昭

五
一
・
六
・
一
八
下
民
二
七
巻
五
H
八

号
三
七
八
頁
、
福
岡
高
判
昭
五
五
・
一

0
・
八
高
民
三
三
巻
四
号
三
四
二
貝
。

(
6
)

鈴
木
H
竹
内
・
会
社
法
二
八
九
頁
、

森
本
滋
「
取
締
役
の
善
管
注
意
義
務
と

忠
実
義
務
L

民
商
八
一
巻
四
号
四
五
五

頁。
(
7
)
北
沢
正
啓
・
会
社
法
〔
第
三
版
)

三
八
六
頁
、
浜
田
道
代
・
新
版
注
釈
会

社
法
制
二
七
頁
以
下
。

(
8
)

北
沢
・
前
掲
書
注
(
7
)
三
八
六
、

三
八
七
頁
、
浜
田
・
前
掲
注
(
7
)
三
O

頁
、
星
川
長
七
寸
取
締
役
の
忠
実
義
務

と
責
任
に
つ
い
て
の
一
考
察
L

早
法
三

八
巻
=
一
H
四
冊
九
頁
、
神
崎
克
郎
「
取

締
役
の
忠
実
義
務
」
吉
永
古
稀
記
念
八

八
頁
、
赤
堀
光
子
「
取
締
役
の
忠
実
義

務
凶
」
法
協
八
五
巻
四
号
五
六
二
頁
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ー
五
六
四
頁
。

(
9
)

北
沢
・
前
掲
書
注
(
7
)
=
一
八
七
頁
。

(
叩
)
赤
堀
・
前
掲
注
(
8
)
五
三
二
頁
、

神
崎
・
前
掲
注
(
8
)
吉
永
古
稀
記
念
八

八
頁
、
浜
田
・
前
掲
注
(
7
)
三
O
頁。

(
日
)
浜
田
・
前
掲
注
(
7
)
三
O
頁
、
森

本
・
前
掲
注
(
6
)
民
商
八
一
巻
四
号
四

七
八
頁

1
四
八

O
頁。

(
ロ
)
北
沢
・
前
掲
書
注
(
7
)
三
八
六
頁
。

(
日
)
神
崎
克
郎
・
商
法
H
(会
社
法
)

二
O
五
頁
、
同
・
取
締
役
制
度
論
|
|

義
務
と
責
任
の
法
的
研
究
六
五
頁
。

(H)

笠
井
修
寸
ア
メ
リ
カ
法
に
お
け
る

専
門
家
の
責
任
L

川
井
健
編
・
専
門
家

の
責
任
一
一
四
頁
。
な
お
、
鎌
田
薫

「
土
地
家
屋
調
査
土
の
責
任
L

川
井

編
・
専
門
家
の
責
任
三
五
八
頁
、
三
六

二
頁
は
、
土
地
家
屋
調
査
士
も
高
度
の

専
門
的
知
識
と
技
能
を
有
す
る
こ
と
が

期
待
さ
れ
て
い
る
が
、
し
か
し
、
そ
の

調
査
・
測
量
の
結
果
や
専
門
的
な
判
断

の
誤
り
に
つ
き
常
に
必
ず
調
査
士
の
責

任
が
生
じ
る
わ
け
で
は
な
く
、
相
当
な

注
意
を
尽
く
し
て
も
な
お
避
け
が
た
い

誤
り
に
つ
い
て
は
調
査
土
の
過
失
を
認

め
る
こ
と
は
で
き
な
い
こ
と
、
と
り
わ

け
土
地
家
屋
調
査
に
特
有
の
事
情
と
し

て
地
籍
の
混
乱
、
地
図
の
不
備
、
境
界

標
識
の
不
明
確
等
の
た
め
調
査
・
測
量

の
過
誤
が
不
可
避
的
に
生
じ
る
場
合
が

少
な
く
な
い
。
そ
こ
で
、
調
査
士
の
過

失
や
善
管
注
意
義
務
違
反
の
有
無
の
判

定
に
さ
い
し
若
干
の
軽
減
を
は
か
る
な

ど
の
配
慮
が
必
要
で
あ
る
と
し
、
調
査

総第 11章

士
も
結
果
を
支
配
し
た
り
、
約
束
す
る

こ
と
が
で
き
な
い
点
に
お
い
て
、
他
の

専
門
家
と
変
わ
り
が
な
い
こ
と
を
明
ら

か
に
し
て
い
る
。
な
お
、
医
療
契
約
が

結
果
債
務
で
な
く
手
段
債
務
で
あ
る
こ

と
を
強
調
す
る
も
の
と
し
て
、
唄
孝
一

寸
現
代
医
療
に
お
け
る
事
故
と
過
誤
訴

訟
L

現
代
損
害
賠
償
法
講
座
4
七
頁
が

あ
る
。

(
日
)
岩
垂
正
紀
「
医
療
過
誤
|
|
過

失
L

中
川
H
兼
子
監
・
医
療
過
誤
・
国
家

賠
償
九
五
頁
。
東
京
高
判
昭
三
五
・
一

0
・
三
医
療
過
誤
民
事
裁
判
例
集
四
七

頁
が
、
療
法
と
し
て
い
か
な
る
措
置
を

と
る
べ
き
か
は
医
師
が
患
者
の
状
況
そ

の
他
に
基
づ
い
て
自
己
の
専
門
的
知
識

経
験
に
従
い
決
定
す
べ
き
で
あ
り
、
考

え
ら
れ
る
い
く
つ
か
の
措
置
が
医
師
の

と
る
べ
き
措
置
と
し
て
合
理
的
な
も
の

で
あ
る
か
ぎ
り
、
そ
の
い
ず
れ
を
選
ぶ

べ
き
か
は
当
該
医
師
の
裁
量
の
範
囲
に

属
す
る
の
で
あ
り
、
必
ず
そ
の
一
つ
だ

け
が
正
当
で
あ
っ
て
こ
れ
と
異
な
る
措

置
を
と
る
こ
と
は
す
べ
て
過
失
と
な
る

わ
け
で
は
な
い
と
し
て
、
医
師
の
裁
量

性
を
肯
定
し
て
い
る
が
、
こ
の
判
決
は

専
門
家
に
対
し
裁
量
性
を
認
め
る
の
が

判
例
の
立
場
で
あ
る
こ
と
を
裏
書
き
す

る
も
の
と
評
価
さ
れ
よ
う
。

(
日
)
大
阪
地
判
昭
五
九
・
九
・
二
六
判

時
一
一
三
八
号
一

O
六
頁
等
。

(
口
)
小
林
秀
之
寸
弁
護
士
の
専
門
家
責

任
L
N
B
L
五
四
二
号
四
九
頁
五

O

頁
〈
第
七
章
八

O
頁〉。

(
国
)
神
戸
地
判
昭
五
一
・
六
・
一
八
下

民
集
二
七
巻
五
日
八
号
一

O
四
頁
、
東

京
地
判
昭
五
三
・
三
・
一
金
融
・
商
事

判
例
五
六
二
号
三
六
頁
、
福
岡
高
判
昭

五
五
・
一

0
・
八
判
タ
四
三
コ
一
号
一
四

九
頁
、
東
京
地
判
平
五
・
九
・
二
ハ
判

時
一
四
六
九
号
二
五
頁
。

(
凹
)
金
融
・
商
事
判
例
四
四
八
号
二
頁
。

(
却
)
金
法
二
ニ
七

O
号
一
一
八
頁
。

(
幻
)
近
藤
光
男
寸
わ
が
国
に
お
け
る
経

営
判
断
の
法
則
の
適
用
L

東
洋
信
託
銀

行
代
行
リ
ポ
ー
ト
一

O
九
号
五
頁
。

(
詑
)
甘
利
公
人
寸
取
締
役
の
責
任
免
除

と
会
社
補
償
制
度
L

熊
本
法
学
七
八
号

四
三
頁
は
、
会
社
役
員
に
も
専
門
職
業

人
と
同
様
に
賠
償
責
任
保
険
の
恩
恵
を

享
受
さ
せ
る
べ
き
で
あ
る
と
し
、
ま

た
、
近
藤
光
男
・
前
掲
注
(
紅
)
四
頁
も
、

専
門
的
職
業
人
と
会
社
役
員
と
を
同
一

取
扱
い
を
し
、
い
ず
れ
か
を
差
別
し
て

特
権
的
地
位
を
与
え
る
で
き
で
は
な
い

と
し
て
い
る
が
、
両
氏
も
、
会
社
役
員

を
、
専
門
家
の
中
に
含
め
る
か
、
少
く

と
も
こ
れ
に
準
ず
る
地
位
を
認
め
る
こ

と
を
前
提
と
し
て
い
る
点
で
私
見
と
同

じ
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。

(
お
)
弁
護
士
法
一
条
一
項
が
寸
社
会
的

正
義
の
実
現
し
と
い
う
公
共
の
利
益
の

実
現
を
弁
護
士
の
使
命
と
し
て
規
定
し

て
い
る
た
め
、
営
利
を
第
一
目
的
と
し

て
は
い
な
い
も
の
と
考
え
ら
れ
、
他
の

専
門
職
に
つ
い
て
も
、
職
務
の
利
他

性
、
公
共
性
が
同
様
に
認
め
ら
れ
て
い

る
。
こ
の
点
に
つ
き
、
小
林
・
前
掲
注

(臼

)
N
B
L
五
四
一
号
三
五
頁
以
下

〈
第
七
章
七
七
頁
〉
頁
以
下
、
浦
川
・

前
掲
注

(
2
)
N
B
L
五
四
八
号
三
四
頁

〈
第
四
章
凶
三
一
頁
〉
を
参
照
。

(
M
)

小
林
・
前
掲
注
(
口
)
N
B
L
五
四

一
号
三
六
頁
〈
第
七
章
七
八
頁
〉
、
加

藤
新
太
郎
・
弁
護
士
役
割
論
(
弘
文
堂
・

平
成
四
年
)
五
頁
以
下
。

(
お
)
浦
川
・
前
掲
注

(
2
)
N
B
L
五
四

八
号
コ
一
六
頁
〈
第
四
章

ω=一
三
頁
〉
。

(
出
)
下
森
定
寸
専
門
家
の
民
事
責
任
の

法
的
構
成
と
証
明
L
N
B
L
五
四
六
号

三
七
頁
〈
第
九
章
一

O
一
頁
〉
以
下
。
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付
録

公
認
会
計
士
の
責
任

証
券
取
引
法
上
の

責
任

責
任
の
性
質

証
券
取
引
法
上
の
対
第
三
者
責
任
の

性
質
は
不
法
行
為
に
準
ず
る
責
任
で
あ

る
か
ら
、
証
券
取
引
法
に
規
定
の
な
い

点
に
つ
い
て
は
、
同
法
の
規
定
と
矛
盾

し
な
い
か
ぎ
り
で
、
民
法
の
不
法
行
為

に
関
す
る
諸
規
定
が
適
用
さ
れ
る

(
1
)
O

監
査
人
の
行
為
が
不
法
行
為
の

要
件
を
満
た
す
か
ぎ
り
、
監
査
の
特
殊

性
を
理
由
に
し
て
免
責
を
認
め
る
必
要

は
な
い
か
ら
で
あ
る
。
ま
た
、
証
券
取

引
法
上
の
責
任
が
特
別
の
法
定
責
任
で

あ
る
と
考
え
る
と
、
一
般
不
法
行
為
責

任
と
併
せ
て
主
張
す
る
こ
と
が
で
き

る。

①
有
価
証
券
届
出
書
の
う
ち
の
監

査
証
明
に
か
か
わ
る
書
類
の
重
要

な
事
項
に
つ
い
て
虚
偽
の
記
載
が

あ
り
、
ま
た
は
記
載
す
べ
き
重
要

な
事
項
も
し
く
は
誤
解
を
生
ぜ
し

め
な
い
た
め
に
必
要
な
重
要
な
事

実
の
記
載
が
欠
け
て
い
る
こ
と

(
虚
偽
記
載
等
)
を
原
因
と
す
る

発
行
市
場
に
お
砂
る
損
害
賠
償
責

任
(
一
二
条
一
項
三
号
)

重
要
な
事
項
で
あ
る
か
否
か
は
個
別

の
事
項
に
つ
い
て
具
体
的
に
判
断
さ
れ

る
が
、
一
般
的
に
は
そ
の
記
載
が
真
実

で
あ
り
、
ま
た
は
そ
の
事
実
が
記
載
さ

れ
て
い
れ
ば
、
合
理
的
な
投
資
家
は
そ

の
よ
う
な
条
件
で
当
該
有
価
証
券
を
取

得
し
な
か
っ
た
と
認
め
ら
れ
る
よ
う
な

事
項
で
あ
る
。

有
価
証
券
を
取
得
し
た
者
が
、
そ
の

取
得
の
申
込
み
に
さ
い
し
、
当
該
有
価

筑
波
大
学
助
教
授

弥
永
真
生

証
券
届
出
書
の
記
載
が
虚
偽
で
あ
る
こ

と
ま
た
は
記
載
が
欠
け
て
い
る
こ
と
を

知
っ
て
い
た
と
き
に
は
公
認
会
計
士

(
監
視
法
人
を
含
む
。
以
下
同
じ
)
は
免

責
さ
れ
る
。

ま
た
公
認
会
計
士
が
当
該
有
価
証
券

届
出
書
を
監
査
証
明
し
た
こ
と
に
つ
い

て
故
意
ま
た
は
過
失
が
な
か
っ
た
と
き

に
も
、
公
認
会
計
士
は
責
任
を
負
わ
な

、hv
い
ず
れ
の
場
合
に
も
挙
証
責
任
は
公

認
会
計
士
に
あ
る
。

②
有
価
証
券
届
出
書
の
虚
偽
記
載

等
を
原
因
と
す
る
流
通
市
場
に
お

り
る
損
害
賠
償
責
任
(
一
一
一
一
条
)

有
価
証
券
を
流
通
市
場
に
お
い
て
取

得
し
た
者
が
そ
の
取
得
に
さ
い
し
、
当

該
有
価
証
券
届
出
書
の
記
載
が
虚
偽
で

あ
る
こ
と
ま
た
は
記
載
が
欠
げ
て
い
る

こ
と
を
知
っ
て
い
た
と
き
に
は
公
認
会

計
士
は
免
責
さ
れ
る
。
取
得
者
が
虚
偽

記
載
等
を
知
ら
な
か
っ
た
こ
と
の
挙
証

責
任
は
取
得
者
に
あ
る
と
い
う
考
え
も

あ
る
が

(
2
)
、
知
っ
て
い
た
こ
と
の
挙

証
責
任
が
公
認
会
計
士
に
あ
る
と
解
す

べ
き
で
あ
ろ
う
。

ま
た
公
認
会
計
士
が
当
該
有
価
証
券

届
出
書
を
監
査
証
明
し
た
こ
と
に
つ
い

て
故
意
ま
た
は
過
失
が
な
か
っ
た
と
き

に
も
、
公
認
会
計
士
は
責
任
を
負
わ
な

い
。
こ
の
点
に
つ
い
て
の
挙
証
責
任
は

公
認
会
計
士
に
あ
る
。

③
有
価
証
券
報
告
書
の
虚
偽
記
載

等
を
原
因
と
す
る
損
害
賠
償
責
任

(
二
四
条
の
四
)

②
と
同
じ
で
あ
る
。

な
お
公
認
会
計
士
が
監
査
証
明
し
た

こ
と
に
つ
き
故
意
ま
た
は
過
失
が
な
か

っ
た
と
は
、
一
般
的
に
は
公
認
会
計
士

が
受
任
者
と
し
て
の
善
管
注
意
義
務
を

尽
く
し
た
こ
と
を
い
い
、
具
体
的
に
は

監
査
基
準
お
よ
び
監
査
実
施
準
則
等
に

基
づ
い
て
監
査
を
行
な
う
こ
と
を
意
味

す
る
。
し
か
し
監
査
基
準
お
よ
び
監
査

実
施
準
則
等
に
基
づ
い
て
監
査
し
た
の

み
で
は
善
管
注
意
義
務
を
尽
く
し
た
と

は
い
え
な
い
場
合
が
あ
る
(
3
)
O

な
ぜ

な
ら
善
管
注
意
義
務
に
基
づ
い
て
何
を
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な
す
べ
き
か
は
具
体
的
事
案
に
即
し
て

変
わ
っ
て
く
る
か
ら
で
あ
る
。

損
害
額
の
算
定

損
害
賠
償
額
の
算
定
に
関
し
て
は
証

券
取
引
法
上
、
有
価
証
券
届
出
会
社
に

つ
き
、
証
券
取
引
法
一
九
条
に
規
定
が

お
か
れ
て
い
る
が
、
公
認
会
計
士
や
届

出
会
社
の
役
員
に
つ
い
て
は
法
定
さ
れ

て
い
な
い
。
し
か
し
、
立
法
趣
旨
か
ら

判
断
し
て
証
券
取
引
法
一
九
条
に
準
じ

て
考
え
て
よ
い
(
4
)
O

証
券
取
引
法
一
九
条
の
損
害
賠
償
額

の
算
定
方
法
は
、
請
求
権
者
が
当
該
有

価
証
券
の
取
得
に
つ
い
て
支
払
っ
た
額

か
ら
、
①
損
害
賠
償
を
請
求
す
る
と
き

の
市
場
価
額
、
も
し
市
場
価
額
が
な
い

と
き
は
、
そ
の
時
に
お
け
る
処
分
推
定

額
、
あ
る
い
は
、
②
請
求
前
に
当
該
有

価
証
券
を
処
分
し
た
と
き
は
そ
の
処
分

額
、
を
控
除
し
た
額
と
な
っ
て
い
る
。

消
滅
時
効

証
券
取
引
法
に
は
公
認
会
計
士
の
損

害
賠
償
責
任
の
消
滅
時
効
期
聞
に
つ
い

て
明
文
規
定
は
な
い
か
ら
、
民
法
七
二

四
条
の
規
定
が
適
用
さ
れ
、
損
害
賠
償

請
求
権
者
ま
た
は
そ
の
法
定
代
理
人
が

損
害
お
よ
び
加
害
者
を
知
っ
た
と
き
か

ら
三
年
間
、
不
法
行
為
の
と
き
か
ら
二

0
年
間
を
経
過
し
た
場
合
に
は
公
認
会

計
士
の
損
害
賠
償
責
任
は
消
滅
す
る
。

こ
れ
に
対
し
て
届
出
会
社
の
損
害
賠
償

請
求
権
は
、
証
券
取
引
法
二

O
条
に
よ

り
虚
偽
記
載
等
を
知
っ
た
と
き
ま
た
は

相
当
な
注
意
を
は
ら
っ
て
い
れ
ば
知
る

こ
と
が
で
き
た
で
あ
ろ
う
と
き
か
ら
一

年
間
、
届
出
書
の
効
力
を
生
じ
た
と
き

ま
た
は
目
論
見
書
の
交
付
が
あ
っ
た
と

き
か
ら
五
年
間
で
消
滅
す
る
と
規
定
さ

れ
て
い
る
。

商
法
特
例
法
上
の

責
任

責
任
の
種
類
と
性
質

①
会
計
監
査
人
と
し
て
の
任
務
を

僻
怠
し
た
こ
と
に
基
づ
く
会
社
に

対
す
る
損
害
賠
償
責
任
(
九
条
)

会
社
と
締
結
し
た
就
任
契
約
に
基
づ

き
、
そ
の
任
務
を
遂
行
す
る
に
さ
い
し

て
、
は
ら
う
べ
き
善
良
な
管
理
者
の
注

意
を
怠
っ
た
た
め
会
社
が
損
害
を
こ
う

む
っ
た
場
合
に
は
、
任
務
僻
怠

(5)

に
基
づ
く
債
務
不
履
行
責
任
を
会
計
監

査
人
は
負
い
、
会
社
に
対
し
て
損
害
を

賠
償
し
な
げ
れ
ば
な
ら
な
い
。

な
お
、
会
計
監
査
人
が
二
名
以
上
存

在
す
る
場
合
に
は
、
会
社
に
対
し
て
連

帯
し
て
損
害
賠
償
の
責
任
を
負
い
、
い

ず
れ
の
者
の
過
失
に
よ
り
、
ど
れ
だ
け

の
損
害
を
こ
う
む
っ
た
か
は
問
わ
ず
全

体
の
責
任
を
負
う
。
す
な
わ
ち
九
条
の

規
定
は
会
計
監
査
人
が
複
数
あ
る
場
合

に
、
そ
れ
ら
の
者
が
連
帯
責
任
を
負
う

こ
と
と
さ
れ
た
点
に
意
義
が
あ
る
と
い

わ
れ
て
い
る

(
6
)
。

②
会
計
監
査
人
の
監
査
報
告
書
の

虚
偽
記
載
に
基
づ
く
第
三
者
に
対

す
る
損
害
賠
償
責
任
(
一

O
条
)

会
計
監
査
人
は
、
重
要
な
事
項
に
つ

い
て
特
例
法
二
二
条
一
項
の
監
査
報
告

書
に
虚
偽
の
記
載
を
し
た
た
め
に
損
害

を
被
っ
た
第
三
者
に
対
し
て
、
連
帯
し

て
損
害
を
賠
償
す
る
責
任
を
負
う
。
本

来
、
会
計
監
査
人
と
第
三
者
と
の
聞
に

は
直
接
の
法
律
関
係
が
存
在
し
な
い
の

で
、
不
法
行
為
の
要
件
を
満
た
さ
な
い

か
ぎ
り
、
会
計
監
査
人
は
第
三
者
に
対

し
損
害
賠
償
償
責
任
を
負
わ
な
い
は
ず

で
あ
る
。
し
か
し
、
監
査
が
適
正
に
行

な
わ
れ
る
こ
と
は
会
社
以
外
の
第
三
者

に
と
っ
て
も
重
要
な
意
味
を
も
つ
た
め

こ
の
規
定
が
設
け
ら
れ
た
。

な
お
、
会
計
監
査
人
が
そ
の
職
務
を

行
な
う
に
つ
き
注
意
を
怠
ら
な
か
っ
た

こ
と
を
証
明
し
た
と
き
は
免
責
さ
れ
る

(
特
例
法
一

O
条
た
だ
し
書
)
。

な
お
、
こ
こ
に
い
う
会
計
監
査
人
に

は
、
そ
の
補
助
者
も
含
ま
れ
る
。
し
た

が
っ
て
、
補
助
者
の
過
失
に
つ
い
て
も

会
計
監
査
人
は
責
任
を
負
い
、
こ
れ
を

免
れ
る
た
め
に
は
補
助
者
も
注
意
を
怠

ら
な
か
っ
た
乙
と
を
証
明
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。
そ
し
て
、
注
意
を
怠
ら
な

か
っ
た
こ
と
の
挙
証
責
任
は
公
認
計
会

土
に
あ
る
。
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損
害
額

会
計
監
査
人
が
そ
の
行
為
に
よ
り
会

社
あ
る
い
は
第
三
者
に
損
害
を
与
え
た

場
合
に
は
、
損
害
額
の
立
証
は
原
告
た

る
会
社
ま
た
は
第
三
者
が
行
な
わ
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
会
社
の
損
害
に
つ
い

て
は
、
監
査
契
約
に
お
い
て
賠
償
額
を

予
定
す
る
こ
と
も
可
能
で
あ
る
が

(
7
)
、
対
第
三
者
責
任
に
つ
い
て
は
、

難
し
い
問
題
が
あ
る
。

対
第
三
者
責
任
に
つ
き
、
会
計
監
査

人
が
賠
償
す
べ
き
損
害
に
は
、
直
接
損

害
と
間
接
損
害
の
双
方
を
含
む
。
前
者
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は
投
資
者
が
投
資
判
断
を
誤
っ
た
結
果

受
け
る
損
害
、
後
者
は
会
計
監
査
人
の

違
法
な
監
査
の
結
果
、
会
社
が
損
害
を

こ
う
む
っ
た
こ
と
に
よ
り
、
持
分
の
減

少
を
生
じ
、
あ
る
い
は
会
社
か
ら
債
権

の
満
足
を
受
け
え
な
く
な
っ
た
場
合
の

損
害
を
い
う
。
間
接
損
害
の
場
合
の
第

三
者
の
賠
償
請
求
額
は
会
社
の
損
害
額

を
限
度
と
す
る
と
考
え
る
べ
き
で
あ
ろ

う
。
株
主
の
場
合
で
も
会
計
監
査
人
の

責
任
追
及
に
つ
い
て
は
代
表
訴
訟
が
認

め
ら
れ
な
い
か
ら
、
特
例
法
に
よ
り
請

求
で
き
る
額
は
自
己
が
こ
う
む
っ
た
損

害
額
だ
け
(
し
か
も
会
計
監
査
人
の
違

法
行
為
が
監
査
報
告
書
の
虚
偽
記
載
と

い
う
形
を
と
っ
た
場
合
に
か
ぎ
る
)
で

あ
る
。
直
接
損
害
は
株
式
の
売
買
に
よ

る
も
の
が
主
で
あ
る
が
、
損
害
額
の
算

定
方
法
は
法
定
さ
れ
て
い
な
い
。
こ
の

場
合
に
損
害
賠
償
を
要
す
る
額
は
、

寸
虚
偽
記
載
が
な
か
っ
た
と
す
れ
ば
有

す
べ
か
り
し
株
価
と
、
実
際
の
被
害
者

の
売
値
又
は
買
値
と
の
差
額
し
で
あ
る

と
理
論
的
に
は
い
え
る
が
、
虚
偽
記
載

が
な
か
っ
た
と
す
れ
ば
有
す
べ
か
り
し

株
価
の
決
定
は
困
難
で
あ
る
か
ら

玉
、
賠
償
額
の
算
定
方
法
を
法
定
す

る
か
推
定
規
定
を
お
く
べ
き
で
あ
っ

た
。
も
ち
ろ
ん
、
粉
飾
の
事
実
が
確
定

し
、
株
価
の
値
下
り
が
生
じ
た
場
合
に

は
、
無
過
失
の
立
証
責
任
は
転
換
さ

れ
、
表
示
に
対
す
る
信
頼
に
つ
い
て
は

法
律
上
な
い
し
事
実
上
の
推
定
が
存
在

し
て
い
る
以
上
、
投
資
者
は
一
応
の
損

害
賠
償
請
求
が
可
能
で
あ
ろ
う
。

消
滅
時
効

特
例
法
上
の
会
計
監
査
人
の
民
事
責

任
の
時
効
に
関
し
て
、
会
社
に
対
す
る

損
害
賠
償
責
任
に
つ
い
て
は
、
特
例
法

に
は
明
文
規
定
が
な
い
の
で
、
民
法
一

六
七
条
の
債
権
の
消
滅
時
効
の
規
定
が

適
用
さ
れ
て
一

O
年
に
な
る
と
考
え
ら

れ
る
。し
か
し
、
監
査
契
約
の
締
結
を
会
社

の
付
属
的
商
行
為
(
商
法
五

O
三
条
)

と
み
て
、
監
査
契
約
上
の
債
務
不
履
行

に
基
づ
く
損
害
賠
償
請
求
権
の
消
滅
時

効
は
商
行
為
に
よ
っ
て
生
じ
た
債
権
の

消
滅
時
効
で
あ
る
五
年
(
商
法
五
二
二

条
)
を
適
用
す
べ
き
で
あ
る
と
す
る
説

も
あ
る

(9)
。
し
か
し
第
三
者
に
対
す

る
責
任
に
は
妥
当
し
な
い
で
あ
ろ
う

(
叩
)
。ま
た
、
第
三
者
に
対
す
る
損
害
賠
償

責
任
の
消
滅
時
効
も
特
例
法
に
明
文
が

な
く
、
民
法
七
二
四
条
の
規
定
(
不
法

行
為
に
よ
る
消
滅
時
効
)
が
適
用
さ

れ
、
被
害
者
が
損
害
お
よ
び
加
害
者
を

知
っ
た
と
き
か
ら
三
年
間
、
ま
た
は
不

法
行
為
の
と
き
よ
り
二

O
年
を
経
過
し

た
と
き
に
消
滅
時
効
が
完
成
す
る
こ
と

と
な
る
。

四

証
券
取
引
法
上
の
責
任
と
特
例

法
上
の
責
任

責
任
原
因
と
第
三
者
の
範
囲
の
相
違

が
あ
り
、
重
複
適
用
が
生
ず
る
。
す
な

わ
ち
、
特
例
法
の
定
め
る
責
任
原
因

は
、
監
査
報
告
書
へ
の
虚
偽
記
載
で
あ

る
が
、
証
券
取
引
法
の
そ
れ
は
有
価
証

券
届
出
書
・
有
価
証
券
報
告
書
に
含
ま

れ
る
監
査
証
明
へ
の
虚
偽
記
載
で
あ

り
、
書
面
に
相
違
が
み
ら
れ
る
。
た
だ

し
、
一
方
の
虚
偽
記
載
は
お
そ
ら
く
他

方
の
虚
偽
記
載
を
推
定
せ
し
め
る
で
あ

ろ
う
。
次
に
、
第
三
者
の
範
囲
は
、
明

ら
か
に
特
例
法
の
方
が
広
い
。
証
券
取

引
法
上
は
、
有
価
証
券
の
発
行
市
場
お

よ
び
流
通
市
場
に
お
い
て
証
券
を
取
得

し
た
者
を
保
護
の
対
象
と
す
る
が
(
な

お
、
後
述
五
の
名
古
屋
高
判
昭
五
八
・

七
・
二
、
特
例
法
で
は
そ
の
ほ
か
会

社
債
権
者
ゃ
、
場
合
に
よ
っ
て
は
被
監

査
会
社
の
子
会
社
の
関
係
者
を
も
含
み

う
る
。
ま
た
特
例
法
は
悪
意
の
第
三
者

を
除
外
し
て
い
な
い
(
日
)
O

民
法
上
の
責
任
(
ロ

責
任
の
種
類
と
性
質

債
務
不
履
行
責
任
(
四
一
五

条
)

公
認
会
計
士
と
依
頼
人
と
の
契
約
は

一
般
に
準
委
任
(
民
法
六
五
六
条
)
の

関
係
と
解
さ
れ
て
お
り
(
目
、
公
認
会

計
士
は
委
任
さ
れ
た
義
務
(
監
査
業
務

等
)
に
つ
い
て
善
良
な
る
管
理
者
と
し

て
の
注
意
(
民
法
六
四
四
条
)
に
の
っ

と
っ
て
処
理
す
る
義
務
を
負
っ
て
い
る

が
、
こ
の
義
務
が
完
全
に
履
行
さ
れ
て

い
な
い
場
合
に
は
民
法
四
一
五
条
に
基

づ
き
債
務
不
履
行
を
原
因
と
す
る
民
事

責
任
を
負
う
。

公
認
会
計
士
の
業
務
は
公
認
会
計
士

法
二
条
に
規
定
さ
れ
て
お
り
、
「
財
産

書
類
の
監
査
又
は
証
明
」
(
一
項
業
務
)

と
寸
財
務
書
類
の
調
整
、
財
務
に
関
す

る
調
査
若
し
く
は
立
案
を
し
、
又
は
財

務
に
関
す
る
相
談
に
応
ず
る
こ
と
」

① 
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(
二
項
業
務
)
と
が
あ
る
。
公
認
会
計

士
は
依
頼
者
の
目
的
に
よ
っ
て
そ
れ
ぞ

れ
の
業
務
を
行
な
う
こ
と
を
内
容
と
す

る
契
約
を
締
結
す
る
が
、
一
項
業
務
、

二
項
業
務
の
い
ず
れ
に
つ
い
て
も
善
良

な
る
管
理
者
と
し
て
の
注
意
(
職
業
専

門
家
と
し
て
相
当
の
注
意
)
を
払
っ
て

職
務
を
遂
行
す
る
義
務
が
あ
り
、
益
口
管

注
意
義
務
を
欠
い
た
場
合
に
は
債
務
不

履
行
と
な
り
民
事
責
任
を
負
う
。

②
一
般
不
法
行
為
責
任
(
七

O
九

条
)

公
認
会
計
士
が
、
業
務
上
、
故
意
ま

た
は
過
失
に
よ
り
他
人
の
利
益
を
害
し

た
場
合
に
は
、
依
頼
者
に
対
し
債
務
不

履
行
責
任
を
負
う
か
否
か
を
問
わ
ず
、

不
法
行
為
責
任

(M)

を
負
う
。
こ
こ

に
い
う
過
失
と
は
、
一
般
人
・
普
通
人

と
し
て
な
す
べ
き
注
意
を
怠
る
こ
と
を

い〉つ。

付録

な
お
、
そ
の
行
為
の
損
害
賠
償
の
範

囲
に
つ
い
て
は
、
債
務
不
履
行
の
場
合

の
民
法
四
一
六
条
が
準
用
さ
れ
、
そ
の

行
為
と
相
当
因
果
関
係
の
範
囲
内
の
損

害
を
賠
償
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

③
使
用
者
責
任
(
七
一
五
条
)
(
日
)

公
認
会
計
士
が
他
人
(
公
認
会
計
士
、

会
計
土
補
、
無
資
格
者
等
。
以
下
寸
補
助

者
L

と
い
う
)
を
使
用
し
、
補
助
者
が

業
務
執
行
に
つ
い
て
第
三
者
に
損
害
を

与
え
た
場
合
に
は
、
補
助
者
と
と
も
に

使
用
者
も
損
害
賠
償
の
責
任
を
負
う
。

た
だ
し
、
公
認
会
計
士
が
補
助
者
の
選

任
、
監
督
に
つ
き
相
当
の
注
意
を
な
し

た
こ
と
、
ま
た
は
相
当
の
注
意
を
な
し

た
に
も
か
か
わ
ら
ず
損
害
が
生
じ
た
こ

と
を
-
証
明
す
れ
ば
免
責
さ
れ
る
。
な

お
、
公
認
会
計
士
が
損
害
を
賠
償
し
た

と
き
は
補
助
者
に
対
し
て
求
償
す
る
こ

と
が
で
き
る
(
民
法
七
一
五
条
三
項
)

0

④
法
人
の
不
法
行
為
に
よ
る
責
任

(
四
四
条
)

監
査
法
人
に
つ
い
て
は
、
公
認
会
計

士
法
三
四
条
の
二
二
第
三
項
に
よ
り
商

法
七
八
条
が
準
用
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら

に
商
法
七
八
条
二
項
に
よ
り
民
法
四
四

条
が
準
用
さ
れ
て
い
る
。

そ
こ
で
、
監
査
法
人
の
社
員
が
そ
の

職
務
を
行
な
う
に
つ
き
他
人
に
損
害
を

与
え
た
場
合
に
は
、
当
該
社
員
の
ほ
か

監
査
法
人
自
身
も
損
害
賠
償
の
責
任
を

色
?
っ
。と
こ
ろ
で
、
公
認
会
計
士
法
三
四
条

の
四
第
三
号
に
よ
り
監
査
法
人
の
社
員

は
す
べ
て
業
務
を
執
行
す
る
権
利
を
有

し
義
務
を
負
う
が
、
同
法
三
四
条
の
二

二
第
三
項
に
よ
り
準
用
さ
れ
て
い
る
商

法
七
六
条
に
よ
り
定
款
ま
た
は
総
社
員

の
同
意
を
も
っ
て
業
務
執
行
社
員
の
う

ち
か
ら
特
に
法
人
を
代
表
す
べ
き
も
の

を
定
め
る
乙
と
が
で
き
る
と
さ
れ
て
い

る
。
そ
こ
で
代
表
権
を
有
す
る
社
員
は

当
然
の
こ
と
、
代
表
権
を
有
し
な
い
社

員
の
行
為
に
つ
い
て
も
前
記
法
人
の
不

法
行
為
責
任
が
生
ず
る
か
が
問
題
と
な

マ
G

。こ
の
点
、
民
法
の
解
釈
と
し
て
、
法

人
の
代
表
権
を
有
し
な
い
理
事
で
あ
っ

て
も
、
業
務
執
行
権
を
有
す
る
理
事
の

不
法
行
為
に
つ
い
て
は
、
法
人
は
責
任

を
負
う
と
す
る
説
に
よ
れ
ば
、
代
表
権

を
有
し
な
い
社
員
の
不
法
行
為
に
つ
い

て
も
監
査
法
人
は
責
任
を
負
う
こ
と
に

な
る
。こ
こ
で
、
寸
職
務
を
行
な
う
に
つ
き
し

と
い
う
場
合
の
職
務
と
は
、
行
為
の
外

形
上
、
監
査
法
人
の
社
員
と
し
て
の
職

務
行
為
と
認
め
ら
れ
れ
ば
足
り
、
た
と

え
粉
飾
に
故
意
に
加
担
す
る
な
ど
の
不

正
の
目
的
で
な
さ
れ
て
も
職
務
行
為
で

あ
る
。な
お
、
監
査
法
人
が
民
法
四
四
条
の

賠
償
責
任
を
負
う
場
合
に
は
、
当
該
不

法
行
為
を
行
な
っ
た
社
員
個
人
も
損
害

賠
償
責
任
を
負
う
こ
と
は
当
然
、
監
査

法
人
の
財
産
を
も
っ
て
そ
の
賠
償
債
務

を
完
済
で
き
な
い
と
き
は
監
査
法
人
の

他
の
社
員
も
連
帯
し
て
そ
の
弁
済
を
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
(
同
法
三
一
四
条
の

二
二
第
三
項
、
商
法
八

O
条
一
項
)

0

消
滅
時
効

債
務
不
履
行
に
よ
る
損
害
賠
償
請
求

に
対
す
る
消
滅
時
効
に
つ
い
て
は
民
法

一
六
七
条
が
適
用
さ
れ
、
損
害
賠
償
を

請
求
で
き
る
と
き
か
ら
一

0
年
間
請
求

し
な
い
場
合
、
請
求
権
は
時
効
に
よ
り

消
滅
す
る
。

な
お
、
相
手
方
が
商
人
の
場
合
に

は
、
監
査
契
約
に
基
づ
く
損
害
賠
償
請

求
権
は
商
行
為
に
よ
り
生
じ
た
債
権
で

あ
る
と
し
て
消
滅
時
効
の
期
間
を
五
年

と
す
る
説
も
あ
る
。

次
に
、
不
法
行
為
に
よ
る
損
害
賠
償

請
求
権
に
関
す
る
消
滅
時
効
に
は
民
法

七
二
四
条
が
適
用
さ
れ
、
損
害
お
よ
び

加
害
者
を
知
っ
た
と
き
か
ら
三
年
間
、

ま
た
は
不
法
行
為
の
と
き
よ
り
二

O
年

が
経
過
し
た
と
き
は
請
求
権
は
消
滅
す

る。
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特
例
法
上
の
責
任
と
一
般
不
法

行
為
責
任

付録

会
計
監
査
人
の
第
三
者
に
対
す
る
責

任
が
特
殊
な
不
法
行
為
責
任
で
あ
る
と

す
れ
ば
、
そ
の
か
ぎ
り
で
民
法
の
適
用

は
排
除
さ
れ
、
会
計
監
査
人
の
監
査
報

告
書
へ
の
虚
偽
記
載
に
基
づ
く
損
害
以

外
、
第
三
者
は
会
計
監
査
人
の
責
任
を

追
及
で
き
な
い
こ
と
に
な
る
。
会
計
監

査
人
の
職
務
と
し
て
は
監
査
報
告
書
の

作
成
が
中
核
を
な
す
か
ら
で
、
そ
の
虚

偽
記
載
に
つ
い
て
の
責
任
を
規
定
す
れ

ば
、
そ
れ
で
第
三
者
保
護
は
図
れ
る
と

い
え
る
。
し
か
し
、
会
計
監
査
が
一
般

投
資
家
保
護
の
た
め
に
重
要
で
あ
る
こ

と
に
か
ん
が
み
、
第
三
者
を
保
護
す
る

必
要
か
ら
特
例
法
一

O
条
が
設
け
ら
れ

た
の
で
あ
り
、
会
計
監
査
人
の
監
査
報

告
書
の
記
載
に
関
し
て
立
証
責
任
を
転

換
し
た
と
こ
ろ
に
そ
の
意
義
が
あ
る
こ

と
、
株
主
の
代
表
訴
訟
が
認
め
ら
れ
な

い
以
上
、
間
接
損
害
を
除
外
す
る
理
由

に
と
ぽ
し
い
こ
と
、
等
か
ら
考
え
る

と
、
一
般
不
法
行
為
の
要
件
を
満
た
す

か
ぎ
り
、
会
計
監
査
人
に
一
般
不
法
行

為
責
任
を
追
及
す
る
こ
と
が
で
き
る
と

解
す
る
。
た
と
え
ば
、
会
計
監
査
人
が

株
主
総
会
に
お
い
て
虚
偽
の
陳
述
を
し

た
こ
と
と
第
三
者
の
損
害
と
の
聞
に
相

当
の
因
果
関
係
が
み
と
め
ら
れ
る
の
で

あ
れ
ば
、
不
法
行
為
責
任
を
み
と
め
て

よ
い
で
あ
ろ
う
。
こ
の
場
合
に
は
、
会

計
監
査
人
は
第
三
者
に
対
す
る
故
意
・

過
失
な
く
し
て
責
め
を
負
う
こ
と
に
な

る
と
い
う
問
題
も
あ
り
う
る
が
、
広
く

第
三
者
の
利
害
に
影
響
す
る
お
そ
れ
あ

る
行
為
に
関
し
て
は
、
会
計
監
査
人
に

は
損
害
発
生
防
止
義
務
が
あ
る
と
い
う

べ
き
で
あ
ろ
う
。

四

判
例
の
状
況

会
計
士
の
責
任
に
関
す
る
日
本
に
お

け
る
公
表
判
例
は
一
件
(
東
京
地
判
平

三
了
三
了
一
九
判
時
二
二
八
一
号
一
一
六

頁
)
に
と
ど
ま
り
、
し
か
も
任
意
監
査

の
事
案
で
あ
っ
て
債
務
不
履
行
責
任

(
民
法
四
一
五
条
)
が
追
及
さ
れ
た
も

の
で
あ
る
。
監
査
人
が
、
被
監
査
会
社

の
経
理
部
長
が
不
正
行
為
を
行
な
っ
て

い
る
こ
と
を
発
見
で
き
な
か
っ
た
こ
と

に
対
し
、
財
務
諸
表
の
監
査
は
被
用
者

の
不
正
行
為
の
発
見
を
主
な
目
的
に
す

る
も
の
で
は
な
い
と
し
て
も
、
財
務
諸

表
に
著
し
い
影
響
を
与
え
る
不
正
が
な

い
こ
と
を
確
か
め
る
の
で
な
け
れ
ば
、

財
務
諸
表
の
適
正
性
に
対
す
る
意
見
の

表
明
が
無
意
味
に
な
る
と
し
た
う
え

で
、
「
職
業
専
門
家
の
正
当
な
注
意
を

も
っ
て
監
査
を
実
施
す
る
と
い
う
前
記

の
よ
う
な
本
来
な
す
べ
き
手
続
き
を
怠

り
、
そ
の
結
果
被
用
者
の
重
大
な
不
正

行
為
を
看
過
し
た
と
き
は
、
監
査
人
は

監
査
の
依
頼
者
に
対
し
、
そ
れ
に
よ
っ

て
生
じ
た
損
害
に
つ
い
て
賠
償
す
べ
き

責
任
を
負
う
も
の
と
解
す
る
の
が
相
当

で
あ
る
L

と
し
た
。

五

公
認
会
計
士
の
責
任

の
問
題
点

会
計
士
の
過
失
が
推
定
さ
れ
て
も
、

虚
偽
記
載
で
あ
る
こ
と
、
虚
偽
記
載
と

損
害
発
生
と
の
因
果
関
係
、
損
害
額
の

立
証
は
い
ず
れ
も
原
告
の
側
に
あ
り
、

原
告
は
そ
の
よ
う
な
立
証
に
必
要
な
資

料
を
有
し
な
い
の
が
通
常
で
あ
る
。
す

な
わ
ち
有
価
証
券
届
出
書
ま
た
は
有
価

証
券
報
告
書
の
虚
偽
記
載
に
関
す
る
発

行
会
社
の
責
任
に
関
し
て
の
み
損
害
賠

償
額
が
法
定
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
他
の

場
合
に
は
原
告
が
損
害
額
を
立
証
す
る

こ
と
に
な
る
。
さ
ら
に
ア
メ
リ
カ
と
は

異
な
り
、
ク
ラ
ス
ア
ク
シ
ョ
ン
が
認
め

ら
れ
て
い
な
い
た
め
、
一
人
一
人
の
訴

額
は
通
常
小
さ
く
な
り
、
訴
訟
に
よ
っ

て
損
害
賠
償
を
求
め
る
に
は
相
対
的
に

み
て
、
コ
ス
ト
が
か
か
り
す
ぎ
る
。

他
方
、
第
三
者
の
範
囲
は
き
わ
め
て

広
い
た
め
、
会
計
士
等
が
損
害
賠
償
す

べ
き
額
は
巨
額
に
の
ぼ
る
可
能
性
が
あ

る
。
た
し
か
に
昭
和
五
六
年
改
正
前
商

法
二
六
六
条
ノ
三
第
一
項
後
段
に
基
づ

く
取
締
役
の
責
任
に
関
す
る
下
級
審
判

例
で
は
寸
会
計
と
直
接
の
取
引
関
係
に

入
っ
た
者
あ
る
い
は
当
該
会
社
の
株
式

又
は
社
債
を
公
開
の
流
通
市
場
に
お
い

て
取
得
し
た
者
」
に
第
三
者
の
範
囲
を

限
定
す
る
も
の
が
あ
る
が
(
名
古
屋
高

判
昭
五
八
・
七
・
一
判
時
一

O
九
六
号
一

三
四
頁
)
、
情
報
提
供
責
任
に
関
す
る

解
釈
と
し
て
は
妥
当
で
は
な
い
。
し
た

が
っ
て
会
計
士
等
が
巨
額
の
損
害
賠
償

責
任
を
負
う
乙
と
を
認
め
た
う
え
で
、

保
険
制
度
や
会
計
士
の
監
査
報
酬
の
う

え
で
そ
の
点
を
考
慮
す
べ
き
で
あ
る

公
認
会
計
士
損
害
賠
償
責
任
保
険
の

問
題
と
し
て
は
、
て
ん
補
限
度
額
と
ス

タ
ッ
フ
の
人
数
に
よ
っ
て
保
険
料
が
決
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ま
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
が
、
こ
れ
で

は
一
部
の
不
注
意
な
者
や
不
心
得
者
を

淘
汰
で
き
な
い
し
、
す
べ
て
の
公
認
会

計
士
で
、
そ
の
よ
う
な
も
の
の
尻
拭
い

を
す
る
こ
と
に
な
り
妥
当
で
は
な
い
の

で
は
な
い
か
と
い
う
点
が
指
摘
さ
れ
て

い
る
。他
方
、
業
務
を
行
な
っ
た
時
期
と
損

害
賠
償
請
求
を
受
け
る
時
間
と
の
聞
に

ギ
ャ
ッ
プ
を
生
じ
る
た
め
、
相
続
人
等

は
保
険
の
恩
恵
を
受
け
な
い
こ
と
に
な

り
か
ね
な
い
。

さ
ら
に
、
故
意
ま
た
は
不
誠
実
に
よ

る
虚
偽
の
監
査
証
明
の
場
合
に
は
保
険

会
社
は
免
責
さ
れ
る
が
、
そ
の
よ
う
な

場
合
に
投
資
家
の
保
護
は
十
分
で
あ
る

か
と
い
う
問
題
が
生
ず
る
。

付録

(
1
)

龍
田
節
寸
監
査
人
の
対
第
三
者
責

任
序
説
」
商
事
法
の
研
究
(
大
隅
還

暦
)
一
九
二
頁
、
山
村
忠
平
・
新
商
法

に
よ
る
株
式
会
社
監
査
一
七
九
頁
。

(
2
)

志
村
治
美
「
証
券
取
引
法
上
の
民

事
責
任
L

証
券
取
引
法
大
系
(
河
本
還

暦
)
五
六
三
頁
。

(
3
)

こ
れ
に
対
し
て
、
監
査
実
施
準
則

に
基
づ
く
監
査
で
足
り
る
と
解
す
る
よ

う
に
思
わ
れ
る
も
の
と
し
て
、
渡
辺
豊

樹
ほ
か
・
改
正
証
券
取
引
法
の
解
説
六

九
頁
、
河
本
一
郎
H

神
崎
克
郎
・
問
答

式
改
正
証
券
取
引
法
の
解
説
一
一
一
頁

ー
一
一
二
頁
等
が
あ
る
。
し
か
し
、
十

分
な
証
拠
な
し
に
意
見
を
表
明
す
る
こ

と
に
は
過
失
が
あ
る
と
い
わ
ざ
る
を
え

な
い
(
龍
田
節
1

公
認
会
計
士
の
責
任

と
保
険
の
対
象
」
商
法
・
保
険
法
の
諸

問
題
(
大
森
還
暦
)
五
二
七
頁
)

0

(
4
)

神
崎
克
郎
・
証
券
取
引
法
二
八

O

頁
参
照
。

(
5
)

新
版
注
釈
会
社
法
制
五
七
二
頁

1
五
七
三
頁
〔
龍
田
節
〕
に
詳
説
さ
れ

て
い
る
。

(
6
)

龍
田
・
前
掲
注

(
5
)
五
七
四
頁
。

(
7
)

ド
イ
ツ
に
お
い
て
は
会
社
に
対
す

る
損
害
賠
償
額
の
上
限
(
五

O
万
マ
ル

ク
)
が
定
め
ら
れ
て
い
る
(
商
法
三
二

三
条
二
項
)
。
ま
た
普
通
契
約
約
款
で

は
軽
過
失
に
基
づ
く
責
任
に
つ
い
て
で

は
あ
る
が
、
対
第
三
者
の
関
係
で
も
一

件
に
つ
き
五

O
万
マ
ル
ク
に
制
限
さ
れ

て
い
る
。
宇
佐
美
豊
寸
監
査
人
の
責
任

|
|
ド
イ
ツ
を
中
心
と
し
た

E
C
諸
国

に
お
け
る
動
向
」

J
I
C
P
A
ジ
ャ
ー

ナ
ル
四
五
六
号
七
七
頁
以
下
参
照
。

(
8
)

黒
沼
悦
郎
「
証
券
市
場
に
お
け
る

情
報
開
示
に
基
づ
く
民
事
責
任
L

法
学

協
会
雑
誌
一

O
六
券
二
号
二
四
八
頁
以

下。
(
9
)

正
亀
慶
介
寸
会
計
監
査
人
の
民

事
・
刑
事
責
任
L

税
経
セ
ミ
ナ
ー
一
八

巻
四
号
九
七
頁
、
山
村
・
前
掲
注

(
1
)

一
七
九
頁
。

(
叩
)
龍
田
・
前
掲
注

(
5
)
五
七
九
頁
。

(
日
)
た
だ
し
、
虚
偽
表
示
と
損
害
の
発

生
と
の
聞
の
因
果
関
係
の
存
否
の
要
件

に
よ
っ
て
、
ほ
ぽ
同
じ
結
果
と
な
ろ

〉フ。

(
ロ
)
以
下
に
つ
い
て
は
、
良
永
和
隆

寸
公
認
会
計
士
の
責
任
L

川
井
健
編
・

専
門
家
の
責
任
=
一

O
七
頁

1
二二

O
頁

が
詳
し
い
。

(
臼
)
味
村
治
寸
株
式
会
社
監
査
制
度
改

正
要
綱
案
の
解
説
」
商
事
法
務
四
九
二

号
一
七
頁
、
倉
津
康
一
郎
寸
会
計
士
・

監
査
人
の
法
的
責
任
L

税
経
セ
ミ
ナ
ー

三
五
巻
五
号
四
頁
、
龍
田
節
「
会
計
監

査
人
の
選
任
と
責
任
L

会
計
ジ
ャ
ー
ナ

ル
六
巻
六
号
一
四
五
頁

1
一
四
六
頁

等
。
良
永
・
前
掲
注
(
ロ
三
二

O
頁
も

こ
れ
に
賛
成
す
る
。
他
方
、
請
負
契
約

と
み
る
も
の
と
し
て
、
大
住
達
雄
寸
監

査
契
約
の
性
格
と
公
認
会
計
士
の
責

任
L

企
業
会
計
二

O
巻
九
号
一
四
六
八

頁
、
篠
田
四
郎
「
会
計
監
査
人
の
責
任

ωL
名
城
法
学
二
六
巻
二

Z
2
頁。

(H)

一
般
不
法
行
為
責
任
に
お
い
て
は

不
実
表
示
の
寸
重
要
性
」
は
要
求
さ
れ

て
い
な
い
が
、
因
果
関
係
の
レ
ベ
ル
で

考
慮
さ
れ
る
(
龍
田
・
前
掲
注

(
1
)

一
九
八
頁
)
。

(
日
)
補
助
者
の
使
用
に
つ
い
て
は
、
弥

永
寸
他
の
監
査
人
の
監
査
結
果
の
利
用

を
め
ぐ
る
法
的
問
題
L

筑
波
法
政
一
四

号
一
三
九
頁
以
下
参
照
。

(
凶
)
ド
イ
ツ
に
お
い
て
は
普
通
契
約
約

款
に
お
い
て
、
報
酬
と
付
保
を
考
慮
し

て
五

O
万
マ
ル
ク
を
超
え
る
賠
償
義
務

を
負
う
こ
と
が
予
想
さ
れ
て
い
る
(
宇

佐
美
・
前
掲
注
(
7
)
八
O
頁
)
。
ア
メ
リ

カ
に
お
い
て
公
認
会
計
士
の
損
害
賠
償

責
任
の
制
限
を
図
ろ
う
と
す
る
動
き
に

つ
い
て
は
、
伊
東
敏
「
米
国
に
お
り
る

訴
訟
の
現
状
と
損
害
賠
償
責
任
制
度
改

革
の
行
方
L
J
I
C
P
A
ジ
ャ
ー
ナ
ル

四
五
五
号
一
四
頁
以
下
。

ア
メ
リ
カ
に
お
い
て
は
、
カ
リ
フ
ォ

ル
ニ
ア
、
ハ
ワ
イ
、
マ
サ
チ
ュ
ー
セ
ッ

ツ
、
ペ
ン
シ
ル
パ
ニ
ア
、
パ

l
モ
ン
ト

を
除
く
四
五
州
で
有
限
責
任
パ
ー
ト
ナ

ー
シ
ッ
プ
(
ロ
目
芹
巾
仏
出
回
σ巴
々
宮
肖
ザ

ロ叩
E
E
P
F
F
M》
)
を
認
め
る
に
至
っ
て

お
り
、
公
認
会
計
士
に

L
L
P
を
用
い

る
こ
と
を
認
め
る
立
法
が
な
さ
れ
て
き

て
い
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
公
認
会
計
士
の
個
人

資
産
に
対
す
る
追
及
が
回
避
さ
れ
る
こ

と
に
な
る
。
た
と
え
ば
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー

ク
に
お
け
る
新
し
い
有
限
会
社
法

(ピ
B
R
a
ピ
島
日
々
の
O
B切
回
口
可

円
、
担
当
)
に
つ
い
て
は
、

Z
巾当

J

円。吋
W

F
担
当
】

O
R
E
-の
一
九
九
四
年
七
月
一

三
日
号
お
よ
び
同
一
四
日
号
に
紹
介
さ

れ
て
い
る
が
、
公
認
会
計
士
、
弁
護

士
、
医
師
等
の
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル

に
よ
る
利
用
が
予
想
さ
れ
る
。
イ
リ
ノ

イ
で
も
同
趣
旨
の
立
法
が
さ
れ
た
が
、

弁
護
士
に
は
適
用
さ
れ
な
い
よ
う

で
あ
る
(
の
E巴
E
・
印
。
E
n担
問
。
回
己
包
・

ロ
巾
凹
タ
〉
戸

m-∞-
H
U
P
P
M
V
叶
)
。

(
ゃ
な
が
・
ま
さ
お
)

144 


